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X-Yプロ ッタのカタカナルーチンの試作 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・..松

焼入れ急冷時の熱伝達...
下
江
松

オリフィスから生成する液滴の大きさ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・永

浜

電気集塵装置放電線対平板電極における コロナ開始電圧特性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・い・・・・・／息

全国高専生の幼 ・少年時代の遊びについて（第 1報）

ヴィクトリア時代の人々ーその二

「語園」考ー補遣・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・

・・・・・・・・・・・・..寺

品

川

花

．

．

 

•• 
．

．

 

．

．

 

．

．

 

．

．

 

．

．
 

~i 

．

．

 

~
~
 

~
~
 

．

．
 

~
~
 
．

．

 

~

~
 

後

島

岡

野

武

田

□

田

本

崎

井

川

口

田

村

野

森

沢

野

村

藤

尾

田

田

守

末

山

本

川

本

田

杏

寛

敏

泰

紀

博

哲

大

正

直

和

義

善

英

紘

治

郎

治

道

之

也

成

男

孝

秋

則

太

明

ー

13 

3
J
 

9
9
 

41 

7

9

5

5

 

4

6

7

8

 

89 

95 

明
101 

剛三
スマ子

109 

宏之助 115

賢

了

治 121

二 125

秀

龍太郎
豊 129
司

良

伸
知
豊
博

匡

尚

敬

7

1

5

9

 

3

J

4

4

6

 

1

1

1

1

 

一

生

見

久

美

誤

司

之

アブデラの人々 (3).................. ・・・・・・・・・................................. ・・・・・・... ．．．．．．．．．．．．瀬戸
上西川原

5

5

 

0

1

 

2

2

 

夫

洋

章

二富



有明工業高等専門学校紀要 第 15号

ハプスプルク帝国における啓蒙的

絶対主義の政治構造

ー一皇帝ヨーゼフ 2世の改革をめぐって一―-

（その 3)

丹 後 杏

＜昭和 53年 9月 1日 受理＞

Die politische Struktur des aufgeklarten 
Absolutismus in der Habsburg-Monarchie. 

Um  die Reform des Kaisers Joseph II.-

(Dritte Teil) 

Inhal tsiibersicht 

I. Der Inhalt der aufgekl且rtenReformpolitik. (Fortsetzung) 
7. Die Germanisierung des gesamte Territoriums. 

(Anhang) Die AuBenpolitik. 

(unvollendet) 

〔第 1部〕啓蒙的改革政治の内容（承前）

第 7章全領域のドイツ化政策

ヨーゼフ 2世 (JosephII)は， 1765年，父フラン

ツ (FranzI) の後を承けて神聖ローマ皇帝の帝冠を

戴いて以来，名目上は全ドイツに君臨したが，実質上

は単なるハプスブ｝レク家領の世襲君主でしかなく， ド

イツの他の諸領邦に対して政治的に介入すべき余地は

ほとんどのこされていなかった1). ことに， ホーエン

ツォレルン家のプロイセン国家の台頭にともなって，

ドイツに二元主義的対立の傾向が発生して以来， この

ような状況はますます深められることになったのであ

る。皇帝自身も，バイエルン問題 (1785年）にさいし

てフリートリヒ 2世 (FriedrichII)を中心とする諸

侯同盟 (Flirstenbund)の抵抗に遭遇して以後は，

帝国に対するあらゆる企図を放棄し， もっぱらオース

リアの領邦君主としての事業に全力を傾注することに

なる．そして，みずからも神聖ローマ皇帝の称号を用

いず，オーストリア皇帝と称するにいたるのである。

ところで， この，ハフ゜スブルク家を世製君主とする

オーストリア国家というのは，決してイギリス，フラ

ンスなどの西ヨ ーロ ッパ諸国家のごとき比較的均質な

Kyoichi TAN Go 

言語 ・文化をもつ民族的統一体ではなかった．それ

は，それぞれ民族や歴史的事情などを異にする諸領邦

の複合体 (L釦ndercomplex),いわば一種モザイク的

な民族混成国家であったといってよいすなわち，ア

ルプス東麓のドイッ的オーストリア地方を中心に全領

域に散在せるドイツ系住民，ベーメン ・メーレンのチ

ェヒ人，ガリツィアのポーランド人， Jレテニア（ウク

ライナ）人，ハンガリーのマジャール人，スロヴァキ

ア人， クロアテ ィア人， ジーベンビュルゲ ン（トラン

シルヴァニア）のワラキア(;レーマニア）人， ロムバ

Jレディアのイタリア人，ニイデルラントのフラマン人

（オランダ系）， ワルーン人（フランス系），それに首

都や非ドイツ系地域の間に分散居住せる ユダヤ人等

，々 これらの諸民族集団は，いずれも，中世末以来の

ハプスブルク家の軍事的経略や巧妙な外交政策（とり

わけ結婚政策）などによって王家のもとに集積された

ものであり，諸集団相互の間には何らの民族的親縁感

もなく，単にオスマン帝国の侵攻に対する共同の防壁

としての連帯感や王家に対する共通の忠誠意識などに

よって辛うじて領域国家的な結合を持続しているとい

う状況にあったのである．

しかしながら，すべてにおいて画ー的な統一化をめ

ざす皇帝の政策実行の意志は，以上のような複合国家
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的な実態に伴う困難な事情を些かも顧慮することな

く， もっぱらその啓蒙主義的な理念に基づいて一切を

処理・貫徹しようとする．すなわち， 「余が支配する

国家は余の原理にしたがって統治されなければならな

い」との皇帝の言からもうかがわれるごとく，全領域

に対する画ー的統一化のこころみは強力に遂行されよ

うとするのである互 そのなかでも， とりわけ注目す

べきこころみは，全頷域をドイツ化せんとの企図を背

景に，国内の全官僚機構に対してドイツ語の公用語化

を命ずる指令を発したことである

ハフ゜スブルク帝国東北部の非ドイッ的地域における

ドイツ語の弘布は，すでに 16世紀以来開始されてお

り， 18世紀に入ると，都市のドイツ系市民階級やス

ラヴ系・マジャール系の高位貴族層の間での支配的な

言語として漸次優越的な地位を占めつつあった立 非

ドイツ系諸民族の指導的な知識人の場合においてもそ

の傾向はかわらず，かれらはチェ ヒ語やマジャール語

よりもドイツ語の方をなめらかに語り， ドイ ツ語で書

くという有様だったのである．このままの勢いが自然

な形で進行した場合，ハプスプルク帝国の全領域がド

イツ化されるのはもはや時間の問題であったといって

よし¥_

官庁用語としてのドイツ語の使用は，すでにマリア

・テレジア (MariaTheresia)の治世以来部分的に

行なわれつつあり化それが実際生活上必要であると

の理由からすべての学校に必修科目として強制されよ

うとしていた． これを承けたヨーゼフは，単に行政上

の事務能率の敏速化をはかるという実際的な目的から

だけではなく，さらに，あわせて，国家の内部統一を

促進するための手段たらしめるべく， このドイツ語使

用強制の措置を国内の全領域に導入しようとする．す

なわち， 1784年には，ロムバルディアとニイデルラン

トを除くすべての領域において， ドイツ語のみを官庁

用語，公用語として採用すべしとの布告が発せられ，

その結果， ドイツ系住民が少数派を構成したベーメ

ン，ガリツィア，ハンガリー等の諸地域においてさえ

も，公的な事務はドイツ語のみをもって処理されねば

ならぬという事態が生ずるにいたったのである． この

ようなドイツ語の共通語化という措置の功過について

は，皇帝自身， これが完全に実施された場合，当然，

「君主国内のすべての部分は兄弟間の愛情にも似たっ

ながりによって互いに結びつけられることになる _jSl

ものとかなり楽観的な見通しをもっていたようであ

る． この，いわば一種の言語政策 ともいうべき措置は

スラヴ的地域においては激しい抵抗に遭遇することが

少なかったといわれるが，ハンガリーなど固有の歴史

的伝統を有ずる地域では熾烈な民族的抵抗運動を惹起

せしめるにいたった．そこで，つぎに， ョーゼフ の言

語政策を頂点とする一連の統一化 ・ドイ ツ化政策6)

と，それに対する諸民族の反応の様相を，各地域別に

ながめてみることにしたい．

ライタ (Leitha)川の線でドイツ的西方領土から明

確に画されたハンガリ ー地方は， 中世以来の独得の慣

習法 (Tripartitum) とマジャー）レ貴族の伝統的特権

とに裏打ちされた民族的個性の強烈さのゆえに，半ば

自治的な組織をもつことをハプスプルク家の歴代君主

から許容されてきており，マリア・テレジア時代の諸

改革ですら，それに対してほとんど手をつけることが

できないという有様であった7). つまり， 1780年まで

のハンガリー地方は，中央集権化のこころみの対象か

ら一応除外されていたのである． ョーゼフ 2世の治

世， とくにその後半期にいたってはじめて，全領域の

集権的統一化の企図において，ジーベンビュルゲンな

らびにイリリアを含むハンガリー地方に対しても改革

を強要せんとし，それをその全事業の成否をかける試

金石たらしめるべく全力を傾注するにいたったのであ

る

まず，即位にさいして，かれは，フ レ゚スブルクの地

でハンガリー王の王冠を受けるという伝統的慣習にし

たがうことを拒否した．そして，つぎに， 1784年 4月

15日には旧来の慣例を無視して，ハンガリー民族の固

有の慣習法に基づく自治の象徴ともいうべきシュテフ

ァンの王冠 (Stefankrone)をプレスブルクの王宮か

らヴィ ーンのホーフプルク (Hofburg)へともたらさ

しめるにいたる 8). さらに， このころより， 治世前半

にすすめられてきたハンガリーの自治を強めるという

形でのオーストリアとの二重体制推進策9) は完全に撤

回され，ハンガリー王冠の地全域をドイツ化せんとの

意図のもとに，他の諸領域におけるのと同様の諸改革

ー一農業改革， 教会改革， 行政改革， 教育改革など

が施行され，その結果， ライタ川の彼岸と此岸は

同一の目標志向に基づく同一の行政をもって再建され

ることになった． とりわけ，注目すべき変革は， 1785

年から翌 86年にかけて強力にすすめられてきた行政

区画の全面的改訂作業―県 (Komitat)区分から管

区 (Distrikt) 区分への移行ーーである 10). もとよ

り， このような措置に対して，ハンガリーの貴族は教

会勢力との協働により，皇帝の行動を伝統的慣習法へ

の違反行為であると断じて，一斉に反抗の蜂火をあげ

ようとする． しかし， 皇帝側とハンガリー貴族側との

間の対立関係がこの程度のレベルにとどまる限り，反

抗は単に上層部の特権身分の側からする伝統的特権擁

護の運動にすぎず，民族的な性格のものであったとは

言い難い．ところが，皇帝が， 1784年 4月末以降の段
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階において，ラテン語を公的目的のために使用するこ

とを禁ずるとともに，それに代わる官庁用語としての

ドイツ語の強制使用を指令するにおよび，それに対す

る反抗の気運はおのずから民族的あるいは民衆的抵抗

の性格を帯びることになったのである。

このドイツ語の公用語化強制指令は，まず，宮廷事

務局 (Hofkanzlei), 宮廷官房 (Hofkammer) など

の中央諸官庁，ついで 1,._, 2年後には地方の行政官庁

を対象として発せられ，あらゆる記録文書のドイツ語

による起草が命ぜられたが，さらに， 3年後には中等

以上の諸学校での唯一の指導言語Ill, 中央・地方の法

廷で使用される裁判用語として普遍化されるべきこと

となった もっとも，このようなヨーゼフの言語政策

は，それ自体，当時までのハンガリー地方の言語状況

の実態に徴してみた場合，ある程度やむをえざる必然

的なものであったともいえる． というのは， もはや18

世紀後半の段階においては，貴族， とりわけ高位貴族

(Magnat)のドイツ化ははなはだしいものがあり叫

マジャール語は下品な「農民の言葉 (Bauernspra-

che)」 として潜在的に使用されるのみで， 公用語，

少数民族をも含めた支配層の間の共通語としては中世

以来のラテン語が使用されるという実情にあったから

である叫すなわち，このような勢いがさらに進行し

た場合，将来におけるマジャール語の死滅すら予想さ

れまじき状況にあったとするならば，公用語としての

死せるラテン語を現に帝国西半部で使用されていた生

けるドイツ語にきり変えようとしたヨーゼフの意図

も，ある程度は首肯されてしかるべきであろう 14)_

もとより， このような全官庁や法廷，学校における

ドイツ語使用の強制という措置は，おもむくところ，

ドイツ人の官吏や教師のハンガリー地方への大量進出

という事態を招くことになるのは理の必然といえる．

そして，また，そのことを通じて，従来中央権力の介

入の余地なき貴族の王国の観を呈していたハンガリー

地方の行政や社会関係に対して有効なコントロールを

加えんとの意図が存したことも事実である 15). そのよ

うな意図が実行に移された場合，究極的にはハンガリ

一古来の自治の伝統が掘りくずされてドイツ人による

ドイッ的統治が行なわれるにいたるのはもとより必然

の勢いであり，それはハンガリー人全体に対する大い

なる侮辱行為と考えられた．すでにのべたごとく，事

実においてマジャ ール語の公的な使用は死滅せんとし

つつあり，現にラテン語が公用語，共通語として使用

されるという実情を示していたにもかかわらず， この

ことを契機に，逆に反作用的に，久しく脳裏の外にあ

ったハンガリー人としての文化的な民族意識が勃然と

盛り上がり来ったのである．かようなわけで，皇帝の

政策に対する反抗の気運は，民族主義的な熱情に触発

されて熱烈にもえ上がろうとするのである．

元来，ハンガリーのマジャール系貴族， とくに下位

貴族の ヨーゼフ改革に対する反抗には，その伝統的特

権廃止に反対する保守的な志向と，画ー的なドイツ化

政策に反対する民族主義的な志向との二つの方向が存

したものと考えられる．前者の方向をとる限り，それ

はなお，一部特権階級による封建的反動の段階にとど

まるのほかはないが，後者の方向におもむいた場合に

は，貴族達の巧みな宣伝と指導のもとに民衆的エネル

ギーが結集せられ，身分や階級の別をこえた民族全体

の運動へのたかまりをみせることになるのである． と

ころが，皇帝は，みずからのえがいた啓蒙的理念の普

遍性を信じて物事の迅速な実現をはかろう とするのあ

まり，その言語政策が各民族の自己意識をいかに深く

侵害したかを認識せず， このような民族的抵抗運動の

もつ意味や本質をほとんど理解しようとはしない．ハ

ンガリーの伝統的な自治制度を全面的に廃止するとの

脅迫的な態度をもって圧力を加えつつ，あくまでも ド

イツ化政策の実行を促そうとするのである．かような

事態の進行のなかで，1784年末以来，ジーベンビュル

ゲンのワラキア人農民の一揆をはじめとする農民反乱

が各地に瀕発するにいたったことは当局側にとって大

きな衝撃であり，皇帝は困惑のはてに完全なディレン

マにおちいることになる．

さらに加えて， 1788年に勃発した対トルコ戦争はこ

の問題を一段と紛糾化せしめるにいたった． すなわ

ち， ヨーゼフ 2世が軍隊の補給と糧食馬匹の調達とを

ハンガ リーに 要求したのに対して， マジャール貴族

は，その特権回復を含む旧制への復帰と 1765年以来

停止されていた伝統的議会 (Reichstag) の再召集が

認容されぬ限り，一切の要請に応じないとの強硬な態

度をとりつづける． この間 1788年から翌 89年にか

けて全国的な規模での検地が実施され，それに基づい

て画期的な税制改革の事業が遂行されたが16)' 追憾な

がらそれは農民大衆に訴えるだけの十分な力をもた

ず，かえってそれに対する反対が貴族主導下の反ョー

ゼフ的，民族的蜂起に利用されたということは，まさ

に運命の皮肉というべきであろう．また，当時，一部

の貴族の間では，プロイセン王フリートリヒ・ヴィル

ヘルム 2世 (FriedrichWilhelm II)との秘密交渉

のもとで，ザク セン・ヴァイマールのカール・アウグ

スト (KarlAugu~t von S;1chsen-Weimar) をハ

ンガリ ー王に迎えるという計画す らすすめられていた

のである叫まさに，国際関係を含めて客観的状勢は

きわめて不利であり，あらゆる面で苦境に立った皇帝

は，騒乱的事態の深刻化に不安をいだいた筈察大臣ペ
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ルゲン (Pergen) らの意見を容れて， 1789年 1月，

ついにハンガリーの議会を再召集した． そして， 翌

1790年 1月には，宗教的寛容政策を除くョ ーゼフ改革

の大部分を撤回するとともに，ハンガリーの全行政を

伝統的慣習法にしたがって旧制通りに行なうという大

幅な譲歩をあえてせざるのやむなきにいたった18). 当

然のことながら，このような体制はそのままつぎのレ

オポルト 2世 (LeopoldII) の 復旧化政策へとうけ

つがれ， ドイツ語の公用語化強制も撤回されて，ラテ

ン語の使用という旧状に復帰し19), いわゆる「ラテン

戦争 (LateinKrieg)」はようやく終わりを告げたの

である．

ベーメンおよびメーレンの両地方は，中世以来神聖

ローマ帝国の領域に属し， とくにJレクセンブルク王朝

のカール 4世 (KarlIV)の時代には，フ゜ラハが帝国

の事実上の首都をなし， ドイツ文化の積極的な移植が

行なわれたという歴史的な関係もあって， ヨーゼフの

ドイツ化政策に対する抵抗の動きは，ハンガリーやニ

イデルラン トにおけるごとき熾烈なものとはならなか

った20). 勿論， この両地方にあっても，住民の多数を

占めたのはスラヴ系のチェヒ民族であり， 15世紀のフ

ス (J.Hus)の運動ならびに16・17世紀の宗教戦争時

代の反ドイッ的闘争の伝統を有したからには， ョーゼ

フ改革の進行に対して無抵抗であった とは 考えられ

ず，何らかの阻止的な活動が存したことは否めないの

であるが，それは，他の地域におけるごとく，騒乱状

態を呈して表面化するまでにはいたらなかった．チェ

ヒ民族の民族主義的な抵抗の動きが本格的な展開を示

すようになるのは， 19世紀半ばの三月革命期のことで

ぁ{>21). 

未開発地が多く，文化的にも未成熟の状態にあった

新附の地ガリツィアに対しても，改革は意欲的にすす

められようとした．皇帝は， とりわけこの地方の豊富

な天然資源に注目し，その産業的開発を促進するため

に， 1781年，まず，ガリツィア全域に対して宗教上 ・

産業上の自由を許容し， ドイツ人の移住を奨励する旨

の勅令を発する．そして，それにひきつづいて，農民

解放， ユダヤ人解放などの改革的措置を講ずるにいた

る．なかでも，皇帝によるドイツ人移民誘致の成果は

大きく，西南ドイツのシュヴァ ーベン地方の多数の農

民が種々の特恵的待遇を付与されてこの地に移住 ・入

植した結果，荒漠たるスラヴの原野に多くのドイツ人

の植民集落が建設されるにいたったのである 22). この

ような皇帝の開発的措置により，各種の産業の発達は

めざましいものがあり， レンベルクの大市はすこぶる

活況を呈した といわれる． ヨーゼフ 2世の時代には，

かようなドイツ人の東方への植民事業が，ガリツィア

だけではなく，南ハンガリ ーやジーベンビュ）レゲン地

方に対しても行なわれたようであるが，この政策こ

そ，全領域のドイツ化をすすめんとの皇帝の意図が，

文字通りもっとも具体的な形で表現されたものという

べく ，歴史的な考察に値する事柄といえよう ．

最後に，対ハンガリ ー政策 とともにその重要性を指

摘されている皇帝の対ニイデ）レラント政策について

も，ある程度詳細にわたる言及を行なうべきであろ

ぅ

オーストリア領のニイデルラントは， 16 • 17世紀に

はスペインの支配下にあり，カ ー）レ 6世 (KarlVI) 

治下の 1714年，ユトレヒト条約によってオーストリ

ア ・ハプスプ）レク家の領有に帰した土地である．言う

までもなく，この地方は，中世紀から近代初頭にかけ

て中継貿易と毛織物工業とによって栄えた商工業の輝

かしい伝統を有し，都市貴族や聖職者を主とする等族

層は広範な自治を享受していた． このような自治の伝

統は，当然，ニイデルラント古来の自由の擁護という

旗 11戦のもとに，皇帝の改革への阻止力 として作用する

ことになる． ヨーゼフ自身においても，勿論， この，

地理的に他の領域から隔絶され，民族的伝統を異にす

る地域の領有をつづけることの不便と困難さとが十分

に認識されており，能うべくば他の隣接地域と交換す

ることをめざして，何らかの機会を見出そうとする．

共同統治時代のバイ エルン継承戦争 (1778,..._,1779)の

企図はフリ ートリヒ 2世の妨害により失敗したが，さ

らに， 1785年， バイエルン王のカー）レ ・テオドー）レ

(Karl Theodor) に対して， その領土と ニイデルラ

ント との交換を提案するにいたった． ョーゼフのこの

企図は，そのドイツ化政策の主要な一環を成すもので

あり，人種・言語・習俗を等しくするバイ エルン地方

の併合によって，オーストリア国家のドイッ的性格が

強化されることが期待されたのであるが，これもま

た，ふたたび老フリートリヒの執拗な阻止工作にあっ

て挫折し，結局は放棄されることになった23).

ニイデルラント地方は，中世以来行政的にまとまっ

たー地域を成さず，フランデルン，ブラバント，ヘン

ネガウ，ナミュー）レ，）レクセンブ）レク等の各州はそれ

ぞれ独自の行政 ・司法組織を保持していた．マリア・

テレジア時代以来，その娘マリ ー・ クリスティーネ

(Marie Christine)が総督 (Statthal terin) として

綜括統治にあたっていたが，その権限は弱く，各州の

伝統的慣習を尊重の上，内治についてはほとんど干渉

せず，旧来通りの自治に任せていたといってよい．す

なわち， この地方には，州ごとにそれぞれ独自の封建

的憲法―たとえばブラバントの Joyeuse entree 

など—ーを有し，それにしたがって各州の等族議会が
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政治の運営にあたるという歴史的な慣行があり 24), 皇

帝の地位などは単なる憲法上の君主たるにすぎぬもの

のごとく考えられていたのである． しかも，カトリッ

ク教会の宗教的権威は，ハプスブルク家の統治下にあ

った他のいずれの地域よりも強大であり，都鄭の別な

く社会生活のあらゆる分野にわたって牢固たる支配力

を保っていたこのように，ブリュッセルをヴィーン

から分かった歴史的および地理的な相違，あるいはそ

れに伴う特殊困難な事情が存したにもかかわらず，些

かもひるむことなき皇帝の翠固な意志は，他の領土と

同様の画ー的な水準にまで引き下げようとの決意をも

って， このニイデルラントという不気味な深淵のふち

に歩み寄ろうとするのである．

改革は， その治世当初に公布された宗教寛容令

(Toleranzpa tent)を皮切りとし，さまざまの分野

にわたって徐々に企てられる． とくに，治世半ばに達

したころより，改革は宗教的権威の破砕をめざして峻

厳化し，修道会組織の縮少とその財産の没収を指令す

るとともに， 1786年には， ｝レーヴァンに一般神学校

(Generalseminar) を開設し， カトリック勢力の牙

城として知られた）レーヴァン大学の世俗化をはかろう

とする．ついで， 1787年 1月 1日付をもって，行政・

司法上の地方的な特権の廃止あるいは制限を指令した

勅令を公布し，ニイデルラント古来の憲法上の自由を

根絶せしめんとするにいたる．すなわち，それは，各

州の歴史的な憲法を廃止し，従来の独立的な諸州を 9

つの地区 (Kreise) に分割されたーケの統一体へと

融合化せしめ，ヴィーンの指令のもとに行動する最高

官庁 (Conseilde gouvernement genもral) の管

轄下におこ うとするものであった25). このような皇帝

の指令が実施された場合， 自治の伝統を核心とするこ

の地方の歴史的な自由は完全にくつがえされることに

なる．そこで，それに対して，僧俗の別を問わず，全

等族の間に特権擁護のための激しい反抗の気運が醸成

され，同年 5月には，それは早くも一種の騒乱状態を

呈するにいたった．さらに，かような事態の発生にさ

いして，皇帝権力の代行者たるべき総督や駐屯軍司令

官らの対応策が拙劣をきわめたため，それは単に一部

の上層分子のみの運動たるにとどまらず，ひろく一般

市民や農民をも含めた全民衆的，民族的な運動へとた

かまり，それこそ全ニイデルラント地域をあげての革

命的騒乱というきわめて瞼悪な様相を示すことになっ

たのである 26).

このように深刻な事態に直面しても，皇帝は，些かも

妥協の色を見せず，おどろくべきほどの頑固さをもっ

て初志を貫ぬこうとする．そして，あらたに任命され

た担当の大臣トラウトマンスドルフ (Trautmanns-

5
 

dorff) とダルトン (d'Alton)将軍を現地に派遣 し，

ブラバント議会の解散，｝レーヴァン大学教授の罷免，

言論 ・集会活動の抑圧，反乱首謀者の逮捕・処罰など

武力による弾圧政策を強行せんと した．このような

強硬な措置は， 民衆の感情を刺激して事態をより一

層紛糾化せしめるだけのもので しかなく，混乱はい

よいよ収拾し難いまでの状態におち入ったのである．

そこで， 1785年に入って， 皇帝もようやく，妥協譲

歩策への転換を決意 し，それまでに施行を命じてきた

諸改革の取り消し と伝統的憲法の復活とを認容するに

いたったが，すでに時機を失したかの感があり， しか

も， 7月に勃発 したフランス革命の影密が弥漫するに

およんで， もはや，軍事力をもってしても到底混乱を

くい とめることが不可能という状態となった．ダルト

ンの軍が「愛国者の軍隊 (Patriotenarmee)」に敗

れて潰走し，ブリュッセルが放棄された後，その年の

11月 25日には，フランデルンの等族がヨーゼフに対

する帝位剥奪の宣言を行ない，さらに，翌 1790年の

1月 11 日には，ニイデルラント全域がベルギー合衆

国 (Congresdes Etats Belgiques-Unis) としてオ

ーストリアからの独立を宣言するにいたった27). 時あ

たかも病床にあった皇帝は，ニイデルラントの民衆が

かれの改革に反対することの意味を理解できず28), 当

惑のいりまじった絶望感にうちひしがれつつその悲劇

的な生涯を閉じ，つぎのレオボルト 2世によって本格

的な収拾工作が開始されるこ とになる 29).

かくて， ヨーゼフ 2世によって強力に推進されたハ

プスブ）レク帝国の全領域を画ー的にドイツ化せんとの

こころみは，その理念の壮大さ，完遂をめざしてのそ

のたゆみない努力にもかかわらず，国内諸民族，とり

わけハンガリーやニイデルラントの民族的な抵抗の前

に完全な挫折を遂げるにいたった． 勿論， このこと

は，単にそのドイツ化政策の問題のみにとどまらず，

かれの改革政治全体についても言い得るのであり，そ

れがたとえ一方において，オーストリア国家の近代化

や民衆生活の向上などの面でかなりの成果がもたらさ

れたにせよ，歴史の大いなる歩みのなかでのその成否

について何らかの評価を与えるとするならば，それは

やはり失敗であったとの宣告を下さざるをえないであ

ろう．まさに，倦むことを知らぬ努力と精進の傾注，

善意と良心に充ちたその改革的意図，純正なる啓蒙主

義的理念，われわれは，皇帝ョーゼフ 2世の改革者と

しての生涯にもまして，国家と民衆のために献身的な

自己犠牲をあえてした人あるを知らない．それにもか

かわらず，改革は何故に失敗せねばならなかったか．

そしてまた，何故にかくも悲惨な結末を遂げねばなら

なかったか． この問題こそわれわれの関心をそそると
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ころの重要な研究課題であり， それについては， ま

た，項をあらたにして多面的な考察が加えられること

になる．

なお，ョーゼフ 2世のドイツ化政策，とくにそのド

イツ語公用語化強制策がハフス゚ ブルク帝国内のスラヴ

系諸民族ならびにハンガリーのマジャール族に対して

与えた波紋，あるいはその政治的，文化的な影響につ

いては， すでに， 同時代のドイツの思想家ヘルダー

CJ. G. Herder) らによって批判的な指摘がなされて

いるごとくである 30). ヘルダーによれば，民族の言語

は「父祖より伝えられた不滅の財産ともいうべきもの

で，それを奪おうというのは名誉や権利への侵害行為

にほかならず」31)' そのような観点に立てば， ョーゼ

フの言語立法や画ー的なドイツ化政策はほぼ全面的に

否認されることになる．それとともに，かれは，オー

ストリアのごとき多民族国家を，自然に反した「魂の

ない機械 (seelenloseMaschinen)」にすぎぬもの

として否定する叫このようなヘルダーの民族理論こ

そは， ヨーゼフの政策への反撥的対応という形で触発

された中東ヨーロッパのスラヴ系，マジャール系諸民

族の民族運動に対して，みずからの言語 ・文化ひいて

はその政治的権利をまもるたたかいをすすめるのに

十分な論拠を与えるにいたったものである．ハプス

ブルク帝国内の非ドイツ系諸民族の言語は，前述の

マジャール語の例からもうかがわれるごとく，すでに

18世紀半ばの段階において，支配層および知識人の言

語としては衰滅に瀕しつつあり，僅かに下層農民の間

で方言として使用されるという危機的な状況におち入

っていたのである．そのような民族文化にとっての危

機的な状況を自覚させる導因をなしたもの，そして，

それぞれの民族に対して固有の言語を有することの意

味や重要性を深く認識させる契機をなしたもの，それ

こそまさにヨーゼフ 2世のドイツ化政策であったとい

えるのではないか．つまり，中東ヨーロ ッパ地域のス

ラヴ系，マジャール系諸民族の民族運動は，まず， 18

世紀末のヨーゼフ改革べの民族的抵抗に端を発して，

それが三月以前 (Vormarz) の時期にヘルダーなら

びにドイツ・ロマン主義の思想的影響のもとに文化的

民族主義へと漸次形成せられ，さらに，三月革命の勃

発とともに政治的な運動へと成長を遂げるにいたった

ものと解せられるのである 33).

註1) ヴェストファーレン条約締結以後 1806年の解

体にいたるまでの神聖ローマ帝国の皇帝権の実体

については今日なお不明な点が多く， これを完全

に名目的なものにすぎなかったとみるべきか否

か，あるいは逆に領邦を主権国家とみなすべきか

否か，疑問視する向きも多い．第 27回日本西洋

史学会大会（於東北大学）での村上淳一氏の報告

「国家の概念史における帝国と領邦」は，西ドイ

ツの最近の研究動向に基づいて， この問題に関

し，主として帝国裁判所の機能の面から追究をこ

ころみたすぐれた論究である． なお， 神聖ロー

マ帝国末期の帝国国制の問題については，アーレ

ティンの研究書があり， そのなかの 1巻は史料

集となっている. K. 0. F. v. Aretin, Heilige 

Romische Reich. 1776-1806. 2Bde. 

2) ハンチはつぎのようにのべる． 「ヨーゼフが創

造しようと考えた啓蒙主義の国家とは，権威のみ

が拘束力をもち，自治は完全に排除されるところ

の官庁国家 (Obrigkeitsstaat) にほかならなか

った。」 H.Hantsch, Geschichte Osterreichs. 

Bd II. S. 209. 

3) ハプスブルク帝国内を主とする東南ョーロ ッパ

地域に対するドイツ語， ドイツ文化の 影響と弘

布，その歴史的な推移に関しては，ヴァリャヴェ

ークによる浩翰な研究がある. F. v. Valjavec, 

Geschichte der deutschen Kulturbeziehun-

gen zu Si.idosteuropa. 5Bde. 

4) マリア・テレジアの政府による言語問題の取り

扱いはかなり便宜主義的なもので， ヨーゼフ時代

ほど徹底した形での遂行がはかられたわけではな

かったとくに，ハンガリーにおいては，ラテン

語の公用語としての使用が従来通り尊重されたの

である. R. A. Kann, A History of the 

Habsburg Empire. p. 185. 

5) Hantsch, a. a. 0., S. 217. 

6) ョーゼフの言語政策の背後には勿論便宜主義的

な意図も存したが，その真の動機がドイツ文化優

越主義にあったことは文化政策全体の傾向からみ

て否めないところであろう． 「かれはドイツ文化

がいかなる他の文化よりも上位にあると信じてい

た．…..…•その意味において，かれは少なくとも

穏和な民族主義者であった」とカンはのべてい

る. Kann, op. cit. p. 186. 

7) 1749年の第一次行政改革 (Erste Verwalt-

ungsreform) はハンガリーには全く適用され

ず， 1760年代の第二次改革 (Zweite Reform) 

も部分的に適用されたにすぎない．女帝は，ハン

ガリー人の排他的かつ分離主義的な傾向を知悉し

ており，オーストリア継承戦争，七年戦争という

再三にわたる王家の危機にさいして多大な援助を

うけたという負い目もあり，また，その生来の妥

協的な性向からして，マジャール貴族に謹接立ち

向かうという愚策をさけ，かれら，とくに大貴族
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(Magnat)を宮廷貴族に変形せしめることによっ

て，その忠誠心を利用したのである．その結果，

マリア・テレジア時代の間， 「マジャール人の分

離主義はほろび去ることなく，休止状態にあっ

た」というべきであろう. T. C. W. Blanning, 

Joseph II and Enlightened Despotism. p. 

28. 

8) 聖シュテファンの王冠は， 1526年のオ ーストリ

アとの「同君連合 (Personalunion)」以来， ハ

ンガリー民族の自治と独立性の保証たることを示

すものであったがゆえに，その王冠をヴィーンに

運ぶことは画ー的統治の開始を宣明する一ケの象

徴的行為であったといえる．ハンガリーの当局が

それに対して異議を唱えたとき，皇帝は， 「王が

滞在する場所に王冠も存在しなければならない」

と答えたといわれる． この間の事情については，

フェジテの記述に委しい. F. Fejto, Joseph II. 

s. 314. 

9) ヨーゼフが少なくともその治世半ばころまで

は，マリア・テレジアより以上にオーストリアと

ハンガリ ーの二重体制を強める政策をすすめてい

たことは，ジーベンビュルゲンの宮廷事務局

(Hofkanzlei) を廃止してハンガリーのそれに統

合し (1782年）， そのハンガリー・ジーベンビュ

ルゲンの宮廷事務局 (Hofkanzlei)に軍事境界地

帯 (Militargre nze) 以外の地域に対する政治

上，財政上の大幅な権限を与えたことによって知

られる通りである．今や， 「シュテファン王冠の

領邦は，……国法上のみでなく，行政上でもま

た，他の世襲地から明白に分離され，それ自体閉

ざされたーケの全体」を成すことになったのであ

る. E. Bradler-Rottmann, Die Reformen 

Kaiser Joseph II. S. 42. 

10) 全ハンガリー地方は，地理的な根拠や歴史的伝

統などによってではなく，単に人口数のみに基づ

いて 10の管区 (Distrikt) に区分され， 従来の

県 (Komitat)は名称のみのこされ，管区の一部

の区分として再配列されたつまり， 「事実上，

世製地の行政体系がハンガリーに運ばれてきたの

である。」 Blanning, op. cit. p. 48. 

11) そのために，非ドイツ系の地域には多数のドイ

ツ人教師が供給されたが，それらの教師に対して

はドイツの師範学校 (Normalsch ule) を卒業す

ることが要求されるにいたった. Hantsch, a. a. 

0., s. 216. 

12) たとえば， 音楽愛好者にして， ハイドン CJ.
Haydon) やシューベルト (F.Schubert) らの

保護者として知られたエルテルハツィ (Ester-

腿 zy)家などはその好例といえよう

13) ハンガリー地方もまた，それ自体，ーケの多民

族居住地域であり，中世ラテン語は， 貴族のマジ

ャール人， ドイツ人，クロアティア人，スロヴァ

キア人やワラキア人の間で一種の国際語 (lin-

guafranca) として用いられていたまた，それ

は，マジャール貴族にとっては，何よりも，かれ

らの聖書ともいうべき慣習法 (Tripartitum)の

言語として固執されていたのである. Fejto, 

a. a. 0., SS. 315-316. 

14) かれの言語政策は決してハンガリ ー土着の言語

の排除をはかるものではなかったと， しばしば言

明されている．すなわち， もしハンガリーの全住

民がハンガリー（マジャール）語を語ったときに

は， この言語を官庁用語として公言することにな

ったであろう． しかし，現にそのような状況にな

かったからには，君主国の他の地方で官庁語とし

て用いられているドイツ語をえらぶのが理にかな

っている， というのがかれの意見なのであった．

Fejto, a. a. 0., SS. 317-318. 

15) ドイツ語の導入とともに，各町村にはドイツ語

の法律原文を農民に対して解釈する役を帯びた

「村の公証人 (Dorfnotare)」の職が設けられた

が， これなどはまさしくハンガリ ーの大土地所有

者の行動に対して有効なコント ロールを加える役

割を演ずることになる. Fejto, a. a. 0., SS. 

319-320. 

16) 第 4章の a)財政改革の項を参照されたい．

17) C. A. Macartney, Habsburg Empire. p. 

133. 

18) 1789年末には議会 (Reichstag) の召集に同意

し， 翌 90年の 1月 28日，その死の 3週間前にハ

ンガリーに対する行政改革を全面的に撤回するに

いたった．それは，まさに，かれのハンガリーへ

のあらゆる企図の終焉を示すものであったといえ

る. Blanning, op. cit., p. 76. 

19) レオボルト 2世は，古来の制度を再建する とと

もに， 1790年 3月 21 日，ハンガリーの宮廷事務

局 (Hofkanzlei)の提議を容れ，ラテン語を官庁

語として再導入したが，中央当局との交渉におい

てはその後もドイツ語が保持された. Bradler-

Rottmann, a. a. 0., SS. 50-51. 

20) これらの地方では，早くからドイツ人が支配的

地位を占め，また，土着の貴族自身が現実にはそ

のスラヴ系の言語をほとんど使っていなかったた

め， このドイツ語の導入というあらたな言語政策
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がチェヒ系の住民にとり立てていう程の不利益を

与えることもなかったのである. Hantsch, a. a. 

0., S. 217. E. C. Hellbling, Osterreichische 

Verfassungs-und Verwaltungsgeschich te. 

s. 316. 

21) 三月 革命期におけるパラッ キー (F.Palacky) 

らのベーメンでのチェヒ民族主義の運動について

は，矢田俊隆氏や広実源太郎氏の以下の論稿を参

照されたい．矢田俊隆「1848年の中欧ナショナリ

ズム」（『近代中欧の歴史と民族』吉川弘文館），

同「1848年革命とオーストリア・スラヴ主義」

（『ハプスブルク帝国史研究』岩波書店）， 広実源

太郎「ベーメンとチェッヒ民族主義」（『西洋史

学』 73).

22) ガリツィアは 1772年の第一次ポーランド分割

によって獲得された新附の領土であり，西部にポ

ーランド人，東部にJレテニア（ウクライナ）人が

居住するのみで， ドイツ人の住民が皆無に近い状

態にあったため， とくにこのような措置がとられ

たのである．すでに，マリア・テレジアの治世末

期以来， ヨーゼフはこの地域の開発に熱心であ

り，そのためにみずからの抱負を傾けたといわれ

る．

23) これらの問題については，つぎの外交政策の項

を参照のこと．

24) その自治的な慣習と伝統は，パルマー (R.R. 

Palmer)により，「後期中世の自治的な自由の博

物館」と記されているごとくであった．

Blanning, op. cit. p. 48. 

25) Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 43. 

26) このニイデルラントの地におこった反乱は， ョ

ーゼフの教会改革に対する聖職者側の反抗と政治

改革に対する貴族側のそれとが緊密に結びつき，

それが急進的な宗教政策や社会改革に不安を覚え

た一般市民や農民大衆の支持をうけたことによ

り，ハンガリーにおけるよりもより以上に民族的

団結という性格を示したところにそのきわ立った

特徴がある． さらにまた， この反乱においては，

民衆の間にひろく洪水のように煽動的な出版物が

供給されたが，政治的な出版物の影響力の大きさ

というものを双方の側につよく認識せしめた最初

の革命的騒乱として注目される. E. Wanger-

mann, The Austrian Achievement. 1700-

1800. p. 162. 

27) ベルギー合衆国は，北ニイデルラント（オラン

ダ）やアメリカ合衆国の例にならって制定された

「連邦約款 (Bundesakte)」において，等族の特

権と各州の主権（外交•財政および幣制を除く）

とを保証する体制をとることになったなお， Jレ

クセンブルクのみは合衆国に加盟せず，ハプスブ

ルク家に忠実にとどまったのである. Bradler-

Rottmann, a. a. 0., S. 46. 

28) 「この反乱が一体なぜ，何のためにおこされ，

だれに対して向けられたものか，私には分からな

い」というのがそのいつわらぬ気持であり，かれ

は，その臣民達がかれら自身の最善の利益になる

処置に対してなぜ拒否するのか理解できなかった

のである. Blanning, op. cit. p. 77. 

29) 1790年の 3月と 10月，ブリュッセルの等族に

対して一般的恩赦を行なうとともに，古来の憲法

の復旧等を確言せる宣言書を送った．そして，強

力な軍事力を背景にニイデルラントの逆征服をも

っておびやかしたので，同年末には，反乱状態は

ようやく 鎮 静 に 復 す る に い た っ た.Bradler-

Rottmann, a. a. 0., S. 53. 

30) J. G. Herder, Brief zu Beforderung der 

Humanitat. Bd I. ―10. Gespr註ch nach dem 

Tode Kaisers Josephs II. なお， ハフ゜スブル

ク帝国内のスラヴ系，マジャール系諸民族の民族

運動形成に対するヘルダーの思想の影響について

は，最近，ズントハウッセンによるすぐれた研究

書が出され ている. H. SundhauBen, Der 

EinfluB der Herderschen Ideen auf die 

Nationsbildung bei den Volkern der 

Habsburger Monarchie. 

31) Herder, a. a. 0., SS. 60-61. 

32) ハプスブルク帝国に対するヘルダーの批判は，

本質的な点では，つぎの 3点に集約されている．

1. 多民族国家の否定． 「自然的 (nat且rliche)」

な国家は一民族のみを包含すべきである．民族の

多様さをもつ国家は 「魂のない機械 (seelen-

lose Maschinen)」以上の何ものでもない．

2. ヨーゼフ 2世の言語立法の否認．同時に一般

的な中央集権主義の否認．

3. 絶対主義的制度ならびに支配昔の全能に対す

る批判．

SundhauBen, a. a. 0., S. 40. 

33) 三月革命以後のオーストリア各地の民族運動や

民族問題については，矢田俊隆氏の最近の研究書

のなかで詳細に扱われている． 『ハフ゜スブルク帝

国史研究』（岩波書店）．

（付）ヨーゼフ 2世の外交政策

外交政策の面においても， ョーゼフ 2世 (Joseph
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II) は，終始不運な星のもとにあったということがで すなわち， 1783年，皇帝は，いわゆる Panis-Brief

きる． を発し，その伝統的権利にしたがって，帝国直属の聖

皇帝は，すでに母帝との共同統治の時代に，第一次 職諸侯―ケルン， トリエル，マインツ，ザルツブル

ポーランド分割 (1772年）， バイエルン継承戦争 クなど―に対してその収入の一部を差し出すよう命

(1778,....,79年いなどの重要な対外問題に発言，参画 じたのである．ところが，このような皇帝の指令に対

し，当時「外交遊戯のトリックの大家」として知られ してプロイセンのフリートリヒ 2世 (FriedrichII) 

た宰相 (Staa tskanzler) のカウ ニッツ (W.A. v. より即座に異議が唱えられ，聖戦諸侯達も， このプロ

Kaunitz)2lとともに，オーストリアの外交政策の上 イセン王の支持をたのみとして拒否の態度を示すにい

にかなりの影響力を有したのであるが，即位後，それ たったこのできごとは，帝国内での皇帝権にまさる

は，さらに，一種の愛園的な功名心ともいうべき大き フ゜ロイセン王の勢力をあらわにしたという点で，まさ

な抱負へと発展し，中央ヨーロッパの国際政治をリー に容易ならぬ意味をもつものであったといえる．そし

ドせんと企図するにいたった．そのようなわけで， て，その事実は，ついでおこったバイエルンとニイデ

「落着きのない冒険的精神 (espritinquiet et en- Jレラントの交換計画の失敗という不面目なできごとに

treprenant)」の持主とも酷評された3) ヨーゼフ 2世 よって，より一層明白化されるにいたるのである

の登場は，当時のヨーロッパ各国，とりわけフランス ヨーゼフのあらたなバイエルン獲得計画は，前回と

やフ゜ロイセンなどからきびしい芭戒の眼をもってみつ は異なり，平和的な外交交渉の方法を用いて開始され

められることになったのである． た． すなわち， かれは， 1785年，ヴィッテルスバハ

ヨーゼフの国威発揚をめざす企図は，まず第一に， (Wittelsbach) 家の選帝侯カ ール。テオドー）レ

オーストリア領ニイデルラントの地に対する歴史的な (Kurfiirst Karl Theodor) に対してバイエルンと

栓桔を打破することに向けられる. 1782年，オランダ ニイデ｝レラントとの交換を提案するにいたったのであ

に圧力を加え，スペイン継承戦争直後より領内に設け る．この計画は， 皇帝側からすれば，オーストリアを

られていた防禦用の城柵を撤去せしめた一ー通行止城 強大化し，そのドイッ的要素を増大化せしめるという

柵設置条約 (Barrieretraktat) の廃止 後，その 点でた しかに魅力あるものではあったが，ロシアを除

余勢を駆って，ヴェストファーレン条約以来アントヴ く他の諸国からは ヨーロ ッパの勢力均衡に変動を与え

ェルペンの港口を拒するために封鎖されていたシェル る不法な行動として受けとられ，種々の妨害工作を蒙

ト河の河口を開くことを要求しようとする．ところ ることになったとりわけ， 皇帝の計画に対する最大

が，この後者のシェルト河口の問題は，ヨーロッパの の反対者としてふたたび登場したのはプロイセンのフ

国際関係に異様な波紋をまきおこし，フランスがオラ リートリヒ 2世であり，かれは，プロテスタントのみ

ンダを支持したことによって，ブルボン，ハフ゜スブル ならず，カトリック系の君主をも包含した帝国組織の

ク両家の間の二十数年来の同盟外交に微妙な亀裂を生 事実上の代表者として諸侯同盟 (Fiirstenbund) を

ぜしめることになった．しかも，ヨーゼフ 2世は，フ 結成し， 「弱少勢力の立場の安全を保つための唯一の

ランスやオランダとの大戦争に立ち向かうにたじろが 防壁」の位置にあったバイエルンを，オーストリア側

ぬだけの力を欠いた自国の弱さを十分に認識していた の要求から擁護しようとはかったのである豆しかも，

ので，結局は， 1785年のフォンテンブロ一条約によっ それに加えて，オーストリアの同盟国たるフランス

て，その要求を撤回するの余儀なき破目にたちいたっ が，その伝統的な反ハプスブルクの立場をよびさまさ

た4). このことは，皇帝にとっては，外交上の屈辱的 れてプロイセンの態度に満足の意を表したことはまさ

事態にほかならず，当然，何らかの形での局面打開策 に不測の事態であり，その結果，ヨーゼフの意図は完

が講ぜられることになる． 全に挫折せしめられるにいたった．結局，このできご

ドイツ内部の問題に関しては，ヨーゼフ 2世は，元 とは， ドイツにおけるオースリアの勢力の後退に代わ

来，多くの関心をもつことがなかった． というのは， るプロイセンの地位の上昇を鮮明に印象づけるととも

啓蒙的合理主義者として歴史的感覚を欠くきらいのあ に見 オーストリアとフランスの間の亀裂を拡大した

った皇帝にとっては，神聖ローマ帝国の伝統などはお だけに終わったかの感がある．そして，ヨーゼフ 2世

よそ無意味なものとしか感じられなかったからであ は，このフランスとの同盟関係の実質的な解体”とい

る． しかしながら，以上のごと く，みずからの称号を う事実に直面した結果，そのプロイセンとの関係に対

虚名にすぎぬものとしか意識しなかったかれとても， する安全保障として，ロシアとの同盟外交を従来より

皇帝権に帰属すべき実益については当然明確に主張す 以上に重要視し，より一層緊密化せんとするにいたる

べきであったし，勿論，そのように行動しようとした のである．
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ただし，ここで，きわめて注目すべき事実は，皇帝 のであるが，その後ロシアがクリミア半島その他で有

が，フリートリヒ 2世歿後の 1786年末の段階におい 利な地歩を確保するにおよんで，すべての利益がロシ

て，プロイセンとの同盟関係の結成という画期的な考 ア側に流れてゆくのを棋手傍観することができず，ま

えを思い浮かべ，その実現のための方策を真剣に検討 た， 唯一の同盟国を失なうまいとの外交上の配慮か

したということである．その考え方は， 1786年 12月 ら，それまでかたく保持してきた慎重さを忘れ，オー

6日のカウ ニッツ宛の書簡においてのべられているご ストリア側には何らの熱狂をもひきおこすことのなか

とくであり，両国がもしも「互いに結合し，協力して った底知れぬ泥沼戦争に介入することを強いられるに

行動するならば，......おそれるものは何もなくなり， いたったのである．そのようなわけで， 1787年には，

ドイッだけではなく全ヨーロッパの仲裁者となりうる 卜）レコに対する本格的な戦争が開始され， 20万の軍隊

であろう」と期待されたのである 8). 勿論， このよう が国境近くに投入・集結されたそして，オーストリ

なかなり思い切った発想は，慎重綿密な現実的外交家 ア軍は，緒戦において，ラウドン (Laudon) 将軍に

カウニッツにより，たえざる危険を伴う冒険的な企て よるベオグラードの攻略を含む若干の戦果を収めるな

であるとしてしりぞけられた．カウニッツの現実政治 ど幸先よいスタートを切ったのである

家としての判断においては， ドイツにおけるフ゜ロイセ ところが，この戦争は，その緒戦の成功にもかかわ

ン・オーストリア対立関係の克服は，その一方が他を らず，結局はあらゆる面でオ ーストリアに不利な作用

服従させるという事態に到達せぬ限り解決できぬもの を及ぼすものでしかなかった． というのは，フ ロ゚イセ

であり，また，オーストリアは，両国の同盟関係成立 ンを中心とする他のヨー ロッパ諸国がロシアとオース

によって利益をうるよりも失なうことの方が多いと考 トリアに対抗して結合し，とくにオーストリアを国際

えられたのである豆 そのようなわけで，皇帝も，力 的に孤立化した状態へと追い込むにいたったからであ

ウニッツの理に適った反対意見の前に，その考えを撤 る．まず，フ゜ロイセンは， 卜）レコと交渉 して援助工作

回するにいたったが，たまたま同時期にフ゜ロイセン側 をすすめたほか，オーストリアとの国境に軍隊を集結

でも，オーストリアに接近せんとの外交計画が立案さ して攻撃の機をうかがおうとする．イギリスとオラン

れつつあった10) という状況に照合してみるとき，そ ダは当時プ ロイセンと同盟関係にあった．さらに，ス

れは，当時の国際情勢からみてありうべからざること エーデンがフィンランドにおいてロシアを攻撃せん と

ながら，やはり一つの興味ある卓見とみなされるべき したので，ロシアは後方をおびやかされて対トルコ戦

であろう． 争の矢面に立つことができず，南ハンガリ ーの沼地に

ところで， ロシアと同盟関係は， 1781年 5月， ヨ あったオーストリア軍はほとんど単独で苦戦を強いら

ーゼフ 2世とカザリン 2世 (KatharinaII)との間 れるという窮境に立ちいたったのである 12). ヨーゼフ

の書簡による相互菩約によって具体的な内容が確認さ 自身，直接に陣頭指揮を行なうべく戦場までおもむい

れた後，結成されたこれは，オーストリアにとって たのであるが13>, 戦局好転の願いも結局は空しく，低

は，プロイセンに対する相互防禦策を，ロシアにとっ 湿地特有の不快な気候のも とでかれの健康はおのずと

ては主として対卜）レコ政策上の配備をそれぞれ意味す むしばまれ，その死病を誘発するにいたったそし

るものであったということができる．そして，この同 て，このようなバルカンでの不利な戦況とハンガリー

盟結成の後に，両王統の間の結びつきを強化するため ゃニイデルラ ントにおいて騒然たる勢いを示しつつあ

の手だてが講ぜられ，ロシアの皇太子妃マリア・フェ った民族的抵抗運動の嵐の最中に，隣邦フ ランスの民

オドロヴナ (Maria Feodorowna) の妹にあたるヴ 衆による革命運動のどよめきを耳にしながら，皇帝は

ュルテンベルクの王女エリザベート (Elisabeth) と 悲劇的な生涯を閉じ， その事後の収拾の一切をあげ

オーストリアの皇太子フランツ大公 (Erzherzog て，かれの後継者の政治的な処理に任されることにな

Franz) との間の結婚がとり決められるにいたったの る． かくて， つぎのレオボルト 2世 (LeopoldII) 

である． は，即位直後の 1790年 7月 27日，プロイセンとの間

しかし，この同盟関係を外交的に有利に利用し得た にライヘンバハの協定を締結することによって，プロ

のはロシアのカザリン 2世であり， ョーゼフ 2世は， イセンの煽動で拡大したともいえる各地の騒乱状態を

一挙にバルカン方面への勢力拡張を遂げようとする口 鎮静せしめると ともにあわせて対 トルコ戦争という

シア側の途方もないもくろみに心ならずも引きずり込 無益な消耗戦争に終止符をうつにいたったのである．

まれることになった．すなわち，皇帝は，バルカンを ときにフランス革命は，あらたな自由と平等の体制を

両国で分割せんとのカザリン 2世の大きなもくろみ11) 生み出そうとする民衆的なエネルギーをもって周辺諸

に対して，最初のうちは慎重に拒否的な意向を示した 国への圧力を強めつつあり， オーストリアにおいて
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も，当然，それに対する対処策の検討を迫られること

になる．つまり，ヨーロッパの国際外交という点から

みても，時代はまさに一つの転換期にさしかかりつつ

あったのであり，その意味からすれば，皇帝ョーゼフ

2世の悲劇的な死を，歴史の上にしばしばおとずれる

何らかの運命的なものという風に解することもできよ

う．

要するに，外交上の業績の上からながめた場合， ョ

ーゼフ 2世は，バイエルン・ニイデルラントの交換計

画とシェルト川問題の失敗によってプロイセンの反感

をさそい，帝国内小領邦の信頼を失ない，フランスと

の同盟関係の実体を無に帰せしめるなど，国際政治を

操作するについてのかけひきにおいて，まさに拙劣き

わまりないものがあったさらに加えて，ロシアと組

んで本意なくすすめられた対トルコ戦争の不首尾な成

行きは，背後にまわってのプロイセンの政治的な謀略

の作用もあって，オーストリアの国際的な立場を危機

的な状況へと追い込むにいたったのである． この点か

らみた場合， ヨーゼフの外交政策は，ハプスブルク家

に対する国際的な不信感を助長し，フ゜ロイセンとロシ

アの勢力を増大せしめるだけに終わったかの感があ

る．何故にそのような結末となったか， ということの

意味を考えようとする場合，われわれは，結局，皇帝

のきわめて内攻的，非政治的な性格，その人間性の問

題にまで到達せざるをえなくなる．すなわち，ブラン

ニング (T.C. W. Blanning) の言うごとく， ョー

ゼフはおよそ外交や軍事には向かないたちの人物であ

り，その「向こう見ずの野心，限られた財源と弱い決

断力の組み合わせは，外交上の成功のための理想的な

手段ではなかった」といえるのである叫この皇帝の

人間性の問題については，第二部においてさらに詳細

に追究されることになろう

註1) バイエルン選帝侯マックス・ヨーゼフ (Max

Joseph) の死後， 低バイエルンと上部ファルツ

の獲得を要求してバイエルンに侵入したが，プロ

イセン王の強力な反対の意志表示の前に挫折し，

テッシェンの和約 (1779年）においてイン・フィ

ールテル (Innviertels) を得たのみにとどまっ

た． この問題については，グーチのマリア・テレ

ジア研究においてかなり詳細に扱われている．

G. P. Gooch, Maria Theresa and other 

studies. IV. The War of the Bavarian 

Succession. 

2) 1753年以来宰相 (Staa tskanzler) として女帝

マリア・テレジアを輔佐し， とくに第二次改革

(Zweite Reform)の推進にあたる． とりわけ，

オーストリアの外交政策と宗教的寛容政策の面で
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指導力を発揮し，理念や情念に左右されず，つね

に現実的な配慮をもっで慎重綿密かつ冷静に行動

した点で，天成の外交家・政治家であったといえ

る．拙稿「マリア・テレジア改革について」（『西

洋史学論集』第 18輯），同「ヨーゼフィニスムス

における宗教的寛容の性格」（『世界史研究』 40,..._,

44)を参照のこと

3) H. Hantsch, Geschichte Osterreichs. S. 

236. 

4) Hantsch, a. a. 0., S. 237. 

5) Hantsch, a. a. 0., S. 239. 

6) 「諸侯同盟こそは，両国の関係をケーニヒグレ

ーツヘとみちびいた歩みにおける画期的な事件で

あった」 T.C. W. Blanning, Joseph II and 

Enlightened Despotism. p. 84. 

7) このフランスとの同盟関係の事実上の解体をも

たらしたできごとは宰相のカウニッツに大きな衝

撃を与え， ヨーゼフとの間に疎隔を生ぜしめ，か

れをして国事行為から身を退かしめるにいたった

といわれる．カウニッツにとって， ヨーゼフの存

在こそはまさに「国家の破壊者 (destroyer of 

the Empire)」であった. Blanning, op. cit., 

p. 84. 

8) F. F ejto, Joseph II. S. 30り．

9) カウニッツによりつぎのような不利益点が指摘

されている．すなわち，プロイセンとの同盟関係

が成立した場合，おそらく敵の数はふえ，従来の

同盟国は失なわれることになる．つまり，オース

トリアのヨーロッパにおける孤立化が促進される

ことになろう．その結果，防衛力増強の必要が生

じ，ひいては財政が悪化するというのであるか

れによれば，マリア・テレジア時代以来成立した

現在の体制ならびに状況は非常に多くの欠点を含

むものではあったが， 「ーケの必要悪 (ein

notwendige Dbel)」として持続されるべきであ

り，フ゜ロイセンとオーストリアとの間の利害の対

立が解消するなど，およそ考えられぬ「不可能な

幻想 (unmoglicheHirngespinst)」で しかなか

った. Fejto, a. a. 0., S. 311. 

10) フリートリヒ・ヴィルヘルム 2世 (Friedrich

Wilhelm II) 治下のベルリンの宮廷においてそ

のような企図が存したことは事実であるが，フ゜ロ

イセンのヘルツベルク (Hertzberg)の思考過程

もカウニッツのそれと一致するものであり，現実

に適合せぬものとして放棄されるにいたった．

Fejto, a. a. 0., SS. 312-313. 

11) コンスタンティノープルを中心にトラキア，マ
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ケドニアおよびョーロ ッパ ・トルコの一部を加え

てロシアの次子領 (Sekundo-genitur)を構成す

る．モルダヴィア， ワラキア，ベッサラビアを含

めてダキアという独立国を構成する．オーストリ

アはセルビア，ボスニア，ヘルツェゴヴィナ，ダ

｝レマティアを獲得する．イギリス， フランス，ス

ペインにはそれぞれアジア ・トルコの一部を与え

るという事実上のトルコ分割ともいうべき壮大な

計画であった. C. A. Macartney, Habsburg 

Empire, p. 131. 

12) Macartney, op. cit., pp. 131-132. 

13) 「かれが戦闘を指揮せんと主張したことは，軍

隊司令官としてのかれの限界の完全な暴露へとみ

ちびくのみであった」とブランニングは評してい

る.Blanning, op. cit., p. 85. なお， ョーゼ

フに将軍たるの能力が欠けていたということにつ

いては，同時代のヘルダーによっても指摘されて

いる. J. G. Herder, Brief zu Beforderung 

der Humanit且t.Band I. S. 58. 

14) Blanning, op. cit., p. 82. 

〔後記〕

以上をもって第 I部の稿を一先ず完了し，つづいて

第II部において， ヨーゼフ改革の背景をなした歴史的

条件， とりわけ改革を挫折にみちびいた諸要因の分析

に入ることになる．当初の計画では，本年度は第II部

の第 2章あたりまでまとめる予定で原稿の作成にあた

ったのであるが，一応書き上げた全文を通読してみて

その構成の弱さ，内容の粗雑さに些か柵陀たる思いを

禁じ得ず，今回は第 I部の終了をもってとどめ，以下

の部分は割愛することにした第II部および終章につ

いては，またあらためて分析を深め，稿をあらたにし

た上で発表することに したい．最後に，これまでに本

誌に掲載せる部分にこれから発表すべき内容を含めた

本研究における筆者の全体構想を今一 度要目表（目

字） の形で明記 しておくことにする

序章 啓蒙的絶対主義について

〔第 I部〕 啓蒙的改革政治の内容

第 1章 農業改革と農民解放

第 2章 教会ならびに宗教上の諸改革

（以上第13号掲載）

第 3章 行政改革ならびに官僚機構の整備

第 4章 財政ならびに司法 ・軍制上の諸改革

第 5章 経済改革ならびに公共 ・社会福祉事業

第 6章教育改革と文化政策

（以上第14号掲載）

第 7章 全領域のドイツ化政策

（付） 外交政策

（以上本第15号掲載）

（以下他日掲載予定）

〔第II部〕 改革政治の背景

第 1章社会経済史的考察

第 2章 オース トリ アの民族的・地域的多様性

第 3章改革理念の問題

第 4章 ヨーゼフ 2世の人間性について

終章 ヨーゼフ改革の歴史的意義
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有明海圏域開発 計画の基本的構想

（海上空港を枢軸として）

松 島 寛 治

＜昭和53年 9月19日 受理＞

A Fundamental Idea of Developmental Planning 
in and Around the Sea of Ariake 

(Constructing a Maritime Airport as a Core) 

There was a time when the area around the Sea of Ariake, if looked backed on 

the past, developed as a central part of administntion and economics in the West-

ern Japan. 

The reason was that the area had a geographical advantage and successfully 

played the role of a door to the foreign countries, especially to the Asian Continent 

and the South East Asia. 

Now, reconsidering the sluggish state of affairs, we should discuss the necessity 

of btitlding a great international airport as a western door of Japan and its techno-

logical possibility, and propose a fundamental idea of the reconversion of our indus-

trial structure which might be brought about by the construction. 

Kanji MATSUSHIMA 

有明海函域を歴史的に見ると，米作を基幹産業とし

て，なお且つ西日本の政治・経済の要衝として発展し

た時期があった．

このことは，当園域の地理的優越性に加えて，海外

特にアジア大陸あるいは東南アジアヘの門戸として機

能したからである．

そこで，低迷している現状を見直し，我が国の西の

門戸としての国際大空港の必要性と技術的可能性を述

ベ，その建設によって誘引される産業構造転換の基本

的構想を提案したい．

1. 有明海圏域の史的展望

1. 1 有明海は九州の重心的位置に在る

九州の姿を見ると，類人猿が片腕で何物かを懐いて

歩いている格好に似ている．彼の胸と腕で抱え込まれ

た部分が有明海である．

有明海は九州に懐き抱えられた形になっている

更に，九州の地形について縦．横の軸線を考えてみ

ると，北九州から鹿児島本線に沿って鹿児島に至る線

を縦軸に，佐賀県・長崎県の西海岸から久留米あるい

は熊本に至り，更に久大線又は豊肥線に沿って大分に

達する二つの線をまとめて横軸とされよう．

有明海は，九州の縦横主軸の交点に深く湾入してい

て，地形の上からも九州の重心的位置に当る．

1. 2 豊葦原瑞穂の国の発祥地

数年前，飯塚の立岩逍跡で見事な貝製の腕輪が発見

された． この貝は日本近海にはないもので，九大の永

井昌文教授によって南方産の「ごほうら貝」であるこ

とが判明した． 今年沖縄の遺跡で同様な腕輪が発掘さ

れている． これは一例にすぎぬけれども，その昔「南

からの海の道」があった証拠である

南洋の人達とその文化は，太平洋を大きく巡る黒潮

に乗って，はるばると日本列島に到達したその黒潮

は九州の南方海上で 二分 し， 分岐は対馬海流として

日本海に入るが，先ず九州が西に伸ばした腕に抱きか

かえられ， この海流に乗って来た人々とその文化は腕

の奥深く有明海にまで達し，それに至る渚，汀に安住

の所を得た．古代史に海人族として現れる人達がこれ

らの人々の子孫であろう．

時代は更に降るものと思われるが，東南アジア方面

からはインドシナ半島，南ヽンナ沿岸を北上し，西から

の貿易風に乗って東ヽンナ海を渡り日本の西南諸島琉球

弧に触れ，前に述べた南からの海の道を通り，遂に有

明海に到達した稲作文化の人々があった．彼等は沿岸
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に拡がる豊沃な原野をたちまち日本最初最大の米作地 文献学的研究から数百年来の定説をくつがえして，

地帯に造りあげ弥生時代の暁を築いたのである． 古田武彦氏は「邪馬蛋」國を「邪馬壼」とされた．有

このことは当時の有明海圏域が水稲栽培の適地であ 力な学説であるので邪馬台とするのを憚って「魏志倭

ったことと，これによってもたらされる経済的な蓄積 人伝」の中にある女王国と混同するおそれもあるが，

が政治基盤にまで生長する地理的条件をも備えていた 卑弥呼の国とした． したがって卑弥呼の国とは通称に

からである． なっている邪馬台国のことであると了承されたいな

有明海に流れ入る）ii, 主として筑後川・矢部川 ・菊 お，台を壱とすべきところであろうが，本稿の論旨に

池川・緑川などであるが，それらは沿岸に肥沃な沖積 は関係ないので邪馬台国とさせて頂く．

平野を造り，豊富な水量はこの海の大きな潮汐と相侯 三世紀の倭国が具体的に魏志東夷伝倭人の条（以下

って，水稲への灌漑に重要な便益を与えた． 倭人伝とする）に書かれている． 日本の三世紀のこと

このことを少し説明しておこう．有明海では潮位差 がはじめて文献に紹介されたのである．その ヒロイン

が日本一大きく，場所によっては 6m余にもなる． が卑弥呼である．

特に湾奥において著しいが，これは，地形の影響に 1. 4 卑弥呼の都する所

より湾内に出入する潮汐と，湾自身の固有振動の状況 倭人伝に「南，邪馬台国に至る，女王の都する所，

とがかなり合致しているためといわれる． 水行十日陸行一月．……中略・・・・・・，七万余戸可り． と

筑後川についていえば，河口から約 30kmの久留 ある．所在を知る上で方向 ・行程を明らかにすること

米市瀬之下附近まで影響が及ぶのを知っている．往時 は当然であるが，それは余の機会に譲ることにして，

の有明海は今よりも更に深く湾入していたであろう 地域計画上の観点から戸数七万余を先ず問題とする．

し，汀線も現在より 3m余は高かったと推測されて 倭人伝に，女王国より以北，其の戸数 ・道里は略載

いるので， 更に上流まで潮汐の影響があっ たものと思 すべきも，其の余の労国は遠絶にして得て詳かにす可

われる． からず， として 21カ国の国名が挙げられている．略

さて，この大きな潮位差はどの様に利用されたので 載されている国は対馬国，ー大国・末磁国 ・伊都国 ・

あろうか． 奴国 ・不弥国・投馬国の 7カ国であるが， これらの国

川の流れにさからって河口から瀦る潮汐は，当然川 は投馬国を除き所在の比定がほぼ明らかになってい

の流れをせきとめて川の水位を上げる．水位の上った る．以上の合計 28の傍国が女王国の圏域であろう．

ところでこの水は川の常水位より高い所にも流れ込ん 伝に続く，其の南に狗奴国有り，男子を王と為す．

だり溜ったりして，これを灌漑に利用したのである． 其の官に狗古智卑狗有り．女王に属せず．と，女王国

はじめは自然発生的なものであったろうが，追々人 のすぐ南には卑弥呼の国と抗争をくりかえした一大勢

工が加えられ，水路・溢水溝 ・溜池の類に整備・拡張 力があった．卑弥呼の国は女王国圏域の最も南に在り

されて，今日佐賀 ・柳川などの地方に多く残っている 狗奴国と境を接していた．

クリ ークと呼ばれるものがそのなごりである． 魏の熱心な援助も効を奏せず，卑弥呼は狗奴国との

筑後川下流域一帯に網目状に広がっている，いわゆ 抗争の明け暮れのうちに世を去る．継いで宗女壱与が

るクリ ークは，この暴れ川の洪水調節にも大きな役目 立てられるが，いつしか邪馬台国は歴史から姿を消し

を果し，この川の大洪水の被害はむしろ中～上流域に 以後二百年の歴史的空白時代を経て古墳時代に移る．

多く発生 している． 卑弥呼の国は戸数七万余を擁し傍国 28国を従える

有明海の一大特長である大きな潮汐作用を古代人は 大国である．これを受け容れる土地は何処だろうか．

計らずも巨大な揚水ポンプとして利用していたのであ 邪馬台国の所在論では，現在畿内大和説と北部九州

る，そうして温暖な気候と広大肥沃な平野に恵まれて 説に大別される．双方の地形を比較するに当っては，

此所に豊葦原瑞穂の国を現出した． 当時の海の汀線は現在よりも深く湾入し，沖積平野は

1-3 卑弥呼の国 湖沼の点在した葦原が多かったことを念頭に置いてお

日本国創成に関わる重要問題として邪馬台国論議が かねばならない．

姐上に登って久しく，その成果も相当なところにまで 大和平野には七万戸の住民を養う稲作に灌漑する大

達していて，有明海圏域も邪馬台国比定地の一つであ 河もなく，大部分は沼地の散在する盆地性湿地で面積

る．有明海を語る場合，このことを避けて通る訳には も筑後川沖積平野の約三分之ーに過ぎないよしんば

ゆくまい．敢て私見の一端を述べることにする． 大阪 ・河内を含むとしても，ここは後代に改修された

この見出しを卑弥呼の国としたことについて一応の 所で三世紀には生駒山地の麓近くまで汀線が迫り小規

お断りをしておきたい． 模の稲作しか期待できなかったと見るべきであろう．
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まして，盟主国魏に対しての玄関伊都国（現在福岡

県前原町）， 二万余戸の大国である奴国（現在福岡市

附近）を圏域にするには余りにも遠絶で，すぐ南に境

を接する狗奴国と抗争を構えるこ となど及びもつか

ぬ．狗奴国は大和盆地などには目もくれずにたちまち

女王国の豊かな函域国に進攻したであろうこのこと

からも邪馬台国畿内大和説は矛盾が大きく， 組し難

しヽ．

伝によれば邪馬台国は奴国の南にある．卑弥呼は此

所に居て奴国などの圏域国を背に守って南に隣接する

狗奴国の狗古智卑狗と戦っていた．その主戦場は何処

であろうか．写真 1を見て頂きたい，おそらくはいま

の福岡県と熊本県の県境の山間部一帯と考えられる

此所は両国お互いに天然の要害となり，大軍の急激な

侵入がはばまれて，戦いを一進一退と長引かせたこと

であろう

写真 ー 1
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松本清張氏は，昨年一月福岡に於ける第一回邪馬台

国シンボジウムで，挨拶の前書きに「邪馬台国はおそ

らくいまの福岡県の山間部が熊本県菊池郡に接するあ

たりであったろう」とされているが，今のところこれ

に対する積極的な反論はない．

これに当る所で従来から，神籠石の在る女山を控え

た福岡県山門郡瀬高町附近を卑弥呼の国に比定する説

があるが，畿内大和に較べると考古学的裏付資料が少

ないようで， これからの考古学的成果が待たれるとこ

ろである

豊葦原瑞穂の国が発祥した筑後）II下流域は卑弥呼の

国に発展したに違いない この一帯の地勢から推し計

って，筑後川を東に，矢部川を南に控え，石人山古墳

から岩戸山古墳に至る台地が注目されよう．岩戸山古

墳は筑紫の君磐井 (528年没）のもので，被葬者の判

明している唯一の古墳である．卑弥呼の都する所はこ
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の一帯以南が許容し得たのではないかと思う ．然し， 遣されている．磐井の叛乱後，筑紫の君や火の君は深

伝に云う径百歩の卑弥呼の家（チョウ）， あるいは彼 くその罪を とがめられていず，大和朝廷はそうせざる

女が受けた親魏倭王の金印が発見されるまでは，邪馬 を得なかったのであろう ．筑紫の君（国造）の海軍は

台国所在論争の結着はつくまい． 健在であり ，外征の勢力をも温存 していたのである．

1. 5 有明海は狗奴国の門戸であった 肥後の国，筑紫の国は我が国で装飾古墳が著しく多

邪馬台国と勢力を争っていた狗奴国は，その女王国 い地域であり ，その中でも，有明海の湾奥部一帯と筑

のすぐ南に隣接し，版図は菊池川流域から熊本平野， 後川流域には舟（外航船）や航海術に関する文様のあ

更に八代一帯から芦北地方に及ぶものであったろう ． るものが特に著しい このことは被葬者の航海での活

いまの熊本県の西側一帯がそれで，有明海 ・不知火 躍を記念し，海軍（ふないくさ）の将帥であったこ と

海は狗奴国の地先になっていたので，有明海の湾奥は を顕わしているものである．有明海は彼等の海軍の根

邪馬台国の生産基盤にはなり得ても，その門戸となる 拠地であったと共に富と権力の受け皿でもあった．

ことはできなかった. 1. 7 中世から近世の有明海

女王国の玄関は西北九州に開かれ，伊都国は軍港と その後の数世紀，有明海圏域は「筑紫の遠のみかど」

して末菰国（現在の東松浦半島一帯） と奴国を拒して 大宰府の後背地としてその生産性のみを果す地位に止

いて，盟主国魏且つその植民地であった帯方郡と外 まり，中世から近世に至る外交の鎖国的安定期に直面

交関係を維持 していた するや，その受け皿的効果を果し得なくなる．

狗奴国は魏の南に隣る国，呉と交易したらしい形跡 秀吉は天下を統一すると，その腹心大名加藤 ・鍋島

はあるが，それは民間貿易程度のもので，魏～帯方郡 を豊沃な有明湾沿岸に配した．彼等は朝鮮出兵に最も

が女王国を積極的に援助 したような呉の政治的支援が 熱心な輩でもあった．そうして彼の地からエ人達を拉

あったかどうかは判らないし，狗奴国の事情も女王国 致 して来た．片や焼物，あるいは土木のである．これ

のように詳らかではない．それは魏志倭人伝の如き文 等の人々は，ある程度の地位を得て，有明海圏域の開

献が未だ発見されていないからである． 発に少なからず技術的貢献をした証拠がある．その顕

然し，卑弥呼の国 と抗争し続けた大国が有明海に面 著なものは有田焼などの陶磁器で残り，一方は干拓工

して在ったことは事実で，その勢力や文化が有明海の 事や，彼等の住み伝えた建築に現われた，「＜ど造り」

何処かを門戸とした海外との交渉に関連があった と考 などがそれである．

えられるのは当然であって，その証も追々明らかにな そうした中に，有明海の入口長崎に政策上の開港を

ってくることであろう． 見るが，その富も文化も素通りして中央に吸収され，

そこは菊池）iiか緑川の，往時の河口に適地が求めら 有明海圏域に蓄積するものは殆んどなかった．

れよう．地理的状況から菊池川下流の江田舟山附近に ふりかえって見ると，徹底した米経済の封建制度の

可能性が多いようである． もとに，有明海沿岸は干拓事業に没頭する．

1. 6 有明海は古代海軍の根拠地 近世の有明海開発の歴史は干拓のそれそのものとも

筑紫の君，磐井の墳墓岩戸山古墳で地元教育委員会 いえる． （図 1を見て頂きたい）そうして，その傾向

の案内板に「逆臣磐井は……」と書かれていた現在 は現在にも及んでいる．

彼についてはこれ位の認識しかないことは，止むを得 1. 8 歴史的展望から

ないことであろう ．だが，磐井は継体朝にとっては逆 有明海の圏域に現に生活して，ここに子達を育てて

臣であったろうが，先帝の雄略朝には第一等の忠臣で いる我々の遠い祖先や，先住者達が，有明海といかに

あったのである• 関わって来たか，有明海はいかに機能して来たか，ま

磐井の叛乱は中央朝廷に在って陸軍の将であった物 た，有明海はどんな条件の時にその恩恵を与えようと

部氏との勢力争いであり，対新羅外交の政策紛争であ しているのかを探り，これからの開発の方向を求めよ

り，中央の陸軍と，事情に通じた地元海軍との戦略意 うと，大急ぎで歴史を追ってみた．

見の相違による抗議抗争であった． そうして判ったことは，有明海が日本史の桧舞台に

この故に，朝廷のためらいもあったのであろう．古 踊り出て，はなばなしく脚光を浴びたのは，豊かな水

代「重罪はその門戸および宗族を滅す」制度であった と，みどりと，光に人々が安住した時ではなく，地の

のにもかかわらず，日本書記によれば，磐井の叛乱後 利を得て，人々の活力が外に向って大きく受皿を開い

26年たった 554年（欽明朝）筑紫の国造は，国造軍の た時である，ということであろう．

指揮官として南朝鮮で奮戦し，その翌々年には筑紫の このことから，古代に重点を置いた．而うしてこの

火君（筑紫君の子）は，勇士一千人を率いて百済に派 地域の人々が，幾許（いくばく）かの誇りと認識を得
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たとすれば，それはまた活力に資するものとなろう．

重ねて，有明海は，その豊沃なことにもまして，位

置的優位性から，少なくとも西日本の門戸であるべき

ことを強調したい．

2. 有明海及び其の圏域の現況の概要

2- 1 自然状況

有明海は，北～中部九州の内陸へ深く入り込んで，

佐賀 ・ 長崎• 福岡 ・熊本の四県の地先となる海湾で，

面積はおよそ 1,400km2 に達する．

主要河川では筑後川・ 矢部川・菊池川・ 白川 ・緑川

• 本明川があり，その他の河川を含めて全流域面積は

約 8,000km2 である．

圏域面積は海の 1,400km2 と陸の 8,000km2 とを

合わせた約 9,400km2 に及ぶものである．

有明海は特に内陸深く入り込み，且つ中国 ・インド

シナ半島及び東南アジア諸国に向って開いていること

が指摘すべきところで，東京湾・伊勢湾 ・大阪湾に比

べてもその特徴が明らかであろう．

そのことが稲作に代表される弥生文化の先駆地とな

り， 日本文化発祥の栄を担うことになった．

2-1-1 地形・地質

三波変成帯北縁の西端と，白山火山脈の南端とが会

合する地点であって，複雑な地形をしている．

計

福 岡約 2,OOOha 1, 446 ha 331 ha 3, 777ha 

佐 双約 6,300 4,425 2,216 5 12, 941 5 

11, 899 

5,619 

34, 236 5 

佐買大学教授千手正芙氏による。

本図は当該地域の1忠高潮位（大潮平均湖位）古文・古、粂里逍1作と の関係、

地名、当時の社会経済的条件を勘案して作成したものである。こ

図1 干拓進展図 (44.1. 現在）
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ここに噴出した火山による火成岩は河川による沖積

地を発達させて，それぞれ筑後 ・佐賀 ・菊池・熊本の

各平野となり，その地先に広大な干拓地を出現させて

いる．これが古来から農業の基盤になった．

また温泉の湧出も各地に見られ，保養の有力な施設

となりつつある．

2. 1. 2 内海の土質と水深

佐賀平野と筑後平野は 1/6, 000から 1/1, 000の緩

勾配で低平に拡がり，内海に移行している．但し矢部

川は砂質が多く，海に向っての勾配はやや急になって

いるが，それでも 1/1, 500位である．

内海の水深が 10m までは泥質であるがそれより深

くなると砂質となっている．

水深 10m までの部分は，いわゆる干潟で，有明海

の名物となっているのであるが，これは内海の北部 ・

東部に偏在している．

南下するにしたがって水深を増し， 島原沖では 60

m に達する．

2. 1. 3 気象

気温は九州全域の平均的値を示し，雨量は外洋に面

した長崎県等よりやや少ないが，全国的には多い方に

属する．

風速については，内海であるせいか穏かで，外洋に

面する地域と比べると，風速 10m/s以上の日数は

1 /3から 1/10である

台風の通過も数としてはかなり多いが，内海のせい

かそれまでに衰弱していて，風害は一般に少ない．

むしろ集中豪雨による被害の例が多く見られる．

常の風向は西方に偏していて； 陸風• 海風の現象も

現われる

2. 1. 4海象

全体の湾形について見る と，ほぼ中央で西に直角に

曲っており，早崎瀕戸で外海に通じていて，概して単

調な海岸線をなしている．

潮位差が大きく，本海の特徴でもあるが，特に湾奥

において著しい．理由は 1.2に述べた通り ．

高潮では，湾の西岸を北上する台風で大きなものを

起していて， 1942年に長州で 3m, 大牟田で 1m, 他

はそれ以下になっている．

湾内には定常流があり堆積土の原因をなしていて，

潮流は干潮時に最も大きく，流速分布図は一定のパタ

ーンを示す．

2. 1. 5 地理的概況

有明海沿岸一帯は地形の変化に富み風光に恵まれ，

一種独特の芸術的環境を醸 し出し， 多彩な人士を輩出

している．また四方に山地が在る関係から気候がおだ

やかである．
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海は九州中央部深く湾入する内海で，琵琶湖の 2倍

以上の広さがあり，平均水深は 20m である．

干満の差がわが国最大の 6m余にも及び，干潮時に

は 5kmから 10kmにわたって干潟を現わし， ここ

に珍らしい魚介類が棲息していて，渡り鳥が多く，ま

た特殊な生物相も見られる．

これに流入する河川は絶えず土砂を運び込み，沖積

平野を造成し，それが潮位差の大きいことと，更にこ

の地域の気候条件と相まって，太古以来現在に至るま

で，常に有明海を母体とする開発を運命づけられて来

た， と言っ てもよいであろう

2. 2 社会・経済の概況

即に 1.1で述べたように，有明海は九州の重心的位

置にある． しかし，九州の政治・ 経済の現状を重力的

に観た場合その重心はやや北に偏して，地理力学的に

重心のずれによるモーメントを内在して不安定な状態

に在るようである．

このことから九州内部にも過疎 ・過密 ・定住圏の不

均衡 ・水利用の不合理など社会 ・経済に及ぶ各種の問

題が生じている．

遠い昔から近世に至るまで，大陸や南方はたまた西

洋からの文化導入に役割を果して栄えた九州の各地域

相互の交通の交叉点に位置していることは有明海圏域

の重要な位置的要素であるまたこの圏域自体も外か

らの文物導入の拠点として機能しなければならない性

格を持っている

ところで， この地理的メリットが現在生かされてい

るのかと言う反省が， この圏域の総合開発の見通しを

与えるものと思う．

2. 2. 1 人口動態

人口の増減率から見れば九州全体に比べて有明海函

域はやや高いが，全国平均よりは低い．つまり中央へ

の人口流出をしている地域である．

また，若年就業者の減少のパタ ーンは，全国の同じ

傾向にある地域と同じである

その減少の動向は，石炭産業の盛衰の曲線にほぼ似

ていて， この圏域の石炭産業とそれに関連する重化学

工業への依存が多かったことを示す．

一般に，社会 ・経済の盛衰の状況も人口動態曲線に

ならって類推できる．

この圏域の自然条件は全国的に見てよい方に属して

いて，条件も安定しているのに，人口の変動が大きく

社会 ・経済の盛衰が激しいということは，現在不安定

な産業に依存しているということに他ならない．

この圏域に恒久的により安定した産業基盤を将来し

なければならない所以である．またそれは， この圏域

の自然の特徴によく合致したものでなければ恒久的効

果は期待できない

2. 2. 2 基幹産業

有明海圏域は古代には米作の先進地であり，現代でも

全国屈指の米作地帯である．この圏域の開発の歴史は

米作を主とする農業の開発にあった．

明治以降になると三池を主として佐賀 ・長崎を加え

た石炭鉱業とその コンビナートによって経済的には浮

揚したが，エネルギー源の変革によって石炭による繁

栄はついえ，現在ではこれに代る産業を模索しつつ農

業基幹の産業構造に変りつつある． しかし現代のふく

れあがった消費社会への指向状態では，農業基幹では

地域住民の生活をささえ得るものではない．

安定した，将来性のある，高次の産業基盤に移行し

なければならない．その為に核となるべき開発を実施

して， これによって誘引される産業を地域住民によっ

て自主的・科学的に選択，育生すべきであろう．

このことによって多元的産業ヽンス テムを展開して，

単産業基幹の浮沈に盛衰を共にするような弱体を改革

しなければならない

2. 2. 3 開発計画の現状

第 1次全国総合開発計画に於て有明海から八代湾に

至って有明 ・不知火 ・大牟田新産業都市が策定されて

今日に及んでいる．周辺諸都市の総合計画は年次毎に

これを基本にして行なわれている．

一般に都市計画 ・地域計画の専門家が少なく，周辺

の市町村レベルでは皆無に近い．従ってこれを中央に

依存していて，地元独特のきめ細かな創造性に欠ける

おそれがある．すべてが無難な優等生の作文で，地域

住民の理解を高め，協力の輪を大きくし，これを世論

にまで高めて実施に移す為には迫力がないようであ

る．

昭和 44年に，農林省 ・通商産業省 ・運輸省 ・建設

省 ・経済企画庁の開発関係各省庁共同して有明海総合

開発調査報告書が出されたこれは有明海圏域の開発

にとっては画期的なことで，今後の開発の資料文献的

価値と貢献度は高いものがあろう これには有明海締

切り（つまり淡水湖化）が提案されている

国による筑後川総合開発は実行段階に移り，現実の

ものとして関係地域住民の関心をより高め，折からの

水不足年に遭遇してか， この水配分問題には利害関係

住民のアクションが活発である これについては関係

住民側の開発研究機関が発足している これ等には主

義 ・主張に偏することなく，広く公共的視野に立つ展

開を期待したい．

福岡県では副知事を長とする県南開発のプロジェク

トチームが創設され，同じく圏域各県でもそれぞれの

計画を策定し，実施を急いでいる．熊本南港の着エ ・
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島原新港 ・諌早湾締切り ・三池港改修計画などがそれ 画 ・影響炭量 ・概定計画 ・港湾利用現況 ・港湾測量 ・

である． 湖内淡水化 ・堤防構造設計施エ ・防災効果等の調査が

かかるうち，第三次全国総合開発計画が発表されて され，これ等の調査成果に土地利用，経済効果等につ

定住圏構想が打ち出され，水の無理のない利用 とそれ いての調査を追加してとりま とめ，農林省 ・建設省 ・

をふまえた地方都市の再浮揚が注目されだした． 運輸省 ・経済企画庁の関係各省庁が共同して昭和 44

福岡県南部開発フ゜ロジェク トの一環として，当地大 年 3月 「有明海総合開発調査報告書」を作成発表され

牟田市にも，先ず商工会議所内に地域開発促進協議会 た．

が発足 し，加えてその活動の主体を市の理事者側に移 この調査報告書とその指向した構想が今のところ唯

行 し本格的取り組みをはじめ，併せて建設省 ・福岡県 一のものである．この 「まとめ」の掲載を許された

によって大牟田地区地方都市開発整備計画調査報告書 い．

が発表されて，いよいよ計画策定段階を迎える. 3. 2 有明海総合開発調査報告書

然し，極言を許して頂けるならば，いずれもこの圏

域にとっては 「母なる有明海」に対する四人の子達

（四県）の肘かじり案，むしり取り案であって 「母な

る有明海」の母性愛と庇護 ・恩恵 ・性格をどの様に分

ち合って育つべきかという計画は全くされていない．

親のあるうちは，なかなか親の有難味が判らないのに

似ているようである． もっ と賢い子達になって，美し

い母（有明海）を世界の桧舞台に立たせようではない

か，美しい母，その胸にきらめく（国際大空港とい

う）ブローチを飾って．

そうして，我々は世界のどの空港に在っても母の名

を見たちまち母のも とに帰えるこ とができるだろ

う．それは決して夢物語ではない．子達の協力で容易

にできるこ とであろう と信じる．

3. 有明海圏域の総合開発調査とその構想

3. 1 調査の沿革とその構想

有明海圏域総合開発調査の沿革は，有明海地域が昭

和 28年 1月に「有明海の干拓地およびその背後地を

含めた農地の用水確保，防災対策，ならびに海底炭の

採掘に関し，調査上総合調整を必要とする地域」とし

て国土総合開発法による調査地域に指定されたこ とに

始まっている．その後昭和 28年 6月の大水害を契機

として有明海の締切り案が表面化し，有明海の湾口を

締切って潮位を低下安定させ， 災害を防除すると共

に，国土造成，地下資源の開発など多目的な総合開発

計画としてク ローズ ・アップされてきた．このため，

昭和 29年度以降，農林省 ・建設省 ・運輸省 ・通産省

等の関係各省によりこの構想に関する各種の基礎調

査， 模型実験など技術的 ・経済的諸調査が進められ

た．

昭和 39度末までの成果については地元当局によっ

て 「有明海地域総合開発調査結果の概要」にまとめら

れたが， 昭和 41年度から 3カ年計画で問題点を追

求， とりまとめ等の調査を行うこ と になり，農林 • 水

産 ・運輸 ・建設の各省で分担 ・調整して基礎 ・工事計

第4節まとめ

有明海総合開発計画によって検討された開発構想に

ついて要約すると，次の とおりである．

(1) 有明海の湾口部に大規模な堤防を築造 して締切

る．締切り線については，数案について検討 し，

施工の難易，建設費，締切線の海底地盤，各締切

線に対する造成面積量を勘案しつつ，最終的に三

角～大矢野～浦田線 とする． この締切線の諸元

は，天端高 T.P+6. Om, 延長 14km,平均水深

18. Omで，堤体内部に遮水材と して真砂を用いた

ロックフィル堤とし，堤防天端は道路とする．

なお，湾内外の船舶就航のために闊門を島原寄

りに 1,000トン規模 1基， 5,000トン規模 1基，

10,000トン規模 1基， 50,000トン規模 1基，三角

寄りに 1,000トン規模 1基， 10.000トン規模 1基

を設置 し，堤防天端道路は，可動橋により連絡す

る

(2) 有明海の従来の干拓方式は，微細な土粒子が既

設の干拓堤に堆積するため，小規模干拓を営々と

して行なわざるを得ない状況であったこれに対

し，今回の干拓計画は，有明海の水深のほぼ10m

線に沿って， 天端高 T.P 3. o,.._,4_ 5m, 総延長

170_km の干拓堤により 38,580haの土地造成を

行なう ．このようにして造成された土地を干拓堤

防長あたりの造成面積についてみる とき，従来の

干拓方式に比してきわめて効率の高い干拓方式と

いうことがいえる

(3) 干拓地のうち， 29,170は農用地とし，大規模な

機械化農業の実現を可能とする低コス ト，高収益

の農産物の生産を可能にするこ とができる．

(4) 干拓地のうち約 3,500ha を工業用地，約

3,500 haを都市用地として使用する．これらに

より年間出荷額 1兆円以上の工業地帯の出現を可

能とするこ とができる．

(5) 締切堤に設置される水門を操作するこ と に よ



20 

り，湖内の水位を常時 T.P-0.5mに保つこと 農業による以外に方策はない． 一方今後の食生活にお

によって，有明海周辺の洪水，高汐による災害を ける摂取カロリ ー源が澱粉より脂肪，タンパクと移行

大巾に軽減することができる． するのは時代の流れであり， これにより 農業形態も耕

(6) 締切水門の適切な操作によって有明海の淡水化 種農業から畜産へとその転換は必然のなりゆきであ

をはかり， 農業用水，都市用水への利用を可能に る．

することができる．計算によれば，約 3年で水深 かかる情勢のなかで大規模な農業干拓を行なうこと

約 9mまで平均 500ppm の淡水化が可能であ は， 一面では近代機械化農業による低コストの米の生

る． 濃度に多少の問題はあるが， 量的には 200 産に寄与することであり，他面，低生産地域水田の他

m3/s程度の利用は十分可能と考えられ，北部九 作目への作付転換を促すことになり，総合的な農産物

州における有力な水源として期待される． 生産に及ぼす波及効果は極めて大きい．このような高

(7) 本事業の実施により， 「のり」養殖等，現在の 生産地域（干拓）の形成は，低生産地域の作付転換，

漁業は大きな打撃を受けるであろうが，締切後に あるいは他用途転用等を促進し，総合的な土地利用を

おいては，養殖業を大巾にとり入れた淡水漁業の 確立して近代的大型農家の育成に加え，豊富な水利用

発展を期待することができる による高度な農業に移行する布石としてきわめて有意

本開発事業に要する 費用は，補償額を除いて約 義である．しかしながら，干拓地の特性として土地条

5,300億円の建設費となるが， これに対して約 8,000 件の変化は，干陸後も長期に亘って生ずるもので， こ

億円の便益となり，かなり大きな経済効果が期待でき の変化に対応しつつ，適正な営農を推進することにつ

ることとなる． しかしながら，水産資源，港湾施設等 いては，農業をとりまく社会経済諸件の長期変動とあ

の補償対策の費用がこの差額以下におさまるかどう わせて，今後慎重にかつ広範囲にわたって検討しなけ

か，また，便益として計算 したもののうち水資源の開 ればならない．

発について水需要の発生の時期，およびその開発費用 3) 有明海漁業

の負担の実現性がどうか，検討する必要があろうこ 本事業着手の最 も困難な理由の 1つに「のり」を中

こで本開発事業の主要な課題について展望し，開発効 心とする有明海漁業の問題がある．しかし， 「のり」

果，問題点などについて要約してみよう． は生産量，価格とも年々の変動が非常に大きく，安定

1) 水資源開発 した作目とは言い難い．一般に水産業については，養

締切後の有明海を淡水化し，その水を都市用水， 農 殖漁業が叫ばれながら技術的にもわからない 事が多

業用水に利用するという構想は，水不足に悩む九州に く，即地的な構想もたてられない。今後わが国全体の

とって確かに魅力ある構想といえる． しかし，そのま 養殖漁業の配置を検討する中で，有明漁業の方向を検

ま都市用水として使えるかどうかという技術的な問 討すべきであろう．

題果してどれだけの需要量があるかという経済的な 4) 有明海沿岸の防災

問題等，妥当性 ・適時性を判断する上において問題点 ここ数年有明海地域には大きな風水害がないが，そ

は非常に多い．これらの問題については，北部九州地 の危険性がなくなった訳ではないただ昭和28年の大

方の人口，産業の動向，海水淡水化の技術の発展等多 災害後，河川や海岸の防災施設はかなり整備されてい

くの要素が関係するが，できるだけ見通しをたてるよ るので，以前と同じ条件で有明海水位の低下の効果を

うにすべきである．さて九州北部の将来水需要は，ま 主張することは困難であるが，近年における背後地の

すます増大する傾向にあり，また海水淡水化が実用化 増大，はんらんの形態をより正確に把握し，今後のこ

されるまでには，まだかなりの期間を要するものと思 の地域の経済的 ・社会的の発展に対応させながら安全

われるので，今後ともこれ等の要素の動向に注目しつ 度の向上という観点から第 1線締切堤の防災効果を適

つ経済の発展に先行して水資源開発を推進することが 宜検討し，開発計画の中に占める防災効果の判断に支

必要である． 障をきたさないようにすべきである．

2) 干拓農業 5) 工業用地造成

近年，大巾に緩和するとみられる米の需要事情に対 最近の工業立地の動向から考えて，有明海周辺に大

処するため，水稲の作付転換，米価の据置き等の施策 規模な臨海性工業が発展する見込みは少ないが，内陸

が行なわれている折から，米の生産を目的とする農業 工業の展開は充分うかがわれる． この開発による用

干拓の前途は，必ずしも楽観できないが，農業と他産 地，用水条件の有利性，大陸貿易の効果等を勘案しな

業との所得格差是正，米価の国際水準価格への引下げ がら新しい工業地帯の発展方向を見出す必要がある．

には，生産性の高い農地で近代的に整備された大規模
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6) 土地造成効果 都市圏である

基本的に国土を少しでもふやしてゆくべきだという 地方都市圏の「復権」とは何か，何からの復権なの

考え方，もしくは地価対策の一環として土地造成を積 だろうか．新しい函域づくりの基調を明らかにする為

極的に行なうべきだという考え方もある．後者につい にまずこのことから考えたい．

ては，やはり九州地方とくに九州中西部における今後 一つの意義は， 「巨大都市中心志向の開発からの地

の発展動向にかかってくるだろう．いずれにしても， 方都市圏の見直し」である． 昭和 30年代以降のわが

国土開発の観点から土地造成の意義は大きいであろ 国の経済主動の発展傾向は，いうまでもなく，東海道

う

7) 保留地

保留地については，地元から大規模国際空港建設の

提案がなされているが，その可能性について検討する

必要があろう．

8) 観光

千拓地を一巡する道路および第 1線締切堤上の道路

により， 有明海をとりまく新たな交通体系ができ上

り，西九州と中九州の産業経済上の一体性を強める上

に大きく影響を与えるであろう．そして道路網の一部

は，阿蘇，雲仙等の観光地に直結する動脈になるとと

もに，淡水湖においては，水上レクリ エー ションの展

開等，水陸にわたる観光資源の開発も考えられる

9) 大型模型実験等

締切堤の安定解析のための大型模型による振動実

験，締切後の湾内水位の検討，即ち水位を高く維持す

ることによって港湾への影響を減少させ，淡水の利用

量を増大させる方策か，あるいは水位を低下させて排

水効果，防災効果の確保を図るべきか等適正水位につ

いて比較検討することが必要であり，さらには， これ

に伴う堆砂機構の変化，有明海周辺地域の自然環境に

及ぼす影響など事業実施にあたっての諸問題の検討が

必要であろう

10) 総括

本調査の試算によれば，有明海総合開発計画は，そ

の内容が多角的であり，かつ相当の経済効果が期待で

きる大規模プロジェクトである． しかし，現段階では

この開発計画の主要な課題である 4万 haの土地需

要，あるいは 100m3 /s以上におよぶ水需要について

問題が残されている．

従って， この開発計画を直ちに実施することは適当

ではないので実施については，今後における経済社会

の変化に対応して，新たな観点から検討を加えつつ，

わが国の経済社会の発展に即して総合的に判断すべき

ものである

4. 有明海圏域の復権とその課題

4-1 地方都市圏の復権とは何か

有明海圏域は，その地理的特徴から，太古以来，常

に有明海を母体とする開発を運命づけられてきた一大

ベル ト地帯といわれた三大都市圏を中心とする中央集

権型の国土開発であったわけで，その経済的集約効果

はたしかに異状なまでの経済発展をなし得たが，その

枠外の地方圏域では経済発展に貢献するという名目の

ために，人材と資源と利益はあたかもポンプで水を吸

い上げるように中央の資本に蓄積されて平衡を失な

い，過密過疎や民生不安，はたまた自然環境の破壊や

公害などの危険状態をはらむことになったそうした

巨大都市圏中心の施策からひるがえって，迎えねばな

らない低生長時代をふまえて， 天与の水の公平な配

分，安定したエネルギーの利用開発，円滑な交通体系

の整備，多元的高次産業の育成などの上から，地方都

市圏を見直さなければならない．

もう一つは，地方自治が施行されて30年，地方自治

の本質は期待どおりに発展しているだろうかという反

省の観点に立って，地方の主体性や個性を見直しても

いいのではないかということである． 「中央集権から

地方分権へという形で地方自治を見直す」， これは更

に県から市，町，村に及ぶものであろうが， これが復

権のもう一つの意義である．

4- 2 都市圏の機能と人口

都市圏の人口は，多ければ多いほど良いというもの

ではない なるほど大都市圏には大都市の魅力があ

り，地方都市圏にはない魅力を持っている．だが一方

人口が万にも満たない町にもまたその良さがあり ，そ

こに高度の文化・教養を保っ て安住している人々もあ

る． 一概に人口が多い程よいという考え方は正しくな

しヽ．

むしろ「その圏域が国土の中でどういう役割りを果

していくか」ということが問題であって， このことか

ら，逆に都市圏域の受持つ機能から人口が規制され，

容量から制限されるといえよう

たとえば，北海道の札幌と函館の二都市を比べてみ

ると，終戦当時（昭和20年），どちらも人口 20万弱で

あったのが， いま札幌は 100万であり函館はまだ約

1 /5の20万台に とどまっている．札幌と函館がそれぞ

れ北海道の中でどういう機能を果していったのかをみ

るとつまる とこ ろ， もはや函館が北海道の玄関口では

なく，代って札幌の千歳空港が玄関口になりつつある

ということである．その他諸般の要素があって果して
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いく都市機能によって人口が左右されるものである

が，それを二つの都市は明らかに物語っている．

このことから，北部九州は本州との間に橋やトンネ

ルを持ち福岡には国際空港も在るが，その機能を果す

地理的許容塁はいまで手一杯である．すなはち，立地

や後背地（圏域）は狭く， 水資源は特に不足してい

る．水を有明海の圏域に求めるとしても，その為の貯

留や送水の施設とエネルギーの問題には幾多の矛盾が

予見される．福岡空港の拡張も容易ではあるまい．

この項は昭和52年 7月26,-..,27日に開催された地

域開発セミナ ー「新らしい地域づくりの基調をさ

ぐる」に於ける盛岡市長工藤巌氏の講演速記録

（地域開発77年11月号所載）から御意見の一部を

引用させて頂きましたことを謹んでお断りします．

4-3 有明海圏域の果すべき機能とその課題

前節に述べた有明海圏域の総合開発とその構想は，

昭和44年 3月「有明海総合開発調査報告書」によって

発表されたものであって， この調査による資料は只今

でも活用さるべき立派なものである．また， これによ

ってもたらされた締切堤や干拓法の技術的価値は高い

ものであって将来必要があれば少しの修正はあるもの

のそのまま使えるものである． しかし報告書第 4節

10)総括にもあるように， この開発の主要な課題であ

る土地需要あるいは水需要についての見通しがついて

いないので，わが国の経済社会の発展に即して総合的

に判断すべきものとし， ここに構想された締切り堤や

大規模干拓は今後に対応するものとして実施されてい

ないこの構想は約10年前，大阪万国博を迎える我が

国の高度成長の最好調期で国土改造の志向の最盛期の

ものである． この構想が将来再び復活することもあろ

うし，部分的には併用されることもあろうがそれはそ

れとして， この報告書で検討された課題に加えて，今

日の経済社会に対応した新たな観点から，当圏域の果

すべき主要な機能と新しい課題について展望 し，開発

効果と問題点について要約してみよう

4. 3-1 水資源と需要

締切り堤による淡水湖化計画は技術的な可能性があ

り， 200m3/s程度の利用ができる とするものである

が， これを水資源として何に， どれだけ使うのかとい

う計画はなく， これだけ水が用意できるということを

示したにすぎないのであって，まず森林での水資源涵

養河川および伏流水の開発，上～中～下水の効率の

よい利用，配分計画など検討すべき問題は多く，需要

に見合った計画の一環として淡水湖化が行なわれるべ

きものである． しかし内海淡水化の水が使えるにして

も，すべてポンフ゜アップしなければならないし，水質

の適用化にも技術的問題をはらんでいるので，経済的

にも天与の流水を求めるにしくはない． したがって水

需要の体系も節水型のものを求めなくてはならない．

また圏域内の都市や産業の配置もなるべく他所から

のもらい水をしなくて済むように転換を試みるべきで

あって，締切り堤の築造はそれからのことであろう．

4-3-2 干拓と土地需要

農業基幹では地域住民の生活を支えるものでないこ

とは 2.2. 2. に述べた．また米作の前途も悲観的であ

って，今のところ積極的に干拓事業を進める理由に乏

しい．干拓は最少限に止めるべきである．何故なら，

このような内海では，陸地を拡げることは，海面を狭

めることであり，国土の拡張ということにはならない

し，海には海の機能があることも忘れてはなるまい．

また内海では自然の物理的影響が緩和されるかわり

に，自然の回復力は弱い，有明海はわが国でこのこと

が最も顕著な内海であるので， この海の機能をへらす

ようなことには充分慎重でなくてはならない．

土地需要については内陸の再開発を重点として，そ

の為に関係法令相互の調整が検討されなければならな

い．この煩雑さもあってか，土地を安易に海に求める

傾向があるのには注意すべきであろう．

4-3-3 人工汀線と入浜権

有明海の沿岸の殆んどに渉って埋立や干拓が実施さ

れて， 自然的景観を保ち住民のリクリ エー ションに機

能している部分が極めて少ない．大牟田市の地先のこ‘‘

ときはすべて企業の埋立工業用地と干拓からなる人工

汀線であって，且つここに「のり」漁業の私権が定着

して，一般市民の入浜権は全く閉されている．

かっては大牟田にも海水浴のできる浜があったが今

では臨時列車で他県に泳ぎに行く，その列車もなくな

ってしまった．入浜権の尊重を忘れた開発の結果であ

って，花より団子と諺にいう通りであろうが，企業の

倫理としては正しくないまして公共事業としては許

さるべきことではない．

埋立地先には必ず公道を設けて私権の海に及ぶのを

画し，ここに海浜公園風致林，人口砂浜，魚礁など

を及ぶ限り整えて住民に開放すべきである．このこと

を義務づける条令を持つ地方自治体があってもよいの

ではないだろうか．有明海沿岸では是非そうしなくて

は海は泥沼化するおそれがあるし，沿岸によい定住胸

は育たなくて唯，企業の仕事場に終ってしまうだろ

う．

4-3-4 内海漁業

有明海は特殊な生物相をはぐくみ，珍奇な魚介類も

育っている．漁業の目的は単に漁獲量を上げるという

ことではなくその質と希少価値を高めることにもあ

る．有明海は管理漁業に最も適した海で，その方向に
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将来に期待が大きい． 「のり」漁業がわが国第一の地

歩を占めているのもこの為である

沿岸の開発によって漁業全般に圧迫をなるべく加え

ないよう努め，むしろ調和を計るようにすることが望

ましいことである

しかし，現在の漁業権そのものには，私権と公権の

境界域での整合が不明朗である点と，一般市民にへの

利益の還元が直接的でなく権利設定に対する共感がな

いことに問題がある．また海は陸と違って公共的性格

が強く，そのことがかえって海上権益の重複と乱雑さ

を招く，いわゆる「早いもの勝ち」 「取り得」という

ことになりかねない．漁業権保障問題などの複雑さの

最大原因であろう．土地はそれを買い取れば，それで

済むが，海はそういう訳には行かない．海は公のもの

であってもその権益には重なりがあり，利益には年々

の変動が大きく任意性もかなりあって評価がむずかし

く，紛争の種になり易いし，市民感情の上にも悪影響

を及ぼしている例が多い．

4. 3. 5 内海権益の入札制

そこで，内海での権益の設定については，一般の取

り引きの例にならい，地元自治体によって 3年位の契

約期間に区切った人札に付し，基本的にはその権利を

地元住民全体のものにすることを考える．たとえば，

地先の海を使用する権利は基本的には地元の住民に

在るものであり，それを代表するものは地元の自

治体である．そこで，

当自治体はこの海の機能を有効に発揮する為

に，その使用権を第三者と，使用についての契約

を交わして譲渡する，ことができる

その期間は（三年）とし，その権利について最

高の格価を付けた者に与える

この権利金は地元住民の為にする地先海岸の整

備事業に限り使用する

権利を失効した場合には， この権利を行使する

為に使用した機械 ・ 器具 • および行為についての

一切に， 失効の為に生じた損害を補償しない．

（自動車運転免許が失効 したからといって使って

いた自動車や，乗れなくなった不便さの補償が要

求できるものだろうか。）

公共事業や公害で海の機能が低下し，入札価格

が下落した場合には， 原因者は下落分の補償を

（使用権者でなく）自治体に支払う．

このこと，関係当局に於て御検討をお願いした

しヽ．

4-3-6 蓄積技術の活用

この圏域の特徴ある性格から各種の伝統技術が

育成された これらを現代産業の枠組に乗せ発展
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を促すことを要する．策を誤れば伝統産業は急速に消

滅する運命にあり，伝統文化もまた同じである

有田焼は長崎に居たオランダ人の目にとまり，伊万

里港から輸出され， ヨーロ ッパでは伊万里と称されて

珍重された このパタ ーンの機能を有明海は持ってい

ることを考えるべきであろう

また，当爾域の工業は三井系企業を主体とする石炭

化学コンビナート （図 2参照）を中心に発展してき

た．そしてこれは，不知火・有明 ・大牟田地区新産業

都市北部の拠点産業ともなっているのである． しかし

原料面の石油依存度の高まりにしたがって，わが国の

特長ある工業として発展してきた石炭化学コンビナー

トはここに新たな創造の方向をめざして過去の構造か

ら脱皮しなければ今や斜陽の方向に向うことになっ

た．

石油ショックを契機に石炭への再認識も高まり，生

産品目の転換，多様化などによる総合化学メーカヘの

進展と基盤整備が行なわれつつある．

現在の出炭塁は大牟田市の人口最盛期昭和34年の蓋

より多いのだが，人口は依然として減少している．っ

まり石炭はもはや昔程人を養えなくなって来ている

それだけ余分の人材的技術の蓄積が多いのである．

大牟田地区の有明海では現在地下 500m 余の処で

巾 100m, 高さ 2m の大きさで採炭機が掘り進めら

れていて，それが 5カ所あり，採炭跡は自然落盤によ

鉱工業立地条件講査報告醤 （昭和42年、九経詞）による

図2 大牟田地区事業関連図
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凡例

t=:a-謳滋区域

図 3 石炭資源調査区域

有明海総合開発報告書による

って埋められている．この採炭跡の空隙を有効に使え

ないものだろうか．他にも利用法があるだろうが，た

とえば，

(1) エネルギーの原子力への転換は，いまや必然的

命題である．そこで海底地下 500m の採炭跡空洞に

原子燃料，あるいはその廃棄物を貯蔵する．

(2) 石油の備蓄は国家的意義のある目下の急務であ

る地中から生れたものを一応地下に預けることに差

支えあるまいから，採炭跡の空隙に貯留できよう，水

で置換して取り出す方法もあろう． これらの国家的事

業にこの地域の集積技術が応分に活動できるであろ

ぅ．

4-3-7 多元的高次産業への脱皮

この圏域の産業基盤は，海域の持つ地下資源と豊か

な農産物に依存していた．（図 3参照），これら一～二

次産業は国際的にも社会経済上の変動が大きく不安定

であり，高度な消費経済下の圏域住民の生活を支え得

るものではなく，また現在，この産業構造の盛衰が住

民に直接的に強い影警と不安を与えている

このことは有明海が復権されていないこと，ただ一

方的にむしり取られてばかりいて， この海が正しく見

直されその機能が素直に活用されていないことによ

る．
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図 5 わが国の航空利用客と将来予測
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その機能の主たるものは何か，それは九州の地理カ

学的重心にあって， わが国の西の玄関たることであ

る

この機能を活かすこ とによってこの圏域は多岐に渉

る産業の要因を誘引し，より高次の産業を展開して，

益々安定 した成長を続けることができるであろう

5. 有明海上国際空港の構想

s. 1 海上空港建設の必要

世界は新しい大量高速輸送時代に入り，各国の主要

都市における空港の過密化は深刻であり，国家的見地

からも大規模な新空港の建設が関係当局者の共通な課

題となってきた． しかし，近頃は騒音公害など環境問

題に対する制約が厳しく，各種権益に関する補償問題

が多発している社会趨勢を考えるとき，大空港用地を

陸上の都市近郊に確保することは世界的にみても困難

になりつつある．ましてや国土が狭少なうえに平野が

少なく，人口の密度が極端に高いわが国においては，

陸上の便利のよい所に空港用地を求めることは殆んど

不可能である．

このような航空輸送の大量高速化と空港用地確保難

に対処するために海上または湖上に新空港を建設する

傾向がいまや世界的となった．

技術の進歩と相まって，すでに欧米諸国を中心に埋

立工法による海上空港が― ジャマイカ ・キ ングス ト

ン空港（アメリカ），ゼノ、ア ・クリストフォ ロ空港（イ

タリア），ソ サイェ ティ島 ・タヒチ空港（フランス）な

ど―に建設されており，干拓 ・桟橋 。浮体工法によ

る空港建設も構想されている．わが国においても，す

でに地元九州に大分空港と長崎空港が埋立工法による

海上空港として開港 している．干拓工法による佐賀空

港の計画もあったが地元住民の騒音に対する危惧と圃

場調整関係の問題があって立ち消えとなっている．

5. 2 わが国における航空事情

s. 2. 1 航空利用客および貨物の将来の見通し

わが国の国際線と国内線の利用客は， 10年間で 7倍

および 15倍に増大しており， （図 4参照）， なお昭和

60年度にはさらに 15倍の 2億 8,000万人に達するも

のと推定される（図 5参照）．

一方貨物輸送も航空機の大型化，高速化によって輸

送力が大きくなり， コス トが低廉化したため（図 6に

示すように），国際貨物 ・国内貨物ともに 10年間でそ

れぞれ 9倍と 14倍に増加している

日本と諸外国とを結ぶ交通機関の主力は航空機であ

り， 50年度におけるわが国の出入航空旅客数は， 日本

人 495万人，外国人 299万人，合計 794万人にものぼ

った．
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また，国内においても，航空機は料金面で鉄道運賃

との差が殆んどなくなっている上にスビー ドも速く，

サーヴィスもよく，空港の整備が進むにつれて運航便

数も多くなったことから， 利用客は増加の一途を辿

り， 50年度において， 2,545万人 (45年度対比 65%

増）もの人が航空機を利用した．

5. 2. 2 新空港建設の需要

昭和 53年秋には航空機と新幹線の運賃はついに一

部で逆転することにもなり，すでに航空は旅客の需要

に応じきれなくなって来ている．

航空機の輸送需要増大に対応して，空港の離着陸回

数がふえるが， この回数をできるだけ減らして運航効

率を上げるとともに騒音公害の発生を減少させるよ

う，航空機の大型化が進められ， エアバスなどの超大

型機が用いられだしたこれらの航空機の進展に対応

した新空港の建設および既設空港の拡張などの空港整

備が国家的急務となっている．

運輸省は， この事態に対応するため，既に昭和41年

に第 1次空港整備 5カ年計画を策定し，それ以来第 2

次 5カ年計画を経て， 51年には第 3次空港整備 5カ年

計画を発足させ，予算総額9,200億円で，空港および

航空保全施設などの整備ならびに空港周辺環境対策事

業を推進中である．

現在わが国の空港整備に当たってその要になってい

るのは，成田 ・ 新東京国際空港と泉州沖 • 関西国際空

港の建設である．すなはち，昭和50年における着陸回

数（乗降客数／年）で示される空港の利用状況は，羽

田 。東京国際空港で 8万回 (1,822万人），伊丹 ・大阪

国際空港では 7万回 (1,101万人）に達しており， 両

空港のこれ以上の使用は困難とみられていて，それば

かりか，騒音公害防止のための規制措置は年々強化さ

れる方向にあった．

かかるうち，昭和53年 5月に紆余曲折の上，成田 ・

新東京国際空港の開港に至るのであるが，土地収用問

題のこじれや騒音公害などのことで反対派との紛争が

止まず，いまだに完成にはほど遠い状態であり，都心

から 60km余りも離れている不便さに，利用者の不

満も大きく，ふりかえって羽田の海上空港への拡張が

望まれている状況である

一方，泉州沖•関西国際空港はいま構造方式など検

討中の段階にある

東西両国際空港のこのような実情から，わが国に定

期便を乗り入れている外国航空会社の便数は，昭和47

年以来頭打ちの傾向にある．わが国の空港事情によっ

て相手国の乗り入れ便数を制限すれば，相手国に対す

るわが国の乗り入れ便数についても制限を受ける恐れ

があり，現に，大阪空港発着に制限を受けた英国が，
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報復措置をとった実例もある

さて，わが国の航空事情から考えて， この東西両国

際空港の完成でこと足れりとすることができるであろ

うか， この両空港に加えて北海道と九州に配置する

ことが，均衡のとれた望ましい姿であろう

東海道ベル ト地帯の両端に位置する ， 東京 • 関西両

空港は，このベル ト地帯に主として機能するのであ っ

て，中央に偏しているといわざるを得ないまして，

わが国の中央中枢部に地震などの天変地異や，国家の

安全保障にかかわる事件に遭遇 した場合には，たちま

ち共倒れして，国の玄関を失うおそれもあろう．

かえりみて，九州は，中 ・南部アジアに当面し，西

廻り欧州への道，南への海の道に当る古代からの重要

な地位に在り，わが国の産業経済圏の大半をになう西

日本の，西の玄関である ． いま，板付 • 福岡国際空港

が繁忙をきわめているのは， このことによる．

しかし，将来益々増大するであろう航空需要に対処

して板付空港を大拡張することを諸般の事情が許すま

いよ しんば博多湾や玄海灘に海上空港を作り得たと

しても，五拾歩百歩であろう． （写真 1参照）

なぜなら，その位置するところの圏域は 100万人の

人口を許容するには既に手一杯の過密状態であり，水

は他からのもらい水によらざるを得ず，古くは有明海

圏域の北の門戸であったが，北に偏 して福岡一県の一

部を占めるに過ぎなくて，有明海が他に貢献するであ

ろう機能には，はるかに及ばないであろう

s. 3 有明海上国際空港建設の合理性

このことをーロにいえば，有明海圏域が国土に貢献

する機能で優れた地域であり，その役割を果す立役者

は国際空港であるということである ここで重要な点

について要約してみよう

1) 九州はその当面する外国に対して，西日本の玄

関に当り，わが列島の古代（弥生）文化発祥の地であ

った．

2) その九州の地理力学上重心的位置に有明海があ

り， この内海は九州の東西 ・南北軸の交差点に当る．

3) 内海に流入する河川 は流域に肥沃な沖積平野を

造成 し， かつて日本列島における一大勢力邪馬台国を

許容した広大な圏域を構成している．

4) この圏域は将来の発展に対応できる充分な天然

の容量を持ち，特に水資源はこの圏域を充足してなお

余りある見通しができる ．

5) 世界の航空の趨勢は海上空港の必要性を強め，

わが国の航空の情勢も， この内海に新国際空港を建設

する動向にならざるを得なくなって来ている

6) 内海は佐賀 ・福岡 ・熊本・長崎，四県の地先と

して直接し，その機能と便益を公平に与え得る立場に

あり，なお九州の重心的地位にあるこ とによ って，そ

の貢献度は更に拡大され得る であろう．

7) 国際空港の建設は，位置が圏域の中心にあるこ

とと相まって， 政治経済的要素を誘因 し， 単元低次産

業からの脱皮をうなが し，総合的に文化を高めて，有

明海本来の機能を発揮する（復権）を期待できる

5-4 有明海上国際空港の検討課題

表― 1 海 上 空 港の検討 課題

大分類 中 分 類 小 分 類

1. 航貨物空利の用将客来見お通よびし 1 ＇ 。（国国際内線線利利用用客客，， 貨貨物物量量

2. 既ま存た空港 との共用

I o（共上国港用際空ま線港のた場，は悔合利et上用c.空客港，，貨国物の内増線加•既分存•• 空海
はリプレイス

規

模
3. 航域管空機制の運航と空

の

決

定
4. 分タ離ー ミナル機能の 。（全機能機能 ：Offshore (海洋（）海ま洋た） は

の一部： Offshore 

5. 多目的利用
21)) 膨エ大ネルな建ギ設ー費の有用効の利分担用 0 し（物大et水処c.理深港場湾，下，原水子処力理場発電，所石，油廃基地棄， 



有明工業高等専門学校紀要 第 15号 27 

1. 利用の便利さ 1) 都心からの距離および時間 。（誓I >おおよよびびi I 開
2) 既存施設の有効利用の可否 。｛ ー新 ヘの必の影要

3) 利用客 。 航 用客， 迎人，従業員，
その

2. 自然条件 ｛ i 浪I占 （波高，波長）
1) 海象 0 、、嵐，高潮

位 32)) 地地 震象 00地地 ，震水度深， 土質（特に軟弱層）

3. 建 設 海上（埋ロ工工工維拡空立ー持事事張港てプ補工量のの，イ難期修事，タ干ン易工ののイ狐ク難度事難プ，易易別費' e I 
イゞ）レ， フ） 
tc. 

1 
置 3 2 0 土エ量，建設資材量，工事費

］ 臣 。拡張規模，工事景，工事費，工期

4. アク セス 1 アク セスのi 工イプ別

（ 
速鉄 高速道路 etc.） 

の たは埋．函，ト ン，ネル，

!) I i 皇能 , etc. 0 ヒ°ーク時輸送能力，年間輸送能力
2) 贔エ の 易屑度，工事盪，エ

43)) 事拡緊 工，時時のの難替易輸度送 00拡ア張ク規セ模ス，の併工設事量，工事費， 工期

選 5. 環境問題 231))) 航大海気水空機汚汚騒染染音 I 

（ 
沿岸への影轡

4) 潮流の変化 。 海洋生物への影響

定 5) 自然破壊 0土;砂.)f;;採~v 取、平面汎積，土塁

6) 建設工事公害 ゜ （航仕ノ行jヽ 船rコラ舶にへの影轡

6. 地域開発 321)) 公港エ湾園計平， 画マリ ーナ， 住居

4）) 地軽域交茉通，商網業（道路， 鉄道）

7. 既存権益との調整 1 ｝ 所漁海上有交> ゜>地~ 経貝両tコ．ココ路！ん>償贔面2 0 '.,,--, 庶 数，背漁業従事員数
3 0 収 ， 積

〔参考資料〕 木戸 武：関西国際空港の建設計画について， AirportReview, No. 18, pp. 16,...,21 (1973). 

海上空港の検討に際しては，その規模および位置を

まず決定しなければならない．表ー 1に海上空港を検

討するに当たり，考慮すべき課題を列挙する

これらの課題はいずれも相互に関連性があるため，

単独に検討さるべきではないが，有明海建設の主な要

因について以下に述べる．

5, 4-1 航空利用客および貨物の将来見通し

建設時点の情況によるものであろうが，圏域内 3空

港，中でも特に板付 • 福岡空港の拡張が困難なことか

ら， この空港の国際線分と， 3空港の将来増の分を差

し当っ て見込まなければならない．後のこ とであろう

が，この空港建設によって周辺地域が社会 ・経済に浮

揚 した結果増加する分と，西日本の国際的地位が向上

して増加する分が加わることになろう

5.4.2 既在空港との共用または連係

海上に新空港を建設する場合，既存空港との共用を

図るのか，またはそれ等とどのように連係するかによ

って新空港の規模が異なるため，計画に当たっては考

えられるケースを十分に検討する必要がある．このこ

とについては，福岡 ・長崎・熊本の 3都市にいずれも

50km 内外の中心的位置にあり，また，各空港の中間

的位置にあるのでまことに好都合であって，すぐれた

連係活動が展開できよう

5. 4-3 多目的利用

巨大な空港は誰もがそれを利用しようとするが，誰

もその近くに住みたい とは思わない． したがって，陸
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上空港はますます都心を離れて 内陸深く建設される

傾向にあり，また種々の騒音，汚染問題などの解決の

ためにその建設費は非常な コス ト高となり，膨大な費

用を要する海上空港に酷似しつつある

このような趨勢下にあって，すでに陸上建設がほと

んど不可能になった原子力発電所，廃棄物処理場，下

水処理場，精油所，石油貯蔵基地などの建設計画を持

つ者が， 発電所の余熱を滑走路の凍結防止や地域暖

冷房に利用したり ，海水淡水化フ゜ラントに使用するな

ど， エネルギーの有効利用と膨大な建設費用の分担の

ために協同して，海上空港の多目的利用を図る とすれ

ば， 海上空港の建設はますます容易になると思われ

る．

この場合，原子力発電所の建設に際しては，航空機

が衝突した場合でも安全なように強固な コンクリ ー ト

壁などで防護することが必要である

海上空港の多目的利用という概念は今のところわが

国にはほとんどないが，欧米，特にイギ リス，アメ リ

力においては多目的利用が多数検討されている

5,4,4 アクセス （連絡交通関連機関）

最も問題になるのは， 目的地までの実際の飛行時間

と空港までのアク セス時間とのバランスである

有明海では，各方面ともアクセス問題には全く有利

である

佐賀 ・長崎両県には肥前大浦附近へ，福岡 ・熊本両

県には大牟田 ・荒尾地区に至る二本のアクセスを要す

ことになろうまたこのアクセスは対岸地域相互のか

け橋にもなる

アク セスとして，高速自動車道，沈埋函， トンネル

橋梁，航送船などが考えられるが，前 3者から検討す

べきであろう．船は緊急時の代替輸送にク ローズアッ

プされる．

5. 4, 5 環境

1960年代の世界をおおっていた経済成長最優先主義

は， 1970年代に入って一変 し，成長についてのあり

方，成長そのものの否定論，すなわち価値観の変化に

まで発展してきた．このような社会「青勢下において，

航空機のジェッ トエ ンジンや空港へ出入する自動車な

どの排気ガスによる大気汚染，あるいは，空港で使用

するオイルの流出による水質汚濁，さらに騒音問題な

どから，既存空港の拡大あるいは陸上に新空港を建設

することはもはや不可能に近くなったこのため，比

較的環境問題の少ない海上または湖上に新空港を建設

する案が各国で盛んに検討されているが， この場合で

も，建設工事中の海水汚濁，土砂などの採取による自

然破壊，大規模空港が海上に出現するこ とによる潮流

の変化のために沿岸または海洋生物に与える影響など

の問題をよく検討して，工法，構造方式，規模などを

策定しなければならないのであるが，有明海の場合は

この地域的性格として，この建設がより風致を高め，

住民の意気を高揚するまでにデザインされる必要があ

るだろう ．―装飾古墳に船がシンボルされているよ

うに．

有明海の環境風土を，現代科学技術によって生かす

こと， これが有明海の復権そのものである

5. 5 有明海上国際空港のタイプ

5. 5. 1 海上空港のタイプ

海上空港のタイプは建設技術面から，図 7に示すよ

うに大別するこ とができる

7. 4 海上空港

(bl埋立方式

滑走跨
誘井路

ジ,.........,埋立t戸文ミ〗ご
(C)パ イル方式

誘凸跨
滑走路
ーベI;-

グ方式

渚走t各
-J,,.... 

デ．．．． ．．．． .. . . . . ．． ... 

(e) ハイプリッド方式

テッ キ

図7海上空港のタイフ゜．海洋技術ハン ドブックによる

(a) 築堤 ・干拓方式は，比較的浅い水域に空港を造

成する場合に用いられるもので，周囲に堤防を築き，

内部を干拓して空港を建設する方式である．この方式

は古くからオランダをはじめ日本，インドネシア，イ

ンドなどで土地造成方法として採用されてきたもので
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あり，現在、ンカゴ湖上空港，アムステルダム海上空港

などで検討されている．

(b) 埋立方式は，海面を埋立てて空港用地を造成す

るもので，羽田 ・東京空港，サンフランシス コ国際空

港をはじめ現在する世界の海岸空港の多くはこの方式

によって建設されており，現在ロンドン第 3空港など

で検討されている．

(c) パイル方式は，比較的水深の深い水域にパイル

を打ち込み，その上にデッキを設けて空港用地を造成

するもので， ニューヨー ク ・ラガディア空港の滑走路

拡張工事にその実施例がある

(d) フローテ ィグ方式は，鋼製または鉄筋コンクリ

ート 製のボンツ ーン（浮体）を，海底または水平方

向のドルフィン （図 8参照）などで支持させて空港用

地を造成するものであるが， この方式による海上空港

はまだ実施されていない． しかし， P•S•E &P社

が米国ア トラ ンティックシティ北東の沖合に建設を開

始した海上原子力発電所は， このフ ローテ ィング方式

を採用しており，これに似た構造物の実現は近いわ

が国においても，昭和49年 8月に新関西空港に対して

このタイプが答申されている

(e) ハイブリッド方式は，パイル方式とフ ローテ ィ

ング方式を組み合わせたもので，半潜水式のフ ロート

の浮力によって空港のデッ キを支え，航空機などの動

荷重はパイルで支持させる方式である． この方式は，

~~ ポンツーン・

＝ゴむ互L冒

図 8 アンカ ー機構海洋技術ハンドブックによる
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現在ニューヨー ク新海上空港で検討されている

5.5. 2 関西新空港における提案と技術的可能性

ここでは一応，埋立工法が実現性が高いとの論議も

あり， フローティング方式については， 「技術的に解

明されていない問題が多い」と指摘されているが， 日

本造船工業会は，造船界の実績と技術を生かして「独

自の浮体方式による関西新空港計画案」をまとめた．

注目すべきユニークな案であるのでその一部を表一

2に紹介する

以上述べたいずれのタイプの問題点も，現在わが国

の技術水準からすれば，ほとんど解決できるものであ

って，海上空港の実現は技術的に可能であるといえよ

う．

5.5. 3 海上空港の建設費

一般に海上空港の建設費は，築堤 • 干拓方式および

埋立方式が経済的で， その他の方式はかなり コス ト

高になる といわれている． しかし水深を考慮する と図

9のようになって，フローティング方式ではほぼ一定

していて， 水深 7m以上では埋立方式が， 水深 12m 

以上では干拓方式が， 水深 15m以上ではパイル方式

が，フ ローテ ィング方式よりも コスト高になっている

ことが判る．またこのことから海底の土質による影響

と， アンカ ーの方法に工夫を要することも判明しよ

ぅ

建設費については，関西新空港の場合で埋立方式に

よれば 2,500億円（播磨灘） ,__,4, 000億円（泉南，神

戸沖） とされている．

耐用年限については，フローティング方式の場合は

一般橋梁の例にならって60年は見込まれるであろう

し，特に海上空港では，あらかじめ用意した部分と容

易に交替ができるので（皇大神宮の式年遷宮のことを

参考にされる とよい），大略， 恒久的に機能すること

;~~ し:~~
5 10 15 20 25 30 35 40 

水深 (m)

図9 海上空港工法別建設賀

（注） 1. IIT Research Institute の研究報告資料

2. 滑走路，連絡路，エフ゜ ロン用地を 800acre,

建築物用地を lOOacre として試箆
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表ー 2 浮体工法に関する答申と日本造船工業会案の比較

答申 (49.8.) I 本 会 案 (52.8.)

ポンツーン型 セミサブ型

浮体の 影

波浪等による動揺

（荒天時）

~ 

波浪等により大きく動揺

波浪等によって 1つ 1つの支持浮体の浮力は

増減するが， その浮力差はお互いに相殺さ

れ，本体は動揺しない（上下の動き 1cm以

内）

波浪等によって浮体の

側面に受けるカ 長さ lmにつき50トン 長さ lmにつき 5トン（安全な保留が可能）

（荒天時）

洋上での接合 海中部分の接合があり難しい 海中部分の接合がない

答申後タ ールエポキシ樹脂塗料の開発があっ

耐用年数の延長 海中部分の防食が難しい たほか，場合によっては，支持浮体をとりか

える。

浮体構造物の建造に14,000億円かかるが，答

建造費用 埋立と比較し2.5倍程度 申後の価格上易が小さく，埋立と比較し， 2

組杭頭部 半 水 （浮力を受ける）
ド
｝レ
フ 組杭本数 8 本
イ

ン

打込傾斜 20 度

ができる．

5.5.4 有明海上空港の建設工法タイプ

内海沿岸の自然保護，沿岸での養殖漁業への直接的

影響，騒音公害などから沿岸近くを避けてなるべく水

深の深い沖合に持って行かねばならぬので，まず築堤

千拓工法はあきらめねばならぬ．

次に埋立工法は，前述の如く空港位置を中央部の水

深20m前後の処に建設しなければならないので， コス

ト高をまぬがれない，また潮流に影響を与え，工事中

の汚濁に加えて，海水汚染のおそれが多い．

パイル方式は， これも水深による コスト高に加えて

，海底の土質による影響が大きく，安定したエ法とは

いい難い．

したがってフ ローティング工法を検討してみること

にしよう．

これで問題になるのは海底に定着するアンカ ー機構

であろう． ド）レフィンを用いるにしても固定するパイ

｝レは底土の影警を受けるし， この点内海の海底は楽観

割高程度

空 中 （海水の影響なし）

20 本

18 度

できないし， コスト高の大きな原因になることであろ

ぅ

5. 6 セミフローティング方式の提案

有明海に空港を建設する場合，主として環境保全の

理由からと，アクセスの便宜上，湾奥の中央部に位置

することがのぞましいこの部分の海底は水深20m以

上に達し，砂質になっている．

この位置に海上空港を建設する場合，フ ローティン

グ方式を検討することになるであろうが， この方式に

よれば， ドルフィンによる水平支持法が採用されるこ

とになるだろうし，潮汐作用による最大 6mにも及ぶ

潮位差をいかように処理するかという問題に直面する

であろう．

そこでパイル方式では，どうであろうかということ

になるが，内海の海底は，石炭生成期以降の沖積層で

あることが予想され，相当に軟弱である と覚悟しなけ

ればなるまい． しかしこのこ とはボー リング探査をし

てみなければ判らぬことだが．
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デッキ

支柱

ニロニニt[][ニロニJ i朝位差

潜函

図10 セミフロ ーテ ィング方式

パイルのみで支持する方式には問題も多く，コスト

高はまぬがれぬであろう

ドルフィンを用いるフローティング方式にしても，

鉛直荷重は浮体で負担できるとしても，水平力の保持

はパイルによるものであるから，パイル方式と同じ考

慮を要する．

このことから，セミフローティング方式を提案する

ものである． この概念を図10に示す．

まず，半浮体となるべき潜函を海底に沈め，その上

に支柱を立て，デッキを架け渡す方式である．

潜函は砂層に半ば埋沈して砂層に定着させて，上部

の荷重を潜函の浮力すなわち，潜函により排除された

砂質層の浮力，同じく海水の浮力，わずかであるが，

支柱部の浮力と，潜函底に作用する砂層の地耐力との

総力によって上部構造を支持しようとするものであ

る．

潮位差と波高による浮力の変動は，支柱部に生じる

が，支柱断面を小さくしてこの分の浮力を少なくする

ことによって，潜函底の地耐力に吸収させる

航空機の発着による動荷重も，この地耐力によって

充分吸収することができよう．

浮力の調節は潜函内の水の加減によって行ない，デ

ッキの傾きの微調整は柱頭部で機械的に行なえよう

潮流や風圧による水平方向の移動は潜函が沈埋した

砂層に抵抗させることができる．

半浮体本体の傾きはその復元力と潜函の調節水の配

分によって制御することができよう ．

尚，潜函による半沈埋工法であるから，フロ ーテ ィ

ング方式工法の利点はそのまま受け継ぐことができ

る，すなわち，構造物の大部分は他所で分担して建造

し海上から直接搬入できるので現場の工事を最少限に

止めることができるし，広範囲に同時施工が可能にな

り工期は著しく短縮できる．

加えて，海水汚濁の心配も少なく，支柱の海面占有
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面積はきわめて微々たるものであるから，海面利用の

方策もあわせて考えられよう，たとえば魚の習性を研

究利用して魚礁や養殖事業も夢ではあるまい．更に，

前に述べた多目的利用のスペースも充分に構えられる

ので，あわせてこのことの計画を積極的に進めるべき

であろうまたこの方式は海上に安定するので，アク

セスとの結合に問題はない． しかもこの内海は外海の

波浪な どの影響を受けず，概 して自然は平穏であ り，

地震の予想震度も大きくない．

6. むすび

有明海の大牟田沖に三つの人工島がある．石炭採掘

のための施設であるこの海底地下 500m では， 高

さ 2m余，巾 100m にわたる巨大な洞穴が 5本も日

夜営々と掘り進められているのである．人間がエネ ル

ギーを求める真摯な営みに思わず襟を正さざるをえな

いような感動をおぼえる．有明海は深く深く，いまも

生きつづけているのである

この海の上に，有明海を本来あるべき地位に推し挙

げ，元来果すべき力塁を発揮できるよう復権してもら

いたいと，その願いから，有明海上国際空港の合理性

と技術的可能性を説いた．

技術的に可能な方式は他にもあろう，たとえば水深

があまり深くないところなら，あの人工島を並べて，

これにデッ キを架け渡す方式も地域の蓄積技術を活用

できるよい方法である

唯，私案，私見を推しつけようとしているのではな

い，有明海に海上国際空港を建設する技術的可能性を

この圏域の人々に信 じて頂いて， 意欲をもやして頂く

ように，少しでも役立ったら と思ってのことである．

有明海が復権して，国土に良く機能するのには，い

ま大空港を創ることが急務であると思う ．海の中道の

古代に卑弥呼が果した栄誉を，船の時代に長崎が遂げ

た栄光を，再び，永久に，有明海に迎え得ることであ

ろうから．

最近の大型空港は， 巨大な雇用センタ ーとなり得る

もので，圃接の空港要員 2,...._, 5万人のほか，周辺の発

展に伴っ て増加する雇用量はその倍に達するであろう

といわれているが，それに止まらず，自然の許容量と

地理的条件にすぐれていれば，政治的 ・経済的要素も

集約され，それに誘引されて， 多元的高次産業のめざ

ましい展開が充分に期待できるものであり，またそう

なるべきものなのである．その時，適正なア ーバン・

デザインがなされるべきであり，それを誤れば，唯，

いまいうところの過密への道を進むのみである．その

例を近隣の大都市に見ることができる，朝夕のラッシ

ュを見ればよい，そこでは街道は道ではな く，人は更
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に人たる動作もできなくなってしまっている．都市は 有明海上空港の必要性とその功徳を説くとき，大方

自然発生的なものにまかせ得るものではなく，新しい の人は総論や建前では賛成であっても，各論や本音に

都市は計画され，デザインされなければならない．そ なるとなかなか判らない．そこにこの問題を開くキー

うして古い町は死にたえ，新しい町が育って行く，都 ポイントがあろうこの問題は地域住民の意欲と見識

市も輪廻の中にあるのである地域においても全くそ にかかわるものであり，技術上の問題ではなく，いま

の通りであり，有明海もまた常に計画され，デザイン では全く政治的問題なのである．

されなければならない この実現には，圏域住民の政治的意識を高め，地元

この計画は 5千億円余を要する大規模な洋上フ゜ラン 政治家・企業家を挙げて政治に働きかけることが大切

トであり，これを建設するには，鉄鋼・建設・機械・ である

造船など，関連する業界の技術集約によってなされ得

るものである． こうして， この種の海上空港の建設は

総合的な技術開発の促進に役立つほか，経済的波及効

果も大きく，更に将来には，これ等の技術・ノーハウ

・資材など海外に貢献する道も拓かれる．

しかも，有明海沿岸 4県は空港アクセスによって直

結し， ここに新しい有明海函域が誕生することになっ

て相互の便益と繁栄は計り知れぬものがある．

このことから，従来，有明海上空港問題は識者間に

取沙汰されてきたものであるが，何しろ国家的な大事

業であり，国民的なコンセンサスの上に立って実現さ

れねばならないことでもあって，大言壮語のそしりを

恐れてか，いまだにこのことに関する積極的な意見を

聞くことができない．
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子ともの生活環境に関する研究

-1. 福岡市の都市公園の整備水準について一

北岡敏郎＊河野泰治＊＊

＜昭和 53年 9月19日 受理＞

The Study of a Suitable Environment 
for Children to Play 

-Part 1 About the Levels of Planning Public 

Gardens in Fukuoka City-

The purpose of this study is to plan a suitable children's playground. In plan-

ning this differences among districts must be taken into consideration. 

In the first place, the following points will be examined in this research work. 

1. How public gardens have been planned ? (Public gardens daily open to the 

citizens, especially to the children in urban cities.) 

2. District differences in public garden planning. 

Toshiro KITAOKA and Yasuharu KAWANO 

1 . はじめに

子どもの生活環境の悪化，特に遊び場不足は，都市

の過密化・スプロール化等によって，近年，より一層

深刻な問題となってきている

こうした状況のもと，一連の居住地域の生活環境整

備が行政施策にとりあげられ，都市公園においても，

昭和 47年から「第 1次都市公園等整備 5箇年計画」

1) の実施により，全国で明治 6年～昭和46年までの約

1 /3 (面積比）が整備され，昭和 51年より第 2次計画

が進行中である（以下，明治・大正・昭和をM•T•

Sで略記）．

このような整備条件の向上に伴い，新たな視点での

整備計画が求められているが，既研究 （遊び生活の検

討）によって得られた計画基準・技術基準に基づく従

来の整備計画・整備方式では，都市一律で非常に一般

的すぎ，地域性の異なる整備にあたっては困難を伴っ

ている．

従って，実践的でよりきめ細かな目標を与え， しか

も，その目標に，地域特性に見合う水準を設定する必

要がある． さらに， 目標水準を獲得できるフ゜ロセスを

一体化したものにする一いわゆる計画の計画化ーの視

点が重要になってくる．

＊有明工業高等専門学校建築学科

＊＊久留米工業大学建築設備工学科

本研究は，以上の問題意識のも とに，地域特性を考

慮 した都市の遊び場の 整備計画論をめざすものであ

る

さらに，本研究は次の 3要件に立脚する．

i)整備条件の現実化

現実の生活環境水準は， 根本的整備を必要とする

が，一連の公園整備事業は，不充分ながらも一定の効

果を果たすことが可能である，という予測である

ii)整備水準の地域性

居住地の居住環境水準は，各々の地域の形成のされ

方，つまり，各々が形成された時期及び社会的経済的

条件（開発手法，位置等）に，本質的に規定されてい

る．又，環境整備手法も歴史的に異なった施策がとら

れ，環境整備水準を規定している

従って，各々の質的に異なる地域の居住環境整備に

際しては，各々独自の計画目標水準の設定と，独自の

計画的フ゜ロセスを必要としている．

iii)計画目標水準の設定

各々の地域の遊び場整備水準の下で，遊び空間の各

要素は，その重みが異なり，遊び場のネッ トワークも

立体的に構成されている，という点に着目して，各地

域の計画目標水準を具体的に設定することである

2. 研究の方法

以上のような本計画論の諸要件に対し，次の如くア
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プローチする．

① 整備計画の地域性の検討

整備計画対象地域の妥当範囲の分析的指標を得るた

めのものであり，現状の水準規定と計画的フ゜ロセ スを

設定する根拠を得るためのものである．この検討は，

さらに以下の 2点に分かれる．

i)計画技術水準の分析（（いままでに，どんな計

画がつくられたか）

ii)整備水準の分析（どんな遊び場が， どこにどの

ようにつくられたか）

1. 手法別整備水準の分析

2. 計画技術の整備水準の分析

3. 整備水準の地域性の分析

② 遊び生活の地域性の検討

現状の遊び空間の下での，遊び ・遊び集団と空間の

ネットワーク 構成から，目標水準設定の根拠を与える

ものである． この検討に先立ち，

i)遊び主体の属性 と遊びとの関係

ii)その遊びと遊び空間の結びつき

の分析が必要である．その際，それらがどのような居

住単位と，どのように関連しあっているかの分析も含

んでいる．

本編では，本研究の第 1報として，福岡市の都市公

園2) を対象に，①の概略の検討を行う．

尚，資料は，福岡市公園台帳，公固調書，土地区画

整理事業計画書と実績，宅地開発確認申請書，及び，

市 ・県住宅供給公社を含めた，関係部署への ヒャリ ン

グ調査による（期日は， S 51年11月,..._,S 52年 1月，及

び， S52年11月）．

3. 計画技術水準の分祈

遊び場の整備計画は，種々の計画技術水準を伴った

法制度に大きく規定されて，展開してきた （図 ・1).

この一連の公園整備の根拠となる法制度を下に，計画

史を検討すると，大きく 5つに時期区分される 3).

I期 ：M6年太政官布告に基づく景勝地としての大

規模公園設置の時期で， T8年都市計画法

（旧法）により都市施設として設定された．

T13年内務省基本案で，児童に対する公園の

私案的規定がなされる

II期：都市計画施設の設置の技術基準化の中で， S 

8年公園計画標準で，児童に対する公園の公

的規定が始められた時期．同年の土地区画整

理設計標準で，開発区域面積比4) 3 %の規定

がなされ，特に， S 21年戦災復興区画整理で

は5%に引き上げられる

m期： 戦後の一連の都市施設整備法の独立化・大系

手
基準 (11(

時

法
制 度

1人当り面tn(mツ人） 区妓面積比(%) Jl,J 脊
期

2 4 6 8 10 2 4 6§ IO 

M6 1Jm2人ライン 3%フイン M6 
（用） 太政官布告第16号 公園としての指定

M22 
20I 00人に 1ヶ所 !~I 2kmヨこ1ヶ所

大小公園に分煩
園 東京市区改正品叶告示 話外国都市より推Jt I 

TI3 , lha/1500人
〔Jlj、1内務省基本~(私案 ） 面積恨拠なし

T!3 I ， 公 f~I系統の姓：71 （区） 姦災復輿I澤 S 7 

S 8 在I'/4人坪/AO ／ 児兜公,~,が規’足される S 8 
(ijl)公面計画椋i¥JI

（区）S 8 
＼ 、（ 児窟公I~ 近ば公 I~の

土地区画笠理は計ばi'/i 設沼

＂ 犯〕S 21 紐地計画~if!
＼ 、5 松地10%うち5%を児

（戦災復興区画整理） w公WI近隣公園に充当

S 25 
, I 5坪／人

, 
-,n11建設法

開発規！及Iho以上にっ SS・230 8 S 28 住宅金胎公i,1, I ~ ~· 
（内部通牒） いて公 l~l IょIP;の，ぽr11

〔rl一J土S地29区画梵理法 ， 

’’ 
公[~[ 及ぴ紐地を3mツ人

以上力つ3%以上

S31 
0 0 6 

『f;町村区Ill.内6mツ人かつ，s四
〔用1都市公園法 ,Ii街地内3m'/人以J: 531 

（宅）すS3る9法住W毛(S地4迅1F成県1ユ）llU ヽ
開発規1岱5h, 以上につ Ill 
さ近路を除（公共空地

S 43 ~' 開兄見rno3h叫上は3%
('-8郡市計画法 （新法） ，，，公園は:ll(Sh,は300m').. 541 

S47 胎沢宅地造成 ~' 開兄規l~lhoJ:)上児窟公Iり I 517 
及ぴ住宅建設甚洲 近ロ公lり(0Jho,~ 上丑問）

（用lS 47 都市公園等!,, ~ 4 2 
各公Iり種別毎の目ば水訊fれ IV 

f月第 1次 5ヶ年計画 を股定（児窟公Iり!;'i;)

〔宅） 嬰S網48(宅F地県開）発指i~ '~ 0 Iha以上の開発につ

さ公園、広t.l)、1-"k地設沢 S51

（用） 郡S5市1公園法改訂 I 0 6 
S311日法とかわ らず 551 
（地区公I~泣：Rのみ）

（用〕 S 51 郡市公園等梵 、45 大規校公園の)R.*'. !~佃 v {lil第2次 5ヶ年計画

（注）〔用〕＝用地只収〔区）＝区画笠理〔宅〕＝宅地開発・沿成

図 1 公園法利度の展開（時期 ・手法 ・面稽基準）
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図2 技術基準の展開

二
利用方式 公園面栢 計画単位茫ムl~J面m

時期 じ蒻"石 — 用

喜i単位住隣近区 単位居住 人人
口

ロ

理画区t~~ :; ~ 地収~ 用買 荒年裟幼 幼究児児 一窪律児 市闘児 祠童児 屑市児 人当り 当り

I 内T1務3省基本案（私案）． ． ． ． 
S7 

S8 S 8 
II 公園計画標準 ． ． ． ． 
S28S30 
S29S31 

都S3市1公園法Ill ． ． ． ． 
S46 
S47 

都S市47公園等整備 5ヶ年計画N ． 0 ● 
0・． 

（注）,::, は福岡市独自基準を示す

図3 都市公園整備基準の展開
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化の中で，公園設置についても， S 29年土地

区画整理法， S31年都市公園法が制定された

時期 S39年には宅地造成についても，公圏

設置規定がなされる（福岡市では， S41年施

行細則実施）．

IV期： S43年都市計画法改訂（新法， 福岡市では S

47年実施）が公布され，開発の許可基準が

0. 3 ha以上に切り下げられ，又， S 47年か

ら第 1次 5カ年計画による児童公園重点整備

が行われた時期

V期： S 51年中途で第 1次は打ち切り，大規模公園

重点整備の第 2次計画が進行している．

以上の計画史から，各時期の主要な法制度に基づく

計画技術水準を，面積基準 •利用方式 ・ 種別面積基準

・計画単位の指標で分析し，以下要約する（図 ・2'

図.3). 

先ず，整備供給のマク ロな視点での面積基準では

①公園の対象人口面積比は， S31年の都市公園法で

設定されるが，その根拠は， S 7年の公園計画標準策

定における北村理論5) に基づいている．

②一方，開発区域面積比は，主に居住地開発事業に

於ける公園整備の目標概念である. T13年の震災復興

事業から，その設定が始まり，本格的には S8年の土

地区画整理設計標準で，特に児童公園整備を主な対象

として 3%以上が設定された．以降 S 21年の戦災復

興区画整理を除く，土地区画整理，宅地造成 ・宅地開

発（以下， 宅地造成も含め， 宅地開発と略す。）にお

いて引継がれているが，対象を都市公園全般並びに緑

地を含めたものに変質している．

ミク ロな視点からは，

③利用方式としては，公園を種別に分け，その利用

対象者層，利用目的を設定した方式が I期末にとられ

るが，実質的公的規定は S8年の公園計画標準で初め

て，しかも児童の特性である年令発達段階に着目 し

て，詳細に規定されている．

④しかし，種別毎の面積基準では， S31年の都市公

圏法による全国公園の一律管理化のもと，児童公園 3

種を，少年公園を除いて 1本化し， IV期以降，引継が

れている特に少年公園を除いたことから，近隣公園

面積の下限を下げることにより，児童公園の面積基準

幅も 300,..._,20,000 m2を 1,000,..._,10, 000 m2とし， m

期以降一定化してきている．

⑨その中で， IV期には 1,000m2以下の幼児公園が

都市公圏の一種として設定されているが丸 開発区域

面積比と開発規模との相関 (0.3 ha以上， 3 %以上）

より， 90 m2以上の公園が対象化されうることによ

35 

るものである．

⑥計画単位は，近隣住区の概念がS8年の公園計画

標準 (4kmりで設定され， 引継がれているが， S31 

年都市公園法では， 1km2単位に変化し， 1近隣公圏

- 4児童公園の都市一律の基本形が定着している．

続いて以上の各時期の計画技術水準に基づいて，福

岡市における都市公園はどのように整備され，どのよ

うな整備水準を有しているのかについて分析する．

4. 手法別整備水準

公園の整備手法は，その土地取得とからめると，土

地区画整理， 宅地開発， 用地買収， 県 ・国営， 借地

（民有 ・公有），寄付， 市有地の所管換， 町村合併に

よる編入，河川敷の占用，及びそれらの併用がある．

以下， S 51年までに整備された福岡市の都市公園

を，主要な整備手法毎に，公園数 ・公園面積 ・種別 ・

整備時期”で分析 し，以下，要約する（表 1).

①公園数では，児童公園が全体の約60%, 幼児公園

を併わせると90%を占めている．

手法別にみると， 宅地開発によるものが最も多く

(34%), 次いで区画整理 27%, 買収 19%となる．

②手法別の公園整備面積は，国 ・県営 (39%)が最

大で，併用23%(公有地 7%, 区画整理 6%, 買収 5

％，その他 5%), 区画整理によるもの 20%, 宅地開

発 8%で，買収のみによるものは 3形に過ぎない．

従って公園種別と手法との関連では，総合公園規模

以上では，国 ・県営及び併用に，近隣公園は開発規模

の大きな区画整理や宅地開発によっている．買収では

児童公園以下が対象とされていて， しかも 3,000m2 

以下に集中している．宅地開発では，特に 500m2未

満の幼児公園が多い．

尚，その他の手法では，公有借地併用で近隣公園

以上のものを，所管換 ・合併による編入等で幼児 ・児

童公園が設けられている．民有借地は， 7カ所で面積

的にも小規模である．

④全体と して，期を追う毎に小規模化しつつ，数は

増加 している. IV期で全公園数の 2/3を占め，面積規

模では 1/3に達する特に買収は， S47年からの「第

1次 5カ年計画」の財源的裏付けが大きく関与してい

る (S47年当初で総公園面積は 219ha, S 51年350

ha). 

④手法毎の比重は，時期的に変化してきている. I 

期では，既存の景勝地等の公園指定によっている. I 

期末の区画整理事業のうち， II期に入って公園を開設

する 6例は，いずれも規模が大きい. II期では， 諸種

の公園が整備されるが，少数である．福岡市では， S 

26年以降買収による公圏設置が始まるが，区画整理
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表 1 福岡市の都市公園数

（整備手法・ 時期 ・面租・ 種別）

手法 ‘羹/J/.遇1反1設ご面 VI 
I II Ill 叶 種別公代1数

S 47 S 48 S 49 S 50 S 51 

20000- 3 7 3 3 I I 18 

ネ喜'If[未公〗 [ii~1!~6」10000- 1 ， I 2 I 1 2 17 
全 5000- 2 16 I 3 2 5●9 2 31 

3000- 1 21 2 I 8 2 2 37 児窟公園：236, 
1000- 1 5 50 9 14 20 36 33 168 
500- 5 I 5 10 8 29 

幻1'fl'.t.:I―刈 (127体 o- 3拿1 II 27 33 25 99 
l-1・ 4 16 107 17 37 59 87 72 399 

20000- 2 I 3 特殊公園［蘭((111)) 
区 10000- 1 8 9 近隣公

5000- 2 13 15 
画 3000- 18 2 1 4 25 

f:i 1000- 3 35 I 5 4 1 3 52 児究公［洲)2)
500- 2 2 

理 o- 幼児公I―~1 (2 )

計 8 76 4 6 8 1 3 106 
20000- I I 2 地区公園llil((1) 

宅 10000- I I I I 4 近隣公 5) 
5000- I I 2 I I I 7 

地 3000- I 2 I 4 

併I 1000- 3 5 3 3 8 9 31 児窟公団(42)
500- I I 6 2 10 

発 o- 8 24 27 20 79 幼児公Gi1(89)
.1十 6 8 15 31 43 34 137 

LUUUU 

用 10000-
5000-

地 3000- l I 2 児並公r,1160)

買 1000- 2 2 2 4 10 22 16 58 
500- 2 2 I 5 

幼児公園(16)収 o- I 3 I 3 3 II 
計 3 4 2 9 11 27 20 76 

20000- 5 2 7 

特稔地近合隣殊区公公公公［園園園平((511l ) ) イJI"・10000- I I 2 
5000- 2 2 
3000- I I 
1000- 2 I I 4 

児窟公園(7)

500- I I 2 
用 o- 幼児公園(2)

叶 5 7 2 I 2 I 18 

~ 息そ ,0000 - , 
2 I 6 

特麟稔近隣殊合公公公公園園園園(?(331)) ) ) 10000- I I 2 
5000- I I 4'2 I 7 
3000- 1 2 I I 5 
1000- I 8 I 2 3 4 4 23 

児窟公閲(35)

-挫惜, r . 5 0 0 -
2 1 2 5 10 

o- 2●I 2 3 2 ， 幼児公園(18)

Jt 4 14 3 5 8 14 14 62 

（注） *1児童公園 1ヶ所含む * 2特殊公園 1ヶ所含む

によるものが多い．比較的小規模のものは， この 2手

法で，大規模のものは，買収 ・区画整理 ・所管換えの

組合せによっている．皿期にいって区画整理事業の本

格化に伴い，近隣公園規模以下の，特に児童公園を中

心とした整備が行われる．手法としては，宅地開発・

買収 ・借地・所管換え等にも よっている. II期にみら

れた大規模公園は設けられずに終っている.IV期の中

心的な手法は，宅地開発と買収で， この期の公園数比

で48%, 25形に達し，幼児公園・児童公園の整備が進

められ， 近隣公園以上の規模公園は， 国 ・県営， 借

地，所管換によるものが多く，一部宅地開発 ・併用も

みられる．

以上をまとめると，

⑤整備の流れは， (i) 大多数の小さな規模の公園で

は， II・皿期は，区画整理の 3形基準による，児童公

園 ・近隣公園から， IV期の小規模宅地開発による幼児

公園，及び「第 1次 5カ年計画」での買収による児童

公園へ移ってきている.(ii)大規模な公園は，国・県

営及び諸手法の併用によって確保， という図式になろ

う．

整備水準は，整備の手法に大きく規定されつつ，時

期的に変化してきていると言える．

⑥特に，IV期では，小規模な宅地開発によって生み

出された幼児公園に対し，市は都市計画法上の 1,000

m2以上の児童公園の数的整備を重点的に進めてきて

いる．その結果，例えば，小学校区当り公園数を平均

してみると，幼児公園 1.3カ所，児童公園 2.3カ所，

近隣公園 0.2カ所の水準に達している

近隣公園を中心に，規模の大きな公園の整備が，大

きな課題となろう．

5. 計画技術の整備水準の分祈

ここでは，主要な計画対象手法として，区画整理 ・

宅地開発 ・並びに用地買収を中心とした併用をとりあ

げ，手法別の整備水準規定要因を明確にし，整備手法

としての妥当性を検討する．

尚，区画整理・宅地開発事業では，その公園設置規

定に，開発区域面積比概念がとられており， 5.1, 5. 2 

では，それを分析指標として，開発規模 ・設置公園面

積公園数について検討し，以下，要約する．

5. 1 区画整理事業

対象は， T11年から S51年 4月までの市の全区画整

理事業39である（事業主体別内訳は，組合施行29, 公

共 7, 住宅公団 2' 共同 1' 事業目的別では，新市街

地整備31, 火災跡地整備 4,戦災復興 ・市街地改造・

地区整備 ・工業地整備各 1) (図 .4'図・ 5).

①先ず，時期別の開発区域面積比，開発規模を概観

する. I期のうち， T11年の事業は，耕地整理の名目

で行われており，公園は未設置である．後半になる

と，旧都市計画法により面積比は 0,..._,10%と分散して

いる.II期では， 土地区画整理設計標準により 3%基

準が実施されるも，実質は皆無であり ，後半，公共事

業により 3%前後が確保される .I・II期共に 0,..._,400 

ha以上と幅があるが， 特にII期後半は 100ha以上

の大規模開発が施されている.m期では，土地区画整

理法の 3%に収束してきており（公菌 5%), 開発規

模は全体として小規模化傾向にある

尚，火災跡地整備や再度の区画整理事業は，いずれ

も，規模は小さく，公園もとられていない．

②開発規模と公園面積・公園数については一定相関

するが，その仕方は，開発区域面積比によって異なる

傾向を示す．

即ち，面積比 2.5%未満 (Cランク ）では，開発規

模との相関はあまり顕著でなく， 150 ha を越えても

公園数は 3,..._, 4カ所以内であり， 3,000m2 前後規模

が多い．

2. 5,..._, 5 % (Bランク）では，開発規模 60haまで
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は 3,000叩前後を中心として，公園数のみの増加傾 い．

向を示す．それ以上になると， 10,000m2以上の公園 S 46年に， 0. 3 ha 以上の規模開発の許可制とな

も出てくるが，数の増加はみられず，依然として， り，民間の小規模開発が出現し， IV期では，その大部

3, 000 m2,..._,5, 000記規模の公闊が数的に増加する． 分を占めている．又，開発区域面積比も 3,..._,4%台，

5 %以上 (Aランク）になると，大規模公園も増加 特に 1ha以下では， 基準下限の 3%に集中 してい

し，かつ，3,000町前後の規模公園も増加してくる

③ しかしながら，全体としては，開発規模 60ha 

る

②公園面積についてみる と，皿期は 1,000m2以上

以下では， 10,000m2台の規模公園は設置されず， し で 20,000m2を越すものがあるが， S45年に 1,000

かも， 開発規模， 開発区域面積比に関わらず， 3,000 ,....,3, 000 m2 に， W期以降は 3,000m2以下で，特に，

面前後の規模公園が数多く設置される傾向にある. 500 m2以下に集中 している（図略）．

今後，開発の小規模化に伴い，他手法（特に，用地 ③開発規模との関連で詳しくみると， 2 ha までは

買収）との連繋等による計画操作化が，重要な課題に 1事業 1カ所， 500 m2 までの幼児公園設置であり，

なってこよう . 3 haを越すと，開発区域面積比で異なる．

5. 2 宅地開発 （宅地造成）事業 即ち， 2.5%未満 (Cランク）では， 20ha を越し

対象は，都市公園を設置している96事業（公共10, ても 3,000m2以下の規模公園 1,....,3カ所設置であ

他民間主体）であり，以下，要約する（図 .6' 図 ・ る．

7, 図 • 8). 2. 5,...., 5 % (Bランク）では， 15 ha で 6,000m2 

①m期のうち， S45年までは， 5ha以上の規模開 以上， 40ha を越すと 10,000m2以上の規模公園が

発につ いての届出制であったため，対象事業件数は少 とられ，公園も増加する．

く，公共事業による 10,....,30ha規模開発が多い．又， 5%以上 (Aランク）になる と，開発規模と 1公園

開発区域面積比は 2,....,13形に広がり， 3%以上が多 の面積規模とは比例的増加傾向にあり，公園数は小規

16 48 
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図 8 開発規模別設置公園面稜 と公園 数（宅地開発）

模開発段階から 2,.....,3カ所と一定している．

④区画整理事業と比較すると，その小規模性の為，

概 して， 1公園面積はその開発規模に規定される． し

かし， 10,.....,30ha の開発規模では， 5,000m2以上の

公園が多く，中には近隣公園 ・地区公園が設置される

ようになる点が異なる．

全体としては， 極小規模化していく開発に伴って，

下限 90m2台の幼児公菌が数多く出現する事になる．

基準の見直し，他手法との併用等，大きな課題が残さ

れている

次に，本来なら，計画操作手法である用地買収につ

いての検討が必要であるが，他と比 して，その手法と

しての特質である，①位鷹②公園規模，③他手法と

の併用，のうち，①②については次節で行うことに し

て， ③の妥当性を検討する．

5-3 用地買収を中心とした併用

市の単独用地買収による公園設置は， S 26年に始ま

るが，それ以前は，他の手法との併用によっていた．

ここでは，併用による18公園について検討する（図・

9). 

①他の手法と同様，期を追う毎に公園規模は小さく

なっているが，近隣公圏規模以上が多い．手法の組合

わせは，時期的に異っており， II期では，用地買収十

（区画整理 ・所管換）によっ て近隣公園規模 (20,000

m2)以上の公園を確保していたが，m期では，借地＋

（所管換，区画整理）で比較的規模の大きな児童公園

と近隣公園とを， IV期では， 買収を主体にした，小規

模な児童公園と近隣公園とを設けている.IV期では，

10, 000 m2以下が多い．

②併用手法を面積比でみると，用地買収 (27%),

区画整理 (23%),借地 (9%)が多い．

③公園面積の小規模化は，区画整理と買収の比重の

低下が大きな要因 とな っている

④用地買収の方向性として (i)単独事業による児

童 ・近隣公園， (iii区画整理事業や宅地開発等 との併

用による近隣公園以上の大規模公園の整備が望まれ

る．

図9 時期別・手法別公園面積（併用）
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6. 整備水準の地域性の分祈

都市公薗の整備水準は，時期 と手法によ

って，亦，手法毎に異なった問題を含んで

いる事が明らかとなった．本節では，小学

校区単位に，整備水準の概要と，時期，手

法とが居住地形成といかなる関連にあるか

を分析し，地域的な課題を明らかにした

い．居住地形成の指標として， DID地区

に入った年度で校区を 5地域に類型化し，

検討する（図 ・10).

①校区毎の 1人当り公圏面積は， 平均

3. 5 m 2 /人であるが， ばらつきが大きい．

都市公園法での目標基準 6m 2  I人以上は，

12 /101校区に過ぎない．「第 1次 5カ年計

画」当初の市の平均 2.4 mり人以下が 2/3 

を占めている

②公園数は， 平均 4圏／校区で， 16園に

及ぶ校区もみられるが， 7校区で無公園に

止まっている

以下，校区毎の公園面積を整備手法毎の

比で分割し， 1人当り公園面積，種別公園

数，及び区画整理実施の有無等 と整備手法

との関連を DID変化パタ ーンでまとめ

る．

③ S 5年D ID地域

1人当り公園面積は最も高いが，校区間

の差が激しく，無公園校区もある．又，公

園数は 2カ所と少い．細かくみると，高水

準地域は， I・II期の大規模公園設置，及

び， 0. 5 mり人を越える地域は， 主に II期

の区画整理（戦災復興）によるもので，共

にその後の整備はあまり施されていない．

低水準地域は， I期の区画整理による，あ

るいは未実施の公園未設置地域で，以後，

ill・IV期の買収により，児童 ・幼児公園 1

""'2カ所が整備されたのみである．

④ S 25年DID地域

全体的水準は低く，公園数は平均 3.5ヵ

所であるが，近隣公園規模以上が少い地域

である.m期の区画整理は地域形成後半に

施され，主に児童公園を中心に， 3カ所前

後 1 ""'10 m2  /人の水準を保っている．低

水準地域は，③と同様， I期の区画整理に

よる公園未設置地域が多く，寄付 ・民有借

地 ・所管換 ・買収により，幼児 ・児童公園

の約 2カ所設置に止まる．

地校 1人当り 公園数 ＊ 手
校区公llllmif/lm'
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⑤ S 35年DID地域

整備の水準は，③と同様の傾向を示すが，公園の小

規模化と，公園数が多い点とが異なる．児童公園と近

隣公園以上の公園を有する 10m2/人前後以上水準の

校区は， II期の買収・区画整理及びそれらの併用によ

っている．皿期の区画整理， IV期の大規模宅地開発，

河川敷占用による公園設置校区は， 3 m2/人前後水準

にある．又半数の校区はIV期になるまで手が加えら

れておらず，特に，買収による校区は lmり人以下で

ある

⑥ S45年DID地域

1人当り公園面積は最低の地域で，④と同様，幼児

公園，児童公園がほとんどであるが，校区間格差はよ

り顕著で， 16カ所の校区もみられる地域形成以前に

I ,_, 皿期の区画整理が実施された校区では，公園数も

多く， 比較的高い水準にある．未実施地域は，いずれ

も， IV期の買収により，主に幼児公園が設置されてい

るが， 0.5 ill2 /人以下の水準となっている．

⑦ S 45年DID外地域

公園数， 1人当り公園面積とも，平均では比較的高

い水準を示すが，幼児公園 ・児童公園が多く，大部分

がIV期に整備された地域で， 無公園校区も 6校区あ

る．大規模な宅地開発，国営 ・国借による公園設置校

区は大規模公園もとられ，水準は高い．その他の校区

では， IV期の小規模宅地開発と買収による，幼児公園

・児童公園の 5カ所前後以上設置が多いが，水準は低

しヽ．

尚，皿期の 区画整理実施地域は， その小規模性の

為 lm叶人前後以下に止まる．

⑧居住地の形成に対し，先行的に公園整備を行なっ

た地域では，高い水準にある．低水準地域の中で，区

画整理事業実施済みの地域，未実施で市街化が進んで

いる地域，無公園の農村地域には，独自の整備計画を

設定する必要がある．

7. 課題

都市公薗整備水準の地域的な特性を，時期と手法の

面から，ある程度明らかにしたが，①子どもの遊び生

活との対応で，公園種別の夫々の内実と相互の連関，

及び計画単位をいかに設定するか，②亦，課題の異な

る地域毎の計画目標と実施のプロセスをどうセットす

るかが，大きな課題となる．当面，①について継続し

てゆくつもりである．

註

1) S 47年度よ り， S 51年度まで 5カ年で，総事業

費 9000億円．全国平均 2.8 m2 /人を 4.2 mツ人

目標にされるが， S 51年中途で，第 2次 5カ年計

画に移行している．

2) 「第 1次 5カ年計画」で規定される都市公園

（名）から，緑地関係（緩衝緑地， 緑道， 都市緑

地）を除外したものと，福岡市独自設定の幼児公

園を含める．

3) 法制定と市での運用に差異があるもの，亦，手

法によっては全体と一様に区切り難い時期があ

る

4) 開発事業における設置公園総面積を開発面積で

除した百分率

5) 市民 1人当り公園面積を①遊戯場，運動場で 1

坪，②都市公園及び修景園地で 1坪，③自然公園

2坪，計 4坪としたものから，①, ①十②より，

3 m2, 6m2を基準値とする（算定根拠及び方法は

略す）．

6) S 51年都市計画法改定により児童公園を補完す

るものとして， 500m2を標準 とする幼児公園設

定が予測されている．尚，現時点で，法改定は未

制定

7) 整備の時期は，公園は開設年度，区画整理事業

は，事業年度，宅地開発事業については申請年度

とする．従って事業年度，公園整備年度にはギャ

ップのあるものもある．
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ニ・三の液晶物質の DSC による

相転移熱量測定について

吉武紀道 岡田 博之＊ 森 哲也＊＊

＜昭和 53年 9月19日 受理＞

On  Determination of Heats of Transition for Some 

Liquid Crystal Compounds by DSC Method 

Heats of transition have been determined by differential scanning calorimetry 

(DSC) for three liquid compounds. 

The compounds are p-azoxyanisole (PAA), anisyliden p-aminophenylacetate 

(APAPA), cholesteryl acetate(CA). 

The value of the temperature and heat of transition for PAA given by this 

method was in comparatively good agreement with the literature values. 

On the basis of this result it could be stated that the DSC method is rather 

suitable for determining the temperatures and heats of transition for liquid crystal 

compounds. 

Norimichi Y OSHIT AKE, Hiroyuki OKADA and Tetsuya Mo  RI 

1. 緒 -
l
 

DSC (示差走査熱量計） は， DTA (示差熱分析装

置）と比較して，物質の融解熱等の定量が で き る の

で，近年，多く使用されるようになってきている．一

般に DTAは，定量はできない． しかし， DSCはた

とえば分解熱では，報告も少ないが， DTA同様，定

量性はおちるといわれている

著者らは， ニ ・三の液晶物質を合成し， DSCで，

相変化時の相転移熱量を測定した． 現在， 液晶物質

は， 3000種以上知られており， 600種以上の物質につ

いて，熱量測定がおこなわれ，データの集積がすすめ

られているという 1).

使用した DSC装置は，昭和 51年以来，工業化学

科で購入した一連の熱分析装置の締め括りをなすもの

であった．今回の測定は，新規購入の DSC装置につ

いての装置の検定も兼ねている．

2. 液晶物質の合成2)

相転移熱量測定のために，次の三種の液晶物質の合

成を行なった．

1. pーアゾキシアニソール (PAAと略称，以下同

様）

2. アニシリデンーpーアミノフェニ Jレアセテート

(AP APA) 

3. コレステリ ルアセテ ート (CA)

である

(2-1) PAAの合成

メタノ ール 60ccに， 金属ナトリウム 6gを溶か

し， ナトリウムメチラート溶液を作り， これに pーニ

トロアニソール 10gを加えたのち，約 80℃ の湯浴

中で，塩化カルシウム管をつけた還流冷却器をつけ，

攪拌しながら， 3時間煮沸した．煮沸中に黄色の結晶

が析出してきた．煮沸後冷却し，結晶を 口過し，メタ

ノールで， 洗浄した．

(2-2) APAPAの合成

pーアミノフェノールを 1mo!, 酢酸に溶かし， こ

れを室温で， p-アニスアルデヒド 1mo! を加え， 1時

間攪拌し， p-アニ‘ノー）レアミノフェノー）レの溶液を得

た． この溶液より，減圧蒸留で酢酸を除去し，黄色の

結晶 pーアニソールア ミノフェノ ールを得， メタノ ー

ルで再結晶精製を行なった．

次に， p-アニソー）レアミノフェノール 0.01 mo! を

5 ;Nー水酸化ナトリウム溶液 10ccに入れ， さらに，

蒸留水 10ccを加えて溶かした． 溶液は分液ロート

に移し， これに無水酢酸とベンゼンの混合液 (1: 10) 

を振りまぜながら，液の黄色の着色が消えるまで加え

た．次に静置し， 二層に分け，上層 （ベンゼン側）を

10%水酸化ナトリウム水溶液で洗浄した． これを着色

しなくなるまで繰り返えした． さらに蒸留水で洗浄し
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たのち，無水硫酸ナトリウムで乾燥し，ベンゼンを蒸

留し，残留物を nーヘキサンに溶かし，結晶を得た．

(2-3) CAの合成

コレステロール 3.8 gをヒ° リジン 40ml と無水酢

酸 4molの溶媒に加え， 100℃ で 2時間加熱し， 次

に 100mlの水中に少量ずつ注ぎ，結晶を口過し，希

塩酸で，洗浄し，冷酢酸より結晶させた．

(2-4) 精製と同定

合成された三種の液晶物質は，それぞれ再結晶によ

り，精製した．溶媒としては，PAA はメタノ ーJレ，

APAPAは， n-ヘキサン， CA はエ タノ ールを もち

いだ再結晶して， 得られた結晶は真空乾燥器によ

り，乾燥を行なった．そして IRにより同定した．

3. 測定装置および実験条件について

(3-1) DSCの原理

測定しようとする試料と， 熱的に中性な基準物質

（たとえば， a-アルミナ） とを同一の炉の中で同ーな

条件で加熱する．それぞれの試料受け皿には温度検出

用熱電対ヒーターが組み込まれている．二つの ヒータ

ーの電力を等しくしたとき，試料に熱変化がなければ，

温度差が生じない．熱変化を起こした場合は，示差熱

電対で温度差が検出される．その差を増幅し， DSC回

路によって，温度差がゼロになるように，試料側の内

部ヒ ーター電力を加滅する． レコーダーには， この内

部 ヒーターに加えられた電力が 〔meal/sec〕のエネ

Jレギーに換算され記録される．試料の温度は，基準物

質側に組み込まれた熱電対で検出し，冷接点補償回路

に入って，起電力を記録する． この熱電対の起電力と

温度の換算は「熱電対の起電力表」3) により行なう

(3-2) 装置の条件について

使用した， DSC は， 理学電機株式会社製熱分析装

置付属の示差走査熱量計サーモフレ ックス DSC、ンリ

ーズ標準形である

試料は， 測定レンジに対応して， 3,_..,7mg を精秤

し，サンプルクリンパーで処理して測定した．昇温速

度は通常 5℃/minを使用した測定は空気雰囲気中

で行なった．

4. 結果

(4-1) 液晶の相転移温度

PAA, APAPAの場合， Tl(第 1ビーク 温度）で，

結晶よりネマティック相に変わり， T2(第 2ピーク 温

度）で，等方性液体に変わる. CAでは， Tlで結晶よ

り等方性液体に変わるが，降温過程において T2でコ

レステリック相を呈する．更に降温すれば，結晶にも

どる一方，コレステリック相の CAを再び加熱すれ

ば，等方性液体に変わる

温度の測定の仕方には， 図 1より， A: 立ち上り

図 1 相転移温度の決定法

点，B: 交点， C: ビーク，の各点のどの点を採用す

るかであるが， B点がもっともよく用いられている．

著者らも， B点を用いることにした．

B点より，まっすぐに，温度曲線上におろし，ペン

表 1 液晶の略号 ・名称 ・構造式

略 号 名 称 構 造 式

PAA I Pーアゾキシアニソール 『
C恥o-0-N=N-〈〗いCH3

アニシリデンーpーアミノフェニ｝レー ~ APAPA C恥o-Q-cH= N -〈〗>--OC ・ CH 3アセテ ート

CA I コレステリルアセテート

H3C C0-0 
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PAA 

APAPA 

CA 

表 2 相転移温度（℃）

第 1ヒ°ーク (Tり 第 2ヒ°ーク (Tり

測定値文献値2) 測定値文献値2)

117. 4 1146) 134. 8 1356) 

80. 7 837) 108. 5 1037) 

110. 5 1 16. 58l 85. 0 94. 58l 
昇温 降温

先のずれを補正し，温度を mV単位で読みとる．「熱

電対の起電力表」による，温度の換算を行なった．熱

電対には，フ゜ラ チネルが用いてある．その結果を表 2

に掲げた．測定は 16"-'18度の平均値である

(4-2) 装置定数について

試料に熱変化が生じたとき，この変化は，一部は熱

変化検出機構へ，一部は検出機構以外にも伝ってい

＜． 

記録紙上に現われたヒ°ークは，熱変化検出機構に伝

わった熱変化を表わしているので，試料の真の熱変化

を得るためには，次式による校正が必要となる．

M-L1H=K・A (1) 

ただし，

M: 試料の質量 〔mg〕

LlH: 試料の単位質量当りのエネルギー，

変化量 〔meal/mg〕

A: ピーク面積〔meal*〕

K: 装置定数 〔meal/meal*〕

* 〔meal〕は，測定チャートの面積より得られた熱

量を表わす．

そこで， LlHが既知の試料の M を測定し， LlHに

相当する ヒ°ーク面積を測定すれば，装置定数 Kが求ま

る．

表 3 装置定数 k

試 料 l装置定数 l試 料 l装置定数

1. 241 
KClO、1

0.941 

I,, 0. 914 0. 944 

0. 911 
Pb 

0. 973 

s,, 0. 996 0. 969 

表 4の結果を平均して， K:0. 986を褐た．

相転移熱量の計算の校正には， この数値を使用し

た．

(4-3) 液晶の相転移熱量測定

(1)式で， K:0. 986を使用し，試料の質料 M(mg〕

およびヒ°ーク面積 A〔m⑬りを測定すると JH, つ

まり， こ相転移熱量 〔meal/mg〕が求まる

50 

゜

----- -

80m直

図 2 相転移熱呈の求め方を説明する 図

例えば， APAPA(表 4, No.4) の場合

M: 2.0応〔mg〕

Range: 土4〔meal/sec〕＝ 土24゚ 〔meal/

ffil Il〕

チャート速度： 8〇〔mm/min〕

図 2の斜線の面積が 240mealに相当する．その部

分の用紙の質量 加が， 0.紹⑯ 〔mg〕である．次に

ピーク面積に相当する用紙の質量 m を測定すれば，

ビーク面積に相当する熱量が計算できる .m は0.1126 

〔mg〕である

A=24飢meal/min〕x 
0. 112飢mg〕
0.6306団g〕

=42. 8国 cal〕

L1H=-= 
K-A 0.986x42. 釘meal〕
M 2.01賃mg〕

=20. 9虹meal/mg〕

以上の計算をすべてのチャ ート に対して行なった．

表 4, 5にその結果を掲げた．

表 4 液晶の相転移熱量の計算結果(meal/mg)

PAA APAPA CA 

第ピーク1 第ヒ°ーク2 第ビーク1 第ビーク2 第ビーク1 第ビーク2 

1 21. 13 I I o. 6354 20. 28 0. 5310 8.629 6. 595 

2 27. 33 0. 6380 20. 71 0.5429 8.864 6.816 

3 27.98 0.6395 20. 71 0.5675 8.891 7.596 

4 28. 21 0.6340 20. 94 0. 5714 9.093 7. 807 

5 28. 21 0.6404 21. 05 0.5789 9. 112 8.020 

6 28. 54 0.6558 21. 07 0.5795 9.393 8. 127 

7 28.65 0.6650 21. 19 0. 5992 9. 583 8.406 

8 28.83 0.6856 21. 45 0.6070 9. 620 8.454 

表 5 液晶の相転移熱量 (meal/mg)

第 1 ヒ° ー ク 第 2 ヒ° ー ク

測定値 ［文献値 測定値 文献値

PAA J 28. 11土 28.1士 0.6492士 0.68土
0. 15 0. 9 0. 0023 0. 02 

APAPAI 
20.93土 0.5722土

0. 09 0. 0046 

CA I 
9. 15土 7.73土

0. 09 0. 17 
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16---18度の測定より，値の接近した 8度の測定を

選びだし，平均値，偏差値を計算し表 5に掲げた．

(4-4) 誤差の計算

PAAの第 1ビーク（表 5) について説明すれば，

2X; 
X=-=28.108 

n 

Em =土 k ✓ a =土0.15136 
n(n-1) 

n: 8の場合

有効数字を二桁とすると

x =28. 11土0.15 

k: 713 

となる．計算の過程を表 6に掲げた． このような計算

を表 4のすべてに行なった結果が，表 5である

昇温速度を変化させた時

得られた．

表 8は，昇温速度 5℃/minの時の値を 1,000とし

た時の相対値である

この場合， PAA の第 1ヒ°ークによった．

表 7, 8のような結果が

5. 考 察

誤差の計算 (PAA第 1ビークの場合）

No. J 測定値 l靡胃 I偏差残

表 6

1 27. 13 27. 13 0.00 -0. 98 I。.9604 
2 27.33 0.20 -0. 78 0. 6084 

3 27. 98 0.85 -0. 13 0.0169 

4 28. 21 1. 08 0. 10 0.0100 

5 28. 54 1. 41 0.43 0. 1849 

6 28.65 1. 52 0.54 0. 2916 

7 28. 21 1. 08 0. 10 0.0100 

8 28.83 1. 70 0. 72 0. 5184 

8) 7. 84 
0.98 

(4-5) 昇温速度による相転移熱量の変化について

表7

20 

1

2

3

 

差 Ic残差）2

a=2. 6006 

昇温速度による相転移熱量変化 (meal/mg)

0.625 
K゚/min

1. 25 2. 5 5 10 

26. 13 28. 63 28. 47 28. 131 25. 00 24. 42 

26. 49 28. 43 28. 33 28. 071 24. 93 24. 39 

26. 61 28. 57 28. 21 28. 211 25. 06 24. 51 

表 8 昇温速度 5℃/min のときの値を

1. 000ときの相対値

PAA については， これまでにもいくつかの文献が

ある 4-6)9-15). 表 9に， これを掲げる. APAPA, CA 

については， とくに見あたらず， 今後の課題にした

いここでは， PAAを中心に，論述する．

(5-1) 相転移温度について

表 2における文献値は，表 9における No.4 によ

っていると思われる．表 9から，ほ とんどの値が，第

1ヒ°ーク温度は 117---118℃ の値を示し，著者らの測

定値は，ほぼ，中間の値で，よい一致をあたえたとい

える． 第 2ビーク温度も文献値は， 132---135℃ とは

ばがあるが，範囲内に含まれている．

APAPA, CAでは， No.4の文献値と数値の相違

が目だつが， 文献値にも問題があるといえるが， CA 

では，ビークの形状が鋭くなく， B点の測定が困難で

あるという，作図上の誤差が大きな要因ともなってい

よう．

(5-2) 相転移熱量について

PAA について， これまでの文献値が，第 1ヒ°ーク

温度で， No. 1, No. 9を除けば， ほぼ 27.4---28.8 

〔meal/mg〕で， 範囲内に含まれている．第 2ヒ°ーク

温度についても， No.9は，例外として， 0.58---0. 70 

〔meal/min〕の間に含まれ，よい値を得られたといえ

よう．

APAPAはともか く， CAについては，データのバ

ラッキが大きく， (5-1) の場合と同様作図上の理由が

考えられるほか， サンプリングにおける実験誤差も考

えられるが， これ以上の議論はできない．

6. 結 論

昇温速度
K゚/min 相 対 値

1

2

3

4

5

6

 
5
 

5

5

2

 

.

2

6

 

0

0

5

2

 
•

• 

2

1

1

0

 

0.869 

0.888 

1. 000 

1. 010 

1. 014 

0.939 

三種の液晶物質を合成し，DSCで， 相転移温度，

および，相転移熱量の測定を行なったが， PAA につ

いては，文献値とよい一致を得た．他の二つについて

は，測定値を提示するのみにとどめた．

今回の測定で， DSCが，注意して測定を行なえば

かなりよい定量値をあたえ， 物質の熱的性質の研究

に，有益なデータをあたえる装置であることを深く認

識した．

7. 謝 辞

最後に，本 DSC装置をはじめ とする，熱分析装置
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表 9 文献値 (No.1,.._,No. 10) と本研究 (No.11)で得られた測定値 (PAA の場合）

相転移温度（℃） 相転移熱 量 (meal/mg) 
文献 ・刊年

第 1 ヒ°ー ク 第 2 ヒ°ー ク 第 1 ビー ク 第 2 ヒ° ー ク

118 132 I 
29.8 0.68 19055> 

2 132 I 
0.68 5) 

3 132 I 
0. 71 II 5) 

I 
2) 

4 114 132 19076> 

5 117 135 1. 79 
19379) 
1938IO) 

6 I 117 128 (c立上り点)） I 
132 ヒ°ーク

28. 2 0.69 196311> 

7 118. 2 135.3 l 27.4 o.53 I 
0.64(外挿）

196412> 

8 117. 6 133. 9 
I I 

13) 
28.8 0.68 196416) 

， 117. 5 134.0 I 
26. 3 0.58 

I 
196714> 

10 I 117. 5 134.2 I 28. 1 0. 70 196915) 

11 I 117. 4 134.8 I 28. 1 0.65 I 
本研究

1979 

注 この表は文献 4)および 13)にもとづいて作製 した ものである．熱量の単位は Cal/molから meal

/mg'に換算した値を用いている。

の購入に際 しては，亡き相良睦男先生に，大変お世話

にな りました． それに，旧教官の吉田照正先生，勝田

先生に，御協力いただきました．

また， 測定にあたっ ては，河野さんに大変お世話に

なり ました 記して感謝の意を表 したいと思います．
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本校における，一般化学教育目標案

樋 ロ 大 成

＜昭和 53年 9月 18日受理＞

The Objective to Achieve in the Basic Chemical 
Education at Our College 

The plan was set up with the view that the lecture on basic chemistry was to 

be keeped within degree and compact. 

Hiroshige HIGUCHI 

1. 化学の基礎部分の不明確さ

上学年生の基礎事項忘却をどう解釈するか

私は本校で，最近の工業化学科の第 5学年生に，就

職のための模擬試験ということで昭和 38年の九州大

学の入学試験問題をそのままやらせてみた（九大入試

と書いてある部分のみ， コヒ°ーの段階で消しておい

た． 採点して返却する際， そのことを学生に知らせ

た）．

九州大学での合格者の平均点が工学部で 90点 (9

割）であったその問題を本校 5年生は非常に低い平均

点をとった．こういう結果は今回に限ったことではな

いこれで専門の授業がほんとにわかってきたのだろ

うかと心配するのだが， この現象の解釈をするのに，

次の如き見解を聞くことがある

1. 本校学生は低いのだ．

2. 大学入試問題は，むつかしい上に，ひねくれて

いるのだ．

3. 本校では大学入試向きの勉強，すなわち受験技

術を教えていないのだ．

私は，これは決していずれも当を得ていないと思っ

ている．特に，この九大入試（化学）の問題を検討も

見もしないで論評するとせば論外であろう ．大切な教

育上のことを論ずるのに，独善でことを決められては これらが 17題で 60分の出題である

困る． では本校 5年生でこれらができないのは何故か．こ

私も大学入試がすべて基礎のテストに申しぶんなき のような問題に対して，さきにあげた 1 • 2 • 3は全

完全なものでないことは多例知っている．例えば「口 く通用しない．そこでよく言われることは次のことで

ーマ軍とギリシャ軍が戦ったのは どこの橋の上か， A ぁる．

BCDEから選べ」などの問題は日本の教育界に悪影 4. 1年生時にやったことは 5年まで覚えていまい

響を及ぽすこと限りない． しかし， こんな愚問の一例 5. 一般化学の教育が手薄なのだ．

をもって， 全入試問題に偏見をもつことは誤りで， 九 この， 4はばかげている．現に全く同じといっていい

大工合格者平均 90点のこの問題に対し，本校 5年生 問題が入社試験で出題されているのであり，化学は，

化学の組平均の低さには， 教える側として謙虚に反省

する必要があることを痛感させられた．

私が特に，その時の問題を選んで就職模擬とした理

由は，その九大入試が，化学の基礎のテストにするに

最適な，いわば‘‘こころ憎い程に良い問題”で埋まっ

ているからである． ー ・ニの例をあげよう

• ある金属 (M)2. 32 gを塩酸に溶解したとき生じた

水素の体積は 27℃, 1 atmで 1.23 lであったこ

の金属の原子量が 69.7であるとすれば， その酸化

物は次の化学式のうちどれで示されるか．

MO M02 M03 M20 M凸

• a欄の混合物をそれぞれ分離するのに最も適当なも

のを b欄から選べ．

〔a〕 1. ニトロ ベンゼンとアニリン

2. グリセリンとセッケン水

〔b〕 水酸化ナトリウムのうすい水溶液，希硫

酸， エチルアルコー）レ，塩化ナトリウムの飽和水溶

液，エーテル， 水
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数学などと似ていて，基礎が土台となって高度なこ と

が積み重ねられているのだから， 4の答は通用しな

しヽ．

特に入社試験を受けに行って，そんな言葉でも吐い

たら笑われてしまう

問題は 5にある． 一般化学の教育が手薄なのであ

る．では“手薄"とは何か． この解釈について，徹底

的に追究しなければならない

一般化学が手薄なのだろうという発想から，考えら

れ勝ちなのは，そしてよく言われるのは「一般化学の

授業時間や内容が足りないのではないか」ということ

である．私はこれに対して 「内容の整理が不足」とい

う意味で手薄であると答えたい．

暫く別の角度から考えてみよう

高等学校検定教科書・化学 I・IIが，化学をつまら

ないものにしている二つの理由と危険性

(1) 各論の削除

10数年前，文部省から，化学の程度を上げるという

発表があり，何のことかと思えば，各論をやたらに増

量することであった． 特に中学校の教科書に影響し

た．

これは，化学を暗記学科にするばかりで，実に重箱

の隅をつつくような学科になった．

ところが，変る時はよくあるように両極端であって

数年前から，高校の教科書から各論が全部削除され，

かわりに， エネルギー的扱いが入れられた．

各論のない化学，つまり，物質を正面から教えず，

側面から通論だけを教える基礎の化学は，化学として

失格である．事実，学生の化学への興味は喪失させら

れてしまうのである．

(2) 中途半端なエネルギー論の羅列

今の高校化学IIには，非常に高度な "physical

chemistry"のあらゆる部分の基礎が少しずつ，まん

べんなくはいっている．例えば， s, p, d軌道，混

成， u,冗結合，乱雑さ， X線回折，分子の回転や振動

スペクトル，結合の極性，多段階反応，電離定数，活

性化エネルギー等々 で， “中途半端で，抽象的 ・概念

的 ・半定性半定量的 ・羅列的"なこれらの紹介は教科

書として失格ではないだろうか．酸の定義にしても，

ブレンステッド ・ロ ウリ ー，Jレイスと話せば話すほど，

高校生には，化学を不快で不可解なものにしていくだ

ろう．

このように基礎というには中途半端にむつかしい高

校の化学IIを高専低学年一般化学に使った場合，つい

深入りしないという保証はない この点こそ笞戒しな

ければならないことである．

高校の教科書を使わなくてもよい自由な教育が許さ

れているための，弊害を生ずる可能性

さきに高校教科書を批判したが，高等学校では，な

んとかいっても，検定教科書の範囲内で，大学入試に

よって枠がはめられている ところが高専においては

第 2・3学年に専門科目として，無機 ・有機 ・分析・

物理化学 ・化学工学 ・有機無機工業化学といった高水

準のものが実施される．その前提で，一般化学の教育

が，教官の判断で自由に授業されてよいのである

これは大へんな危険性を内蔵している．

(1) うっかりすると，高校第一学年と同じ年齢の中

学校卒の者に向かって，大学生相手と同じレベルの講

義を， しかも同じテンボでおこなわれかねない．

(2) さらにもっとひどくなると，第二学年の無機 ・

分析化学の説明には量子力学や熱力学が必要だから，

第一学年に量子力学・熱力学をやれ， という考えが出

る可能性さえある．

(3)かといって，上例の場合，私が仮に「あなたの

授業はむつかし過ぎますよ」と言ったとて 「主観の相

違ですよ」で片づけられたら手がないのである．

(4)上記のようなことで学生が脱落していったとき

教官側は， 「学生の質が落ちましたなあ」と結論する

公算が大きい．

「高専化学教育に最適」と宣伝される化学書が，実

は 「高専化学教育に最不適」であることが多い，その

理由

えてして「高専化学教育に最適」という宣伝文句に

は非常に無責任な場合が多い．というのは，高専の一

般化学教育に適当なのか，工業化学科の教育に適当な

のか，宣伝する側ではそんなことを考えていないので

はないかと思われるなにしろ「高校の教科書よりも

少し程度を上げ，大学専門書よりも少し下げれば高専

向きになるだろう 」といった感じに受け とれることが

多い．こういったたぐいのものが，非常に高専にと

って有害である．

何故ならば，一般化学で使うには程度が高すぎるこ

とがいろいろと出てきて．つい釣られて，東も西もわ

からぬ中学卒に，大学生に言うようなことを言ってし

まう．

かといって，工業化学科としては，物理化学の書と

いうにも，無機化学というにも，中途半端で使いもの

にもならない．例えばファン ・デル ・ワールスの式

[P+aり）2jcv—nb)=nRT 
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を紹介されても中学卒の一般化学で使えるものじゃな 覗きうるアンケー トの結果を示す．対象は昭和53年度

いし，物理化学ではこれだけでは無意味である． の新入生で， M機械 E電気 C工業化学， A建築科

以下に，中学校における化学がどのようなものかを である．

昭和53年度新入生への化学に関するアンケート M E C A 合計 百分率

中学生だったとき「化学」という用語を知らなかった 4 2 1 3 10 6.3 

中学校の先生から教えられて知った 12 7 ， 14 42 26.6 

00化学という会社名があるので知っていた 7 16 18 ， 50 31. 6 

高専を受けようとしたら，工業化学科があったから知った 1 3 

゜゜
4 2. 5 

本を読んだり，家族や友人から聞いて知った 15 12 11 14 52 32.9 

化学的分野は生活に関係ある学科だと思っていた 20 19 19 12 70 44.3 

高校 ・高専の受験のために存在するのだと思っていた 7 11 10 12 40 25.3 

何のために勉強しているのかわからなかった 12 10 10 16 48 30.4 

化学的分野の勉強は好きだった 19 33 27 30 109 70.0 

好きではなかった 20 7 12 10 49 30.0 

化学的分野の実験を中学校の先生が積極的に見せてくれた 21 20 21 24 86 54.4 

あまり積極的ではなかった 13 16 17 13 59 37.3 

全く見せてもらえなかった 5 4 3 13 8.2 

周期（律）表を少しでも習った覚えがあるか 19 21 23 19 82 51. 9 

そんなものは聞いたこともない 20 19 16 21 76 48. 1 

2. 化学の基礎教育方法私見

話を冒頭に戻そう．ある最近の工業化学科 5年生に

九州大学入試問題をやらせてみたら，平均が非常に低

かった．これは一般化学（碁礎化学）の教育が手薄な

のだと指摘されても致し方ない．

では，手薄とはどういうことなのであろうか．

これは，高専では基礎化学の範囲が不明瞭だという

ことにほかならないのである．

前述の如く，どんな教科書を使っても，基礎の部分

をやっているのか，それをはみ出しているのか，授業

する方もされる方も，共にわからないままやってしま

う． したがって，実力試験で 「基礎部分を出す」と先

生から言われた学生らは，どこをどう復習し，勉強し

たらよいのか雲を掴むような話であるなんでもかん

でもやればいいかもしれない， と思ったとたん，勉強

を投げ出してしまう．

こんなことだから低い点しかとれないのであるこ

のような状態におかれた学生を見て「教師の教え方が

少ないからいけない もっと広範囲に，もっと深く教

ぇょ」ということで， これでもか，これでもかと，広

範囲にと教えれば，彼らの平均点は，逆にいよいよ低

くなるだろう．

私は本稿において， 化学の基礎範囲を 17頁間に示

す． 第 1 • 2学年，週 3・2時間の合計 150時間に，

本論に示す 17頁分（および可能な限りの実験とこの

範囲に納めた演習）を授業とすることを目標としたい．

実力試験の時， 「この 17頁の範囲で出題する」と

宣言すれば，学生は勉強しやすく，学習の範囲が明確

となる．そして，当該の九州大学入試問題は 90点は

とるだろう． みかけ上の莫然とした博識の集団より

も，低いが， しかしきめの細かい基礎を充分身につけ

た集団を私は選びたい．

3. 基礎の化学教育事例

(1)第 1学年半ばころの学生の実態を示す二三の の試験問題を出すことにしている．それについて，

事例 （考察 1) 52年度工業化学科の 1年生に対し， 8種

第 1学年前期半ば，化学反応式を用いる，ごく普通 の化学反応式を暗記させ〔資料 1〕の類題を試験した

の計算問題を演習したあと， 〔資料 1〕に示すと同等 結果次表の左欄の通り，非常に悪い成績であった（平
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1 試 験 l再試験

100 声‘‘‘ 7 

90 点代 10 

80 点代 14 

70 点代 4 6 

60 点代 6 2 

50 点代 7 

40 点代 5 

30 点代 5 

20 点代 5 

10 点代 5 

0 ,..._, 10 2 

組平均 43 86 

均 43点）．

この成績の悪さは，私が 8種の反応式を暗記させた

時，ボンヤリして聞いていなかった学生が過半数，そ

れと勉強不足だったようでもう一度類題で再試験した

ら右欄のようになり，平均 86点になった． やればで

きるのに，なかなかやる気が出てこない．

〔資料 1J 1年生， 1学期半ばの平常試験 (30分）

1. 11.4gの鉄を完全に燃やすのに必要な酸素は何 l

(NTP)か. Fe=57 

4Fe +302→ Fe304 

2. プロパン 40lを完全に燃やすには同温同圧の酸

素が何 l必要で，その とき二酸化炭素は何 lでき

るか．

C3凡+502→3CO叶 4H20

3. アセチレンを完全に燃やすのに 44.8 l (NTP)の

酸素を用いたら， 水蒸気が何gできるか. H=l 

0=16 

2C凸 +502→4C02+2H20 

4. 銅の 27.4 gを濃硝酸に溶かしたとき，完全に反応

したら，発生する二酸化窒素ガスは， 127℃,

2 atmで何 lか. Cu=63. 5 

Cu+4HN03→ Cu(NO山 +2N02+2H20

5. 49%希硫酸 200gを充分に亜鉛に注いだとき発生

する水素は何 l(NTP)か.S=32 

Zn+H2S04→ ZnS04 +H2 

（考察 2) 53年度工業化学科と建築学科の 1年生 77

人に 〔資料 1〕類題を試験した．それを解く過程で，

(1)授業中，繰返し， 「気体分子間の反応では，化

学反応式の係数は体積比（同温同圧）を表わす」と言

ったのに対して， 2.の問題で

C3H8+502→ 3CO叶偶0

1容 5容 3容

40 l x l y l 

.・. x=200l, y=l20lを上のように苦もなく出し

た学生は 30人 (77人中）． わざわざ複雑にして

C凸 +5釘→3CO戸 4H20

22. 4 l 112 l 67. 2 l 

40 l x l y l 

40 X 112 4480 
x= = 

22.4 22.4 
22. 4)4480 

y= 
40 X 67. 2 2688 

＝ 
22.4 22.4 

22. 4)2688 

として求めた学生 33人 (77人中）

全くできなかった学生 14人 (77人中）

(2) 4. の問題の後半において前半ができた 48人中

19. 3 l (NTP)を 127℃,2 atmに換算するとき，

1 X 19. 3 2 XV 

273 =霞
.・. (19.3x200)--s--273= 

とすればいいのに（問題も atm単位で出してある），

mmHg単位に直し， わざわざ複雑にして

760 X 19. 3 1520 XV 
＝ 

273 400 

. . . (760 X 19. 3 X 400) + (1520 X 273) 

=5867200+414960= ..... . 

と計算した学生が 20人 (48人中）もいた この試験

で電卓は禁止していたので，筆算で上のようにやった

上に時間が不足する，計算間違いはするわで，あとか

ら「先生， もっと計算の簡単なのを出して下さい」と

言われて，私は苦笑せざるを得なかった．

少し前に私はトリチェリ ーの真空について話し，

760 mmHgを 1atmということを教えはした．

しかし，これでわかるように，当方の常識が学生に

とっては外国語のように聞こえるのだろうし．このよ

うに， とても，ファン ・デル・ワ ールス式など言う相

手ではない．

(2)的を絞った授業をしたときの効果を示す一つ

の事例

私はさきに， 「授業の上で大切なことは，多くをく

どく言うのでなく， コンパクトに明確に範囲を示すこ

とだ」と主張した この稿の本論はすべてこの精神で

統一した．

これをもう少し具体的に言えば，酸 ・塩基に関する

計算をしようという際，話をひろげていって，

酸 ・塩基にはアルレニウスの定義以外に，プレンス

テッド・ロウリー， ｝レイスらの定義がある．

とか，

弱酸 ・弱塩基 ・電離度に言及するならば，電離定数

を示し，電離度が濃度の関数であるのに対し，電離
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定数は濃度に無関係だから pHを電離定数の関数と

して示した方がいい．

などに言及してはいけないと主張したいわけである．

どこかで割り切らなければならないのである

〔資料 2〕の範囲に的を絞って，第 1学年にこの類題

を試験した 5回の結果を示す． どうにもわかってくれ

ない救いようのない学生もいるが，大部分がよく理解

して，平均 80点前後をとれば満足とすべきだろう．

この方が，ブレンステッドだの電離定数だのを，な

ま噛りに覚えたみせかけだけの学生をつくるよりも余

程ましである． しかも〔資料 2〕は大学入試同等で

ある．因みに国立大共通一次模試での同範囲の出題は

eO. lM酢酸 10mlを中和するのに， O.lMカセイソ

ーダ 10ml必要ということで酢酸が弱酸と言える

か．

•pH 2の水溶液の〔H汀は pH4の何倍か．

この 2題だけで〔資料 2〕より遥かに容易だった．

第 1学年時の 19期生 10期生 11期生[13期生[14期生

100 声ヽヽヽ 5 2 2 6 5 

90 点代 ， ， 10 4 7 

80 点代 ， 12 ， 7 ， 
70 点代 2 6 5 5 11 

60 点代 5 5 1 7 5 

50 点代 5 3 4 4 2 

40 点代 2 1 1 3 

30 点代 3 3 

20 点代 1 1 

10 点代 1 

0 ,___, 10 1 

組平均 I79 I 80 I 81 I 72 I 76 

〔資料幻 1年工業化学科試験問類 ・60分

次の計算をし，答を解答欄に記入せよ．

Avogadro数=6x1023 NH3=17 HCl=36. 5 

Ca(OH)2=74 H2S04=98 CH3COOH=60 

(COOH)2=90 (COOH)22H20=126 log 2=0. 3 

1. 硫酸の 0.6 molは何グラム当量か

2. リン酸 1グラム当置は何 molか

3. 0. 2mol /lの石灰水は何 N か (Nは規定度）

4. 本

(A)各論及び実験項目

以下に各論の対象となる物質を列挙する． この授業

内容は 10数年前の高等学校検定教科書化学B程度で

あって，大学程度の無機化学 ・分析化学・物理化学・
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4- 5 N 希硫酸は何 moI/lか

5. 消石灰 3.7 gを水に溶かして 20lにした溶液は

何 moI/lか

6. 希硫酸 250ml中に純硫酸が 9.8 g含まれている

ならば何Nか

7. 0. 2 N シュウ酸溶液 300ml中に， シュウ酸は何

g溶けているか

8. 0. 2 N シュウ酸溶液 300mlをつくるのには，結

晶シュウ酸を何 g測りとればよいか

9. 6N希硫酸 20mlを水でうすめて 0.3N にする

には，最後何 mlの溶液になればよいのか

10. pH 5 の溶液の〔Hりは pH7 の溶液の何倍か

11. 〔H汀=10-3の液の pHはいくらか

12. 〔H汀=10-3の液 100ml中に圧は何個あるか

13. 0. 02N塩酸の pHはいくらか

14. 0. OlNカセイソ ーダ溶液の pHはいくらか

15. 0. OlN酢酸（電離度0.01)の pHはいくらか

16. 2 N 塩酸 20mlは消石灰の何gを中和するか

17. 酢酸溶液 10ml をとり， カセイソ ーダ溶液で中

和するのに 0.5N溶液 16mlを要した．酢酸は

何Nであったか

18. 33%硫酸は SNでもある． この硫酸の比重はいく

らか

19. 比重 1.8の 98§lる濃硫酸を用い て， 2N希硫酸

200 mlをつくるには，原液を何 ml用いるか

20. 0. OlNカセイソーダ溶液 500ml中に，庄は何

個存在しているか

21. 0. 08Nカセイソーダ溶液 70ml に， 0.04N塩酸

130 mlを混ぜた液の pHはいくらか

22. 空気中の二酸化炭素の量を求めるために 10lの

フラスコに空気をとり， それに O.OlNの水酸化

バリウム溶液 100mlを加えたら，次の反応で炭

酸バリウムが沈殿した

C02+Ba(OH)2→ BaC03↓ +H20 

そこでこれを濾過し去ったが，なお濾液はアルカ

リ性であった． この濾液を中和するのに 0.OlN 

塩酸 40mlを必要 とした この実験は 1atm 

25℃ でおこなった（この条件では気体 1molは

24 lである）．空気中の CO2の体積％を求めよ

論

有機化学的なところに深入りしない．そして，有毒と

危険を伴う実験は教師実験，そうでないものは，でき

る限り学生実験をさせる．学生実験は別に実験書を作

製して与える（実験，そのあとの工業概説も，化学B

に準拠する）．
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また各論は， 1. 工業での製法， 2. 実験室での製

法， 3.物理的性質， 4.化学的性質，5. 用途， 6. 検

出法，を中心に示す．

酸素，水素，窒素，オ ゾン，一酸化窒素，二酸化窒

素，アンモニア， 二酸化イオウ，硫化水素，一酸化炭

素，二酸化炭素，塩素，塩化水素，ョウ 素，水酸化ナ

トリウム，水酸化カルシウム，硝酸，硫酸，塩酸，金

属ナ トリウム，カリウム （以上各論と実験項目，以下

実験項目）

気体の状態方程式を用いた分子贔測定，気体の拡散

中和滴定，その電位差滴定と電導度滴定，酸化還元滴

定 とその電位差滴定，ボルタ ・ダニエル・ 蓄電池，電

気分解，コロイド関係，元素の放電と分光器，‘ノ ック

スレーによる油抽出，分配，染料や合成樹脂の合成，

その他簡単な有機合成，ペーパークロマト グラフィ等．

(B)工業概説

アンモニア製造（ハーバー法）， 硝酸製造（オス ト

ワルド法），硫酸製造（鉛室法 ・接触法），食塩水の電

解（隔膜法，水銀法，水酸化ナトリ ウム・ 水素 ・塩素

• 塩化水素 ・塩酸製造）， 炭酸ソ ーダ製造（ソ｝レベイ

法），軽金属製造（デービー法， ホー）レエルー法），

製鉄工業，重金属冶金， セメン ト，カーバイト， 石灰

窒素製造，顔料，肥料等．

多糖分解 • 発酵，アセチレ ン ・エチ レン付加重合等

による合成高分子，その他の方法による合成樹脂，合

成せんい，合成ゴム等の工業，医薬品 ・染料製造，油

脂工業， ナフサ分解，石炭乾留等

その他折にふれて化学史を話してきかせること，

またそこに登場する人物の性格や工ヒ°ソ ート を話すこ

とは，授業の上で有効な手段であり，私はその人物の

写真と史実をパネルにして実験室に飾ろう と思う．

(C)理論分野

物質をつくっているもの

1. 物質構成粒子は「原子」 「分子」 「イ オン」で

あり ，分子もイオンもまた「原子」からできる．原子

の種類は 100種ほど知られ，原子の種類をいう場合に

は「元素」という．

物質には，原子が結晶をつくって（分子やイオンを

つくらず）できている金属塊や非金属塊（原子結晶），

また，同種の原子がばらばらに活発に一定の範囲を運

動 している不活性ガス （希ガス）や，金属蒸気などが

ある．これらは，原子からできている物質である．

次に， 1種類または 2種類以上の原子が固く結合し

て分子という独立した粒子をつくり， この分子が集合

または 分子結晶をつくって物質になっているものも

ある．酸素ガスは 02, アンモニアガスは NH3 の運

動集合体，水は H20 の流動集合体，氷は H20 の分

子結晶である．砂糖は C12H22011分子の集合固体であ

る．そのほか，デンプンは（らH100s)nで示され，ど

こまでが独立した粒子かわからない 巨大分子である

が，このたぐいは「高分子」と いわれる物質である

もう一つ，原子が陽電気を帯びた「陽イオン」と陰

電気を帯びた 「陰イオン」が結合したイオン結晶でで

きている物質もある．食塩などその例で， Na十と er-

が交互に結合してできている

見方を変えて， Cu,Fe, C, Ne, He, 02, H2, 切などの

一種類の元素からできているものを「単体」， H心，

C12H22011, NaCl等，二種類以上の原子が結合してで

きている純物質を「化合物」という．原子 1個 1個に

は一定の質量があり，化合物はその構成原子の数が決

っているか ら「定比例」の法則が成り立つ．

単体，化合物いずれも純物質について述べたが，現

実のわれわれの前には， 純物質の混り合った 「混合

物」が多く存在している．

2. 物質を構成している粒子 3種類を示し，この 3

種類のも とにな っている粒子 1種類をあげ整理せよ．

3. 金属原子結晶，非金属原子結晶，不活性ガス ，

分子性物質，イオン結晶の例を多数あげて整理せよ．

4. 定比例の法則とはどんな法則か，具体的に，い

くつかの化合物について示せ．

s. 原子と元素とはどう違うか， C12H22011 につい

て，原子は何個， 元素は何種かをいえ．

6. 同素体とは何か，調べて例をあげて答えよ．

原子の形と元素の周期律表

7. 原子はその中心に 「原子核」があり ，そのまわ

りに「電子」が雲をなしてとりまいている．原子核は

「陽子」という陽電気を帯びた小粒と， 「中性子」 と

いう電気を帯びていない小粒とが固く結合してでき

ている．陽子 1個と中性子 1個ずつの質量はほぼ同じ

である．また，各原子はその原子特有の数の陽子をも

っている． この数のことを「原子番号」という．例え

ばその 1番は水素， 6番は炭素，-92番はウラン と名づ

けられている

一方，電子は陰電気を帯びているが，その 1個のも

つ電気量は陽子 1個のもつ電気量 と同じであって，各

原子には，その陽子の数つ まり「原子番号」と同じ数

の電子が存在している．それ故，原子はすべて電気的

に中性である．水素は 1個，炭素は 6個，ウランは92

個の電子をもっている．ただし，電子 1個の質量は陽
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子ま たは中性子 1個の 1/1836である．

その，原子核をと りまく電子は，内側から， 「K,

L, M, N, 0, P」殻と名づけられる軌道に整然として

存在 しており ，それぞれの満員の数は， 「2,8, 18, 

32, 50, 72」個である．原子を 「原子番号」の順に並

ベ不活性ガスを折目にした表を 「周期律表」という ．

下表の空欄を完成せよ．

イオンができる原因

8. 不活性ガス といわれる 「He,Ne, Ar, Kr, 

Xe」 はたいへん安定な原子で，ふつう ，互に結びつ

いて Ne2 などの分子をつ くるこ ともない し，また他

の元素の原子と化合したりするこ とがないこれらの

電子配置をみるに， Heは「 2」個であるが， それ以

外の Ne,Ar, Kr, Xe は共通 して最外殻が「 8」個

である．これが安定の原因だと考えられる．

そこで不活性ガス以外の原子は，電子を手放したり

こミ IA 2A 3A 4A 5A 6A 7A 

1 1 

K 

2 3 4 

K 

L 

3 
11 12 

K 

L 

M 

8 
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電子を他からもら ったり すること によって，不活性ガ

ス型の電子配置になって安定になろう とする．

ところで電子は 「陰」に帯電しているから，電子を

手放 した原子は「陽」イオ ンになり，電子をほかから

もらった原子は「陰」イ オンになる

例えば Naは K,L, M 殻に「2,8, 1」個， また

Mgは「2,8, 2」個の電子があるが，これらはM殻

の電子を手放す と， K,L殻に「2,8」個 となって

Ne と同じ電子配置になる．その結果それぞれは

「Na+」，「Mg四」となる この形は安定なのでこのよ

うになりやすい．

また， Clは K,L, M 殻に「2, 8, 7」個， また S

は「2, 8, 6」個の電子があるが， これらは M 殻が

8個になるまで，ほかから電子をもらえば，K,L, M 

殻に「2,8, 8」個 となって Ar と同じ電子配置にな

る．その結果それぞれ「c1-」 「s2-」 となる．この形

lB 2B 3B 4B 5B 6B 7B 

2゚ 

I 

5 6 7 8 ， 10 

13 14 15 16 17 18 

4 
19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

K 

L 

M 

N ， , 

5 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 
Rb Sr Y Zr Nb Mo Tc Ru Rh Pd Ag Cd In Sn Sb Te I Xe 

6 55 56 57-71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 
Cs Ba ランタ

Hf Ta w Re Os Ir Pt Au Hg Tl Pb Bi Po At Rn ニド

7 87 88 
8ニア9-ク10ドチ3 

Fr Ra 

ラア／クタチ ： トト ：廷 I翠：日立 1翠［土計虐言 I型ii言ti認I翌1点；［店［為I孟訃各；
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は安定なので， このようになりやすい．こうして原子

はイオンになり，帯電する

ところが C は K,L殻に「2,4」個， Si は K,

L, M 殻に「2, 8, 4」個の電子があり，電子を手放す

エネルギーと受けとるそれとのバランスがとれている

ため，陽イオンにも陰イオンにもならない．

元素全体からみる と，陽イオンになりやすい原子や

陰イオンになりやすい原子，イオンになりにくい原子

やイオンにならない原子がある（全く特別な手段でイ

オンになることはここでは省略する）．

それから，イオンのすべてが必ずしも不活性ガス型

の電子配置とは限らない．

H はその K 殻の電子を失って「H+」になる． そ

のほか，原子がいくつか結合してできた原子団からな

るイオン NH!, SOに N03などもある．

g. 不活性ガス型の電子配置をとる陽イオン，陰

イオンを調べ，整理して緩めよ．

1 o. 不活性ガス型電子配置をとらない陽イオンに

どんなものがあるか調べよ．

11. 原子団からなるイオンを調べよ．

周期律表が表わしていることがら

12. 陽イオンになりやすい元素を「金属」とい

い，そうでない元素を「非金属」という．だから周期

律表の左側には「金属」，右側には「非金属」が位置

する．ただし第 4周期については Scから Znまでの

一群の元素の電子配置を見ると，最外殻電子は「 1」

個か 「2」個であって，原子番号が増すにつれて内側

の殻の電子の方が増加している．このことで元素を大

別し，①原子番号が増すにつれて最外殻の電子が増し

ていく一群の元素を「典型」元素，②原子番号が増す

につれて内側の殻の電子が増す一群の元素を「遷移」

元素といっている．この後者の 「遷移」元素は陽イオ

ンになりやすい．族番号でいうと次のとおりである．

典型元素 「1A 2A 3B 4B 5B 6B 7B O」

遷移元素「3A4A 5A 6A 7 A 8 1 B 2 B」

典型元素と遷移元素を比較すると，典型元素には金属

と非金属があるのに対し，遷移元素は「金属」だけで

ある．そこで遷移元素は 「遷移金属」ともいう ．典型

元素は電子配置が規則正しいので，イオンの価数も規

則的だが，遷移元素については，共通の規則性がな

しヽ．

典型元素の化合物の多くは「無」色か「白」色だ

が，遷移元素の化合物には有色のものが多い．

また，遷移元素やその化合物には触媒に用いられる

ものも多く，また錯イオンをつくるものが多い．

典型元素は，周期律表上，縦（同族）のものはよく

似ている一方，横（同周期）では，左から右に向って

金属 ・両性元素 ・非金属と順に移っている．遷移元素

は縦（同族）よりも横（同周期）の元素がよく似ている．

これは， 元素の化学的性質が主として最外殻の電子

(「価電子」という）の数に支配されているからである ．

典型元素の縦をよく調べると，金属側の同族元素で

は下方に位置する元素ほど「陽」イオンになりやす

く，非金属側の同族元素では上方に位置する元素ほど

「陰」イオンになりやすいそれゆえに，周期律表で

は，金属的な元素と非金属的な元素のおおよその境界

線は「左上」から「右下」に向かって引いた線になり

この線付近に金属と非金属の両方の性質をもつ「両性

元素」が存在している．

13. 遷移元素のイオンで身近なものを調べよ．

14. 化合物の色を調べて整理せよ．

15. 錯イオンにはどんなものがあるのかを調べ

よ．

16. 典型元素において，金属側の同族では下方ほ

ど金属的で，非金属側の同族では上方ほど非金属的な

のは何故か．

原子が結合する理由

17- さきに，原子がイオン結晶をつくるとか，分

子をつくるとかいったが，何故，原子は結合しようと

するのかというと，単独でいるときよりも結合した方

が安定であれば，安定な方を選ぶからである．

イオン結合は， 「金属」元素と「非金属」元素の間

で電子を授受して，互に「陽」イオンと， 「陰」イオ

ンになり， 電気引力でイオン結晶をつくる結合であ

る．例えば， Na と Clが出会う時， それぞれ核外電

子を K,L, M, N 殻の順に「 」 の中に書けば Na

は「2, 8, 1」, Clは「2,8, 7」であるが Naが価電

子を Clに与えれば， Naは Na十となり「2, 8」 の

電子配置（これは「Ne」型）， Clは Clーとなり「2,

8, 8」の電子配置（これは「Ar」型）となり， 共に

同時に安定な電子配置になることができる． こうし

て， Na十と Cl―が引き合って食塩のイオン結晶をつ

くるのである

共有結合とは「非金属」元素どうしの間で，電子を

出し合い，その出し合った電子を共有して「分子」を

つくる結合である．例えば Cl と Clが出合うと「2,

8, 7」の電子配置の中，価電子 1個を出し合って共有

すると， どちらも「2, 8, 8」 の電子配置となり，ど

ちらも「Ar」型となって安定し，その結果 Cl2 がで

きる.0と 0 が出合うとそれぞれ「2, 6」の電子配

置の中，価電子 2個を出し合って共有すると，どちら

も「2, 8」の電子配置（これはどちらも「Ne」型）で
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安定し， 02 となる．価電子を 0 や ●で示すと，次の

ようになる．

00  0 0 ．． 
~。 C l ゜＋ ・ Cl •・ o 。Clo・Cl • ． Cl-Cl 

0 0 0 0 ．． 
。0 0゚ 。+ . ．0 ． . 

0゚ 0゚. • 0 •゚ • O=O 
0 0 ．． oo ．． 
金属結合とは 「金属」の原子どうしが結合して金属

塊をつくる原因となる結合である

これは金属原子が集まった時，受け取り手がないま

まにはじき出された各原子の価電子が自由電子となっ

て全金属原子の周囲を動き， 金属原子を束縛してい

るのである．

18. Na20, MgCI2, MgO, AIC13, Al2切の結合

を上例より推理し，電子の授受の関係を理解せよ．

19. HCI, H20, N 2, NH3, CH4, CO2 の結合を上

例にならって示し，その構造式も示せ．

20. NHtを例にとって配位結合を調べ， その構

造式も示せ．

21. 金属の展性，延性，電気や熱伝導の大きい理

由を答え， 電気の良導体 ・半導体 ・絶縁体を説明せ

よ．

同 位 体

22. 先に述べたように，各原子はその原子核の中

にその原子特有の数の陽子をもっている． この数をそ

の原子の「原子番号」という ．原子核の中には陽子と

ともに中性子も存在しているが，中性子の数は，その

原子に特有ではあるけれど，すべての原子に共通の法

則はなし＼

例えば原子番号 6番の炭素 Cでは，その原子核の

中に，中性子を 6個有するもの 98.89 %, 7個有する

もの 1.11 %が自然界に存在 している．

ウランの原子番号は「92」番である． この原子核の

中に，中性子を 143個有するものが約 0.7 %で， 146 

個有するものが 99.3%存在 している．

上 2例のように原子番号が同じで， すなわち「陽

子」の数が同じだが 「中性子」の数が違う元素どうし

を互に「同位体」といっている．その原子のもつ陽子

の数と中性子の数の合計を 「質量数」という．だから

同位体とは「原子番号」が同じで「質量数」が異なる

元素どうしについていう これを表わすには元素記号

の左下に「原子番号」，左上に「質量数」を書いて示

す． したがって，左上の数から左下の数を引けば「中

性子」の数となる．また，元素記号（原子記号）には

既に原子番号が含まれているので，左下の数字はしば

しば省略される．上例の表現は次のようにする．

炭素12「惰C」, 「12c」98.89%

炭素13「情C」, 「13C」1.11% 

ウラン235「喝U」, 「23su」0.7% 

ウラン238「唱U」, 「23su」99.3% 
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化学反応では，原子核の中味よりも，原子核のまわり

に存在している電子の配置，特に最外殻の電子（価電

子）数が主として関係するので，同位体を問題にする

ことは少ないが， 原子核反応工学では， 同位体は重

要である．例えば原子力発電では「z3su」に中性子を

ぶつける時原子核が分裂してエネルギーを出すことを

利用しているが， 「z3su」の方に中性子をぶつける

と，これを吸って唱U になり，続いてひとりでに

喝Npさらに咀Puに変る．だからウランから特に

23suだけとり出すことをウランの濃縮という． しか

しまた 239Puは中性子をぶつけられると分裂してエネ

ルギーを出すので，上述のすべての反応を同時に充た

して効率のよいエネルギーのとり出し方（発電に用い

る）が工夫されている．この原子炉は「高速増殖炉」

といわれている．

23- 原子核反応についていろいろ調べてみよ．

原子・分子の数 ・質量・気体の体積

24. 原子，分子，イオンなどはあまりにも小さい

粒子なので，その 1個の質量はたいへん小さい．例え

ば，炭素原子 1個の大きさは 0.00000001 cm, その質

量は 0.00000000000000000000002 g ほどである． （そ

れぞれを 10-scm, 2 x 10屯 g として示す）

こんな小さいものを 1個， 2個と数えることは実情

に合わないし， 1ダース， 2ダースと数えてみてもま

だ実情に合わないもっともっと大きい数， 6X 1023個

（これをアボガド ロ数という）ずつの集団で数えると

われわれの生活の実情にちょうど合うので 6xl的個

の集団ずつ「1mol」と名づけ， 1mol, 2 molという

単位で原子，分子，イオンなどの集団を扱う．

こうすると， 12c原子の 1mol は 12g になり，

0原子 1molの質墨は約 16g, H原子 1mol は約

1 gになる．

したがって，凡0 分子の 1molは 18g, CO2分子

の 1mol は 44g, CH4 分子の 1mol は 16g, 

らH1206の分子 1molは 180g になる．また，電子

の質量は無視できるので， 02-1 mol も約 16g, H+ 

1 mol も約 1g, Na も Na十も 1molは 23g, Cl 

も Clーも 1molは共に 35.5 g である．

これらの数値をそれぞれ「原子量」 「分子量」 「イ

オンの式量」と名づける．

原子量c 12C=12, 0キ16, H字 1, Na字 23

分子量（これは構成原子量の和になる）凡0キ 18

CO2キ44,CH4キ16, C6H1206キ180
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イオンの式量 ozーキ16, H号=1, Na号=23 (normal temperature and pressuse)で示す．

Clーキ35.5, NH戸 18,so『キ 96 25. 水素原子，水分子，ブドウ糖分子，硫酸イオ

また上で正しい表示は 12(=12だけであって，他は近 ン，アルゴン，それぞれ 1個の質置は何 gか．

似値である.13C = 13. 00335であり，そして C の同 26. 酸化アルミ ニウム Al2切には何％のアルミ

位体の存在率は 12(が 98.89%, 13C が 1.11%だか ニウムが含まれているか．

ら， 12(と 13(の混合物である C の正確な原子量は 27. 酸化アルミ ニウムでは， 9gのアルミ ニウム

12 X 0. 9889+ 13. 00335 X 0. 0111 = 12. 011 に対して何 gの酸素が化合しているか．

すなわち， C =12. 011 が正確だが， 概数で間に合う 28. 結晶硫酸銅 CuS04 • 5H20 の分子 1 個は， 炭

場合には C=12で示す．上の多数例の (12(=12以外 酸カルシウム CaC03の分子 1個の何倍の質量か．

の）すべての原子量はこのような概数を用いてある. 29. 結晶硫酸銅の 99.8 g から何 gの銅をとるこ

したがって字を用いた．正しい原子量は専門書， とができるか．

教科書に必ず書いてあるが， ここでは，今後の計算練 30. 結晶硫酸銅は約何％の酸素を含むか．

習のために概数を示 しておく． 字は省略する. 31- 自然界にホウ素の同位体は lOB が約 20%,

計算練習用の概数原子量

H=l F=19 P=31 Ca=40 

He=4 Ne=20 S=32 Fe=55.8 

C =12 Na=23 Cl=35. 5 Cu=63. 5 

N=14 Mg=24 Ar=40 Zn=65.4 

0=16 Al=27 K=39 1=127 

また，気体分子の 1molは 0℃, 1 atmで測ると

それが何の気体であろうとも「22.4」 lになる．

気体というのは，その気体を構成 している小さな分

子が，その数万倍の大きさの空間を秒速 1000m前後

の速度で，でたらめの方向に飛んでは衝突しているも

のであり，気体の体積とは，その飛行空間を指す．

この空間は気体分子の形や大きさなど問題にならな

いほど大きいため，何の気体であれ，同数個の分子は

同温同圧で同体積を占めるのであり，これはアボガド

ロの法則といわれている

次の空欄を埋めよ．ただし，気体の体積はすべて，

0℃, 1 atm で測ったものとし， これは今後， NTP 

Jmol数叫子数質 l量 (g)I体積(l)

Mg原子 3 X 1023 

切 分 子 6.4 

Hふ切分子 0.02 

NH3分子 1.2 X 1024 

Ca(OH)2結晶 3. 7 

Cl2分子 1. 12 
C3比 分子 1. 12 

Ne原子 4 

Ar原子 6 X 1021 

sz-ィオン 1. 6 

so ~ ―イオン 2.94 

NH! イオン 0.4 

nBが約 80%存在している. B の原子量はおよそい

くらか．

32. 塩素の原子量は約 35.5である． このことか

ら自然界に 3sc1 とは， それぞれ約何％ずつ存在して

いることがわかるか．

気体の法則

33. 理想気体はアボガドロの法則に従い，その気

体分子の種類に関係なく，同温同圧では同数個の分子

は同体積を占める例えば， 0℃， 1atmでは lmol

が「22.4」lを占める

しかし，一定量の気体の体積は加圧すると縮少し，

減圧すると増大し，圧力に「反」比例して変る．これ

をボイルの法則というまた，一定量の気体の体積は

冷却すると縮少し，加熱すると増大し， 絶対温度に

「正」比例して変る． これをシャ Jレルの法則という．

気体の圧力とは気体分子が壁を打って生じる圧力だ

から，閉じ込めた気体の容積を小さくすれば，分子が

壁を打つ頻度が増え，また加熱しても分子がエネルギ

ーを得て活発に活動して壁を打つ頻度が増えて圧力が

増すわけである．一定量の気体の T kevlin, P atm 

における体積を Vlとすれば，ボイル ・シャルルの法

則で「PV/T」＝一定値となる． これを 1mol の気体

とすれば「PV/T」=0.082となる． これを R とおけ

ば「PV=RT」 となる. n mol については「PV=

nRT」となりその気体の分子量を M,質量を wg と

すれば， この式は「PV=w/M • RT」となる． これを

理想気体の状態方程式という

また，気体分子の飛行速度は「分子量」の平方根に

「反」比例する．グレイアムの法則という

混合気体では，その圧力（全圧）は，各成分気体が

持つ圧力つまり「分圧」の「和」になり，各分圧は全

※ ここで体積とは NTP で気体であるものに限 圧を mol数比 （体積比に同じ）で比例配分したもの

り， NTP の体積を記入する になる．これをドル トンの法則という．
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34- 560 ml (NTP)が 1.2 gの気体の分子墨は．

35. 次の気体を軽重の順に並べよ

NH3, CO2, 空気， H2, Cl2, N 2, S02, 02 

36. プロパンは空気の約何倍の質量か．

37. 窒素に対する比重が 1.5である気体の分子量

はいくらか．

38. 水素，窒素の密度は NTPで各々どれだけか

39. 27℃, 380 mmHgで 60mlを占める気体は

NTPでは何 lを占めるか．

40. 127℃, 4 atm で 2molの気体は何 lか．

41. 27℃, 395. 2 mmHg で 500ml の質量が

0. 645 gである気体の分子量はいくらか．

42. NH3と HClの飛行速度 ・飛行距離の比はい

くらか．

43. 空気 (4N2:0りのみかけの分子蜃，質量組

成(%), 3 atm を占めるときの各分圧はいくらか

化学反応式

44- 原子の組みかえが起るために「分子」が変化

する反応を化学反応という ．原子はこの間に消滅も新

生もしないから，反応前後で「全原子」の総和に変化

がない． これを 「質量保存」の法則という．

化学反応式を書くには， 反応前の物質つまり 「反

応物質」の各原子の数の和 と，できた物質つまり「生

成物質」の各原子の数の和が等しくなるように「係」

数をつけなければならない例えば，水素ガスと酸素

ガスの混合物に点火すると爆発的に水をつくるが，水

素原子を 0 とすれば水素ガス分子は co,酸素原子を

Oとすれば酸素ガス分子はCDであり，水分子はQ
となるから，上の反応は，

co + CX) → 旦 ではなくて

coco+ CD → 畠畠
である．これを化学反応式で表わせば

2H叶切 → 2H20 

となる．この 2.1. 2を係数という． 係数は， この

ように，反応し合う分子数の比だから，つまりは mo!

数比を表わしている．

また，気体分子間では，同温同圧のもとでは同 mol

は同体積を占めるから，上の二つを覇めると，

(A)係数は，反応し合う mo!数比を示す．

(B)気体分子間のについては，係数は (mol数比と

同時に）同温同圧における体積比をも示す．

45- 次の化学反応式の係数を定めよ．

二 CHげ ［ 二 02→ 二 CO叶二 H20

こコ KC103→ 二 KC!十二 02

二 NH3十亡コ 02→ 二 NO十二 H20
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46. マグネシウム 6gを燃やすには酸素は何 l

(NTP)必要か．

47. 1. 136 gの鉄線を酸素中で燃やしたとき， あ

とに四三酸化鉄の丸い玉は何 gできるか．

48. アルミ ニウムを塩酸に溶かしたら， NTP で

28 lの水素が発生した．用いたアルミ ニウムは何 gか

49. 亜鉛 6.54 gを充分の希硫酸に溶かしたとき，

発生する水素は 27℃, 2 atmのもとでは何 lか．

50. 炭酸カルシウム 20g に充分の塩酸を加える

と 30℃, 768 mmHgで二酸化炭素は何 l出るか．

51. 500 m3の窒素が充分の水素と完全に化合す

れば，同温同圧のアンモニアは何 m3生じ，費された

水素は何 m3か．

52. ある体積のプロパンガスを完全に燃焼させる

には，同温同圧の空気は体積にして何倍必要か．

熱化学方程式

53. 化学反応が起こる時，発熱したり吸熱したり

する．発熱するのは反応物質が持っている「エネルギ

ー」の総和の方が， 生成物質がもっているそれよりも

大きいからで，吸熱反応はこの逆である．これら出入

する熱を「反応」熱といい，それを書き込んだ化学反

応式を「熱化学方程式」という ．この方程式中に反応

熱を書き込むときは「係数は mol数そのものを示す」

と約束してある． 普通の化学反応式での係数は反応し

合う mol数の比を示しているのだから， この点が根

本的に違う

さて，反応熱には，燃焼熱，生成熱，溶解熱，等が

あるが， これらすべて 「注目する物質の 1mol」につ

いての反応熱を書き込むと約束される． したがって，

熱化学方程式では，注目する物質の係数を必ず「 1」

にする．次の熱化学方程式

1 
H2+-02=H20+68.3kcal 

2 

は， H2の 1molの（つまり NTP で 22.4 l, また

は2gの）燃焼熱，または， H20の 1molの（つま

り 18gの水が止と 02の化合によってできるとき

の）生成熱が 68.3 kcalの発熱であることを示してい

る．またこの方程式のように発熱反応は右辺に＋をつ

けて表わす．

吸熱反応には次のような例があり，吸熱塁は右辺に

- (マイナス）をつけて表わす．

CaC03=CaO+C02-42. 5 kcal 

ここに， 特に学生の理解し難い生成熱に触れてお

＜．生成熱とは，化合物の 1mol が成分単体から化

合によってできるとしたとき出入りする熱であって，

例えばメタノ ール (CH30H) の生成熱は十57.0 kcal 
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だから，
1 

C + 2H叶 —-02=CH30H+57. 0 kcal 
2 

と書く．実際には，こんな反応はない．

54. 燃焼熱，生成熱，中和熱の定義を述べよ．

55. C+02=CO戸 94.1 kal この反応から，炭

素 2.4 gが燃える時の発熱羅はいくらか．

56. アセチレン (C2Hりの燃焼熱は 310.7 kcal 

である． このことを熱化学方程式で書け．

57. エチ ）レアル コー ）レ (C2H50H)の生成熱は

66. 4 kcalの発熱であるこれを熱化学方程式で書け

58. C+02=CO戸 94.1 kcal 
1 

C+-02=C0+26. 4 kcal 
2 

上の 2式より， COの燃焼熱を求めよ．

59. 炭素，水素，アセチレンの燃焼熱はそれぞれ

94. 1 kcal, 68. 3 kcal, 310. 7 kcalである． これより，

アセチレンの生成熱を求めよ．

化学平衡，反応速度

60. 化学反応には一方向きに起こる不可逆反応と

反応が進むにつれて逆向きの反応が同時に起こってく

る可逆反応とがある．

この可逆反応において「正」反応の反応速度と，

「逆」反応の反応速度とが等しくなったため，反応が

停止したように見える状態を「化学平衡」の状態とい

ぅ

この状態を支配する因子は， ①外部の「温度」， ②

反応物質や生成物質の「濃度」， ②気体分子間の反応

では「圧力」の三つであるこの 3因子が平衡状態を

つくるし，また，それを移動させる．

いま，ある反応が平衡状態に達した系があったとし

①それをもっと冷却すると「発」熱する方向に反応が

進み （平衡が移り），加熱すると「吸」熱する方向に

反応が進む．②反応物質をもっと加えてやるか，生成

物質を容器外にとり出すと反応は生成物質側に進み，

反応物質を容器外にとり出すか，生成物質をもっと加

えてやると反応は「反応」物質側に進む．③気体物質

間の反応では，いまよりも加圧すると体積 「減少」の

方向に反応が進み，減圧すると体積「増加」の方向に

反応が進む．これらは「ル ・シャトリ エ」の法則とい

われているものの内容である．

61. 次の反応が平衡に達している時 ( )のよう

な条件の変化を与えると，平衡は右へ移るか，左へ移

るか， どちらにも移らないか (C以外は気体である）

N 2 + 3H2~2NH3 + 22 kcal (冷却）

CO+H20ごCO戸 H戸 11.6 kcal (加圧）

C+H20ごCO叶 H2-44.8 kcal (減圧）

N凸~2N02 -14. 7 kcal (加圧）

N戸3H2~2NH3 (適当な触媒を増す）

N戸3H2~2NH3 (希硫酸の中を通す）

Hふ~2H+ +s2 一 （煮沸する）

NH戸 H20ごNH!+OH-(NH4Clを加える）

N戸3H2~2NH3 (減圧）

62. N02は褐色， N凸は無色である．掲色の気

体を封じ込んで冷したら無色に変った これより

N凸ご2N02の反応は右向きに吸熱か発熱か．

63. 反応速度を速める条件は，平衡を移動させる

条件とは無関係である．化学反応が起こるための必要

条件は反応物質の分子が衝突することである．だから

反応速度を速めるためには，分子の衡突回数を増すよ

うに吸熱反応であろうと発熱反応であろうと「加」熱

する，反応物質の「濃度」を増す．気体ならば「加」

圧する．また，適当な「触媒」を用いる．

電解質 （酸・塩基・塩・ 水）

64. 物質がイオンに分れることを「電離」とい

う．水に溶かしたとき多かれ少なかれ電離する物質は

電気分解を受けることができるので， これらを「電解

質」というそのうちで，大部分または全部電離する

ものを「強」電解質，少しく電離するものを「弱」電

解質という．（全く電離しないものは非電解質であっ

て， ここでは論じない）

電解質には「酸」， 「塩基」， 「塩」それに「水」が

ある．

酸とは，水に溶かしたとき H+を水中に出す水素

化合物のことで，塩酸 HCI, 炭酸 H2C03などである

塩基とは，水に溶かしたとき OHーを水中に出す化

合物のことで， これには金属の水酸化物，例えば水酸

化ナトリウム NaOHなどや，アミンの類，例えばア

ンモニア NH3, アニリンらH5NH2などがある．この

うち， 電離する度合の大きい酸は「強酸」，電離する

度合の小さい酸は「弱酸」， また，電離する度合の大

きい塩基は「強塩基」，電離する度合の小さい塩基は

「弱塩基」といわれる

塩とは， 酸が圧を出した残り （これを酸根とい

う）と塩基の金属イオン (NH4十を含む）が結合した

物質例えば，塩化ナトリウム NaCl, 炭酸ナ トリウム

Na2C03, 塩化アンモニウム NH4Clなどをいう．塩は

水に溶けるとほとんど完全に電離するので強電解質で

あり，水もわずかに電離するので弱電解質である

強電解質 強酸，強塩基，塩

弱電解質ー一弱酸，弱塩基，水

H+ (正 しくはこれが水と結合してできた H30十）は

リトマスを赤変し， 酸味を有するいわゆる酸性を示

し， 一方，OH―はリトマスを青変するアルカリ性を
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示す，互に反対の性質を持っている また， H+ と

OH―は，出合うと H++OH―→ H20 の反応で水に

なる．そこで，酸と塩基の水溶液が出合うと，塩と水

ができる．これを「中和反応」という例えば

塩基 NaOH "', [Na+ OH- Na+ Cl― 塩
→ 

酸 HCI /呵 H+ CI-]比0 水

これを化学反応式で書けば，次のようになる．

HCI+NaOH→ NaCl+H心

公式で書けば，一般に

酸＋塩基→ 塩＋水

の形になる．

65. 次の表を完成し，いくつかの酸と，いくつか

の塩基とを一つずつ組み合わせて中和反応をさせたと

きの化学反応式を書け． この機会に塩の化学式を覚え

よ．

強酸

塩酸（塩化水素）

硝酸

硫酸

塩素酸

過塩素酸

弱酸

炭酸

亜硫酸

亜硝酸

リン酸

ホウ酸

硫化水素

ギ酸

酢酸

シュウ酸

パルミ チン酸

ステアリン酸

強塩基

水酸化ナトリウム

水酸化カリウム

水酸化カルシウム

水酸化バリウム

弱塩基

水酸化マグネシウム

水酸化銅II

水酸化鉄II

水酸化鉄皿

アンモニア

アニリン

尿素

66. 中和反応は H+(酸性） と OH- (アルカリ

性）とが互に打消し合うから，できた塩の水溶液は中

性になると思われやすいが，塩の電離と水の電離が反

応に関与し（これを塩の「加水分解」 反応という），

塩の水溶液は必ずしも中性でなく，弱酸性か，弱アル

カリ性のものもある．つまり，中和反応の完結点は必

ずしも中性ではないだから，中和反応の完結点が弱

酸性の場合には弱酸性域で変色する指示薬メ チルオレ

ンジを用い，完結点が弱アルカリ性の場合には弱アル

カ リ性で変色するフェノ ールフタレインを用いると，

中和完結点を知ることができる．中和完結点が中性の

場合には，上のどちらの指示薬でもよい．

その理由は (101番）の計算問題を解いて示せ．

では，どんな塩の水溶液が何性を示すかは次のとおり
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強酸と強塩基の中和でできた塩の水溶液は「中」性

強酸と弱塩基の中和でできた塩の水溶液は「酸」性

弱酸と強塩基の中和でできた塩の水溶液は「アルカ

リ」性

上のような分類をしても，水に溶けない，いわゆる沈

殿物であれば，分類に関係なく，水にいれてもその水

は中性である例えば CaC03は弱酸と強塩基の中和

でできた塩だが，沈殿物だから水にいれても水は中性

67. 次の塩の水溶液は中性か，弱酸性か，弱アル

カリ性か．ただし，沈殿物は無条件に中性である

CuS04, KC!, Ca(N03)2, NH4Cl, CH3COONa, 

Na2C03, CaC03, Cu(N03)2, FeS04, NaHC03, 

NaCl, AgCI, (NH4)2S04, Na2S03, Ca(HC03)2 

酸化物

68. 酸素 と他の一種類の元素 との化合物を酸化物

という．酸化物の中には電解質と深い関係のあるもの

が多い．

非金属の酸化物の多くは「酸性酸化物」であり，水

に溶けるものは，水に溶けたとき「酸」の水溶液をつ

くる．例えば， 三酸化イオウ S切は， (S03+H20→

凡S04)水に溶けて硫酸になる． また，水に溶けるも

のも溶けないものも含めて，塩基の水溶液に溶けて塩

と水をつくる（広義の中和反応）

S03+2NaOH→ Na2SO、1+凡〇

金属の酸化物の多くは 「塩基性酸化物」であ り，水

溶性のものは水に溶けたとき 「塩基」の水溶液をつく

る．例えば，酸化ナトリウム Na20は (Na20+H心

→ 2NaOH)の反応で水酸化ナトリウムになるまた

水溶性のものも不溶性のものも，酸の水溶性に溶けて

塩と水をつくる（広義の中和反応）

Na20+H2S04 —• Na2S04+H20 

酸性酸化物

CO2 S02 S03 

P203 P205 N02 

Cl20 Cl201 Si02. 

塩基性酸化物

Na20 K20 CaO 

BaO Mgo・Feo・ 

Fe203. CuO. ・ 不溶

69. 上の各酸化物の，水との反応，および，酸あ

るいは塩基との化学反応式を整理せよ．

70. 酸性でも塩基性でもない酸化物を調べよ．

硬水と，その軟化

71- 石けんの泡立ちを悪くする水を硬水という．

石けんとは，例えばステアリン酸ナトリウムのような

もので， ミセルコロイドをつ くっ て水に溶け，洗浄作

用をする． それに，例えば CaCl2の溶けた水などを

加えると，次の反応で石けんが沈殿物になってしまう ．
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2C17叫 COONa+CaCl2

→ (C17叫 C00)2Ca↓+2NaCI 

このような作用は MgCl2, CaS04, MgS04, 

Ca (HC03)2 —> CaC03↓ +H20+C02↑ 

(2)永久硬水

CaCI2, MgCl2, CaS04, MgS04を含む水．

Ca(HCO山， Mg(HCO山を溶かしている水でも同様

で，要するに， Caz+,Mgz+を含む水が硬水である．

硬水を軟水に変えるには，硬水中の Caz+, Mgz+を

CaC03↓ , MgC03↓ の沈殿にしてしまえばよい．

これは煮沸したのでは永久に軟化しないという意味

で， Na2C03を加えると軟化させることができる

CaCI2 + N a2C03→ CaC03↓ +2NaCI 

この，硬水の軟化方法で次の二つに分類できる．

(1)一時硬水

Ca(HCO山， Mg(HCO山を含む水．

これは，煮沸すると軟水に変わる．

72. 石灰水に CO2 を通じると，ーたん白い沈殿

を生じるが，なお通じ続けていると，この沈殿は消失

する．この液を煮沸すると再び白い沈殿が現われる．

この現象で，硬水，石灰洞，鐘乳石，石筍，罐石など

を説明せよ．

金属のイオン化列と酸との反応 73. 下の各反応を，化学反応式で整理せよ．

/ K Ca Na [ Mg ! Al Zn Fe [ Ni Sn Pb ! (H) : Cu I Hg i Ag I Pt Au 

希 硫 酸 凡Kあ,るをCa発,生Nしaつとつの溶反け応るはきわめて激しく危険で

塩 酸

酸 酢 酸
反応 しな い

また，硫なPb は酢酸酸ICは徐表々 に溶沈殿け膜るが作， かえっ
と な ど て希け 酸や塩には， 面に をるから

溶い

の
酸 複生雑はなな反い応を起こしながら溶けるが， 止の発 NOを発生しながら溶

反
希 硫

ける 晨
上に同だ じ

に

応 注娠往1 硫 酸 溶た し，Al,Fe, Cr, Niは不動態を作るから Nけ0る2を発生 しながら溶 の

けなし‘ 、合

熱した濃硫酸 上たに同だしじ，Fe, Niは溶けないことがある I 
Sけ0る2を発生 しながら溶

る

になり， 庄 は Hzになったのだから， H よりも Zn

イオン化傾向と，酸化カ ・還元力，電池 の方が陽イオンになりやすいこ とがわかる．つまり ，

74. 物質AがBから電子を奪った反応があれば， 陽イ オン化傾向は， Zn>H であることがわかる．

AはBを酸化「した」， BはAから酸化「さ れた」 と 同様な実験として， 亜鉛を酢酸鉛溶液の中に入れる

いう．物質 CがDに電子を与えた反応があれば， Cは と鉛が析出し，亜鉛が溶ける．反応式は上 と同形式で

Dを還元「した」， DはCから還元「された」 という. Zn+(CHぶ00)2Pb→ (CH3C00)2Zn + Pb 

化学上の定義である. (Zn +Pb2+→ Zn2++Pb) 

実例 として， 亜鉛を希硫酸に入れる と水素を発生す これより，イオン化傾向は「Zn」>「Pb」

る反応は次のとおりである． （ ）はイオン反応式 また，銅を硝酸銀溶液にいれると銀が析出し，銅が

Zn十凡S04→ ZnS04 +H2↑ 溶ける． 銅が溶ける と Cu2+になり青色溶液に変わ

(Zn +2H十→ Zn2++Hりる．

この場合，次のように言うことができる. Cu+2AgN03→ Cu(NO山 +2Ag

Znは H2S04を 「還元した」 (Cu+2Ag十→ Cu2++2Ag) 

比S04は Znから「還元された」 これより，イ オン化傾向 は「Cu」>「Ag」

比S04は Znを 「酸化した」 このような実験の積み重ねで，金属のイオン化列が

Znは H2S04から「酸化さ れた」 次のようになる．

相手を酸化する物質を 「酸化剤」，相手を還元する物 K, Ca, Na, Mg, Al, Zn, Fe, Ni, Sn, Pb, (H), 

質を 「還元剤」 という． 酸化剤は自分は「還元」さ Cu, Hg, Ag, Pt, Au 

れ，還元剤は自分は 「酸化」さ れる．上の反応で酸化 再び，酸化還元の定義に戻れば， Cuは AgN03を

剤は「Hふ0凸 還元剤は「Zn」である． また Zn は (CH3C00)2Pbを「還元」して いるか

また上の反応は見方を変えれば， Zn はあとで Z印 ら，イオン化傾向の大小と比べれば，還元力も
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「Cu」>「Ag」, 「Zn」>「Pb」であって， つまり，

イオン化傾向が大きい金属ほど還元力が強いことにな

る．換言すれば，イオン化列とは，還元力の強弱の列

のことである

これによると，カリウム，カルシウム，ナトリウム

などは非常に還元力が強いことがわかる．事実これら

は水にいれると，水が出すごく僅かな H↓ に電子を与

ぇ，庄を「還元」する．反応は次のとおり

2Na+2H20 → 2NaOH+H2↑ 

K, Ca も同型で，激し く「H2」ガスを発生し，あ

とに塩基の溶液が残る

さて，以上にあげた例は，電子の授受がおこなわれ

るが， その電子を針金の中に一方向に流すことはで

きない．そこで電子の流れをつくり出す工夫としてボ

ルタの電池が発明された．イオン化傾向（還元力）の

大きい金属と，小さい金属を接触させると大きい方は

単独の時より大きく，小さい方は単独の時より小さく

なるので，例えば ZnとCuの板を針金でつなぎ，希

硫酸中に浸すと，亜鉛が溶ける時に Znかになるが，

手放された電子は針金を回って銅板に引きつけられ，

Zn→ Cuに電子の流れ（電流）をつくり出すことが

できる．ただ， Cuは電子を受けとっても自分が陰イ

オンになるわけではなく，希硫酸中の H+が銅板の表

面からその電子を受けとるので，
I 

亜鉛板で Zn→ Zn 2+ + 2e― 

/c針金）

銅板表面で 2H+ + 2e一 ~ 田↑
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この場合， Znは「酸化」され， H+ は「還元」 さ

れたということができる．

非金属の代表であるハ ロゲ ンでは，次のような反応

がある．海水からョウ素を得る反応で

2KI+Cl2→ 2KC!+I2 

(21―十Cl2→ 2Cl―十Iり

この場合は Cl2は KIを 「酸化」している また

は，陰イオン化傾向は「Cl」 >「I」． これはハ ロゲ

ン元素どうしであるが， もっと広げれば，陰イオン化

傾向，酸化力の大小として，次の列になる

F, Cl, Br, I 

75. 金属の（陽）イオン化傾向が大きいというこ

とと， 還元力が大きいということの同意語を確認せ

よ．

76. 非金属の陰イオン化傾向が大きいというこ と

と，酸化力が大きいということの同意語を確認せよ．

77. ボルタの電池から考えて，一般に，極板の金

属のイオン化傾向の大小 と電極の正負の関係を述べ

ょ．

78. ブリキとトタンについて， 傷口がぬれた時の

傷み方を電池模型で説明し， また両者の長短を述べ

よ．

79. 電池の分極とはどんなことか調べ，分極を防

ぐ工夫をどこに用いたかを考えながら， ダニエル電

池，乾電池鉛蓄電池，アルカリ 蓄電池について調べ

よ．

80. 酸化 ・還元の反応の判別に，酸化数を用いる

とたいへん便利である．これを充分に勉強せよ

酸塩基反応 （中和反応）と酸化還元反応の計算

81. 酸塩基反応（中和反応）のための当量の定義 （当量=equivalent=同価値量）

以下，いくつかの酸 ・塩基の電離（水に溶けてイオンに分れる）の様子を示す．

塩酸 HCl→ H++c1- I 水酸化ナトリウム NaOH → Na++oH-

硝酸 HN03→ H++N03 水酸化カリウム KOH→ K++oH-

硫酸 H2S04→ 2H++soi― 

＇ 
亜硫酸 H2S03~2H+ +so『

炭酸 H2C03 ~2H+ + CO『

酢酸 CHぶOOH~H+ + CH3Coo-

水酸化カルシウム Ca(OH)2→ Ca2+ +20H-

アンモニア NH戸H20~NHt+OH-

水酸化鉄II' 同ill, 水酸化銅 II(水に不溶，酸に溶ける）

シュウ酸 (COOH)2~2H+ +(COO)~ - I 註.H+しま酸性， OH―はアルカリ性，→完全電離，二不完全

中和反応は，酸が出す H+ と塩基が出す OH—とが ' ' - ' 
酸 11 m叫叶羞I塩基 ¥lmol¥ J羞

結合して水をつくるために起こる. H++OH―→ H心

これより， H+, OH一の 1molずつがちょうど中和

し合うことがわかる （以下比例）．そこで．

庄を 1mol出す酸の量を，酸の lg当量

OH―を 1mol出す塩基の量を，塩基の 1g当量

という． このことから，塩酸や水酸化ナトリウムな

どは 1molが lg当量，硫酸や水酸化カルシウム

などは 1/2 molが lg当量である（右表）．

I 
HCl I 36. 5 36. 5 NaOH 40 40 

HN03 163 63 KOH 56 56 

H2S04 98 49 Ca(OH)2 74 37 

CH3COOH 60 60 NH3 17 17 

(COOH)2 90 45 

(COOH)2 •2H20 

126 63 
1 molにも lg当量にも
この数字にgがつく．
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以

過

重

ハ

硝酸 （希硝酸）

（濃硝酸）

熱濃硫酸

過酸化水素

N03+4H++3e―→ NO↑ +2H心

N03+2H++e―→ N02↑ +H20 

so『+4H++2e―→ S02↑ +2H20 

H2切+2H++2e―→ 2H20 

シュウ酸 (COO)各― → 2C02+2e― 

亜硫酸ガスと亜硫酸ナトリウム

SO叶嗅0→ SOi―十4H++2e-

SO『+H20→ so ~ ―十2H++2e― 

酸化還元反応は，遠元剤が出すもを酸化剤が受けと

るために起こる．つまりやりとりする e―は同一のも

のである．そこで，

e―の 1mo! を取る酸化剤の量を，酸化剤の 1g当量

eーの 1mo! を出す還元剤の量を，還元剤の 1g当量

というこのことから，過マンガン酸カリは 1/5mol 

が 1g当量，過酸化水素やシュウ酸は 1/2 mo! が

lg当量， ョウ化カリや塩化鉄IIは 1 mo! が 1g当

量である （右表）．

83- 溶液の規定濃度の定義と，中和や酸化還元反応完結の条件

酸化剤 lm叫］贔 I還元剤[1 mol I J贔
KMn04 158 31. 6 Hふ 34 17 

恥Cr07 296 49. 5 KI 166 166 

Cl2 71 35. 5 SnCl2 190 95 

Br2 160 ' 1 so Na,SO, 126 63 

H202 34 17 (COOH) 2 90 45 

(COOH)2•2H20 

126 63 

そこにある溶液を 1lに換算 したとき， ag当量の溶質が溶けていれば， a規定溶液 (aN) という．

例えば中和剤としての硫酸 14.7 gが水に溶けて 2lになっている溶液では，溶質は 14.7 /49=0. 3 g当量だから，

l l中には 0.3/2=0.15規定となる．一般に，溶質の g当量数/V(l)= n規定 だから分母を払って，

溶質の質量(g)

溶質の 1g当量(g)
= n• V(l) 

酸塩基の中和反応でも， 酸化還元反応でも， 酸(A),__,塩基(B), 酸化剤(O),__,還元剤(R)のそれぞれの g当曇が

等 しい時，反応が完結する．それゆえ反応完結の式は， nA叫 =n砂 B, n。v0= n砂 R

84. 希硫酸 250ml中に純硫酸が 9.8 g含まれて pH=-lo臥H汀 と定義され，上記は pH=5となる

いるならば，中和剤として何N希硫酸か． すべての水溶液で， 〔Hり・〔OH-〕= 10-14_ 

85. 水酸化ナトリウムの 6gが水に溶けて 0.2N また 〔H+〕=nAaA, 〔OH-〕=nBaBであ

溶液になっていれば，その溶液は何 mlか． る.aは電離度で，強酸や強塩基の希薄溶液では 1.

86. 中和剤としての 0.2 N シュウ酸溶液 300ml 93. 〔H汀=l0-3の液の pHはいくらか．

の中に溶けている溶質のシュウ酸は何 gか. 9 

87. 上記のシュウ酸溶液をつくるには結晶シュウ 9 、 ← 

酸を何 g溶かせばよいか．

88. 33%硫酸の比重は1.2である． この希硫酸は 9 

中和剤として約何Nか. 9 

89. 6N希硫酸 20!TI 1を水でうすめて 0.3N に 9 

するには，何 mlの溶液になるまでうすめればよいか

90. 比重 1.8の98%濃硫酸を用いて 2N希硫酸 9 --

の 200mlをつくるには，原液何 mlをとればよいか ウム溶液 130mlを混ぜた液の pHはいくらか．

91. 酢酸溶液 10mlを， 0.5N水酸化ナトリウム 100. 0. 08N水酸化ナトリウム溶液 70mlに，

溶液で中和するのに 16mlを要した酢酸は何Nか. 0. 04N 塩酸 130mlを混ぜた液の pH はいく、らか．

101. 三角フラスコに 0.1N塩酸が 10ml はいっ

92. 水素イオン濃度 .pH ている． これに向って 0.1N水酸化ナトリウム溶液を

水素イオン濃度は 〔H+〕で表わし，単位は mo!/lで 滴下していく ． この滴下する体積を xmlとし， X を

ある． 〔H汀=l0-5 とは 10-smo! /lのことである. 0, 5, 9, 9. 9, 9. 99, 9. 999, 9. 9999, 10, 10. 0001, 

4. 

5. 

か．

6-

7. 

s. 
か．

g. 
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10. 001, 10. 01, 10. 1, 11, 15, 20, BOD とは，生物化学的酸素消費量のことである

とした時（滴下したあと必ずよく振り混ぜること）， これは，検水中に存在する有機物が生物化学的に分解

その各 x値に相当する pH を求め，縦軸を pH,横 される間に消費する酸素の量のことである．これは一

軸を X としたグラフを描け．また，そのグラフの中に 定期間（普通 5日間）検水を 20℃ で密閉容器中に保

フェノ ールフタレインとメチ Jレオレンジの変色域を書 った場合の溶存酸素の減少量で表わされる. BOD の

き入れて，この曲線と二つの変色域の関係を調べよ． 測定には KMn04ではなく別の方法が用いられる．

なお， ビュレッ トから滴下される液の 1滴を 0.03 ml BODの環境基準もだいたい COD と同程度であ

とすれば，中和点が中性なのに指示薬にどちらを使っ る．これを超える水は公害の対象になる．

ても理論上誤差が出てこないことを調べよ．

102. ョウ化カ リウムの 1molは， 過酸化水素の

何 molを還元することができるか．

103. 硫酸酸性の過マンガン酸カリウムの 1mo! 

は硫化水素の何 molを酸化することができるか．

104. 二酸化イオウの 1mo! は，塩素の何 mo!を

還元することができるか．

105. 亜硫酸ナトリウムの 1molは， 硫酸酸性の

過マンガン酸カ リウム何 molを還元することができ

るか．

106. 塩酸酸性の重ク ロム酸カリウムの 1molは，

塩化スズ (II) の何 molを酸化することができるか．

107- 重ク ロム酸カリウム 0.8N 酸化剤溶液を250

mlつくるには，結晶を何 g測りとればよいか．

108- 過マンガン酸カリウムの結晶 6.32 gをとり，

水を加え，希硫酸を注いで全体で 2.5 lにしたこの

溶液は何Nの酸化剤溶液か．

109. 上でできた溶液の 10mlをとり，ある濃度の

シュウ酸で滴定したところ，その 13.2 mlで上の溶液

の赤紫が消えた． シュウ酸は何Nの還元剤溶液か，ま

た， このシュウ酸 200ml中に溶質は何 gはいってい

るか．また， このシュウ酸 200mlをつくるためには

結晶シュウ酸を何 g溶かせばよいか．

COD-BOD 

COD とは， 化学的酸素消費量の ことである． これ

は，一定の強力な酸化剤を用いて一定の条件で検水を

処理した場合に，消費される酸化剤の量を表わしたも

のであり，試料水の中に被酸化性物質がどのくらいあ

るかを示そうとするものである．被酸化性物質として

は，各種の有機物，亜硝酸塩，第一鉄塩，硫化物など

があげられるが，特殊な水を除けば有機物が主要なも

のであって， COD を有機物の尺度と考えてさしつか

えない場合が多い．測定方法には過マンガン酸カ リウ

ムを用いる方法が普通である．

KMn04 : 31. 6 mg/1=02 : 8 mg/l=COD: 1 meq/l 

COD の環境基準は水の性質や場所によって違うが

lPPMから lOPPM以内程度に定められている．

電気分解

11 o. 電子や陽子（どちらも 1個ずつの電気量は同

じ）の 1mo! が有する電気量を 1ファラデーと定義

する． すると， 1価のイオン (Ag+, Cl―等）が 1

mo! 集まれば電気盪は「 1」ファラデー， 2価のイオ

ン (Cu2+,02―等）が 1mo! 集まれば「 2」ファラ

デー， 3価のイオン （例 AW) が 1mo! 集まれば

「3」ファラデーだから，逆に，これらのイオンが 1

ファラ デーの電気量をもつだけの量を考えれば，

1価のイオンでは「 1」mo!

2価のイオンでは「1/2」mo!

3価のイオンでは「1/3」mo!

この， 1ファラデーの電気量を持つイオンの 量を，

「イオンの 1g当量」と定義する

こう考えれば，電気分解をしようとする電解槽に向

かって，外部の電源から 1ファラデーの直流を流せば

どの電極でもイオンが 1g当量変化する． これをファ

ラデーの電気分解の法則という

電気羅にはク ーロ ンの単位もある

1クーロ ン=(1アンペア X 1秒）

であり， 1ファラデー=96500クーロンに当る

外部電源の 1ファラデーでイオンの 1g当量が変化

して，それに相当する原子や分子になるから （この逆

反応もあり，同じ計算で求めればよい） 1ファラデー

で変化する原子の量を示すと次のようになる．

原 子 1 原子量、I , 1ファラデーで変化する量

Ag 108 g 

Cu 63. 5 g 

Al 27 I g 

H 1 g H2となって l 

Cl 35.5 g Cl2となって l 

゜
16 g 切となって l 

(NTP) 

さて変化とは何かというと，電解槽にいれてあるの

が，水を含まない電解質の融解液，例えば融解 NaCl
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融解 Al2切の場合陰極 ・陽極にはそれぞれ「Na」

析出「Cl2」発生，「Al」析出「O旦発生となる．

電解質水溶液の電解では，先ず， 電極自体が変化す

ることのない Pt,C などの電極を用いた場合，電極

で変化するイオンは，溶質が出すイオンのほかに，水

が出している「H+」「OH-」を考慮にいれなければな

らない． どう考慮するかといえば，多くの場合，陽イ

オンどうしのイオン化傾向の大小，陰イオンどうしの

イオン化傾向の大小を比べ，小さい方が出る と考えれ

ばよい．陽イオン化傾向は既に周知だが，陰イオンで

は，ふつう，次の列だけ知っていれば間に合う．

ci->oH->N03, SO『

例えば， NaOH水溶液の電解では， 陽イオ ンは Na+

と Hご陰イオンは OH―である ． そこで陰極ではH2

の発生，陽極では切の発生となる. (OH―が変化す

るときには， 40H―→ 2H20+02↑ +4eーの変化で02

が発生する）

次に電極自体は変化しない場合の一つで，電極で変

化するイオンが，イオン化傾向の小さい方ではなくて

大きい方が変化する場合がある．例えば， NaCl水溶

液について水銀を 陰極に 用いると， 水銀の表面から

H2が発生 しないで水銀中に Na+が析出し， ナトリウ

ムアマルガムができる．これは水銀電極は H2の発生

をさせにくいからで， 「水銀は水素過電圧が大きい」

というこれは水銀法工業に利用 されている

最後に，陽極が溶ける場合を示す．水溶液中の陽イ

オンが陽極に使っている金属と同じ元素である場合，

例えば AgN切溶液の電解に「Ag」を陽極に， また

CuS04溶液の電解に「Cu」を陰極に用いると，それ

ぞれ，陽極の「Ag」,「Cu」が溶けていく． これは銅の

電解精錬や銀メッ キ等に利用されている．

111. 次の各電解での，両電極での変化を考えよ．

安定電極 NaOH融解液 白金電極 CuCI2水溶液

安定 II KCl 白金” CuS04 11 

炭素 II Al203 ／／ 白金 II AgN0311 

白金 II NaOH水溶液 水銀陰極 NaCl II 

白金 II H2S04 II 銅 電極 CuS04 11 

白金 II NaCl II 銀 ” AgN03 11 

112. 硝酸銀溶液に陽陰ともに白金板を用い， 2ア

ンペアの電流を 32分 10秒使ったとき，電極でどんな

変化がどれだけ起こったか．

113. 硫酸銅溶液に 2枚の白金板を浸したものと，

硝酸銀溶液に 2枚の銀板を浸したものとを直列につな

いで電解し，銅が 6.35 g 析出したところで電解を中

止した．各電極での変化塁 （質量と気体なら NTPで

の体積も）はどれだけか．

114- 硫酸銅溶液に 2枚の銅板を浸 し， 2アンペア

の直流を用いて電解したら，陽極が 12.7 g 溶けた．

この電解は何時間何分何秒かかったか．

115. ある金属 (M)2. 32 gを塩酸に溶解したとき

生 じた水素の体積は 27℃, 1 atm で 1.23 lであっ

た． この金属を硝酸に溶かして 4.64 g 析出させるに

は何ファラデーの電気量が必要か．またこの電解に 1

時間 4分 20秒かかった． 何アンペアの電流を用いた

のか．

主な金属イオンの反応

(1) イオン記号で書いてあるものは，すべてそのイ

オンを含む塩の水溶液で，水に溶けているとする．

(2)沈殿物はその右に ↓をつけてある

(3) -->の上に書い てある NaOHaq と NH3aq

とは，その水溶液を加えるという意味であり ，aq と

は aqueoussolutionの略また凡S(g) はそのガ

スを通じるという意味で， gは gas のこ とであ る．

(4) NaOH→化学式NaOH→と あるのは， 先ず左側

の NaOH溶液を加えて，ーたん沈殿を生じたら，っ

いで，同じ試薬を過剰に加えるこ とを意味する．

(5) ->の先の Xは，ーたんできた沈殿が，再び同

一試薬の過剰には溶けないことを意味する

下表は， 金属イオンに関する無数の反応のうち，ご

く代表的な 5種のイオンをとりあげただけであるが，

これだけをもっ ても，かなり金属イオンの共通な反応

性をうかがい知るこ とができる．以下に列挙する．

NaOH aq 
Al(OH)3 ↓ 

NaOH aQ 
~Al02 

Al(OH)3↓ 
NH3aq 

) X 

NH3aq ——• Al(OHh↓ 

NaOH aq NaOH aq 
Zn(OH)2↓ -—• ZnO 

2-
2 

z~+ Zn(OH)z 
↓ NH3 aq 

rZn(NH噂f-

NH3aq 
) ZnS ↓ 

NaOH aq NaOH aq 
Fe(OH)3↓ :t X 

NH3aq 
Fe(OH)3↓ ~ X 

NHJaq ↓ 
> FeS + S t 
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NaOH aq 
Cu(OH)2↓ -—+ X 

Cu(OH)z 
↓ NH3aq 

CuS 
↓ 

NaOH aq 

Ag2 0 
↓ NH3aq 

Ag+→ .. -'一‘

Ag2S ↓ 

>- Cu(NH3)2+ 
4 

) X 

十

>- Ag(NH山

NH3aq 
AgCI ↓ )c-- Ag(NH玉

(1) Alゃ Znなど両性元素がつくる水酸化物，

Al(OH)3ゃ Zn(OH)2は， 両性電解質であるため，

強塩基， すなわち， NaOHの溶液には中和して溶け

るので， AJ3+ゃ Zn2+の溶液に NaOH溶液を加え

ると，ーたん沈殿を生じ，その過剰にその沈殿は溶け

る． これは， AJ3+,Zn2+, Sn2+, Cr3+, Pb2+などの

両性元素のイオンに共通な反応である．

(2) Zn2+, Cu2+, Ag十などの遷移金属のイオンは，

錯イオン（コンプレックス）をつくりやすく，特に，

NH3とつくりやすい． これは NH3 のNが配位結合

するのであって，錯イオンの形は，

H3N NH 
"- / 3 

／ 
-"Zn2+ 

＼、
H3N→ Ag十←NH3 

H3N NH3 

等である．それ故， Zn2+, Cu2+, Ag+の溶液にNH3

水を加えると，ーたん沈殿を生じ，その過剰にその沈

殿は溶ける． このような反応は， Zn2+, Cu2+, Ag+, 

Co2+, N戸， Cdが 等の遷移金属に見られる

(3) イオン化傾向の大きい金属のイオンは， Hふ中

の s2ー との化合物が水に対してよく溶けるので沈殿

物をつくらない. K2S, Na2S, CaS, MgS等がそれで

ある．イオン化傾向中位の金属のイオンは，液が酸性

だと硫化物の沈殿をつくらないで，中性かアルカリ性

の液中では沈殿する. Al2S3, ZnS, FeS等がそれに当

る（ただし， Alふは加水分解して，かわりに

Al(OH入が沈殿する）．イオン化傾向が小さい金属イ

オンの硫化物は，液がアルカリ性でも中性でも酸性で

も沈殿してしまう. CdS, CuS, Ag2S, HgS等がそれ

に当る．前表はそのつもりで見てもらいたい．

(4) Ag+は特に c1-を加えると沈殿をつくる．こ

れは， Pb2+, Hg『と共に 3種だけである．
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116. 次の二つの組みの混合溶液から両者を分離す

るには，どうすればよいか. Zn2+と Cu2+, Ag十 と

Fe3+, AP十と Zn2+,Fe3+と Cu2+,Al3+と Ag+,

Fe3+と Zn2+, Cu2+と Al3+, A!3+と Fe豆

117- 硝酸アルミニウム，硝酸亜鉛，硝酸鉄(III)'

硝酸銅，硝酸銀の混合溶液から，次の試薬，すなわち

NaOH, NH3, HCl の各溶液と，比S ガスを用いて

各金属成分を含む化合物に分離し，一覧表をつくれ．

物質の三態と，溶液の束一性

118. 分子性物質はその温度を変化させることで，

気体一液体一固体と変化する． これは分子闇に引力が

あることと，一方分子はその温度に応じた熱運動をし

ていることの両方の兼ね合いで現われる．

熱運動が大きいと引力に打ち勝って分子が飛び回る

から気体となり，熱運動が小さいと引力が強く作用し

て，液体，固体となる．

熱運動をしている液体分子を考えてみると，一定の

温度においても，エネルギーの大きい分子と小さい分

子があり，大きい方は液体分子間の引力を振りきって

液の表面から外に飛び出す． これを「蒸発」という．

さて密閉した容器中でこの蒸発が起こると， 蒸気に

なった分子の中には液体の中に戻るものが出て，やが

て蒸発する分子と，戻る分子の数が等 しい相平衡 とな

る． この時，蒸気の部分が示す圧力を，その温度にお

ける「蒸気圧」という．水は 40℃ での蒸気圧は約50

mmHg, 80℃ で約 350mmHg, 100℃ で 760mmHg 

だから， 外圧が 760mmHg (1 atm) の空気中では

100℃ で水の内部からまで蒸発が起こる．これを「沸

とう」という．すなわち，水の沸点は 1atm のもと

で 100℃ であるもし外圧を減圧して 350mmHgに

すれば水は 80℃ で沸とうする．

一方水の凝固点 （氷点）は 1atmの下で 0℃ であ

る

さて，水に溶質を溶かした溶液にすると水だffの時

よりも水の蒸気圧は下り，そのために 1atm のもと

で 100℃ ではまだ沸とうせず，沸点は上昇する．また

0℃ では凍らず，凝固点（氷点）は降下する． この傾

向は溶媒が水でなくても適用できて，そこにある溶液

について，溶媒を 1kgに換算 したとき溶質が 1mo.1 

溶けていれば， 沸点はモル沸点上昇度 Kb だけ上昇

し， 凝固点はモル凝固点降下度瓦だけ降下する．

水の Kb=O. 52° 

Kf=l. 86° 

これはラウールの法則といわれ， 溶質粒子の数だけ

に関係してその種類に関係しない． 束一性といわれ

る．
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119. 水 100g にブドウ糖 (C12H22011)の 3.6 gを

溶かした溶液の沸点，凝固点はそれぞれ何度か．

120. イオウの結晶 2.2 gを二硫化炭素 40.0 g に

溶かした溶液は 46.7℃ で沸とうした. CS2 の沸点

46. 2℃，そのモル沸点上昇度は 2.30である. CS2 中

に溶けているイオウの分子量はこの実験からいくらと

なるか．また S=32より， どんな分子として溶けてい

るか．

121. 溶液の束一性に浸透圧の現象がある．浸透と

は何か， 浸透圧とは何か． これに関して詳しく調べ

よ．

コロイド状態

122. イオン反応のところで， Fe3+(FeC13溶液）

に NaOH溶液を加えると Fe(OH入の赤褐色沈殿を

生じることを知った． しかし， FeC13溶液を，沸とう

している水に注ぐと， Fe(OH入の赤い溶液になる．

この溶液は，横からレンズで光を集めると光の通路

が見える「チンダル」現象を示し，限外顕微鏡で見れ

ば，溶質粒子が不規則に活発に動きまわっている「ブ

ラウン」運動を見ることができるまた，この溶液を

セロハンでつくった袋や牛のボウコウ膜に入れて水に

浸しておいても，中の赤い溶液はこれらの膜にある小

孔の目を通らないことがわかる． この実験では外側の

水の中に，赤い溶液と一緒に含まれていた H+とer-

は膜の小孔の目を通って外へ出ることが，検出反応に

よってわかる このようにして両酋を分ける操作を

「透析」というが， これらのすべての現象からみて，

赤い溶液中の Fe(OH入である溶質は，かなり大きな

粒であることがわかる． しかし， Fe(OH)3の分子 1

個は小さいから，この場合の溶質の Fe(OH)3の粒と

いうのは， この分子がきわめて多数で集合しているこ

とがわかる． しかし， セロハンの小孔は通過しない

が，濾紙の小孔は通過し，沈殿物になるほどに多数は

集合していない．実は 10-5~10-7 cmくらいの直径の

小粒（集合体粒子）となって，水中に分散しているこ

とがわかる． このような状態になっている溶液を「コ

ロイド」溶液，または「ゾ｝レ」というもうひとつ大

きな沈殿粒にならないのは，コロイド粒子がすべて同

種の電気を帯びて，電気的反撥をしているからであ

る．同種の電気 (Fe(OH)3は陽電気）を帯びている

ことは「電気泳動」で確認できる． この帯電を反対イ

オンで，つまり電解質溶液を加えて打ち消してしまう

と，沈殿粒にまで成長して Fe(OH入の沈殿となる

この現象を「凝析」という．

一方，ゼラチン（タンパク質），寒天やデンプン（糖

質）などはもともと高分子であって，その水溶液は同

時にコロイド溶液（ゾル）になる． これらは分子が多

量の水和をするので， これらを沈殿させるには水和水

を奪いとるほど多量の電解質を加えてやればよい． こ

の方法は「塩析」という

一般に無機質のゾ）レは前者に属し「疎」水コロイ

ド，有機質のゾ）レは後者に属し「親」水コロイドとい

う．親水コロイドは多量の水和水を含んだまま半固体

になることがある． これを「ゲル」という．

123. 身近なところでゾ）レとゲルを探してみよ．

124. コロイド全般についてまとめてみよ．

有機化合物の種類

(1)炭化水素 CnHm 

メタン系（飽和結合のみ。鎖式） C,,H紐 +2

エチレン系（不飽和 C=Cl個）らH2n

アセチレン系（不飽和 C=Cl個） CnH2,,-2 

アルカジエン系（不飽和共役C=C2個）らH年 2

シクロパラフィン系（飽和・環式）らH紐

ベンゼン系（不飽和・ベンゼン核）らH2n--6

ナフタリン系（不飽和ナフタリン核） CnHzn-12 

(2) アルコー）レ ROH, R(OH)n 

-OHがベンゼン核以外の Cに直結した化合物

(3) フェノー）レ ROH, R(OH)11 

-OHがベンゼン核構成の Cに直結した化合物

(4)アルデヒド RCHO 

(5)ケトン RCOR' 

(6)カルボン酸 RCOOH, R(COOH),, 

脂肪酸（鎖式 1価カルボン酸，飽和・不飽和）

脂肪酸以外のカルボン酸

(7)アミン RNH RN /R' /R' RN 
z' ""-H' ""-R II 

(8)アミノ酸 RCH(NHりCOOR

aアミノ酸（同一 C にーNH2 とーCOOR)

/3アミノ酸（別の C にーNH2 とーCOOR)

(9)酸アミド RCONHR' 

(10)酸無水物 RCOOCOR' 

(11)ニトロ化合物 RN02, R(NO砂n

(12)スルホン酸 RSO&H, R(S03H)れ

(13)オキシ酸 R(OH)COOH 

アルコール酸（アルコー）レ性 OHと COOR)

フェノール酸（フェノー）レ性 OHと COOR)

(14)エステル

アルコールとカルボン酸とのエステル RCOOR'

油脂 RCOOCH2 

R'COOCH 

R"COOCH2 

高級脂肪酸とグリセリ

ンとのエステルを含む

フェノールとカルボン酸とのエステル RCOOR'

アルコールと硝酸のエステル RON02 
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ア）レコールと硫酸のエステル ROS03H 

(15)糖

単糖類 CsH120s (アル ドーズとケトーズ）

二糖類 C12H22011 

多糖類 (CsH1oOか,(高分子）

(16) タンパク質

アミノ酸多数がペプチ ド結合し，端々に ーNH2

と—COOR を有す．（高分子）

(17)ジアゾ化合物 R-N===N+ 

(18)アゾ化合物 R-N=N-R' 

(19)塩

RCOON a, RON a (フ ェノー）レ性）

RS03Na, ROS03Na, R-NH3Cl 

(20)高分子

天然高分子 多糖類（でんぷん ・セ ルロース）

タンパク質， ゴム等

(3)水溶性 ・不溶性，有機溶媒溶性 ・不溶性

(4)酸性物質，塩基性物質，両性物質

(5)天然有機物，合成有機物

(6)ナフサ分溜

(7)石油製品

(8)石炭乾溜

(9)有機物の混合液分離法の基礎

(10)各物質の特性，特性反応，検出反応

（化合物間の主な反応 とも関連）

有機化合物の反応

エタノ ールを酸化する→ アセト アルデヒ ド

アセトアルデヒドを酸化する→ 酢酸

アセト アルデヒドを還元する→ エタノ ール

メタノ ールを酸化する→ ホルムアルデヒ ド

ホルムアルデヒドを酸化する→ ギ酸
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再生高分子 再生セルロース等 ホルムアルデヒドを還元する→ メタノ ール

半合成高分子 ニ トロセルロース，アセテート 等 nープロパノ ールを酸化する→フ゜ロビオンアルデヒド

合成高分子 プロビオンア）レデ ヒドを酸化する→ プロビオン酸

合成ゴム ポ リクロロ プレン等 プロビオンア）レデ ヒドを還元する→ nプロパノ ール

合成樹脂 ボ リエチレ ン，ポ リ塩化ビニル iープロパノ ールを酸化する→ アセト ン

ポ リアクリ ロニトリ ル等

合成せんい ナイロン，ビニロ ン等

(21)界面活性剤（ア ニオン ・カチオン ・ノニオン ・

両性）

補註

(1)原子団

炭化水素基 CH3―，らHs―,C3比—

-CH2― , C凡—, CH2=CH-

官能基 -OH, -CHO, =CO 

-COOH, -NH2, -S03H 

-N02, -N==N-, -N=N-

-CONH-, -COO-, COONH-

(2)異性体

構造異性体

1. 枝分れ

2. 不飽和結合の位置

3. 枝分れと不飽和結合の位置

4. 鎖式 ・環式

5. 官能基の両端，官能基の位置

6. ベンゼ ン核のオル ト，メタ，パラ

7. ナフタリン核の a, /3 

8. その他

立体異性体

1. 幾何異性（シス ・ト ランス）

2. 光学異性（不斉炭素）

エタノールに濃硫酸を加え 130℃ → エチルエーテル

エタノ ールに濃硫酸を加え 160℃ → エチ レン

酢酸と工 タノ ールを混ぜ濃硫酸 ・加熱→ 酢酸エチル

酢酸とメタノ ールを混ぜ濃硫酸 ・加熱 → 酢酸メ チル

ギ酸 とエ タノ ールを混ぜ濃硫酸 ・加熱→ ギ酸エチル

ギ酸 とメタノ ールを混ぜ濃硫酸 ・加熱→ ギ酸メ チル

アセチ レンに水素付加 (Pt触媒）→ エチ レン

エチ レンに水素付加 (Pt触媒）→ エタン

アセチ レンに水付加(HgS04触媒）→アセト アルデ ヒド

エチ レンの付加重合（チーグラ触媒）→ボ リエチレ ン

アセ チ レンに塩化水素付加→ 塩化ビニJレ

塩化ビニルの付加重合→ ポリ塩化ビニル

アセチ レンにシアン化水素付加→ アクリ ロニトリ ル

アク リロニトリ ルの付加重合→ボリアク リロニト リル

アセ チレンに酢酸付加→ 酢酸ビニJレ

酢酸ビニルの付加重合 → ポ リ酢酸ビニル

ボ リ酢酸ビニルの加水分解→ ボリビニルアルコール

ポ リビニJレアルコールのホルマリン処理→ ヒ‘‘ニ ロン

アセチレンの二分子付加重合→ ビニルアセチレン

ビニ）レアセチ レンに水素付加→ ブタジェン

プタジエンの付加重合→ ポ リブタジエンゴム

ビニルアセチ レンに塩化水素付加→ クロロ プ レン

クロロ フ゜レンの付加重合→ ボ リクロロ プ レンゴム

ブタジェンとア ク リロニトリ ルの共重合→NBRゴム

メタンの塩素置換→ 塩化メ チル

塩化メチルの塩素置換→ ニ塩化メ チ レン
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二塩化メチレンの塩素置換→ クロロホルム

クロロホルムの塩素置換→ 四塩化炭素

デンプンのアミラーゼによる加水分解→ 麦芽糖

麦芽糖のマルターゼによる加水分解→ ブドウ糖

セルロースの塩酸による加水分解→ セロビオース

セロビオースの塩酸による加水分解→ ブドウ糖

砂糖のインベルターゼによる転化→ 転化糖

ブドウ糖・転化糖のチマーゼによる発酵→エタノール

蛋白質のエレプシン・トリフ゜シン分解→ aアミノ酸

油脂のアルカリによる加水分解→石けん＋グリセリン

油脂の塩酸による加水分解→ 脂肪酸＋グリセリン

油（液体）の水素付加→ 硬化油

油（液体）の脱水素→ ボイル油

グリセリンと硝酸（エステル化）→ニトログリセリン

油脂のリパーゼによる分解→ 脂肪酸＋グリセリン

6メチレンジアミンとアジヒ゜ン酸の縮重合→ナイロン

メタノールとサリチル酸の縮合→ サリチル酸メチル

酢酸とサリチル酸の縮合→ アセチルサリチル酸

アセチレンを赤熱管中を通し付加重合→ ベンゼン

ベンゼンに濃硝酸と濃硫酸→ ニトロベンゼン

ニトロベンゼンを鉄（スズ）と塩酸で還元→アニリン

アニリンを塩酸で中和する→ 塩酸アニリン

塩酸アニリンに亜硝酸→ 塩化ベンゼンジアゾニウム

塩化ベンゼンジアゾニウムに水を加える→ 石炭酸

アニリンと酢酸の縮合→ アセトアニリド

アニリンと塩化ベンゼンジアゾニウムのカップリング

→ メタアミノアゾベンゼン

¢ ナフトールと塩化ベンゼンジアゾニウムの

カップリング→オイルオレンジ

石炭酸と塩化ベンゼンジアゾニウムのカップリング

→ パラオキシアゾベンゼン

ベンゼンに濃硫酸を加える→ ベンゼンスルホン酸

ベンゼンス）レホン酸を水酸化ナトリウム溶液で中和

→ ベンゼンスルホン酸ナトリウム

ベンゼンスルホン酸ナトリウムを固体水酸化ナトリウ

ムとアルカリ熔融→ 石炭酸ナトリウム

石炭酸ナトリウム水溶液に二酸化炭素を通ず→石炭酸

石炭酸に充分硝酸と濃硫酸でニトロ化→ ヒ°クリン酸

トルエンに充分硝酸と濃硫酸でニトロ化→ TNT 

石炭酸とホルムアルデヒドの縮重合→ ベークライト

おわりに

以上の本論で触れなかったものには実在気体（臨界

温度やジュー）レ・トムソン効果），水素その他のスペ

クトル，各種平衡定数，ダニエル型電池の起電力，半

導体や光電効果，原子核のエネルギーや原子核反応，

エントロヒ°ー，触媒などがあり，話す方でも，基礎の

化学より余程おもしろい． これらの中には低学年でも

知ってもらいたいこと，生活に密着していることは多

多あり，エアコン，テレビ，カメラ等々に深い関係も

ある． しかし，一般化学の正式な授業に組み込むと，

必ず止るところを知らぬ難解な化学となり，基礎はい

い加減になる可能性がある． これらの事項は適宜，楽

しい科学知識として，化学に関連して講義する工夫を

したいと思っている

繰り返しになるが，一般化学の正式な授業には先ず

上述の「本論17頁分」だけ実施する．仮に授業時間に

余裕が残れば，これよりも一段程度の高い授業を正式

に再計画することにする

上述の「本論」程度と，一段程度を上げた部分とを

混ぜこぜにした授業はしない，ということが基礎の整

理であり，それが本稿の目的であった．
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Liesegang現象の成因に関する考察

勝 田 正 男

＜昭和 53年 9月 18日 受理＞

A Hypothesis for the Mechanisms of Development 
of Liesegang Rings 

A cyclic precipitation developed in gel phase as Liesegang-Rings may be attri-

bubutable to breathing of concentration in the region adjacent on gel boundary in 

which unstable reverse order of density set up by the result of diffusion, what 

cause dilution of solution layer, proceed to catastrophy and turn upside down be-

tween a dense and dilute layer of solution. 

This hypothetical mechanism allows sudden change in concentration and at 

abscissa of the moving diffusion boundary defined as precipitation plane. 

Furthermore, the motion of inverse flow of reverse-order layer, can be repeat-

ted according to diffusion of precipitant through the gel boundary proceed. Then 

striped pattern appears. 

Masao KATSUTA 

序

Liesegang現象は本校で樋口大成教授が久しく研

究され，卒業研究課題の継続課題にされ，昭和51年度

卒業研究発表会には，その成因機構に関して意見を徴

された．その後本稿の趣旨の成因論を私見として開陳

したが，翌年の発表会でも同様の御発言があったので

口頭では筆者の推定した機構を，第 3者に理解して頂

く困難を感じた．そのために，共同研究者でもなく，

実験もしていない者が， この様な発表をするのは，失

礼に当る恐れがあるが，学生時代と本校でと，再度リ

ーゼガング現象に接し，興味を唆られたので，一説を

立てた．本仮設に対する批判が， リーゼガング現象の

解明のための実験と理論の進展に，多少ともお役に立

てば幸である

〔緒 言〕

ぬ場合があったりして，沈殿の量と透明層の間隔との

定置性と再現性は，微妙に変動する．時には外部液に

接するゲル最上部の沈殿層中に，濃淡の薄層二次構造

が有る様に見えたり，現象は複雑である．

〔現象に関連する因子〕

リーゼガング現象が発現するか，単に連続沈殿層を

ゲル上部に生ずるだけかに関連する因子と考えられる

ものを列挙すれば，次の如くであろう．

1)沈殿剤と反応試薬の組合せとその濃度， 2)各

電解質の拡散定数， 3)液の粘性， 4)成分溶液密度

5)溶解度積， 6) イオン強度， 7)水素イオン濃度

8)各成分の溶媒和， 9)沈殿核の形成反応， 10)沈

殿核周辺での過飽和度， 11)核からコロイド状沈殿え

の成長速度， 12)反応熱， 13)液間電位差とイオン移

動度との相関，等多数の因子が関係することは疑えな

しヽ．

リーゼガング現象とは，寒天等の親水ゲル（濾紙等 更に溶媒和の如き因子は，溶媒の誘電率や配位子と

の媒体も可）相中に含まれた反応液（やや低濃度の電 しての安定度定数，緩和率，試薬のイオン価数とイオ

解質）を内部液とし，ゲル上に沈殿剤溶液（高濃度電 ン半径，温度の関数だから，沈殿生成反応の体積変化

解質溶液）を外部液として注加静置すると，等比級数 と脱溶媒和に伴う溶液の稀釈率，溶質拡散に対する溶

的間隔で沈殿層が，めのうの縞模様の如く出現する現 媒の逆拡散を，定量的に扱うことは溶媒和に限っても

象で，反応液と沈殿剤の組合せが，難溶性沈殿を生成 厳密には出来難い．

する場合に観察される． 従って定性的に取扱うが，因子の多さとその相関の

但し，沈殿が連続するだけで，層状の透明層を挟ま 複雑さの他に，濃厚強電解質溶液反応が，極めて変化
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に富む非統一的様相を示す ことを挙げることが出来

る1)・

〔拡散方程式に関する制約〕

反応液と沈殿剤は夫々上向と下向に拡散して遭遇し

沈殿反応を起す． 溶解度積はほ とんど零と見られる難

溶性塩の生成で，沈殿反応が極めて速やかな らば，沈

殿領域は厚みを無視できる面となる．沈殿剤 と反応液

の拡散方向を X軸とし，その原点を通り X軸に垂直に

外部液とゲルとの境界面を置き，ゲルが X軸の正方向

に（円筒型に）半無限空間を占め，外部液は X軸負方

向に半無限空間を占める．外部液には添字 1を，内部

液には添字 2を与へる と， 一次元拡散に対して Fick

の第 1方程式が成立し，外部液溶媒系では2)

BC1 
at 

-D1 炉C1
Bx2 

(1) 

但し C は濃度， tは時間， D は拡散定数で濃度に

関せず一定 とする.(1)式は初期濃度 C。1 に対し

{C=C。1{Cl= Q } t = Q 

x<O, x>O, 

1 X 
C(x1, t) =-C。1erfc 

2 2✓ D~ (2) 

難溶性塩の溶解度積はほとんど零であるから，その

位置が最初の沈殿剤と反応液の接するゲル界面である

なら， 両成分の拡散補給は常にこの面に対 して行わ

れ， この x=O, C=Oの面が基準面にな り， 上図

と異なり C=1/2C。または， C=C。の面は基準面

に対して遠ざかる移動定濃度面になる．そこで二成分

系の相互拡散と沈殿生成には，移動界面と成分消滅の

微分方程式に移るが，その前に予めこの解析の対象と

ならない，除外例を検討しておくことになる．

〔リーゼガング現象の検討に対する除外例〕

濃厚電解質の反応の特徴について， 文献 1) にある

例では，本仮設の主旨に本質的には関係ないものを指

摘すれば， Pb(N03)+Na2 Sの反応で， PbS の他

に， Pbも生ずる酸化還元反応や， 濃厚液界面層内水

分が噴入する例が述べられている

また同時に，内部液と外部液間に大小種々の液間電

位差発生を測定しているが，イオン移動に影響がある

が3), 電位差発生が単な{;)Hendersonの液間電位差

でないため，計算は不可能である．

〔リーゼガング現象に関係しても取扱除外の

事象〕

文献 2) に示された制約の主なものとして，対流が 更に文献 1)では濃厚電解質二液の接触界面に，透

起らないこと，があるがリーゼガング現象では，ゲ｝レ 明層が出来て後沈殿層が出現する経過が分類説明され

中では対流はない反応熱の発生が無視出来ることは ているが，この動的な界面層は， リーゼガ ング環の透

多くの反応では満たされないが，反応が遅い拡散を律 明層と沈殿層の長時間経過后の，平衡達成と見られる

速としていると，外囲への放熱によって， 対流の起り 状態の層序とは本質的に異なると考えられる

得ない系では (1)式の成立を妨げない．但 し， 放熱 然 し，前述の沈殿層中に二次的に現われる縞模は，

が熱拡散分離の様に物質移動 と強い相関がある ときは
やはりリーゼガング現象であろうが， これは文献 1)

別に考察を要する．
に見える界面揺動と関係があるのか，本稿で述べる外

(2)式は図 1に示す溶質と溶媒の相互拡散と，境界
部液のゲル界面での，濃淡層交替の際の交替容積が沈

面 x=Oでは時間に無関係に C=1/2C。であるこ
殿生成の初期には，比較的小さいために起る薄層なの

と， 横軸基線は C=Oでなくて境界面を挟む両相の
か，現在は断定出来ない

濃度差でもわまわないまた x=O に関し対称であ

る

l.O 

0.'B 

Q6 

Cle。
0斗,_

0.2 

゜-~ -I 。→:X/(4Dj:_)"i 1 

Fig. 1 

2
 

〔沈殿界面の移動を含む拡散方程式〕

文献 2) には， 2成分の相互拡散と，吸着または反

応による拡散成分の消滅や，反応生成物の出現に伴い

(1)式で x=O に固定されていた界面が，移動する

場合を第 7章で，沈殿生成に限らず成分の拡散移動の

停止の場合を第 8章で扱っている

その他，拡散定数が濃度と共に，連続または不連続

に変化する場合，界面に拡散抵抗がある場合，拡散や

成分混合によって体積変化の起る場合等，沈殿生成に

関係のある場合を，概略的に，また時に細密に扱って

しヽる．

但し本稿の目的は，数学的に微分方程式を解くこと
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ではなく，沈殿の級数的生成の機構を構成することで

あるから，上記引用文献の例にならい，次の簡略化の

条件で沈殿生成の様式を追求する

（イ）各イオンが沈殿を生成し， イオンの水和水と

沈殿物に分れても，反応の前後で体積変化はない．

（口）沈殿生成反応は速かに完結し， 過飽和状態の

反応生成物質が，沈殿剤と反応溶液の混合した位置よ

り別の場所に，拡散移動はしない．（沈殿の熟成の際

の沈殿物質の移動の様な，その位置での物質移動は否

定 しない．）

（ハ）沈殿成分の溶解度積は小さく， 沈殿生成域で

は，小量成分は常に濃度 0であり，大量成分のみが小

量成分と当量関係で消滅した後に残存し，隣接に拡散

出来る

以上の条件の内で （口）の条件は，本仮説の組立を

簡便にするための人為的仮定で，現実には成否交々と

言えるであろう

以上の仮定から，沈殿生成は (1) 式と同じに最初

に x=Oのゲル境界面で起るが， 沈殿剤の方が反応

液より高濃度であるので， C。1>C。2またイオンの易

動度の一般的性質から3>4>D1~Dz と置くと，沈殿生

成面を x=Xとして

匹 =D戸c!_竺 -C1(X1)竺
at ax2 at at 

誓=D岱—誓+c氏ぬ翌

S = LC1(X)C2(X) 

Ci=C。1,O>x>-oo 

C2=C。2,oo>x>O 
} t = 0 

(3) 

上式に於て， Sは沈殿生成により沈殿剤または反応

液から消滅する量で，同時に拡散系としては移動停止

した成分を示し， CCX)は座標 X に時間 tで存在す

る移動界面での濃度を示す． 定数 L は溶解度積と沈

殿剤と反応液の当量比で温度と溶媒によって定まる．

沈殿剤はゲル内部液に対し上部にあるが，拡散図を

便宜上横書として，左側に沈殿剤 1を書く様に負号を

付けた． 沈殿反応は速かに完結する条件を設けたの

で， 沈殿生成面 X は厚みを持たないから， ふ ＝ふ

である． また実験条件が C。1>C。2なので，拡散定数

D1 ~ Dz から沈殿生成面 X では C2(X) 与 0 である

のに C1(X)> 0 で， X 境界面は正号方向に移動す

る．

本報告の如く仮想の実験では L=lとしても， 問

題の本質を害わないし， C2= 0, t = t, X >ふと置

くこ とが出来て，沈殿面より外部液側には反応成分は

ない．何故ならば難溶性塩では溶解度積は小さい上に
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C1(X) > 0だからである．そこで X 面では

翌＝。翌=D2認+C2(ふ）岱 (4)

が成立する．

(4)式が成立しても (3)式は 一般的には解けず数

値解析に依らなければならないが，定性的には沈殿生

成面がゲル中をゲル界面から正符号の方へ遠ざかるこ

と，沈殿面での沈殿量は最初はゲル界面に存在する反

応液量で決まるが，やがて a2ci1a炉の拡散補給量で

決まること， さらに時間が経過し， C2に関する拡散

曲線の濃度勾配が小くなる と，反応液の拡散補給とな

らんで沈殿面移動による項の寄与も無視出来なくなる

ことが判る. C2CX2)は拡散補給と同じ x座標上の C2

に依るので，この段階になると沈殿界面の移動項と，拡

散補給項とのいづれが支配的であるが問題ではなく，

既に濃度勾配が緩やかになった aci1ax1による， 沈

殿剤の拡散補給量が，沈殿の生成量と，沈殿界移動を

律速すると推論出来よう

このときは初期の沈殿生成界面から， X面は相当遠

ざかっておるばかりでなく，沈殿生成量は相当少なく

なり，沈殿は頭部が濃く尾部が稀い柱状になる．数値

を与えていないので厳密ではないが，模型図として，

第 4図に示す. (2)式では第 4図に示すように，沈

殿生成面の移動に伴って，ゲル相内に柱状の沈殿層を

生ずるが，沈殿の濃淡変化は生ずるが，一層に終始し

決してリ ーゼガング環の様な縞模様は生じない．

〔沈殿生成域とイオン拡散速度に関する考

察〕

リーゼガング現象では， 濃淡の界面が鋭い沈殿層

が，幾何級数的間隔で出来ると美しく見える．従って

実験者は経験上から，外部液濃度をゲル内部の反応液

より高濃度に選ぶ故に沈殿剤がゲル内部へ拡散する

ときは逆拡散による水分移動によって，基準面に対す

る体積の増減が起らないのであるが， この水分移動は

滲透圧の内部液と外部液の差に基づく 移動と順方向で

あるから，内部液のゲル外部への拡散を超過する．故

にゲル中でのみ沈殿の生成が起る

もし，内部液の濃度差が小さければ，イオンの拡散

速度を考慮しなければならない文献 3) によれば塩

類の拡散では，易動度の大きいイオンは反対電荷の遅

いイオンとの相互作用で，移動を抑制され，遅いイオ

ンは易動度の大きな対イオンにより加速されるが，濃

度の影轡も著しく受ける

また文献 4) に指摘してある通り，イオンの易動度

はイオンの Stokes半径，換言すれば水和イオンの流

体力学的抵抗の大小と反比例関係にあるところがイ
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オン半径の小さなイオンは，等荷電ならばイオン近傍

の電場は強く，水和量が大きいから，水和半径は結局

著 しい差を生じない．

更に水和度の大きなイオンは，そのイオン電場が強

いために，水の擬結晶構造を局所的に乱し，系のエン

トロビーを増大させ，イオンの易動度を増す．

この互に対抗する 2つの作用の補償効果によって，

イオンの拡散定数の差は大きくはない．例外的に大き

な拡散定数を持つイオンとしては， protonjump を

行う H+イオンと OH―イオンがあるが， この大きな

拡散速度は対イオンの拡散に先行して，空間荷電を発

生させ，文献 3) に述べられた，相互に易動度の差を

縮める効果がある

故に，外部液と内部液の濃度差が小さくても，イオ

ンの拡散速度の関係から，沈殿生成界面が，ゲル相界

面を外れて，沈殿剤中に移行することは，極めて起り

難い筈である

〔Catastrophyによるリーゼガング現象発現

の仮説〕

二液の相互拡散による沈殿反応を (2)式で第 4図

の如くまとめるには，反応熱の発生とそれに伴う対流

は起らないとした文献 1)では二液接触の初期に，

界面で撥音反応が起ったり，界面が繰返し揺動したり

して，揺動がリ ーゼガング沈殿層中の二次構造に関係

する疑もあるが，梢々特殊例として除外して来た．

また特殊例として除外出来ない発熱を伴う反応も，

沈殿生成がゲル中であるため，対流は起らないし，ゲ

ル界面に接して沈殿層が生ずる，最初の段階を除けば

，拡散による両成分の沈殿生成面への補給が，緩慢な

過程であるから，ゲル相中での伝導による熱放散によ

って，局部的昇温も起らないであろう

然るにゲルと外部液との界面近傍では，沈殿剤のゲ

Jレ相への拡散により 濃度が低下し， （反応液は沈殿面

で反応に全部消費されるので），逆拡散して来るのは

もっばら水分である．沈殿物の容積だけ排除された水

分や，水和イオンが沈殿になる際放出した水和水，沈

殿生成に消費された残りの沈殿剤が排除したゲル相中

の溶媒等が逆拡散して来て，沈殿剤を稀釈したと言っ

ても，事実関係は同ーである．

すなわち，外部液はゲルとの接触面近傍で稀く，上

部では C。1 の原液で濃 く5)' 密度の「逆転層」または

「不安定成層」6) を形成する． 無風燦天の都市に発生

する気温の逆転層がスモッグを封じ込めて動かない様

に， 溶液中の密度の逆転層では， 層間混合は起り難

く，非平衡，不安定中立の状況が暫時続続する．

拡散の進行に伴って，低密度の外部液の体積が増加

し，浮力が粘性抵抗や容器壁の摩擦抗力に打勝つ迄に

増大すると， Topologyで Catastropheと称する様

式で，不安定成層は安層成層へ上下層が入れ替る．

この上下層転換について，模式的に第 2図に示す．

〔上下層転換の Modeの選択J

不安定成層が安定成層に，突然転換する様式は種々

の型が有り得る筈であるから，第 2図について説明す

る.(a i) (a iii) はビーカーが加熱された時に起る

対流の様式と同様に，上昇流が中央を通り，循環する

下向流が管壁に沿うのが前者で， その逆が後者であ

る．いづれも容器の中心を通る垂直軸に関して対称の

流線により，局部的に低密度下部液と， 高密度上部液

とが置き換わる． これに対して， (aii)では文献 7)

に示されたヴェクトル線の如く，低密度液の浮力を体

積に按分した場合， 滲透圧による力が， X に比例する

なら， それが中心に向う attractorとなる時は， (a 

ii)の太い線で示した循環流を生ずることを， 国 3

で示したかったのである．文献 7)ではこの図は (4)

式に示す力学系に対応しており， (4') 式を修飾した

ものに当るが，一方 (4') 式は図 3aの三次曲線の太

線は拡散方程式の濃度勾配図 1に酷似している．すな

わち僅かな別の力が加われば，その摂動項の影響で，

0 C→ C。1 0 C→ C。1 0 C。1

-->-'_ 

月'I

ナタストロフィ
aモード ん，Cモード宅崖7"')ユ

力？ストロス カタストロフィ ーム
界面

後（如） (a ii) (O..ill) 後 (t-) (C) 

Fig. 2 



有明工業高等専門学校紀要 第 15号

低密度液は図 2の (aii) のような循環流により，不

安定成層から安定成層に転換することを示す．

この様な転換を繰返す毎に，不安定成層を形づくる

低密度液の量は，倍増に近い容積比になる可能性があ

る．

ex=ー（炉士x+b)

｝ (4) 
b=x 

eふ＝ーCx+b)

｝ (4') 
b=x 

この b=xを滲透圧の X 軸に直交する力によって

説明するのが誤りであっても， 図 2 (b) にはこの様

な茸の様な形が現実に現れている．

さて (b) は文献 7) にある熱フ゜リュ ームが， 熱膨

張気塊の低密度部分の剥離上昇であるのを，低濃度液

の剥離上昇に置換えたもので，低密度液は小塊となっ

て，液中央部を液柱上部迄上昇して，高密度外部液が

ゲル境界面に置換されるカタス トロ フィである

図 2 (c) は連続上昇流となって液柱上部に湧昇す

る形であるが，対流にはならず，低密度液は液柱頂部

に停る．この場合は管壁の上昇流に対する摩擦の影響

のために，上昇流は必ず中央部を通る モー ドのみとな

ろう．

Fig. 3 

Fig. 3a 

これらモー ドの選択は， 液の密度， 密度勾配， 粘

性，界面電荷，実験に使用する管径または辺長等の影

響を受けるであろうが，手近な初等の流体力学の書物

では参考になる記述を発見出来なかった読者諸賢の

御教示を仰ぎたい．

筆者の私見では， 図 2 (c)の湧昇流は， 太陽熱に
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よる平野部での温気団が熱フ゜リュ ームになって上昇し

た後に，定常流と して連続上昇する事実の類推から，

管径が太く，また液体の稀薄化が継続的で，大量かつ

迅速に起る時実現するので， リーゼガング現象では，

発現しないモー ドであろうと，傍証的事例から直観的

推論を下すに止まらざるを得ない．

〔周期的ゲル界面近傍液の濃度交替〕

第 2回 (c)を除けば， ゲル境界面近傍の低濃度に

なった沈殿剤が，不安定成層からカタスト ロフィによ

り， 一転して濃厚な Cai の初濃度液と置換し， 暫時

拡散を継続すると再びこの様な転倒置換を繰返すこと

は， (ai) (a ii) (a iii) (b) のいずれのモー ドも液

のゲル接触界面の濃度を，周期的に変化させる点で規

を一にする．この x=Oのゲル界面に於ける時間的

周期的変化は，拡散を通じてゲル相を伝播し， x=X

の沈殿生成面の座標を C の濃度の稀薄な X の小さ

な位置に引戻すと共に，沈殿の濃度も飛躍的に増加さ

せることになる．何故とならば沈殿は両成分の拡散に

よる濃度の C。1 の両成分混合面では， 溶解度積に辛

じて達している状態から，沈殿剤濃度が急上昇するか

らである． この模式図を第 5図として，第 4図と対比

させる．

以上でリ ーゼガング現象がゲル中に発現するのは，

ゲル界面に接する沈殿剤溶液の濃度変化が，不安定成

層を形成し，やがてカタスト ロフィによって界面濃度

に周期変化が起るとの仮説で説明した． ただし (3)

式は解析的に解けないので，定性的な概念図として第

5図を示した．

〔モードの周期とゲル中の濃度変化の伝播に

ついて〕

第 2図 (a) のモー ドでは， 下層の稀薄液と転換し

て安定成層を形成する上層の濃厚溶液は，当然等容積

であるが，その際全然混合が起らなければ，転換して

上部に上った稀薄液は，更にその上部液と引続き上下

転換を起さなければならない．

仮に相当差のある二液が接していても，成層混合が

極めて起り難いことは知られているが，転換の循環流

がある様な場合は多小混合が起るであろう．稀薄下層

液中にも，濃度勾配があ 0 が，それが上下転換の際混

合して，稀薄層全体の平均濃度に近づくのは当然であ

ろう ．同様に濃厚液とも多小混合し，その結果上下転

換は 1回で 1段落し，第 2回の転換が起るには更に拡

散による低密度化が起ること，ならびに第 1回の転換

容積と第 2回の低密度化した容積との和が上下転換を

起すことになろう．転換容積の変化は，転換迄の時間
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C。1

。
C。t

゜

::c=o 

Fig. 4 

C。2

゜

Co2 

X=O 

゜Fig. 5 

間隔を変化させることもあり得るであろう

次にゲル界面に接する濃度が，カタストロフィと共

に急変しても，ゲル中を沈殿生成界面まで，拡散によ

り伝播して行く間に，その距離，更に正確にはゲルカ

ラム中の棚段数の平方根に比例して，その巾が拡がり

濃度の尖頭値は崩れて低くなるだろう

この高濃度層が薄層なら，拡散後の濃度の断面は次

第に Gaussの誤差曲線に近づき，更に巾広く低くな

る

薄層でなく連続柱状なら，この Gaussの誤差曲線

の重畳になり，一層なだらかな濃度曲線となり，尖頭

値は見られない事になるこれはゲル柱を薄層に切出

し，分析によって濃度分布を確認した．樋口教授の実

験結果と一致する． もし第 5図に示した様に第 2図

(c)のモードなら，ゲ）レ界面付近では，沈殿剤は C。1
の濃度となる． もしカタストロフィによる沈殿生成面

の移動がなければ，第 5図IVの濃度曲線で反応が進む

が，カタストロフィが起ると，それから暫時後には，

拡散が進行し， 濃度曲線は IV' の如くなり， 沈殿面

は， Xrvから Xパに後退し，沈殿生成量も沈殿剤

濃度の増加に従い増大するとみられる

但し， (3)式は解析的に一般的には解けないから，

疎い近似で作図し，概念図の程度である
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化学実験室の安全＊

辻 直 孝＊＊

＜昭和 53年 9月 18日 受理＞

On Safety Problems of Chemical Laboratory 

In this paper we should like to describe various safety problems: explosions, 

fire and occupational diseases, at the chemical laboratory in general and specifical-

ly discuss those of the Department of Industrial Chemistry of Ariake Technical 

College. 

Naotaka TSUJI 

まえがき

学校管理下における事故災害のうちで化学実験によ

るものは比較的少ない． しかし化学実験は常に爆発，

火災，人体への危害を伴い，特に中学，高校，高専，

大学における学生実験や研究実験での安全問題は初心

者を対象としている教育と関連しているだけに重要で

あり，化学教育や研究の上で大きな課題である

小学，中学，高校における化学実験事故の発生状況

については 1964年， 890件の事例を得て， その内容

が検討されている 1). それによると発生事故件数が特

に多いものは次のようなものであった．

アルコールの引火爆発

水素ー空気混合ガスの爆発

金属ナトリウムの爆発

塩素酸塩と赤リンなど可燃物との混合による爆発

マッチ・花火・火薬などの爆発

濃硫酸の突沸

ガラスによる負傷

高専， 大学での実験はより高度化し， 広範囲にな

り，それに伴って使用する薬品，器具，装置もより危

険度の高いものを含んでくる．高専は歴史が新しいの

で事例が少なく，また大学での事例も明らかでない．

しかし 1969年 9月,_,1970年 9月の一年間， 某大学の

学部 ・大学院2) で起こった化学事故災害は 66件に達

している． この事から全国の高専，大学でもかなり発

生していると思われる．

本校工業化学科では 5学年に週 2時間 1年間にわた

って安全工学を教授している．その主な内容は爆発，

＊この報文を 「安全工学に関する研究（第 2報）」

とする．

＊＊有明工業高等専門学校 工業化学科．

火災， 環境有害物（職業病），公害である

化学工場においては爆発・火災に対する「安全」と

有害性に対する「衛生」とに分けて処理する事が多い

が実験室ではこの両者を総括した広義の「安全」と し

て考える必要がある．

この報文は化学実験 ・化学実験室での事故災害とそ

の防止に関する事をまとめ，特に高専レベルでの安全

工学の教育 ・研究の資料とするものである．

1 化学事故災害とその対策

事故とその原因との間には必然的な因果関係が考え

られ， 事故原因には表 1のような関係がある立

事

故

原

因

表 1 事故原因の分類

直接原因 一次原因
物的原因

人的原因

技術的原因

教育的原因

二次原因 身体的原因

精神的原因

管理的原因

学校教育的原因

基礎原因 社会的原因

歴史的原因

間

接

原

因

表 1中の事故原因のうち技術的原因，教育的原因お

よび管理的原因の三つが事故原因の主たるものであっ

て，特に充実した技術と教育があって初めて合理的な

規制が行い得るものである．従ってその観点からの対

策が望まれる

次に危険な物質や器具によって起こった事故災害の

事例をあげ，その対策について検討してみた事故災
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害事例は貴重な人命などの犠牲の結果であり，貴重な

実験データといえる事例は学校管理下で起こり得る

可能性の高い主なものについてあげた．

1. 1 引火性および可燃性物質

1. 1. 1 水素

事例 1 水素発生器内に爆発範囲の水素ー空気の混合

気体が存在していたため導管の先に点火または火源よ

り引火して発生器が破裂した4).

事例 2 水素ガス充填容器 50本をトラックで運搬中

に爆発炎上した列

対策事例 1の対策として中西化竹林6) は次のよう

な事をあげている．

1)水素発生器はなるべく小型のものを用い，その空

気空間をなるべく小さくするまた発生器から初期

に流出する気体は少なくともその発生気空間の 2倍

以上捨ててからでないと導管に点火しない．

2)水素を補集する容器は最大 0.5 lまでで， 円筒形

のものとし，口の狭い容器や密閉された容器中では

点火しない

事例 2の対策としては，ガスボンベから噴出，爆発

炎上した事故は多く，その取り扱い，保管には衝撃を

与えたり直射日光に当てたりしないようにする．

1. 1. 2 アセチレン

事例 1 トラックから降ろした容器を道路上 3m程こ

ろがしたとき破裂した7).

事例 2 カーバイドの保存容器に雨もりがして自然発

火した4).

対策 アセチレンは乱暴な取り扱いや 2気圧以上の圧

縮で爆発を起こすことがある．従ってボンベ運搬中の

事故は多く，取り扱い，保管には注意を要するまた

銀，銅などと爆発性化合物を造るので銅管，黄銅製弁な

どは使用しないようにし，鋼製のものを使用する． さ

らにアセチレンはボンベ中に詰めたマス（松炭 60%, 

アスベスト 40%)にアセ トンを注入してそれに溶解

しているので，アセ トンが流出しないように横倒しに

してはならない．近時，原子吸光分析装置の燃焼源と

して多く用いられているので気をつける必要がある

事例 2ではアセチレンが次の反応によって発生した

ために起こったものであり，カーバイドなどの禁水性

物質の管理には十分気をつける．

CaC2+2H20→ Ca(OH)げらH2

1. 1. 3 アルコール

事例 1 標本室でアルコールの詰め替えを行なってい

る時ア）レコー）レ缶に引火，爆発したり

事例 2 ア）レコー）レランプの内部の蒸気に引火して，

ランプが破裂または芯がとび出して引火したり

対策 事例 2の対策として中西4) は次のような事をあ

げている．

1)アルコールランプの本体と磁製芯管との最大の隙

間は 1.5mm以下でなければならない. 1. 5mm を

こえるおそれのある時は磁製芯管の外側にガラステ

ープか，金属テープを巻くかしてその間隙を小さく

する．

2) ランプを転倒してアルコールが机上にこぼれ， こ

れに引火，火傷をする事故も多いので机上との接触

面積の大きいランプにする

1. 1-4 エーテル

事例 1 ソックスレー抽出器でエーテルを用い油脂の

抽出中，引火したり

対策 エーテルは引火点 ー43℃ で引火しやすいの

で， エーテルを取り扱う時はその部屋の火源はすべて

消すようにするまたエーテルは貯蔵中に過酸化物を

生成し，これが蒸留などの時の爆発の原因となる．工

ーテルを貯蔵するには活性炭が活性酸化アルミニウム

と接触させておくとよい． エーテルの蒸留の際には 2

N硫酸第 1鉄溶液を加えて過酸化物を破壊するか， 1 

％過マンガン酸カリウム粉末と 1%固形水酸化ナ トリ

ウムを加え，よく振って，数日間放置してから蒸留す

るとよいり

1. 1. 5 二硫化炭素

事例 1 二硫化炭素貯蔵タンク内を消火用ポンプで水

洗作業中，残留二硫化炭素蒸気が照明裸電球から引火

した到

対策 二硫化炭素は容器に衝撃を与えただけで発火し

たという事例もあるように，極めて危険度の高い物質

である．またその毒性は強く，肺臓を通り，直接血液

中に吸収される．従って二硫化炭素を取り扱う時は部

屋の火気は厳禁とし，通風のよい状態を保たねばなら

ないこの蒸気は空気の 2.6倍の比重をもち，沸点が

低く蒸発しやすいから蒸気が床上， 机上を這いやす

く，爆発下限濃度も低い事から引火，爆発の事故が起

こりやすい．また二硫化炭素は皮店からの浸透力も強

いので，皮府に触れるおそれのある時はボリエチレン

製の手袋を使うようにする

1. 1. 6 ベンゼン

事例 1 金属製品を電気グラインダーで摩滅作業中，

火花のため傍にあったベンゼン缶に引火爆発した10).

対策 ベンゼンは引火点ー11℃，燃える時は黒煙をあ

げるため消火の時期を逸することがある．蒸気，液体

とも有毒であり，高濃度曝露の場合には麻酔作用をひ

き起こすが，低濃度長期間曝露の場合には骨髄などの

造血組織を犯し，白血病の危険性もある 11)_ 従ってベ

ンゼンを取り扱う時は部屋の火気は厳禁とし，通風の

よい状態を保たねばならない．
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1. 2 発火性および禁水性物質

1. 2. 1 黄リン

事例 1 黄リンを貯蔵中にビン中の水が凍結してビン

が割れ，水が流出して黄リンが自然発火した12).

対策 黄リンは毒性が強く，また発火性の強い物質で

あり，空気中 60℃ で発火する． 皮附に触れたりしな

いように取り扱い，水中に保存する．

1. 2. 2 ナトリウム・カリウム

事例 1 蒸発皿に少量の水を入れ， これにナトリウム

の塊を落としたら爆発した12).

対策 ナトリウムによる事例は多く，水に入れるナト

リウムが大き過ぎたのが原因である事が多い．安全な

のは 3,..._,5mmくらいのものまでである．ナトリウム

・カリウムは石油中に保存し二重容器を用いるように

する．

1. 2. 3 マグネシウム

事例 1 マグネシウム粉末の燃焼実験中に大ヒ‘‘ ンに引

火した 12).

対策 粉じん爆発は粒子表面で起こる酸化反応である

ので，まず発火源によって粒子の表面が加熱され，分

解，蒸発，その他によって可燃性ガスが発生し， この

ものが周囲の空気と爆発性混合物を形成して燃焼（爆

発）反応を起こし， この反応熱によって火炎の伝播を

していくものであって本質的にはガス爆発である．爆

発の際，粒子が燃えながら飛散するのでこれを受ける

可燃物に局部的な焼けを生じ，特に人体が受けるとひ

どい火傷になる 13).

マグネシウムやアルミ ニウムのような金属は微粉状

になる と燃焼，爆発しやすくなり，その事故が起こっ

ている．貯蔵や取り扱いにあたっては酸化物と混合し

ないように注意し，水分およびハ ロゲン元素との接触

をさける必要がある．粉じん爆発を起こした時の消火

は困難であるから，火気に注意を要する．火災の時に

水を使用するのは禁物であるから砂，むしろなどをか

ぶせてから注水する．

1. 3 爆発性および酸化性物質

1. 3. 1 ロケット・黒色火薬

事例 1 化学クラブの ロケッ ト実験で発射管に詰めた

黒色火薬がなかなか発射しなかったので近寄った瞬間

に爆発した12).

事例 2 黒色火薬の製造にあたり，硝石と思って塩素

酸カリ ウムを加えて，混合した途端に爆発した12).

対策 花火を解体して火薬の量を増したための事故は

多数ある．黒色火薬を乳鉢ですったり，酸化剤として

硝酸塩の代りに塩素酸塩を使ったりする事は極めて危

険である．学校，家庭での ロケッ トの作り方や事故防

止については山木14) の解説がある．
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1. 3. 2 塩素酸カリウム

事例 1 学校の薬品室から塩素酸カリウムと赤リン

を持ち出し， ガラスビン中で鉛筆で混合中に爆発し
..,__ 12) 
1~ 

対策 塩素酸カリウムの爆発性について次のような事

があげられる 15).

1)塩素酸カリウムは常温では安定な化合物であるが

400℃ 以上の温度では分解し酸素を放出する

2)塩素酸カリウムに， リン，イオウ，炭素，有機物

などが混在接触すると敏感になり，加熱，衝撃，摩

擦により爆発を起こす．特に金属粉が存在する時は

最も激しく爆発する．

3)塩素酸カリウム溶液は強酸と作用して爆発性の二

酸化塩素を放出する

4)重金属と接触する際に少量の水分が存在すると，

塩素酸カリウムよりも爆発性の強い重金属の塩素酸

塩を生成する事がある

塩素酸カリウムは以上のような危険物質であり，使

用薬品の純度を考え，央雑物の有無を確認して使用す

べきである．塩素酸カリウム関係の実験や遊びは手軽

るにでき，かつ学生に興味を持たれるので，薬品室な

どから薬品を持ち出して起こしている事故が多い．保

管には特に留意する必要がある．

1. 3. 3 過マンガン酸カリウム

事例 1 過マンガン酸カ リウムと濃硫酸との混合物で

火山爆発実験をしていた際容易に発火しないので，見

に行った時に突然爆発した四

対策 過マンガン酸カリウムと濃硫酸との反応で生成

する Mn207は一5℃ では安定であるが， 0℃ になる

と分解し始め， 10℃以上では爆発的に分解する． こ

れらの分解は有機物質や還元性物質が存在すると爆発

的に進行するので有機物を混入しないようにする

1. 3. 4 過酸化水素

事例 1 30 %の過酸化水素のビンの栓を抜こうとし

た時，音を立てて爆発した12).

対策 過酸化水素水と二酸化マンガンとで酸素を発生

させる実験では過酸化水素水は 3,...,_,5%くらいにし，

二酸化マンガンを多量に用いないようにする．また有

機物を含んでないようにする．過酸化水素は12% 以

上の溶液では，断熱的に分解して 100℃以上の温度に

なることが可能である．分解の始めでは酸素のみを発

生するが， 100℃ 以上になるとエネルギーは水の蒸発

に使われるようになり，大量のガスが発生して最高潮

に達する．その結果，通気孔は押し上げられた液で詰

まり，圧力が上昇し破壊に至る 16). 保管，取り扱いに

あたっては適当な保護衣，ゴム手袋，安全眼鏡を使用

して，また冷暗所に貯蔵するなどの注意をする．
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1. 4 強酸性および腐食性物質

1. 4-1 硫酸

事例 1 硫酸アンモニウムを造ろうとして濃硫酸中に

アンモニアガスを通じたら爆発した17)_

事例 2 濃硫酸をうすめる際，誤って硫酸の中に水を

加えたため突沸した叫

対策 濃硫酸は使用頻度の高い薬品であるため，事故

も多くその状況も多岐にわたっている．加熱中の突沸

による事故もかなりある．濃硫酸は粘性が大きいため

に，他の物質より突沸が起りやすいので加熱時には気

をつける

1. 4. 2 硝酸

事例 1 卵白と濃硝酸を試験管に入れて加熱中，臭を

かぐため試験管の振りまぜを一時中止し，顔を近づけ

たところ突沸した17).

対策 卵白のような粘性の大きい物質の加熱は十分注

意が必要であるまた加熱しながら臭をかぐのは危険

である．硝酸，窒素酸化物は腐食性が強いので注意を

要する．窒素酸化物は吸入して肺水腫を起こしても，

当座はほとんど不快感がなく数時間後に苦痛を伴って

症状が現われてくるのが特徴である．

1. 4-3 水酸化ナトリウム

事例 1 タンパク質の定量実験中，飽和水酸化ナトリ

ウム溶液を誤ってヒ°ペットで吸いこんだ17).

対策 危険薬品には必ず安全ヒ°ペッターを使用するよ

うにする．水酸化ナトリウムは濃度が高い場合，急激

に局部を腐食する特に目に入った場合は視力低下や

失明をきたす．水酸化ナトリウムの危険性を熟知させ

ておかねばならない．

1. 4. 4 アンモニア

事例 1 アンモニアによる噴水実験中，平底フラスコ

が破裂した直

対策 圧力を伴う実験で，平底フラス コや三角フラス

コを用いる事は危険であり，必ず丸底フラスコを用い

るようにする．アンモニアの人体に対する危険性とし

て次のような事があげられる 1S).

1)アンモニア水は解放の状態では常にアンモニアガ

スを放出しており， 1000ppm以上では短時間の吸

入により呼吸器管および目の粘膜は激烈な刺激を受

けて危険症状をきたし， 5000,_,10000ppm の場合

は短時間さらされても死亡する．

2)濃厚なアンモニア水を茶さじ 1杯程度のみ下して

も死ぬ事がある．

3)アンモニアの濃厚液が硫酸または他の強い鉱酸な

どと急激に混った時は，中和熱によりその混合物は

突沸し，ひどい火傷を受ける事がある．

1. 4-5 フッ化水素酸

事例 1 フッ化水素酸を用いて，ガラス管に目盛をつ

ける実験をしている時に指にかかった叫

対策 フッ化水素酸の腐食性，有害性については次の

ような事があげられ Q 19)_ 

1) フッ化水素酸はケイ酸， ホウ酸と反応して容易に

錯化合物を造るので，ガラス，陶磁器などは全く使

用できない．工業用材料としては鉛，軟鋼などが使

用されているが，実験室ではポリエチレン，塩化ビ

ニルが使用される

2) フッ化水素酸は常温でもフッ化水素のガスを出し

ている． フッ化水素が空気中に 50ppm存在する時

は30.......,50分の吸入で致命的になる

3)市販されているフッ化水素は 47.......,53%の水溶液

である. 1......., 2 %のものが皮貯に付着 した場合，そ

の場ではほとんど外見上も感覚的にも変化はない

が，数時間後に痛み出し，特に指先に付着した場合は

痛みが激しくて往々にして数日後爪がはく離する

1. 5 有毒性および有害性物質

1. 5. 1 塩素

事例 1 塩素を採取しその性質を調べる実験中，呼吸

困難になり，頭痛，はき気をもよおした20).

対策 塩素は 30ppmに達する と短時間で気管支炎，

肺出血を起こし，生命が危険になるといわれている

20). 従ってドラフ ト中で発生実験を行ない，換気に気

をつけるまた腐食性であるのでボンベの保守にも気

をつける

1. 5. 2 硫化水素

事例 1 硫化水素を用いて実験しているうちに多く吸

い過ぎて中毒を起こした20).

対策 硫化水素は可燃性ガスであり，爆発性もあるの

で火気には気をつけるまた人体に対する毒性として

は， 500.......,700ppmでは約 30分吸入すれば亜急性中

毒を起こし生命が危険となり， 1000.......,1500ppm では

吸入後ただちに失神，呼吸麻痺を起こし即死する．硫

化水素の毒性が青酸に匹敵するといわれるのは， この

急激な窒息効果のためである． ドラフト中で使用する

など換気に気をつける 21).

1. 5. 3 シアン化カリウム・シアン化ナトリウム

事例 1 高校で配布された薬品を自宅に持ち帰り，自

殺をはかった20).

対策 、ンアン化カリウム（青酸カリ）はシアン化ナト

リウムと共に致死量は1g以下という猛毒である．取

り扱い，保管には十分気をつける．

1. 5. 4 水銀

事例 1 水銀中の不純物を除くため， これを蒸留して

いるうち蒸気が漏れて中毒した20).

対策 水銀蒸気は毒性が激しく，神経障害などの症状
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がある． 許容濃度は 0.1 mg/m3であるのに， 20 ,.._, 

30℃ の液体水銀はその 15,.._,34倍の蒸気を放出してい

る20). 床にこぼした水銀は必ず回収する必要がある

また床の割れ目などに溜ったものはイオウ華を詰めて

おくと硫化物になって無害となる

1. 6 その他

1. 6. 1 ガラス

事例 1 ゴム栓にあけた孔に，ガラス管を通そうとし

たところガラス管が折れ，手を負傷した20).

対策 ゴム栓にガラス管を通す場合はガラス管を布き

れに包み，ゴム栓のすぐそばのガラス管をにぎり，ま

た口に合わないガラス管を無理に押し入れないように

して入れる． ジュワービンを取り扱う場合には，大き

な氷塊や液体窒素などをビン中に落としたり，高温の

液を冷たい ヒ‘‘ンに急激に入れたりしないようにする．

ボリ エチ レン製などで代用できる場合は，なるべくガ

ラス製を使用しないようにする必要がある．

1. 6-2 電気・静電気

事例 1 冬場，工場で流出，凍結したベンゼンを溶解

するためスチームホースで蒸気を放出させたら，静電

気が発生して発火 した口

対策 可燃性物，爆発性物の発火源としての静電気の

発生による事故は色々起こっている例えば，タンカ

ーの爆発事故23)24)25)26), タンク ローリーの爆発事故

27), 風船が摩擦により爆発した事故28) などがある．

静電気が発火エネルギーとなりうるには，静電気が発

生 し蓄積し着火エネルギーをもって放電する事による

ものであり，従って事故防止にはこの条件を取り除け

ばよい．静電気の測定や事故対策についてはいくつか

の解説28)29) 30) 31) 32) がある．

実験室での電気事故についても検討しておかねばな

らない．電気の人体に対する影密については次のよう

な事が示されている33).

1)流れる電流については表 2のようになる

表 2 電流の人体への影響

電流(mA)[作 用

1 I電気の存在の有無を感じる程度

5 I相当の痛みをおぼえる

10 I耐えられないほど苦 しい

20 ¥筋肉の収縮が大きく，自分の力では脱
離できない

50 I相当危険

100 I致命的な結果を招く

2)個人差があるが，直流では 100V, 交流では 40V

以下の電圧ならば触れても一命にかかわることはな
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いであろう．

3) 10000Vを超えた電圧に触れると， 体がはね飛ば

されてしまい，電流が極く短時間しか体内を流れな

いため，事故が少なくなってくる．逆に3000V付近

の電圧では体が吸いつけられる傾向がある

実験室では機器の発達と共に数万V, 数千Vの装置

が使用される事が多くなっているので高圧下での実験

については装置の取り扱い，保守に十分気をつける必

要がある

2 本校工業化学科における安全問題

2. 1 本校工業化学科における実験と実験室

工業化学科，化学工学科を有する工業高専のカリ キ

ュラム， 実験内容については昭和 46年34) と昭和 53

年3'i) の調査結果がある． それによると各高専でのカ

リキュラム，実験内容にそれぞれ特色はあるが，大差

はないように思われる

本学科での実験カリキ ュラムは表 3のようになって

いる

表 3 有明高専工業化学科の実験カ リキュ ラム

I前期

1学年 I
2 11 I 

3 II 電気化学 (4)

他に応用物理 (3)

4 11 I物理化学 (4)

機器分析 ・計測

5 // 制御 (4)

卒業研究 (8)

1 後期

1 定性分析 (4)

I定量分析 (4)

有機合成 (4)

I化学工学 (4)

機器分析 ・計測

制御 (4)

卒業研究 (8)

注） 5学年後期の機器分析 ・計測制御(4)は卒業

研究形式， カ ッコ内は週あたり 時間数

実験内容は調査結果34)35) に示されている実験項目

の中にほぼ該当している

本学科の実験室は写真 1' 写真 2に示している建屋

の中に在り（写真 3, 写真 4, 写真 5)' そこで実験

は主になされている．

2.2 本校工業化学科における安全事項

ドイツの化学工業組合が定めた基準36)37)38), および

日本化学会の安全指針39), 防災指針40) に照らして，

本学科の実験室および実験の安全事項について主な項

目に分けて検討してみた．

2. 2. 1 実験室の構造

実験室の構造を安全対策の面からみると写真 1'写

真 2にも示しているが，本学科西側部分は 2個所の出

入口が隣接 しているので，爆発，火災が発生 した時の
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写真 1 工業化学科棟南東側撮影 1階東側分析

化学研究室 1階中央分析化学 ・電気化学実験室

1階西側化学工学実験室 2階東側物理化学 ・有

機化学実験室 2階中央有機化学 ・高分子化学研

究室 2階西側化学工学研究室 3階東側 4学年

. 5学年用教室 3階中央工業化学科事務室 ・教

官室 3階西側計測（分析機器）室

その他建屋南側に薬品 ・資材庫 2棟

--:._...: --

写真2 工業化学科棟西北側撮影 1階西側化学

工学実験室 2階西側化学工学研究室 3階西側

計測 （分析機器） 室

写真 3 1階中央分析化学 ・電気化学実険室 実

験台数10 ドラフト 数 1

避難口としては不十分である特に二，三階での実験

装置 ・操作で危険性の予知できるものの使用は当面ひ

かえる必要がある．

2. 2. 2 床面

実験室の床は液体不透過性であり，排水口に向かっ

写真4 2階東側物理化学 ・有機化学実験室 実

験台数10 ドラフト 数 1

写真5 2階中央有機化学 ・高分子化学研究室

実験台数10

てわずかの傾斜があり，さらに清掃作業が容易である

ように，床面に凹凸があってはならないこの点から

必要な部屋はリノリュ ーム仕上げなどにする

2. 2-3 ドラフト

本学科には三部屋にしかドラフトの設置がないので

設備の増強が必要である ．またドラフ トの内張りが全

面普通ガラスになっているが，某化学工場の研究室で

はドラフ ト内での爆発事故によって死者を出している

事もあり，安全ガラス，他材質への改良が必要とされ

る

2.2.4 危険表示

爆発 ・火災 ・有害などの危険性のある部屋，薬品，

装置などにはその事を明示する．薬品については日本

化学会が制定41) した防災ラベルを用いるのも適当で

あろう．

2-2-5 電気冷蔵庫

化学実験室で家庭用電気冷蔵庫が多く使用されてい

る．本学科でも数台，試薬の保管用，実験用に使用し

ている．特に有機溶媒の保管では，その溶媒の下部引

火点と上部引火点との温度範囲内に庫内の温度が設定

されていると庫内の電気系統により発火する危険があ

り，実際その類の事故42) が起こっている．

危険性のあるものは酢酸エチル（下部引火点～上部
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引火点， ー 4,_,19℃)， ベンゼン (-1,..._,13℃), n-

ヘキサン (-26,..._,6℃)，アセトン (-18,..._,5℃)，二硫

化炭素 (-47,..._,23℃)，エチルエーテル (-46,..._,16℃)，

酢酸メチル (-16,..._,15℃)などがある 42).

従って，これらの溶媒を入れる時は必ず密栓し，放

置しないようにする．

2-2-6 高圧ガスポンベ

現在，本学科で保有しているガスボンベは，水素，

酸素，アセチレン，炭酸ガス，亜酸化窒素，塩素，窒

素，ヘリウム，プロパンなどである．

高圧ガスボンベは通常表 4に示しているように分類

され用いられている．取り扱い，保管についてはその

方法43)44) 45) 46) 47) を守り行なわなければならない．

表 4 高圧ガスボンベの分類

ガスの種類 ‘‘ 
デンベ ガスの
の塗色分類

ガスの性質

酸素 黒
圧

支燃

水素赤縮可 燃

窒素ネズミガ不 燃
ス

ヘリウムネズミ 不 燃

アンモニア 白
液

腐食，有毒，可燃

亜酸化窒素ネズミ 不燃，麻酔

プ ロ パ ン ネ ズ ミ 化 可燃，麻酔

硫化水素ネズミ ガ 腐食，有毒，可燃

塩 素 黄 腐食，有毒，不燃

炭 酸 ガ ス 緑 ス不 燃

アセチレン茶掲 溶解ガス 1 可燃， 麻酔

2. 2. 7 オートクレープ

オート クレープの取り扱いには十分気をつける必要

がある 43). 防爆を施した特別室または防護壁の陰で用

いるようにする

2. 2. 8 放射線

本学科にはニッケル 63を密封線源 (15m Ci)とし

た ECD型ガスクロマ トグラフ装置が設置されてい

る．高専レベルでは放射線関係の実施教育はできにく

い状態であるが， その一つの見本として役立ってい

る．従ってその安全教育にも留意する必要がある．

2. 2. 9 口紙電気泳動装謳

2500 V, 150 mAの直流電源を装備した 口紙電気泳

動装置では，泳動槽内でジュール熱の発生を防止する

ため冷却用溶媒を用いる ．その可燃性および高電圧に

は十分気をつけて取り扱う．特に電解液槽と冷媒槽間

での 口紙の液に浸たらない面積を極力少なくする．

2. 2. 10 減圧・真空

大型デシケ ーターを減圧 ・真空にする場合は，布，

合成樹脂ヽンー トあるいは金網かごなどで覆 うべきであ

る． ジュワービンは弾性のある詰め物の入った金網か

ごに入れるか，ボール紙を巻きつけるか，合成樹脂フ

イルムを貼りつけるかするまたエレンマィヤ ーフラ

スコ，平底フラス コなどの球形でない肉薄ガラス容器

を真空に引いてはならない．

2. 2. 11 冷却

普通，物質を冷却するのに用いられる冷却剤には表

5のようなものがある．

表 5 冷却剤 と最低到達温度

冷 却 剤
冷却できる最
低の温度

氷

氷 食塩

ドライアイスーメタノール

液体窒素

0℃ 

約ー 20℃

約ー 70℃

-195℃ 

また液体窒素の使用に際しては次のような事に注意

しておかねばならない48)49). 

1)長時間使用した液体窒素や蒸発 して少なくなった

液体窒素を有機物の冷却に用いてはならない空気

中の酸素が凝縮しているから有機物の混入が爆発事

故につながる．

2)開放容器を液体窒素で冷却したのち封管する事は

しないようにする．管内に空気中の酸素が凝縮し，

室温になった時にこれが気化して封管が破裂する原

因となる．

2.2. 12 融点測定

融点測定での濃硫酸の使用はできるだけさける も

し使用する時は衝立などの防御壁を測定者との間に

立てる事が望ましい．

2. 2. 13 地震

大正 12年の関東大震災で， 東京での出火地点の数

は化学実験室によるものでも相当にのぼり，次のよう

な報告がなされている 50).

黄 リン 件数 12 

金属ナ トリウムと水 7 

黄 リンまたは金属ナ トリウム 3 

過酸化ナトリウムおよび有機物 1 

生石灰と水

揮発性物質の引火 14 

水素の引火

セルロイドの引火 1 

酸化剤，強酸および揮発性物質 10 

酸化剤，強酸および有機物 1 

濃硝酸および木片 2 

強酸，アルカリおよび揮発性物質 4 
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強酸，アルカリおよび脂肪油

強酸，アルカリおよび床板

強酸および揮発性物質 3
 

容器に貯蔵し，廃液処理装置（寿工業製，サンケー式

B L-50型）で処理している 55). この貯蔵容器のうち

シアン化合物貯蔵容器に酸類を投入すると青酸ガスの

発煙硫酸および床板 1 発生，吸入の危険があるので注意を要する．またその

原因不明確（薬品による事は明白） 6 管理にも気をつける必要がある．

最近では昭和 53年の宮城県沖地震による化学実験

室の火災についての報告51)52) 53) 54) がなされている．

これらの災害状況からわかるように地裳による化学

実験室からの爆発 ・火災の発生危険性は極めて大きい

ものである．従って混合危険性のある薬品，高圧ガス

ボンベ類の保管，保守には十分な注意が必要である．

一般的に次のような事に留意する必要がある

1)薬品棚の保守については転倒などの防止対策をし

ておく．

2)戸棚の戸は必ず閉める．またやたらと物を積み上

げなしヽ．

3)高圧ガスボンベを部屋に置かないやむを得ない

場合は固定の仕方に十分配慮する．図 1のようにコ

ンクリ ー ト壁にボル ト締めし，上下二個所を固定す

る．

コンクリ ート壁

図 1 ボンベの保管

4)消火器は地震で倒れて使用できなくなるので，そ

の保守にも図 1の方法を用いればよい．

2. 2. 14 火災 ・ 消火 • 安全シャワー

消火用としての消火砂，手持消火器，消火毛布の準

備をする．化学実験室の消火は炭酸ガス消火器で十分

行なわれる事が多いが，四塩化炭素消火器は発生する

ホスゲンによる中毒に気をつける．また水の不用意な

使用はしないようにする．化学実験室の出入口には消

火，洗浄用の安全シャワ ーを設圏しておくのが望まし

しヽ．

2. 2. 15 化学実験室廃液

写真 6に示している ように化学実験室の廃液はポリ

写真6 実験室廃液（無機系）の貯蔵

2. 2-16 保護めがね・防爆面

保護めがね，防爆面も各実験室で完全に使用できる

ように整備，指導が必要である．

2. 2. 17 安全ピペッター

有害な液体のヒ゜ペッティングには必ず安全ピペッタ

ーを使用するようにする．

まとめ

化学実験における安全教育は次の観点から検討され

る必要がある

1)安全管理一潜在的な危険要素を除く事．

2)安全指導一薬品，装置などのどの場面にどんな危

険があるのかを明らかにし指導する．それには災害

事例に基づいて指導するのが効果的であろう．

3)安全学習ー指禅計画の中で危険性について系統的

な取り入れをし，低次なものから高次なものへと経

験を積みあげられるように計画的な指導をし，学習

するようにする．

この報文では色々な危険物による事故事例をあげ，

その防止についての事項を述べると共に，本校工業化

学科での安全事項について考えられる事の一端を述べ

てみた．その内容は主に安全管理および安全指導の面

であり， 安全学習については各学年での実験におい

て，またそのまとめとして安全工学の教科において体

系的に安全についての認識を深めて行けたらと考え

る

最後に，安全事項の検討の場としても学科内での共

同研究，共同討議の必要性を感じる事をつけ加えてお

きたい．
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防災工学，108(槙書店）．

28) 静電気災害と対策，上田 実 ：安全工学， 5〔3〕

187 (1966). 

83 

29) 高圧ガスの噴出帯電， 増田閃—: MOL, 3月号

55 (1970). 

30) 静電気災害と対策，上田 実 ：安全工学，5〔3〕

187 (1966). 

31) 静電気の測定，橘高重義，岸 清 ：安全工学

4 〔4〕, 314 (1965). 

32) 静電気の測定法，田畠泰幸 ：安全工学， 11団〕，

293 (1972). 

33) 電気を用いる実験の安全と防災，井口洋夫：化

学教育， 19①, 57 (1971). 

34) 工業高等専門学校における化学教育，雨宮武男

：化学教育，21④, 301 (1973). 

35) 高専教育方法等改善調査会報告工業化学部会報

告：高専教育， 創刊号，94(1978). 

36) 化学実験室基準（その 1)' 織方郁映（訳） ：有

機合成化学， 27(4〕，⑱8 (1969). 

37) 化学実験室基準（その 2), 織方郁映（訳） ：有

機合成化学， 27団〕，472(1969). 

38) 化学実験室基準（その 3), 織方郁映（訳） ：有

機合成化学，27げ〕， 657(1969). 

39) 日本化学会編： 化学実験の安全指針（丸善）．

40) 日本化学会編：化学および化学工業のための防

災指針第 I"'11[[集（丸善）．

41) 文献 39) の40ページ．

42) 日本火災学会化学火災委員会編 ：化学火災事例

集 (2)8 (工業調査会）．

43) 高圧ガス容器の取り扱い方，増田昭三：有機合

成化学， 34①, 43 (1976). 

44) 文献 3) の 65ページ．

45) 北川徹三著 ：化学安全工学， 157 (日刊工業新

聞社）．

46) 学校における化学実験事故防止ー実験室におけ

る高圧ガスの取り扱い， 坂井芳雄 ：化学教育， 10 

〔1〕, 116 (1962). 

47) 化学実験の事故例とその防止対策 (2), 難波桂

芳 ：化学， 20〔釘，598(1965). 

48) 化学同人編集部編 ：実験を安全に行うために

（続編）， 26(化学同人）．

49) 化学同人編集部編 ：実験を安全に行うために

（正編）， 29(化学同人）．

50) 混合危険，難波桂芳 ：安全工学， 3〔3〕ぺ1964).

51) 化学研究室と地震一宮城県沖地震の体験から，

現代化学編集グ）レープ：現代化学， 88,26 

(1978). 

52) 宮城県沖地震と化学教室，萩野博 ：ぶんせ

き， 45,660 (1978). 

53) 速報 “化学実験室の地震，，一宮城県沖地震の被

害を取材して，池上雄作 ：化学と工業， 31げ〕，

559 (1978). 

54) 宮城県沖地展における薬品の発火，大津康祐 ：

安全工学， 17④, 244 (1978). 

55) 学内共同利用無機系実験室廃水処理装置の選

定，勝田正男，石橋助吉，辻 直孝 ：総合的実験

実習，2,30 (1978) (有明工業高等専門学校）．

参考文献

① H. A. J. ビーターズ，J.w. クレイトン著，

奥田重喜（訳） ：化学実験室の災害防止，（三共出



84 

版）．

② 東京消防庁笞防部調査課編著：化学火災ー原因

と鑑識（全国加除法令出版）．

③ 安全工学協会編 ：安全工学便覧（コロナ社）．

④ 立花太郎，古賀正三著：実験室における電気技

術ハンドブック（東京化学同人）．

⑤ 畑 一夫，杉山 登，小林真之助，大田正樹，

大木道則編：化学実験法（東京化学同人）．

⑥ 物性編集委員会編 ：実験室での事故を防ぐには

（槙書店）．

⑦ 工場および実験室における爆発，山本祐徳：化

学と工業， 7渇〕， 311(1954). 

⑧ 化学実験の事故例とその防止対策 (1),__., (完），

難波桂芳：化学，(1)20⑤, 483 (1965), (2) 

2゚〔6〕, 598, (3) 2゚〔7〕， 711, (4) 2゚〔8〕，826

（完） 20 〔的， 926.



有明工業高等専門学校紀要 第 15号 85 

橋かけポリアリルアルコールゲルの重合時に

おける希釈剤の GPC能におよほす影響

松 本 和 火弔↑

＜昭和 53年 9月 18日 受理＞

Influence of Diluents at the Time of Polymerization of 
Crosslinked Poly (allyl alcohol) Gels on the Ability 

of Gel Permeation Chromatography 

Abstract 

The suspension copolymerization of diallyl phthalate with glycidyl methacrylate 

m the presence of diluents produced porous hydrophilic gels. By subsequent hydro-

lysis of the gels, porous hydrophilic gels suitable for use in gel permeation chro-

matography were made. The permeabilities were revealed by eluting water soluble 

materials, such as ethylene glycol oligomer and dextran covering a wide range of 

molecular weights, through a column packed with the gels. When alcohols and 

esters were used as diluents, excluded molecular weights increased gradually with 

the amounts of the diluents. When hydrocarbons were used as diluents, a maximum 

value was obtained approximately at 25~75 percents by volume of diluents to the 

monomer by plotting excluded molecular weights against amounts of diluents. 

Kazuaki MATSUMOTO 

1 緒 戸

GPC (Gel Permeation Chromatography) とは

分子の大きさによって分離する液体クロマトグラフ法

である. GPCカラムに用いるゲルを重合時に巨大網

状化するためモノマーをある種の希釈剤で希釈して重

合することが行なわれる．このようにして得られた

ゲルは多孔化されている．たとえばポリスチレンゲ

J砂， 酢酸ビニルゲJ砂， ボリビニルアルコール系ゲ

Jレ3) などがある．著者はメタクリル酸グリシジル

(GMA)を架橋剤として，フタル酸ジアリル (DAP)

を重合して得られる共重合体をケン化することによっ

て親水性ゲルとした．重合の際に希釈剤を加えて重合

した. GMA-DAP系ゲル° について前に報告した

が，その後試料を簡単に測定できるようになったの

で，さらに検討を加えたものである

2 実験方法

2. 1 重合： GMA, DAP およびその他の試薬はい

ずれも市販ー級品を用いた．懸濁重合は水 200ml に

分散剤ゼラチン (0. 5 g), 安定剤炭酸カルシウム

(3. O g), 添加剤硫酸ナトリウム (5.5 g)を加え，

500 ml三つロフラスコ中で攪拌しながら分散剤，添

加剤，安定剤を完全に溶解させる. GMAと DAPを

所定の割合で混合し，これに希釈剤を混合モノマーに

対して 25,.._,150% (vol)加え， 80,.._,85℃ で 5,.._, 6時

間反応させた．重合開始剤は過酸化ベンゾイル(BPO)

を混合モノマーに対して 1wt形を用いた． 粒子の大

きさはかきまぜ速度で調節し 70,.._,100meshを用い

た．希釈剤を添加して多孔化を行なう場合ゲル強度が

低くなるため，本実験では GMAを 80mo1%用い

た．

ゲルの名称は GMA仕込み mo1%, 希釈剤名，希

釈剤添加羅の順に 80-isoOc-100のように示した．

2.2 希釈剤

希釈剤としては GMA と DAPの混合モノマーを

溶解し，水に不溶性の有機溶媒を用いた． ここで用い

た希釈剤はイソアミルアルコール (isoAA), イ ソ ブ

チ｝レアルコー）レ (isoBA), シクロヘキサノール

(cHxol), イソ酢酸アミル (isoAAc), イソ酢酸ブ

チル (isoBAc), トルエン (T), キシレン (Xy),

nーヘキサン (nHx), シクロヘキサン (cHx), ベンゼ

ン (B), イ‘ノオクタン (isoOc)である．

2-3 希釈剤の除去
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重合後，希釈剤を含有する重合体を沸騰水中に入れ

希釈剤を共沸させて除去 した．

2-4 ケン化

乾燥した共重合体 1gとケン化溶液（メタノ ー）レ 5 5 

容と 2.5N水酸化ナトリウム水溶液 1容） 50 mlを還

流下 5時間反応させた．

2. 5 ゲルパーミエーションクロマトグラフィー

(GPC) 

実験装置は図 1のように微量ポンプ，カラム，示差

屈折計，記録計よりなっている．合成したゲルを内径

0. 5 cm, 長さ50cmのカラム（調節可能）のものに

充テン し，イオン交換水を微量ポンプで，カラム下部

より定速 (10,.._,12ml/hr)で流し安定化させる．記録

計のベースラインが安定した後カラム下端の試料注入

ロより，マイクロシリンジで 25μlの試料溶液を注入

する．試料は水溶性で分子量の異なるボリ エチ レング

リコー）レ (PEG), デキストラン (Dextran)を用い

Fig. 1 Schematic diagram of experimental 
apparatus 

1: Solvent reservoir 2: Pump 3: Column 
4: Detector 5: Recorder 

Table 1 Sample 

Sample Mn Mw  

B Dex 2000000 

Dex 110 62000 100500 

PEG 9000 10800 

PEG 8000 8100 

PEG 4000 3550 

PEG 1000 1520 

PEG 200 223 

EG 62 

た．それらの分子量 Mn はェブリオメーターで測定

して表 Iに示したまた高分子試料としてブ）レーデキ

乏

5

o

 

30 40 50 60 70 so 90 100 
Ve/ Vt (°lo) 

Fig. 2 Calibration curves for gels of iso 
AA senes 

8: 80-0-0 
△: 80-isoAA-75 
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O: 80-isoAA-50 
●: 80-isoAA-100 

40 50 60 70 80 90 100 
Ve/ Vt(¾) 

Fig. 3 Calibration curves for gels of 
cHxol series 

8: 80-0-0 
● : 80-cHxol-100 

O : 80-cHxol-50 
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Fig. 4 Calibration curves for gels of Xy 
series 

8: 80-0-0 
O: 80-Xy-50 
□: 80-Xy-100 
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Fig. 5 Calibration curves for gels of 
isoOc series 

8: 80-0-0 ●: 80-isoOc-25 
O : 80-isoOc-50 △ : 80-isoOc-75 
④: 80-isoOc-l 00 
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Fig. 6 Calibration curves for gels of 
isoAAc series 

6: 80-0-0 O : 80-isoAAc-25 
O : 80-isoAAc-50 ●: 80-isoAAc-75 

ストラン (Pharmacia社製 ：Mwキ200万）を用い

た． これらの 2%水溶液を測定に使用した．

3 実験結果と考察

まず補正曲線は得られた溶出曲線のヒ°ークの溶出量

と分子量の関係から求めた． 縦軸に分子量， 横軸に

Ve/Vt (Ve: 試料の溶出中点までの容積， Vt:カ

ラム中のゲル容積）をとり表わしたまた補正曲線の

中央の直線部分を Vo(ゲル粒子間の容積）の値まで

外挿して排斥分子盪 （分子の侵入できる限界の分子

量）を求めた． 図 2は希釈剤として isoAAを用い

た場合の補正曲線である．図より希釈剤の添加量を50

"--150 %と増加し，希釈剤の添加量が 100%になって

効果があらわれた. 150 %の場合はゲルの膨潤度が大

となり，カラムに充テンした時流速がおそくなり使用

できないこれは希釈剤を増加することにより，多孔

化が著しくなってゲルの膨潤度が増加するか，重合時

の分子量低下が起こるのではないかと考えられる． こ

の場合希釈剤を添加しない時は排斥分子量は5000 で

あるが， 100%添加の時排斥分子量はおよそ 10000と

なり分画に有効な補正曲線の中央の直線部分の勾配が

ほぼ一定となる．図 3は希釈剤に cHxolを用いた場

合の補正曲線である． これも希釈剤添加量 100%の時

に排斥分子量が9000に増加 している． その他にこの
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ような現象を示した希釈剤には isoBAがあった に近い沸点をもつものは希釈剤としての効果は期待で

図4は希釈剤に Xyを用いた場合の補正曲線であ きない．

る．図により希釈剤の添加量 50.....,75%付近で排斥分 以上により希釈剤としてアルコール系，エステル系

子量が 10000.....,12000と増加し， さらに希釈剤を増加 希釈剤は添加量が増加するほど効果が大きく排斥分子

すると排斥分子量の低下がみられる．同時にゲルがも 量は増大する．炭化水素系希釈剤は 25.....,75%付近の

ろくなりやすい．図 5は希釈剤に isoOcを用いた場 添加量で排斥分子蜃は最大となり，それ以上増加して

合の補正曲線である． 固より希釈剤の添加量が 25....., も排斥分子量は低下するまた炭化水素系，エステル

50%付近で排斥分子量が増加して， さらに希釈剤を 系希釈剤では添加量が増加するにつれて補正曲線が右

増加しても排斥分子量の低下がみられる. Tも同じ傾 側へ移行している．これはゲルの多孔化によりゲル間

向を示した． 隙が大きくなったものと考えられる

図 6は希釈剤に isoAAc を用いた場合の補正曲線

である．図より希釈剤の添加量が増加するにつれて排

斥分子量も増加している．同じェステル系の希釈剤で

も isoBAc を用いた場合，希釈剤の著しい効果はあ

らわれなかった．その他にはB, nHx, cHx など希

釈剤として使用したがあまり効果はみられなかった．

おそらく重合時の温度より沸点が低いがあるいはそれ
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モデル低次元化問題における Marshall法と

特異摂動法について

川 崎義則＊ ・岩井 善 太＊＊

＜昭和 53年 9月 7日 受理＞

On the Relation between Marshall's Method and Singular 
Perturbation Method in Model Reduction Techniques 

ABSTRACT 

It is well known that Marshall's model reduction technique is one of the most 

practically usefull method in model reduction techniques. However, such problems 

as quantitative evaluation of accuracy and stability of closed-loop system caused by 

using low-order model based on Marshall's method have not been sufficiently in-

vestigated yet. 

This paper aims to relate Marshall's method and singular perturbation method 

by introducing the idea of "pseudo singular perturbation system". As the result of 

this introduction, we can apply several results which have already been established 

in singular perturbation method to the control system design based on the reduced-

order plant model by Marshall's method. 

Yoshinori KAWASAKI and Zenta lwAI 

1. 緒 i;i 

制御理論を実際の制御系の解析，設計に適用する場

合の重要なものの 1つにモデル低次元化問題があり，

これまで数多くのモデル低次元化手法が提案されてき

た1)2). その中で，プラン トの非支配的な固有値に対

する動特性を無視した，いわゆる モード解析法は広く

用いられているもので， Davison法3', Marshall法4)

などがあるが定常特性の点から Marshall法 が 優 れ

ている．

一方，特異摂動法は，モデル低次元化と最適制御と

の関連において数多く研究されており数学的な考察も

進んでいる．特異摂動法は系の方程式のある部分の微

係数に正の微小パラメータ Cがかかった形から議論さ

れるが，実在系をこのような形に帰着させるためには

例えば微小時定数などの存在という具体的，物理的な

形で考察されている場合が多く，モード解析法による

低次元化の具体的な手法と関連づけて一般的に検討さ

れた例はあまりないようである

ここでは，モード解析法の具体的な手法である Ma-

＊助手機械工学科

＊＊熊本大学工学部機械工学教室 助教授

rs hall法と特異摂動法を関連づけてみる． その結

果， Marshall法自体ではあまりはっきりとしてはい

なかった低次元モデルを用いたフィードバック制御系

設計の精度，適用限界などが，特異摂動系で得られて

いる諸結果をそのまま用いることで定置的にはっきり

できることを示す．以下， 2, 3において Marshall

法， 特異摂動法について簡単に述べる. 4で仮想特

異摂動系を導入することで， Marshall法と特異摂動

法を関連づけている. 5では簡単な数値例を示す．

2. Marshall法

(n十m)次の系

｛丘=Ax+Bu 

y=Cx 

(2・1)a 

(2・1)b 

を考える．ここに， X は Cn+m) 次状態ベク トル，

U は r次入カベク トル， y は P次出カベク トルであ

る．いま， Uを Aのモーダルマトリクスとすれば，

変換 x= Uzにより

{; = Az+U-1Bu 

y =CUz 

(2・2)a

(2・2)b

を得る． ここに A =u-1Auであり， 簡単のため A
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の固有値は相異なる負の実根を有しているものとす

る． また，

A=  diag [入L... , 社，叶，...社］

と書け， 系の固有値が支配的固有値刈， i= 1, 2, •··n, 

と非支配的固有値芍，j=1,2,・・・,m とに分割できる

ものとすれば

.. 
S': 
-{ふ=U凶 U戸X叶厄+B1u

) i+m ら=A2z2十八U

u
 

u
 

ー
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B
 

B
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c
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ー-x
-x
 

＿
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あるいは，

る

(3・2)a

(3・2)b

(3・2)c

(3・2)b式からふを解き出して求められ

(2・3)a 

(2-3)b 

を得る． ただし

r 
ヘ
B1)n 

x 全 [5,~] T,z全 [z『,z町 ，B全 l
n 111 ゞY, [叫）m

A1全 diag[対， ・・・，枯],112全 diag [対， ・・・, 枯］ ， 

n 111 n 

U全(j;iJ,t'V全(
U3 U4)m Vi 

立t.
v4)m 

I'1全 Uz.12-U凶 U戸Uz, I'z全 V3B叶にB2

である．好， i=l,2,••·,m が系の非支配的固有値を表

わしているので， U と石との間の過渡特性は無視で

きて低次元モデルがつぎのように定まる

ュ
ふ = U凶 U戸ふ十I'ふ+B1u (2•4)a 

瓦： {• ~A年＋ハu (2-4)b 

ふ=U3U戸ふ+cu4-u4u戸 U2)ら (2•4)c

あるいは， (2•4)b 式かららを解き出して

｛も ~ u凸U戸ふtCB,-r』エ）u (2-4)a' 

Zz = -1121八u (2・4)b'

xz = U3U戸ふ1ー (U4-U3U戸U2)A戸I'zU

(2 •4)c ' 

を得る．

ある．

これが Marshall法による低次元モデルで

3. 特異摂動法 (A-変動法）

高次系 Sn十Ill が，つぎのような Cn+m)次の方程

式系で表わされているとする．
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ここに， X1, ふは，それぞれ n次， m次状態ベクト

｝レ， U は r次入カベクトル， y は P次出カベクトル

であり， C は正の微小なスカラー盪である. Au, A12, 

A21, A22, Bi, B2, C1, C2は， それぞれ適合する次

数をもつマトリクスである

いま， Sn+mに対して， e:=0とおいた n次の系
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系を

だ

有

s

で与えられ，

ふX1(0)は

これを誤差系と呼ぶ ただし，初期条件

応 (0)= e「心{x氏て）+A召A心 (0)

゜ +A召B2u(O)}dて

である

(3・3)d 

ここに， X氏て）は，つぎの補助方程式

dx氏て）/d-r = A21X1(0)+A22X氏て）+B2u(O), 

ふ (Q)= X20 (3・3)e 

の解であるまた， w = ふJe=Oである．

4. 仮想特異摂動系の導入

いま

ふ=U凶 U戸x叶八z2+B1u(4•1)a 
Sn+n: { 

eら=μA2z2--l-μハU (4・l)b

なる系を考える．この瓦;+111 を図+111 に対する仮想特

異摂動系と呼ぶことにする．これは，形式上は (2-3)b

式の左辺に c, 右辺にμ がそれぞれかかっている．

ここで， C は正の微小定数，μ については， μ=1バ，

入=max(! 辞I,・・・,I社I}とおくものとする．ただし，

入>1と仮定する． もしそうでない場合は， 適当な

time scale 変換を行うことによりこの仮定は成り立

ち，一般性を失うことはない．

この仮想特異摂動系は，パラメータ E:, μ について

e→μ は Sn+m→Sいを意味し， e→0は Sn+m→ふを

意味するという特長がある. (Fig. 1) すなわち仮想

特異摂動系 Sn+m を導入することにより， Marshall 

法による S~+m→Snなる低次元化を特異摂動法による
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HIGH-ORDER SYSTEM 
らしめる制御則 (4• 3)式を用いて Sn+mの原点が漸

近安定となる．ただし

A。=A11-A12A召A21, B。=B1-A12A召B2

s —’• も=U1信 X1+f°i.Z2 +恥u
n+m{ら＝岳 +Gu I <~ " 

MARSHALLS METHOD 

s . ーぶ ＝叫・l叶X1+r1Z2+B1u 

n+m・ I屯=μi,.み＋名U

.:. 

百： X1 =U1.h.1 U況＋⑫ + B1u 
I E● ~0 

n l。=.h.品＋乃u

" = 1/入

''  入=rn,x{l,,1, ..... ,1,ml} 

eq. 12 .4) 

2 
oz2 =―-Azlw 

μ 

PSEUDO SINGULAR PERTURBATION SYSTEM 

w=らle=O= -A21I'2~ 

eq. (4 .1) 

Fig. 1 Pseudo singular perturbation system 

低次元化 Sn+m→ふにおきかえることが可能となるの

である．その結果， Marshall法自体ではあまりはっ

きりしなかった問題を，特異摂動法で確立されている

諸結果を適用することではっきりさせることが可能で

ある． ここでは， そのうち (i) 低次元化による誤差

の評価の問題 (ii) 低次元モデルに対して構成された

安定化フィードバック則をそのまま高次系に適用した

場合の閉｝レーフ゜系の安定化問題について示す．

4. 1 誤差評価

Marshall法による低次元化によって生ずる誤差を

ふ： (3• 3)式を用いて評価できる． この場合の誤差

方程式ふは

f 0ふ=V凶 U11応 ＋ミI'1Aデw (4・2)a
μ 

瓦： aヽy= cc1+c凸 U戸）OX1 

｛ ーミC2(U4-U3U直ん）国）2r2u 
μ 

(4•2)b 

(4・2)c

= 

知 (0)= eI'1J (z土）＋心八u(O)}dて

o (4 • 2)d 

oz氏て）/dて=μA2z氏て）+μ 八u(O),

Z2(0) = Zzo 

である．

この結果は

Au→U凶 U11, A12→几， B1→B1, 

A21→ 0 , A22→ μAz, B2→ μI'z 

なるおきかえにより，直ちに Marshall 法の場合に

適用可能である．

5. 例 題

上述の結果の適用例を示す．高次系がつぎのような

3次の系であるとする．

［□ ~[ -~ 2 - ~5 -~J [ J+ l : 1 u 

(5. 1)a 

゜

〔 1 0 0 J [ :: 

X3) (5. l)b 

初期値は X1(0)= 0, や (0)= 0, や (0)= 0とする．

この系の固有値は一0.2, -0. 5, -2である変換の

モーダルマトリクス U および VC=u-1) は

y 

-0. 9798 2.7777 -0. 4536 

U=I 0. 1960 -1. 3888 0.9072 

-0. 0392 0.6944 -1. 8144 

-1. 8900 -4. 7249 -1. 8900 

V=l -0.3200 -1. 7601 -0.8000 

-0. 0816 -0. 5715 -0. 8165 

(4・2)e

である．低次元モデルとして， 2次に降下した場合を

考えれば (Az= -2) 

で与えられることになる．

4-2 閉ループ系の安定化

低次元モデル Snにもとづいて構成されたフィード

バック制御則

u =Kx1 (4-3) 

を Sn+mに適用して得られる閉Jレーフ゜系は安定でなけ

ればならぬ． この問題に対しては， B.Porterのつぎ

の定理がある．

定理 (B.Porter)6> 

Sn+111で (A。, B。）が可制御であるとする．このと

き A22がフルビッツマトリクスならば， e。>Oが存在

して veE (0, e。]について， Snの原点を漸近安定な

□ =[_:1~07t:H。。〗 u (5・2)a

ふ＝ー0.1ぇ1-0.7品+o.5u 

(Z3 = -0. 4083u) 

を得る．誤差系は

(5・2)b

(° ぷ］＝［゚ 1 J[oX1J+[ J゚u
絃2 -0.1 -0. 7 0ゃ 0.6124

(5-3)a 

ox3 = -0.1ox1-0. 7oxz-1. 2247oz3 (5-3)b 

E • 
(0Z3 = -Q. 5—- W) W = ， -0. 4083u 

μ 
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0X10 = 0, ox20 = -0. 25~u(O) 
μ 

である．いま，入力として単位ステップ入力を加えた

ときの高次系 (3次）と低次元モデル (2次）の状態

量の応答波形を Fig.2に示す．つぎに，高次，低次

両系の応答の真の誤差と誤差系の解を Fig.3に比較

している．ただし， μ= I 1/A叶=0. 5, c: = 0. 5とお

いている． これより各状態量について真値と誤差系の

解の双方が一応近い値を示している． したがって誤差

系の解を用いて Marshall 法による低次元化によっ

て生ずる誤差を推定できることがわかる. Fig. 4は，

C の値を変化させた場合の誤差系の解の変動を示して

s.o 

Fig. 2 State variables of original 3-rd or-
der system and reduced 2-nd order 
system when u(t) = 1 

Fig. 3 Exact error and state variables of 
error system 

0.2 

0,0 

-T 

2

5

 

．
．
 

0

0

 

―

―

 

Fig. 4 State variables of error system v.s. 
values of parameter e 

いる. E:=μ とおいた場合が真の誤差に最も近く，そ

れ以外はかなりずれることがわかる

つぎに， 3次の高次系を 1次にまで低次元化した場

合をしらべてみれば，低次元モデルは

5.0 

o.o 

ぷ＝ 一0.2ふ+1.0003 u 

[::J=[―:： Jふ+[_:_2}
-0. 5 0 

A2 =[ J 
0 -2 
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、, (c•O.B) 
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(5-4)a 

(5-4)b 

s.o 10.0 1s.o 

X2 

---·-—ヽー
5.0 10.0 15.0 

10.0 15.0 C 

Fig. 5 State variables of original 3-rd 
order system and reduced 1-st 
order system when u(t) = 1 
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0.0 

-1.0 

， 

-2.0~,//,~ox1 

閉｝レーフ゜系の安定化問題について考察する．ただし

低次元モデルは 2次であるとする． いま， Marshall 

法による 2次の低次元モデルに対して

u = [k1め］［ふxJ (5. 5) 

1.0 

0.0 

-1.0 

1.0 

----L 
ox2 

------
5 ,0 10,0 15.0 

X2-X2 

X3―X3 

o.o'-------¥―---5.0 

ox3 

-1.0 

10.0 15.0 

なるフィードバック則を構成し．閉ルーフ゜系の安定化

可能なパラメータの領域を Fig.8の黒塗部で示して

いる．つぎに， このフィ ードバック則 (5.5)式を高次

系(5.1)式に適用してみる．例えば c= 0. 5の場合，

同じ Fig.8の斜線部分が安定化可能な領域である．

つまり，この斜線部分のパラメータ k1, 柘を用いて

フィ ー ドバック則を構成しておけば，それをそのまま

の形で高次系に適用しても高次系は安定であることが

わかる．なお参考のために C の値を 2, 3変化させれ

ば， C の値が増加するにつれて安定化可能なパラメ ー

タの領域は狭くなることもわかる．

Fig. 6 Exact error and state variables of 

error system kz 

o.o 

-4.0 

0.0 

-1.0 

1,0 

-1.0 

2,0 

1.0 k1 

10.0 15.0 

Fig. 8 Stable region of closed-loop system 

6. 結 -
U
 

10.0 15.0 

Fig. 7 State variables of error system v.s. 

values of parameter e 

である． この場合は高次，低次元両系の応答はかなり

異なっている.(Fig. 5) Fig. 6に低次元化による真

の誤差と誤差系の解の比較を示す． これから，誤差系

の解をしらべることにより，高次系を 1次に降下させ

た場合の低次元化による誤差がかなり大きいことを知

ることができる. E の値に対する誤差系の解の変化を

Fig. 7に示す．

本報告では， モデル低次元化手法の 1つである

Marshall法を，仮想特異摂動系を導入することで特

異摂動法と関連づけることについて述べた．その結

果，

1)誤差方程式系を解くことにより Marshall法に

よる低次元化による誤差を定量的に把握できる特

に，一般の特異摂動系の場合の補助方程式 (3・3)e

式に対応する (4・2)e式が， μA2 = diag [μ 叶， ．．．，

μ社］と表わされるため簡単な手計算で解くことが

可能であるまた， Marshall法ではステッフ゜入力

について高，低次元モデルの定常値が一致すること

が示されているのみであるが， ここでは特異摂動系

と関係づけているので，ステップ入力以外の入力に
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ついても誤差評価は可能である．

2)低次元モデルに対する安定化フィ ードバック（不

完全状態フィードバック）をそのままの形で高次系

に適用して高次の閉｝レープ系を安定化できる気が

存在することが示されている．

また， ここでは示さなかったが，以上の考察を

3)最適制御問題9)10)11) 

4)すべての状態量が直接検出できない場合の状態観

則問題12)13) 

などへ適用可能である
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18 Cr-8Niォーステナイト系ステンレス鋼の

X線的弾性定数に及ほす圧延集合組織の影響

宮 JI l 英 明

＜昭和 53年 8月31日 受理＞

The Effect of Rolling Texture on the X-ray Elastic 
Constants of 18Cr-8Ni Austenitic Stainless Steel 

In the previous study, the value of constant K入， for the X-ray stress measure-

ment of 18Cr-8Ni austenitic stainless steel has been determined with a high accu-

racy from r(311) diffraction of CrK(] radiation by 和 oscillation method. As a re-

suit, a little difference between the constant Kx of cold rolled steel plate and that 

of hot rolled is recognized. 

In this paper, the effect of rolling texture on the X-ray elastic constant was 

investigated by the graphical method, and it was clarified that the difference of the 

constant Kx mentioned above can be qualitatively explained well by taking the roll-

ing texture into analysis. 

Hideaki MIY AGA w A 

1 . 緒 -
[
 

おける回折X線ヒ°ーク強度の変化は， Fig.1に示す

とおりであり，供試材はかなり強い集合組織を有す

さきに CrK(ir(311)如揺動法を用いて， 18-8ス る．

テンレス鋼冷延板，熱延板のX線的弾性定数測定を行 X線的弾性定数測定は， Table Iに示す実験条件

ない，非常に精度よく，かつバラッキも少ない値を得 で， 同一試料について 10回繰返し測定を行なった．

て，オーステナイト鋼でも X線応力測定が精度よく適 その結果を Table IIに示す. R, Al両者とも非常

用できることを報告した立 しかしながら，冷延板と に精度よく測定され，バラッキも少ないが， Kx値に

熱延板の弾性定数測定値には，若干の違いが見られ， ついてみると Al材で Kx=-33. 33 kg/mm2 /deg, R 

Kx値でみると， 10回繰返し測定の平均値は，それぞ

れー34.87 kg /mm2 /deg, -33. 33 kg /mm2 /degであ

ったそこで，この差異を，圧延集合組織の違いによ

り説明することを検討した結果，定性的ではあるが，

実験結果を説明できることが明らかになったので，そ

の概要を報告する．

2. 実験方法と実験結果

既報1) の実験方法とその結果の概要は次のとおりで

ある．

供試材料は，既報の研究1)~5) で用いたのと同一供試

材料 R(18Cr-8 Niォーステナイト系ステンレス鋼，

冷延，市販受け入れのまま， JIS結晶粒度番号 7.2) 

と， 日本材料学会材料強度部門委員会応力測定分科会

共同研究6) で提供された試料 Al(18 Cr-8 Niオース

テナイト系ステンレス鋼，熱延， 1030℃x30W. Q., 

粒度番号 7.9)である．供試材の 5゚ おき各入射角に

7 
1 Specimen: R 

j!: 
0 10 20 30 40 0 10 20 30 40 

Di函 tionof diffraction plane IJ,• (deg) 

Fig. 1 Relationship between direction of 
diffraction plane and peak intensity 
of diffraction X-ray for testing ma-
terials. 

…0…X-ray diffraction stress analyzer SMX-
50, ,fr。oscillation土2.5°, 30kV-10mA, 
mask 4. 5 X 16mm2 

ー●ーX-raydiffractometer VD-lA, Fixed ,fr, 
40kV-30mA, mask 4Xl0mm2 
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Table I. Conditions of X-ray elastic constant measurements. 

Apparatus ...... Shimadzu X-ray diffraction stress analyzer SMX-50 

Method ……少。 oscillationmethod. Half-value breadth method. Sin2,f-method. 

X-ray, diffraction plane …… Cr Kf], r(311) 

Oscillating angle 

Voltage, current 

Time constant 

．．． ．．．土2.5deg 

...... 30kV-10mA 

...... 8 sec 

...... 2 deg/min 

...... 40 mm/min 

Scanning speed 

Recording chart speed 

Incident angle of X-ray 

Slit, irradiation mask 

..... 5, 5, 10, 15, 20, 25, 30, 35, 40, 40 deg. 2 times 

...... 0. 46 deg, 4.5 x 16 mm2 

Method of mechanical loading ...... Bending by using loading apparatus. 

Determination of mechanical stress ...... Strain at opposite surface of specimen. 

Applied stress …... 0, 6, 12, -6, -12, 0 kg/mm2 

Table II. Experimental results of X-ray elastic constant measurement 

Materials 
I 

Hot-rolled 18-8 stainless steel Al Cold-rolled 18-8 stainless steel R 

c(101+/-k•,gm)) /mE ' c10v-s/mE m2 (k/gdK/emgx ) m' 

,d (J 

c(10l/+-k•g,m)) m/E ' c10叶-•mEm' (k/gdK/emx g) m' 

L1a 
Constants (kg/ ） (kg/ ） 

/kg) m m  /kg) mm  

1st time 7. 44士0.38 1. 54土0.17 -33. 07士1.82 0.96 7.20土0.431. 49士0.19 -34. 18士2.080.93 

2nd 7.48土0.401. 44士0.18 -32. 87土1.94 0.92 7.00土0.321. 24士0.14 -36. 18土1.53 0.83 

3rd 7.40土0.431. 59士0.19 -33. 26土2.050.81 7.02士0.311. 38土0.14 -35. 05土1.48 0.81 

4th 7.31土0.321. 42土0.14 -33. 67土1.55 0.82 6.99土0.311. 31士0.14 -35. 18土1.47 0. 76 

5th 7. 24土0.391. 54士0.17 -33. 97士1.87 0.91 6.99土0.24 1. 42士0.11 -35. 20土1.18 0.68 

6th 7.37土0.3511. 46土0.16 -33. 37士1.68 0.89 7. 12土0.311. 45士0.14 -34. 55土1.50 0.82 

7th 7. 37士0.42 1. 34土0.19 -33. 37士2.040.97 6.97士0.281. 31士0.13 -35. 27士1.36 0. 77 

8th 7.44土0.491. 39土0.22 -33. 08士2.360.98 7. 10土0.331. 41士0.15 -34. 65土1.59 0.88 

9th 7.48士0.381. 57士0.17 -32. 89土1.83 0.99 7. 18士0.321. 53士0.14 -34. 25土1.52 0. 74 

10th 7.29士0.33 1. 34土0.15 -33. 71士1.57 0.83 7.20土0.321. 45土〇.14 -34. 16土1.50 0.80 

Average 17. 38土0.3911. 46士0.17[ -33. 33士1.87¥ 0. 91 17. 06土0.32j1. 40土0.141 -34. 87士1.52 0. 80 

Confidence 
range of 
average 

0. 06 0. 07 0. 26 - 0. 09 0. 06 0. 45 -

材では Kx=-34. 87kg /mm2 /degとなり， R材の方

が絶対値で 1.54 kg/mm町degだけ大きい結果が得

られた これは実験の精度および繰返し測定値のバラ

ッキが小さいことから見て，測定誤差によるものでは

なく，材料の微視的組織の違いによるものと考えられ

る

3. X線的弾性定数の理論計算

3-1 計算の基礎

異方性結晶の集合体 である多結晶金属の弾性定数

は， Voigtのひずみ一定モデルと， Reu/3の応カー定

モデルの中間の現象を示すものと考えられるが， フェ

ライト鋼で検討された結果， X線的弾性定数はやや

Limit of confidence…95% 

Reu/3条件に近いようである 7)8). そこで以下の解析

は応カー定条件の下で行なった．

Fig. 2に示すように，試料に固定した座標系を XR

yrzrば軸は応力負荷方向，が軸は試料面法線方向），

結晶に固定した座標系を xyz(x軸は [100], y軸は

[010], z軸は [001]方向）ととり，両座標系の間の

変換行列を次のようにおく．

(;}(:: :x~) 
さらに， (hkl)格子面法線の xyz座標系に関する方

向余弦を (a,/3,r) とし， この法線と試料面法線との

なす角を炒とする．
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x'方向にのみー軸応力りが負荷されているとき，

格子面 (hkl) に垂直な方向 (n方向）のひずみ砂

(hkぃ は次式で与えられる.9) 

n(cx、fl,75)

(TM 

Fig. 2 Principle relation of stress strain 
and orientations in crystal. 

001 

111 

,Q.19S 

.o.1s1 
0.210 
0.177 
0.14'5 
0.122 
0.104 
0.095 
0.091 

011 
「(311):(91,2+叫ら吋）/11 

111 

Q Q 1 1.1,UJ, l.,U-L & I. I I I IJ』.I.I.LU』

ぢ :~~~~M~~ ら：：：
011 

00←←  .-..-NNMMゞ
dcic:Scicidcioci do  

「<131>={ I占9m,2十が）/11 

Fig. 3 Distribution of I''uiktl on strereogra-
phic projection. 
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€,fr (hkl) ={ふ十辛sin賛十S。I''(hkllに
(1) 

ここで， I''(hkll=かli十炉mf十戸nfで，S12,S44, S。
は単結晶のコンプライアンス定数であり，本研究では

立方晶における Feの値10)

S12 = -2. 766Xl0-5mm2/kg 

S44 = 8. 454Xl0-5mm2/kg 

S。=S11-S12-S44/2 = 5. 963Xl0-5mm2/kg 

を用いた. I''(hぃを {311}面群について求めると次

のようになる．

I''(311) = I''(311) =…= C9l2+mr+nD/11 

I''<131> = I''<131J =・・・ = Clf+9mf+nD/11 

I''(113) = I''(i了3)=・・・= Cli+mr+9nD/11 

この分布をステレオ三角形上に図示すると Fig.3が

得られる．

X線回折法においては， Bragg の式を満たす方向

にのみ回折は生じるので， 試料軸 (x'方向）がステ

レオグラフ上で Chkl)の極から (90°-,fr)だけ離れた

円周上に分布しているときだけ， 試料面法線から少

だけ傾いた Chkl)面からの回折を得ることができる

そこで CrKfir(311)面について， 回折を生ずる試

料軸の方位分布をステレオ三角形内に求めたその一

例を Fig.4に示した結晶粒が十分小さく，各結晶

粒の方位が無秩序に分布しているときは，試料軸のス

テレオ三角形内での分布は一様であるが，集合組織が

111 

し。=30゚

001 011 

和
し。=00

001 011 

Fig. 4 Examples of the distribution of 
stress axes on stereographic proje-
ction. 
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存在する場合には，この分布は一様でなく，ある方位

で密度が増加する．そのためX線的弾性定数に変化を

もたらす．

圧延による集合組織は，例えば引張塑性変形により

形成される集合組織のように，各結晶粒のある晶帯軸

が引張方向に平行になっているのとは異なり，各結晶

粒のある面が圧延面に平行で，かつその結晶内の特定

方向が圧延方向に平行になった複雑な集合組織を有し

ている．そのため，集合組織を解析に導入する方法と

して，引張塑性予ひずみ材に対してなされた方法”の

ように，一方向のみの軸密度を考慮するだけでは不十

分であると思われる． 圧延の場合は試料面法線方向

(ND)および圧延方向 (RD) 2方向の反転極点図を

用い，これら 2方向の影響を考慮して， X線的弾性定

数が集合組織の形成により，どのように変化するかを

調べる必要がある．

圧延による変形を，圧縮および引張りが同時に起こ

る変形とみなして圧延集合組織を考えると， fee金属

においては，引張方向で [111], [100], [112] 軸 が

優先し，圧縮方向では [110]軸が優先すると考えら

れる叫そこで本研究では， RD方向， ND方向それ

ぞれ Fig.5のステレオ三角形の a, b, eおよび斜線

部に存在する結晶方位の密度に重みをつけた分布を仮

定することによって集合組織を導入する． しかしなが

ら，応カ一定モデルを用い，一軸引張りにより応力を

負荷している場合には， (1)式には試料面法線方向の

xyz系に関する方向余弦 (!3,m3, nJは含まれず， ND

方向の集合組織はX線的弾性定数に影響を与えないも

のと判断される．そこで実際の計算には， RD方向の

集合組織だけを用いた．

3. 2 計算方法と計算結果

(1)式のような，試料内の一結晶におけるひずみと

応力の関係式を， X線回折にあずかる多結晶体に適用

するには，回折面法線方向が n(a,/3,r)方向に一致

する結晶についての平均値を求めなければならない，

その平均値を，文字の上に一ーをつけて表わすと，

(1)式から

的 ,111,1>= (S12+ 
s44 ・ 2 ----

- -Sm  ,f'+I'' 
2 

. (hk/)}(JM (2) 

が得られる．

I''(Jill/)を求めるには， I''(hいの分布を図示した

Fig. 3の上に，回折を生ずる試料軸の方位分布を図

示した Fig.4を重ね， Fig.4の結晶方位の軌跡に

沿って Fig.3の I''(hk/)の値を読みとって， I''(hkl)

の分布を求め，平均値を求めた．このとき Fig.4の

結晶方位の分布には，(311), (131), (113)等の面に

よる回折が含まれるので， (311) による回折には

001 

001 

RD 

皿la
目 b

■ C 

111 

011 

111 

011 
Fig. 5 Schematic inverse pole figure she-

wing idial rolling terture. 

Fig. 4の I''(311), (131)の場合は r031>という具合

に I''(hlzぃは回折面に合わせて， Fig.4の3つ の 中

から選びかえながら読みとらなければならない． この

ようにして得られた I''の分布の一例を Fig.6に示

した ここで圧延による集合組織を解析に導入するた

め， Fig.5に示した RD方向の反転極点図を用い，

a, b, cの部分の結晶方位の分布に重みをつけ，『の

平均値を求めた．

｀ L 

1.0 

o.9 L 
0.8 

0-7 

Q.6 

0.5 

0.4 

03 

0.2 

0.1 

o.o 

I.J,。=30°

Average 

Fig. 6 Example of the distribution of 
I''<hkll along the locus of stress 
axes. 

等方性を仮定した弾性論によれば， 一軸応力状態で

は次式が成立12)するので，

1十ye,1r=- . 
E 

び，lfs1n予ー上
E 

<J M 

(2)式に， さきに得た下7を代入し e,1ru,1,nlり -Sln

惰線図を求めれば， その傾きおよび切片が，それぞ
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れ (1十v)/E, -v/E の値を与えることになる．そこ

で Fig.5の a, b, cの部分の重みつけの程度を数

種類とり 2---:;;り -sin惰線図を求めた．その一例を

Fig. 7に示す． 集合組織が存在しない場合は，解析

的に求まる結果と一致して，線図は直線を示すが，集

合組織が存在すると線図は曲線となっている． これを

最小二乗法で直線近似し， X線的弾性定数を求めた．

その結果を Tableillに示す． この結果，例えば Kx

値でみると， 圧延による集合組織が増加するにつれ

て，その絶対値も増大することがわかる． このように

圧延により形成される集合組織の程度の違いによっ

て， X線的弾性定数は大きく異なることが計算によっ

て示される. 18-8ステレンレス鋼圧延材の集合組織

は圧延温度によって異なり ，RD方向の場合，高温圧

延より低温圧延の方が [001], [211]方位等では集合

組織が強く形成されることが報告13) されており， 本

供試材でも，冷延板Rの方が熱延板 Alより，より強

a b c 
---<>- 1 1 1 

5.0 ト--•- 3 6 12 

4.0 

0

0

0

 

3

2

1

 

(
6工
＿Z
E
E
~
.
9

l
 

X
)
 

11°・010 
-1.0 

-2.0 

Q.5 

sin渇
1.0 

Fig. 7 Example of the analytical results 

of 1:: / "'<JM versus s1n2,jr. 
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い集合組織が形成されているものと考えられる． した

がって，上述した計算結果から， R材の Kx値が Al

材の Kx値より絶対値が大きくなるものと予想され，

R材が Al材より Kx値の絶対値が大きく測定され

た実験結果は，圧延による集合組織の違い として，定

性的に説明できることがわかる

4 ． 係吉 -
[
 

CrK/3 r(311) 回折面を用いた， 18-8ステンレス鋼

圧延材のX線的弾性定数が，圧延集合組織によりどの

ような影響を受けるか，解析的検討を試みた結果，圧

延集合組織が増加するにつれ， Kx値の絶対値は大き

くなることがわかった． したがって，既報の冷延板の

X線的弾性定数が熱延板より絶対値が大きく測定され

た実験結果は，圧延集合組織の違いとして，定性的に

説明できることが明らかになった．

終わりに，本研究の遂行に際し懇切な御指導を賜わ

りました本校機械工学科小田 明教授に感謝の意を表

します．
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Table III. Analytical results of the X-ray elastic constants and K-values. 

Degree of texture (1十v)/E(10-5mm叶kg) v/E(l0-5mm2 /kg) Kx(kg/m m2 /deg) 

a=l b=l c=l 7. 23 1. 78 -34. 03 

1 2 4 7. 10 1. 75 -34. 65 

2 4 8 6. 79 1. 68 -36. 24 

3 6 12 6.56 1. 62 -37. 46 

4 8 16 6.40 1. 58 -38. 45 
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高速度鋼 (SKH52)の平面重研削加工＊

田口紘ー・小田 明

＜昭和 53年 9月19日受理＞

Heavy Surface Grinding of High Speed Tool Steel 

A basic research on the characteristics of heavy grinding of molybdenum-vana-

dium type high speed tool steel (JIS SKH 52) is presented in this paper. Two 

workpiece materials of as received and heat-treated steels were ground with a sur-

face grinder. Grinding forces and grinding ratios were measured. 

The grinding ratio of heat-treated steel is remarkably smaller than that of as 

received steel but the grinding forces of them are almost equal. The grinding 

force increases with the hardness grade of wheel, whereas there is not such the 

tendency for the relationship of grinding ratio and wheel grade. In the heat-treat-

ed steel, the machining condition of lower feed rate and larger depth of cut gives 

larger grinding ratio under the same volume of metal removal, but careful atten-

tion must be paid to the fact that the grinding crack occurs easily in this machin-

ing condition. 

Kouichi TAGUCHI and Akira ODA 

1 緒 -
[
 

現在，研削加工は従来からの精密加工とともに切削

加工に匹敵する高切りくず除去率を得ることも要求さ

れつつある．高除去率を得る方法としては大きな切り

込みと送りで加工を行うところのいわゆるアブレシブ

加工 (abrasivemachining) と，鋼塊・鋼片の傷と

りの場合のように大きな砥石荷重をかけて研削すると

ころのいわゆるスナッギング加工 (snagging) があ

る．両者は高研削抵抗を伴うので重研削加工と呼ばれ

る．一方，砥石回転数を高速化し，それに伴って工作

物送り速度を増大させる方法（この方法では研削抵抗

はほとんど増大しない）があり，これは高能率研削と

呼ばれる．

このような現状のもとに精機学会において昭和50年

6月に「重研削専門委員会」が発足し， 基礎研究実

験，情報交換（シンポジウム，文献紹介）等の活動を

行っている．著者らは委員として高速度鋼の研削の分

野を分担している．高速度鋼の研削に関する報告は少

なく 1)2), その重研削加工については特に不明な点が

多い．本研究はその中間報告をま とめたものである．

供試された被削材はモリブデン系バナジウム高速度

鋼 SKH52である． この材料はすぐれた耐摩耗性を

＊昭和 53年 5月 27日 精機学会重研削専門委員

会研究発表会（於 熊本大学）にて講演．

有し，高性能のエ具材料として評価されているが，被

削性が悪く特に被研削性に難点があるといわれている

ものである．また砥石は硬さの異った白色アルミナ質

砥石三種類である

2 実験方法

2. 1 実験条件

被削材は受入時の焼鈍された状態のもの（受入材）

とそれを熱処理し硬化させたもの（熱処理材）の二種

類とした．被削材成分を表 1に熱処理条件を表 2に示

す．被削材形状は研削盤の出力に限度があるので，単

位研削幅当りの研削動力が高く取れるように幅を狭く

し，長さ 100mm, 幅 4mm, 高さ 50mmの形状に

した．砥石は白色ア）レミナ質砥石で粒度 46, 組織 8,

ビトリファイド結合法である．砥石結合度は I, K, 

Mの三種類としたまた砥石大きさは外径 180mm, 

幅 16mm, 内径 70mmである．

研削条件は軽研削と重研削の相違も観察するため切

り込みを幅広く変化させた．研削条件を表 3に示す．

2. 2 使用研削盤

実験に使用した横型平面研削盤（三正製作所 GNH

SE-3 C) は出力 0.75KWで，重研削加工を可能に

するため主電動機を 1.5 K W に改造した． これによ

り切り込み 100μmの加工が可能になった．

主軸回転数は 3000rpmで， 砥石外径が 180mm
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表 1 被削材成分（％）

C Si Mn P S Cr M。W V 

1. 02 0. 16 0. 18 0.0017 0.0016 4. 20 4.81 6.01 2. 72 

表 2 熱処理条件

熱処理温度（℃) ！ 硬 さ

焼入れ 焼 戻 ーし［ミ入材 熱処理材

1220℃（油冷） 560℃ (2回） 1 出 B 97 Hぷ 64 

表 3 研削条件

研削 方 式：平面フ゜ランジ研削

両端切り込み

研削幅： 4mm 

切り込み： 10, 30, 50, 70, lOOμm 

送 り速度： 1.5, 3, 6m/min 

砥石 周 速：1600,....., 1700m /min 

ドレッシング： 20μX 2回

研 削 液 ：ュ シロケ ンGCW l種 1号1.6//min 

から 170mmになるまで使用したので研削速度は約

1700,,..._, 1600 m /minとなる． この程度の研削速度の変

化による 実験結果への影響は微小である と考えられ

る．

2. 3 研削動力の測定方法

研削抵抗は砥石接線方向抵抗と半径方向抵抗の二分

力を直接測定できることが望ましい．そのために変形

八角リング型ストレンゲージ式研削動力計3)を製作し，

二分力の計測を可能に した．図 1にその外観を示す．

しかし被削材をこの動力計に取り付けて加工を行った

場合，重研削条件の範囲でびびりが発生するのが認め

られた これはテ ーブル上に直接被削材を取付けた場

合に比べてかなり被削材側の剛性が低下するためであ

ると考えられる． この型式の動力計ではこの問題はあ

る程度避けられないものである． このびびりは砥石減

耗量に対しかなり影響することが考えられるので，今

回は各研削条件における基礎データを得るためにこの

動力計を使用するにとどめ，砥石減耗量測定時は以下

述べるように主電動機入力を測定して求めたすなわ

ち電力測定には電力計測ユニ ット（横河電機 3153) 

を用い， 記録はペン書オシログラフ （同 3047)およ

び一部直記式電磁オシログラフ（同 EM0-62) を使

用して連続測定を行い，研削時電力より空転時の電力

を差し引いた実研削動力を全研削回数について記録し

た．電磁オシログラフを一部用いたのは紙送りを速く

し被削材長 100mm 間の研削動力の変化を観察する

ためである．また同時に非接触型微小変位計を使用し

て砥石回転マークをオシ ログラフ上に記録させ研削中

の実回転数も測定できるようにした．

主電動機入電力と砥石接線抵抗の関係は次式で示さ

れる．

Fi= (1-a) 
102X60-W 

冗Dnw

F1: 単位幅当り砥石接線抵抗

W: 実研削動力

D: 砥石外径

n: 砥石回転数

w: 研削幅（＝被削材幅）

kg/mm  

K W  

m 

rpm 

m m  

a: 負荷による伝導機構内の伝導動力の増加率

なお被削材は図 2に示すようにテ ーブル上に強固に

固定し剛性を十分に保つようにした．

2-4 砥石減耗量の測定方法

砥石減耗量の測定は砥石の円周面に研削されない面

をつくり，それを基準面とし，研削加工前後にベーク

ライト板を研削することにより板上に砥石形状を転写

し，その凹凸をあらさ形状測定器（小坂式 SE-3 C) 

で記録し減耗部分の断面積を計測した． この断面積に

砥石円周長さを乗じたものが砥石減耗量である

図 1 研削動力 計

図2 被削材取付状態
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3 実験結果および考察

3. 1 研削動力

図 3に研削動力の記録例を示す．被削材長さ 100

mm間の研削時間はテーブル送り速度 6m/minの場

合に 1秒となるが，ペン走行速度は 300mm/sec で

あるのでペン書オ、ンロに記録される高さを 60mm以

下にすれば時間遅れは 0.2秒以下となり十分に追従で

きる．図は 100回の研削記録を見易くするために，紙

送りを小さくしたので一回の研削においては記録は棒

グラフ状に見える． この棒状記録の高さをもってその

回の研削動力とした． 実験は両端切り込みとしたの

でアップカットとダウンカットを交互に行うことにな

るが，研削動力においてその差が明確に認められ，ダ

ウンカットの方が高い研削動力を示している. 20回研

削するごとに記録計を直記式電磁オシ ログラフに切り

換えて紙送りを高速 100mm/sec にして一回の研削

中の詳細な変化を記録した．図 3 (b) にその例を示

すが，研削動力は研削時間内においてはほぼ一定とな

っている．砥石回転数はこの場合 2956rpmであり空

転時に比べて 1.5 %の低下が見られるが，研削時間中

の動力の変動に特に特徴ある変化は認められなかっ

た．

披削材

切 ')込み

a) ペン 書オシログラフ
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b) 電磁オシ ログラフ 記録例

図 3 研削動力記録例

図 4は研削動力計を使用して測定した接線研削抵抗

と電動機入力から前掲の式の a=Oとして換算 した研
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図4 実研削動力と接線研削抵抗

削抵抗の関係を示したもので，両者の間に直線関係が

あり換算値の方が大きい．その差が aによるものと

すれば a字 0.10が得られる

接線研削抵抗の研削長さによる変化を図 5に示す．

受入材，熱処理材ともにドレッシング後の研削初期の

段階では研削抵抗は低い値を示すが，研削長が長くな

るにつれ増大し，ある一定値に落ちつく． この変化よ

り研削条件が過渡期から安定期へと移行する様子がわ

かる．熱処理材は受入材に比べて，安定期へ移行する

時期が早いが，初期値からの研削抵抗の増加率は約50

％で両者に差はないまた切り込みが大きい程，安定

期へ移る時期が早くなる傾向がある．本研究では研削

量の多い重研削を目的としているので， この安定期で

の考察が主となる．アップカットとダウンカットの差

は切り込み 10011mの場合に受入材で 20%, 熱処理

材で約 15%である

図 6に砥石切り込みと接線研削抵抗の関係を示す．

この場合研削抵抗は研削長 10mの研削後のアップカ

ットの値である． 受入材についてみる と研削抵抗は切

り込みの増加に伴い増大するが， 切り込みに比例せ

ず，増加率は低下する．たとえば I砥石では切り込み

を 10μmから 100μm と10倍にしても接線抵抗の

増加は 3倍程度である． しかし砥石結合度がK, Mと

硬くなるに従い研削抵抗は大きくなる．また送り速度

による差は少ない．熱処理材でもほぼ同様の傾向を示

すが，その接線研削抵抗は受入材のそれに比べて材料

が硬いにもかかわらず，わずかに高い程度である

図 7に砥石切り込み 100μmにおける送り速度と研

削抵抗の関係を示す．接線研削抵抗は送り速度の増大

につれ高くなること，被削材の硬さによる差はあまり

ないこと，砥石結合度による差が著しいことがわか
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図5 研削長さと接線研削抵抗

る．図 6でも示したように切り込みと送り速度の大き

な範囲で接線研削抵抗の結合度による差は顕著で，た

とえば切り込み 100μm, 送り速度 6m/minにおい

て，結合度Mの研削抵抗は I砥石のそれの 200%に近

しヽ．

3. 2 研削比

砥石減耗状態は被削材を 20回（研削長さにして 2

m)研削する都度ベークライト板に転写し，減耗形状

を測定した．図8はその例である．実験範囲の大部分

において同図 (a) に示すように研削幅方向にはほぽ

一定の減耗を示すが，高切り込み ・高送り速度の範囲

で一部同図 (b)のように中央付近の減耗が大きくな

る現象が生じた．

図9は研削長さと研削比の関係を示す．受入材 ・熱

処理材とも比較的低切り込みの条件では研削長さの増

大に伴い研削比は高くなっているが，高切り込みの条

件では逆に研削比が低くなる傾向がある．これは研削

前の砥石ドレッシングによる目立ての状態の影轡と考

えられるが，研削長さが長くなれば砥石の状態は安定
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図7 送り速度と接線研削抵抗

するので，いずれの場合もある一定値に落ちつく ．

図 10は研削長 10mにおける切り込みと研削比の関

係を示す．受入材 ・熱処理材とも砥石結合度の影響は

少ないことがわかる．また切り込みが増大するにつれ

研削比は減少する傾向にあるが，受入材で送り速度 6

m/min の場合を除いて，その減少率は小さいこれ

に対して送り速度の影響は受入材の高切り込みおよび

熱処理材の場合に明確に認められる．熱処理材の研削

比は受入材のそれに比べて 1/4,.._,1 /5であり，被研削

材硬度の影響を大きく受けている．
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図 11は熱処理材の送り速度と研削比の関係で， 研

削比は送り速度の影響を著しく受けることがわかる．

3-3 実削除率

単位時間・ 単位砥石幅当りの実削除量を実削除率と
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図10 切り込み獄と研削比

いう ．図 12は研削長 10m にお ける実削除率と接線研

削抵抗の関係を示 したものである．図より受入材の場

合，低削除率の範囲においては送り速度の小さい方が

研削抵抗が大きくなり，熱処理材でも同じ傾向を示す

が，結合度Mの場合はほとんど差異がないまた二つ

の砥石結合度による研削抵抗の差は大きい．

図13は実削除率と研削比の関係を示したもので，

受入材と熱処理材において実削除率の変化による研削

比の対応がかなり異っていることがわかる．受入材の

場合，研削比が最高になる実削除率のあることが認め

られ，実験された条件の範囲において各条件ともそれ

は2,.._, 4 m m3 /mm-s の範囲にある．実削除率がそれ

以上になると研削比は急激に低下している．砥石結合

度および送り速度の影響は次に述べる熱処理材ほど大

きくないことがわかる

熱処理材の場合，最も研削比に影響する要素は送り

速度であり，同一削除率の場合送り速度の小さい方が
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実削除率と接線研削抵抗

高研削比となる．送り速度一定とした場合についてみ

ると， 送り速度が 6m/min の時は実削除率の増大

（すなわち切り込みの増大）に対 して研削比は低下す

る傾向にあるが，その低下率は非常に小さい．送り速

度が 3m/min の時は実削除率の比較的小さい ところ

で研削比が最高になり実削除率の増大に伴って低下し

ている． さらに送り速度が 1.5 m/minの場合には実

b) 熱処理 材

図13 実削除率 と研削比

験範囲が狭いが実削除率の増大に対し， 二種の砥石で

研削比が増大し， 最 も硬い砥石の場合は低下してい

る．実削除率を増大させた場合，研削比が低下すると

考えられるので最高研削比が得られる条件は送り速度

が小さくなる程，高実削除率へ移行することになる

次に砥石結合度に関しては，高送り速度では硬い砥石

ほど高い研削比を示しているが，低送り速度では軟い

砥石の方が高い研削比を示す． このように最高研削比

を示す砥石結合度は研削条件によって変化する．熱処

理材において高実削除率で高い研削比を得るためには

低送り速度 ・高切り込みの条件を選択すればよいこと

になるが， この条件は研削熱による被削材の加熱が大

きくなり加工表面の研削割れが起り易くなる．実際，

送り速度 l.5 m / min• 切り込み 200μm の場合研削

比は 5程度が得られるが加工表面に大きな研削割れが

生じた．図 14にその例を示すが研削割れの深さは0.8

mmにも達していた． したがって 表面性状の面から

加工条件に制限が加えられることになる．
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I I 

0.1 mm  

送り速度 ：1. Sm/min, 切り込み ：200μm 

図14 加工表面の研削割れ

4 結 戸

(3) 実削除率を増すにつれ， 受入材の場合研削比

はある削除率で最高を示 した後急激に低下する． 一方

熱処理材の場合研削比は送り速度の増大に対して著し

く低下するが，切り込みの増大に対しては低下率が小

さい．

(4) 熱処理材において低送り速度 ・高切り込みの

加工条件とした方が同一削除率に対し高い研削比を得

ることができるが，研削熱による研削割れが生じ易く

なるので注意 しなければならない．

おわりに当時卒業研究として多くの実験に協力され

た栗原喜一郎 （現在 豊橋技術科学大学在学），小西

誠（現在，本田金属技術KK勤務）の両君に厚く謝意

を表 します．

高速度鋼 SKH52材の平面重研削加工に関 して次

の事柄が明らかになった．

(1) 熱処理材の研削比は受入材のそれに対して著

しく小さいが，接線研削抵抗はほとんど同じ大きさで

ある．

(2) 受入材 ・熱処理材とも硬い砥石を使用するほ

ど研削抵抗は大きいが，研削比は研削条件によって最

高研削比を示す砥石硬さが存在する

文 献

1) 小野浩二 ：研削仕上一理論 とその応用ー，槙書

店，(1962)205. 

2) 佐久間敬三，久保田裕己 ：九州大学研究報告，

(1977). 

3) C. T. YANG: Design of Surface Grinding 

Dynamometers, Trans. of the ASME (1968) 

127. 





有明工業高等専門学校紀要 第 15号

各種簡略計算法による 2次元層流境界層

剥離点推定精度の比較について

木 村剛 三・星野スマ子＊

＜昭和 53年 9月 16日 受理＞

Some Comments on the Accuracy of Simplified 
Methods of Criterion for the Separation of 

Laminar Boundary Layers 

Comparative investigations have been performed for the accuracy of several 

simplified criterion procedures for the separation of laminar boundary layers of an 

incompressible fluid in a steady state. Six kinds of computation formulas, namely 

those due to TANI (in the original and the modified forms), THw AITES (in the orig-

inal form and its modification suggested by CURLE and SKAN), WALZ, and finally 

LOITSIANSKII, have been tested for eleven types of velocity distributions. After com-

parin~the results with those of the solutions worked out by means of the method 

of s~-called weighted residuals in a paper by ABBOTT and BETHEL, it is concluded 

(1) that in the case where the pressure gradient along the surface of the body is 

large, T ANI's formula in its original form gives the highest accuracy, and (2) that 

if th~pressure gradient is small, on the contrary, the highest accuracy is attained 

by LOITSIANSKII's formula. It is added (3) that the procedures due to TANI (original) 

and to THWAITES, CURLE, and SKAN show high level of accuracy irrespective of 

steepness of pressure gradient and may be recommended as simplified criterions. 

Gazo KIMURA and Sumako HOSHINO 

X 
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1 . まえおき
0.47 

＝右［いdX, (1. 3) 

非圧縮流体の定常な流れの中で発達する 2次元の層

流境界層（以下単に境界層という）については，既に

数多くの精密な計算法が提示されており，精度の優劣

の比較や解の成立する範囲についても，種々の検討が

加えられている．一方それとは逆に，専ら実用を目的

として， 正確さや一般性をかなりぎせいに しても，解

の大略の値をできるだけ簡単な手続きで求めようとす

る方向の努力が繰返されたことも，境界層の詳細な計

算に必要な労力の大きさを考慮すれば，また当然のこ

とと言えるであろう．ーロに簡単と言っても，それに

は無数の段階があるけれども， 筆者の知る限りで最も

簡単な計算法は下に掲げる諸公式である．

(92 0.44 X 

プ＝汀［いdX,

゜
(1. 1) 

＝三Ix
U6 

U逍X， 

゜
(1. 2) 

＊九州大学応用力学研究所事務官

゜
0.44 

X 

＝加fU4・5dX. 

゜
(l. 4) 

これらは TANr,1> THw AITEs,2i W ALz,3i 及び

LOITSIANSKII4) (上から順に）によるものである. e 

は境界層の運動量厚，））は流体の動粘性係数， Xは物

体の前縁（そこをゼロにとる）から表面に沿って測っ

た弧の長さ，最後に U は境界層の外縁における流れ

の速さで， Xについての与えられた関数である． これ

らの公式は X=Oで 8=0(即ち境界層の厚さゼロ）

であることを仮定しているので，それと著しく異った

状況に対してそのままの形で使用することは適当でな

いまたこれらの公式が何れも

ご＝佐I。~U(X)'曰dX (1. 5) 

(a,nは定数）の形をもつこ とは注目に価する． これ

らはそれぞれの研究者によって各々独立に導かれたも

のであって，誘導法は大同小異であるがここでは説明



llO 

を省略する.5) 

いま長さの基準を L,流速の基準を V, L と Vと

によって作られる REYNOLDS数 VLんを R と略

記すると， (1. 1)から (1.4) までの公式はそれぞれ

次のように書き直される．但し

(j = e/L, u = u;v, x=  X/L (1.6) 

で定義される無次元の量を専入し，また原著者名の頭

文字から， Ta, Th, W, 及び L を脚符として付け

る．即ち

叫=Q. 44_u-G『炉dx (TANI), (1.7) 

゜
叫=0. 45u-GJ炉dx(THWAITES), (l. 8) 

゜
R峠 =0. 47 u-Gf直 X (WALZ), (l. 9) 

゜
及び

恥 =0. 44 u-s.s f x u4・5dx (LOITSIANSKII). 

゜ (1. 10) 

これらを (1.5)の形にまとめると

R炉=au-n『0un-lCX,

゜
(1. 11) 

但し a=O. 44, 0. 45または 0.47, n= 6または 5.5. 

これらの公式の形は極めて簡単であり，それによる計

算は従って実用的な目的に適している．経験的に定め

られた a 及び nの間に公式ごとに見られる僅かの

差は，正確解の得られている問題において，これらの

公式から導かれた近似解をその正確解に‘なるべくよ

＜’一致させる様に a と nとを定めようとする視点

の差によるものであり，その優劣を一般的に議論する

ことにはあまり意味がないこの報告は境界層の顕著

な現象として知られている剥離に焦点をしぼって，そ

の判定精度の優劣を比較検討したものであり， キー・

ポイン トが剥離現象にかかわるような問題に対して

は，一つの参考資料となり得るであろう．

本研究は木村が九州大学応用力学研究所岡部研究室

との共同討議によって進めている境界層の数値解析的

研究の一部であり，木村がとりま とめを，岡部研究室

の星野が数値計算を担当した．計算はすべて応用力学

研究所に設置されている FACOM 230-48によって

行なわれた．原稿執筆に当り助言を与えられた岡部淳

ー教授に謝意を表する

2 . 剥離の判定

U が X の（言い換える と， U が X の）増加に伴

って減少する，いわゆる減速流の場合に現われる境界

層の剥離現象に対しては，それぞれの公式に関して下

のような判定法が提示されているまず

入=ce2ん）(dU/dX) (2. 1) 

で定義される無次元パラメ ータ入を導入し，剥離は入

が負の一定値に到達した とき発生すると仮定し， これ

をその判定法とする. (1. 6)で定義 した無次元最で書

くと，(2.1) はまた

入= R炉du/dx (2.2) 

となる．えの臨界値を示すのに 6 を用い，前節 と同じ

く原著者名に対応する脚符を付けることにする と，

及び

(]Ta = -0. 082, 

(]Th= -0.082 

(2. 3)6) 

(2. 4)7l 

と書かれる．但し CURLE及び SKANは THWAITES

の方法に対する提言として， 6 を一0.090 と修正す

べきことを述べているが，8) これを次の脚符によっ て

示すこ とにする．

巧 cs= -0. 090 . (2. 5) 

また WALZの方法については， 註 (3) に述べた処

によって

6w = -0. 0682 (2. 6) 

と置く ． 最後に LOITSIANSKIIの方法に対しては，

註 (4) によって

びL= -0. 0876 (2. 7) 

と書かれる．

物体表面に働く摩擦応力を匹それから導かれる無

次元量を咋三wIP U2 (Pは流体の密度）， 境界層の排

除厚を LIi, 無次元量を釘=L11/L と書く と， 境界層

の運動量方程式はよく知られている ように

lfl dB 
双戸ax+--

1 dU 
U dX 

c2e+L11), c2. 8) 

あるいは無次元形で

¢ ― dが _.L rJ du 
dx ・u dx 

(2+H) (2. 9) 

である .9) ここに H は L1if8=釘/iJを示す．然 し が

は (1.11)の形で与えられているので，その両辺を X

について微分すると

2Rが
d-8 n du 

R炉＋
a =-- -

dx u dx ・u' 

即ち 2✓応紅応 ＝一竺 史L
dx u dx 

x c✓ たか＋竺
u 

(2. 10) 

を得るいまた (2.9) の両辺に ✓R を掛ける と

✓応 d✓万§ ✓瓦｀が du
= dx + u 可xC2+H) 

となるが， (2.10)の関係を利用すると
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✓Rc/J = (2✓応u)-1 [ R炉虹 (-n
dx 

+2(2+H)三］，
さらにこれに (2.2)を代入すると

✓Rゅ =(2✓R iJu)→［入(-n+2(2--1-H)}

+a] (2.11) 

に到達する． 剥離点における値を示すのに脚符 sを

用い， なおかつ入が前に出た 6 に他ならないこと

を想起すると，

✓ R¢s = c2✓R丸Us) → [<J(-n--1-2(2--1-HJ} 

+a] (2.12) 

が導かれる．然しながら c/Jsは当然ゼロであるから，

もし判定式が精確であるならば，右辺もまたゼ ロであ

るべきである． あるいは逆に， (2. 12)の右辺の絶対

値の大小を見ることによって，その判定精度の優劣を

比較することができるであろう．勿論，基礎となる公

式が異なり，それから推定される剥離点の位置にも多

少の異同がある以上，{)s, Us, 及び Hsに公式ごとに

若干の差はあるはずであるけれども，その開きが小さ

いことを仮定すれば，右辺の絶対値の大小は [ lの

中の値の大小によって，或程度まで代表されるであろ

う．公式ごとの数値の比較を表 1に掲げるなお，表

中

le= <J(-n+2(2+H5) }+a (2. 13) 

と略記し，また公式， 註，参考文献等の番号を該当す

る数値の下に併記する

この表によって直ちに諸公式の優劣について結論を

下すこ とは， 上の理由によって必ず しも適当ではない

けれども， THWAITESの方法（原法ならびに CURLE,

SKAN による修正）， LOITSIANSKII の方法などがよ

表 1

原著者 I-u I n I Hs I a I h 

TANI 
o. os2 6 3. so o. 44 I o. 030 
(2.3) (1.7) (6) (1.7) I (2.13; 

THWAITES 
0. 082 6 3. 70 0. 45 o. 007 
(2.4) (1.8) (7) (1.8) (2.13) 

THWAITES ， 0. 090 6 3. 55 0. 45 -0. 009 
CURLE & SKAN (2.5) (1.8) (8) (1.8) (2.13) 

WALZ その 1 0. 06821 6 4. 03 0. 47 0. 057 
c2.6) I (1.9) (3) c1.9) c2.13) 

WALZ その 2 0. 0682 5. 15 4. 03 0. 441 -0. 030 
(2.6) (3) (3) (3) (2.13) 

LOITSIANSKII 
0. 0876 5. 5 3. 25 0. 44 0. 002 
(2. 7) Cl. JO) (4) (I. JO) (2. 13) 
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い結果を与えているのが見られる．

3. 剥離の判定一つづき

つぎに種々の流速分布の実例について，各種簡易計

算法によって境界層剥離点の位置を推定し，その精度

について具体的に優劣の比較を行なってみよう ．例題

として採用するのは前述 CURLE及び SKAN の論文

（参考文献 (8)),TABLE I (262頁） に 1番から 11

番までとして掲げられているもの （但し都合によって

10番を除く）に， ABBOTT及び BETHEL の論文か

ら一つを追加したものである _11) 

計算の結果はとりまとめて， 表 2として掲げるが，

その前に若干の注意事項を述べる． 基礎となる公式ま

たは註を 〔 〕で示す．

(1) XTa, XTh, Xw, XL はそれぞれ TANI 〔(1.7) 

と (2.3)〕， THWAITES 〔は 8) と (2.4)〕， WALZ

〔(1.9) と (2.6)〕，LOITSIANSKII〔は 10)と (2.7)〕

の公式によって計算された剥離点の位置 を示す．

THWAITES の方式に CURLE及び SKAN による修

正を施したものを朽⑬ 〔(1.8) と (2.5)〕 と記す．

XTh及び XTcs の数値は CURLE 及び SKAN の論文

（参考文献 (8)) TABLE Iにそれぞれ X1, ゃ とし

て掲げられているわれわれは今回これらに対しても

新たに計算を試みた．当然のことながら，結果は完全

に一致している． また元来の TANI の方法によって

算出された位置を X和 〔(1.7)と註 (6)〕 と書 く．

(2)知は GoRTLER の厳密解によって算出され

た剥離点である．彼の原論文 (1955)は直接参照する

ことができなかったので， ここには上記論文の数表に

引用された数値 (xs)をそのまま掲げる.12) なお， こ

れらの簡易推定法から算出される剥離の位僅に関し

て，それぞれの原著者がどれだけの有効数字を期待し

たかは暫く措くことにして，表 2の数値は，上記 X1,

Xz, x5にならって， すべて小数点以下 3位までに丸

めることにした．

(3) XAB は ABBOTT及び BETHEL の論文 （参考

文献 (11))に示された GALERKIN-KANTOROVICH-

DORODNITSIN法， 或はもっと一般的な呼び方をす

れば weightedresidual法 (4パラメータ）による

結果であって，境界層方程式の解としての精度は極め

て高いものと思われる． 蛇足ながら況と XAB とを

比較することによって，境界層方程式のいわゆる厳密

解の精度をあげるこ とが，如何に多 くの労力を要する

かということについてのフィ ーリ ングを得ることがで

きる．

(4)例題の大部分について，必要な積分は容易に実

行されるけれども， 5, 6, 7, 8, 9及び 12番の Rがげ
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論原

は X の関数として閉じた形に表わすことが困難であ

る． 数値積分の方式としては SIMPSON の方法を採

用する． 即ち積分範囲を巾 hの小区間に分割し， そ

の各々について次の近似公式を適用する

f +21, JCど） d ど~.!!__ (f(a)+4f(a+h)+JCa+2h)} 
a 3 

(3. 1) 

hの適当な大きさを選定するために，例題 8番の計算

に必要な積分 r(1-f2)4.sd ど ex ~ 1) によく似た

『(1-匹dどを~h=O. 00025の小区間に分割して上

の゚公式を適用し， 厳密値と比較してみる ． 即ち，（厳

密値マイナス近似値）を mx10-1sの形に置いたとき

の m の値を表 3に示した われわれの計算精度とし

て十分であることは明かであるから， この報告に現わ

れるすべての数値積分に対して， この hを使うことに

した．

4. むすび

表 2について， 高い精度をもつと思われる XAB と

簡易推定法による XTa, X和， XTh, XTcS, Xw, 礼と

を比較する．そして精密値に最も近い値を与えるもの

（第 1位）と， それに次ぐ精度をもつもの（第 2位）

とを， X の値の小さいものから順次に 書き出してみ

る．その際，小数点以下 3桁に丸めた表 2からでは，

第 1位，第 2位の判定ができないものについては，こ

れらの公式に対して物理的な意味で期待し得る精度を

度外視して，公式を恰かも数学的に厳密なものである

表 3

x I m x J m 

o I o o. 50 I 5 

o. 05 I < 1 o. 55 I 7 

o. 10 I < 1 o. 60 I 7 

o. 15 I < 1 o. 65 I 9 

o. 20 I 1 o. 70 I 9 

I I 
o. 25 I 2 o. 75 I 11 

o. 30 I 2 o. so I 11 

o. 35 ¥ 3 o. 85 12 

o. 40 I 4 o. go I 12 

o. 45 I 5 ―-o. 95 I 13 

I 
1. oo I 14 

かのように見倣し，電子計算機による詳細な計算結果

からある程度まで順位を判定する ．また例題 7番に対

しては XAB が与えられていないので， やむを得ず他

の例題での傾向を参考にしながら， 況と比較するこ

とによって順位を推定する ． このようにして作られた

ものが表 4である.13) 

この表で気がつくことは， X の小さい範囲では X和
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表 4

例題番号！ 第 1 位 第 2 位

4 I Ta* TCS, Ta 

2 I Ta* Ta 

11 I Ta* I TCS, Ta 

1 I Ta* Ta 

3 I Ta':' TCS 

8 I L TCS 

6 I L TCS 

5 I L TCS 

， I L TCS 

12 I L TCS 

7 I L または TCS 

が精度の第 1位を占め， X が大きくなると XL がそれ

に代わること， 並びに，第 2位は X の大小に関係な

く，大部分が XTcS によって占められること，以上の

通りである．

もし以上の手続があまりに形式的であるという批判

があるならば， 今度は逆に XAB の方を小数点以下 3

桁までに丸めて， XTaから況まで全 6個の近似値の

うち， XAB に近接したもの上位 3個を選び出してみ

る．但し表示の順序は近接の順位には拘らないことに

する． このようにして作られたのが表 5である． この

表から， X の大小に関係なく， X孔及び XTcS が常に

上位を占めることが読みとられる．

なお， これらの事柄は第 2節の終りに述べた所見を

一部分裏書きするものと言ってよいであろう．

以上，少数のしかも型のよく似た流速分布によるテ

ストの結果から，包括的に断定することは，勿論慎む

べきであるけれども，現在の段階で敢えて一応の結論

を下だすとすれば，次のように述べることができるで

あろう

具体的な形で与えられた問題を無次元形にひき直 し

た場合， Xに沿って圧力勾配が大きく，従って剥離点

が物体の前縁 (X=0)の近くに在るときには，14)境

界層の剥離の位置を定める 6種の簡易推定法のうち，

TANI の方法 (1941年の原論文による）による判定

が精度において最もすぐれ，逆に圧力勾配が小さく，

従って剥離点が前縁から遠く離れている場合には，

LOITSIANSKIIの判定式が最も正確な答を与える．

但し CURLE及び SKANによる修正を施したのちの

THWAITESの判定及び TANIの判定 （原論文）は，
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表 5

例題番号 上位 3 個

4 Ta, Ta*, TCS 

2 Ta, Ta*, Th 

11 Ta, Ta*, TCS 

1 Ta, Ta*, Th 

3 Ta, Ta*, TCS 

8 Ta*, TCS, L 

6 Ta*, TCS, L 

5 Ta*, TCS, L 

， Ta*, TCS, L 

12 Ta*, TCS, L 

7 Ta*, TCS, L 

圧力勾配の大小に拘らず全般的に高い精度をもち，境

界層剥離の位置を判定するためのすぐれた方法として

推奨すべきものと考えられる

参考文献及び註

1) 谷一郎： 層流剥離点の簡易計算法に就いて（藤

本教授の計算法に関する覚書），航空研究所彙報，

第 199号 (1941), 62-67. I. TANI: On the 

solution of the laminar boundary layer 

equations, 50 ]ahre Grenzschichtforschung 

(Eine Festschrift in Originalbeitragen, heraus-

gegeben V. H. GoRTLER u. w. TOLLMIEN), 
Friedr. Vieweg & Sohn (1955', 193-200. 

2) B. THWAITES : Approximate calculation 

of the laminar boundary layer, The Aero-

nautical Quarterly, vol. I (1949), 245-280. 

G. E. GADD, C. W. }ONES, and E. J. WAT-

soN: Approximate methods of solution, 

Laminar Boundary Layers (ed. by L. RosEN-

HEAD), Oxford University Press (1963), 

VI, 18, 303-308. B. THWAITES (ed.) : In-

compressible Aerodynamics, Oxford University 

Press (1960), II, The calculation of the 

boundary layer, 2, 61-64. L. How ARTH: 

Laminar boundary layers, Sect. 8, Handbuch 

der Physik (herausgegeben v. S. FLUGGE), 

Bd. VIII /1, Stromungsmechanik I, Springer-

Verlag (1959), 280-288. 

3) WALZの原論文 (1941)は残念ながら参照する

機会を得なかった． ここで WALZの公式として

掲げたのは次の文献による. H. SCHLICHTING : 

Boundary-Layer Theory (tr. by J. KESTIN), 
6th ed., McGraw-Hill (1968), X, b, 192-201, 

特に方程式 (10.37). RosENHEAD (ed.), 前掲
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書， VI,17, 302, TABLE VI. 4 から，剥離点

T=O に対して入＝ー0.0682, H =4. 03が読み

とられる． （小文の記号を使うと， μ を流体の粘

性係数として， T====1fl8/μU=Ru cpfJ. 入及び H

については第 2節に述べる．）なお，同書，頁 304

には， WALZの公式として

X 

匹 =0.441U-5.15fU4-15dX 

゜（方程式 (181)をわれわれの記号に書き直したも

の）が挙げられている．彼の名を冠した公式とし

ては， 本文 (1.3)より上式の方が適当であるよ

うにも思われるけれども， この公式はかなり煩雑

な計算を必要とし，実用的とは言いかねるので，

ここでは採用しなかった．

4) LOITSIANSKIIの原論文 (1949) は参照する機

会を得なかった． ここに言うのは， ROSENHEAD 

(ed.), 前掲書， VI, 22, 317-318, 特に方程式

(199) として示された公式であるなお，同時に

与えられた T の表式 T=O.22+1. 85 入— 7.55 だ

から， T=O の時の入の値（即ち 6) として入

= -0. 0876 が得られ， この値をもう一つの関係

式 H=2. 59-7. 55入に入れると， T=O に対応

する H の値として H=3.25が求められる．

5) 例えば， ROSENHEAD(ed.), 前掲書， VI,18 

等を参照されたい．また詳細に調査すれば， この

方式の計算は同エ異曲のものが他にも数多くある

と思われる． ここでは目につき易いいくつかをそ

の代表として掲げたものであって，必ずしも網羅

的な調査ではないことを，おことわりしておきた

しヽ．

6) TANIの原論文 (1941) においては， 6 の値

として一0.084 が選ばれている． 但しここでは

ROSENHEAD (ed.), 前掲書， VI, 21, TABLE 

VI. 6によって， 剥離 T=Oに対応する入の値

（即ち 6) としてー0.082を採用するなお，こ

の表には， 剥離点における H の値として 3.50

が与えられていることも付記する. (J を一0.084

とする元来の TANIの判定式については後に触

れる（本文第 3節，注意 (1)参照）．

7) ROSENHEAD (ed.), 前掲書， VI,18, TABLE 

VI. 5から T=O(剥離点）に対して入＝ー0.082, 

H=3. 70が読みとられる．

8) N. CURLE and S. W. SKAN: Approximate 

methods for predicting separation~toper
ties of laminar boundary layers, The Aero-

nautical Quarterly, vol. VIII (1957), 257-268, 

特に 263.また註 (7)の TABLEには CURLE,

SKAN による修正として，剥離点において入

= -0. 090, H =3. 55が与えられている．

9) RoSENHEAD (ed.), 前掲書，VI,13, 方程式

(155). 

10) 一般に semi-empiricalformulaを微分する

ことには問題がある．然しわれわれの場合，精密

解への curve-fittingは微分方程式の段階で行な

われ，その積分形として ezんの表式が誘導され

ているという事情があるので， この微分は差支な

いと思われる．

11) D. E. ABBOTT and H. E. BETHEL: Appli-

cation of the Galerkin-Kantorovich-Dorod-

nitsyn method of integral relations to 

the solution of steady laminar boundary 

layers, Ingenieur-Archiv, Bd. XXXVII 

(1968), 110-124, 特に Tables5, 6. なお，例題

から 10番 (SCHUBAUERによる楕円柱まわりの

流れの実験 (1935) において実測された圧力分布

のデータを HARTREEが少し修正して，境界層方

程式の解を求めたもの (1949))を除いたのは，問

題の UがX のとびとびの値についてだけ与えられ

ているので， Aの算定に当っては curve-fitting

に起因する誤差 （とくに du/dxの誤差）の混入

が避けられないからである．即ち， これが剥離点

推定法の本来の誤差とからみ合うことによって，

精度の優劣の判断が甚だしく困難にならざるを得

ないからである．

12)'Gortler's method may thus be described 

as a rigorous approximation, in the sense 

that an exact solution could be obtained 

if it were carried out sufficiently accurate-

ly.'CURLE and SKAN, loc. cit., p. 261. また

ABBOTT及び BETHELの論文，頁 121, Table 

5, m=l の場合， Goertler (results taken 

from Curle and Skan, 1957) の欄， 0.125 は

0. 120のミスプリントであろう．

13) 表4及び 5では，簡便のため， Xの脚符だけを

示すことにする．例えば， Ta, Ta'~ は XTa, X和

の略．以下同断．なお，表4で例題番号 4と11

との第 2位は， XTCSと XTaとがほぼ同等で順位

をつけにくいこと， また同じく番号 7は XL と

XTcS とが第 1位と第 2位を占めるが， XAB を欠

くため，特定できないことを示す．

14) 与えられた問題を無次元形に変換する方式を一

義的に規定することはできない． 即ち， (1. 6) 

で導入した基準流速V,基準長さ Lを如何様に選

ぶかは或程度まで問題を取扱う人の自由に任され

る．但しここにテストとして採用された例題にあ

っては， Vとして例外なく物体表面に沿う流速の

最大値が選ばれている. Lの選択法は甚だ不明確

であるが，試みに X=O(物体の前縁， x=O) と

X=L (x=l)とにおける U/V (即ち u)の値を

示すと次の様である． （ ）は例題番号． 先ず，

x=Oでは (7)を除いて Uはすべて1. (7)では

x=O で U=O, X= l. 57で U=l(最大値），そ

して X=3.14で再び U=Oとなる．一方 X=lに

おける Uの値は下の通り (1)0. 5, (2) 0. 25, 

(3) 0, (4) 0, (5) 0. 54, (6) 0, (7) 0. 84, (8) 0, 

(9) 0, (10)欠， (11) o, (12) 0. このことか

ら，このテストに関する限り，流体が物体表面に

沿って流れ下る際に，物体前縁での流速が相当程

度まで変化するような長さとしてLが選ばれてい

ることが判る．剥離点が前縁から近いか遠いかと

いうことも，従って， この様な基準長さと相対的

に言われていることになる．
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多翼送風機の翼流入角が特性に及ぼす影響（第2報）

清 森 宏之助

＜昭和 53年 6月 9日 受理＞

On Influence of the Inlet Angle of the Blades on the Fan 
Performance of Multi-blade Fan (2nd Report) 

In the previous experiments on an impeller of the multi-blade fan, it was con-

firmed that the smaller exit angle must be given to the blade to develop the pres-

sure. 

Now the present research on four impellers with different inlet angle of the 

blades has been carried out in order to investigate the influence of the inlet an~le 
on the fan performance and the flow conditions. 

In conclusion it is clear that a better fan performance of the impeller should 

be shown with the larger inlet angle than with a smaller one, because the swirl-

ing velocity of the flow of an impeller with the larger inlet angle is larger. 

And the calculated value of the total pressure obtained by using the 5-holes 

probe which was made for this experiment is almost in accord with the measured 

one. 

The outcomes are as f0llows. 

Kounosuke KrYOMORI 

1. まえがき

一般の流体機械の場合と同様に多翼送風機において

も，翼性能に大きな影響を与えるものに翼の取付角度

がある．著者は以前翼の出口角のみ 5通りかえた羽根

車を製作して実験をおこなった． これは翼出口側の理

論旋回速度を大小種々にとって， これらが風量風圧特

性に与える影響を調べるとともに圧力上昇の限界値を

求めるためにおこなったものである．

その結果は出口角 /32=9゚35'の羽根車が効率の低下

もなく， しかも最も風圧が高く圧力係数にして 2.656 

まで上昇することができた．

今回はこれに対し翼の出口角を一定とし，入口角の

みを 4通りかえた羽根車を設計 ・製作し，風量 ・風圧

特性に及ぼす影響およびそれに関連して糞流入直前，

流出直後の流動状態とを調べた これらの実験は特性

に大きな影響を及ぼすと考えられる翼入口角の設計値

と実測値との関係を解明する手がかりともなり，また

風量 ・風圧特性の傾向を調べる上からも必要である．

結論的に風圧上昇に関する Eulerの理論式によれ

ば，翼出口角が一定のときには翼入口角を大きくした

方が発生する全圧 p/hooが小さくなるにかかわらず，

特性曲線結果は逆に風圧が上昇するという結果が生じ

た．

この現象の理由づけをおこなうことが今回の研究の

目的である．本実験は設計風量 85m3 /min点で特定

の位置でおこなったものであり，詳細についてはつぎ

に述べることにする

2. 実験目的

周速一定の条件下で，羽根数無限大における全圧上

昇 P11,=は Eulerの式よりつぎのように示される．

Pih== エCU2Cu2-U1Cu1)
g 

ここで添字 1は羽根入口直後， 2は出口直前を示

す．

U: 羽根車の周速 m/s 

Cu: 絶対速度 Cの円周方向分速度 m/s 

が流体の単位体積重量 kg/m3 

g: 重力の加速度 m/s2 

今回の実験は入口角 /31を順次大きく変えたとき，

風圧特性の変化を調べるとともにその実験値より風圧

変化の裏付けをおこなうことがその目的である．本実

験では条件として上式の U2, U1, Cu2は設計上一定

とし， Cuiのみの変化が P11,=および P に与える影
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響を調べた． ところで /31を大きくとることは速度線

図上 Cuiの値が回転方向に大きくなることであり ，

一方 Eulerの理論式によればこの Cuiを含んだ第 2

項目は負の形で加算されているから理論上は（ ）内

の値すなわち Pu,ooの値が少さくなることを意味す

る．

つぎに実際の羽根車においては翼数が有限であるた

め流れの旋回にすべりを生ずる．また流体がケーシン

グ内に流入し，その外部に流出するまでに各種の損失

を伴う． したがっ てすべり係数μ とこれ らの風圧低下

係数ともいふべきディフュ ーザをも含めた圧力計効率

狂を考慮した PtJ,ooT/ Mμ に圧力が低下することにな

る．すなわち特性曲線結果認められる風圧 Pはケーシ

ング流出直後は pfhooT/Mμ となるはずである

本実験では理論全圧上昇 P11,= P11100μ は速度線図

より求め，また各種羽根車の T/M と p= PthT/Mの関

係より導かれる P と実測値 P との比較をおこなっ

たなほμ = P11,/ Pu,ooの関係より各羽根車のすべり

係数μ が計算できる ． これらの関連を数値的に研究

することが本実験の目的である．

3. 実験装置および実験方法

実験装置と方法は従来と同ーであり，風量 ・風圧は

J. I. s規格に準じ ヒ°トー管法により，軸動力の測定に

は トルク ・メーターを用い，吐出し側測定をおこなっ

た また流れの状態の測定は設計風量点 85m3 /min 

でおこなった．

測定位置は図 1に示すように吸込ベルマウス側より

みて垂直上部の翼直前の B点と直後の F点との組合せ

をとった．流動状態の測定にはあらかじめ検定した 5

図1 測定 装 置

孔ヒ° トー管を用い，供試羽根車の測定部位置にプロー

ブ先端を挿入し，羽根前縁より 10mm内側の位置

また羽根後縁より 10mm外側の位置で軸方向に 10

mm間隔で調べた．

主板と側板との距離は 150mmであるなほ測定

にあたって， ヨー角の基準面は測定点と ファン軸線を

含む平面を とったまたヒ°トー・フ ロ゚ー ブ検定部の構

造上， ヒ°ッチ角が45゚ 以上では検定時に流れが不安定

となるので， これ以上の角度の流れについては実験を

おこなっていない．

：：：ロ□□；図 2 供試謎断面寸法

Ut {31=51゚35'

U1 /11=66゚35'

U1 /31=90° 

Ui /31=95° 

翼敬36枚

D 

95° 

羽根車A

羽根車B

羽根車C

羽根車D

図 3 供試羽根車の入 口， 出口速度線図
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4. 供 試 翼

本実験に用いた基準の羽根車Aの設計仕様は風量85

m3 /min, 送量機全圧 80mmAq, 回転数 1900rpm 

である前述のように設計上羽根数無限大における全

圧上昇は Eulerの理論式よりつぎの通り

Pihが＝エ(U2Cu2-U1Cu1)
g 

(1) 

(i) 羽根車A

羽根車Aは他の流体機械と同じく，流体が半径方向

より流入するように設計しているか ら，羽根車入口の

絶対速度の周方向分速度は 0となる．また糞が薄く主

板と側板が平行なる羽根車の場合， 翼巾方向に亘って

一様な流入 ・流出のメリディアン速度をもつと仮定

し，かつ連続の定理を用いて W1= W2 (W: 流れの

相対速度）， /31+/32= 90゚ (/3: 周速 U と W のなす

角）の条件を導入するとつぎの関係式が求まる立

C1 = Cm1 = U2, Cu2 = 2U2 

C1112 = U1, C~= Cら十C伝=Ur+C伝

ここで Cmは絶対速度のメリディアン速度を示す．

これらの関係式を (1) 式に代入すれば，基準羽根車

Aの P11z=はつぎのようになる

値は小さくなるなほ翼巾は150で主板，側板への取

付は鋲かしめである．各羽根車の蔑断面寸法図を図 2

に速度線図を図 3に示す．

5. 実 験 結 果

供試羽根車の規定回転数 1900rpmにおける特性曲

線図を図 4, 図5に示す．図 4は風量に対する送風機

全圧，軸動力，効率の曲線で図 5はこれらの無次元表

示である

• 羽根J.i(B II 

△ 羽根lllC II 140 
X 羽根Il!-D ＂ 

/4 ゲ ー必、ミ＼ 

＾ 
120， ・ 

忍 杉
● → 

尺# ド '¥. X 

~ ~ ／ 
.a.._ ~ 

「ヽ 八＼r-._ 100 
＼ ゾ p 0"- ヘ、＼ 

＼＼ r----V 恥 ＼ 

，ヽ 
t¥ ＼ ¥ ¥¥ 

60 80 
△ x '¥: I、＼ 

＾ 
I'¥... 

忍r。｀ ． . 7--
＼ 

△ヽ50 
• • △ 心 ヽ60 ~y · T/ でぷ、以40 

i." I~ 30 40 

炉Ii ゞ

X 

げrぅ ・ 

20 （ 

L 'IA __. ノ

＇ 20 

l ~ I~ • ~ "' 10 ＜ =- ~ 
‘0 "'゚c..三-= I . "' 

＂^  
bl--巨

1)'" 

〇 取JH{Jji.Al 900rpm 

に =-fU2Cu2=合-C加

またこの条件のもとではtanf3i=―-
D2 

D1 D1 
tan/32 =ー となる互羽根車は内径 D1=246, 外径D2 
D2=310に設計しているので，これより凡=51゚35',

/32=38゚25'となる．

(ii) 羽根車B, C, D 

本実験は入口角凡が風圧特性に及ぼす影轡を調べ

るのがその目的である． まず羽根車Aの /31=51゚35'

に対し +15゚ の翼すなわち他の諸元はかえず /31= 

66゚35'のものを羽根車Bとしたなほ多翼送風機の入

ロ角凡は通常大きく， なかには凡=80゚ 近く設計

されているのもあるから， これより大きくとって /31

=90゚と /31=95゚ のものを羽根車C, Dと定めた．一

般に C1の値は速度線図上つぎのようになる

Cf= (U1-W1COS/31)ビ(W1sin/31)2

= Uf-2U1W1COS/31 + Wf 

この値を (1) 

に変形される．

式に代入してまとめるとつぎのよう

P111oo=t 以uz+げ(t~冨—U1) (2) 

ここで上式右辺方 2項目は羽根車Aの条件を代入す

れば 0となり， P1>51゚35'の条件を代入すれば負とな

る．すなわち供試翼A, B, C, Dの順序で pthooの
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ここで

圧力係数は¢=

流量係数は¢=

動力係数はぶ＝

R 
2g 

p 

Q 

u~ 

こD只/2
4 

L 
r 冗

2g 4 
D ~ U~ 

_L'_ 

i<=・"" r:=-::: 'や’, 

150 

で定義する． したがって L=
PQ 
ー一の関係から入＝

刀

砂 /r; となる．

流動状態の測定結果の 1例を図 6' 図 7に示す． こ

れらは羽根車A, Bの翼直前の位置（測定位置B) と

これに対応する翼直後の位置（測定位置F) のメ リデ

ィアン速度を線図と してまとめたもので，メリディア

ン速度を縦軸に， 翼巾上の位置を横軸にとって示し

た．測定点における動圧およびヒ°ッチ角が検定曲線図

より求まり，一方ョー角は測定時に求まるので，メリ

ディアン速度＝（測定時の風速） x cos (pitch angle) 

X cos (yaw angle) の関係より計算できる．

6. 計算手順

羽根車の漢数無限大における理論全圧上昇を H11ioo

有限翼の理論全圧上昇を H11i, 羽根入口および通路

中の全損失を L1h1, 渦形室での損失を 4加，ディフユ

ーザをも含めたファンの圧力計効率を狂すべり係数

をμ とすればつぎの関係式があり， これを図示にす

れば図 8となる．

μ=  
H11, 

H11ioo 

H H11, ― (L!hけ— Llh砂
7JM=- = 

Hth Hth 

Hthoo 

図 8 Hthoo, Hth, H の関係図

一方送風機の全効率 7 は流体効率を四，機械効率

を砂，体積効率を TJV とすれば r;=r;記砂・加の関

係がある. TJ h しま祠れと機械損失をのぞく他のすべて

の流体損失による効率の低下であって圧力計効率 TJM 

とは異なるものであるが， 本計算では近似的に加=

m とおくことにする． そこで厄=98%, TJv=95 % 

と仮定すれば上述の関係式より TJ= TJ 1, X 0. 98 X 0. 95 

=0. 93 TJ1iとなる．

つぎに各供試羽根車の設計風量 85m3 /min におけ

る全効率 TJは特性曲線上より略48%とみなされるか

ら， これを前式に代入すれば TJM~TJ1i=0. 516 とな
1 

る.Eulerの式に示される Hth== - (U2 Cu2 - U1 
g 

Cui)の理論は完全流体で翼数無限大の場合について

展開されたものであり，有限翼の場合実際発生するヘ
1 

ッドは Hth=-(U2C伝ー仏C伝）となる．
g 

ここで C伝， C伝は流体がすべりを伴うための入

口，出口の実際の旋回速度であって，これらは 5孔ヒ°

トー管によって測定可能である．また流体は粘性をも

っているため，前述のような各種の損失があり，ディ

フユーザ流出直後後の全圧上昇Pは

p = TJ,,,. P11, =乃XエCU2C伝一仏C伝） (3) 
g 

となる． これより任意風量点の全圧 P を半理論的に
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求めることができる．

1. 計 算 結果

流れの状態の測定結果図 6, 図7よりまず吸込側に

おいては設計風量点においては略一様に流入している

とみて差支えない．一方吐出し側においては一様流出

の条件をとれば主板よりに略 33%の翼巾が有効とみ

なせる 3). よってデータの取り方をつぎのように 2通

りかえて計算結果をまとめた．

(I) 吸込側測定値 C伝全部の平均値と吐出し側

の主板より 10mm, 50 mm間の 5個の測定値

C伝の平均値との組合せ．

(II) 吸込側測定値 C伝全部の平均値と吐出し側

の主板直前と 60mmの位置 7個の測定値 C伝

の平均値との組合せ．

表 1にこれを示す．表 1の中で C伝の値がいずれ

も負になっているのは回転方向を正としているからで

ある．なほ U2,仏の値は外径が ¢310, 内径が¢

246, 回転数が 1900rpmより U2=30. 8 m/s, U戸

24. 5 m/s となる． これらの値と乃=0.516 および

L~0.1225 kg-s2 -―ー を (2
g m4 ）式に代入して全圧の計算値

を求めた．

8. 結 果の 検討

(i)表 1の全圧 Pの計算値と特性曲線上の全圧 P

とが羽根車Bをのぞき非常に近い値をとっており，本

実験のまとめが略正しかったものと考えている．羽根

車Bの全圧 Pの計算値が特性曲線値よりも小さ くな

ったのは C伝の値が小さくでたことがその理由と思

われるが， これは計測時の読みに問題があったものと

考えられる． しかし傾向としては 矢張り羽根車A,

B, C, Dの順序で計算上の全圧が向上していること

にはかわりがない

表 2 供試翼のすべり係数μの値（％）
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(ii)設計の速度線図上（図 2, 3参照）入口の旋回

速度 Cuiは羽根車A, B, C, Dの順序で回転方向

に大きくなっており，一方出口の旋回速度 Cu2 は一

定値 Cu2= 2U2 = 61. 6m/sをもっている． しかし実

測によれば C伝はいずれの羽根車も回転方向と逆向

きに羽根車Aより Dに向って順次大きくなり， C伝は

回転方向にこの順序で大きくなっている．

しかも C伝は C伝に比較して orderが 1桁小さ

い． したがって前述 (3) 式の（ ）の値は羽根車A

より Dに向って大きくなり， その結果が Pthにもあ

らわれ最終的に全圧 P の向上となっている． しかし

（ ）内の第 2項目ー U1C仏の値は第 1項に比し小さ

く，第 2項目を無視してもその誤差は 8%以内に収ま

る．

この場合設計上は Cu2=6l.6 m/sであるから，す

べり係数を μ=C伝/Cu2で定義すれば表 1を参照す

れば表 2のように計算できる．

(iii)設計上 Cu2は一定， Cuiは回転方向に羽根車

Aより羽根車Dに向って大きくなるようにしている．

しかし測定値 C伝の値はこの順序で大きくなり， ま

た C伝の値は逆に負の方向を向くなど設計の速度三

角形と全く異なった流れをしている． これが全圧向上

の主因であることが明確となった．その理由は全く不

明であるけれども，吐出し側の速度分布実測値からわ

表 1 速度線図より求めた全圧計算一覧表

声
B F I 

II 計算値 特実際性曲の線全上圧の， P,.mmAq T/M P=Pth・ 
（沿 m/s I C伝 m/s 乃 mmAq

P mmAq 

A -2. 6 40.5 160.8 
I 

0. 516 I 82.9 I 80 

(I) B -4.1 44. 1 178. 7 II 92.2 100 

C -5. 3 53.4 217.8 II 112. 4 116 

D -5. 8 56. 5 230.6 II 119. 0 120 

A 
I 

-2. 6 39.5 156.8 0. 516 80.9 80 

(II) 
B -4. 1 43.8 177.9 II 91. 8 100 

C -5. 3 54.0 219. 6 II 113.3 116 

D -5.8 56.3 229.8 II 118. 6 120 
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かるように翼内においては複雑な流れであり， これは

今後根本的に研究すべき別課題として考えることにす

る．

(iv)本実験は風量 85m3 /min, 測定B, Fにおい

ておこなったが，他の測定位置および特性曲線上の異

なった風最点でもおこない総合的に研究すべきことで

あろう

9. あとがき

本実験は Eulerの式を用い羽根入口直前，出口直

後の流体の速度三角形を求め， これより風圧が向上す

る理由づけをおこない一応の満足すべき結論を得た．

しか し特性曲線結果よりなほ風圧向上の傾向が予想

されるので， さらに /31= 100゚ の羽根車を製作 して実

験をおこなう計画である

最後に本実験にあたり，終始御懇切な指導を給わり

ました九州大学生井教授並びに実験に熱心な協力をさ

れた本校技官ならびに学生諸君に厚く御礼申 し上げま

す．

参考資料

1) 2) 生井武文著 遠心軸流送風機と圧縮機．

3) 有明工業高等専門学校紀要 No. 14 多翼送風

機の有効翼巾について．
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La Mn co. 8) Co co. 2) Q3 の導電現象

小 沢 賢 治

＜昭和 53年 9月 19日 受理＞

Electrical Conductive Phenomenon of La Mnco.s) Co心 Os

Magnetical crystals which are affiliated to perovskite type crystal structure are 

fixed many investigators'eyes on account of their electrical conductance as well as 

their magnetism. 

Then the present writer produced La Mnrn.s> Corn.z>切 which is regarded as 

perovskite type crystal structure under some kinds of condition, and researched 

their electrical conductive phenomenon and thermal electromotive force. 

As a result it has become clear that the substances produced by the present 

writer are p-type semiconductor, they have hard thermal electromotive force as 

well as I-C thermo couple, and the ordinary band theory is hard to apply to them. 

Kenzi OzAWA 

1. まえがき

AB03 (A, Bは共に， 3価金属） 型の結晶構造を

持つ磁性酸化物は， その磁性のみならず， 伝導性に

も，興味が持たれている

同型の結晶構造を持つ LaMn c1-xi Co cxi切につ

いても同様である

そこで筆者は， 製作条件の異なる LaMn co.si Co 

(0. 2) を作り， その電気伝導及び熱電現象について調

べてみた．

その結果， La Mn co. s> Co co. zi切は大きな熱起電

カ（試料両端の温度差 100国eg〕に対して，約 5.5

〔mv〕）を持ち， 電気伝導現象は通常のバンド理論で

は説明しにくいことがわかった

2. 試料製作

通常の粉末焼結法を採用した．

原子数比が， La: Mn : Co= 1 : 0. 8: 0. 2となる様に

秤量 し，以下図 1の過程で作製した

図 1において，混合・粉砕は磁性ボー Jレミルを使い

アルコール中で 10時間，仮焼は 1100〔℃〕 2時間，本

焼は 1300〔℃〕 2時間である

第 3回圧縮圧力は， 1.0〔ton/cm門， 2.0〔ton/cmり，

3. 〇〔ton/cmり の 3種類に別けた． （以後， 1.Oton / 

cmりの試料を試料A, 2. 〇〔ton/cmりのものを試料

B, 3. 〇〔ton/cmりのものを試料C と呼ぶことにす

る．

図 1 試料 作製過程

3. 導電率 0 の測定

電圧端子法により測定した（図 2).

測定前処理として，電極には導電性塗料（主成分

Ag)を用い，これに測定用リード線をハンダ付けし

たなお， 電極を設ける面は砥石で磨き，しかる後，

研磨の際試料内に吸収された水分を除く目的で， 150 

〔℃〕1時間の乾燥を大気中で行った．

図 2において， Vは真空管電圧計， Iは電流計であ

り， Sは試料に正逆両方向に電流を流すことにより起

電力発生に起因する I]の測定誤差を減す目的を持ち切

換えスイッチである

図 2において，電圧端子 a, b間の距離を d〔cm〕9

断面積を釘cm〕とし， V及び Iの読みをそれぞれ

V〔叩〕， I〔mA〕とすれば， 導電率 6〔，ーicm-1〕は

式 (1)で示される

(J = d•l/ S·V (1) 

電流 Iは，測定誤差（ジュール熱，電子注入，ペルチ

工効果等に因る）を小さくするために， 5〔mA/cm打
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図2 (J の 測 定 法

レミ3"
・ム tミ4"

冷接点(0『C〕）

図3 eの 測 定 法

以下とした．

4. 熱起電力 8 の測定

図3に示す様に試料の一端を電熱により加熱し，他

端を空気中で自然冷却することにより，試料両端に温

度差を与えてやり， その時の起電力 0 を， 熱電対

"2", "3"に真空電圧計 Vを接続して，測定した．ま

た，加熱用電熱器は，図中に示すように，測定系とは

マイカで絶縁されており，更に金属板でおおわれてお

り電熱器（交流電源使用）からの誘導の影響を少くす

るようにしてある

5. a 及び 0の測定結果

被測定試料はA, B, Cの3種類で，それぞれ 2個

ずつである

6 の試料温度 T による変化及び， 0の試料両端温

度差 AT による変化を， それぞれ図 4, 図 5に A,

B, Dで示す．

ただし，図 4においては，図 2において測定誤差を

少くする目的で採用した切換スイッチ Sによる測定電

流の極性転換時の測定値も記入し，また，図 5におい

ては，同一種類試料の測定値の平均値を示した．何ず

れの試料も， 6 の測定から， P型であった．

6. 測定値の誤差について

(i) I]の測定

図4を見ると，図 2のスイッチ Sの位置“正","逆”

により，測定値に幅が生じているが，両位置における

平均値を採れば，ペルチエ効果による誤差は小さくす

ることができる． しかし電子注入の 6への影響はさけ

4.0 
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：：［二一極I生逆転 }C
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2
 ゜ 2.5 3.0 3.5 

T―1x103 〔゚K―1〕ー一＋

図4 迎電率 6 の温度 T-1 による変化
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図5 試料両端測度差による熱起電力

られず，これによる誤差は含まれているものと考えら

れる．

また電圧端子電極においては，図 6の等価回路が考

えられ， D,D'の逆方向抵抗及びその差も， 6 の測

定値に含まれると考えられる

(ii) 8 の測定

6 の測定においては， 図 7の等価回路が考えられ

D1による誤差が含まれるものと考えられる．

また， 図 3により測定 したので， 試料内熱流方向

と， 6測定時に試料内に発生する電流方向とか，完全

な反平行とならず， これによる起電力値に誤差が存在
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図6 電圧端子等価回路

図1 e測定時の等価回路

するものと考えられる

7. a, Bによる導電現象の考察

図 6において，本測定における誤差について述べた

が， この誤差は無視できるものとして導電現象につい

て考察してみる．

(i)本試料はP型半導体であるが，真性伝導温度

領域にあると仮定すると，生成電子濃度 nキホ ール濃

度 Pであるので， 6 は移動度 μn, μpの大きさ及び

その差により大き く左右されるはずである．一方，ホ

ー）レ効果によりホール移動度を測定したところその値

は極めて小さく， 従って， 真性領域での 9 は極めて

小さくなるはずである

一方， 図5の 0の測定結果はかなりの大きさであ

るので，真性領域とは考えるに無理が存在する．

次に不純物伝導領域であると仮定してみると， 式

(2)が成立する

ln6 = ln (qμp(2N a) 112(211:m伐/hり3/4}

＋主lnT—畜 (Ea-Ev) (2) 

ただし q : ホールの電荷

μp : ホー）レの移動度

Na: アクセフ 夕゚濃度

叫：ホールの実効質量

k : ボルツマン定数

h : フ゜ランクの定数

T : 試料温度

Ea : アクセフ タ゚レベル

Ev : 価電子帯の頂上のレベル

s.o ... 

『; _O•
"<t:; 

3.0← 

2.0.t 
↑ ,， I I I I 'I  I I I I I 

2.2 2.5 3.0 3.5 
T―ix103『K打→

図8 A(= ln (uq(Na・2)112(2-n:m伐/hり3/4})

の T によ る変化
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図g Ea-Evの T による変化

ここで

A(T) = ln { qμp(2Na)112(2nmpk/h2)314) (3) 

1 
B(T)=齊 ―(Ea-Ev) (4) 

とおけば

3 ln a= ACT)+- In T - B ( T ) • T-1 (5) 
4 

バンド理論に従う通常の半導体の不純物伝導領域にお

いては， A(T), B(T)の T による変化は， 他の頃

に比べると小さく無視できるので

A(T) = A(= const), B(T) = B(= const) 

(6) 

とおける．

そこで本試料が，バンド理論に従うものとして， 6 

の測定結果より， A,Bを求める と，図 8, 図 9とな

る．同図には， 式 (6)の妥当性を調べる為に， 3/4・ 

In T及び r-1も記入した．

図 8, 図 9より， 式 (6)の仮定は適切でないこと

がわかる．従って，本試料はバンド理論に従う不純物

伝導領域に存在することは，困難である

次に，試料Bについて， Ea-Evを図 5より， 金属

結合的性格が強い場合，共有結合的性格が強い場合，

及びイオン結合的性格が強い場合において，近似的に

求めると， それぞれ図 9の B1,B2, B3となることが
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わかる 1).

B と， Bi,B2, B3とにおいて， Ea-Evの大きさ及

び変化の様子から，試料は，イオン結合性の強いこと

が，読み取れる．イオン結合性の強い場合には

μp cc exp (-LIE/kT) (7) 

が一般に成立する．ここで LIEば活性化エネルギーで

あり，式 (7)を図 8の試料Cの直線部に適用すると，

LIE字 0.12(eV〕となる．

(ii) LIE字 0.立〔eV〕は図 9の Ea-Ev(= 0.17 

〔eV〕～゚.29(e V〕）に比べると小さ く，また， 試料の

種類の違いによる μp, 及び LIEの大きさには，判然

とした差は認めにくく，一方，図 9から， Ea-Evは，

A>B>C になっているので， 図 4における試料の

種類の違いによる 6 の差は， Ea-E11の差によるも

のと推定できる

8. まとめ

(i) 熱起電力 0 の大きさは， 試料両端面温度差

10虹deg〕に対して約 5.紅mV〕であり I-C (鉄ーコ

ンスタンタン）熱電対のそれに匹敵し，温度差が大き

くなるとフ゜レス圧力の差異による影響が顕著になる．

(ii) 試料はイオン結合的性格の強いことが想像さ

れ，通常のバンド理論の適用は困難でありまたホー）レ

は活性化エネルギー LIEを持つものと考えられその大

きさは約 0.1買eV〕である．

(iii) フ゜レス圧力が増すと導電率 6 が増加し， こ

の現象は， ホー）レの移動度 JJ,p よりも濃度 Pの増加

がより強く影響しているものと考えられる．

参考文献

1) 河口武夫 ：半導体の化学．
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X-Yプロッタのカタカナルーチンの試作

松野 了

＜昭和 53年 9月 2日受理＞

A X-Y Plotter Subroutine for Katakana Letters 

In this paper the author propose a subroutine which enables to write the 

"katakana" string on X-Y plotter. In general, a comment written by the use of ja-

panese letter "katakana" needs smaller number of characters than that by "roman 

letter", so it will be advantageous to use this subroutine for the graphic descrip-

tion of comment, especially in the field of education. 

まえがき

本校の電子計算機システムにおいて X-Yプ ロッタ

で図を書き注釈を付ける場合，英数字，特殊文字等は

既存のサブルーチン「SYMBOL」を使うことによっ

て簡単に書かせられる．英字等と同様にカタカナが自

由に書ければローマ字で書くよりも見易くまた文字数

も少なくてすむ．そこでカタカナを書くルーチンを試

作したので報告する．

1. カタカナルーチンのアルゴリズム

カナカナルーチンの概略は図ー 2に示す．図ー 2に

おいて初期化のところでは，すべてのカタカナにつ

いて原点を基準にして座標を与えてお く． たとえば

「ア」という文字においては，

図一 1 「ア」の記憶点

Ryozi MATSUNO 

図ー 2 流れ 図

である

125 

図ー 1のようにX印をつけた所の原点からの座標を与

えておく． このX印の個数であるが， これが多ければ

多い程，密な字が書けるが，それだけ記憶場所も多く

必要である． ここでは製図用のカタカナ文字見本を参

考にし，なるだけこの文字に近 く，かつ記憶場所が少

なくてすむように留意したつもりである．

このJレーチンの入口は実際は図ー 2における①の所

このルーチンが呼ばれたら文字を 1文字取り出し，

それがカタカナであるか否かを調ベカタカナでなけれ

ば，その旨表示し （ラインプリンタに印刷）呼ばれた

所に復帰させる．カタカナであれば， このルーチンを

呼ぶ時に指定された値 (1文字目の始点の座標，文字
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の大きさ， X軸との角度）に従って実際の座標に変換

し， これを既存のX-Yプロッタ用サブルーチ ンであ

る「LINE(X, Y, ……)」1) を使い書かせるこのあ

と全部の文字を書き終えたかどうかを調べ全部終れば

呼ばれた所に復帰させ，終えていないならば同じこと

をくり返す．

2, 使用文字及びコード

表ー 1 カタ カナーコー ド対応表

カタカナIコー トIIカタカナlコー トIIカタカナIコー ド

ア 1 ツ 18 モ 35 

イ 2 テ 19 ヤ 36 

ウ 3 卜 20 ユ 37 

工 4 ナ 21 ヨ 38 

オ 5 二 22 ラ 39 

力 6 ヌ 23 リ 40 

キ 7 ネ 24 ｝レ 41 

ク 8 ノ 25 レ 42 

ケ
， 

ノ‘ 26 ロ 43 

コ 10 ヒ 27 ワ 44 

サ 11 フ 28 ヲ（＋`） 45 

シ 12 ヘ 29 ン 46 

ス 13 ホ 30 ヽヽ 47 

セ 14 マ 31 48 

ソ 15 ミ 32 
゜

49 

夕 16 ム 33 SPACE 50 

チ 17 メ 34 ／ ／ 

使用文字は表ー 1の通りであるがカ ー ド穿孔機に

「ヲ」がないので「＋」を与えると「ヲ」を書くよう

にした．

3. 使用方法

使用方法は英数字，特殊文字等を書かせる既存のサ

ブルーチン「SYMBOL」1) に準拠するが以下に説明す

る．

1) 呼び出し

CALL KSYMBL (X, Y, H, KANA, THETA, 

N, LCH) 

2) 各仮引数の説明1)

イ） X, y・・・…実数で単位は mm, 第 1文字目左

下端の座標を表わす．

ロ）H・・・ …実数で単位は mm, 字の高さを指定．

r w ヽ
』ー~II JJ 
I~ 

(X J'() 

図ー 3 仮引数X, Y, HとW及び Sの関係

巾W及び空白 Sは

W=H S=2. 0 x H/5. 0 となる．

ハ） KANA・・・書かせたい文字を CALLKSYMBL 

時に格納しておく整数型の配列名．書かせた

い文字の数以上の大きさを取り 1語 1文字格

納する．格納の仕方は図ー 4に示すようにカ

タカ ナ自身を与えても， コー ドを与えても，

またこれらが混在しても良い．

(DIMENSION KANA(5) 

DATA KANA/ 1 Hァ， lHィ， lHゥ，

lHェ，lHォI

(DIMENSION KANA(5) 

DATA KANA/1, 2, 3, 4, 5/ 

図ー4 アイウエオと書かせる場合の

データの与た方

二）THETA・・・…実数で単位は度軸の十 X方向に

対する回転角を表わす．十 X方向を 0゚ とし

反時計回転の方向を正とする．

ホ） N……正の整数で書かせる文字の個数

へ） LCH… •••正の整数でたとえば「ガッ コウ」 の

「ッ」などのように少し小さく書いた方が見

易くなるような文字があれば指定する． これ

は小さく書く文字はそれ程多くないだろう と

いう予測から 2文字以内とし，指定の仕方は

3文字めならば 3, 3文字めと 5文字めなら

ば305というふうに 2桁の数値をつないで表

わす．

以上に各仮引数について説明したがこのプログラム

は相対形式でディスクパックに格納してあるので

SSL と同様に使用可能である

4. プログラム

プログラムは図ー 5に示す．ステップ数は注釈まで

含め 174ステップである．うち宣言部はおよびデータ

部 97ステップ残りが実行部である．
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JSN STATEMENT 

l 
2 C ・0ゃ X • Y PLOTTER KANA 
3 SUBROUTINE KSYMRL(X,Y,H,<ANA、THETA,Nヽ L(H)
4 DIMENSION K0(42l), JAC42), IB(42), 1((42), 1nc•2i, IFC42l, IP(42l, 
5 OJM• l IG(42), IHC42l、11(42 l、IJ <4'l、KAC50l,<P'1(4Rl, <PC40l, 
6 .O I M• 2 KO(Bl, XC(l5l, Y((l5l、KAA(42)、KAR(8l,KA'JA(Nl, XX(l5l, 
7 OIM-3 YY(1'), LFC 4) 
8 C 
9 C 

10 LOG I CAL LFLAG 
11 C 
12 EcUIVALENCE CKOC 1 >,IAC1≫, CKD< ム3),IR(l))、""'._,,1ro,,,
13 rnu-1 CK0(127),IO(I)), CK0(169)ヽl'<Ul, (<0(2!ll、IP<l))、
1• rnu-2 c<DC25J>、IGCI)), CKOC295>ヽ IHClll, CKDC3'7l,IJC1)), 
l~E©U - 3 CKn(J79),JJ(!)), CKPO(l),KP(l)), {<P()(41)、(f)(I)),

16 mu - • CKAA(1),<AC!ll, <KAR(ll,'<(43)) 

17 C 

18 C 
19 DATA IA/10000ヽ 10090,RQAO, 5560, ・1, 8545、5045、4Q4Q, 7Q28, 
20 IA・l 0, ・10,10090, 8065, 7055, 6035, 5000, ・1、7055,
21 I A•2 55, ・ln, 5000, 8000, 8090, 5085, JOTO, 35ヽ ー1ヽ
22 I A-3 10045、8045, -10, 8010、8080、 -1, 8045, 45, -1, 
23 1• - • 0、 90, -10, 8000, B090, -1/ 
24 C 
25 DATA IB/10060, 60、 545, ・1, R060, 5Q45, 3025、!JOO, -10, 
26 I B-1 8000、B090, 2590, 75, h5, -1,10045, 6040, 1075, 
27 1B-2 O, • 10, 6800, 7872, ー!, • 200 , 5290, -J,1003)ヽ
28 I R-3 60, -10、5807, 7024, ,135, R7J5,I0044, •I, S7'>, 
29 1B-4 8790、>574, 2035、 O, -10,10025/ 
JO C 
31 DATA IC/ 8018, 5500, -1, 8018、8090, -1,. 80>8, >055, 254S、
32 IC• l 20、 -10, 8010、8090、 90、 JO, ・10, 7000、moo,
33 IC-2 -1,10023, 5025, ・1,10070, 5068, 3063, 2Q5n, 25, 
34 I C•3•10、 10020 , 7035, -1、soon,5520、 -1, 1n, 2,50, 
35 IC-4 R090, • 10, 9010、9080, •a>n, 01 
36 C 
37 DATA ID/・l, 4B50, 90, ・10、650n, 1aq o 、 • o>n , -1, 10025, 
38 1D・l 325, 30, 90, ・10, 9300, 6018、 -1、9080、5067,
39 10-2 3055, 20, - 10,100•5, • o•n, Bn7H, &ou,、 -1, 0040ヽ
40 10・3 9090, 6075, 2•45 , o, ・l、67ヽ 0, 306S, ・10, ,ooR, 
41 I D-4 10080、 -1, 6500, 6ぅ90, 一J,904,t 
42 C 
43 DATA IE/ 3044、1025, '、 -lo, Sl00,'509、ー1、917P、5737,
44 IE・l ・1, 9080、5070、3045, 16、 -10,IO<JlO,lOO,n, ・I, 
45 I E-2 6500、6590, -¥、 1,545, .)Q40, 1023, 10, -10、10045,
46 IE-3 4~, • 1, 7045, 50RO, • 10, 7000, 7090, -1,10045, 
47 IE-4 4040, 182~, 10, -10、8010、8QAO/
48 C 
49 DATA IP/・1, 2000、2090, -10, 9000, • nao , >o&n、 0、 -1,
50 IP・l 7516, 90, ・10, 8010、,000, 4,50, 4>45, 2300, -I, 
51 I P-2 10044、8045, - 1 ヽ •R5 0 , 2090, -1、4>45, 45, -10, 
52 1P・3 0080, 7074, 4055、 12, • ln , 9り32, 4016, 0, -! , 
53 I P•4 9060、20,5、 90, -10,10000, 100>1 
54 C 

55 DATA IG/ 10、 90、 -1、6800, 8085, -10, 9000, 9090, 6081, 
56 IG• l 3062, 20, -10, 6200, 8025、2090, -10, •00 0 , 8090、
57 IG-2 -1,10045, 4~ 、 40, -1、6526, 4018, Don, -1, 
58 I G-3 6565、4079、139n, -10, soon、9090、6070、3245, -1、
59 I G-4 6225、3245, 65, -10,10020、8575/
60 C 

61 DATA IHI -1、6520, 507n, -1, 2013, 575, -10,10045, ,、
62 IH• l 2570, ー1, 506n, 2570 、 •o , - 10 , 100•0, 6 0•1 、 3040 ,
63 IH-2 500, • 1 、 7235, 2670, · 10 ,l OOJO,lOO•o , -I、6000,
64 IH-3 6090, ー1,10032ヽ 532, 34、 90, -10、650n, R09n, 
65 I● -4 5065, -1、10030, 57, ・10, AOIO/ 
66 C 

67 DATA 11 / 8080, 62、 -1, 0、 90, -10,10010,10000, 90, 
68 11-1 O、 -1, 5510, >590 、 - 1 0 ヽ 1 on10,ioo • o , -1, 6500, 
69 I 1•2 6590, 4073, 2>, -10,10020、5020, -1、1006S、S065,
70 I 1• 3 406J、2055、 3n, -10,10030, 45JO、 o, -1,1nn>6、
71 I 1• 4 56, 257>, 5090, ・10,10010, 101 
72 C ・ 

73 OAT A I JI 2055, 5090, -10, Roo,, 8082, 82、 8、8008, -10、
74 IJ-1 1000,10000,1009n, &on,  407o, 104,, Jo, -10,10002, 
75 I J-2 10090, >086, 3070, 30、 -1, 6702, 6'190、 -10,10000,
76 I」-3 6828, -1, 10、1026、4062, 8090, -10,11000, 0010, 
TT I J • 4 · l,110 20 , 9030, -10, 5015, >075/ 
78 C 
79 DATA XC/2.、1.866,1.5、1.,0.5、o.134,0. ,0.134,0. >、1.,1.s,1.,6&、2.0, 
80 xc-1 0.0,1.01 
81 DATA VC/4.,4.5、..866、5.0,4.866,4.5、4.、3.5,3.134,3.,J. 134, J. 5,4 .o, 
82 YC・l 0.0,1.0/ 
83 C 
84 DATA KAA/lHわ lHも lHO、lHI、lH7,lHn,1Hも lHク、lHO、lHJ,
85 KAA・l lH,,lHシ,lHス， lH t ヽ l H ・ル lH•,lHテ、1Hツヽ¥Hテ， lH卜，
86 KAA • 2 1H1、lH二、lHI,lH>、lH/,lHll,lHt,lHフ、lHへ，lHC,,
87 KAA • 3 lH>,lH!,lH~ 、 lHわ lH<,lH>,lHl , JH ヨ， l H, , lH'J 、 IH",1 叩 I
88 OAT A KAB/ lHO、lHつ， lHり lHむ lHー、lH・,1H0, lH / 
89 C 

90 DATA KP/ 1, 12, 21, 31, 40, 52, 63、 72、 &4, 06, 
91 KP•l 101、113, 123, 131, 140, 148、162, I 73、184、195、
92 KP-2 201, 209, 215, 223,238、243、251、259、2b>, 260, 
93 KP • 3 284, 293、302, 310, 318, 329, 336, )43、3'!, 350/ 
94 DATA KO/ 368、377, 382、388, 3%, 405, •1 3 , •1 9/ 

95 
96 
97 
98 KDC421)• - 1 0 
90 RAO •J,1416/18 0 . 0 • THETA 

100 TC OS• COS CRADl 
101 TSIN=S!NCRAOl 
102 HH=5,0/H 
103 HAAA•H /5, 0 
104 HTC•H • TCOS 
105 HTS • H• TS IN 
106 sx•2.oゃHABA•TCOS 
107 SY • 2 . O•HAB A•T S IN 
108 AX•X - SX 
109 AY • Y· SY 
110 DO 1000 NCH=l,N 
111 LFLAG•.FALSE . 
112 LCHA•LCH/ 100 
113 LCHB •MODC LCH ,1 00> 
114 IFCNCH,Ec,LCHA,OR,NCH,Ec,LCHB) LFLAG•, TRJJE. 
115 DO 30 ! •l,50 

127 

116 IFCKANA(N(Hl.Ec,l,OR.KANACNCH),E@,KA(J)) GO TO 40 
117 JO CONTINUE 
118 WRITEC6、35)
119 35 FORMAT(41H KSYMBL DE KANA !GAi NO MOJI GA DETEK!TA) 
120 RETURN 
121 40 CONTINUE 
122 IFCl,Ec.50) GO TO 900 
123 IFCI.NF,49) GO TO 70 
124 DO 5D J•l,13 
125 AX•XC(J) 
126 BY • YC(J) 
127 XX(J)=RX妙 TCOS-BYゃTSIN
128 YYCJ)•AX • TS I N+B Y• TCOS 
129 50 CONTINUE 
130 XX C1 4l • - CAX.HH ) 
lJl YY(l4)=ーCAY令 HH)
t32 XXC15)=HH 
t)J YYC15l•HH 
1)4 CALL LINECXX,YY,13、1,0,35)
135 GO TO 1000 
136 70 CONT I NUE 
D 7 IFCI.NE,47) AX•AX+SX 
138 IF(l,NE,47) AY •AY+SY 
1)9 LA•KPQ CI) 
1ムO LA•L A•l4 
141 K•O 
142 DO 100 I•LA ヽ LR
143 LD •KD CI l 
144 IFCLO.LT,O) r,n TO 80 
tム5 K•K•l 
146 BY •FLOATCLD /1 00) 骨〇 , 05
147 BX •FLOA T(MODCLD ,100)) 谷0 , 05
148 XXC<l•AX • Tcns-sv● TS IN 
149 YY(<l • AX•TSIM•BYoTCOS 
150 GO TO 100 
151 BO CONTINUE 
152 XXCK •ll•-CA X•HH) 
153 YYCK • ll• - CAY • HH) 
154 XXCK +2 )•HH 
155 YY(K+2) • HH 
156 IFC,NOT.LFLAG) GO TO 90 
157 Ll=K•l 
158 L2•Ll+ l 
159 DO 85 LJ•Ll ,L2 
160 XX(LJl•XX(lJl•l.66667 
161 YY(lJ)•YY(lJ) •l . 66667 
16 2 A 5 CONT I NUE 
l',J 90 CONT I NLJE 
164 CALL LINECXX,YY,K,l,0,35) 
165 K•O 
166 IFCLD,Lf,-10) GO TO 900 
167 100 CONTINJJE 
168 900 AX•AX • HTC 
169 AY•AY+HTS 
t 70 IF CLFLAG) AX =A X· HTC•0 ,4 
171 !FCLFLAG) AY•AY · HTS•0,4 
172 1noo CONTINUF 
t 73 RETIJRN 
I 74 END 

図ー 5 フ゜ログラム
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5. 結果及び検討

図ー 6, 図ー 7にこのサブルーチンを用いて書かせ

たカタカナを示す．図ー 6が全文字，図ー 7が「アイ

ウエオ」を 90゚ づつ回転させた例である．

fイウエオ

カキクグニ

り‘ンスセソ

タテッテト

ナニ叉ネ／

/¥ロフヘ爪

▽ ミ△メ t

ヤニ□ラリ

）レし口 /7

ゾ ゜
図ー 6 カタカナの全文字

杖

日
0 
¥--・・ 

f'~-1 ウエオ
上□乙)--←」

→、

｀ H 
~ 

図ー 7 「アイウ エオ」を 90゚ づつ回転

この）レーチンを試作するにあたって，「SYMBOL」

で英字を書くのと同様にカタカナが書けるルーチンを

目標としたがその点では成功したと思う．文字をもう

少し美しく書くにはプロットをもう少し密にすれば良

いがメモリの制約がある以上これ位で仕方ない．

6. 謝 辞

カタカナ ルーチンを試作するにあたって御指導を

たまわりました熊本大学の松山教授，カードの穿孔そ

の他でお世話になりました本校電算室の前野さんに心

からお礼申し上げます．

7. 参考文献
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焼入れ急冷時の熱伝達

下村龍太郎 ・江 藤 豊＊• 松尾秀司＊＊

＜昭和 53年 8月28日 受理＞

Study on Heat Transfer of Quenching 

The more minute photographic observation on boiling due to quenching was 

performed in this study. In addition, heat flux and heat transfer coefficient were 

calculated from the cooling curve, and then it was tried to trace the inter-relation 

between heat transfer and quality of quenching. 

Ryutaro SHIMOMURA, Yutaka ETOH and Hideshi MATSUO 

1. まえがき

焼入れ時の急冷却の問題について，熱伝達の面から

解明を試みた研究がいくつか1)2) 3)報告されている．一

方近時，沸騰熱伝達についてはボイラや熱交換器の設

計，さらには原子炉の冷却などに関連して，研究が極

めて盛んになり，定常状態および非定常状態について

それぞれかなりの知識が集積されている． これらの知

識を焼入れの問題に適用してこの問題に迫った研究4)

も発表されている．

筆者らは光学的観察を更に綿密に行い，急冷時の熱

伝達と焼入れ性についての関連を明らかにしようと試

みた．

焼入れの急冷却過程における伝熱には材料内部の非

定常熱伝導と材料から流体への熱伝達の過程がある．

前者の効果は質量効果と呼ばれ，それによって焼入れ

性がきまる．後者はその条件を変えることによって，

質量効果を制御する役目を演じていると見ることがで

きるなお材料から流体への熱伝達は一般に流体が焼

入れ液であるから，膜沸騰，核沸騰および自然対流の

過程を経過することになる．

本研究では冷却曲線から沸騰特性曲線を導き出し，

これを定常状態のそれと比較して，伝熱の状態を把握

し，また連続写真撮影により定常と非定常の対応を確

かめようとしたまた，焼入れ液の種類およびその温

度の変化が沸騰状態にどのような差異を生ずるか，そ

して，それが焼入れ性にどのような働きをするかを明

らかにしようとした． このため焼入れ液として水，

市販焼入れ油（スーパークエンチ），タービン油 (90)

を用い， 温度を 20゚,.._,100℃ の範囲に亘って実験し

＊日産自動車株式会社
＊＊相和機工株式会社

た．

2. 実験装置と実験方法

図 1は垂直白金線を用いた定常状態の実験装置であ

る．高さ 300mm, 巾 250mm の直方体のガラス水

槽に純水を 250mm の高さまで入れ， この中に伝熱

面である白金線を垂直に沈める．温度を一定に保つた

めにこのガラス水槽を恒温槽の中に入れる．純水は純

水製造装置で処理した 106n. cm以上の比抵抗を有

するものである．白金線は直流電源で加熱し，その温

度は白金線自体を抵抗温度計としてホイートストンブ

リッジを組み，その抵抗の変化から測定するなお，

白金線は ¢0.5 m mのものを用いた．

また，実験にあたっては，沸騰状態の写真撮影を行

った．

RA, Re: 固定抵抗， Rs: 可変抵抗， G: 検

流計， R炉 白金線， A:電流計， V: 電圧計，

T1: 熱電対， Tぶ温度計， H1,Hがヒー タ

図 1 定常状態実験装置
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図 2は焼入れ状態で急冷却する場合の実験装置であ

る．電気炉で試料を加熱して，案内棒によって吊り下

げたままの形で下の液槽に投入できるようになってい

る．焼入れ液としては定常のときと同じ純水の外に，

市販焼入れ油（スーパークエンチ）およびタービン油

(90)を用いた．焼入れ液の加熱はパイフ゜ヒ ータを液

槽中に入れて行った．

③
 

② 

呵·—

1・ 
I 
I 

I 
I 

I 

l ,!==-::: っ I

乙42.

310 

s
e
m
 

0
1
2
 

急冷却の場合の実験手順としては電気炉で試料をオ

ーステナイ ト領域まで加熱し，案内棒を操作して焼入

れ液中に投入する．その際，沸騰現象を観察し，その

様子を 35mmカメラで連続的に撮影した．温度の変

化は平衡記録温度計で記録し，冷却曲線を求めた．実

験の前後に試料の硬度を測定し，表面の状態を観察し

た．

さて， この場合の伝熱量および熱伝達係数は次のよ

うにして求めたまず，実験で得た冷却曲線の傾きか

ら dt/d-rを計算し，

全伝熱量

熱流束

熱伝達係数

より算出する

ここに

Q=CrV 
dt 
dて

C: 試料の比熱

r: 試料の比重量

V: 試料の体積

D: 試料の直径 m,

(kcal/h) 

CrV dt 

q= 証（塁）2戸 Dl詞

(kcal/m2h) 

a=  
q q 

＝ 
fw-fz L1f 

(kcal/m叩 C)

・・・(l) 

・・・(2) 

· ·• (3) 

kcal/kg℃ 

kg/m3 

m3 

/: 試料の長さ m

なお，焼入れ油およびタ ービ ン油については温度に

よる粘度の変化をレッドウッド粘度計で測定した．

3. 試料表面の沸騰の様相

@ 

① ：試料，②:電気炉，③ :案内棒，④ :焼

入れ液槽，⑤:保温槽，⑥: ヒータ，⑦:換

拌機，⑧ :温度計

図2 急冷却実験装 置

図3は試料の丸棒で，材質は S45Cで， ¢ 10 mm, 

¢15m mの2種類を用いた． その長さは 100mm  

で，下方から 35mmの位置まで温度測定のための熱

電対を挿入している．

鴫

O

L

-

I¢10. ¢15 

100 

1,1. 5(熱祉対挿入孔）

戸
図3 実険用試料

写真 1は比較検討のために示した定常状態の沸騰の

様子である． この場合，過冷度は 5℃ で， 核沸騰の

状態での気泡の発生を見ることができるが，過冷度が

更に大きくなると発生した気泡がただちに崩壊するた

めにこのような明確な気泡を認めることはできなくな

過冷度 5°C 
q=ll. 5X104(kcal/m2h) 

（核沸騰）

写真 1

過冷度 5℃ 

q=24. 1 X 104(kcal/m2h) 

（膜沸騰）

定常状態の沸騰
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投入直後

る．普通の焼入れの終期はそのような状態になると予

想される

写真 2は¢15mmの試料を 80℃ の水で急冷する

ときの沸騰の状況である投入直後はただちに膜沸騰

状態となり，約 9秒後までその状態が続く. 12秒を経

過する頃より酸化物の飛散が見られ，時間の経過とと

もにはげしくなる.21秒後，下方より次第に蒸気膜が

消えて行き，その際その場所では激しく酸化物が剥離

し，小爆発のような状態が次々におこる

膜沸騰が終了するまでに約 33秒を要し， このとき

核沸脆は殆んど認められないが， これは核沸騰を維持

する熱量が急速に失われることとさきにのべた過冷度

が大きいために気泡の形をとり得ないことによるもの

と思われる．

写真 3は¢15mm, 水温 60℃ の場合である．投

入直後は膜沸騰状態であるが，下方ではすぐに遷移状

態がおこり，酸化物の飛散が見られる. 3秒後には試

料全体が遷移状態となり，酸化物の剥離はますます激

しく 蒸気膜は下方より急速に消滅して行き，12秒後に

は完全に消え，核沸騰様の気泡が僅かに見られる

写真 4は¢10mm水温 70℃ の急冷却の状態であ

る投入直後は安定した膜沸勝状態を示し，約 3秒間

はその状態が続く . 6秒経過後，下部から膜が破れは

じめ，また中程よりやや上部のところで酸化物が飛び

131 

投入直後 3 sec 6 sec 

喩言 .... 
ヰ--・ . —•い•一•冒・---'

9 sec 12 sec 

写真4 _¢10, 水， 70℃ での急冷却



132 

投入直後 3 sec 6 sec 

写真 5 ¢10, 水， 50℃ での急冷却

投入直後 3 sec 

6 sec 9 sec 

写真6 ¢10, タービン油， 80°C での急冷却

散り膜が破れたあとまた再び膜で覆われる状態を繰返

している. 9秒後には膜の動揺と酸化物の剥離が激し

くなり，そのあと急速に膜は消滅する．

写真 5は¢10mm水温 50℃ の場合である投入

直後膜ができたあと，すぐに膜の一部が破れはじめ酸

化物の飛散が激しくおこる． この状態は短時間に全体

に波及し，急速な冷却を示す沸騰状況となり， 3秒後

に頂点に達し， 6,..., 7秒の間に膜は消滅し，核沸騰に

移行するが，その期間は極めて短かく， 9秒後には完

全に自然対流の状態になる．

写真 6および写真 7は¢10mm の試料をタービン

投入直後 3 sec 6 sec 

9 sec 12 sec 

写真7 ¢10, タービン油， 40℃ での急冷却

油で急冷却したときの状態を示す．写真 6は油温80℃

写真 7は 40℃ の場合である．同じ様な冷却経過を示

しているが， 80℃ では投入直後から約 6秒の間膜沸

騰が見られるのに対し，水の場合とは逆に 40℃ では

却って冷却が悪く，膜沸騰が 4,__, 5秒長く続くことを

示している．これはあとでものべるように粘度の差が

影密するものと思われる．なお，いずれの場合も膜沸

騰終了後はなめらかに自然対流に移行し，また酸化物

の剥離は全くなく，実験終了後調べたところでもその

形跡は認められなかった．

焼入れ油とタービン油について．

焼入れ油を用いた実験では，焼入れの途中における

沸騰伝熱の状態を観察することができなかったので，

透明度の高いタービン油を使ってその状態を観察した

ものである

また，実験後その硬度を測定し，表 1に示している

が， これを見ると，タービン油によるものは焼入れ油

に較べて硬度は低く，また場所によってかなりの差が

あることがわかる． これは含有成分の違いや粘度の違

い（図 10参照）によるものと思われる

また，この表で投人から 300℃ まで冷却する時間

が水，市販焼入れ油，タービン油の順に長くなり，明
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表 1 焼入れ後の硬度 (¢10mmの試料）

焼
入
液

水

市
販
焼
入
れ
油

液温
300℃ ま
での冷却 ―

℃ 時間 sec 上

70 I 8. 3 

60 5 

50 3. 5 

40 5 

30 3 

I 

100 

80 

60 

50 

20 

20 

20 

20 

15. 5 

18 

515 

552 

239 

277 

252 

HB 

I平均

566 

595 

543 I 

634 

569 

495 1 
530 

527 

261 

252 

120 33 439 352 I 215 335 
夕 100 25 416 413 383 404 
l 

80 25 426 369 331 375 
ビ

ン 60 29 283 284 487 351 

油 40 25 351 261 287 300 

20 23 I 21s 403 183 267 

（焼入れ前の硬度

ブリネル硬さ

552 

416 

470 

640 I 

541 I 

I 
403 

547 

280 

252 

224 

Hs 163) 

中

546 

525 

480 

481 

507 

下

555 

512 

498 

585 

539 

確な傾向がわかる．特にタービン油ではこのあとの常

温までの冷却にも比較的長い時間を要し，冷却が全体

的にきわめておそいことがわかる

u。
5-

水．祖0mm

No. 15 30'C 

No. 16 40'C 

No. 18 50'C 

No.19 60'C 

No. 21 70'C 

471 

543 

349 

263 

242 

400 

200 

図4

10 

経過時間 sec

冷却曲線（水の場合）

15 

4. 冷 却 曲 線

図 4および図 5はそれぞれ水および焼入れ油につい

ての冷却曲線である．水は焼入れ油およびタービン油

に較べて冷却性がよく，液温―すなわちサブクーリ

ングー一の影響が大きい．液温が低い程，曲線は左寄

りになり，急冷される

焼入れ油の場合は液温の影響は僅かであり，その効

果も水とは逆になっている．すなわち，油温が高くな

ると却って冷却がよくなり 80℃ で最も急冷される

また， この油温の差の影響は冷却曲線に対しては僅

かであっても，実際の焼入れ性には相当の差があらわ

れてくる（表 1参照）．

なお， この焼入れ油とタービン油の粘度をレ ッドウ

ッド粘度計で測定して図 10に示した．焼入れ油では

約 80℃ で粘度はほぼ最低のところまで到達しており

このことが冷却が速くなり，焼入れ性をよくするもの

と思われる

焼入れ油， </ilOmm

No. 23 20'C 

No. 27 50'C 

No. 25 60'C 

No.26 SO'C 
No. 28 lOO'C 

600 

3
。
迩

屯

400 

200 

図゚5

5 10 

経過時間 sec

冷却曲線（焼入れ油の場合）

15 

5. 沸騰特性曲線

図 6はこれらの実験で得られた沸騰特性曲線の一部

である．また，図 7は定常状態の沸騰特性曲線を示し

ている．

非定常の場合は定常状態とはかなり様子がちがって

いる投入直後の高温域では定常的な状態に移行する

のに，ある時間を要し，図 6の中で，高温部に破線で

画いたような経過が見られるが， この部分の伝熱量は

定常状態の膜沸騰による伝熱量 とは違ったものになる

ことを示している．特に 70℃ の水のときは正常に熱

が移動するようになるまでに約 5秒を要しているが，
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図6 急冷時の沸騰特性曲線
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図7 定常状態の沸騰特性曲線

--—→。
秒

このことは図 8によっても，その温度分布の変化状態

で明確に示される．低温の水または焼入れ油ではその

整定の時間は比較的に短い． しかし，状態が整定した

あとについて図 6を図 7に比較してみると前者の実線

で画かれているところは殆んど局所膜沸騰の領域であ

ることがわかる 5)6). なお，水に較べて焼入れ油およ

びタービン油ではより高温部で膜沸騰が終了してい

る．

また，膜沸謄が終ったあとは明確な核沸騰領域をこ

の図 5においても認めることができず，そのまま自然

対流域へ移行している． これはさきにものべたように

膜沸騰が終った時点で，その後核沸騰を維持する熱量

が急速に失われることおよび過冷度が大きいために核

沸騰の形をとり得ないことによるものと思われる

6. 結果の考察

焼入れ時の熱伝達は熱量を次第に消失して行く過程 図 8 投入後の温度分布の変化

であるから，定常沸騰伝熱とは違った点が多く，また

試料の寸法，形状，材質などによっても伝熱の状態は までに指摘4' されているところであるが，本実験で

大きく変るので，定常の場合の沸騰特性曲線は勿論の は，たとえば水の 40℃ と焼入れ油の 80℃ は同程度

こと，急冷却の実験で得られたものについても沸騰特 の硬度が得られている ．但し，焼入れ油の方がはるか

性曲線から直接焼入れの熱伝達を検討することは困難 に均ーであることは大きな特徴である（表 1参照）．

で，その定性的な傾向を把握して，個々の場合の熱伝 図 8はハイスラ ーの線図を使って試料内部の温度分

達制御方法をとらなければならないと考えられる． 布を，時間の経過に従って計算してみたものである

また，本実験によると冷却および焼入れ性に対する これを見ると低温の水による冷却は非常に速く，その

液温（すなわちサブクーリング）の影響は，水に対し ために中心と表面との温度差が大きくなっている．焼

て大きく，焼入れ油に対して小さい．そしてその効果 入れ油では 80℃ の場合の方が 60℃の場合よりも却

は水と焼入れ油で逆になっている． これはすでにこれ って冷却が速くなっている．ただ，水に較べると全体

． ..• . 
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ii I 1.-・・・・.. 13 

600ト I I I I tl 1・・'--j! 
． ． ． ． ． 

~ 
・. 3 

500 ;: 
述

．．・． ． . . ．． ． . . ， 

秒後5 , • " " ・ . 1 r5 i . 7 

罪:、-！ 旦‘400 

． . ． . . ． 11後少0 .. -.... j10 , 後少

3001- I I I 
.... .._I 5 

I 

200卜 I I I 1秒1友油溢80℃ 油温60°C
... ・・・・. (No. 26) (No. 25) 

1 00 1- I I 伐ィ麦 l 」IO 
水温70℃ ．．．ー・ 秒後

(No. 21) 水温40℃

QI (No. 16) 



有明工業高等専門学校紀要 第 15号 135 

4
 0

8

6

 

ー 100 

8

6

4

 

3
 。

ー3
。
qNE
W

/
!
1
1
J
)
I
 

l) 

¢10mm 

• 水温70℃ (No. 21) 
口 水温40℃ (No. 16) 
〇 油温80℃ (No. 26) 

△ 油温60℃ (No. 25) 

,2
 

2
 

゜
ー

4 6 4
 

8 103 

△ t ℃ 

図9 急冷時の熱伝達係数と温度差との関係

的にゆっくりした冷却を示している

これらのことから考察すると，焼入れ油は全体的に

均ーな状態で， しかも質量効果にあまり関係なく焼入

れができるだろうということが首肯される

さて， これまでは冷却曲線，温度分布および沸騰特

性曲線の間の関係を主体として考察して来たが，更に

図 9に示す熱伝達係数～温度差の曲線を対応させて考

えてみる

所謂「S曲線の鼻」を過ぎるまでの冷却は速い方が

よく，つまりこの領域では熱伝達係数が大きい方がよ

いが，図 9によると水も焼入れ油もほぼ同程度の大き

さを示していることが確かめられる

一方 S曲線の鼻を過ぎたあと M5-MF変態 (Ms・・・

マルテンサイ ト変態開始点， M r・・ 同終了点）の範囲

(S45Cでは 320℃～常温）では特にゆっくりした冷却

が必要であるが，焼入れ油ではこの領域の熱伝達係数

が急速に小さくなり，かなり理想的な冷却をすること

がわかる．これに対し，水の場合は熱伝達係数が却っ

て大きくなり，冷却速度が速く，安定したマルテンサ

イトの形成が困難になることを示している

低温の水の場合には， M5,.._,MFの範囲では熱伝達

係数を小さく制御する方法をとれば確実な効果をあげ

うるこ とを図 9は明確に示唆している．

また，タ ービン油と焼入れ油の沸騰の相様はほぼ同

様なものであろうと推測できるが，タ ービン油では冷

却速度が遅く （表 1参照），全体的に熱伝達係数が小

さいために S曲線の鼻を避けることができず，焼入れ

に対しては全く無力になることがわかる．

.... 
の

U 

-~ 
50 

• 一--
妥

そ
-=-, 

0 タービン池 (90)

A 焼入れ池
（スーパー クエ ンチ ）

。゚ 50 

温 度 ℃

図 10 粘 度の変 化

100 

7. あとがき

水，市販焼入れ油およびタ ービン油 (90)を用いて

鋼をオーステナイト領域から急冷するときの熱伝達に

ついて，綿密な光学的観察を行い，また冷却曲線より

伝熱量，熱伝達係数を算定し， これを定常状態の沸騰

曲線と比較して，急冷時の熱伝達を制御する方法のあ

り方について考察し，沸謄伝熱が焼入れに及ぼす影響

について検討した．すなわち，

(1)焼入れ時の熱伝達は熱量を消失して行く過程で

あるから，直接沸騰特性曲線を用いて検討するこ

とは困難で，その定性的な傾向から個々の場合の

熱伝達制御の方法を考えなければならない

(2)急冷時の沸騰の状態は局所膜沸騰が全沸騰期間

中の大部分を占め，核沸騰の期間はきわめて短か

い. Ms-MFの範囲は殆んど自然対流域であり

この部分での熱伝達係数またはその調節が重大な

意義をもっ．

(3)焼入れ液が水の場合と焼入れ油の場合を比較す

ると，サブク ー リングの影響は焼入れ油に対して

は少く，その効果は水と焼入れ油で逆になってい

る．

(4)試料の中心と表面との温度差は水では焼入れ油

に比べて大きく， したがって質量効果が大きく影

響する

(5)焼入れ油の 80℃ で最もすぐれた焼入れ性を示

したが， これは高温部で低温の水と同程度の熱伝

達係数となり， Ms-MF変態の範囲では徐冷さ

れてマルテンサイ トの形成がなめらかに進むから

であり，タ ービン油では全体的に熱伝達係数が小

さくて S曲線の鼻を避けることができず，不安定



136 

で焼入れには無力である．

本研究を行うに当り，実験装置ならびに試料の製作

その他について協力を頂いた有明高専機械実習工場の

技官の方々に深く感謝いたします．
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オリフィスから生成する液滴の大きさ

永 田 良

＜昭和 53年 9月16日 受理＞

A Study on the Size and Period of Drops Formed 
from Single Orifices in Liquid-Liquid Systems. 

The size and period of drops formed from single orifices of one liquid poured 

into another stationary immiscible liquid was studied concerning systems and ori-

fices listed in Tables 1, 2. 

Experimental data proved little different from literature value of drops formed 

from single nozzles. 

Besides, in the range from about 0.2 to 10 cm per second of UN, the period of 

drops formed could be approximately expressed by the experimental equation Nr = 

ku -1 N • 

Ryoichi NAGATA 

緒 -
[
 

液ー液系において，ノズ）レからの液滴生成について

は多くの研究があるが，オリフィスからの液滴生成の

研究は見当らないようである

ここでは，オリフィスからの液滴生成について実験

し，それと既往文献のノズルからの液滴生成とを比較

してみた． 実験は四塩化炭素ー水系， ベンゼン一水

系，ヘキサン一水系を用い，オリフィス孔径は 0.075

cm,...,O. 348 cmについて行った．得られた実験データ

は，液滴生成の周期および生成液滴の大きさについて

ノズ）レから生ずる液滴の場合の文献値とほとんど差異

を示さなかったなお，液滴生成周期はノズ）レ部又は

オリフィス部流速が約 0.2,...,10 cm/sec の範囲で，

Nr=kuN-1の実験式で近似的に実験データおよび文

献値を表現できた．

1. 実験装置および実験方法

装置の概略を Fig.1に示す．

分散液はヘッドタンク①から流量調節コック，毛細

管流量計②，流量調節コック，分散液の温度を連続相

の温度に達せしめるための蛇管③を通り，液溜④から

ガラス製オリフィスを経て，フォトトランジンスタ⑦

により液の滴数を検出されながら連続相中に分散され

補集器⑥に集められる．ヘッドタンク①から流れる分

散液の径路はガラス管またはテフロンチューブであり

コックはテフロン製を用いている．なお，分散液が連

続相より重い液体についてはオリフィス部を上部に，

補集器を下部に配懺した．

連続相は一定温度 20℃ の水を用いた．

分散相の液滴径は，一定時間内の流量をあらかじめ

検定した毛細管流量計のマノメータの読みから算出し

これと一定時間内で測定された滴数より，液滴を球と

仮定してまとめた． さらに，写真撮影により液滴の映

像から液滴径を測定することも行った．

① Head tank 
② Flow meter 
③ Spiral tube 
④ Cell 
⑤ Orifice 
⑥ Dorps reserver 
⑦ Phototransister 
⑧ D. C. amp 
⑨ Counter 
⑩ Light 
⑪ Camera 
⑫ Support tank 
⑧ Teflon cock 

⑪
□

]

 

Fig. 1 Experimental apparatus 
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Table 1. Systems 

Dispersed phase Continuous phase Inter- T 

SyNstoe. m 
facial emperature 

Substans Denscim ty 3 Viscos-Pit]y s Dens'cimty 3 Viscosity tension 
pd [g/ l μd [C ubstans Pc [g/ ] 胆 [C-P]o[dyne/cm] ℃ 

1 Benzen 0.879 0.65 Water 0.998 1. 005 35.0 20.0士0.5

2 Carbon tetra 

Chloride 1. 595 0.97 II II 46.5 

3 Hexan 0.660 0.32 II 
・ 5—1. -・5 -. 

42) Water 1. 000 1. 20 Sesame oil 0. 928 89.5 18.4 15.5土2.5 

52) Benzen 0.883 0. 72 Water 0. 999 1. 12 34.6 16.5士3.5 

62) Sucrose+ Water 1. 280 77. 5 Sesame oil 0. 930 89.5 18.8 9.3士1.3 

Table 2. Orifice size 

二↓・ I -{r-- l 
No. 

Fig. 2 Orifice 

1

2

3

4

 

dN [cm] 

0.075 

0. 141 

0. 215 

0.348 

分散液と連続液の物「生値について使用 した系および 50 

比較に用いた文献値の一部を Table1に示 した．ま

た使用したオリフィスの形状を Fig.2に， 孔径を

Table 2に示した．

system No dNNo key 
1 1 

゜゜ □1 ,l 

2 

゜2 △ 

゜ 3 △ 

101-

゜
0.22cm 口

△ ゜゚
゜゜△ 

゜゜△ △ ロ

>J ゜ロ

゜゚△ ロ

゜△ 

゜゜D 

゜△ ロ 。。
△ 

△ 口

△ 

゜△ △ ロ

△ △ △ ロ△ ゜゚
△ △ 

゜0.1 r- △ 

△ 

゜
△ △ 

0 03 
0.2 1 0 10 50 

UN 〔叩/sec〕

Fig. 3 T vs. UN 

2. 実験結果および考察

2. 1 液滴生成周期とオリフィス部流速

液滴生成周期 とオリフ ィス部流速の実験データの一

例を Fig.3に示す．

Fig. 3で T と％はいずれの系および dNにお

いても， 低流速の領域では Tau,v-1の関係が見られ

るが流速が大きくなるに従ってずれてき，さらに大き

な四のある点より Tは急激に減少する． ただし，

系およびむが異なる と， 各叫における Tの大き

さは異なる

T と UNの関係に系およびむの因子を加味 して

一本の線に まとめるために大竹ll の式に叫 と Tを

導入 して，つ ぎの式とした．

（＊）（パLip)―1.os= ku,v-1 (1) 

Eq. (1)の左辺を凡 とし， 本実験の データおよび 読みは読取り顕微鏡で読みとったが，流速の小さいと

文献2) のデータを両対数グラフにフ ロ゚ットしてみたの ころではそれが 2,._,3m m程度となり叫の計算値の

がFig.4である.U,vが約 0.2,._,10 cm/secの領域で 信頼性が小さくなる），叫が約 1,._,10cm/secの領

は Eq.(1)は各データをほぼ表わ しているといえよ 域で NTが Eq.(1)より幾分偏奇するのは Eq.(1) 

ぅ．実験データが Eq. (1) よりずれている部分は の因子の他に μc, 叩の因子の影響があるものと考え

U,vの小さい範囲では実験誤差が含まれ（本実験にお られる． つぎに 各系，各 dNいずれにおいても NT

いて，流速測定に毛細管流量計を用い，マレメ ータの は四が約 15cm/secあたりから急激に減少してい
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これ以上の U,vでは液滴より液柱へと変わってい
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2. 2 液滴径とオリフィス部流速

液滴径とオリフ ィス部流速のベンゼン一水系の実験

データの一例を Fig.5に示す．図には滴数と写真撮

影によりもとめた滴径を示している．写真撮影による

場合，滴径が大きくなるとその形が球より偏奇してく

るが長軸と短軸の径を測り平均した．本実験の範囲内

でほぼ一致しているといえる．他の系についても同様

な結果が得られたが，ー航に dpは％が小さい範囲

では一定値を示し，さらに％が大になると漸次大き

くなった後， U八， が 15cm/sec付近から急激に減少

する

dpが的に対して変化しない領域（静的な液滴生

成）について大竹1) の Eq_(2)で整理したのが Fig.

6である

1.0 

5
 。

〔月
〕＃P

Hay worth 

—..,L~ ーでて一~、
ペ．．

0.1 1.0 

UN 〔血 /sec〕

Fig. 7 dp vs. UN 

10 50 

+2. lxlQ-3 ( (]Lf~N ) (3) 

（克）= 1. 62(心;Lip)―o. 35 (2) 

Fig. 7 は一例としてベンゼン一水系のんと UN

の関係を本実験条件に近いノズ）レでのデータ3) と共

にノズルについてのんと叫の関係式である Hay-

worth4>の Eq.(3) による計算値も示した． 三者と

も比較的良く一致しているといえよう

Vp+4. 11Xl0-4Vp213(腔 UN2)= 
L1p 

1. 069 X 10-2 (む゚.141u~ ゚~ 365µ C0, 186) 312 

以上の Fig.3,__,Fig. 7についてオリフィス

から生成する液滴とノズルから生成する液滴とを比較

すると，液滴生成周期， 静的生成の液滴大きさ，オリ

フィス部流速と液滴の大きさ， 等 について差異は見ら

れないこれは，生成液滴がオリフィス面で濡れない

ことに起因していると考えられる．即ち，オリフィス

またはノズ）レより生成液滴が離脱するときの力の釣り

合いは，

（浮力）＋（分散相の運動量変化による分離方向の力）

＝（界面張力による付着力）＋（懸垂部分散相の体積

増加または運動に対する抵抗）2) 

である． ここでオリフィスとノズ）レの違いは界面張力
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による付着力の項のみの差異が考えられるが，オリフ

ィス面から生成する分散相液滴のオリフィス面への濡

れは観察されない．従って界面張力として働く液滴の

径について，オリフィス径とノズル径とに差異がない

ことになる このことがオリフィスとノズルから生成

する液滴の大きさに差異を示さなかった原因と考えら

れる．

士
口徐 戸

オリフィスから生成する液滴とノズ）レから生成する

液滴について，液滴生成周期， オリフ ィス部流速（ま

たはノズJレ部流速）と液滴の大きさについて実験し，

文献のノズJレのデータと比較 した 結果は，両者につ

いて差異は見られなかったこれは，主に分散相液滴

がオリフ ィス面で濡れないこ とに起因していると考え

られる．なお， 液滴生成周期についてはオリフィス部

流速が約 0.2,.._,10 cm/secの範囲において Eq. (1) 

で近似的に実験データおよび文献値を表現できた．

〔謝辞〕 本研究にご協力いただいた平賀博文氏，

古田晃史氏，永松茂博氏，三本浩一氏，荒瀬豊氏に深

く感謝いた します．

Nomemclature 

む =nozzleor orifice diameter 

dp = drop diameter 

nozzle or orifice 

VP =drop volume 

[cm] 

[cm] 

g =gravity acceleation [cm/sec門

k =constant in Eq. (1): k字 2.83 [一］

NT =function of T, dめ <J,g, .dp defined by 

Eq. (1) [sec/cm] 

T =dropformat1on period [sec] 

uN =velocity of dispersed phase through 

[cm/sec] 

[cm叶

Lip = difference indensity between dispersed 

and contmuous phases [g /cm可

6 =mterfacial tension [dyne /cm] 
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電気集塵装置放電線対平板電極における

コロナ開始電圧特性

浜田伸生 ・永守知見

池末豊久＊・小山博 美＊

＜昭和 53年 9月5日 受理＞

The Characteristic of Corona Starting Voltage 
between a Discharging Wire and a Plate 

Electrode in an Electric Precipitator 

There is a gap between theory and fact in designing an electric precipitator 

Therefore the statistical data based on the past results and experiences are often 

important factors. 

This paper shows an empirical formula of corona starting voltage Vc(d, </>) with 

the variable numbers </> : the diameter of the discharging wire and d: the distance 

between the wire and the plate electrode. 

Nobuo HAMADA Tomomi NAGAMORI 
Toyohisa IKEZUE Hiromi Qy AMA 

1. はじめに

近年，公害問題がク ローズア ップされ，就中大気汚

染は人体への影響が大きく，社会的な問題を提起して

いる． こうした背景により高性能・高効率の集塵装置

が要求され， これに応えるものとして電気集塵装置が

評価されるようになった．電気集塵装置は強力な コロ

ナ放電により気体中の微粒子に電荷を与え，電界中を

通過させることによって， これをクーロンカにより電

気的に捕集する装置である．電気集塵は遠心力集塵，

濾過集塵等と比較して多くの利点を有し， 極微粒子

（粒径 0.01,.....,0. 1μ) の捕集が可能であり， 装置内の

圧力損失が小さく，また集塵効率の高いものが得られ

る

しかし電気集塵装置の設計に当っては理論と実際と

が異なる面もあり， したがって過去の実績と経験に基

づく統計的データが重要な要素となることが多いl)_

そこで筆者らは放電線（放電極）対平板電極におい

て線の直径をパラメータとした電圧電流特性をとり，

この結果からコロナ開始電圧を実験的に求めたのでそ

の結果について報告する

2. 放電極性

微粒子を荷電するための放電形式としては，放電線

＊本校第 11回卒業生

側を平板に対して正の電位にするか，負の電位にする

かによってそれぞれ正極性コ ロナ，負極性コロナと呼

ばれる二種類がある．負極性コロナ は正極性コロナ に

比べて火花放電状態へ移行しにくく，またその状態を

保つ電圧範囲が広く，すなわち安定性がよいこ とから

処理能力が大きくとれ，工業用として用いられる．正

極性コロナは負極性コロナ に比べ火花電圧が低いが，

人体に有害なオゾンや笑気の発生が少ないのでビ）レ，

事務所等の空気清浄用に用いられる．本実験では工業

用に用いられる負極性コロナについて行なう．

3. 実験装置

図 1に実験装置の概要を示す．放電線としては，直

径 <P0. 5,..._,2. 0 m mの各ステンレス線，平板電極とし

ては 400x450m mのアルミ板を用いた．放電線一平

板電極間距離 dは 10,..._,50mmの 5mm刻み，印加

電圧は o,..._,30kVとする また放電線と平板電極は

碍石， フェノー）レ樹脂板などで絶縁し， フレームに取

付けた．

4. 実験内容

各ステンレス線について dを変数とした印加電圧

ー放電電流特性をとり， これよりコロナ放電開始電圧

（電流急増点） Veを読み取る． この結果から¢ をパ

ラメータとし， dを変数とした VeCd), および dを
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パラメータとし， ¢ を変数とした Ve(¢)を推定 し，

さらにこれらを統合して， d, ¢ を変数とした一般的

なコロナ開始電圧いCd,¢)なる実験式の推定を行な

ぅ．

なお この実験は温度 10,.._,15℃， 湿度 60,.._,80%,気

圧 760士5mmHg の常態空気負荷， 静止大気中にて

行なわれた．

5. 実験結果および検討

各ス テンレス線について得られた電流特性のうち，

¢: 0. 6 mm, 0. 8 mm, 2 mmの3例を図 2に示す．

図において電流が 1.5μA程度以下の部分の詳細が計

器の都合上明らかにできなかったが電圧を上げると電

流の急竣な立ち上がりが見られる この電流急増点の

+D.C.H.V. 

' ha 
電
11(1水'1 

也
一一 おもリ ヽ

図 1 実験 装 置
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図2a) コロナ放電特性

電圧がコロナ放電開始電圧と考えられ，集塵効果が現

われ始める．この コロ ナ放電開始と同時に電風 （コロ

ナ風，あるいはイオン風）が発生 し始め，電流が増加

すると激 しくなる． この風向は極性に関係なく放電線

から平板電極へ向かうことが報告されている互 この

電風は電界内において発生 した多量のイオンが電界の

作用力で移動する際に中性ガス分子に運動量を分つこ

とによって中性ガス分子も移動することにより生ずる
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図2b) コロ ナ放電特性
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図2c) コロナ放電特性
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図3 放電開始電圧特性 Vc(d)

もので筆者らも確認することができた．

これらの実験結果より，各ステンレス線について負

コロナ開始電圧値を読みとり， ¢をパラメータとした

dーに特性を図 3, dをパラメ ータとした¢ーい 特

性を図 4にそれぞれ両対数グラフにて示す．図からわ

かるようにこれらの特性は両対数グラフで直線関係に

あるので，

Vc(d) cc da (1) 

および

V氏rp)=炉 (2)

なる関係が導かれる． したがって (1), (2)を合成し

て，

Vc(d, ¢) = Kda炉 [KV] (3) 

なる負極性コロナ開始電圧の一般式が得られる．ただ

しKは電極構成により定まる定数， a, /3は周囲条

件によって定まる定数と考えられるまた d, ¢ の単

位は〔m m〕である

本実験においては図 3, 図 4のすべての点から式

(1), (2), (3) に従って定数 a,/3, K を求めた結果，

次の実験式が得られた．

Ve Cd,¢) = 5. 4d0・36¢0.s1 [KV] (4) 

この式により任意の放電線径¢〔mm〕，任意の距離

叫 mm〕 に対するコ ロナ 開始電圧値を推定すること

ができる

一方この電圧はコ ロナ放電を行なわせるための最小

電圧であって，設計に際しては粉塵への荷電と集塵の

効果を高めるため，印加電圧はこのコ ロナ開始電圧よ

図4 放危開始電圧特性 Ve(¢) 
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図5 負コロナ開始電圧の計雰値と実測値の比較

り高く， しかし火花放電に至らない範囲で充分高く と

られることが重要である

また d,¢ が小さい程コ ロナ開始電圧が低く， した

がって印加電圧も低くて済むことになるが， dが小さ

い程集塵装置 1ュニ ット当りの処理能力が低下し，経

済的に不利にならざるを得ない． したがって供給電圧

を高くとり， dはでき得る限り大きな値にした方が望

ましい

つぎに実験式 (4) の妥当性を検討するために，実

測値との比較を行ったものが図 5である．実線は実験

式 (4) の計算値， 点は実測値を示す． 結果的には計

算値はほとんど士5%以内で実測値を満足した．

6. おわりに

線対平板電極における コロナ開始電圧を実験的に求

め，その推定式を得た． しかし本実験では周囲条件す
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なわち，温度，湿度，気圧等の影響については考慮し

ていない．特に排出ガスによって放電線が数十～数百

度に加熱されると コロナ開始電圧が低くなることが知

られている．今後の検討課題としたい．

最後に実験装置の製作に当り 御援助頂きました本学

科清田技官に感謝致します．
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全国高専生の幼・少年時代の遊びについて
（第 1報）

寺 本 匡 膜

＜昭和 53年 8月 15日 受理＞

Games the Kosen College Students Played in Their Childhood 

Playing is vital to children in their process of growth. So I collected and 

studied those games that the Kosen college students played in their childhood, con-

cerning their kinds, amounts and ways, by selecting 15 students from each of 58 

Kosen colleges. 

はじめに

チビッコにとって遊びは成長の課程において欠くこ

とのできないものである． 「遊び」を通して，社会性

・協調性・決断力などを養い，仲間と協力しての遊び

の中で自分というものを見つめ，人として成長してい

くものである．その遊びの内容は，最近の社会状勢の

変化にともない少しずつ変って来ているとはいえ，や

はり，チビッコにとっては，家の中でいろいろな遊び

よりも，チビッコ自身がじかに自分の足で地面を踏み

しめて，跳んだり，はねた りするようにつくられた遊

びよりも自分達が創りだした遊びの方がより楽しいも

のと思われる．今年で戦後 33年になり，文化的にも

社会的にも，大きく変った．子供の遊びもその通りで

時代とともにめまぐるしく変遷している．昔は石ころ

Masaaki TERAMOTO 

子が今日の日本の子供である． これでいいのか......私

はこれでは駄目だと深く感じ，足もとの高専生の幼児

期，少年期の遊びを調査し種類・数量 ・遊びの方法を

全国高専 58校の協力を得て各校から 15名を選出 して

集計してみたものである

幼小時代

九州地方

種目 数 量 内容

めだま（ビー玉） 23 ヒ‘‘ー玉のこ と

かった 5 かるたのこと，相手のか

るたを地面において自分

のかるたの風でひっくり

かえす．

一つ，あきかんーコで一日中遊んだのにこのところ竹 木のぽり 2 幼稚圏に柳の木があった

26 砂であたりに見える山の

形を作った．

トンボがいなくなった．手づくりの水鉄砲も消えた． 砂あそび

都会の子供達は，小川にフナを求め，野にチョウチョ

ゥを追う自由さえ失いかけている．クワガタ，カブト ゴムとび

ムシは買うものであり，螢の出現はニュース．そして

遊びといえばプラモデル作り，コインや切手の収集，

そしてスーパーカーの撮影といずれも，お仕着せの，

金のかかる遊びばかり ．昔日のあの自然の息づかいの

中で，作ることに熱中し，作ったものを道具に再び遊

びに熱中する子供達はどこへ行ったのだろうだんだ めんこ

ん畑をとびおりては又のぼり，何十年かの自然を見つ

めてきた樹木によじのぼり遠い雲空• 海をながめては

俺は斥侯兵だと自慢した．あの時代はもうこない．現

代の子供の遊びは自然からはなれ，金銭のかかるオモ

チャに変った．そして大人達がふと気がつけば鉛筆も

けずれない，箸も満足に使えない，利己的なわがまま 缶けり

の何も出来ない頭でっかちのファイトのないモヤシッ

1 女の子といっしょに，ゴ

ムひもを，ひざ， こし，

へそ，わき，かた，めの

順に二人で張ってどんな

にしてもいいから上を越

える．

22 階段の段違いになってい

るところに， 10枚なら10

枚だして， 1 · 3 • 5と

か，一枚でただおとし，

1・3・5になったら全

部もらう

10 何人か集まる．あき缶を

1つ，他に円を書き，そ
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‘‘ ママコト 15 

かくれんぼ 35 

戦争ごっこ 5
 

おまわりさんごっこ

積み木

おにこ‘‘ っこ

スベリダイ

ジャング）レジム

チャンバラ

お手玉

キャッチボール

ゲタかくし

三輪車

虫とり

カエルとり

かかし

山歩き

うんてい

けんば

印度人の黒んぼ

ブラン コ

すべり台

シーソー

汽車こ‘‘っ こ

お医者さんこ‘‘っこ

たこ上げ

こま

なわとび

石けり

かこ‘‘め

すもう

7

8

2

5

1

3

2

1

8

4

 

1

3

1

 

れに缶を入れて鬼でない

他の人がけり，鬼は缶を

元の位置におく．後は，

かくれんぼと同じ．

日常の普通の家庭を，友

達と役柄を決め遊ぶこと

鬼を決め，かくれている

者を捜す．

敵，味方を決めて，戦い

のようすをまねして遊ぶ

こと．

敵，味方を決め，

かが捕えて遊ぶ

どちら

ボール投げという感じ．

1 

2 

o<I)¥! ニ
めて片足や両足で円のと

ころまで行って，また帰

ってくる

3 

草すべり

パッチン

弱い者いじめ

どろんこ遊び

はないちもんめ

面積とり

陣とり

4

4

9

4

2

5

5

7

8

4

7

4

 

かごめ，かごめ後の正面

だーれと歌ってまわり後

の正面の人をあてる

4
 

オモチャ

水鉄砲

折紙

落書

絵本

竹馬

自転車のり

おはじき

かけぶみ

かけっこ

平行台

かざ車

つくでっぽう

ダンボールをおしりにす

いて坂をすべる．

，
 
1

5

2

2

9

 敵，味方数名ずつに分か

れて，早く相手の陣にタ

ッチしたほうが勝ちとし

ます．

8

2

1

3

2

3

1

2

 

紙でもつくったが，竹の

側面に出てくるくつのよ

うなものでもつくった

B A 竹で左図

臨 のように

つくり， A面に時定の木

の実をつめておすと A面

でとまりつぎの玉をA面

から，おし出すと B面に

あった玉がとび出す

馬乗り

竹とんぽ

あやとり

船

かげろう幼虫を捕える

だんごわり

ソフトボー）レ

パッチ

ダンチン

ひまわり

紙芝居

プラモデル

フリ

けんか

1

2

 
草の葉（竹類）で船の形

をうまくつくる

1

3

2

2

5
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紙ヒコ ーキ 2 水あそび 1 

ガラス割り 1 泥単子 4 どろをかためて，だんこ‘‘

貝割り りム、 を作り遊ぶ

たすけおに 2 パッチン 3 

ケン玉 ぺこたんぽこたん 1 目を長いたおににだれか

麦ぶえ がタッチしておにがその

ヘビ取り 1 人を当てはずれたらその

ブロック 2 まま．

ねこどん ブロック遊び

柔道こ‘‘っこ 学校ごっこ

水あそび 絵本 1 

花札 お医者さんごっこ 3 

二輪車 テレヒ‘‘

カンケリ 13 
中国地方

肉弾線 1 

鬼ごっこ 35 とりこ 1 

かくれんぼ 43 おもちゃ遊び 2 

ビー玉遊び 14 ビー玉のぶつけ合い． 幼稚固通い 1 毎日幼稚園が終ってもま

忍者ごっこ 2 野原を駆回る． た学校に行って遊ぶ

メン コ ln 汽車遊び 1 

ちゃんばら 8 テレビで月光仮面などが カク取り 1 正方形の領地あらそい

はやっておりそれらの仮 宝ふみ

面をかぶり棒を持って友 花札

達とやったもの 鉄棒 1 

砂遊び 21 ケンパ 2 

あやとり ~ トランプ 1 

三輪車 11 たこ上げ 1 

四輪車 キャッチボー）レ

花火 キッチ 1 野球のようなもので「ド

ままごと 12 ッチボール」でけって走

すもう 4 る．

陣とり 6 基地 1 

戦争ごっこ 3 小便の飛し合い 1 

図画 4 シーソー 1 

落し穴 1 かえる取り

つり 5 影踏 1 

木馬 1 虫とり 2 

落書き 2 コマ 3 

ブランコ 11 六むし 1 

おはじき がいせん 1 

自転車のり 3 紙飛行機 1 

つみき 8 大中元小

ジャングルジム 2 ジャンケン大様 1 

なわとび 4 つりわ

すべり台 5 タスケ 1 

カルタとり おり紙 2 

木登り 4 かけっこ
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ケン玉

ヨー ヨー

ザリガニ取り

山登り

四国地方

チャンバラ
ゞ•

ママコト

石けり

メン コ

おゆうぎ

おいかけっこ

戦争ごっこ

かんけり

魚つり

“ひよ"とり

たこ上げ

おにごっこ

つみ木遊び

ブラン コ遊び

シーソー

ケンカ

こま回し

宝さがし

かくれんぼ

なわとび

水鉄砲

キャッチボー）レ

ビー玉

砂遊び

かいじゅうこ‘‘っこ

えをかいた

ぎょうずい

三輪車

あやとり

10 

12 

13 「ケンケンパ」という感

じで線があってそれをふ

んではいけない， 自分の

石や他人の石があるとこ

ろは踏めなかった．

21 

1 おわいこ

木登り

8 銀玉鉄砲を使って打ち合 おもちゃ遊び

いをする． シーソー遊び

7 かんをけって鬼以外はか ジャングルジム

くれる．かくれんぼとよ 花ー文目

くにている． たすけおに

12 竹馬

1 野山をかけめぐり‘‘ひよ" 泥遊び

6
 
0

2

6

 

2
 

しけい

かな棒

ちちくわし

お医者さんごっこ

かるた

おて玉

スカ ー トメクリ

8 ケッチン

12 

3

3

 

ー

と呼ばれる木を取る．そ

の皮を売ると銭になる

じんとり

ゴムとび

野球

うしろのネズミ

三歩

44 

6 

1 タライの中の水をはめて

ポンフ゜式の水鉄砲で遊ん 基地

だ．

石遊げ

28 

12 

4 

2 花火遊び

3 タライの中で裸で水遊び つき鬼

をした． 礎遊び

ハナイチモンメ

， 
1 

12 

1必亙茄'/lllZZZl l人が壁
Q QQQQ 
(A) に向って

立って「うしろのネズ

ミ」ということばを 10

回くり返す間に他人はA

に近ずいて行き Aがうし

ろをふり返った時に動い

たら失格となる.Aがみ

んなを失格にしたら一番

最初に失格した者がAと

同じことをやる

1 

1 

8 

2 

3 

1 

l
i
 

7

1

3

 

1 牛乳のふたなどをかさね

て裏がえす遊び

1 ドッチボールで 3歩まで

歩くことが許されてそれ

から数人にボールをぶつ

ける

1 林の中などの木で屋根を

つくってその中で遊んだ

1 かんなどを立てて，それ

をある一定のところから

ならんでそれをねらって

投げたおす．

7 

2 砂でいろいろなものを作

った．
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カゴメカゴメ

虫とり

鉄人28号ゴッコ

印度人の黒ん坊

押しくらまんじゅう

屋根ころ

1 俺が鉄人28号になってほ

かの仲間が正太郎とかい

ろいろやりテレビの内容

を再現

1 "印度人の黒ん坊" •••• •• 

(10字であることに注 ケンパ

意） “印度人の黒ん坊” ママゴト

と言 ってパット振り向く

その時に動いた者は捕り 色々なゲーム

ょとなり助けを求め柱に 石けり

結ぐ．皆のものはすこし

ずつ近ずき助けようとす

る. ,,@史
尺文 史受受

1 中央にラインを引いてそ いたずら

れを境に押し合いをする かけっこ

1 ボールを屋根に上げて取 魚とり

合う． 水遊び

おはじき

東海地方

かくれんぼ 63 かくれる

うっちん（めんこ） 21 

おっかけっこ 10 犬といっしょにかけまわ

っていた．砂浜でみんな

を集めて走り回った．

フットベースボール 2 

おにごっこ

かごめかごめ

花いちもんめ

ビー玉

三輪車乗り

砂遊び

魚つり

つみき

44 1人おにになって，そい

つが他のやつをつかまえ

るおっかける

1 

14 

13 

13 砂でトンネルをつくって

崩して水をかける．幼稚

園のすなばで砂山をつく

ってはこわし遊んでいた

たり，いろいろな形をつ

くって遊んだ．船をつく

ったり，自動車をつくっ

たりした．

虫とり

川遊び

キシャポッポ

バスゴッコ

おもちゃ遊び

陣地とり

カンけり

影ふみ

なわ飛び

じょじょかくし

木のぼり

生きものいじめ

すもう

自転車乗りの練習

ボコペン

ピスト Jレゴッコ

粘土遊び

草スベリ

雪合戦

へび殺し

エビつり

ノぐヌ、';レ

石なげ

山小屋作り

ブランコ

2 すべり台

22 つみきをつんだ．つみき サッカー

をつかって高くつみあげ 野球（草）

10 とんぽが玉毎日学校か

らかえると田んぽでとっ

た．山へいって虫をとる

2 

1

3

 

13 保育園内でみんなと遊ん

だ．家族的

4
 

24 かんをけってかくれる．

6
 

1 

2 

4 魚をとるまねごとをして

よく川にはいった．

4

1

 

6 

7 

2 銀玉鉄砲をうつ

3 

1 

2 

1 パズルをくみたてた．

1 友人と共に投げ，どちら

がよりとおくへとばすか

を競う．

1 裏山で技をあつめて小屋

を作った．

6 

6 

1 

2 

百人一首

泥ぼう巡査

木登り

1 泥ぽうと巡査に分かれて

つかまえる．

1 寺などの樹木
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ちゃんばら 1 

泥遊び 3 どろ水の中ではねまわっ
関東地方

たり，どろでいろいろな 鬼こ‘‘っこ 64 家の近くの友達 5人位で

ものを作ったりした． した．鬼を決めて追いか

ターザンゴッコ 1 山で木のったまどをつか け回す．

ってあそぶ かくれんぽ 53 家の回りと，その近くの

ノぐンコ 田畑を隠れる範囲とした

色々と収集する 1 木の実（どんぐり ） • 石 もの．

花（ひがん花）などを集 石けり 6 

める． ビー玉 27 

手郡士婁戸 1 絵本をみたりしていた． 缶ケリ 22 

シーソー 陣とり 6 2組に分かれて，それぞ

どろじゅん 1 どろぼうとじゅんさにわ れの陣をとり合いする遊

けてどろぼうをみつける び．

遊び． チャンバラ 8 田んぽで友達と竹の棒で

ちゃんばら 1 した．

ドッチボール 4 砂遊び 45 砂を使って何かを作る．

トランプ 2 積木 26 雨が際ったりすると，友

かかし 1 達の家でいろいろなもの

しょうや 1 地面においたカ ー ドを手 をつくった．

に持ったカードで地面に けんぱあ 2 

打ちつけ地面のカードを 探偵ごっこ 2 

裏返しにする． 三輪車 23 まだ自転車を買ってもら

遊圏地 1 えなかったから三輪車で

プラモデル 1 現実に自転車に仮定して 近くの道を乗り回した．

あやとり 2 鉄棒 10 家の鉄棒で逆上がりとか

お手だま 1 その他いろいろな事をし

スゴロク た．

うば車 1 自転車 10 家の近くの道を乗りまわ

テニス 2 手で打つ した．

ジャンケン 雪遊び 2 雪合戦とか，きんま（そ

お医者さんごっこ 1 男と女が互いに医者のま り）に乗って遊んだ．

ねをする． 土遊び 2 田んぼで土でだんごをつ

ひまわり 2 くってぶつけ合いをした

ソフトボーJレ 2 パッチン 1 長方形のボール紙を返し

竹馬 1 て遊ぶ

チャンバラ ケッチン 1 直径 2cm位のボール紙

ジャング）レジム を返して遊ぶ

絵本 2 紙飛行機 3 紙で折った飛行機をとば

手つなぎ鬼 し合う

タイヤコロガシ 1 飛行機飛ばし 1 

パッ チン 幡飛び 1 

マラソン 1 近くの子どもといっしょ 2 B (火薬） 1 

に100mくらいを走っ ベイゴマ 3 

た． 助け 2 

だるまさんがころんだ 1 ピスト）レ 1 

くつかくし 1 戦争ごっこ 6 土漫頭を互いに投げつけ
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ザリガニとり

四角とり

ソフトボール

なわとび

塗り絵

おはじき

だるまさんがころんだ

電車ごっこ

はないちもんめ

石けり

絵本をよむ

百人一首

童謡鑑賀

ボー）レ遊び

水遊び

お絵書き

TVの真似

喧嘩

いじめること

じゃんけん

テレビ

飯事

パチン コ

水のかけ合い

自転車競争

粘土遊び

かけっこ

ブランコ

お医者さんごっこ

せみとり

4
 

8
 

る．

カエルの足でザリガニを

つり，そのザリガニの身

でどんどんザリガニをと

っていく

土の上に大きな四角形を

書きその角から 1人ずつ

小さな石をころがし，始

点からその点までを半径

として円を書いて四角形

内で，その円の面積の多

い方が勝ち．

軟弱なボールで 2'

でやっていた．

1

4

3

5

4

3

1

6

 

1

1
 

1

2

5

5

5

3

 

4
 

1

2

0

2

3

 

ー

6
 

5
 

5

5

8

5

 

ー

3人

例えば，スーパーマ ンの

真似のつもりで首に「ふ

ろしき」を巻いて走るな

ど．

水鉄砲などを使ってかけ

る

道路で自転車に乗って競

争する

粘土でいろいろ物を作り

それで遊ぶ

走って競争する

ブラン コに乗る．

魚とり

キャッチボール

木登り

ままごと

ゴムとび

だんごづくり

トンボとり

蝶々とり

滑り台遊び

メン コ

靴とばし

サイコロ

下駄隠し

マンガ

紙飛行機

ジグソーパズ）レ

サケブタ

忍者ごっこ

おもちゃ

宝ふみ

スキー

屋根わたり

おみっと

わなげ

めだかとり

くみとりやのまねごと

ハンカチ落し

通りゃんせ

あやとり

おしくらまんじゅう

かげふみ

こままわし

たこあげ

アトムごっこ

ジャングルジム

トミージャングル

野球

7

4

5

5

2

3

2

 

ー

1

1

 

1

3

 
ブラン コに乗って，靴を

できるだけ遠方にとばす

サイコロ 6個でするま

ずはじめに 1個のサイ コ

ロを投げ， 藤下する まで

に他のサイ コロと一緒に

受ける．

2

1

2

 
紙でつくった飛行機をつ

くって遊ぶ

11 ミニカー遊びも含む．折

り紙も含む．パチン コ遊

び．

2
 

1

2

2

 
ホースをひろってきて付

近の家のくそだめをかき

まぜる．

2

2

3

 

4

2

5

 

ー

1

5

 
野球にちなんだものも含
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む． 三輪車の遠征隊 12 三輪車にのって何処かに

すもう 5 行く

ちゃんばらごっこ かけっこ 2 ただひたすら走る

おゆうぎ お店やさんごっこ 1 お店屋になり，商品の流

通および，経済的かん念
信越地方

の体得を目的とした選び

メンコ 31 じんとり 2 

ビー玉 20 人形 1 

かくれんぼ 66 おにごっこににたもので 砂あそび 2 

1人の鬼が他のかくれて 影ふみ

いるみんなを見つける． 釘ざす 1 地面に釘をさして場所を

野球 5 とる．

おにごっこ 56 何人かで， 1人のおにを 時言 1 地面に円をかき，いくつ

きめて，おにがみんなを かに区別して，それに石

おいかけてつかまえる をあてる

かんけり 19 1人の鬼を決め，にげる はんかちおとし 2 

ほうの人がかんをけりに 石けり 9 石を移動させながら一本

げ，鬼がつかまえる 足でとんだりする

おままごと 29 近所の子とままごと トンボ取り 2 

チャンバラ 16 棒たおし 2 

そり 2 なわとび 7 

うた だるまさん 3 

ソフトボール 1 ケンカ 1 

かるた 2 戦争ごっこ 2 チャンバラをしたり，石

お医者さんこ‘‘っこ 9 の投げ合いをしたり

あやとり 1 馬のり 1 

走りっこ 4 くつさがし 2 

ボー）レ遊び 1 ふなつり 3 

怪獣ごっこ 2 数人で味方，敵方をきめ 木登り 2 

てたたかう 泥遊び 3 泥でいろんな物を作った

キC/J学 1 てきのはたをふんで味方 りする．

のはたをふむとかち パッチ 3 

積木 22 積木でいろんな物を作っ すもう 4 

たりする． おゆうぎ 2 簡単なお踊りをした．

ブランコ 14 鉄棒 2 

ひょうたんおりこ 1 ひょうたんみたいなわく 飛行機とばし 2 

の中の人を鬼がつかむゲ だんご遊び 2 砂でだんごを作りこわし

ーム． 合いをする

すべり台 8 ブロック 1 

砂遊び 11 砂場で，山などをつくる 本読み 2 child book, マンガ

めんこ 5 etc. を 字をおぼえた頃

マージャン 1 から熱心によむ．

スキー 4 自転車のり 1 自転車で，友人と近所を

スケー ト 2 乗りまわす．

雪合戦 2 ジャングルジム 1 

粘土あそび 3 紙飛行機製作 2 

積木 1 たこ上げ 2 
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こま 1 虫とり 2 

魚すくい 雪合戦 3 

犬とじゃれっこ 1 雪だる ま作り

テレビ 車ひき 1 車を作ってもらい，それ

ぬいもの 1 を引いて遊ぶ

水遊び 3 自転車ひき 1 自転車に乗れなかったの

ゴムあそび 1 で自転車をころばして遠

鉄人ごっこ くまで行った．

ペック 1 魚 とり 6 

おもちゃ遊び 2 戦争ごっこ 5 

ぬり絵 3 じゃんけん 2 

火遊び 1 自転車 3 

ランニング 1 おゆうぎ 1 

おはじき レースごっこ 1 段ボー）レ箱を押 して競争

コールタールいじり 1 
東北地方

けんか 3 

かくれんぼ 112 たすけおに 1 

じんとり 9 すみから石をはじいてつ てつなぎおに 3 

くった三角形をだんだん だるまさんころんだ 2 

大きくしていく 器具遊び 1 

石けり 5 ケンパ 1 

チャンバラ 11 追いかけっこ 1 

西部劇ごっこ 3 馬のり 2 

おにこ‘‘っこ 104 1人鬼を決め他の人がか 山登り 2 

くれて初めに見つかった いたずら 1 

人が鬼 いたずら 1 

砂遊び 29 穴掘り まめちん 1 

積木 24 どろままこ‘‘ 1 

おはじき 2 なわとび 1 

かんけり 33 よへよヘ 2 

ざりがにとり 1 野球ごっこ 2 

ビー玉 29 プロレスこ‘‘っこ 2 

ママ コ`` ト 29 てんか 1 

メン コ 43 雪遊び 1 かまくら，雪だるま，ス

月光仮面ごっこ 2 キー（箱ス キー）

おしくらまんじゅう ぼいやこ 1 

ジャング）レジム 4 野球 2 軟いボールを手でうつ．

おもちゃの自動車 2 温楽とり 1 ケンケンのようなも の

ダイヤブロック 2 木登り

ノぐチン コ 2 テレ ビ

落とし穴作り 1 寝る 1 

ブランコ 16 山散歩 2 

すべり台 8 水泳 3 

お絵書き 1 竹馬 1 

お医者さんごっこ 8 スキー 4 

三輪車遊び 15 三輪車の競争 シーソー 2 

どろダンゴぶつけ どろあそび 9 川などへ行って堤防に小
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さな川を作って水を流し ケンケン 1 

たりして遊んだ． ジャング）レジム 1 3人ぐらいで飛びまわっ

丸出し 1 丸をたくさんかいて，お た．

にがその中にいる人を出 悪さ 1 

す． 走り競争 1 

散歩 1 朝，父といっしょに 1,..._, あやとり 1 

2 kmくらい歩く 絵をかくこ と

木のぼり 3 木にどのくらいのぼれる 遊戯

か，又どれくらい高い所 つかみ鬼 1 

から飛びおりることがで 国取り

きるか． おもちゃ 1 

なわとび 8 競争 2 

かけっこ 4 がけ登り

トラ ンプ 2 コリントゲーム

飛行機ごっこ どろ遊び 1 

てつなぎおに 1 ねんど遊び 1 

こま 6 電車ごっこ

鉄棒 r ,") ヨ郡士事戸

花札 キャ ッチボー）レ

石投げ タスケ 1 

折紙 豆野球

水あそび

十字路 小 学校 時代

いちょう

かるた 1 
九州 地 方

怪獣ごっこ 2 種 目 数量 内 容

マンガ本の切り抜き 自転車のり 18 ただ乗るだけでな

スーパーマン 1 く走っている自転

かげふみ 3 車にボールをあて

石けり 3 る．競走，アク ロ

相撲 7 バットをして遊ぶ

ターザンごっこ 板すべり 厚いボール紙をお

朝鮮ベース 1 野球の変形したもの． しりにしいて草の

ソリすべり 2 沢山ある坂をすべ

かごめ り降りる．

大工遊び 1 木のきれはしを， ＜ぎを 山歩き 5 むしべとり，山桃

うちつけてヒ゜ストルなど とりなど．

のもけいをつくった． つり 16 主にイ カつり，ふ

ブランコふり な， こい， うなぎ

自転車競争 1 水泳 7 近くの海岸で．

ビストルうち めんこ 32 円形又は長方形の

十字架通せ 2 厚紙に絵が書いて

天下落し 1 あり，それを自分

かごめかごめ 1 のもので相手のも

ソフト ボー）レ のをうら返したら

相足スク ーター 1 相足で地面をけって乗る もらう．

らくがき 1 陣とり 34 2つの目ぼしいも
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のなどを本拠地と 缶けり 24 鬼を 1人決め，鬼

し，相手の本拠地 はあき缶が，相手

をせめるもの． にけられるように

ドッチボール 42 2つのチームに分 かくれた相手を見

かれて， ボー）レの つけ出す．

当て合い． Sにくだん 4 Sの字を書いて片

竹馬 4 普通竹で作るけれ 足で飛ぶ

ど，あきカンの上 ぞうりかくし 1 ぞうりを隠して 1

を切り取り底のま 人がそれを見つけ

ん中に穴をあけて る．

ひもを通して適当 カイモン宝 1 

な長さにとる． 防空壕の探険 1 

たこ上げ 7 すみか造り 3 

こま回し 26 コマをできるだけ 数取り 5 2つにわかれて，

長く回 して競い合 相手をつかまえ数

う がふえていく

馬のり 19 2つのグ）レープに かかし 1 

分れ，片方が乗る 鬼ごっこ ， 
方，片方が乗られ 石投げ 1 

る方 木のぼり 3 

サッカー 39 ぶらんこ 5 

野球 44 ちゃんばら 4 

ソフトボー）レ 49 はりつけ 2 

かくれんぼ 19 たんぼ 2 

面積とり 5 じゃんけんして負 鉄棒 4 

けが鬼，さわった おはじき 2 

ら鬼が交たい． あやとり

降さんしたら一歩 すもう 12 

もらう． レスリング 3 

ひまわり ， 円の内側にA, B キャ ッチボー）レ 3 

両チームが分かれ ビンボン 4 

D地点が出発点と トロッコ

するならばBより ケンケンパー 4 

円内の「鬼」にま 将棋 2 

わると突き出され かげふみ

れずに回るもの． みそおつけ 1 

3周回ると円内に 石けり 5 番号順に石を投げ

入ることができ E 入れ石の入ってい

地点に到着すると ない所をとんでい

それで終了する ってまた帰ってく

Bチームの者は円 るとき石をひろっ

外へ出てしまうと てかえる．

ゲームからはずさ たんてい 2 たんていとぬすっ

れる とにわけてつかま

ピー玉 41 穴に入れて指定し えること

たものを子てると かいせん 2 斜線部に鬼がいて

もらえる 白い部分を鬼につ
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かまらないように う位でお休み，故

とんでにげる 5 に町人殺しという

回まわったらつか けんか 2 

まった人が 1人づ ノぐッチン 17 絵のついた長方形

つ入ってくる の厚紙で何枚か重

花とっかん 上と同じようなこ ねて自分の一枚で

と． 中の一枚をぬぐと

キーキ 1 A • B に分けて 1 かち．

方は逃げ 1方は 1 にくだん 4 敵，味方 2つにわ

本の木を守りそし かれ領地からだし

て逃げた方にタ ッ てどちらかが最後

チして全部タッチ までいなくなるま

したら終り． とこ でするというあそ

ろが逃げた方が木 び．

にタッチするとも なかボール わくの両サイドと

う一度逃げられる わく内等人数ずつ

はったから 1 わかれてAチーム

なわとび 5 がボールを持って

トランプ 4 Bチームに投げつ

ターザンゴッコ 1 け当たればわく外

ゴムとび 2 にでていく ただ

テニス 4 しキャッチされれ

6ムシ ， 2つ円を描いて守 ば，わく外にださ

る側の人が円から れた仲間にパスを

円に互いにボー）レ して，また内へは

をかりとってせめ いれる. Bチーム

るもの．何人かが をすべてやっつけ

円から円へ走る． ると交替して同様

1往復で 1ム、ンで に行なう．

その他の守る者が ボートソ ー）レ 5 バスケットによく

ボールを攻める者 にたもの．

にぶつければ当っ 竹とんぼ 1 

た者はアウ ト，他 フットベースボー）レ 3 

の者が 6ムシとる 戦争ごっこ 3 

までまつ． レーシングカー 2 

町人殺し 1 四角を書いて，そ スカートめくり

りを 4つに区切り ダンチン 8 

その 1つづつに 1 ご目並べ 1 

人づつ入る．そし ジャングルジム 1 

て互いにバウンド ギン玉鉄砲 2 

したボールをわた 虫とり 4 

していきミスする ノゞレーボール

と王→大→武→町 いかだ遊び 1 発泡スチロールや

と下がりミスした 木材でいかだを作

者は上がって行く る．

町の者がミスする 騎馬戦 1 

とノータリンとい 器械体操 2 
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ドン 1 おはじき 2 

持久走 お手玉 1 

手打ち 1 鉄棒 10 

プラ モデル 3 ゴムと び 3 

馬 とび 3 ケンパ 3 

ローラースケート 2 陣とり 10 

あけびとり 1 にくだん 5 

貝とり 竹とんぼ 1 

すべり台 1 プラモデル 10 

けり馬 ある領域内に数人 かくれんぼ 12 

から十数人入り馬 鬼ごっこ 11 

と騎手を決め騎手 トランプ 2 

は馬を自分の手で スキー 1 

目かくしをして馬 すもう 8 

に声で，足をける 石けり 1 

ように合図をする 石なんご 1 梅干しくらいの石をた

けられた人が今度 くさん用意 し一つの親

は馬になり馬だっ 玉をきめ偶数個づつと

た人は騎手になる ってゆき全部できたら

忍者ごっこ 1 よい．

おたすけ 7 木工 1 

舟流し 1 Sけん 7 

忍者こ‘‘っこ 3 
中国地方

スカー トめくり 1 

種 目 数 量 内 容 ターザンこ‘‘っこ 1 

魚つり 11 ダムこ‘‘ っこ 1 

ドッチボール 43 基地こ‘‘っこ 2 

なわとび 13 テニス 2 

パッチン（メン コ） 10 かげ踏み 1 

キャッチソール 1 ペーロ ン 1 

コマ 4 いち，に， 4 

竹馬 3 馬のり 3 

かくれんぼ 2 バッチ遊び 1 

当て馬 鬼にさわられたらかわ プロレスごっこ 2 

って鬼になる メン コ 7 

ふやし鬼 2 サイ クリング 4 

虫とり 4 アイススケー ト 1 

たんけん 1 宝ふみ 1 

ソフトボー）レ 76 ペッチン 1 

戦争ごっこ ， ~ 泥棒と苦察 1 

自転車遊び 17 マラソン 2 

かんけり 19 ジャングルジム 2 

ベーごま 2 ブランコ 1 

ビー玉 12 バスケット 1 

サッカー 11 わらの上で 2 

野球 28 ノゞ トミントン 1 

スケート 1 らんぎ 1 
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ろくむし 13 陣取り 13 

卓球 2 カンけりおに 9 

ノゞ ｝レボシ ゴム飛び 1 

タイヤころがし 船作り 1 

ノゞ クチク 3 竹馬 1 

エロ本 グライダー作り 1 

ねこどん 4 つり 12 

ろくもじ 2 なわとび 5 

はりつけ 1 花ふだ 12 

玉石 2 ちゃんばら 1 

世界一周 3 剣道 2 

もった 1 数取り

中あて 耳引っぱり 1 

屋根ころ ギッチョン 1 

お医者さんゴッ コ 1 城作り 木の上とかに縄を木で

たこ上げ 1 遊ぶ場所を作る

角なげ 2 ノぐチン コ 2 

サクラ 1 模型認り 5 

こま回し 3 
四国地方

砂あそび 3 

野球 47 けんか 2 

二つ（四つ） 2 ドッチボールでテニス 肉だん 2 

をやるようまものでラ 馬のり 6 

ケットのかわりに手で 6むし 130l  0左の様な円

うって四つとはれれが を二つ書き

二つくっついていた． 左側の円の方にある角

ソフ トボー）レ 51 の中にテニスボールを

自転車 25 サイクリングというほ 入れてそこからゲーム

ど遠のりはしないがみ が始まりこの円を 6回

んなでのりまわした． 往復した者からそのゲ

ボー）レ当てっこ ボールをあて，あてら ームに入れば勝ち，ま

れたものがそのボー）レ た残る者もいてそのボ

で次のものを追う - Jレの保持者でそれら

ハの字回せん 図F
ABにわかれ にボールを当てられた

人間をうばい 者は死ぬ．

あいをしてころす．冒 馬のり 6 

部はケンケンでなけれ けんけんすけ 1 

ばなくて，そこで両足 マルケッタ
@~1~ こから石を投ける

をつくと失格となる． く場所をかく

でるときはFから絶対

出なければならない． がい戦 (S戦） l GOがい戦の図

メン コ 18 

ビー玉 14 かくれんぐしんぐうち 1 ニチームに別れかくれ

ドッチボール 36 しんぐ て相手を見つけ合い二

サッカ ー （冬） 19 チームの間に棒をおき

鉄棒 12 それを取った方が勝ち

体操 2 ノゞレーボール 2 
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かくれんぼ 3 ばくちく 2 

テニス 2 マージャン

えをかいた 2 組立てパズJレ 組立てパズ）レを買って

フッ トベスボール 2 もらって遊んでいた．

卓球 4 砂とり 1 ハ 砂をこのよう

水泳 4 クロー）レ，平泳ぎ についでこれ

背泳ぎ をとりやいする

ワンバウンド打ち 1 花火遊び

マンガ 3 ハンドボー）レ

ポコペン 2 おにが壁の方を向き目 将棋 1 

をつぶり他の者がわか たすけ鬼 4 

らないように「ポ コペ 卵焼 1 鬼ごっこの一種

ン誰がつついたか」と 戦争ごっこ 8 2組にわかれて投合い

言って誰かがおにの背 テレビ 2 

中をつつくそしておに プラ モデル作り 1 

が誰がつついたかあて 馬飛び

る当たった場合はつつ 飛箱 7段を踏切板から 2m

いた人とおにが交代す ぐらい離して

る マッ ト運動 後方宙返りや前方宙返

やど 1⑯図のように地面に りなど

えがきそれぞれの かえる取り 食用ガエルを取る．

わくの中に近い所遠い 柔道 1 柔道がはやりみんなで

所の場所をかきおにに 道場へ通う．

なった者が10mくらい

はなれてそこから石を
東海地方

折げわくの中にはいっ ビー玉 28 他のビー玉を命中 して

た所まで行きその間に あてる

他の者はかくれるあと かくれんぼ 20 

はかくれんぼと同様． うっちん（めんこ） 31 相手のめんこをうらが

バトミントン えしたり落としたりす

プロレス ゴッコ 2 とっくみ合い る

トランプ くっちゃん 帽子のかぶり方によっ

すもう 3 て強いもの弱いものを

でんでんご 1 (@)A 両チームに別れA 決めほりょをつくる

Bからスタ ー トし おにのせんた＜

て合った所でじゃんけ ソフ トボー）レ 85 ソフトボー）レは毎日先

んして負けた所は他の 生を含めてやった近所

者がスタ ー トする． の子たちといっしょに

1, 2, 3 冒ボールを屋根 キャッチボールなどを

に上げ落ちて した他のクラスと対抗

くる間に番号を言いそ 戦のようにして遊んだ

の番号の者がおこりい ドッチボー）レ 81 女の子と仲よくやった

っせいに逃げス トップ 2つの組にわかれ 1個

の合いずで止まり鬼は のボールを投げ合い中

3歩だけ近ずいてボー にいる人がなくなった

ルを当てる当てられた らまけ．

ら鬼になる． とび箱 2 
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マットころがし て学校にあった体育用

たんていごっこ 1 具でできたものすべて

島飛び 3 馬とび 2 

サッカ ー 11 ビッチャーがボールを 陣とり 8 てきの陣地を奪う．陣

ころがしてバッター からおそくでた方が強

（ける人）がボールをけ しヽ．

ってやる球技．）レール 花しだ 2 

はソフトボ々ルと同じ 花あわせ 1 

フッ トベスボール（野球）45 野球のチームに入って コイコイ

いた少年野球団にはい タコアゲ 1 

っていてコーチに習っ 基地づくり 1 

た． 竹馬 1 

おにこ‘`っこ 15 単なるおにこ‘‘っことか 木登り 2 

くれんぼを合せた遊び 将棋 1 

石けり 4 虫とり 3 

すもう 1 すもう 2 

マージャン 1 車の運転 1 

ローラ ースケー ト 6 アイススケー ト 1 

カンけり 37 かくれんぼとほぼ同じ チャンバラ 2 

でおにに見つかる前に ノぐチン コ 1 ゴムのパチンコ

カンをける，カンをけ 猫ハンド）レ 1 

って遊ぶ 山登り 1 

魚とり 6 かげぶみ 1 

自転車乗り 15 乗り回す． 警察ごっこ 1 追う方と追れる方に分

キックボール 4 れて捕えあう

サッカー 32 チームをつくり他のチ インド人の黒んぼ 1 

ムと試合する． 釘立て 1 地面に釘を立ててその

ザリガニつり 1 跡を線で結ぶ

魚つり 16 みみずをつけてつる． ザリが二取り 1 

竹さおに糸をつけて小 鉄棒 ， 掃除中

魚をつった． プロレス 2 

水泳 16 友人と学校のフ゜ールヘ 馬のり 3 

行き遊びながら自由形 カー ド 2 

背泳を泳げるようにし 虫とり 2 

ていた．うきぶくろは プラモデル 4 模型飛行機を作った．

使用しなかったが，沖 Sけん 2 Sの中では両足をつい

に出られなかった． てよいが他の場所では

サイクリング 1 片足，そして敵地の斜

ゴムとび 1 線部をふんだら勝ち．

なわとび 8 スケート 1 

カッチン 4 いくさん（テニス） 6 テニスボールで手を使

ポコベン 2 ってテニスの様にする

ひょこたん 1 トランプ 6 ワンバウンドで相手側

ボー トボール 4 授業後集って行った へサーブで出し相手を

ひまわり 1 おとしていくゲーム．

ドンマ 1 4の人がミスすると次

体操 1 要にとび箱を中心とし の人と交代．
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野球ケン

肉弾

くぎさし

卓球

1 アウトセーフよよいの

よいというやつ．

8 

1 

12 子供会の卓球台を使っ

てやった．

かげふみ

鉄ゴマ

雪合戦

タマナゲ

ノゞ ンコ

1

1

1

2

 

カカシトビ

だんごとり

タマケリ

モデルガン 1 同紙生の仲間といっし

ょにいろいろなモデル

ガンを持ったりして山

手打

ラクビー

右けん

13とり

水遊び

フットボール

あやとり

囲碁

川遊び

どろぽうこ‘‘ っこ

スイライボッカン

城とり

ゴルフ

ケンカ

切手集め

ひょうたん鬼

へ行ったりして遊んだ ぶっつけこう

箱入れ

百人一首

くじっかん

1 

3 

1 すい，らい，かいと各 十字おに

人がなり二つ場所に各 とっかん

各軍を築きたい取った

ら勝利となる． じゃん

けんと同じように勝っ

った者負けた者があり

体が触れることによっ

て勝負が決まる．

コマ

そ士享
郡戸

はちにく目

スキー

どろじゅん

ハンドボール

砂遊び

ギター

かえるとり

すべり台

遠出

宝とり

6 

1 

1 片足で相手を倒し合う

3 

2 ニチームに分れて「ど

ろぼう」と「じゅん

さ」，「じゅんさ」は

「どろぼう」をつかま

えるために追い「どろ

ぼう」はにげる．

2 バットなしで手を打つ

ソフトソールは軟庭の

ボール．

1 

1 

1 

1 

1 歩いて遠くまで行った

2 円の内と外に別れて宝

ビー玉

ドッジソール

どう馬

サッカー

ソフトボール

たけどう

剣道

卓球

ワンパン

．
 

う

、ヽし）
 

ぁり

中
と

生

を

先
1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

 

1

1

1

1

 

1 ボールを相手にぶっつ

ける遊びでぶっつけら

れたら鬼になる．

1 

1 巾の不定な線を引いて

その中を返る者を押し

たり引いたりして出す

こと．

関東地方

種目 数量 内 容

39 

88 学校の休み時間に

友達とした. 2つ

に分けボールで他

方を当てる．また

それを受ける．

11 

48 

89 

1 

4 

10 

1 庭球で手を使って

やる．

かくれんぼ

けんぱあ

ボール遊び

8

4

5

 

ー

ボール投げ，ボー

ル取り．

けん ー
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缶けり 55 缶をけって，鬼を ふたっ 1 又の名をネッチン

決めて，隠れる． といい， 2人で行

探偵ごっこ 6 ない， （卓球＋テ

釘さし 2 ニス） -;-2のよう

雪遊び 雪 合 戦 ス キ ー な なもの，手を使う

どを田んぼとか山 マルベース Jレールは野球とほ

でした． とんど同じ．

水泳 13 川で泳いだ，山と バトミントン 4 

か，スキ ー場に行 どぶ川で遊ぶ 1 公害で死にかけた

ってした． 「おたまじゃくし」

わら遊び 田んぼのわらの上 や「どじょう」を

で暴れた． 一杯とって喜んで

なわとび 27 5m位の縄を， 2 しヽた．

人が端をもってま ワンパンボール ゴムのボール（テ

わして残りのもの ニスボー）レのよう

が次々と飛ぶ なもの）を手で打

台とび 1 4,...., 5人が 2つに って野球をする

分かれ一方が馬の シーソー 2 回転シーソーに4

時一方がのる 人位ぶら下って互

かごめかごめ 2 いに振り落とす．

トンボとり 2 マット運動 地上回転，空転，

ひまわり 内と外にわかれて 側転，片手で地上

外の人はまわりを 回転．

まわり， 1人でも 肉弾 12 

まわると外の勝ち ハンドテニス

基地づくり 2組以上に分かれ 忍者ごっこ 1 

木の上だとかがけ ガラクタ集め

のほら穴等に石こ テンチ（天地） ドッジボールを用

ろや棒切れを集め いて自分の所でバ

た基地をつくり戦 ウンドさせて他の

争を始める． 所へ入れる

自転車乗り 18 5人位で 5km位 公園 ・遊圏地

のアスファルト道 メチャブッケ 2 ボールを三歩以内

路を猛スピー ドで で当たりかまわず

競走する サイク ぶつける．

リング 死刑

スカ ー トめぐり 3 かけっこ 1 

十字架 1 天大 1 

アーチェリ ー 1 けんか 3 

プラモ作り 11 すもう 6 

陣取り合戦 8 プロレス 4 

うさ狩り 2 7 • 8人,.._,10数人 鉄棒 8 

で 1人が鬼になれ ラケットベース 2 テニスのラケッ ト

つかまえるごとに で庭球を打つ．

鬼の数がふえ最後 チャンバラごっこ 2 

までつかまえてし ゲーム 3 ゲームセンタ ーな

まう どへ行ってパチン
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コ etc. てんちょう 2 一種のミ ニテニス

秘密基地ごっこ 2 畳や木等で陣地を ゴムボールを手で

作って戦争にした 打つ．

喧嘩 2 まさしくけんか． しんじゅわん 3 

ノゞレーボール 3 内になってする． 手つなぎ鬼 8 

三げん 1 ボールで誰でも当 メン コ 50 メン コで勝負する

てる．キャッチで おわえごっこ 鬼を決め他の者に

きたらよいが，で タッチする．

きなかったら一げ 粘土あそび 1 粘土で形をつくり

といい，同じ人 あそぶ．

が三回当てられる フッ トベースボール 3 ボールをけって野

と，皆からけられ 球みたいにする．

たりどつかれたり 野球 89 草野球も含む．

する． ゴロベース 2 ボールをころがし

キックボール 1 ドッチボールをけ て，手でそれを打

ってソフトボー）レ ち野球みたいにす

と同じように一塁 る．

二塁を回る ボートボール 3 バスケットみたい

ひょうたん 3 なあそび

ブランコ 3 キャッチボー）レ 8 

アレンジボール 魚とり（釣りも含む） 15 ふな釣り ，ザリガ

ランニング 2 二釣り

鉄道見物 ・撮影 1 木登り 2 

戦争ごっこ 3 砂あそび 2 

お医者さんごっこ 2 ごっこあそび スパイ団をつくり

竹うま 4 隠れ家をつくり，

下駄隠 し 本を集め，オモチ

チェリング 2 プラスチックのリ ャを集めた．

ングを適当につな トランプ 3 

げてぶっけっこす Sけん 2 相手の宝をとりに

る． 行く，外はケンケ

バスケットボール 8 ンで宝を先にとる

三度ぶつけ と勝ち．

スキー 6 山とかスキー場に キックあそび

行ったりした． あやとり 4 

虫とり 4 昆虫を獲りに山へ 山歩き

行って歩き まわっ 町人殺し

た． 石けり 6 百点取り

探険 2 刃物をもって，知 ゴムなわ 3 

らない山へ行き歩 長馬 2 

きまわった． ベーゴマ 15 

馬のり 7 柱の前に一人が立 なかいちもんめ 3 

って，後の者がま 鉄道模型

たの中へ顔をさし 天下町人 1 

込んで馬をつくっ 駒まわし 12 

て飛んであそぶ たこ上げ 7 

鬼ごっこ 21 登山 1 
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ローラースケート 16 って空気を送り込

ボールけり 3 缶けりの缶をボー んでひっくり返し

ルに変化させたも て取り合うあそび

の． 三歩当て 1 敏しょう性が問わ

石，木，鉄 2 石と木と鉄にさわ れるあそび．

っていれば鬼につ ぶどうとり 1 

かまえられずにす 四ツ角 1 

む． キックベースボール 2 

0歩 1歩 1 線を引き 1人が馬 ハンカチ落とし 3 

になり，他の人が 将棋 3 

それを飛び越えだ レーシングカー 1 

んだんと線を離れ かげふみ 2 

ていく． げじげじ 1 狭範囲の鬼こ‘‘っこ

だるまさんがころんだ 1 1人が鬼になり他 けんぱ 3 

の人は鬼に見られ ハコドン 2 

ないうちに近づき サザエサン 1 

みられたらその人 ハラアテ 1 

が鬼になる．

騎馬戦 3 2人組んで 1人の
信越地方

上に肩車されて騎 野球 58 9人ずつにわかれ

馬をつくり，他の て，現在みんなが

騎馬をつぶす． やっているような

ハサミウチ 1 ものをする．

山あそび 2 山・竹やぶに木ぎ テニスボールで野

れ等で小屋をつく 球軟球 ・グロ ー

ったり木と木の間 ブを使って．

にロープをかけた スキー 14 

りしてあそんだ． プロレスこ‘‘っこ 6 

川に入って魚をと ドッジボール 66 2手にわかれてボ

ったり泳いだり， ールを当て合う．

筏をつくって近く ソフ トボール 80 野球ににたもので

の池に浮かべてあ 大きくてやわらか

そんだ． いボールを打つ．

8の字 1 かくれんぼ 25 どろぼうじゅんさ

竹細工 1 竹トンボ，竹鉄砲 など

水鉄砲． サッカ ー 57 

けん玉 2 かんけり 32 おにの人がかんを

おにこ‘‘っこ 3 けられないように

サイ クリング 2 してかくれている

ホッケー 1 人を見つける．

木のぼり 2 メンコ 40 

どろぼうこ‘‘っこ 1 サイクリング 6 

紙飛行機 3 おにこ‘‘っこ 16 

琴郡亭Eヨ 2 スカートめくり 1 女の子のスカート

テレビ 1 をめくってよろこ

牛乳のキャッフ゜取り 1 牛乳のキャップを ぶ．

置き横から手を使 切手収集 1 
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タスケン 1 つかまったじゅん 外の人が内の人に

に手をつなぐこと 押し出されないよ

パッチ 2 メンコをすること うにしてまわりを

山登り 3 回る．外の人は内

チャンバラ 8 かくれがを作って の人を引っぱり出

竹でやった． したりして残った

タマ コ 1 一種のバクチ 人数で勝負をする

つり 5 ザリガニ取り 2 

石けり 5 セミ取り

ラグビー キャッチボール

卓球 7 自転車乗り 4 自転車で友人と近

バスケット 3 所を乗り歩く ．

ノぐチンコ 5 さんしょう魚とり

スケート 8 ふなとり

ボートボー）レ 5 城取り 2 

プラ モデル 11 泥棒巡査 2 

ビー玉 37 レーシングカ ー

士農工商 ドッジボールで． うまとび 4 

草野球 3 田んぼで野球 飛行機とばし 6 

バクチあそび 2 どうかせんのつい ミニカー

た花火． キーハンターごっこ テレビドラマのキ

かけっこ 3 ーハンターのよう

自転車 6 に高等な技を用い

ラジオ製作 1 たあそび．

綱飛び 17 水泳 8 

石けり 5 じんとり 4 親指を支点として

鉄棒 5 別の 1つの指を使

フットベースボール 6 って弧を書く，こ

けんか 7 れが最初の自分の

受験勉強 2 陣地，陣地からオ

こま 11 ハジキを指ではじ

花札 2 き3回で自分の陣

四角でべそ 1 地にもどす．オハ

ハの字合戦 1 ジキの囲んだとこ

ウルトラマンごっこ ろが自分の陣地．

リレー 木登り 5 

ターザ ンこ‘‘っこ 1 雪合戦 5 

竹馬 4 おしくらまんじゅう 2 

騎馬戦 1 みかんつき 1 はりに糸をつけて

落馬 2組に分れて相手 みかんをうまくつ

のつくっている馬 り上げる．

の上に飛びのって もけい飛行機 1 

くずす． かきとり

ベ‘ーゴマ 7 ケンケンずもう 1 

マンガ読み 1 ヒ° ンポン 2 

ヒマワリ 2 ヒマワリ の大きな バジミントン 7 

絵を地面に書き， 磯釣 4 
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ゴムと び を作って戦争する

キックボクシング トランフ゜ 2 

剣道 3 火遊び

恋愛ごっこ

がいせん おにごっこを集団
東北地方

化したもの． ドッジボー）レ 65 

いろあてこ‘`っこ 1 キャッチボール 7 

玉けり 1 フットベースボー）レ 4 

田んぼまわり 1 ソフトボール 109 野球を簡単にしたもので

毛パンさがし 毛糸のパンツをは 投手はアンダースロー，

いている女の子を 盗るいがなくあとは野球

さがす． と同じ．

くつさがし 3 Sケン 4 

虫取り 2 石けり 10 

カイセイおに サッカー 77 

とびばこ 1 野球 124 草野球

たこ上げ 4 肉ダン 2 

ビストル 1 模型つくり 9 設計図を見てとにかくつ

宝ふみ 2 相手を他の領域に くる

出しあう． ビー玉 67 

ローラー スケ ート ノぐチン コ 4 

釘倒し 紙鉄ぱう 2 

ななせ 竹馬 3 

温せん ポートボー）レ ， 
宝ふみ 2 おはじき 5 

そりあそび 3 じん取り 27 

刑事 ごっこ 2 こま 13 

ノゞレ‘ —- 4 なわとび 31 

でべそ 2 丸十 2 

おりこちごっこ 飛行機 3 ゴム動力でとばすもの．

将棋 3 王様とこじき 1 ジャスケンで王様になっ

魚釣り 2 たりこじきになる．

花だんづくり メン コ 63 

ジシャクあそび 船競争 1 小さなほりで，大体10~

キャッチボ々 Jレ 20 cm間を板の切れはし

輪なげ 1 や竹の破片な どを船にみ

陣取り 2 たてて競争する

ロクムシ 又は 1人が犠牲に コッチン 1 

成っている間に矢 かくれんぼ 28 

印方向に 6周する 着せ替え遊び

3並べ おにこ‘‘ っこ 59 

影ふみ プラ モデル ， 
川下り けん玉 2 

ローラーゲーム 1 ラグビー 1 

おはじき かんけり 38 

ガ々｝レハンティング 水鉄ぽう 1 

わらあそび わらで家（陣地） たこあげ 8 
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ブラン コ 3 冒険ごっこ 2 野山に行き自然に親しむ

ジャングルジム 2 虫とり 3 

自転車 17 競争 ビストルごっこ 1 銀玉ヒ°ストルで玉をぶつ

レインジャ ー遊び 1 けて遊ぶ

ローラースケー ト 1 そり遊び 3 

トランプ ， 2 B弾遊び 1 2 B弾をびくはつさせる

いほずきゃっぽりもず 1 遊び．

釘さし 4 魚 とり 21 

柔道 1 署察こ‘‘っこ 4 苔察とどろぽうに別れて

バスケット ， かくれんぼのような，お

ケンケン石けり 2 にごっこのようなものを

十字架 2 やる．

ホッケー 雪おにごっこ 2 雪の降った所に 30cm~

石投げ 1 40 cmぐらいの道を作り

石打ち そこの道を通っておにこ,.

さか立ち遊び っこをやる

陳寒太極拳 レスリング 4 

sos 
1冒 ロクモンス 2 

にらめっこ

いすとり 1 

相手の陣のここを早くふ しりとり

んだほうが勝ち， 0 でや かきとり 1 

すめる Ill//は片足で．／ にわとり 1 

スケート 1 なぞなぞ 1 

かくれ鬼 きば戦 5 

缶けり鬼 1 野球けん 1 

ノゞレーボール 6 スカ ー トめくり 3 

野山めぐり 2 かるた 2 

草野球 2 ビンボン 19 卓球

山あるき 1 木登り 5 

体操のまね あぐつり 2 2人 1組， 1人がじゃん

丸 1 けん， 1人が進む競争．

ロクムシ 21心）この円をくーる
グー 2歩，チョキ 5 

く一る回る 歩，パー 7歩．

影ふみ 1 お医者さんごっこ 3 

クチスイ ゴムとび 2 

エスカン 山登り 2 

ばくちく遊び すもう 22 

馬とび 14 木や棒など 2つの陣地を 雪合戦 11 

きめ数人で敵方の木など 水泳 16 

にさわったら 1本となる あけびとり 1 

棒じんとり つり 7 

かんちょうごっこ くるまんとんてんかん 1 

月光仮面ごっこ 1 竹で作った剣をもってチ 工作 3 

ャンバラをしたり，そこ ノゞトミントン 3 

ら辺の野山をかけ回った スキー 33 

ウルトラマンごっこ 2 かいじゅうごっこ 鉄棒 12 
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マット運動 2 タイヤとび 1 

弓 1 竹で簡単な弓を作って飛 足かけ 2 

ばす． マラソン 2 

じゅうろく 1 草の実を手のひらでひっ 卵焼き 1 

くり返してとりあう． 花札 4 

ボコペン 1 将棋 5 

最初の一歩 1 あんこ 1 

サボテン 1 陸上競技 2 

じゅんどろ 2 十字路 1 

さくらねんぼ 1 馬のり 6 

ゴロベース 2 野球のJレールで投手が地 竹とんぼ

上でボールを投げるので エビガニ釣り 1 

なくころがしたボールを チャンバラ 3 

軽星のバ ットで打つ． 探偵こ‘‘っこ 1 

押し出し 1 山で遊ぶ 3 

手つなぎぼいや 5 手つなぎおに 町人おとし 1 

かたき 5 ボールがあたった者は休 バイクのり 1 

み，その人をあてたもの ゴロ野球

があてられたら休んでい プロレスごっこ 1 

た者は再び参加する さかなつり 2 

雪細工 1 テレビ 1 

国取り 2 おはじきのようなもので まんが 2 

自分の国をふやす． ゴムとび 1 

ノゞドミントン 2 ボールぶつけ

とびばこ 2 競争 1 

ラムネ 1 バスケット 1 

まめちん 1 手芸

竹スキー 1 ニ翫士事戸 1 

ゴム銃 1 楽器をひく 2 

ゼロチン 1 2つの組に分かれて早く 絵をかくこと 2 

敵地に入りこんだら勝ち ままごと

げんじい 手つなぎ鬼 2 

竹細工 1 ハートミントン

らむね 1 うき 1 

昆虫， くだものとり 片足おに 1 

はさみ 4 口二□→この間をいきき サイクリング 2 

する． ケンケンずもう 2 

レーシングカー 卓球 10 

ボー アウト

お勉強 たすけ鬼 2 

騎馬戦 1 ボールのあてっこ 1 

剣道 1 じゅういっさんど 1 

アクロバット 1 戦争ごっこ 1 

チューブかけ 1 あやとり 1 

ボブスレレー 1 四歩飛び 1 

芝くらベ 1 ラタカニメ 1 

ゆるみでっぽう 2 タカラ取り 1 
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（

芙

）

（
互
）

（七一）
（竺一）

全――-）

（
甚
）

（七
＝）

（究）
（
六
〈
）

（含）

（

空

（

）

（
益
）

d
i
a
)
。

（
一
五
六
―
_
―
六
二
六
）
英
国
の
随
筆
家
・
哲
学
者
・
政
治
家
。
経

F
r
a
n
c
i
s
 

験
学
派
の
祖
。

借
金
の
た
め
に
投
獄
さ
れ
る
こ
と
や
、
官
公
庁
の
事
務
の
の
ろ
さ
を
非
難
し
た
小

説。同
小
説
に
登
場
す
る
繁
文
碍
礼
省
（
手
続
き
が
め
ん
ど
う
で
、
事
務
が
少
し
も
は

か
ど
ら
な
い
の
で
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
こ
う
皮
肉
っ
て
名
付
け
た
）
に
勤
め
る
一
家

（
一
八

0
七
ー
一
八
八
六
）
英
国
の
政
治
家
・
著
述
家
。
マ
ド
ラ
ス
の
知
事
な
ど

を
勤
む
。

（
一
八
一
八
ー
一
八
八
七
）
伯
爵
。
英
国
の
政
治
家
。

m
o
eミ
ty
Y
e
a
r
s
 o
f
 E
c
o
 ,
 

n
o
m
i
c
 P
o
l
i
c
y
な
ど
の
著
作
も
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
目
抜
き
の
街
路
名
。
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
か
ら
国
会
議
事
堂
に
及

ぶ
街
路
で
諸
官
庁
が
立
ち
並
ぶ
。

（
一
七
八
九
ー
一
八
五
九
）
植
民
省
次
官
。
の
ち

ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
。

ロ
ン
ド
ン
西
郊
外
の
キ
ュ
ー
に
あ
る
有
名
な
国
立
植
物
圏
。

た
て
が
三

0
セ
ン
チ
以
上
の
大
型
の
紙
。

S
i
r
 
E
d
w
i
n
 
(
一
八0
0
—
一
八
九
0
)

公
衆
衛
生
改
革
家
。
一
八
二
九
年
、

L
oミ
d
o
n
R
e
v
i
e
w

に
出
し
た

P
r
e
0
e
n
i
i
0
e
p
o
l
i
c
e
と
題
す
る
論
文
で
ベ
ン
サ
ム

の
知
遇
を
得
る
。
救
貧
法
委
員
長
を
勤
む
。

（
一
八

0
九
ー
一
八
八
一
）
英
国
の
随
筆
家
。

M
i
s
t
a
k
e
n
A
i
m
s
 a
n
d
 
A
t
t
a
i
1
号

ble 
I
d
e
a
s
 o
f
 W
o
r
k
i
n
g
 C
l
a
s
s
 
(
一
八
七
六
）
な
ど
著
作
多
数
。

（
一
八

0
六
ー
一
八
六
三
）
英
国
の
政
治
家
・
著
述
家
。
大
蔵
、
内
務
、
軍
需
相

な
ど
を
勤
む
。
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（四―-）
（空―-）

（
盟
）

(-――九）
（四
0
)

（四一）

第 15号

(-―-〈）
（―-幸）

(-―
―一〈）

(-―

-
P
)
 

(-――四）

171 

拿
―-）

(-―

1
0

)

 

(-――-） 
(-―――-） 

（一室）

(
―
―
〈
)

（元）
(-=〈）

(-―写）

バ
の
戦
い
で
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。

古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
の
首
都
、
紀
元
前
六
0
七
年
に
メ
デ
ィ
ア
人
及
び
バ
ビ
ロ
ニ
ア

人
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
今
イ
ラ
ク
北
部
、
チ
グ
リ
ス
河
畔
の

M
o
s
u
l

対
岸
に
そ
の

廃
墟
が
あ
る
。

A
l
e
x
a
n
d
e
r
 W
i
l
l
i
a
m
,
 
(
一
八
0
九
ー
一
八
九

一
）
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
従
軍
、

歴
史
家
。

W
i
l
l
i
a
m
 
C
a
l
v
e
r
le
y
,
 (

一
七
九
七
ー

一
八
七
二
）
博
物
学
者
、
古
物
収
集
家
。

ポ
ー
ツ
マ
ス
軍
港
の
沖
の
英
国
海
軍
艦
隊
の
集
結
地
。

G
e
o
r
g
e
,
 (一

七
八
七
ー

一
八
七
九
）
穀
物
法
反
対
同
盟
の
創
始
者
、
シ
ェ
フ

ィ

ー
ル
ド
選
出
国
会
議
員
。

C
o
m
m
o
n
L
o
w

の
通
過
成
立
に
力
を
か
す
。

ダ
ビ
デ
に
殺
さ
れ
た
ペ

リ
シ
テ
人
の
巨
人。

旧
約
聖
書
に
出
て
く
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
第
二
の
王
。

J
a
m
e
s
 
R
o
b
e
r
t
 G
e
o
r
g
e
,
 
(
一
七
九
ニ
ー

一
八
六

一
）
国
会
議
員
、
C
o
r
n

ミ
id
C
u
r
r
e
n
c
y

そ
の
他
の
著
述
あ
り
。

（
一
八
0
三
ー

一
八
七
三
）
英
国
の
小
説
家
、
劇
作
家
、
政
治
家
。

T
h
e

L
a
s
t
 

D
a
y
s
 o
f
 P
o
m
p
eii 
(
一八―
-＿四）
。

M
u
c
h
 A
d
o
 
A
b
o
u
t
 
N
o
t
h
i
n
g

シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
の
喜
劇
、
(
-
五
九
五
ー
一

五
九
九
）
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
の
喜
劇
(
-
五
九
四
）
上
演
は
一
六
二
三
年
。

不
詳
。

C
h
a
r
l
e
s
 
E
d
w
a
r
d
,
 (

一
八
0
七
ー
一
八
八
六
）
イ
ン
ド
総
督
な
ど
高
官
を
歴

任
す
る
。

ト
ロ
ロ
ー
。フの
小
説
に

G
r
e
g
o
r
y
H
a
r
d
l
i
n
e
s

と
い
う

名
前
で
描

か
れ
て
い
る
人
物
。

デ
ィ
ケ
ン
ズ

の
小
説

L
i
t
i
l
e
D
o
rrit

で
英
国
の
お
役
所
仕
事
の
非
能
率
を
か
ら

か
う
た
め
に
使
わ
れ
た
。

デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
小
説
に
登
場
す
る
人
物
。

（
一
八
―
二
—
一
八
九
七
）
鉄
道
事
業
、
イ
ン
ド
行
政
に
活
躍
。

（
一
八
一
七
ー

一
八
九
四
）
考
古
学
者
、
外
交
官
、
政
治
家
。

ニ
ネ
ヴ
ェ
の

発
掘

で
有
名
。
S
i
r
S
t
r
a
t
f
o
r
d
 
C
a
n
n
i
n
g

に
用
い
ら
れ
る
。

（
一
八
五
一
ー
一
八
九
七
）
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
福
音
主
義
派
の
作
家
、
講
演
家
。

（
一
七
六
九
ー
一
八
二
二
）
英
国
の
政
治
家
。

英
国
の
最
高
勲
章
、
ガ
ー
タ
ー
及
び
首
飾
り
、
星
章
か
ら
な
り
、
ガ
ー
タ
ー
は
左

脚
に
つ
け
る
。
ま
た
ガ
ー
タ
ー
勲
位

(t
h
e
O
r
d
e
r
 o
f
 
t
h
e
 
G
a
r
t
e
r
)

は
英

食
0
)

（
空
）

（空）
（空―-）

（森）
（
琵
）

盆七）
（哭）

（翌）
（奨）

（写四）
（翌）

盆―-）
（究）

（
主

0
)

（写一）
（
窒
）

（哭）
（四
P
)

（宍）

国
勲
爵
士

(
K
n
i
g
h
t
)

の
最
高
勲
位
で
国
民
中
の
受
勲
者
は
二

五
名
に
限
ら
れ
て

い
る
。

ビ
ク
ト
リ
ア
朝
初
期
の
ト
ー
リ
ー
党
の
一
派
。

注
（
一
四
）
参
照
。

ロ
ン
ド
ン
中
央
の
自
治
区
。
国
会
議
事
堂
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
議
会
を
指
す

（
一
八
二
三
ー
一
九
0
0
)

ア
ー
ガ
イ
ル
第
八
代
公
爵
キ
ャ
ン
ベ
ル

(C
a
m
p
b
e
l
l
)
。

ホ
イ

ッ
グ
党
員
。

イ
ン
ド
総
督
な
ど
を
勤
む
。

あ
な
ぐ
ま
、
卑
劣
漢
の
意
も
含
む
。

パ
ー
マ

ス
ト
ン
を
指
す
。

（
一
八

O
l|
―
八
九
三
）
国
会
議
員
、

枢
密
顧
問
官
、
王
室
会
計
局
長
官
な
ど

を
勤
む
。

（
一八―
――八
ー

一
九
一
八
）
米
国
の
歴
史
家
。
米
国
第
六
代
大
統
領

J
o
h
n

Q
u
i
 ,
 

n
c
y

の
孫
。

T
h
e
E
du
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 H
e
m、y
A
d
a
m
s
 (
一
九
〇
七
）。

（一

八一
＿＿八
ー

一
九
二
二
）
英
国
の
歴
史
家
、
政
治
家
、
外
交
家
。
T
h
e
H
o
U

R
o
m
d
n
Em
苓
‘e

（
一
八
六
四
）
、
T
h
e
A
m
e
r
i
c
a
n
 C
o
i
n
m
0
1
筵
g
ltl2

（
一
八
八

八）
c

C
h
a
r
l
e
s
 
(
一
八
―
ニ
ー

一
八
七
0
)
英
国
の
小
説
家
。
P
i
c
k
w
i
c
k
P
a
p
ers
 
(

l
 

八
三
六
ー
七）、

D
d尽
id
C
o
p
perfield 
(
一
八
四
九
ー
五
0
)
、

C
i
、e
d
t

Ex
p
e
c
i
d
'

号
1

（
一
八
六
0
|
-
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
不
朽
の
名
作
を
残
し
た
。

す
な
わ
ち
、

バ
ジ

ョ
ッ
ト
の
こ
と
。

J
o
h
n
 T
h
a
d
e
u
s
 
(
一
八

一
七
ー
一
八
七
九
）
弁
護
士
を
経
て
、
長
く
「
タ
イ
ム

ズ
」
の
編
集
長
を
勤
む
。

不
詳
。

L
a
w
r
e
n
c
e
 
(
一
七
―

――
―
ー
一
七
六
八
）
英
国
の
牧
師
、
小
説
家
。
T
r
i
s
t
r
a
m

S
h
a
n
d
y
 
(
一
七
五
九
ー
六
七
）
。

W
i
l
l
i
a
m
 
M
a
k
e
p
e
a
c
e
 
(
一
八
―
-
|
―
八
六
三
）

英
国
の
小
説
家。

<d1sity

F
且

（
一
八
四
七
）
、
H
e
n
ry
E
s
m
o
n
d
 (
一
八
五
二
）。

ロ
ン
ド
ン
の
西
、
約
二
百
キ
ロ

の
小
都
市
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
、
テ
ム
ズ
河
口
の
北
方
の
州
。

英
国
中
東
部
、

リ
ー
ズ
の
東
方
の
町
。

ロ
ン
ド
ン
の
北
東
約
九
0
キ

ロ
の
小
都
市
。

こ
れ
が
実
際
に
ど
の
都
市
を
指
す
か
は
議
論
が
あ
る
が
、
デ
ィ

ケ
ン
ズ
が
サ
ド
ベ

リ
ー
を
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

(D
i
c
k
e
n
s
'
E
苔
yclopae,
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（六）
（七）

（五）
（三）

（四）
（二）

（一）

ジ
ョ
ッ
ト
は
、
私
的
生
活
に
は
十
分
満
足
し
な
が
ら
も
、
次
第
に
国
民
の
将
来
に
危
惧
の
念

を
強
く
し
て
い
っ
た

J

「
議
会
で
決
定
す
る
と
い
う
昔
の
制
度
は
ま
っ
た
＜
破
壊
さ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
も
う
既
に
そ
の
半
分
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
」

一
八
五

0
年
代
と
六

0
年
代
の
自
己
満
足
に
ひ
た
っ
た
世
界
に
対
し
て
、
こ
の
二
人
の
文

筆
家
が
誠
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼
ら
が

首
尾

一
貫
し
て
い
た
と
言
え
る
主
な
論
拠
で
あ

る
。
両
者
と
も
に
実
行
者
と
い
う
よ
り
傍
観
者
、
そ
れ
も
、
賢
明
で
、
と
き
に
皮
肉
屋
の
傍

観
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
我
々
を
難
な
く
ビ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
人
の
心
の
中
へ
導

い
て
く
れ
る
。
い
や
し
く
も
そ
の
社
会
を
十
分
に
理
解
し
よ
う
と
い
う
の
な
ら
、
我
々
は
傍

観
者
の
範
囲
か
ら
実
行
者
の
範
囲
へ
は
い
り
、
鏡
を
ス
テ
ッ
キ
に
持
ち
換
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

我
々
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
や
ト
ロ
ロ
ー
プ
か
ら
、
ビ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
価
値
体
系
を
作
り
出
し
た

人
々
へ
向
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

選
ば
れ
た
少
数
か
、
ま
た
は
大
衆
へ

、
ま
た
、
時
と
し
て
は
、

非
常
に
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
両
方
の
人
々
へ
、
臆
す
る
こ
と
な
く
物
の
価
値
を
説

い
た
人
へ
向
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
も
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
説
教
は
行
わ
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
そ
の
仕
事
を
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
や
ト
マ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ
の
よ
う
な
、
十
九

世
紀
中
期
の
変
化
の
一
時
期
を
輝
か
し
い
も
の
と
す
る
た
め
に
努
力
し
た
人
々
に
ま
か
せ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
一
八
四
五
ー
一
九
二
四
）
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

P
a
l
l

M
a
l
l
 
G
a
z
e
t
t
e
,
 

N
筵
S

」

p
u
n
c
l
2
な
ど
で
活
躍
。
占
o
b
y

M
.
 
P
."

の
署
名
で
有
名
。

英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部

S
t
a
f
f
o
r
d
s
h
i
r
e

州
北
部
の
陶
磁
器
製
造
業
の
中
心

地
u

（
一
七
八
七
ー
一
八
七

0
)
軍
人
、
政
治
家
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
第
二
軍
司
令
官
。

（
一
八
一
八
ー
一
八
八
三
）
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
、
哲
学
者
、
社
会
主
義
者
。
「
資

本
論
」
の
著
者
。

（
一
八0
五
ー
一
八
七
七
）
一
八
二
七
—
八
年
、
ギ
リ
シ
ャ
戦
争
に
従
軍
、
一
八

四
七
ー
五
二
年

S
t
a
f
f
o
r
d

選
出
議
員
、
言
論
、
出
版
界
で
活
躍
。

（
一
八

0
ニ
ー
一
八
八
五
）
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
小
説
家
、
劇
作
家
。

(
―
二
五
九
ー
一
三
二
六
）
オ
ス
マ
ン
一
世
、
ト
ル
コ
帝
国
(
―
二
九
九
ー
一
三

二
六
）
の
初
代
君
主
。

注

D
d
i
b
 

(
――戸）

(――――
-）
 

(―――-） 
(-―-） 

(
―

-
0
)
 

（五）
（一〈）

（一芝
（一一〈）

（一写）
(-―-） 

(-――-） 
（一四）

（二）
（八）

（九）

(

l

 
O
)
 

（
一
八

0
六
ー
一
八
六
一
）
英
国
の
女
流
詩
人
。

英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部

Y
o
r
k
s
h
i
r
e

州
南
部
の
都
市
。

英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
東
部

N
o
r
t
h
u
m
b
e
r
l
a
n
d

州
南
東
部

T
y
n
e

川
に
臨

む
港
市
、
造
船
業
が
盛
ん
。

G
e
o
r
g
e
 H
a
m
i
l
t
o
n
 G
o
r
d
o
n
,
 (

一
七
八
四
ー
一
八
六

0
)
一
八

0
四
年
ア

テ
ネ
協
会
設
立
、
一
八
一
四
年
、

パ
リ
平
和
条
約
調
印
。

G
e
o
r
g
e
 H
a
m
i
l
t
o
n
,
 (

一
七
九
七
ー
一
八
八

0
)
外
交
官
と
し
て
活
躍
。

黒
海
の
入
口
に
あ
る
港
市
。

ソ
連
南
西
部
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
南
端
部
に
あ
る
海
軍
基
地
u

海
水
浴
地
。
ク
リ
ミ

ア
戦
争
に
お
け
る
一
＿
一
四
九
日
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
二
四
五
日
の
長
期
に

わ
た
る
抗
戦
は
有
名
。

オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
首
都
、
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
川
に
臨
む
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議

(
C
o
n
g
,
 

r
e
s
s
 
o
f
 
V
i
e
n
n
a
)
 
(
一
八
一
四
ー
一
八
一
五
）
の
開
催
地
。

（
一
八

0
四
ー
一
八
六
四
）
米
国
の
小
説
家

T
tミ
ice,
T
o
l
d
 
T
a
l
e
s
 
(
一
八
三
七
、

四
二
）

T
h
e
 Scarlet 
L
e
t
t
e
r
 
(
一
八
五

O
)
。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
緒
戦
で
、
メ
ン
シ
コ
フ
殿
下
率
い
る
ロ
シ
ア
軍
が
、
一
八
五
四

年
九
月
二

0
日
、
英
仏
連
合
軍
と
戦
い
敗
北
し
た
所
。

B
a
l
k
l
a
v
a

と
も
書
く
。
ク
リ
ミ
ア
の
南
西
海
岸
の
港
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
雌
雄

を
決
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
激
戦
地
で
、
軽
旅
団
の
攻
撃
で
記
念
す
べ
き

所。一
八
五
四
年
十
一
月
五
日
、
メ
ン
シ
コ
フ
殿
下
指
揮
の
ロ
シ
ア
軍
と
英
仏
連
合
軍

が
激
烈
な
戦
い
を
し
、
双
方
に
甚
大
な
損
害
を
出
し
た
所
。

ロ
ン
ド
ン
の
目
抜
き
通
り
の
街
路
名
，
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
・
ス
ク
エ
ア
か
ら
議
事

堂
に
及
ぶ
街
路
で
中
央
官
庁
街
。
こ
こ
か
ら
英
国
政
府
を
さ
し
て
い
う
こ
と
も
あ

る。ア
フ
リ
カ
西
部
ギ
ニ
ア
海
岸
に
臨
む

フ
ラ
ン
ス
共
同
体
内
の
共
和
国
。
一
九
五
八

年
独
立
。

F
i
t
z
o
r
y
 J
a
m
e
s
 H
e
n
r
y
 S
o
m
e
r
s
e
t
,
 (

一
七
八
八
ー
一
八
五
五
）
ク
リ
ミ
ア

戦
争
の
英
国
陸
軍
ト
ル
コ
派
遣
軍
の
最
高
司
令
官
。
ア
ル
マ
、
バ
ル
ク
ラ
ー
バ

、

イ
ン
カ
ー
マ
ン
の
戦
い
の
指
揮
を
と
る
。

G
e
o
r
g
e
 
C
h
a
r
l
e
s
 
B
i
n
g
h
a
m
,
 (

一
八

O
O
I
一
八
八
八
）
ラ
グ
ラ
ン
の
下
で

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
指
揮
を
す
る
。

J
a
m
e
s
 T
h
o
m
a
s
 B
r
u
n
d
e
n
e
l
l
,
 (

一
七
九
七
ー
一
八
六
八
）
ク
リ
ミ
ア
戦
争

で
は
軽
騎
兵
部
隊
を
指
揮
し
て
戦
う
。
一
八
五
四
年
十
月
二
五

日
の
バ
ル
ク
ラ
ー
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ト
ロ
ロ
ー
プ
と
バ
ジ
ョ

ッ
ト
の
政
治
に
対
す
る
姿
勢
に
、
党
派
の
色
づ
け
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
彼
ら
は
と
も
に
、
過
去
の
伝
統
に
懸
命
に
し
が
み
つ
く
ト
ー
リ
ー
党
員
で
は
な

か
っ
た
。
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
、
自
ら
「
進
歩
的
な
保
守
的
自
由
主
義
者
」
と
称
し
た
。
彼
も
、

そ
し
て
ま
た
、
彼
と
同
世
代
の
人
々
も
、
今
日
の
我
々
以
上
に
政
治
的
な
形
容
詞
を
重
ね
合

わ
す
こ
と
を
好
ん
だ
の
で
あ
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
自
分
は
「
政
治
に
関
し
て
は
両
陣
営
の
中

間
」
に
い
る
と
宣
言
し
た
。
彼
は
根
本
的
に
は
十
九
世
紀
の
「
改
革
の
歩
み
」
を
歓
迎
す
る

自
由
主
義
者
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
改
革
が
さ
ら
に
安
定
を
作
り
出
し
は
す
る
が
、
そ

れ
以
上
の
変
化
を
求
め
る
加
速
度
的
な
要
求
を
生
み
出
し
は
し
ま
い
と
い
う
こ
と
を
信
じ
る

保
守
主
義
脊
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
汽
車
に
乗
り
遅
れ
る
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
と
車
を
運
転
す
る
こ

と
も
せ
ず
、
ま
た
、

事
故
に
あ
う
ほ
ど
速
く
運
転
す
る
こ
と
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
信
奉

し
て
い
た
。

十
九
世
紀
中
期
の
政
治
情
勢
は
ト
ロ
ロ
ー
プ
や
バ
ジ
ョ

ッ
ト
が
十
年
前
、
あ
る
い
は
十
五

年
後
な
ら
保
持
す
る
こ
と
が
極
端
に
難
し
か
っ
た
は
ず
の
、
知
的
に
遅
れ
た
立
場
を
取
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
。
バ
ジ
ョ
ッ

ト
は
一
八
四
六
年
に
は
「
コ
ブ
デ
ン
の
熱
狂
的
崇
拝
者
」
で

あ
っ
た
が
、
一
八
五

0
年
代
に
は
、
そ
の
主
た
る
魅
力
が
「
彼
の
精
神
は
、
専
売
特
許
と
い

（
七
六
）

う
札
の
つ
い
た
記
録
機
械
の
よ
う
だ
」
と
い
う
ジ
ョ
ー
ジ
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
・
ル
イ
ス
卿

(S
i
r
 
G
e
o
r
g
e
 
C
o
r
n
w
a
ll 
L
e
w
is
)

を
じ
っ
く
り
と
賞
讃
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ト
ロ

ロ
ー
プ
は

一
八
五

一
年
の
万
国
博
覧
会
に
「
峯
も
賛
意
は
示
さ
ず
に
」
、
そ
の
時
代
の
精
神

を
嘲
け
る
こ
と
で
自
ら
を
嘲
け
っ
て
み
せ
た
u

「
ど
う
か
我
々
み
ん
な
を
一
八
五
一
年
に
、

新
発
明
の
巨
大
な
機
械
の
か
げ
で
会
わ
せ
給
わ
ん
こ
と
を
。
私
は
、
す
べ
て
失
敗
作
で
は
あ

る
が
、
勤
勉
さ
の
偉
大
な
あ
か
し
で
あ
る
と
私
の
考
え
る
四
つ
の
三
巻
本
の
小
説
を
展
示
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。
」

ビ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
「
退
屈
さ
」
こ
そ
、
正
し
く
、
両
者
が
愛
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と

言
う
の
は
、
彼
ら
以
上
に
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
心
地
良
い
感
じ
を
抱
い
た
者
は
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
「
退
屈
な
」
英
国
人
が
、

「
立
派
な
」
自
治
を
行
っ
た
。

「
我
々
が
口
汚
く
も

愚
鈍
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
通
常
の
社
会
で
は
は
な
ば
な
し
い
性
質
の
も
の
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
着
実
な
ふ
る
ま
い
と
、
一
貫
し
た
意
見
を
保
持
す
る
た
め
の
源
で
あ
り
、
自
然
の

女
神
の
愛
す
る
性
質
で
も
あ
る
。
」
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
書
い
て
い
る
。
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
、
も

五

し
愚
鈍
さ
に
小
説
的
な
色
合
い
が
つ
け
ば
、
そ
の
愚
鈍
さ
も
は
な
ば
な
し
い
性
質
の
も
の
に

な
り
得
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
他
の
何
に
も
ま
し
て
英
国
的
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
「
怠
惰
は
、
賢
明
さ
が
フ
ラ
ン
ス
の
流
儀
で
あ
る
よ
う
に
、
我
々
の
流
儀
で
あ
る
。
も

し
英
国
民
が
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
英
国
民
に
災
い
の
あ
ら
ん
こ
と
を
／
．
」

そ
の
退
屈
さ
に
は
、
政
治
上
の
主
問
題
に
関
し
て
の
意
見
の
一
致
と
い
う
こ
と
が
付
随
し

た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
「
我
が
国
の
精
神
は
穏
や
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
理
に
叶
っ
た
穏
や

か
さ
で
あ
る
。
徹
底
的
な
改
革
に
は
気
が
す
す
ま
ず
、
か
と
言
っ
て
、
ト
ー
リ
ー
党
の
昔
な

が
ら
の
や
り
方
に
な
ら
っ
て
、
現
に
存
在
す
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
す
べ
て
を
存
続
さ
せ
る

気
に
も
な
れ
な
い
。
両
党
の
穏
健
な
党
員
は
こ
の
気
持
を
大
変
正
直
に
表
わ
し
て
い
る
。
最

近
の
選
挙
に
お
い
て
、

『
両
党
の
候
補
者
は
と
も
に
大
変
立
派
な
紳
士
で
あ
る
。
が
、
自
分

と
し
て
は
、
そ
の
両
者
に
大
し
た
差
異
を
認
め
ら
れ
な
い
。
』
と
述
べ
た
あ
る
あ
わ
れ
な
投

票
者
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
飾
り
気
な
し
の
真
実
な
の
で
あ
る
。
」

と
書
い
て
い
る
。
゜
ハ
リ
ッ
サ
ー
は
『
フ
ィ
ニ
ア
ス
・
レ
ダ
ッ
ク
ス
』
で
そ
の
こ
と
を
ま
っ
た

く
同
じ
言
葉
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

あ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
改
革
案
が
国
の
人
に
大
い
に
気
に
入
ら
れ
た
。
そ
の
気
に
入
ら
れ

方
は
徹
底
し
た
も
の
で
、
す
べ
て
の
人
が
国
民
は
こ
ぞ

っ
て
そ

れ
を
受
け
入
れ
る
も
の
と

思

っ
て

い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
す
る
と
、
そ
の
案
の

詳
細
を
自
由
党
と
称
す
る
政
党
に
決
め

さ
せ
た
も
の
か
、
そ

れ
と
も
保
守
党
を
任
じ
る
政
党
の
手
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
か
と
い
う
問

題
が
起
こ
っ
た
。
両
党
の
人
々
は
信
条
に
お
い
て
、
ま
た
、
人
生
観
に
お
い
て
も
非
常
に

近
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
に
残
さ
れ
た
の
は
、
た
だ
、
な
す
べ
き
こ
と
を
誰
が
な

す
か
と
い
う
個
人
的
な
競
争
に
す
ぎ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た。

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
も
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
生
き
な
が
ら
え
て
、
。
ハ
ー
マ
ス

ト
ン
の
死
と
、
一
八
六
七

年
の
第
二
次
選
挙
法
改
正
案
と
、

一
八
七
二
年
の
無
記
名
投
票
法
と
の
結
果
、
世
論
の
一
致

が
崩
壊
し
て
行
く
の
を
目
の
辺
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
一
方
、
選
挙
制
度
が
浄
化
さ

れ
た
こ
と
や
、
国
民
的
新
聞
が
興
隆
し
た
こ
と
や
、
ま
た
、
政
治
機
構
を
再
編
成
し
、
新
し

い
問
題
を
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
な
い
で
は
お
か
ぬ
強
力
な
政
党
組
織
が
成
長
し
た
こ
と
を
目

撃
す
る
ほ
ど
永
生
き
は
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ジ
ョ
ッ

ト
は
一
八
七
七
年
に
、
ト

ロ
ロ
ー
。フは

一
八
八
二
年
に
死
ん
だ
。
両
者
と
も
に
晩
年
の
数
年
間
は
情
勢
の
変
化
の
た
め
に
幸
福
と
は

言
え
な
か
っ
た
。
ト

ロ
ロ
ー
。
フ
は
自
ら
の
名
声
が
次
第
に
落
ち
て
行
く
の
を
見
、
一
方
、

バ
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ト
ロ
ロ
ー
プ
は
変
革
に
加
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
懐
疑
の
目
で
眺
め
て
い
た
。
彼
は
、
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
紳
士
階
級
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
境
目
に
つ
い
て
は
敏
感
で
あ
っ

て
、
ほ
か
な
ら
ぬ
女
王
自
身
が
、
競
争
試
験
は
「
公
的
な
役
職
を
紳
士
の
生
れ
で
な
い
、
ま

た
は
そ
の
感
情
を
持
ち
合
せ
て
い
な
い
下
層
民
で
充
た
す
こ
と
に
な
る
」
こ
と
を
恐
れ
て
い

る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
紳
士
教
育
を
受
け
た
紳
士
が
好
き
で
あ

り
、
紳
士
は
公
務
員
組
織
内
で
も
保
護
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
望
ん
だ
。

『
三
人
の
書
記
』
は
華
麗
な
諷
刺
で
も
っ
て
、
若
い
紳
士
た
ち
が
、
ジ
ョ
ブ
ル
ズ
先
生
が

彼
ら
の
た
め
に
仕
か
け
た
わ
な
を
う
ま
く
逃
れ
よ
う
と
す
る
そ
の
難
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。

あ
る
男
は
目
の
前
に
一
連
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
彼
は
問
題
を
一
っ
―
つ
悲
し
げ

に
見
て
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
専
門
の
知
識
と
関
連
す
る
も
の
が
な
い
か
と
捜
し
て
み

る
。
た
い
て
い
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
関
連
づ
け
は
で
き
な
い
こ
と
に
彼
は
気
づ

く。

ど

う
や
ら
、
こ
う
い
う
と
き
の
ジ
ョ
ブ
ル
ズ
は
、
彼
の
心
の
空
隙
を
正
確
に
知
っ
て
お
り
、

そ
う
い
う
問
題
ば
か
り
を
出
し
た

よ
う
だ
。
お

そ
ら
く
彼
は
風
や
潮
に
つ
い
て
の
知
識
を

詰
め
込
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
す
る
と
、
た
と
え
月
が
こ
の
世
か
ら
な
く
な
っ
た
と

し
て
も
、
こ
う

い
う
天
侯
に
つ
い
て
の
問
題
は
も
は
や
出
題
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
不
幸
に
し
て
、
彼
が
植
物
学
に
つ
い
て
不
確
し
か
な
知
識
し
か
持
っ
て
い
な
い
と
す

（
七
二
）

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
キ
ュ
ー
・
ガ
ー
デ
ン

(
K
e
w
G
a
r
d
e
n
s
)

の
長
、
ジ
ョ
セ
フ
・
パ

ッ
ク
ス
ト
ン

卿
が
出
題
し
た
よ
う
に
彼
に
は
思
え
る
問
題
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
、
そ
の
蒼
白
な
顔
、
困
惑
の

表
情
の
前
に
つ
き
つ
け
ら
れ
る
の

（
七
三
）

は
、
誰
か
植
物
学
専
攻
の

志
願
者
の
、
ま
る
で
何
百
枚
も
の
フ
ォ
リ
オ
版
の
紙
で
も
自
分

の
示
し
得
る
知
識
を
す
ぺ
て
書
き
尽
く
す
に
は
不
足
だ
と
で
も
言
い
た
げ
な
、
素
速
く
走

り
書
き
し
た
答
案
な

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
非
常
に
陰
惨
な
試
験
の
描
写
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
紳
士
に
な
ろ
う
と
決
心
し
た
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
敏
感
な
観
察
者
の
、
競
争
試
験
の
も
つ
道
徳
的
な
環
境
に
対
す
る
反
応

ぶ
り
や
、

蒼
白
な
顔
と
な
ぐ
り
書
き
を
続
け
る
ペ
ン
と
い
う
陰
惨
な
光
景
、
ま
た
、
公
務
員

機
構
の
中
へ
喰
い
込
ん
だ
大
学
の
学
監
、
例
え
ば
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ハ
ー
ド
リ
ネ
ス
卿

(
S
i
r

G
r
e
g
o
r
y
 H
a
r
d
l
i
n
e
s
)

の
よ
う
な
行
政
に
た
ず
さ
わ
る
衡
学
者
の
陳
腐
な
え
せ
学
者
ぶ

り
を
示
し
て
い
る
。
゜
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
も
ト
ロ
ロ
ー
プ
が
持
っ
て
い
る
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
偏

見
を
持
っ
て
い
た
し
、
ま
た
、
ジ
ョ
ン

・
ラ
ッ
セ
ル
卿
も
、
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ン
の
雄
弁
を
以

て
し
て
も
、
公
務
員
機
構
の
改
善
が
必
要
だ
と
の
信
念
を
持
つ
に
到
ら
な
か
っ
た
。
重
要
な

こ
と
は
、
効
率
的
な
行
政
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
関
心
を
抱
く
ビ
ー
ル
党
員
が
、
一
族
郎
党

と
い
う
感
覚
の
ホ
イ
ッ
グ
党
よ
り
以
上
に
、
公
務
員
機
構
の
改
善
の
最
大
の
支
持
者
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

ト
ロ
ロ
ー
。フ
の
不
安
の
、
そ
し
て
ま
た
、
公
務
員
機
構
の
問
題
に
ご
く
軽
く
触
れ
た
と
き

の
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
不
安
の
背
後
に
は
、
お
そ
ら
く
、

。フ

ロ
シ
ア
の
や
り
方
に
な
ら
っ
て
新
規

に
採
用
さ
れ
、
ま
た
、
組
織
さ
れ
た
官
僚
主
義
へ
の
不
信
が
あ
っ
た
。
「
官
僚
主
義
へ
の
傾

き
」
に
は
抵
抗
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
専
門
家
を
激
し
く
嫌
い
、
「
専
門
家
」

の

「
職
業
上
の
カ
ー
ス
ト
制
」
が
公
務
員
組
織
外
へ
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た

の
で
、
官
僚
主
義
は
質
の
点
で
並
み
の
政
府
に
劣
り
、

量
の
点
で
は
並
み
の
政
府
を
し
の
ぐ

傾
向
が
あ
る
と
す
る
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
意
見
に
同
調
し
た
。
官
僚
と
な
る
べ
き
訓
練
を
受
け
る

よ
う
に
選
ば
れ
た
人
間
は
日
常
の
仕
事
を
手
段
で
は
な
く
、
目
的
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な

る
ー
「
自
分
た
ち
が
そ
の
一
部
を
構
成
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
誇
り
の
種
と
し
て
い
る
そ
の

精
巧
な
機
構
が
、
物
事
を
押
し
進
め
る
だ
け
の
、
ま
た
、
取
り
換
え
の
き
く
道
具
と
し
て
で

は
な
く
、
華
々
し
い
、
完
成
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
」
よ
う
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る。
公
務
員
機
構
へ
問
題
を
た
ど
っ
て
行
く
と
、
確
か
に
、
政
治
の
中
心
問
題
へ
行
き
つ
い
て

し
ま
う

。
「
政
治
は
時
と
場
所
次
第
ー
—
い
ろ
ん

な
制
度
、
習
慣
が
物
事
を
試
練
に
か
け

て
、
そ
れ
を
流
動
す
る
世
界
の
そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
条
件
に
合
う
よ
う
に
変
え
る
」
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

一
八
六

0
年
代
に
は
行
政
を
統
一
し
、
中
央
に
集
中
し
よ
う
と
い
う
傾

向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
、
ベ
ン
サ
ム
主
義
の
信
奉
者
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク

(C
h
a
d
w
i
c
k
)

や
、
随
筆
家
マ
シ
ュ
ー

・
ア
ー
ノ
ル
ド
に
追
随
し
て
、
強
力
な
公
務
員
機

（
七
五
）

構
が
英
国
の
運
命
を
操
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
。

w
.R
・
グ
レ

ッ
ク

(
G
r
e
g
)

は
一
八
五
五
年
に
「
英
国
人
は
一
人
残
ら
ず
自
国
を
誇
り
に
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
政
府
を
誇
り
に
し
て
い
る
も
の
は
一
人
も
い
な
い
。
」
と
書
い
て
い
る
。
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す
る
に
、
改
革
者
た
ち
は
公
務
員
機
構
を
中
産
階
級
の
者
に
解
放
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
く
ら
い
な
ら
む
し
ろ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
や
大
学
出
の
新
し
い
教
育
を

（七
0
)

受
け
た
エ
リ
ー
ト
に
解
放
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル

(
W
h
i
t
e
h
a
l
l
)

を

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
明
け
渡
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
な
ら
別

問
題
で
あ
っ
た
。
不
正
な
採
用
方
法
は
や
め
、
教
育
を
そ
の
試
金
石
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
階
層
は
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ト
リ
ヴ
ィ
ル

ヤ
ン
は
ド
レ
イ
ン
に
、

「
我
々
の
方
は
、
そ
れ
に
反
対
す
べ
く
狩
り
集
め
ら
れ
る
見
込
み
の

大
衆
と
比
較
す
る
と
、
圧
倒
的
に
少
数
で
あ
る
。
だ
か
ら
我
々
と
し
て
は
、
我
々
の
真
の
カ

で
あ
る
立
派
な
徳
性
や
知
性
を
最
高
度
に
開
発
し
て
、
試
練
に
耐
え
る
準
備
を
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
わ
が
方
の
若
さ
に
あ
ふ
れ
る
者
を
公
務
の
手
助
け
に
赴
か
せ
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て

い
る
。
」
と
書
い
て
寄
こ
し
て
い
る
。

そ
の
や
り
方
、
つ
ま
り
、
競
争
試
験
に
は
知
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
道
徳
的
な
側
面

も
あ
っ
た
。
そ
の
方
法
は
、
ひ
い
き
と
い
う
や
り
方
が
、
上
流
の
貴
族
階
級
に
「
摘
子
で
あ

れ
、
庶
子
で
あ
れ
、
そ
の
子
供
」
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
た
と
え
箸
に
も
棒
に
も
か
か
ら
ぬ

よ
う
な
者
に
で
さ
え
、
一
種
の
養
育
院
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
れ

ば
、
は
る
か
に
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
方
法
は
も
っ
と
も
有
能
な
若
者
た
ち

に
、
賭
け
ら
れ
た
賞
を
手
に
入
れ
ん
も
の
と
、
競
争
す
る
気
を
起
こ
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
ジ

ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・

ミ
ル
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
大
き
な
、
有
益
な
道
徳
改
革
」
の

役
を
果
す
で
あ
ろ
う
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。

試
験
制
度
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
明
ら
か
に
困
難
な
問
題
が
あ
っ
た
。
批
判
的
な
者
の

中
に
は
、
有
能
、
か
つ
、
公
平
無
私
な
試
験
官
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
か
ろ
う
と
不
平
を
洩

ら
す
者
も
居
た
。
ミ
ル
は
、
も
し
公
平
無
私
な
試
験
官
が
大
学
の
た
め
に
は
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
「
見
つ
け
出
そ
う
と
い
う
誠
実
な
気
持
が
あ
る
限
り
」
、
そ
う
い
う
試
験
官
が
公
務

員
機
構
の
た
め
に
も
見
出
せ
な
い
わ
け
は
な
い
と
、
独
断
的
な
返
答
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
た
と
え
、
そ
の
通
り
だ
と
し
て
も
、
マ
コ
ー
レ
イ
の
、
試
験
官
に
あ
ま
り
に
多
く
の
こ

と
を
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
、

「
一
切
合
さ
い
」
が

「片
手
間
仕
事
」
、
言
い
換
え
れ
ば
、

新
し
い
型
の
、
ま
た
、
昔
以
上
に
無
気
味
な
型
の
ひ
い
き
が
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
は
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
五
五
年
に
政
府
は
委
員
会
の
命
令
に
よ
っ
て
、
競
争
試
験
を
暫
定
的
に
採
用
し
た
。

あ
ら
か
じ
め
選
別
さ
れ
た
志
願
者
に
限
定
さ
れ
た
競
争
方
法
が
と
ら
れ
、
志
願
者
全
員
へ
公

開
競
争
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
合
格
者
決
定
の
最
終
的
責
任
は
各
部
局

の
長
が
握
っ
て
い
た
。
公
務
員
機
構
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
委
員
会
は
各
部
局
の
長
と

採
用
条
件
に
つ
い
て
協
議
し
、
ま
た
、
試
験
課
目
を
決
定
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
公
務

員
機
構
が
は
る
か
に
複
雑
化
し
、
ま
た
、
は
る
か
に
多
く
の
こ
と
が
公
務
員
に
要
求
さ
れ
だ

し
た
一
八
七

0
年
に
な
っ
て
や
っ

と
、
試
験
で
選
別
す
る
と
い
う
原
則
が
さ
ら
に
徹
底
さ

れ
、
こ
う
し
て
や
っ
と
論
理
的
に
行
き
つ
く
べ
き
と
こ
ろ
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
公
務
員
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
の
勤
め
る
部
局
の
長

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ヒ

ル
卿

(
S
i
r

R
o
w
l
a
n
d
 H
i
l
l
)

と
同
じ
く
ー
|
こ
の
こ
と
は
彼
ら
の
意
見
が
一
致
し
た
数

少
な
い
論
点
の
―
つ
で
あ
る
が
ー
|
'
ト
ロ
ロ
ー
。フ
も
競
争
試
験
を
好
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
マ

コ
ー
レ
イ
と
同
様
に
、
試
験
が
汚
職
の
危
険
を
減
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
増
す
の

で
は
な
い

か
と
考
え
さ
え
し
た
。
彼
は
大
学
の
学
監
た
ち
が

「英
国
の
成
年
男
子
の
社
会
を
上
流
階
級

と
下
級
階
級
に
分
け
る
こ
と
」
に
大
変
懐
疑
的
で
あ
っ
て
、
彼
の
師
で
あ
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
学
監
ジ
ョ
ブ
ル
ズ

(
J
o
b
b
l
e
s
)

先
生
を
大
い
に
軽
蔑
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ブ
ル
ズ
先
生
は
、

し
か
る
べ
き
助
力
を
得
れ
ば
五
時
間
で
五
千
の
口
頭
試
問
を
処
理
す
る
や
り
方
を
知
っ
て
い

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
も
っ
と
も
厳
密
な
意
味
で
潔
癖
主
義
を
貫
く
行
政
」
と
い
う
考
え

自
体
が
ボ
ー
ル
ハ
ー
ス
ト
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
で
も
非
現
実
的
だ

（七
一
）

と
思
わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
最
高
の
公
務
員
の
一
人
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
卿

(
S
i
r
 
J
a
m
e
s
 S
t
e
p
h
e
n
)

が
述

べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
理
想
で
あ
っ
た
。
彼

は
、
「
そ
う
い
う
行
政
が
通
常
の
大
き
な
企
業
や
自
治
体
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
時

代
、
国
、
職
業
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
成
功
と
い
う
名
声
は
常
に
、
勢
力
や
縁
故
や
ひ
き
が

あ
っ
た
り
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る

幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
た
者
に
多
く
与
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
：
．．．
．
 
我
々
が
住
ん
で
い
る
世
界
は
、
私
が
思
う
に
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
道
徳
体
系
の

半
分
を
も
受
け
い
れ
る
ほ
ど
徳
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

『
我
々
の
生
き
方
』
の
読
者
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
十
九
世
紀
中
期
の
や
り
方
に
対
す
る

こ
う
い
う
評
価
に
同
調
を
示
し
た
。
「
潔
癖
さ
」
を
求
め
る
戦
い
、
単
に
道
徳
律
は
存
在
す

る
は
ず
だ
と
い
う
信
念
で
は
な
く
、
そ
れ
を
制
度
上
に
は
っ
き
り
確
立
し
よ
う
と
い
う
戦
い

が
あ
っ
た
。
結
果
は
明
白
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
み
ん
な
が
廉
潔
で
あ
る
こ
と
が
、
ち
ょ
う

ど
ス
マ
イ
ル
ズ
の
熱
心
に
働
く
と
い
う
約
束
が
産
業
界
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
公
務
員
の
仕
事
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ

た
。
彼
が
製
造
業
者
や
職
人
に

自
主
独
立
と
い
う
徳
目
を
説
い
て
い
る
間
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
や
大
学
は
改
革
後
の

公
務
員
の
仕
事
の
た
め
の
新
し
い
制
度
上
の
道
徳
律
の
甚
礎
固
め
を
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か

お
き
て

し
、
新
制
度
上
の
道
徳
律
は
、
「
紳
士
」
の
古
い
掟
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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ト
ロ
ロ
ー
。
フ
が
バ
ジ
ョ
ッ
ト
以
上
に
徹
底
的
に
論
じ
た
第
二
の
問
題
は
公
務
員
機
構
の
改

革
の
問
題
で
あ
っ
た
。
公
務
員
機
構
が
改
善
さ
れ
な
い
背
景
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ

に
よ
っ
て
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
終
っ
て
ほ
ど
な
い
一
八
五
七
年
に
出
版
さ
れ
た

『
リ
ト
ル
・

（
六
六
）

ド
リ
ッ
ト
』
(
L
i
t
i
l
e
D
o
r
r
i
t
)

の
中
で
体
系
的
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。
『
リ
ト
ル
・
ド
リ
ッ

ト
』
の
初
め
の
題
は
『
誰
の
罪
に
も
あ
ら
ず
』
(N
o
b
o
d
y
'
s
F
a
u
l
t
)

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
描

く
と
こ
ろ
は
バ
ー
ナ
ク
ル

(
B
a
r
n
a
c
l
e
)

家
の
人
々
で
あ
り
、
ま
た
、
繁
文
縛
礼
省
で

あ
っ
て
、
過
失
が
個
人
の
罪
で
は
な
く
、
制
度
の
罪
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

四

ら
で
あ
る
。

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
の
小
説
は
実
証
的
な
例
を
用
い
て
、
バ
ジ
ョ
ッ

ト
の
、

立
法
府
に
責
任
を
負

い
の
ち

う
べ
き
権
力
と
い
う
論
に
命
を
与
え
て
い
る
。
彼
の
小
説
は
、
政
党
の
持
つ
微
妙
な
問
題
や

連
立
の
危
険
に
つ
い
て
、
ま
た
、
「
多
数
票
が
誰
に
も
わ
か
ら
ぬ
や
り
方
で
集
め
ら
れ
、
ま

た
、
誰
に
も
わ
か
ら
ぬ
理
由
で
投
じ
ら
れ
る
」
時
代
に
あ
っ
て
、
多
数
を
維
持
す
る
こ
と
が

ど
う
い
う
こ
と
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、
解
散
と
い
う
因
製
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

し
か

し
、
彼
の
小
説
は
ま
た
、
ト
ロ
ロ
ー
プ
が
バ
ジ
ョ
ッ
ト
以
上
に
感
受
性
を
働
か
せ
て
探
究
し

（
六
五
）

得
た
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ト
ロ
ロ
ー
プ
が
隅
か
ら
隅
ま
で
熟
読
し
た
ベ
ー
コ
ン

の
『
随
筆
集
』

(
E
s
s
a
y
s
)

に
述
べ
ら
れ
た
問
題
の
十
九
世
紀
版
で
あ
る
。

性
格
と
環
境
と

が
そ
の
両
者
の
微
妙
な
相
互
関
係
で
探
究
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ニ
ア
ス
・
フ
ィ
ン
や
パ
リ
ッ

サ
ー

(
P
a
l
l
i
s
e
r
)

や
モ
ン
ク

(
M
o
n
k
)

等
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
倫
理
水
準
を
純
粋
な

戦
業
政
治
家
の
倫
理
水
準
以
上
の
も
の
に
し
て
お
こ
う
と
試
み
る
こ
と
は
そ
れ
相
応
に
評
価

さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
政
治
一
般
の
も
つ
欠
点
も
ま
た
、
う
や
む
や
に
さ
れ
て
は
い
な

い。

ト
ロ
ロ
ー
プ
に
と
っ
て
悲
劇
中
の
悲
劇
と
は
、
人
が
た
だ
単
に
、
言
わ
ば
、
都
市
と
い

う
会
社
の
社
長
と
し
て
自
分
の
利
益
を
守
ら
ん
が
た
め
に
議
会
に
席
を
占
め
た
い
と
望
む
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
ひ
ど
い
政
治
的
堕
落
で
あ
り
、
ま
た
、
選
挙
と
い
う
見
苦

し
い
争
い
が
落
着
し
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
に
、
公
的
生
活
こ
そ
が
す
べ
て
で
あ
る

は
ず
な
の
に
事
実
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
議
会
は
こ
ん
な
あ
り
さ

ま
で
良
い
は
ず
は
な
く
、
た
だ
ち
に
新
し
い
議
員
た
ち
は
議
会
の
現
状
に
気
づ
く
。
メ
ル
モ

ッ
ト
の
堕
落
振
り
は
彼
が
下
院
で
演
説
を
行
な
い
、
自
ら
の
馬
鹿
さ
加
減
を
示
し
た
そ
の
と

き
に
頂
点
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

同
書
は
広
範
囲
に
及
ぶ
改
革
の
必
要
を
訴
え
て
い
る
。
改
革
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
縁
故

に
よ
る
採
用
を
や
め
て
競
争
選
抜
試
験
を
導
入
し
、
行
政
に
新
し
い
血
を
導
き
入
れ
、
ま

た
、
行
政
を
紳
士
階
級
の
志
願
者
の
み
な
ら
ず
、
中
産
階
級
の
志
願
者
に
も
解
放
さ
れ
た
職

種
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
と
き
に
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
支
持
す
る
行
政
改
革
協
会
等
の

団
体
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
数
年
前
に
、
急
進
派
が
経
費
節
減

を
主
張
し
た
た
め
、
政
府
は
各
部
局
を
調
査
す
る
委
員
会
を
任
命
し
て
作
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
い
た
。

一
八
五
三
年
ま
で
に
十
一
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。
同
年
、
グ
ラ
ッ
ド
ス

（
六
八
）

ト
ン
の

委
託
を
受
け
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ト
リ
ヴ
ィ
ル
ヤ
ン
卿

(
S
ir

C
h
a
r
l
e
s
 
T
r
e
v
e
l
 ,
 

（
六
九
）

y
a
n
)
、
及
び
、
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
・
ノ
ー
ス
コ
ー
ト
卿

(
S
i
r
S
t
a
f
f
o
r
d
 
N
o
r
t
h
c
o
t
e
)

の

全
体
報
告
書
が
そ
れ
ら
の
報
告
書
の
補
足
と
し
て
出
さ
れ
た
。
こ
の
全
体
報
告
書
は
「
公
務

の
蓄
積
量
が
膨
大
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
」
英
国
に
は
恒

久
的
な
公
務
員
機
構
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
あ
と
で
、
既
存
の
各
部
局

の
職
務
分
担
の
方
法
を
攻
撃
し
、
ま
た
、
事
務
処
理
が
常
軌
を
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
点
を

攻
撃
し
た
。
ま
た
、
同
報
告
書
は
定
期
的
に
検
査
を
行
う
た
め
に
、
枢
密
顧
問
官
を
長
に
、

い
ず
れ
の
部
局
に
も
属
さ
ぬ
人
間
か
ら
成
る
中
央
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
勧
告
し
、
業

務
面
で
は
「
知
的
な
」
仕
事
と
、
「
機
械
的
な
」
事
務
と
を
厳
し
く
区
別
し
た
。

報
告
書
の
狙
い
は
も
っ
と
能
率
的
な
公
務
員
機
構
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
が
、

そ
の
中
の
、
こ
の
最
後
の
区
別
は
は
な
は
だ
非
民
主
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
区

別
を
厳
格
に
守
る
よ
う
に
主
張
し
た
の
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ギ
リ
シ
ャ
語
教
授

で
、
の
ち
に
ベ
イ
リ
オ
ル

(
B
a
l
l
i
o
l
)

学
寮
の
学
監
と
な
っ
た
ジ
ャ
ウ
イ
ッ
ト
博
士

(Dr・

J
o
w
e
t
t
)
や
、
そ
の
こ
ろ
、
い
ろ
ん
な
学
校
や
大
学
で
新
し
い
選
抜
方
法
を
実
験
し
て
い
た

多
く
の
。
ハ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
校
長
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
意
図
は
上
流
階
級
出
身
者

と
、
行
政
能
力
を
保
持
す
る
者
の
間
の
き
づ
な
を
強
固
に
し
、
ま
た
、
そ
の
き
づ
な
の
数
を

増
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト
リ
ヴ
ィ
ル
ヤ
ン
は
、
「
私
は
、
そ

の
方
法
は
明
ら
か
に
貴
族
主
義

的
な
傾
向
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
公
務
を
行
う
う
え
で
、
真
の
意

味
の
立
派
な
人
を
確
保
で
き
れ
ば
、
良
い
意
味
で
の
貴
族
主
義
的
な
も
の
と
な
ろ
う
。
現
在

は
さ
ま
ざ
ま
な
者
が
上
に
立
っ
て
い
る
が
、
政
治
的
、
ま
た
は
個
人
的
な
ひ
い
き
の
お
か
げ

で
そ
の
地
位
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
も
と
は
社
会
の
下
層
階
級
の
出
で
あ
る
。
…
…
怠
惰
で

い
え
じ
ゅ
う

役
に
立
た
ぬ
者
、
家
中
の
馬
鹿
者
、
肺
病
を
わ
ず
ら
っ
て
い
る
者
、
欝
病
患
者
、
気
狂
い
の

し
ゅ

気
の
あ
る
者
、
こ
の
種
の
若
者
が
公
務
に
『
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
』
」
と
書
い
て
い
る
。
要
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あ
っ
た
と
示
唆
す
る
も
の
も
い
る
。
無
記
名
投
票
を
初
め
て
採
用
し
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

ー
で
の
選
挙
の
描
写
の
中
で
、
ト
ロ
ロ
ー
プ
は
選
挙
民
の
選
び
方
が
、
昔
の
選
挙
区
の
場
合

よ
り
複
雑
化
し
、
ま
た
、
人
目
に
さ
ら
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
が

い
く
ら
か
で
も
理
に
か
な
う
も
の
に
な
っ
た
と
は
認
め
て
い
な
い
。

議
員
に
な
り
た
い
と
切
望
し
て
い
た
メ
ル
モ
ッ
ト
自
身
に
し
て
も
、
自
分
が
保
守
党
員
と

し
て
議
会
に
入
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
自
由
党
員
と
し
て
入
る
べ
き
か
の
決
定
は
難
し
い

こ
と
に
気
付
く
。
金
銭
的
な
利
害
関
係
か
ら
、
彼
は
保
守
党
員
に
な
る
。
彼
の
属
す
る
委
員

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
「
言
う
ま
で
も
な
く
」
貴
族
や
銀
行
家
や
宿
屋
の
主
人
た
ち
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ

「無
記
名
投
票
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
同
党
の
有
名
な
階
級
的
偏
見
を
さ
ら

り
と
捨
て
去
っ
た
」
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
記
名
投
票
は
政
治
的
均
衡
に

未
知
の
要
素
を
導
き
入
れ
た
。

一
八
七
二
年
以
前
は
投
票
場
で
公
開
投
票
が
な
さ
れ
て
い

た
。
今
や
選
挙
用
紙
に
こ
っ
そ
り
名
を
書
き
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
「
こ
れ
ま
で
は
選
挙
の

行
方
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
、
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
き
た
人
、
ま
た
、
成
算
の
あ
る
な
し

を
考
え
、
明
白
な
敵
は
攻
撃
し
、
敵
ら
し
き
者
に
は
そ
の
重
み
を
測
っ
て
き
た
人
々
が
、
今

や
ま
っ
た
＜
五
里
霧
中
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
」
し
か
し
、

方
法
は
新
し
く
な
っ
た
け
れ

ど
、
新
た
に
出
て
き
た
論
点
に
つ
い
て
の
見
る
べ
き
論
戦
は
な
か
っ
た
。
メ
ル
モ
ッ
ト
は
、

「彼
が
行
動
の
規
範
と
す
る
つ
も
り
の
政
治
上
の
大
原
則
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し
て
も
言
う

べ
き
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
彼
は
敵
が
自
分
に
し
か
け
た
個
人
攻

撃
に
対
す
る
反
論
ば
か
り
し
か
し
ゃ
べ
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ
う
す
る
と
き
で
も
彼

は
発
展
性
の
あ
る
言
辞
を
用
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
く
り
返
し
の
方
が
多
く
な
っ
た
。」
彼

の
政
敵
ア
ル
フ
氏

(
M
r
.
A
l
f
)

は
新
聞
記
者
で
あ
り
、
共
同
編
集
者
で
あ
り
、
ま
た
、
共

同
出
資
者
で
あ
っ
て
、
選
挙
費
用
の
一
万
ポ
ン
ド
を
出
し
、
ま
た
、
文
書
に
よ
る
敵
へ
の
誹

謗
に
い
る
か
も
知
れ
ぬ
一
万
ポ
ン
ド
も
喜
ん
で
出
そ
う
と
す
る
。
彼
も
ま
た
論
争
点
は
置
き

去
り
に
し
て
、
メ
ル

モ
ッ
ト
が
完
全
に
金
の
亡
者
で
、
ま
た
、
金
で
有
名
に
な
っ
た
こ
と
を

中
心
に
し
て
、
新
聞
の
全
面
的
援
助
を
借
り
て
戦
う
用
意
を
整
え
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が

新
聞
に
資
料
を
の
せ
れ
ば
の
せ
る
ほ
ど
、
人
々
の
意
見
は
メ
ル
モ
ッ
ト
の
方
へ
傾
い
て
い

労
働
者
階
級
は
彼
に
好
意
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
―
つ
に
は
、
彼

ら
が
金
を
大
蜃

に
使
う
者
に
好
意
を
も

っ
て

い
た
こ
と
、
ま
た
―

つ
に
は
、
彼
が
不
当
な

扱
い
を
受
け
て
い
る
と
彼
ら
が
信
じ
て
い
た
た
め
、
ま
た
―
つ
に
は
、
疑
い
も
な
く
、
あ

る
犯
罪
が
上
流
階
級
に
被
害
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
る
と
き
に
、
そ

の
犯
罪
に
対
し
て
人
々

の
感
じ
る
あ
の
奇
妙
な
共
感
に
由
来
し
て
い
た
。
多
く
の
人
々
は
、
物
事
を
平
等
に
す
る

た
め
に
は
あ
る
程
度
の
不
公
平
を
上
の
も
の
に

課
す
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
言
っ

て
良
か
ろ
う
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
は
、
富`
者
を
圧
迫
し
、

権
力
者
を
そ

の
地
位
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
す
よ
う
な
傾
向
を
も

っ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
罪
人
は
無

実
を
宣
告
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
、
と

の
論
に
も
納
得
す
る
で
あ
る
う
。

メ
ル
モ
ッ
ト
が
約

一
千
票
の
差
で
最
終
的
に
選
ば
れ
た
の
は
理
性
の
勝
利
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
、
偏
見
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
勝
利
は
確
保
さ
れ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
途

方
も
な
い
配
当
金
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

国
会
議
員
に
な
る
こ
と
は

大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど

の
大
事
が
と
も
か
く

も
、
一
シ
リ
ン
グ
も
な
く
、
友
人
も
一
人
も
い
ず
、
ま
た
、
教
育
も
ほ
と
ん
ど
な
し
に
世

に
出
た
男
に
よ

っ
て

な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
金
を
大
変
愛
し
、
ま
た
、
金
を
使
う
こ
と
も

大
層
好
き
で
あ
り
、
そ
し
て
事
実
、
大
金
を
た
め
、
ま
た
、

大
金
を
使

っ
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
彼
の
人
生
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
勝
利
は
な
か
っ
た
。
父
も
母
も
な
く
、
溝
の
中

に
生
み
落
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
何
―
つ
良
い
こ
と
の
な
か

っ
た
男
が
、
今
や
大
英
帝
国
の
国

会
議
員
、
そ

れ
も
帝
国
第

一
の
都
会
の
一

っ
か
ら
選
出
さ
れ
た

談
員
と
な

っ
た
の
で
あ

る
。
無
学
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
彼
に
は
そ

の
こ
と
の

重
大
な
意
義
は
わ
か

っ
た
。
…
…

も
し
彼
が
終
身
懲
役
刑
に
で
も
な
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
会
議
員
様
に
対
し
て
何

た
る
振
舞
い
を
／
と

い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

メ
ル

モ
ッ
ト
が
当
選
し
た
た
め
に
、
ト
ロ
ロ

ー
プ
は
、栄
光
へ
到
る
道
は
偏
見
と
誤
解
の
ま

っ
暗
な
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
確
信
を
こ
の
上
な
く
辛
ら
つ
な
諷
刺
で
表
現
す

る
こ
と
に
な
る
。
『
我
々
の
生
き
方
』
は
、
彼
の
他
の
政
治
小
説
と
同
様
に
、
自
分
の
経
験

の
反
映
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
、
そ
の
作
品
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
政
治
体
制
理
論
の
反
映
で
も
あ

っ
た
。

『
英
国
の
政
治
体
制
』
は
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
が
一
連
の
政
治
小
説
を
書
き
始
め
た
頃
に
出

版
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
著
作
は
早
い
段
階
で
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
の
目
に
と
ま
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
著
作
が
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た
の
は
一
八
六
五
年
か
ら
一

八
六
七
年
の
『
フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
リ
ー
』
(
F
o
r
t
1ど
i
ghtly)

誌
の
連
載
論
文
と
し
て
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
雑
誌
は
ト

ロ
ロ
ー
プ
が
一
八
六
五
年
に
創
刊
を
手
助
け
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
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ボ
ー
ル
ハ
ー
ス
ト
に
お
け
る
選
挙
の
描
写
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
、
彼
が
外
か
ら
の
鋭
い
観

察
に
自
ら
の
選
挙
経
験
を
加
え
た
と
き
に
と
る
は
ず
の
行
為
を
前
も
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
八
七

0
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
『
相
続
人
レ
イ
フ
』

(
R
d
l
p
h
i
l
t
e
H
e
i
r
)

の
中
で
、
彼
は
ベ
バ
リ
ー
に
復
響
を
遂
げ
た
。
『
相
続
人
レ
イ
フ
』

は
英
国
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
最
高
の
選
挙
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
提
供
し
て
お
り
、
デ
ィ
ケ
ン

（
六
四
）

ズ
の

『
イ
ー
タ
ン
ス
ウ
ィ
ル
』

(
E
d
i
g
s
~
o
i
l
l
)

の
描
写
以
上
に
説
得
力
が
あ
る
。
『
相
続
人

レ
イ
フ
』
に
は
、
こ
れ
ま
で
堕
落
し
た
選
挙
民
の
前
に
姿
を
見
せ
た
う
ち
で
、
も
っ
と
も
人

々
の
共
感
を
呼
ぶ
立
候
補
者
の
一
人
、
ト
マ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
卿
（
S
i
r
T
h
o
m
a
s
 

U
n
d
e
r
w
o
o
d
)

が
登
場
す
る
。

ト
マ
ス
卿
は
以
前
国
会
議
員
で
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
役
職
に
つ
い
て
い
た
。
彼
は
困
難

が
予
想
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
う
一
度
昔
の
地
位
に
返
り
咲
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
「
お
そ
ら
く
私
は
骨
折
り
損
の
く
た
び
れ
も
う
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の

た
め
に
、
私
は
使
う
べ
き
で
な
い
い
く
ば
く
か
の
金
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し

万
一
当
選
し
て
も
、
私
が
何
か
立
派
な
こ
と
を
な
せ
る
か
、
ま
た
、
当
選
し
た
こ
と
が
私
の

た
め
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い

。」

し
か
し
、
彼
は
病
気
や
暴
力
や
、
最
後
に
は
異
議
を
申

し
立
て
ら
れ
て
当
選
無
効
に
な
る
の
に
も
め
げ
ず
、
が
ん
ば
り
抜
く
。
物
語
の
終
り
は
、
ベ

バ
リ
ー
が
そ
う
な
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
自
治
都
市
の
特
権
剥
奪
で
あ
る
。

選
挙
戦
の
描
写
は
圧
倒
的
で
あ
る
。

パ
ー
シ
イ
ク
ロ
ス

(
P
e
r
c
y
c
r
o
s
s
)

の
選
挙
民
は

幸
運
に
も
一
八
三

二
年
の
第
一
次
選
挙
法
改
正
案
を
も
生
き
の
び
て
い
た
。
同
地
区
の
ト
ー

リ
ー
党
の
選
挙
参
謀
と
し
て
、
ち
ょ
う
ど
開
拓
者
が
石
油
を
扱
う
よ
う
に
い
と
も
簡
単
に
票

を
扱
う
達
人
の
選
挙
屋
ト
リ
ガ
ー

(
T
r
i
g
g
e
r
)

が
い
る
。
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
は
ト
リ
ガ
ー

を
嫌
う
よ
う
に
な
る
が
、
し
か
し
、
彼
を
頼
り
に
し
て
、
同
地
方
の
か
ら
し
製
造
業
者
や
紙

製
造
業
者
や
、

二
人
の
靴
問
屋
に
代
表
さ
れ
る
商
売
上
の
つ
な
が
り
と
接
触
を
保
ち
続
け
る

以
外
に
は
手
が
な
い
。
ト
マ
ス
卿
が
自
分
は
明
る
い
選
挙
に
味
方
す
る
と
言
明
し
た
と
き
、

彼
の
も
っ
と
も
有
力
な
支
持
者
の
一
人
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
寝
込
む
。

パ
ー
シ
イ
ク
ロ
ス
で
明
る
い
選
挙
を
／
．
と
い

う
考
え
が
彼
の
気
分
を
大
い
に
悪
く
し

た
。
そ
れ
こ
そ
彼
が

心
の
底
か
ら
憎
ん
で
い
た
考
え
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
彼
に
言
わ
せ

れ

ば
、
あ
る
人
が
通
常
の
料
金
も
支
払
わ
ず
に
あ
る
都
市
の
代
表
の
座

に
登
る
と
い
う
考
え

は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
卑
劣
で
、
下
品
な
も
の
で
あ
っ
た

。

…
•

•
•
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
や
そ

の
他
同
様
の
不
愉
快
な
都
市
な
ら
ば
、
そ
れ
ま
た
大
い
に
結
構
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
候
補
者
が
。
ハ
ー
シ
イ
ク
ロ
ス
ヘ
や
っ
て
来
て
、
そ
こ
で
公
明
正
大
で
あ
る
こ
と
を
語

る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
唾
棄
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
支
持
者
た
ち
に
恵
ま
れ
て
、
ト
マ
ス
卿
は
オ
ン
タ
リ
オ
・
モ
ッ
グ
ス

(
O
n
t
a
r
i
o

M
o
g
g
s
)

と
い
う
男
に
、
奇
妙
で
は
あ
る
が
、
わ
か
ら
な
く
も
な
い
共
感
を
感
じ
始
め
る
。

モ
ッ
グ
ス
は
ホ
イ
ッ
グ
党
の
仲
間
た
ち
と
の
つ
き
合
い
を
い
っ
さ
い
断
っ
て
、
明
る
い
選
挙

と
働
く
権
利
と
い
う
、
一
歩
進
ん
だ
主
張
の
た
め
に
戦
う
き
わ
め
て
未
熟
で
は
あ
る
が
率
直

な
急
進
派
の
候
補
者
で
あ
る
。
モ
ッ
グ
ス
も
ま
た
、
す
ぐ
に
、
。
ハ
ー
シ
イ
ク
ロ
ス
に
は
「
明

る
い
選
挙
と
い
う
名
前
す
ら
憎
み
、

労
働
権
の
何
た
る
か
を
ま
っ
た
く
知
ら
ぬ
」
非
常
に
多

く
の
人
の
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

『相
続
人
レ
イ
フ
』
は
ベ
バ
リ
ー
の
暗
い
体
験
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ

る
意
味
で
は
ト

ロ
ロ
ー
プ
の
他
の
す
べ
て
の
小
説
は
、
彼
の
政
治
活
動
に
代
わ
る
も
の
、

「失
望
を
償
う
も
の
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
た
と
え
自
分
の
政
治
的
見
解
を
下
院
で
吹
聴
す

る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
小
説
の
中
で
は
そ
れ
が
で
き
た
。
し
か
し
、
彼
が
選
挙
を
文
学

上
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
ベ
バ
リ
ー
で
の
敗
北
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
ベ
バ

リ
ー
で
の
敗
北
は
彼
の
洞
察
力
を
生
き
生
き
と
さ
せ
、
彼
の
ペ
ン
を
勢
い
よ
く
駆
り
立
て
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
『
相
続
人
レ
イ
フ
』
に
お
け
る
選
挙
は

『
レ
イ
チ
ェ

ル
・
レ
イ
』
に
描
か
れ
た
選
挙
よ
り
も
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
、
ま
た
、
選
挙
の
質
も
落
ち

て
い
る
よ
う
に
、
一
八
七

0
年
に
書
か
れ
た

『
フ
ィ
ニ
ア
ス
・
レ
ダ
ッ
ク
ス
』
(
P
h
i
n
e
a
s

R
e
d
u
x
)

は
、
一
八
六
八
年
に

書
か
れ
た

『
フ
ィ
ニ
ア
ス
・
フ
ィ
ン
』
よ
り
も
そ
の
調
子
に

お
い
て
辛
ら
つ
で
あ
る
。

非
常
に
興
味
を
引
く
も
う
―
つ
の
選
挙
の
描
写
が
ト
ロ
ロ
ー
。フ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一

八
七
四
ー
五
年
に
書
か
れ
た
『
我
々
の
生
き
方
」
の
中
の
描
写
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
の
小
説

に
お
い
て
は
ト
ロ
ロ
ー
プ
は
古
い
英
国
の
た
ま
り
水
と
も
言
う
べ
き
小
選
挙
区
の
諸
問
題
を

論
じ
た
。
し
か
し
、
『
我
々
の
生
き
方
』
で
彼
が
描
い
て
い
る
選
挙
は
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
の

庶
民
的
な
選
挙
区
、
す
な
わ
ち
、
選
挙
法
改
正
案
が
通
過
し
な
い
う
ち
に
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
・
ミ
ル
を
再
び
当
選
さ
せ
た
選
挙
区
で
あ
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
の
選
挙
で
あ

る
。
歴
史
家
の
中
に
は
、
。
ハ
ー
シ
イ
ク
ロ
ス
や
ボ
ー
ル
ハ
ー
ス
ト
は
一
八
六
七
年
以
前
で
さ

え
も
代
表
的
な
選
挙
区
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
両
都
市
は
特
異
な
見
本
と
い
う
よ
刃

は
、
め
ん
め
ん
と
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
過
去
の
追
物
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
い
わ
ゆ
る

「庶
民
的
選
挙
区
」
と
い
う
も
の
は
、
非
常
に
他
の
選
挙
区
と
は
異
質
の
政
治
活
動
の
場
で
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で
あ
っ
た
。

一
八
六
九
年
の
夏
、
ベ
バ
リ
ー
の
状
態
を
徹
底
的
に
調
査
し
た
委
員
会
は
こ
の
伝
統
的
な

腐
敗
の
構
造
を
明
る
み
に
出
し
た
。
あ
る
証
人
は
一
八

0
七
年
の
選
挙
の
際
、
あ
る
候
補
者

に
投
票
し
た
千
十
人
の
選
挙
民
の
う
ち
、
金
を
も
ら
っ
て
な
か
っ
た
の
は
わ
ず
か
七
十
八
人

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
会
計
簿
を
提
出
す
る
こ
と
さ
え
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
や
、
そ
の
他

の
同
様
の
こ
と
が
明
る
み
に
出
、
一
八
七

0
年
に
そ
の
都
市
は
自
治
都
市
の
特
権
を
剥
奪
さ

れ
た
。
ト
ロ
ロ
ー
プ
の
友
人
の
言
う
こ
と
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ト
ロ
ロ
ー
プ
自
身
も
ベ
バ
リ
ー
で
の
十
四
日
間
の
選
挙
運
動
を
「
成
年
に
達
し
て
以
来
の

も
っ
と
も
み
じ
め
な
二
週
間
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
「
ま
ず
第
一
に
、
私
は
暴
虐
を

ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
暴
君
の
苛
酷
な
圧
政
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
私
に
議
会

で
の
席
を
確
保
し
て
や
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
や
ろ
う
、
な
い
し
は
や
っ
て

い
る
と
言
い
、
私
と
し
て
は
と
も
か
く
も
立
候
補
し
て
い
る
間
は
彼
ら
の
手
中
に
い
る
よ
り

他
な
か
っ
た
。
：

：
•
•
朝
か
ら
晩
ま
で
毎
日
毎
日
、
私
は
あ
の
面
白
く
も
な
い
町
の
小
道
や裏

道
を
ひ
っ
ぱ
り
回
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
有
権
者
に
働
き
か
け
、
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
ぬ
か
る
ん
だ

道
に
膝
ま
で
つ
か
り
、
陽
気
な
当
選
確
実
な
候
補
者
が
見
せ
る
よ
う
な
勝
利
の
喜
び
の
身
ご

な
し
な
ど
、
ま
っ
た
く
や
れ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
：
．．．． 
し
か
し
、
恐
ら
く
私
が
も
っ
と
も

不
愉
快
に
感
じ
た
の
は
、
私
の
政
治
的
考
え
な
ど
は
、
私
が
票
を
依
頼
し
て
い
る
人
々
に

と
っ
て
は
ま
っ
た
く
ど
う
で
も
良
い
こ
と
な
の
だ
と
い
う
確
信
を
抱
い
た
こ
と
で
あ
る
よ
う

だ
。
彼
ら
は
私
の
信
条
な
ど
意
に
介
さ
ず
、
ま
た
私
は
、
自
分
に
は
い
さ
さ
か
な
り
と
信
条

が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
さ
え
分
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
を
も
っ
と
も
激
し
く
支
持
す
る
者
た
ち
が
非
常
に
強
い
共
感
を
覚
え
た
二
つ

の
問
題
、
つ
ま
り
、
無
記
名
投
票
と
飲
酒
解
禁
法
に
つ
い
て
、
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
支
持
者
た
ち

わ
い
ろ

と
激
し
く
対
立
し
た
。
し
か
し
、

所
詮
、

選
挙
を
決
定
す
る
の
は
論
点
で
は
な
く
賄
胆
で

あ
っ
た
。清

潔
な
政
治
は
市
民
に
と

っ
て

ひ
ど
く
い
や
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ

て
い
た
。
あ
る

指
挙
的
な
立
場
に
い
る
自
由
党
員
は
、
私
が
我
々
の
陣
営
で
は
賄
賂
や
供
応
や
、
一
杯
の

ビ
ー
ル
さ
え
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
言
う
の
を
聞
い
た
と
き
、
彼
が
私
に
見
せ
た
軽
蔑
に
は

何
か
堂
々
た
る
雰
囲
気
す
ら
あ
っ
た
。
ベ
バ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
政
治
は
選
挙
の
目
的
を

実
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
政
治
の
真
価
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
一
方
、

選
挙
の
目
的
は
本
来
や

っ
か
い
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
政
治
を
推
し
進
め
て
い
く
た

め
に
は
が
ま
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
点
は
い
っ
こ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は

―つ

の
研
究
課
題
で
あ

っ
た
。

選
挙
運
動
は
い
ろ
ん
な
種
類
の
ち
ょ
っ
と
し
た
暴
力
を
振
う
の
に
好
都
合
の
機
会
と
、
ま

た
、
相
手
に
暴
力
を
振
わ
せ
る
機
会
と
を
与
え
た
。
さ
ら
に
選
挙
は
金
を
も
う
け
、
た
だ
の

ビ
ー
ル
を
飲
み
、
た
だ
の
食
べ
も
の
を
得
る

ユ
ニ
ー
ク
な
機
会
を
与
え
た
。

一
八
四
四
年
に

（
六
三
）

完
全
に
自
治
都
市
の
特
権
を
剥
奪
さ
れ
た
サ
ド
ベ
リ
ー

(
S
u
d
b
u
r
y
)

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
ベ
バ
リ
ー
で
も
、
そ
の
他
の
政
党
の
空
気
は
地
方
、
ま
た
は
全
国
の
政
治
状
況
に
影

響
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

「
ど
の
党
が
選
挙
で
も
っ
と
も
金
も
う
け
を
す
る
か
と
い
う
各
党

間
の
競
走
」
に
影
響
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
「
自
治
都
市
の
存
在
理
由
は
概
し

て
自
治
都
市
内
で
認
め
ら
れ
、
是
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
住
民
は
、
自
治
都
市
は
本
来
そ

う
い
う
目
的
で
作
ら
れ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
」
と
述
べ
た
。

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
の
説
明
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
彼
が
個
人
的
体
験
の
結
果
と
し
て
、
バ
ジ

ョ
ッ
ト
が
政
治
権
力
を
議
会
か
ら
選
挙
区
民
へ
、
す
な
わ
ち
、
換
言
す
る
と
、
も
の
を
知
っ

て
い
る
人
間
か
ら
無
知
な
人
間
へ
移
す
こ
と
を
嫌
っ
た
の
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
よ
り
さ
ら
に
進
ん
で
、
選
挙
民
は
民
主
主
義
下
に
あ
っ

て
は
、
人
形
で
あ
る
議
員
を
動
か
す
操
り
手
と
し
て
危
険
な
存
在
に
な
り
得
る
の
み
な
ら

ず
、
非
民
主
主
義
的
な
制
度
に
あ
っ
て
は
、
明
ら
か
に
堕
落
し
た
選
挙
人
に
な
る
こ
と
を
示

し
た
。ト

ロ
ロ
ー
プ
は
ベ
バ
リ
ー
で
闘
う
前
に
す
で
に
小
説
の
中
で
議
会
選
挙
に
触
れ
て
い
る
。

例
え
ば
一
八
六
二
年
に
書
か
れ
た
『
レ
イ
チ
ェ
ル
・
レ
イ
』
は
ボ
ー
ル
ハ
ー
ス
ト

(
B
a
s
i
e
,
 

h
u
r
s
t
)

と
い
う
小
さ
い
都
市
で
の
選
挙
に
つ
い
て
触
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
異
議
申
し
立

て
と
投
票
調
爺
の
た
め
に
予
想
さ
れ
る
費
用
は
六
千
ポ
ン
ド
以
上
に
の
ほ
る
と
述
べ
て
い
る
。

投
票
と
い
う
行
為
は
、
政
治
的
宣
伝
や
説
得
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
習
慣
と
か
、
飲
ま
せ

喰
わ
せ
と
か
、
贈
り
物
と
か
で
決
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
保
守
党
の
立
候
補
者
が
自
分
が
話

し
下
手
で
あ
る
こ
と
に
多
少
危
惧
の
念
を
抱
い
て
い
る
と
、
彼
の
選
挙
参
謀
は
こ
う
言
う
。

か
つ
こ
う

「
そ
ん
な
こ
と
は
問
題
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
演
説
な
ん
て
恰
好
を
つ
け
る
た
め
に
、
ま
た
、

時
間
潰
し
の
た
め
に
や
る
ん
で
す
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
こ
こ
に
居
て
も
、
連
中
か
ら
一
票

も
ら
お
う
と
あ
れ
こ
れ
言
う
こ
と
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
誰
だ
っ
て
そ
ん
な
こ
と
は
言
い

や
し
ま
せ
ん
。
」
結
果
は
な
る
ほ
ど
、
投
票
前
の
予
想
ど
う
り
で
あ
っ
た
。
「
そ
れ
は
ま
る

で
疑
い
よ
う
も
な
い
こ
と
み
た
い
に
万
事
わ
か
っ
て
お
り
、
見
通
し
ど
う
り
で
あ
っ
た
。
」
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こ
う
言
っ
た
か
ら
と
て
、
私
は
す
べ
て
の
教
育
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
が
実
現
で
き
る
か
も

知
れ
ぬ
人
生
の
目
標
、
い
や
、
決
し
て
不
可
能
で
な
い
人
生
の
目
標
と
し
て
、
議
会
で
議

席
を
確
保
す
る
こ
と
を
か
か
げ
る
べ
き
だ
と
言
う
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
は
、
議
場
に

坐
れ
る
者
は
そ
う
で
な
い
者
よ
り
高
い
地
位
に
到
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

俸
給
を
も
ら
わ
ず
に
国
に
尽
く
す
こ
と
は
人
間
に
で
き
る
も
っ
と
も
崇
高
な
勤
め
で
あ
る

こ
と
と
、
ま
た
、
す
べ
て
の
学
問
の
う
ち
で
政
治
学
は
人
間
が
自
分
を
も
っ
と
も
同
胞
の

役
に
立
つ
も
の
に
し
得
る
学
問
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
す
べ
て
の
人
生
の
う
ち
で

公
的
な
政
治
家
の
人
生
が
も
っ
と
も
大
き
な
仕
事
を
な
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
。

マ
イ
ケ
ル
・
サ
ド
レ
ア
は
そ
の
興
味
あ
る
ト
ロ
ロ
ー
プ
論
の
中
で
、
こ
の
言
葉
を
ま
じ
め

に
解
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
明
確
な
理
由
も
な
い
の
に
そ
れ
を
「
奇
妙
な
宣
言
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
そ
れ
は
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
の
政
治
や
社
会
に
対
す
る
態
度
全
般
と

同
一
の
調
子
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
彼
は
自
分
が
従
事
し
て
い
た
郵
便
官
吏
と
し
て
の
公
務

に
、
下
院
議
員
が
持
つ
威
信
を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
官
吏
と
し
て
完
全
な
成
功

を
納
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
有
名
な
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
公
務
を
行
う

官
吏
と
い
う
の
は

『
個
性
の
な
い
存
在
』
で
、
自
分
が
何
か
目
に
つ
く
存
在
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
わ
け
を
普
通
の
英
国
人
に
わ
か
ら
せ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
」
と
い
う
こ
と
を
悟
っ

こ
。

ナ
バ
ジ
ョ
ッ
ト
自
身
は
四
度
に
わ
た
っ
て
国
会
議
員
に
な
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
マ
ン
チ

（六
0
)

ェ
ス
タ
ー
、
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー

(
B
r
i
d
g
w
a
t
e
r
)
、
そ
れ
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
区
と
い

う
ま
っ
た
く
異
質
な
選
挙
区
民
は
彼
を
排
撃
し
た
。
彼
の
敗
北
は
当
然
で
あ
っ
た
。
彼
は
自

分
の
所
属
政
党
で
あ
る
自
由
党
の
「
熱
狂
」
に
ほ
と
ん
ど
共
感
を
持
て
な
か
っ
た
。
「
私
は

自
由
党
の
熱
狂
者
が
大
嫌
い
だ
。
」
と
彼
は
あ
る
友
人
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
私
は

こ
う
言
っ
て
や
り
た
い
よ
。
『
家
に
戻
っ
て
下
剤
を
一
服
飲
ん
で
ご
ら
ん
。
そ
れ
で
す
っ
か

り
熱
狂
が
さ
め
な
い
も
の
か
ど
う
か
た
め
し
て
ご
ら
ん
よ
、
と
ね
。
』
私
は
生
れ
つ
き
、

人
気
を
博
す
る
候
補
酋
じ
ゃ
な
い
の
だ
。
」
彼
は
落
選
の
の
ち
に
や
っ
と
悟
っ
た
こ
と
は
、

国
会
議
員
と
は
、
社
会
的
地
位
と
少
々
の
権
力
と
生
半
可
な
内
幕
の
情
報
は
手
に
入
れ
ら
れ

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
き
わ
め
て
退
屈
な
議
論
に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
考
え
を
選
挙
民
の

頭
に
合
わ
せ
て
死
ぬ
ほ
ど
陳
腐
な
と
こ
ろ
ま
で
落
し
て
し
ゃ
べ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
苦
し

い
犠
牲
を
強
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト

ロ
ロ
ー
プ
も
ま
た
、
選
挙
に
敗
北
す

る
こ
と
を
経
て
、
や
っ
と
、
政
治
小
説
を
書
く
方
が
下
院
に
坐
る
こ
と
よ
り
も
痛
快
で
あ
る

こ
と
を
納
得
し
た
。

彼
は
自
分
の
経
験
に
つ
い
て
魅
惑
的
な
描
写
を
残
し
て
い
る
。
下
院
の
も
つ
社
会
的
威
信

と
政
治
的
名
声
を
求
め
て
、
彼
は
一
八
六
七
年
、
五
十
ニ
オ
の
と
き
、
議
員
に
な
ろ
う
と
決

心
す
る
。
「
私
は
そ
の
席
に
つ
ら
な
り
た
い
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
狂
気
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

（
六
一
）

の
望
み
を
抱
い
た
。
」
と
彼
は
書
い
て
い
る
。
事
実
、
彼
は

エ
セ

ッ
ク
ス

(
E
s
s
e
x
)

で
当
選

確
実
な
選
挙
区
を
割
り
当
て
て
も
ら
え
な
い
と
な
る
と
、
一
年
し
て
運
を
た
め
し
に

ョ
ー
ク

（
六
二
）

シ
ャ

ー
の
ベ
バ
リ
ー

(
B
e
v
e
r
l
e
y
)

と
い
う
非
常
に
堕
落
し
た
都
市
ま
で
出
か
け
る
こ
と

さ
え
実
際
に
や
っ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
企
て
の
も
つ
危
険
や
困
難
に
つ
い
て
は
考
え
て
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
実
は
、
同
地
の
あ
る
友
人
が
彼
に
、
彼
の
当
選
の
可
能
性
が
な
い
だ
け
で

な
く
、
運
だ
め
し
を
続
け
よ
う
と
す
る
と
莫
大
な
金
を
失
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
さ
え
言
っ

て
、
次
の
よ
う
な
話
の

口
火
を
切
っ
た
。
「
君
は
千
ボ
ン

ド
使
い
、

選
挙
に
は
敗
れ
る
だ
ろ

う
。
次
に
君
は
異
議
を
申
し
立
て
て
更
に
千
ポ
ン
ド
を
使
う
。
そ
こ
で
や
っ

と
調
査
委
員
会

．．． 

が
で
き
、
そ
の
町
は
自
治
都
市
の
特
権
を
な
く
す
。
君
の
よ
う
な
藤
四
郎
に
で
き
る
の
は
せ

い
ぜ
い
そ
の
く
ら
い
が
関
の
山
だ
よ
。
」
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。「
こ
れ
を
も
の

と
も
せ
ず
、
内
幕
に
通
じ
て
い
る
男
か
ら
す
べ
て
を
聞
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
ベ
バ

リ
ー
に
行
く
と
言
い
張
っ
た
。
」

人
ロ
一
万
二
千
、
有
権
者
二
千
五
百
ち
ょ
っ
と
の
ベ
バ
リ
ー
は
英
国
の
小
自
治
都
市
の
中

で
決
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
は
腐
敗
し
た
慣
行
が
一
八
―
―
―二
年
の
選
挙

法
改
正
案
後
も
ず
っ
と
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
町
は
有
名
な
一
八
六
八
年
の
選
挙

後
、
衆
人
の
耳
目
を
そ
ば
だ
た
せ
る
ほ
ど
の
、
後
世
に
残
る
腐
敗
選
挙
の
記
録
が
公
け
に
な

っ
た
。
公
表
さ
れ
た
選
挙
結
果
に
異
を
唱
え
る
申
し
立
て
は
一
八
三
七
、

一
八
五
七
、
一
八

五
九
年
に
も
な
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
八
年
に
は
、
ま
た
も
異
議
申
し
立
て
が
な
さ
れ
、
そ

れ
を
調
査
し
た
高
等
法
院
の
判
事
は
、
百
人
以
上
の
人
が
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
を
発
見

し
た
。
き
わ
め
て
腐
敗
し
た
選
挙
区
で
も
っ
と
も
力
を
振
っ
た
黒
幕
は
、
保
守
党
の
出
先
き

機
関
の
役
を
演
じ
た
同
地
方
の
反
物
屋
で
あ
っ
た
。

一
八
五
七
年
か
ら
一
八
六
八
年
ま
で
の
保
守
党
の
国
会
議
員
は
ベ
バ
リ
ー
運
送
会
社
の
社

長
で
あ
り
、
総
選
挙
の
み
な
ら
ず
、
地
方
政
治
の
中
で
も
ら
つ
腕
を
振
っ
た
有
力
な
政
治
屋

で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・

エ
ド
ワ
ー
ズ
卿

(
S
ir
H
e
n
r
y
 E
d
w
a
r
d
s
)

で
あ
っ
た
。
自
由
党
の

唯
一
の
希
望
は
、
い
み
じ
く
も
「
揺
れ
る
車
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
男
を
獲
得
す
る
こ
と
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e
r
a
y
)

の
文
学
批
評
の
中
で
同
じ
考
え
を
示
し
た
。
そ
の
批
評
の
中
で
、

彼
は
、
カ
ー
ス

ト
制
の
上
に
打
ち
た
て
ら
れ
た
社
会
制
度
と
、
平
等
の
上
に
打
ち
た
て
ら
れ
た
社
会
制
度
と

を
区
別
し
た
。
多
く
の
人
は
他
の
人
よ
り
下
位
に
あ
り
、
ま
た
、
暮
ら
し
向
き
も
よ
く
な
い

••••• 

が
、
し
か
し
、
誰
で
も
理
論
的
に
は
王
座
の
す
ぐ
下
の
人
々
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
な
れ
る
と
期

待
し
得
る
「
可
変
的
不
平
等
」
と
い
う
英
国
の
制
度
は
、
こ
の
二
つ
の
社
会
制
度
よ
り
す
ぐ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
英
国
の
制
度
は
各
個
人
に
「
論
理
の
上
か

ら
、
ま
た
、

絶
対
不
可
能
と
は
言
え
な
い
程
度
に
」
社
会
的
に
一
歩
昇
進
し
た
り
、
ま
た
、

あ
る
期
間
努
力
す
れ
ば
、
か
っ
て
そ
の
人
よ
り
ほ
ん
の
わ
ず
か
上
位
で
あ
っ
た
人
と
同
一
の

レ
ベ
ル
に
立
つ
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
有
利
な
点
の
一
っ
と
し
て
、
広
く
主
張
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
制
度
が

「
穏

和
な
社
会
的
秩
序
」
を
通
し
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
広
く
実
施
さ
れ
た
治
安
立
法
（
こ

れ
は
革
命
を
起
し
た
国
々
で
は
他
に
例
の
な
い
ほ
ど
苛
烈
な
法
を
作
っ
た
が
）
や
、
個
人
の

行
動
の
自
由
に
対
す
る
絶
え
間
な
い
干
渉
に
代
る
賢
明
で
穏
当
な
も
の
」
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

3

バ
ジ
ョ
ッ

ト
が
一
八
五
一
年
の
。
ハ

リ
に
あ

っ
て
は
是
認
し

た
弾
圧
は
、
英
国
で
は
不
要
な
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
闘
争
は
避
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ

る。
英
国
の
社
会
制
度
の
も
つ
独
得
の
美
点
を
そ
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
は
、
自
主
独
立
の

気
風
と
社
会
秩
序
と
を
一

致
さ
せ
る
試
み
と
な
っ
た
。
そ
の
美
点
は
、
経
済
成
長
や
社
会
平

和
が
持
続
さ
れ
る
限
り
は
、
快
い
、
結
構
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
美
点
は

一
八
六
七
年
の
第
二
次
選
挙
法
改
正
案
と
、
七
十
年
代
の
工
業
及
び
農
業
に
お
け
る

「
不
景

気
」
に
よ
っ
て
、

。
ハ
ー
マ
ス

ト
ン
の
政
治
体
制
そ
の
も
の
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
実
質

的
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ロ
バ
ー
ト

・
ロ
ウ
が

一
八
六
六
年
の
大
晦
日
に
行
っ
た
演
説
は
、
十
九
世
紀
中
期
の
階
級

間
の
不
和
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
そ
の
演
説
は
実
に
ビ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
白
鳥

の
歌
で
あ
っ
た

3

彼
は
ス
マ
イ
ル
ズ
や
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
や
バ
ジ
ョ
ッ
ト
な
ど
、
そ
の
時
代
の
信

頼
す
べ
き
声
に
従
っ
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
た

U

す
な
わ
ち
、
も
し
、
年
八
ポ
ン
ド
の

家
賃
の
家
に
住
む
労
働
＇

ー百
が
す
べ
て
、
一
年
に
二
十
ク
ォ

ー
ト
、
ビ
ー
ル

の
消
費
量
を
減
ら

し
、
ま
た
、

極
端
す
ぎ
ぬ
効
率
的
な
自
立
の
精
神
を
発
揮
し
て
十
ポ
ン
ド
投
票
権
を
手
に
入

れ
る
と
す
れ
ば
、
大
規
模
な
議
会
改
革
の
要
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
物
価
の

上
昇
は
十
ポ
ン
ド
の
家
賃
の
家
の
値
打
ち
を
減
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
立
の
精
神
な
ど
一

か
け
ら
も
必
要
と
せ
ず
と
も
、
英
国
政
治
に
参
加
す
る
社
会
的
底
辺
を
広
げ
て
い
く
結
果
と

な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ロ
ウ
の
こ
の
よ
う
な
議
論
は
英
国
政
治
の
礎
石
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
こ
と
に
な
っ
た
政

治
的
な
騒
動
の
中
で
一
掃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
八
七
二
年
に
は
。
ハ

ー
マ

ス
ト
ン
家
は
レ
ン

ガ

ーつ
残
っ
て
な
か
っ
た
。
パ

ー
マ
ス
ト

ン
の
死
は

「
一
カ
所
ど
こ

ろ
か
、
千
力
所
で
の
変

化
を
、
…
…
個
々
の
細
部
の
変
化
で
は
な
く
て
、
全
体
的
な
精
神
の
変
化
」
を
生
み
出
し
て

い
た
。
そ
し
て
、
今
後
、
危
険
は
政
治
体
制
の
大
変
動
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
威
厳
と
尊
敬

の
念
と
を
土
台
に
し
た
制
度
の
完
全
な
崩
壊
の
中
に
も
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

一
八
七
三
年
以
降
の
経
済
的
雰
囲
気
の
変
化
と
、
十
九
世
紀
の
最
後
の
二
十
五
年
の
階
級
間

の
衝
突
は
、
そ

の
十
年
前
に
始
っ
て
い
た
劇
の
終
幕
を
演
じ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ

た。
改
革
が
半
ば
達
成
さ
れ
た
政
治
体
制
の
枠
内
で
、
ト
ロ

ロ
ー
。
フ
が
バ
ジ
ョ
ッ
ト
以
上
に
現

実
的
に
、
ま
た
、
深
く
追
究
し
た
問
題
が
二
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
選
挙
運
動
の
問
題
と

官
公
庁
の
組
織
の
問
題
と
で
あ
る
。

バ
ジ

ョ
ッ
ト
と
同
様
に
、
ト

ロ
ロ
ー
プ
も
国
会
議
員
と
な
り
、
政
治
エ
リ
ー
ト
の
中
心
的

サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
と
い
う
名
誉
を
意
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ト
ロ
ロ
ー
プ
は
選
挙
と

い
う
も
の
は
議
会
へ
は
い
る
や
り
方
と
し
て
は
多
少
い
た
だ
け
な
い
や
り
方
だ
と
思
っ
て
い

た
。
と
い
う
の
は
、
選
挙
と
は
地
方
の
意
志
を
理
性
的
に
反
映
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、

わ
い
ろ
や
甘
言
や
暴
力
を
用
い
る
あ
さ
ま
し
く
て
堕
落
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

も
し
社
会
が
本
当
に
、
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
も
、
ま
た
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
信
じ
て
い
た
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
国
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
選
挙
後
に
の
し
あ
が
る
た
め
に
、

選
挙
中
は
身
を
低
く
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
（
訳
注
、
国

会
議
事
堂
の
こ
と
）
へ
の
道
は
豚
小
屋
の
中
を
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
社
会
に
つ
い
て
の

思
索
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
実
際
的
な
経
験
か
ら
、
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
政
治
に
占
め
る
選
挙
の

位
置
を
生
き
生
き
と
、
ま
た
、
刺
激
的
に
描
写
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

『
自
伝
』
の
中
で
彼
は
、
英
国
議
会
に
席
を
占
め
る
こ
と
が
、
教
育
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
が

す
べ
か
ら
く
最
高
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
望
で
あ
る
と
い
つ
も
考
え
て
い
た
と
書

い
て
い
る
。
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「
紳
士
」
と

事
業
と
の
区
別
、
社
会
的
な
野
望
と
合
法
的
な
自
主
独
立
と
の
区
別
、
い
や
、

「
げ
す
」
と
の
区
別
さ
え
つ
け
に
く
く
な
っ
て
い
た
。

ト
ロ
ロ
ー
プ
の
説
く
主
題
は
す
べ
て
、
流
動
的
な
社
会
で
の
個
人
の
出
世
の
容
易
さ
と
、

個
人
の
破
壊
の
さ
ら
に
は
る
か
な
容
易
さ
と
を
扱
っ
て
い
る
。
高
潔
さ
は
、
人
間
の
行
動
の

公
分
母
と
し
て
、
と
い
う
よ
り
、
珍
ら
し
い
天
か
ら
の
さ
ず
か
り
も
の
と
し
て
、
現
わ
れ
て

い
る
。
『
我
々
の
生
き
方
』

(T
h
e
W
a
y
 W
e
 L
i
v
e
 N
o
w
)
は
、
通
常
、
彼
の
他
の
小
説
と

は
区
別
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
の
社
会
の
偽
物
に
加
え
ら
れ
た
辛
ら
つ
な
攻
撃

（
五
六
）

で
あ
る
。
「
タ
イ
ム
ズ
」
で
同
様
の
方
向
で
筆
を
と
っ
て
い
た
ド
レ
イ
ン

(
D
e
l
a
n
e
)

の

影
響
を
受
け
て
、

ト
ロ
ロ
ー
。フ
は
誰
一
人
と
し
て
金
持
ち
も
貧
乏
人
も
、
貴
族
も
ブ
ル
ジ
ョ

（
五
七
）

ヮ
も
、
地
主
も
金
融
家
も
容
赦
し
な
か
っ
た
。
マ

イ
ケ
ル
・
サ
ド
レ
ア

(M
i
c
h
a
e
l
S
a
d
'
 

leir
)

の
い
わ
ゆ
る
「
旧
来
の
均
衡
と
秘
か
な
破
壊
と
の
衝
突
」
が
、
普
遍
的
な
現
象
と
し

て
常
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

社
会
は
、
た
だ
単
に
金
持
ち
で
あ
り
、
ま
た
他
人
も
金
持
ち
に
し
得
る
と
い
う
の
で
社
会

の
有
力
者
と
な
り
、
政
治
家
を
も
望
ん
で
い
る
財
界
の
大
立
者
メ
ル
モ
ッ
ト

(
M
e
l
m
o
t
t
e
)

を
中
心
に
回
転
す
る
。
し
か
し
、
彼
が
権
力
の
絶
頂
、
栄
光
の
さ
な
か
で
、
「
貴
族
た
ち
を

支
配
す
る
か
、
そ
れ
と
も
破
滅
か
の
二
者
択
一
だ
」
と
悟
っ
た
と
き
に
、
彼
が
大
ペ
テ
ン
師

な
の
か
、
そ
れ
と
も
金
に
も
恵
ま
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
的
大
人
物
、

そ
れ
も
英
国
の
み
な
ら

ず
、
全
世
界
の
大
立
百
な
の
か
ど
う
か
が
詮
議
さ
れ
る
。
「
偉
大
な
人
物
は
賞
讃
さ
れ
、

ま
た
誹
訪
さ
れ
る
。
あ
る
者
に
と
っ
て
は
神
で
あ
る
も
の
が
、
別
の
も
の
に
と
っ
て
は
鬼
で

あ
る
。
」
ま
ぼ
ろ
し
が
途
万
も
な
く
大
き
な
音
を
た
て
て
す
べ
て
崩
れ
去
る
ま
で
は
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
人
は
、
老
い
も
若
き
も
が
、

「
こ
の
世
に
徳
は
た
だ
一
っ
し
か
な
い
。
そ
れ

は
商
売
だ
。
メ
ル

モ
ッ
ト
が
そ
の
予
言
者
だ
。
」
と
声
高
に
叫
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
て
い

こ。t
 こ

の
特
異
な
小
説
の
辛
ら
つ
な
諷
刺
は
、
他
の
多
く
の
小
説
で
は
、
や
ん
わ
り
と
お
お
い

が
か
け
て
あ
る
の
に
反
し
、

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
が
自
ら
の
生
き
て
い
る
社
会
に
い
か
に
痛
烈
な
危

機
感
を
持
っ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
と
同
様
に
、
彼
は
、
「
社
会
の
第

一

の
義
務
は
社
会
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
だ
」
と
信
じ
た
。
し
か
し
、
彼
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
楽

観
的
な
考
え
、
つ
ま
り
、
富
の
世
界
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
き
て
、
そ
の
た
め
、
「
多
く

の
汚
い
、
ケ
チ
く
さ
い
人
間
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
英
国
が
堕
眠
を

む
さ
ぼ
る
こ
と
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
こ
と
だ
と
い

う
楽
観
的
な
考
え
を
認
め
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
と
違
い
、
ト

ロ
ロ
ー
プ

は
科
学
と
政
治
と
の
類
似
性
に
関
心
を
持
た
ず
、
ま
た
、
「
英
国
の
商
業
の
、
雑
で
俗
な
構

造
が
、
英
国
商
業
の
存
命
の
秘
密
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
は

『変
種
を
生
む
傾
向
』

が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
動
物
の
世
界
と
同
様
に
、

社
会
に
お
い
て
も
進
歩
の
原
則
で
あ
る
か

ら
だ
。
」
な
ど
と
い
う
口
達
首
な
慰
め
の
言
葉
な
ど
あ
ま
り
重
大
視
し
て
な
か
っ
た
。
ト

ロ

ロ
ー
。
フ
に
と
っ
て
、
根
本
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
社
会
や
政
治
が
個
人
や
、
利
己
主
義
と
い

う
個
人
的
な
考
え
方
に
与
え
る
衝
撃
で
あ
っ
て
、
社
会
は
ど
の
よ
う
に
し
て
進
歩
す
る
か
と

い
う
一
般
通
則
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
流
の
適
酋
生
存
と
か
、
社
会
は
全
体
と

し
て
徐
々
に
進
歩
し
て
行
く
と
い
う
考
え
方
に
は
ほ
と
ん
ど
慰
め
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。

第
一
の
問
題
と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
第
二
の
関
連
し
た
問
題
が
、
ビ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
英

国
に
は
あ
っ
た
。
社
会
の
中
で
、
個

人

の

進

歩

進

歩

の

種

類

は

問

わ

ず

に

が

、

集

団
の
間
で
必
要
な
、
ま
た
、
階
級
の
間
で
必
要
な
社
会
的
均
衝
の
保
持
と
い
う
こ
と
と
、
ど

う
す
れ
ば
一
致
さ
せ
得
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
自
主
独
立
と
い
う
信
条
を
、
土
地

．．．． 

の
あ
る
な
し
が
依
然
と
し
て
社
会
の
現
場
で
支
配
権
を
握
っ
て
い
る
社
会
に
、
ま
た
、
た
い

て
い
の
保
守
主
義
香
が
、
汗
水
た
ら
し
て
働
く
事
業
家
の
個
人
主
義
的
な
考
え
方
よ
り
も
、

何
も
し
な
い
「
紳
士
」
の
優
雅
さ
を
好
む
よ
う
な
社
会
に
、
ど

の
よ
う
に
浸
透
さ
せ
て
い
く

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

。ハ

ー
マ
ス
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
信
じ
て
お
り
、
ま
た
、
彼
の
信
念
は
そ
の
時
代
の
正
統
的

な
考
え
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

社
会
の
各
階
級
が
神
が
割
り
当
て
て
く
れ
た
運
命
を
快
く
受
け
取
り
、
同
時
に
、
各
階

級
内
の
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
不
正
や
邪
悪
に
頼
ら
ず
に
、
ま
た
、
暴
力
や
非
合
法
的
手
段

に
訴
え
ず
に
、
正
し
い
行
い
を
あ
く
ま
で
保
持
し
、
神
か
ら
授
け
ら
れ
た
道
徳
的
、
知
的

能
力
を
着
実
に
、
精
力
的
に
行
使
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
ら
の
社
会
階
級
の
中
で
自
分

の
地
位
を
絶
え
ず
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
国
民
の
実
例
が
我
々
で
あ
る
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
も
後
に
見
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
は
吐

け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ト
ロ
ロ
ー
プ
は
、
個
人
が
努
力
す
る
こ
と
に
は
、
多
く
の
落
と
し

穴
や
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
て
、
個
人
の
努
力
が
即
ち
自
動
的
に
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
に
は
な

ら
な
い
こ
と
を
示
し
、
ま
た
、
安
ら
ぎ
は
山
の
中
腹
に
甘
ん
じ
て
い
て
も
得
ら
れ
ず
、
頂
上

を
き
わ
め
る
こ
と
に
あ
る
と
信
じ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
個
人
の
努
力
と
い
う
大
原
則
に
は
賛

（

五

八

）

（

五

九

）

成
で
あ
っ
た
。
バ
ジ

ョ
ッ
ト
は
、

特
に
ス
タ
ー
ン

(S
t
e
r
n
e
)
や
サ
ッ
カ
レ
ー

(T
h
ack:
,
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物
語
に
し
て
も
つ
ま
ら
ぬ
人
々
で
あ
る
。
…
…
卑
劣
な
や
り
方
や
下
賤
な
悪
徳
は
長
く
描
き

続
け
る
の
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
困
窮
し
切
っ
た
貧
困
を
産
む
日
々
の
圧
力
は
あ
ま
り
に
あ

わ
れ
な
苦
し
み
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
気
に
か
か
る
現
実
で
あ
っ
て
、
と
て
も
長
く
扱
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

貧
し
い
人
々
へ
の
深
い
同
情
を
欠
い
て
い
る
こ
と
と
、
貧
困
と
い
う
社
会
問
題
が
昔
か
ら

あ
い
も
変
ら
ず
存
在
す
る
問
題
で
あ
る
と
見
抜
け
な
か
っ
た
点
は
ト
ロ
ロ
ー
プ
と
バ
ジ
ョ
ッ

ト
に
共
通
し
て
い
る
。
彼
ら
は
と
も
に
、
召
使
い
や
従
者
と
い
っ
た
階
級
以
外
の
貧
し
い
人

に
つ
い
て
の
知
識
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
人
間
ら
し
い
生
活
へ
の
情

熱
」
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
人
と
も
に
、
政
治
権
力
を
貧
者
に
移

譲
す
る
こ
と
は
、
「
無
知
が
教
育
に
、
ま
た
、
数
が
知
識
に
優
越
す
る
こ
と
に
な
る
。
」
と

信
じ
て
い
た
。
「
世
の
中
の
て
こ
の
支
点
、
つ
ま
り
、
適
材
適
所
と
い
う
も
の
は
英
国
の
安

寧
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
と
い
う
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
流
の
言
葉
を
作
り

出
し
た
の
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
人
の
文
筆
家
の
う
ち
で
は
、
ト
ロ
ロ
ー
プ
の
方
が
多
数
と
少
数
と
い
う
単
純
な
対

照
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
両
者
を
分
か
つ
と
こ
ろ
の
、
他
と
の
関
係
、
社
会
的
階
級
、
分
布
、

及
び
、
多
数
と
少
数
の
間
に
あ
る
も
の
を
詳
細
に
調
査
し
た
点
で
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
よ
り
成
功

し
て
い
る
。
「
大
衆
」

と
、
社
会
的
に
安
定
し
た
選
ば
れ
た
人
々
の
間
に
、
お
ろ
か
し
さ
の

点
で
は
貧
し
い
人
々
と
ま
っ
た
く
同
じ
中
流
下
層
階
級
の
人
々
が
い
た
。
彼
ら
は
政
治
に
首

を
つ
っ
込
も
う
と
し
て
彼
ら
が
求
め
た
の
は
虹
の
端
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
客
間
を
ご
ち

ゃ
ご
ち
ゃ
に
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
『
レ
イ
チ
ェ
ル

・
レ
イ
』
(
R
a
c
h
d
e
l
R
d
y
)

に
お
け
る

タ
ビ
ッ
ト

(
T
a
p
p
i
t
)

氏
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
一
連
の
絶
え
間
な
い
苦
境
に
と
ら
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
つ
い
に
は
、
政
治
活
動
と
は
「
生
れ
の
い
い
人
々
が
本
職
を
終
え
た
後
に

す
る
仕
事
で
あ
る
」
と
し
て
自
ら
を
慰
め
ね
ば
な
ら
ぬ
羽
目
に
な
っ
た
。
誠
実
に
ふ
る
ま
っ

て
身
分
を
高
め
、
紳
士
で
あ
る
限
り
は
あ
ま
り
質
問
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
政
治
と

い
う
世
界
で
、
地
主
階
級
と
自
由
に
交
わ
る
こ
と
の
で
き
た
も
の
は
、
中
産
階
級
の
ご
く
一

部
の
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
階
級
は
カ
ー
ス
ト
制
の
高
い
壁
で
分
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
紳
士
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
、

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
自
身
も
気
づ
い
た
よ
う

に
、
決
し
て
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
や
ト

ロ
ロ
ー
プ
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
世
界
は

一
目
見
る
と
驚
く
ほ
ど
静
的
に

見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
内
部
に
変
化
の
種
子
を
宿
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
こ
の
二
人

の
文
筆
家
は
と
も
に
、
多
数
と
少
数
に
分
か
れ
た
社
会
に
つ
い
て
の
描
写
を
和
ら
げ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
英
国
政
体
の
存
在
基
盤
に
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、
富
の
分
配
の
変

化
で
あ
っ
て
、
立
法
と
か
、
社
会
理
論
や
政
治
理
論
の
変
化
で
は
な
か
っ
た
。
新
興
の
労
働

者
階
級
が
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
を
握
っ
て
、
貧
者
の
た
め
の
楽
園
を
創
ろ
う
と
企
て
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
危
険
は
さ
き
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
確
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
、
金
権
政
治

に
よ
っ
て
政
治
が
破
壊
さ
れ
る
危
険
の
方
が
い
っ
そ
う
差
し
迫
っ
た
危
険
で
あ
っ

た
。
バ
ジ

ョ
ッ
ト
は
、
英
国
社
会
の
、
目
上
の
者
を
敬
う
と
い
う
習
慣
が
、
英
国
を
大
衆
の
支
配
か
ら

の
み
な
ら
ず
、
富
の
支
配
、
「
拝
金
主
義
」
か
ら
も
救
う
と
し
て
、
そ
れ
を
弁
護
し
た
。

し
か
し
彼
は
一
八
六

0
年
代
に
は
、
富
の
国
が
陀
く
べ

き
速
さ
で
日
に
日
に
そ
の
国
境
を
広

げ
、
伝
統
的
な
社
会
構
造
に
挑
戦
す
る
の
を
明
確
に
悟
っ
て
い
た
。
「
一
日
一
日
と
、
会
社

や
鉄
道
や
社
債
券
や
株
券
な
ど
が
、
貴
族
政
治
の
例
の
取
り
巻
き
を
ふ
く
ら
ま
し
、
や
が
て

は
貴
族
政
治
を
隠
し
尽
く
す
で
あ
ろ
う
。
」

（
五
五
）

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
『

ロ
ン
バ
ー
ド
通
り
』

(
L
o
m
b
a
r
d
S
t
r
e
e
t
)

の
作
家
以
上
に
批
判
の
道

を
つ
き
進
ん
だ
。

ト
ロ
ロ
ー
プ
に
と
っ
て
、
富
の
世
界
と
は
、
土
の
世
界
か
ら
も
、

産
業

の
世
界
か
ら
も
完
全
に
分
か
た
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
富
の
世
界
は
、
機
械
や
建
物
と
い
う

形
で
真
の
貴
重
な
資
本
を
創
造
し
て
行
く
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
愚
か
な
投
機
や
、
危
険
な

泡
沫
的
商
売
や
、
「
株
の
仲
買
い
と
い
う
恥
ず
べ
き
商
売
」
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
も
の
が
政
治
に
は
い
る
こ
と
は
、
新
し
い
価
値
は
提
示
せ
ず
に
、
た
だ
古
い
価

値
を
破
壊
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
巧
妙
に
も
、
新
し
い
企
業
社
会
の
み
な
ら

ず
、
古
い
貴
族
制
度
の
中
に
も
し
み
込
ん
で
き
た
。
す
べ
て
の
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
の
小
説
に
お
い

て
、
株
屋
I

し
ば
し
ば

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
I
ー
~
は
昔
な
が
ら
の
悪
党
で
あ
り
、
純
朴
な
人

や
弱
い
人
を
誘
惑
と
い
う
す
べ
り
や
す
い
坂
か
ら
す
べ
り
落
と
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
坂
は

非
常
に
す
べ
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は

『自
伝
』
や
多
く
の
小
説
の

中
で
、
し
ば
し
ば
、
フ
ァ
シ
リ
ス
・
デ
セ
ン
サ
ス
・
ア
ベ
ル
ニ
（
「
地
獄
へ
下
る
道
は
易

し
」
）
と
い
う
旬
を
主
題
と
し
て
用
い
て
い
る
。
『
三
人
の
書
記
』
の

ア
ラ
リ
ッ
ク
・
チ
ュ
ー

ダ
ー

(
A
l
a
r
i
c
T
u
d
o
r
)

と
同
様
に
、
多
く
の
人
は
、
自
分
た
ち
は
四
六
時
中
、
破
壊
の

．
．
．
．
．
 

危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
投
機
に
よ
っ
て
世
間
で
の
し
て
き
た
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

「
た
と
え
転
落
し
、
地
獄
に
ま
で
も
転
落
し
か
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
間
ず
っ
と
自
分
は
天

国
の
壁
を
登
り
つ
つ
あ
る
の
だ
と
考
え
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
？
」

実
に
こ
れ
こ
そ
、
ビ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
英
国
に
は
ふ
さ
わ
し
い
疑
問
で
あ
っ
た
。
゜
ハ
ー
マ

ス
ト
ン
時
代
の
制
度
上
の
安
定
の
社
会
的
基
盤
は
し
ば
し
ば
、
危
険
な
流
砂
に
よ
っ
て
浸
蝕

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
富
の
世
界
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
一
山
あ
て
る
こ
と
と
真
の
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尊
敬
の
念
と
威
厳
と
は
社
会
の
平
和
や
、
政
治
の
平
穏
さ
を
守
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
絶
対
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

尊
敬
の
念
に
満
ち
た
社
会
は
、
た
と
え
そ
の
最
下
屑
の
人
々
が
聰
明
で
な
く
て
も
、
他

の
い
か
な
る
形
体
の
民
主
主
義
的
な
国
よ
り
以
上
に
、
閣
僚
が
政
治
を
行
う
に
は
る
か
に

ふ
さ
わ
し
い
社
会
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
は
政
治
的
に
上
位
に
あ
る

も
の
に
都
合
の
よ
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
最
上
位
の
人
々
が
そ
う
い
う
国
で
は
統
治
し

得
る
し
、
ま
た
、
最
上
位
の
人
々
は
、
そ
う
い
う
地
位
の
人
と
し
て
、
下
恩
階
級
の
人
々

よ
り
も
多
く
の
政
治
能
力
を
持

っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
：

·
：
•

ま
ず
し
い
け
れ
ど
も
蒋
敬

の
念
に
満
ち
た
人
々
の
国
と
い
う
の
は
、
ま
ず
し
い
人
々
の
い
な
い
国
よ
り
は
る
か
に
不

幸
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
最
高
の
政
治
が
行
わ
れ
や
す
い
国
で
あ
る
。
蒻
敬
の
念
に
満
ち

た
国
で
は
最
良
の
階
級
の
人
々
を
用
い
て
政
治
を
行
い
得
る
の
に
反
し
、
自
分
は
他
の
誰

よ
り
も
立
派
だ
と
各
人
が
思

っ
て
い
る

よ
う
な
国
で
は
、
最
も
つ
ま
ら
ぬ
人

し
か
用
い
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
は
る
か
に
不
幸
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
」
と
い
う
制
限
条
項
が
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
社
会
哲
学

を
考
え
る
際
の
か
ぎ
で
あ
る
。
功
利
主
義
者
ジ
ェ
レ
ミ
イ

・
ベ
ン
サ
ム
が
政
治
の
不
動
の
大

目
的
と
し
て
、

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
を
採
っ

た
の
に
対
し
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
幸
福
を

「
最
良
の
政
治
」
の
必
須
条
件
と
も
、
最
優
先
の
目
的
だ
と
も
考
え
な
か
っ
た
。
「
最
良
の

政
治
」
と
は
議
論
に
基
づ
く
政
治
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
最
も
効
果
的
に
や
り
得
る
の

は
、
多
数
で
は
な
く
、
「
少
数
の
選
ば
れ
た
人
」
、
「
余
裕
の
あ
る
人
生
、
長
期
間
に
修
得
し

た
教
養
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
、
絶
え
ず
判
断
力
を
行
使
し
て
き
て
、
ま
た
、
絶
え
ず
判
断
力

が
改
善
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
生
活
」
を
送
っ
て
き
た
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ

る。
「
少
数
の
選
ば
れ
た
人
」

と
は
国
会
議
員
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
に
は

「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も

っ
と
も
ご
結
構
な
身
分
の
、
人
間
味
を
欠
い
た
議
員
」
も
い
る
が
、
彼
ら
は
概
し
て
、
賢
明

な
討
議
を
な
し
、
と
り
わ
け
、
責
任
感
の
あ
る
議
員
を
閣
僚
に
選
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
彼
ら

．．．． 

は
決
し
て
、
「
自
分
の
党
の
主
張
を
実
行
不
可
能
な
結
論
へ
ご
り
押
し
す
る
」
気
は
な
い
。

そ
れ
と
と
も
に
、
彼
ら
は
「
中
庸
に
し
て
、

思
慮
深
い
人
々
か
ら
成
る
慎
重
な
集
団
」
で
あ

る
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
選
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
人
を
指
導
者
に
選
ぶ
。
も
し
彼

ら
が
そ
う
で
な
い
人
物
を
選
ん
だ
な
ら
ば
、
自
由
に
も
の
を
言
い
、
も
の
を
書
け
る
時
代
だ

か
ら
、
彼
ら
は
す
ぐ
に
誤
っ
た
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

ト
ロ
ロ
ー
プ
は
バ
ジ
ョ
ッ

ト
の
社
会
に
つ
い
て
の
こ
の
仮
定
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
小
説

の
中
で
十
分
に
調
査
探
索
し
た
。
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
英
国
の
日
常
生
活
が
ど
ん
な
も
の

で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
他
の
い
か
な
る
ソ
ー
ス
（
情
報
源
）
よ
り
も
、
彼
の
小
説
が
よ

り
信
ず
る
に
足
る
印
象
を
与
え
て
く
れ
る
。

ト
ロ
ロ
ー
プ
は
北
部
の
騒
々
し
い
工
業
地
帯
を

描
か
な
か
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
、
小
自
治
都
市
、
及
び
首
都
に
つ
い

て
は
、
忠
実
な
報
道
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
自
分
が
本
能
的
に
理
解
し
て
い
る
社
会
的
背
景

の
も
と
で
、
個
々
の
登
場
人
物
の
持
つ
問
題
や
ジ
レ
ン
マ
を
提
示
し
た
。
社
会
に
不
信
感
を

抱
き
、
皮
肉
屋
で
す
ら
あ
っ
た
彼
は
、
個
々
の
人
間
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
、
彼
ら
に
楽
観

的
な
共
感
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
理
論
や
宗
教
活
動
を
毛
嫌
い
し
、
自
分
の
生
き
て
い
る
時

代
を
考
察
し
た
。
彼
以
上
に
鋭
敏
な
ビ
ク
ト
リ
ア
人
の
判
断
者
は
い
な
い
こ
と
は
疑
う
べ
く

（
五
三
）

も
な
い
。
彼
の
業
績
を
批
判
す
る
の
が
流
行
し
て
い
た
と
き
に
、
ジ
ェ

ー
ム

ズ

・
ブ
ラ
イ

ス

(J
a
m
e
s
 B
r
y
c
e
)

は
一
九

0
四
年
に
、
五

0
年
た
っ
て
も
彼
は
読
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う

と
予
言
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
に
し
て
も
、
彼
を
読
ん
だ
者
は
誰
で
も
、
そ
の
時
代
の
香
り

を
他
の
い
か
な
る
作
家
の
場
合
以
上
に
十
分
に
と
ら
え
る
で
あ
ろ
う
と
書
い
て
い
る
。

ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
言
う
「
選
ば
れ
た
少
数
」
と
は
常
に
紳
士
で
あ
る
と
た

め
ら
う
こ
と
な
く
主
張
し
た
。
彼
は
こ
の
点
に
や
か
ま
し
い
人
物
で
、
そ
の
こ
と
を
自
分
の

小
説
や
、

『
自
伝
』

(A~~iobio
唸
dPlty)

の
中
で
も
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
「
彼

は

『紳

士
』
と
い
う
言
葉
を
定
義
し
て
み
よ
と
よ
く
言
わ
れ
た
1

定
義
し
よ
う
と
し
て
も
う
ま
く

い
く
筈
は
な
い
が
ー
。
し
か
し
、
彼
は
自
分
の
言
い

た
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
、
そ
し

て
彼
に
定
義
し
て
見
よ
と
挑
ん
だ
者
も
ま
た
恐
ら
く
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
」

随
筆
家
の
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
小
説
家
の
ト

ロ
ロ
ー
プ
も
と
も
に
、
多
数
と
少
数
、
エ
リ
ー
ト

と
大
衆
と
い
う
単
純
な
対
照
を
く
り
返
し
述
べ
た
。
秤
の
片
側
に
は
、

「
粗
野

で
、
愚
鈍

で
、
狭
量
な
大
衆
」
が
お
り
、
彼
ら
は
主
と
し
て
社
会
の
中
流
階
級
に
仕
え
、
奉
仕
す
る
た

め
に
生
き
て
い
た
。
ト

ロ
ロ
ー
。
フ
の
描
く
貧
者
は
独
得
の
、
つ
ま
り
、
非
常
に
誇
張
的
な
言

辞
を
有
し
て
は
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
独
立
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼

ら
が
独
立
し
て
生
計
を
立
て
た
い
と
い
う
希
望
を
持
つ
限
り
、
彼
ら
は
ち
ょ
う
ど
『
フ
ィ

ニ

ア
ス

・
フ

ィ
ン
』

(
P
l2i1te(ts
F
i
n
n
)

の
バ
ン
ス
（
B
u
n
c
e
)

氏
と
同
様
、
自
ら
を
こ
っ
け

い
な
者
と
す
る
の
で
あ
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
「
貧
し
い
人
の
性
格
は
連
続
も
の
の
作
品
に
は

（
五
四
）

不
向
き
の
話
題
で
あ
る
」

と
信
じ
て
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
描
く
貧
し
い
人
々
を
攻
撃
し
た
が
、

そ
の
わ
け
は
彼
ら
が
「
し
ゃ
べ
っ
て
面
白
く
な
く
、
生
き
方
も
あ
わ
れ
で
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
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則
と
方
便
と
い
う
古
来
か
ら
の
対
照
的
な
方
法
が
完
全
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
方
便
こ
そ
我

我
が
忠
実
に
従
う
べ
き
唯
一
の
原
則
で
あ
る
の
に
。
」
と
不
平
を
も
ら
し
て
い
る
。

文
筆
家
の
中
に
は
、
方
便
が
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
四
六

年
に
ビ
ー
ル

が
、
自
分
の
党
の
中
核
的
な
人
々
の
願
い
を
無
視
し
て
自
由
貿
易
を
受
け
入
れ
た
と
き
か
ら

始
っ
た
の
だ
と
主
張
す
る
者
も
い
た
。
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
こ
の
こ
と
を
『
三
人
の
書
記
』

ぜ

り

ふ

(
T
h
e
 T
h
r
e
e
 Cler/is)

の
中
で
、

辛
ら
つ
な
わ
き
台
詞
と
し
て
あ
て
こ
す
っ
て
い
る
。
ま

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

た
、
英
国
の
政
治
か
ら
背
骨
を
取
り
去
っ
た
の
は
ビ
ー
ル
の
裏
切
り
で
は
な
く
、
彼
の
死
で

あ
る
と
主
張
す
る
文
筆
家
も
い
た
。
原
因
が
何
で
あ
れ
、
政
党
が
分
化
し
た
た
め
と
社
会
的

な
妥
協
の
故
に
、
政
治
は
休
戦
状
態
、
つ
ま
り
、
発
展
の
停
止
し
た
状
態
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
自
由
党
の
出
現
す
る
道
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
八
五
九
年
か
ら
六
五

（
五
二
）

年
の
間
の
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
内
閣
の
正
に
そ
の
と
き
に
、
ア
メ
リ
カ
人
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ダ
ム
ス

(
H
e
n
r
y
 A
d
a
m
s
)

は
、
「
英
国
人
は
歴
史
に
残
る
海
難
の
際
に
こ
れ
ほ
ど
支
離
め
つ
れ

つ
で
、
こ
れ
ほ
ど
ば
ら
ば
ら
な
心
を
さ
ら
け
出
し
た
こ
と
は
か
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
」

と
書
き
得
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
六

0
年
に
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ン
は
こ
う
叫
ん
で
い

る
。
「
我
々
は
改
革
反
対
の
時
代
に
生
き
て
い
る
。
改
革
は
す
べ
て
、
弁
解
的
な
、
ほ
と
ん

ど
懇
願
的
な
言
辞
を
用
い
て
押
し
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
政
治
が
新
し
い
方
向
に
向

う
の
は
や
っ
と
、
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
が
死
ん
で
、
便
宜
主
義
の
錦
上
花
を
添
え
る
勝
利
と
も
、

ま
た
は
、
原
理
原
則
の
や
っ
と
勝
ち
得
た
勝
利
だ
と
も
見
な
し
得
る
、
一
八
六
七
年
の
選
挙

法
改
正
案
の
通
過
後
で
あ
っ
た
。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
ト
ロ
ロ
ー
プ
も
、
十
九
世
紀
中
期
の
英
国
の
政
体
に
独
得
な
特
徴
は
、
政

治
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
お
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
感
じ
取
っ
て
い
た
。
社
会
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
も
つ
二
つ
の
大
き
な
特

色
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
強
調
し
た
よ
う
に
‘
―
つ
は
「
昔
か
ら
の
尊
敬
の
念
」
と
、
も
う
一
っ

は
、
英
国
の
政
体
の
「
威
厳
を
有
す
る
側
」
、
つ
ま
り
「
本
質
的
に
何
か
の
役
に
立
つ
か
ら

と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
無
教
養
で
粗
野
な
人
々
が
抱
く
空
想
的
な
魅
力
の
故
に
存
在
し
て

来
た
側
」
の
人
々
が
持
つ
魅
力
の
、
二
つ
で
あ
っ
た
。
尊
敬
の
念
と
威
厳
と
は
、
「
原
始
的

な
蛮
行
が
も
と
と
な
っ
て
、
は
じ
め
て
文
明
を
獲
得
で
き
る
と
皆
が
認
め
て
い
る
」
社
会
に

あ
っ
て
は
、
議
会
制
政
治
を
守
る
も
の
で
あ
っ
た
。

尊
敬
の
念
と
は
、
社
会
的
に
上
に
立
つ
人
々
へ
の
無
批
判
的
、
習
慣
的
な
敬
意
を
意
味
し

て
い
た
。
都
市
の
急
進
主
義
が
、
政
治
の
も
つ
貴
族
中
心
の
制
度
と
の
衝
突
を
見
た
、
あ
の

ク
リ
ミ
ア
戦
争
と
い
う
嵐
の
時
期
に
あ
っ
て
さ
え
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
、

「
も
し
わ
が
国

が
限
度
を
超
え
て
あ
ま
り
に
も
貴
族
中
心
主
義
の
国
と
な

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
貴
族
政

治
が
持
っ
て
い
る
合
法
的
な
特
権
に
よ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
そ
れ
の
持
つ
排
他
的

な
法
律
に
よ
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
幾
分
か
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
地
位
に
い
る
人
々
、

あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
々
に
浸
透
し
て
い
る
貴
族
政
治
に
好
意
的
な
、
強
い
偏
見
の
た
め
で
あ

る
。
」
と
主
張
し
て
い
る
。
小
さ
な
町
や
村
に
あ
っ
て
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
も
た
ら
し
た

挑
戦
は
、
は
る
か
に
現
実
味
の
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
言
葉
も
大
寺
院

の
境
内
か
、
大
学
の
上
級
教
室
か
、
ま
た
は
、
大
地
主
の
邸
宅
で
は
、
き
ま
り
文
句
と
し
て

通
っ
た
で
あ
ろ
う
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
言
葉
は
、
五
十
年
代
後
半
や
六
十
年
代
の
も
っ
と

も
人
の
口
に
登
る
き
ま
り
文
旬
の
―
つ
に
な
っ
た
。
第
二
次
選
挙
法
改
正
案
提
出
の
前
夜
に

は
、
改
正
に
賛
成
の
文
筆
家
す
ら
、
貴
族
の
威
光
は
時
と
し
て
「
噛
み
つ
か
れ
て
は
い
る

が
、
全
体
と
し
て
は
認
容
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
さ
ら
に
、
国
の
多
数
の
人
々
に
ひ
そ
か
に
好

感
を
持
た
れ
て
い
る
、
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

威
厳
も
同
様
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
政
治
体
制
が
大
衆
の
目
に
、
よ
り
印
象
づ
け
ら

れ
る
の
は
、
政
治
体
制
の
能
力
、
無
能
力
よ
り
も
、
そ
れ
の
も
つ
威
厳
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
。

知
識
階
級
に
は
、
新
聞
、
特
に
「
タ
イ
ム
ズ
」
が
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
が
、
非
知
識
階

級
で
あ
る
多
数
の
者
に
は
政
治
を
行
う
側
の
儀
式
的
な
、
芝
居
が
か
っ
た
要
素
が
影
響
を
与

え
た
。

主
張
の
中
に
あ
る
神
秘
的
な
も
の
、
そ
の
行
動
様
式
に
お
い
て
謎
め
い
た
も
の
、
目
に

か
く
か
く

赫
々
と
輝
い
て
映
る
も
の
、
一
瞬
生
き
生
き
と
映
り
、
次
に
は
た
ち
ま
ち
見
え
な
く
な
る

も
の
、
人
目
に

隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ま
た
、
隠
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
も

っ
と
も
ら

し
く
、
ま
た
、
興
味
の
ひ
か
れ
る
も
の
、
見
か
け
は
手
で
触
れ
ら
れ
そ
う
で
あ
る
の
に
、

結
果
は
手
で
触
れ
得
る
以
上
の
も
の
に
な
り
そ
う
な
も
の
。
こ
う
い
う
も
の
は
、
そ
の
形

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
ま
た
、

我
々
が
そ
れ
を
ど
う
定
義
し
、
描
写
し

よ
う
と
、
大

衆
の
心
に
び
ん
と
来
る
も
の
で
あ
り
、
唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
る
。

尊
敬
の
念
だ
け
で
は
な
く
、
威
厳
と
忠
誠
心
と
が
、
ビ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
体
制
の
中
心
を

な
し
て
い
た
。
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「
彼
は
決
し
て
天
才
で
は
な
か
っ
た
し
、
並
の
才
能
以
上
の
も
の
は
も
っ
て
な
か
っ
た
。
：
・

彼
は
最
初
か
ら
持
て
る
も
の
を
最
善
に
用
い
よ
う
と
心
に
決
め
て
い
た
男
で
あ
っ
て
、
そ
れ

を
健
康
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
為
し
、
決
し
て
絶
望
せ
ず
、
決
し
て
多
く
を
期
待
せ

ず
、
決
し
て
急
が
ず
、
好
機
が
来
れ
ば
そ
れ
を
捕
え
よ
う
と
常
に
待
ち
構
え
て
い
た
。
」
と

述
べ
て
い
る
。
゜
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
は
正
に
多
く
を
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
が
故
に
偉
大
で
あ
っ

た
。
「
彼
は
当
面
問
題
処
理
型
の
政
治
家
で
あ
っ
た
。
い
ま
望
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
い
ま

実
行
不
可
能
な
こ
と
は
、
彼
は
ま
っ
た
＜
心
か
ら
追
い
出
し
て
い
た
。
」
彼
は
事
実
、
過
去

や
未
来
よ
り
、
む
し
ろ
自
分
の
生
き
て
い
る
時
代
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
と
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
の
描
く
正
常
な
政
治
と
は
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
が
拾
頭
す
る
頃
の

政
治
で
あ
っ
た
。
一
八
五

0
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
、
運
命
は
、
急
激
な
改
善
に
は
そ
っ

ぽ
を
向
い
た
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
に
味
方
し
た
。
経
済
状
態
も
同
様
で
あ
っ
て
、
経
済
に
な
し
た

政
府
の
干
渉
は
最
少
限
の
も
の
で
あ
っ
た
。
政
治
の
仕
事
と
は
政
治
的
問
題
に
結
着
を
つ
け

る
こ
と
で
は
な
く
て
、
誠
実
な
指
導
を
し
、
健
全
な
行
政
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト
ロ
ロ

ー
。
フ
の
『
首
相
』

(T
h
e
p
1
、i
m
e
Mi1ziste1
、
)
に
お
い
て
、
オ
ム
ニ
ア
ム
公

(
D
u
k
e

o
f
 

O
m
n
i
u
m
)

は
下
院
の
変
わ
り
身
の
早
い
指
導
者
に
「
政
府
は
新
し
い
会
期
の
た
め
に
政

策
を
用
意
し
て
お
く
の
が
よ
か
ろ
う
」
と
提
案
さ
れ
て
動
揺
す
る
。
彼
は
大
蔵
官
僚
で
あ
っ

て
、
政
治
家
で
は
な
い
。
つ
ま
り
十
八
世
紀
に
生
き
た
彼
の
前
任
者
と
同
様
、
彼
も
綱
領
と

か
政
策
よ
り
も
、
権
勢
や
地
位
な
ど
の
陰
謀
に
没
頭
し
て
い
る
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
オ
ー
ラ

ン
ド
・
ド
ラ
ウ
ト
卿

(
S
i
r
O
r
l
a
n
d
o
 
D
r
o
u
g
h
t
)

は
、
人
々
が
わ
ざ
わ
ざ

反
対
す
る
気

に
も
な
ら
な
い
軍
備
の
さ
さ
や
か
な
拡
張
以
外
に
何
も
提
案
す
べ
き
政
策
を
持
っ
て
い
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
オ
ー
ラ
ン
ド
卿
自
身
は
議
会
の
主
な
仕
事
は
法
律
を
定
め
る
こ
と

で
は
な
く
て
、
国
費
を
徴
集
す
る
こ
と
だ
と
主
張
し
続
け
る
。
「
そ
れ
が
簡
単
に
終
っ
た
と

き
に
は
、
…
…
閣
僚
た
ち
は
大
い
に
喜
ん
で
議
会
と
は
手
を
切
る
の
だ
。
会
期
を
終
ら
せ
、

カ
タ
を
付
け
る
こ
と
は
大
し
た
仕
事
だ
し
、
ま
た
喜
び
で
あ
る
。
」
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
議
会
の
仕
事
の
立
法
と
い
う
面
は
平
時
で
は
第
一
位
で
は
な

く
ら
い

く
、
第
三
位
に
位
し
、
重
要
性
か
ら
言
え
ば
立
法
は
行
政
よ
り
も
下
位
に
あ
っ
て
、
ま
た
政

治
的
な
討
論
が
全
国
民
に
与
え
る
政
治
教
育
よ
り
も
下
位
に
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
政
府

が
議
論
を
生
む
立
法
は
避
け
た
い
と
熱
望
し
て
お
り
、
一
方
、
下
院
は
ひ
ん
ぱ
ん
な
解
散
は

欲
し
て
な
か
っ
た
。
選
挙
は
金
が
か
か
り
、
激
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
あ
ま
り
定

期
的
に
選
挙
民
と
接
す
る
こ
と
は
活
力
を
な
く
す
も
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
治
的
な
経

験
に
富
む
。
ハ

ー
マ
ス
ト
ン
は
、

自
分
の
追
随
者
の
心
を
騒
が
す
よ
り
は
な
だ
め
る
や
り
方
を

心
得
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
代
の
支
配
的
人
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ト
ロ
ロ
ー
プ
の
書
い
た
作
中
人
物
の
一
人
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
親
愛
な
ブ

ロ
ッ
ク

（

四

九

）

（

五

0
)

(
B
r
o
c
k
)

様
、
あ
の
人
は
正
に
英
国
の
政
治
家
の
典
型
で
し
た
。
あ
の
人
は
自
分
の
国
を

深
く
愛
し
て
お
り
、
ま
た
、
自
分
の
国
が
他
の
国
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
欲
し
い

と
願
い
、
そ
し
て
ま
た
、
き
っ
と
そ
う
な
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
だ
が
あ
の
人
は
英
国
が

何
ら
か
の
大
き
な
改
善
を
や
れ
ば
そ
れ
で
英
国
の
偉
大
さ
が
永
遠
の
も
の
に
な
る
と
は
信
じ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
物
事
は
そ
れ
が
必
要
と
す
る
右
や
左
へ
の
わ
ず
か
な
方
向
づ
け
を
し

て
や
り
、
あ
と
は
成
り
行
き
に
ま
か
せ
る
が
よ
い
。

そ
れ
が
あ
の
人
の
統
治
の
方
法
で
し

た
。
·
·
:
•
•
あ
の
人
は
、
あ
の
改
革
が
出
来
な
か
っ
た
、
こ
の
改
革
が
出
来
な
か
っ
た
、
と
言

っ
て
失
望
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
の
人
を
傷
つ
け
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
個
人
的
な
争
い
で
負
か
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
で
し
よ
う
。
だ
が
あ
の
人
は
自

分
の
立
場
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
常
に
幸
せ
な
人
で
し
た
。
敏
感
で
、
激
し
い
野
心
を

抱
き
、
誠
実
な
良
心
を
持
ち
、
急
速
な
改
革
を
激
し
く
望
ん
で
い
る
人
は
決
し
て
幸
福
な
政

治
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
め
っ
た
に
幸
運
に
も
め
ぐ
ま
れ
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
」

運
命
は
通
常
、
政
治
家
に
対
し
て
は
ト
ロ
ロ
ー
プ
が
示
唆
し
た
以
上
に

気
ま
ぐ
れ
で
あ

る
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
の
中
期
に
あ
っ
て
は
、
運
命
は
非
常
に
首
尾
一
貫
し
て
い
た
。
誠

実
な
良
心
が
公
然
と
で
は
な
く
、
人
目
に
つ
か
ぬ
よ
う
に
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
政
治
家

た
ち
は
国
家
よ
り
も
む
し
ろ
自
発
的
に
結
成
さ
れ
た
団
体
の
活
発
な
奉
仕
を
頼
り
に
し
て
い

た
。
急
激
な
改
善
を
求
め
る
盛
ん
な
欲
求
も
結
局
は
便
宜
主
義
に
染
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
例

え
ば
、
十
九
世
紀
の
初
め
英
国
を
二
分
し
た
、
議
会
改
革
を
求
め
る
大
き
な
叫
び
声
は
、
ジ

ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
が
か
っ
て
ほ
の
め
か
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
も
、
そ
れ
に
味
方
す
る
も

の
は
勿
論
、
敵
に
よ
っ
て
も
ほ
う
む
り
去
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

一
八
五

二
年
か
ら

一
八

六
五
年
ま
で
そ
れ
が
問
題
と
し
て
生
き
続
け
て
き
た
の
は
、
議
会
外
か
ら
の
圧
力
が
続
い
て

い
た
こ
と
と
か
、
根
本
的
な
理
論
が
本
来
持
っ
て
い
る
永
続
的
な
魅
力
と
い
う
点
か
ら
説
明

す
る
よ
り
も
、
下
院
内
の
微
妙
に
均
衡
の
と
れ
た
状
況
と
い
う
点
か
ら
説
明
す
る
の
が
も
っ

と
も
適
当
で
あ
る
。
内
閣
の
出
し
た
改
革
案
も
原
則
か
ら
出
た
も
の
と
言
う
よ
り
は
、
有
効

な
政
治
的
作
戦
で
あ
っ
て
、
ま
ず
成
功
し
そ
う
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
現
状
肯
定

派
の
保
守
党
員
は
、
「
ロ
バ
ー
ト
・
グ
ロ
ー
ブ
ナ
ー
卿
の
、
日
曜
日
の
就
業
を
禁
ず
る
法
案

は
、
す
べ
て
の
改
革
法
案
を
合
わ
せ
た
も
の
の
五
倍
も
人
々
に
動
揺
と
興
奮
と
を
与
え
た
。
」

と
書
い
た
。
ま
た
、
あ
る
保
守
党
員
は
、
こ

の
保
守
党
員
よ
り
更
に
批
判
的
で
、
ま
た
彼
ほ

ど
現
状
に
満
足
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
少
な
く
と
も
政
治
に
お
い
て
は
、
原
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ス

ト

ラ

ク

チ

ャ

ー

英
国
の
政
界
に
「
組
織
だ
っ
た
制
度
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
す
べ

て
の
人
が
自
分
の
目
を
た
よ
り
に
歩
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
無
教
育
な
も
の
は

自
分
ら
が
教
育
の
あ
る
も
の
よ
り
も
下
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
多

く
の
も
の
は
自
分
の
判
断
を
少
数
の
人
々
の
判
断
に
従
わ
せ
て
き
た
。
彼
ら
は
盲
目

お
う
い
つ

的
に
そ
う
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

議
論
の
精
神
が
常
に
旺
溢
し
て

は
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
彼
ら
は
現
実
は
そ
の
と
う
り
で
あ
っ

た。

意
見
は
常
に
上
の
階
級
か
ら
下
の
階
級
へ
と
下

っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
国
家
が

何
ら
か
の
決
定
を
下
す
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
と
、
現
実
的
に
国
民
的
だ
と
さ
れ
る
決

定
は
そ
う
い
う
や
り
方
で
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ひ
と
た
び
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
終
る
と
、
英
国
民
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
非
常
に
平
和
な

時
を
あ
ま
り
不
安
も
感
じ
ず
に
落
着
い
て
暮
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
「
休
息
し
、
感
謝
せ

よ
」
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。
五
十
年
代
後
期
と
六
十
年
代
の
生
活
の
本
質
を
も
っ
と
も
確

か
に
描
写
し
た
二
人
の
文
筆
家
は
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
万
事
を
割
り
切

る
こ
と
の
好
き
な
歴
史
家
が
こ
の
世
紀
中
期
に
も
っ
と
も
良
く
張
る
レ
ッ
テ
ル
は
、
「
バ
ジ

ョ
ッ
ト
の
時
代
」
と
「
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
の
時
代
」
と
い
う
二
つ
で
あ
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の

『英

国
の
政
治
体
制
』
(E
n
g
l
i
s
h
C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
)

と
い
う

素
晴
ら
し
い
診
断
書
と
、
ト
ロ
ロ
ー

プ
の
四
十
七
の
小
説
に
示
さ
れ
て
い
る
着
実
な
観
察
は
そ
の
こ
ろ
の
平
均
的
な
一
連
の
解
釈

と
結
論
を
示
し
て
い
る
。
両
者
と
も
に
同
じ
く
、
表
面
的
に
は
安
定
し
、
快
適
な
英
国
を
描

写
し
た
。
彼
ら
二
人
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
青
年
党

(
Y
o
u
n
g
E
n
g
la
n
d
)

は
夢
の
世
界

ウ
ォ
ル
タ
ー

・
バ
ジ
ョ
ッ
ト

ト
ロ
ロ
ー
プ
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
と
英
国
の
政
治
体
制

第

四

章

バ
ジ
ョ
ッ
ト
と
ト
ロ
ロ
ゥ
。
フ
の
イ
ギ
リ
ス
の
た
め
に
組
立
て
ら
れ
て
い
た
。

の
も
の
と
な
り
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
は
悪
夢
の
世
界
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
残
し
た
も
の
は
、
忘
れ
難
い
思
い
出
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
思

（
四
六
）

い
出
と
い
う
の
も
セ
バ
ス
ト
ボ
ー
ル

(
S
e
b
a
s
t
o
p
o
l
)

で
起
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ウ
ェ

（
四
七
）

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー

(W
e
s
t
m
i
n
s
t
e
r
)

で
起
っ
た
こ
と
の
思
い
出
で
あ
っ
た
。
四
十
年
代

の
火
は
燃
え
尽
き
て
し
ま
っ
て
い
た
。
万
国
博
の
も
た
ら
し
た
世
間
の
興
奮
も
、
五
十
年
代

中
期
の
社
会
批
判
も
あ
ら
か
た
同
様
に
消
え
去
っ
て
い
た
。
政
治
に
関
す
る
限
り
、
「
英
国

の
大
部
分
の
者
が
、
英
国
は
ま
さ
し
く
英
国
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
手
に
入
れ
た
、
と
感

じ
、
満
足
感
が
国
中
に
広
ま
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
し
て
も
ト
ロ
ロ
ー
。フ
に
し
て
も
、
熱
心
な
弟
子
た
ち
に
前
述
の
レ

ッ
テ
ル

を
そ
れ
ぞ
れ
張
ら
れ
る
こ
と
は
好
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
両
者
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
時
代

の
政
治
的
な
中
心
人
物
は
パ
ー
マ
ス
ト
ン
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
描
い
て
い
る
時
代
は
「
。
ハ
ー

マ
ス
ト
ン
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
パ

ー
マ

ス
ト
ン
は
一
八
五
一
年
の

女
王
の
不
吉
な
予
言

や
、
一
八
五
五
年
、
五
六
年
の
怒
り
狂
っ
た
急
進
派
に
よ
る
一
般
の
人
気
を
博
し
た
攻
撃
に

も
か
か
か
ら
ず
、
生
き
長
ら
え
た
。
彼
は
一
八
五
七
年
に
圧
倒
的
勝
利
を
お
さ
め
た
多
数
派

が
分
裂
し
た
際
も
生
き
の
び
た
。

一
八
五
九
年
か
ら
一
八
六
五
年
ま
で
彼
は
ホ
イ

ッ
グ
党
、

前
ピ
ー
ル
党
及
び
急
進
派
の
強
力
な
連
立
に
よ
る
内
閣
（
こ
の
内
閣
か
ら
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン

の
自
由
党
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
）
の
首
相
を
勤
め
た
。
し
か
し
彼
は
こ
の
時
期
に
あ

っ
て
は
、
将
来
の
予
想
よ
り
も
、
過
去
の
経
験
の
蓄
積
に
た
よ
っ
て
い
た
。
彼
は
六
十
年
代

に
貴
族
的
な
優
雅
さ
や
老
練
な
経
験
を
も
ち
込
み
、
彼
の
仇
名
の
一
っ
は
「
と
き
わ
木
の
大

（
四
八
）

名
」
で
あ
っ
た
。
ア
ー
ガ
イ
ル

(
A
r
g
y
l
l
)

は
、
「
彼
の
か
っ
て
の
人
気
は
完
全
に
対
外
問

題
の
上
に
う
ち
た
て
ら
れ
た
も
の
で
、
英
国
民
は
対
外
問
題
に
関
し
て
は
虚
勢
を
張
る
の
が

好
き
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
今
や
、
首
相
と
い
う
地
位
に
あ
っ
て
種
々
の
取
引
き
を
す
る
な
か

で
彼
の
中
庸
さ
と
温
和
さ
が
ひ
ん
ば
ん
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
彼
は
ま
す

き
す
広
い
支
持
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

特
徴
的
な
こ
と
は
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
も
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
。
ハ

ー
マ
ス
ト
ン

の
主
張
を
そ
う
高
く
評

シ
ン
ボ
Ji

価
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
。ハ

ー
マ
ス
ト
ン
を
英
雄
と
い
う
よ
り
、

象
徴
で
あ
る

と
考
え
た
。
バ
ジ

ョ
ッ
ト
は
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
が
成
功
を
お
さ
め
た
秘
密
は
、
彼
は
並
の
人
間

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
を
素
材
に
し
て
並
の
人
間
が
創
り
出
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
い
た
。
「
彼
は
身
体
の
内
に
並
の
人
間
が
も
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
、
そ
れ

に
プ
ラ
ス
す
る
何
か
を
持
っ
て
い
た
。
」
ト
ロ
ロ
ー
。
フ
は
一
八
八
二
年
に
出
版
さ
れ
、
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
の
伝
記
を
書
い
た
が
、
同
じ
よ
う
に
、
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シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
で
平
和
宣
言
が
公
表
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
「
心
の
こ
も
っ
た
返
事
と
は

ま
る
で
反
対
の
も
の
」
と
出
合
っ
た
。
「
群
衆
か
ら
怒
声
が
湧
き
起
り
、
行
列
が
通
る
時
、

好
奇
心
に
釣
ら
れ
て
通
り
に
出
た
見
物
人
の
間
で
、
最
も
無
礼
な
言
葉
が
い
た
る
と
こ
ろ
で

交
わ
さ
れ
て
い
た
。
」
ロ
ン
ド
ン
の
大
使
館
の
窓
は
、
そ
の
祝
い
の
た
め
に
、
明
々
と
明
り

を
灯
し
て
い
た
が
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
冷
静
な
市
民
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ト
・
ア
ン
ド
・

ロ
ゼ
ラ
ム
・
イ

ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
を
読
ん
で
、
平
和
は
栄
光
に
充
ち
た
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
が
続
く
見
込
み
は
、
行
列
に
時
を
、
ガ
ス
灯
に
金
を
費
す
の
が
賢
い

こ
と
に
な
る
く
ら
い

に
確
か
な
も
の
か
を
知
っ
て
い
た
。

戦
争
は
、
溢
れ
る
ば
か
り
の
国
家
主
義
を
防
ぐ
た
め
に
完
壁
な
予
防
接
種
を
施
す
く
ら
い

長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
指
導
者
達
で
さ
え
も
、

一
八
五
六
年
の
穀
物

の
高
値
は
、
戦
争
行
為
を
続
け
て
い
る
結
果
な
の
だ
、
と
勤
労
階
級
に
説
得
し
よ
う
と
し
た

に
も
拘
ら
ず
、
「
高
い
。
ハ
ン
」
は
戦
争
反
対
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
な
ら
な
か
っ
た
。
い
や
む
し

ろ
、
公
立
の
食
糧
協
会
が
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
大
都
市
に
設
立
さ
れ
、

戦
争
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
熱
意
へ
と
民
心
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
一
生
懸
命
で
あ
っ
た
。

「
何
も
手
に
入
れ
た
様
子
は
な
い
。
二
年
前
の
「
戦
争
を
」

と
い
う
声
が
、
「
平
和
」
に
な

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
狂
っ
た
よ
う
な
国
民
が
、
斧
を
端
綱
に
持
ち
変
え
た
の
だ
。
」
と

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
別
の
新
聞
は
書
い
た
。
戦
争
か
ら
も
平
和
か
ら
も
何
も
得
た
も
の
は
な

か
っ
た
。
「
不
名
誉
な
平
和
に
よ
っ
て
、
恥
ず
べ
き
戦
争
を
終
ろ
う
と
し
て
い
る
。
所
得
税

は
一
割
に
も
な
り
、
人
類
に
益
す
る
と
こ
ろ
は
何
も
な
い
の
だ
。
」
と
リ
チ
ャ
ー
ド

・
モ

ン

ク
ト
ン

・
ミ
ル
ン

(
R
i
c
h
a
r
d
M
o
n
c
k
t
o
n
 
M
i
l
n
e
s
)

は
書
い
た
。

し
か
し
、
一
旦
平
和
調
印
が
行
わ
れ
る
と
、
急
進
派
の
勢
力
は
著
し
く
衰
え
た
。
そ
し
て

パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
ま
す
ま
す
世
論
の
支
持
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
五
六
年
、
女
王

は
、
平
和
会
議
英
国
代
表
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
に
、
そ
の
結
着
が
つ
い
た
の
は
「
彼
一
人
の
」
お

（
四
二
）

蔭
で
あ
る
と
明
言
し
な
が
ら
、
首
相
に
は
、
カ
ス
ル
リ
ー

(C
a
s
t
l
e
r
e
a
g
h
)
時
代
以
来
、

（
四
三
）

下
院
議
員
に
与
え
ら
れ
る
最
初
の
ガ
ー
タ
ー

(
g
a
r
t
e
r
)
勲
章
を
授
与
し
た
。

一
年
後
、
国

民
は
総
選
挙
で
彼
を
圧
倒
的
に
支
持
し
て
、
パ

ー
マ
ス
ト

ン
が
非
常
に
お
気
に
入
り
で
あ
っ

た
そ
の
真
価
を
認
め
る
気
持
を
表
わ
し
た
。
そ
の
選
挙
は
、
全
野
党
連
合
ー

っ
ま
り
、
ラ

ッ
セ
ル

、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
、
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
、
グ
レ
ア
ム
、
コ
ブ
デ
ン
主
義
者
ミ
ル

ナ
ー

1
1

ギ
ブ
ソ
ン

(
M
iln
e
r
,
 
G
i
b
s
o
n
)
、
ロ
ー
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
強
行
さ
れ
た
。
そ
の
問

題
は
、
。
ハ

ー
マ

ス
ト
ン
が
中
国
広
東
事
件
を
「
好
戦
的
」
に
処
置
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

彼
は
政
敵
か
ら
好
戦
性
を
追
求
さ
れ
る
と
、
思
い
切
っ
て
全
野
党
の
頭
越
し
に
選
挙
民
に
訴

え
た
の
で
あ
る
。
彼
は
選
挙
よ
り
は
む
し
ろ
国
民
投
票
を
要
求
し
、
一
八
三
二
年
以
来
、
歴

代
大
臣
の
誰
に
も
劣
ら
ぬ
素
晴
し
い
勝
利
を
、
つ
ま
り
海
の
向
う
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
勝

利
の
い
づ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
位
の
偉
大
な
勝
利
を
収
め
た

J

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
の
指
導
者
達

は
敗
退
し
、
ピ
ー
ル
党
は
一
党
派
と
し
て
は
割
れ
て
し
ま
い
、
党
派
心
の
強
い
議
会
か
ら
団

結
し
た
国
民
に
至
る
ま
で
受
け
て
来
た
首
相
は
、
今
や
、

ロ
ー

バ
ッ
ク
で
は
な
く
て
、
彼
が

国
民
の
護
民
官
に
な
っ
た
の
だ
、
と
主
張
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ロ
ー

バ
ッ
ク
は
議
席
を
失
わ
な
か
っ
た
数
少
い
反
対
派
の

一
人
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
フ
ィ

ー

ル
ド
は
彼
と
ハ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
を
強
く
支
持
し
、
最
高
点
で
二
人
を
選
ん
だ
。
民
衆
の
大

集
会
の
席
で
彼
は
見
事
な
表
彰
状
と
寄
付
で
集
っ
た
―

1
0
0ギ
ニ
ー

の
贈
物
を
授
与
さ
れ

た
。
彼
の
戦
時
中
の
奉
仕
活
動
は
子
孫
の
手
本
と
し
て
激
賞
さ
れ
た
。
「
彼
が
作
っ
た
委
員

会
の
実
例
が
将
来
不
注
意
な
国
政
当
局
者
に
は
不
変
の
心
配
の
た
ね
と
な
る
だ
ろ
う
，
そ
れ

は
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
を
も
揺
さ
ぶ
り
、
危
機
意
識
に
追
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
」
と
顕
彰
会
員

の
一
人
が
言
っ
た

3

し
か
し
、
そ
れ
も
パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
気
持
を
永
い
間
引
き
し
め
て
は
い

な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
彼
は

ロ
ー

バ
ッ
ク
の
た
め
に
集
め
ら
れ
る
基
金
に
最
初
に
寄
付
を
し

た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
事
実
、
彼
は
一
八
五
七
年
以
後
、
数
年
間
は
、
独
自
の
価
値
の

あ
る
後
押
し
を
し
て
く
れ
る

ロ
ー

バ
ッ
ク
の
よ
う
な
人
物
を
必
要
と
す
る
時
が
続
い
た
、
と

い
う
の
は
、
彼
は
い
つ
も
急
進
派
の
国
内
改
革
要
求
よ
り
も
外
交
問
題
に
対
す
る
熱
心
さ
を

買
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ー

バ
ッ
ク
は
、
年
令
と
と
も
に
、
ま
た
急
進
的
な
改
革
者
の
色
彩
が
次
第
に
薄
れ
て
行

く
に
つ
れ
て
、
一
層
外
交
問
題
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
だ
け
が
こ
の
よ
う
な
発

展
の
過
程
を
辿
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
他
の
政
治
家
は
誰
も
性
に
合
は
ぬ
外
交
問

題
に
対
し
て
彼
の
よ
う
な
熱
心
さ
を
示
さ
ず
、
多
く
の
人
は
次
第
に
改
革
の
大
問
題
に
無
関

心
に
な
っ
て
行
っ
た
，
時
代
思
潮
は
一
八
五
七
年
以
後
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
変
化
す

る
に
つ
れ
て
、
。ハ

ー
マ
ス
ト
ン
が
一
般
民
衆
に
訴
え
る
も
の
の
性
質
も
変
っ
た

3

一
八
五
六

年
に
平
和
調
印
が
行
わ
れ
た
時
、
レ
イ
ノ
ル
ズ

・
ニ
ュ
ー
ズ
は
、
「
大
国
民
」
は
「
生
ま
れ

つ
き
並
の
教
区
委
員
よ
り
優
れ
た
能
力
の
持
ち
主
で
も
な
い
人
物
の
。
ハ

ー
マ

ス
ト
ン
に
「
治

め
ら
れ
、
妨
害
さ
れ
、
馬
鹿
に
さ
れ
、
略
奪
さ
れ
、
恥
か
し
め
ら
れ
」
て
き
た
の
だ
、
と
不

平
を
訴
え
た
。

一
八
五
八
年
に
は
、
多
数
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
風
変
り
な
煽
動
政
治
家
よ
り
も

並
み
の
教
区
委
員
の
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
た
。
意
地
悪
な
個
々
の
人
が
、

し
ば
し
ば
野
蛮
な
熱
情
を
込
め
て
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
暴
き
続
け
、
国
民
一
般
の
豊
か
な
気

持
は
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ

3

銃
砲
の
音
は
遠
い
彼
方
に
消
え
て
ゆ
き
、
舞
台
は
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一
八
五
五
年
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

。ハ

ー
マ
ス
ト
ン
の
地
位
は
一

層
強
化
さ
れ
た
。

六
月
は
炎
熱
の
狂
お
し
い
ひ
と
月
で
、
そ
の
興
奮
に
輪
か
け
て
、

ロ
ン
ド
ン
の
群
衆
が
ハ
イ

ド
。
ハ
ー
ク
で
、
三
日
連
続
の
騒
ぎ
を
起
し
た
。
し
か
し
暴
徒
の
反
対
デ
モ
の
相
手
は
、
政
府

ま
た
は
そ
の

軍
事
政
策
で
は
な
く
、
一
議
員
の
提
案
ー
—
つ
ま
り
、

首
都
で
日
曜
の
商
売
の

取
引
き
を
抑
え
る
た
め
の
ロ
バ
ー
ト
・
グ
ロ
ヴ
ナ
ー
卿

(L
o
r
d
R
o
b
e
r
t
 G
r
o
s
v
e
n
e
r
)
 

法
案
ー
ー
で
あ
っ
た
。
う
る
さ
い
安
息
日
厳
守
主
義
と
ロ
ン
ド
ン
で
飲
み
食
い
を
す
る
個
人

の
自
由
に
対
す
る
脅
威
が
、
宮
廷
や
議
会
内
の
ロ
シ
ア
の
廻
し
者
に
も
ま
し
て
、
一
八
五
五

年
夏
の
刺
激
的
な
脅
威
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

ホ
イ
ッ
グ
党
は
「
成
り
行
き
に
お
構
い
な
し
」
と
言
い
、
反
対
党
は
、

「絶
え
間
の
な
い

密
戒
」

と
互
に
言
い
合
い
、
中
央
政
界
で
は
相
も
変
ら
ず
政
争
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、

。ハ

ー
マ
ス
ト
ン
は
「
群
鶏
の

一
鶴」

と
し
て
、
下
院
の
中
で
頭
角
を
現
し
始
め
て
い
た
。
軍

事
情
勢
が
好
転
す
る
に
つ
れ
て
、
勝
ち
戦
の
大
部
分
は
彼
の
功
績
と
言
わ
れ
始
め
た
。
中
産

階
級
の
保
守
派
は
、
激
し
過
ぎ
る
言
葉
使
い
を
止
め
、
耳
障
り
な
急
進
思
想
を
捨
て
、
行
政

改
革
連
合
の
寄
附
金
な
し
に
や
っ
て
行
き
、
政
府
部
局
の
改
革
だ
け
で
な
く
、
計
画
に
は
成

年
男
子
投
票
権
と
普
通
教
育
を
含
め

て
い
る
国
家
改
革
連
合
の
よ
う
な
、

極
端
に
新
し
い
急

進
的
な
組
織
を
疑
い
の
眼
で
見
始
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
一
八
五
五
年
の
当
初
、

数
ヶ
月
の
間
に
ラ
ー
バ
を
せ
り
上
げ
、
噴
出
さ
せ
た
政
治
的
な
火
山
が
、
遂
に
休
止
状
態
に

な
っ
て
行
く
か
の
よ
う
に
、
或
い
は
ま
た
、
と
も
か
く
も
、
噴
火
の
損
害
が
調
査
中
で
あ
る

と
い
う
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、

最
期
の

一
噴
き
が
起
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
九
月
、

セ
バ
ス

ト
ボ
ー
ル
占
領
の

ニ
ュ
ー
ス

が
電
報
で

ロ
ン
ド
ン
に
屈
い
た
。
戦
争
の
勃
発
後
、
最

初
の
二
、
三
週
間
で
当
然
落
ち
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
そ
の
一
大
軍
事
目
標
が
、
つ

い
に

連
合
軍
の
手
に
落
ち
た
。

五

し
か
し
な
が
ら
、
シ
ェ
フ

ィ
ー
ル
ド
と
大
工
業
都
市
は
、
ロ
ー
バ
ッ
ク
の
後
楯
と
し
て
、

確
固
た
る
存
在
で
あ
っ
た
。
或
る
新
聞
記
者
が
、
あ
え
て
彼
を
「
公
人
と
し
て
の
失
敗
者
」

と
言
う
と、

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド

・
タ
イ
ム
ズ
は
、

「も
し
国
民
の
福
祉
の
た
め
に
考
え
ら
れ

た
無
数
の
方
法
を
真
面
目
に
支
持
す
る

こ
と
が
、
す
べ
て
、
失
敗
者
を
作
り
上
げ
る
の
な
ら

ば
、
人
間
性
に
栄
光
を
与
え
る
ハ
ワ
ー
ド

(H
o
w
a
r
d
s
)
、
ハ
ン
。
フ
デ
ン

(H
a
m
p
d
e
n
s
)

家
の
す
べ
て
の
人
々
を
不
朽
の
名
声
の
目
録
か
ら
抹
殺
し
て
し
ま
え
。
」
と
書
い
た
。

セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
陥
落
は
、
国
内
状
況
の
改
善
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
国
内
事
情
を
複
雑
に

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
一
息
は
つ
い
た
が
、
戦
争
継
続
是
か
否
か
の
重

要
問
題
が
今
や
最
前
線
に
迫
っ
て
来
た
。
国
会
議
員
の
多
く
は
平
和
を
望
ん
で
い
た
。
そ
し

て
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。
実
は
、
こ
の
段
階
に
至
る

と
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
は
将
来
の
希
望
を
託
す
る
者
と
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世
に
眼
を

向
け
始
め
た
が
、
他
方
ト
ー
リ
ー
党
内
は
分
裂
し
不
安
定
で
あ

っ
た
。

。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
自
身
は
、
声
高
ら
か
に
勝
利
を
唱
え
る
と
こ
ろ
ま
で
戦
争
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、

セ
バ
ス

ト
ボ
ー
ル
陥
落
は
大
部
分
は
フ
ラ
ン
ス
軍
の
戦
果
で

あ
り
、
英
国
陸
軍
の
攻
撃
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

民
族
の
誇
り
を

満
足
さ
せ
て
戦
争
か
ら
手
を
引
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
自
前
の
勝
利
が
必
要
で
あ
っ
た
。
好

戦
的
な
急
進
派
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
依
然
と
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て

い
た
。
つ

ま
り
、
戦
争
の
継
続
の
み
が
、

横
領
者
、
フ
ラ

ン
ス
の
上
衣
の
裾
に
見
苦
し
く
し
が
み
つ
い
た
り
し
な
い
で
、
真
に

偉

大
な
独
立
国
家
と
し
て
返
り
咲
く
た
め
に
、
陸
海
軍
兵
士
の
勇
気
に
対
し
て
本
当
に
実
効

が
あ
り
、
喪
失
し

て
し
ま
っ
た
我
が
国
の
威
信
を
回
復
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
な
陸
海

軍
の
組
織
の
改
革
の
必
要
性
を
政
府
に
迫
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

運
命
の
糸
車
は
大
き
く
一
回
転
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

ニ
コ
ラ
ス
皇
帝
は
一

八
五
五
年
三

月
に
は
逝
去
し
て
い
た
。
そ
し
て
今
や
戦
争
終
結
を
待
た
ず
に
、
フ
ラ

ン
ス
皇
帝
は
厚
か
ま

し
く
も
国
家
の
敵
の
特
徴
を
前
よ
り
も
い
っ
そ
う
出
し
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
イ
タ
リ
ー
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
三
国
の
踏
み
に
じ
ら
れ
た
国
民
感
情
故
の
自
由
の
夢
は
な
お
生

き
て
い
た
。
「
も
し
本
当
に
平
和
が
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
或
る
新
し

い
基
盤
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
明
の
発
達
は
、
常
に
平
和
を
乱
す
力
を
持
つ
ョ

ー

ロ
ッ
パ
大
陸
の
二
、
三
の
専
制
国
家
の
優
位
性
と
全
く
両
立
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
」

と

シ

ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
タ
イ
ム
ズ
は
書
い
た
。

し
か
し
、

。ハ

ー
マ
ス
ト

ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
支
持
が
無
け
れ
ば
、
戦
争
の
続
行
は
不
可
能

だ
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、

多
く
の
秘
密
外
交
が
重
ね
ら
れ
た
挙
旬
に
、
一
八
五
六
年
二
月
に

パ
リ
で
平
和
会
談
が
始
ま
っ
た
。
゜
ハ
リ
協
定
が
三
月
末
に
調
印
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
国
民
一

般
の
熱
意
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
末
は
一
般
に
、
「
下
手
な
細
工
で
、
面
汚
し
も
の
だ
。
」
と

言
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
公
表
す
る
報
道
官
は
法
学
院
で
や
じ
り
倒
さ
れ
た
。
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そ
れ
は
想
像
さ
れ
た
程
の
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
文
書
で
は
な
か
っ
た
。

ロ
ー
バ
ッ
ク
の
草

稿
は
却
下
さ
れ
、
セ
イ
モ
ア
の
手
に
な
る
は
る
か
に
穏
や
か
な
文
書
が
、
代
り
に
認
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ミ
ア
の
兵
士
の
福
利
に
は
充
分
な
配
慮
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
特
別
部
門
、
な
か
で
も
輸
送
の
管
理
が
非
常
に
不
手
際
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た

3

し
か
し
、
そ
れ
で

一
月
の
批
判
の
主
な
目
標
に
な
っ
て
い
た

ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
公
の
責
任
は
免
除
さ
れ
た
。
委
員
会
が
極
め
て
断
固
と
し
た
告
発
を
内
容
と
す
る

宣
言
文
を
認
め
る
こ
と
は
、
要
す
る
に

ロ
ー
バ
ッ
ク
の
投
ず
る
決
定
票
に
か
か
っ
て
い
た
。

そ
の
告
発
の
内
容
は
、

現
地
陸
軍
の

苦
し
み
は
、
ク
リ
ミ
ア
遠
征
が
企
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
諸
情
勢
が
原
因

で
生
じ
た
。
そ
の

遠
征
を
命
じ
た
内
閣
は
、
ク
リ
ミ
ア
に
い
る
軍
の
装
備
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
情
報
は
何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
軍
は
攻
撃
目
標
の
要
塞
の
力
や
侵
攻
す
る
相

手
国
の
資
源
に
つ
い
て
も
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
等
は
遠
征
は
た
ち
ま
ち
成
功
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
た
。
そ
し
て
戦
い
が
長
期
化
す
る
見
通
し
も
な
か
っ
た
の
で
、
冬
の
戦

の
備
え
を
欠
い
て
い
た
。
本
委
員
会
は
、
全
て
の
イ
ギ
リ
ス
軍
部
隊
が
、
将
来
、
こ
の
ク

リ
ミ
ア
の
部
隊
が
見
せ
た
よ
う
な
武
勇
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
と
、
こ
の
報
告
書
に
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
苦
し
み
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
希
望
し
て
、
こ
こ
に
報
告

を
終
る
。

と
い
う
の
だ
。
委
員
の
一
部
と
下
院
の
大
部
分
の
議
員
は
、
報
告
書
の
発
表
で
審
理
を
お

開
き
に
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
つ
も
り
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

ロ
ー
バ
ッ
ク
は
、

「
閣
議
の
結
果
が
こ
の
よ
う
な
破
滅
的
な
も
の
と
な
っ
た
当
の
内
閣
の
閣
僚
全
部
を
厳
し
く

譴
責
し
て
」
ま
わ
り
、
一
八
五
五
年
七
月
に
動
議
を
起
す
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。
そ
の
時

は
激
し
い
政
治
的
な
興
奮
が
湧
き
立
つ
に
は
幸
先
よ
く
見
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
報
告
書
の
発

表
と
ロ

ー
バ
ッ
ク
の
動
議
に
つ
い
て
の
論
争
の
間
に
、
「
英
国
全
体
が
政
治
の
上
で
は
安
定

し
て
い
る
時
に
、
世
界
の
信
頼
を
揺
が
せ
て
」
ラ
ッ
セ
ル
が
、
再
度
、
辞
織
し
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
や
が
て
、
今
度
は
下
院
が
一
月
の
時
ほ
ど
ロ

ー
バ
ッ
ク
を
支
持
す
る
気
持
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
彼
の
短
い
演
説
は
、
以
前
病
気
の
た
め
に
切
り
つ
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
非
常
に
短
い
演
説
よ
り
も
は
る
か
に
効
果
が
な
か
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
の
批

評
通
り
、
一
月
、
文
章
効
果
を
最
も
上
げ
た
の
は
、動
議
を
さ
ら
り
と
読
み
上
げ
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
七
月
に
は
、

ロ
ー
バ
ッ
ク
が
消
滅
し
た
ア
バ
ー
デ
ィ

ー
ン
内
閣
を
攻
撃
す

る
の
は
、
委
員
達
に
は
死
馬
に
鞭
を
入
れ
て
い
る
感
じ
が
し
た
の
だ
。
ア
バ

ー
デ
ィ

ー
ン
卿

弾
劾
に
は
殆
ん
ど
支
持
す
る
も
の
は
い
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
ロ

ー
バ
ッ
ク
は
、
ア
バ

ー
デ
ィ

ン
の
閣
僚
の
問
責
を
願
っ
て
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
と
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
か
ら
出
た
歎
願
書
を

提
出
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
趣
旨
を
強
行
は
し
な
か
っ
た
。
も
し
そ
の
動
議
が
実
行
さ
れ
た

な
ら
ば
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
と
閣
僚
の
半
数
は
詰
腹
を
切
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
一
八
五
五
年
七
月
に
は
、
内
閣
の
交
替
を
期
待
し
よ
う
と
す
る
国
会
議
員
は
ほ
と
ん
ど

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
バ
ッ
ク
の
動
議
が
討
論
さ
れ
て
い
る
間
に
、
多
数
の
国
会
議
員
は
、
ロ
ー
バ
ッ
ク
の

「
あ
く
の
強
い
報
復
的
な
人
柄
」
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
表
わ
し
た

3

彼
の
影
響
力
の
強
い
魔

力
は
つ
い
え
去
っ
て
い
た
。
「
彼
は
当
る
を
幸
攻
撃
を
か
け
、
生
釆
の
豊
富
な
毒
舌
に
ふ
け

る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
楽
ん
で
い
る
。
」
「
彼
の
演
説
は
強
い
調
子
の
前
置
で
始
ま
り
、
立
派

な
結
び
で
終
っ
た
が
、
そ
の
中
間
は
証
明
も
し
く
は
実
質
が
欠
落
し
て
い
た
。
こ
ん
な
こ
と

は
猛
禽
の
く
ち
ば
し
や
爪
に
当
る
が
、
そ
の
実
中
味
は
蒻
す
ぼ
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
だ
。
と

も
か
く
も
、
失
敗
は
厳
し
く
詮
索
し
、
過
大
な
酷
評
を
し
て
、
合
法
政
府
の
窮
状
を
誇
張
す

る
こ
と
は
賢
明
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
」
と
ラ
ッ
セ
ル
は
言
っ
た
。

ジ
ョ
ン

・
ブ
ラ
イ
ト
は
ラ
ッ
セ
ル
を
非
常
に
効
果
的
に
扱
っ
た
，
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

場
合
に
、
彼
が
ロ
ー
バ
ッ
ク
の
最
も
親
密
な
支
持
者
の
一
人
で
あ
っ
た
の
は
皮
肉
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
和
平
派
の
急
進
派
と
強
硬
派
の
急
進
旅
と
が
再
び
手
を
握
っ
た
の
だ
。
し
か
し
両

者
と
も
状
勢
の
変
化
に
対
し
て
多
少
の
油
断
が
あ
っ
た
。
ブ
ラ
イ
ト
は
ダ
ー
ビ
イ
卿
が
首
相

に
就
任
し
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
し
、

ロ
ー

バ
ッ
ク
は
中
央
政
界
越
し
に
シ

ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
に
眼
を
向
け
て
い
た
。
し
か
し
、
遂
に
、
全
く
優
勢
な
地
位
を
確
立
し
始
め

て
い
た
の
は
。
ハ

ー
マ
ス

ト
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
最
早
存
在
し
な
い
政
府
を
処
理
す
る
た
め

に
、
現
政
府
の
不
信
任
決
議
を
通
す
よ
う
に
下
院
を
説
得
す
る
こ
と
を
試
み
る
た
め
に
、

ロ

ー
バ
ッ
ク
を
攻
撃
し
た
が
、
彼
は
過
去
よ
り
も
将
来
を
見
て
い
る
さ
ら
に
力
強
い
論
拠
を
持

っ
て
い
た
。
一
八
五
四
年
二
月
、
戦
況
は
芳
し
く
は
な
か
っ
た
が
、

一
八
五
五
年
七
月
に

は
、
状
況
は
良
く
な
っ
て
い
た
。
事
実
、
戦
況
は
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
調
子
が
よ
か
っ
た
。

勝
利
は
目
前
に
あ
っ
た
。
歴
史
に
思
い
を
ふ
け
り
時
を
過
す
こ
と
も
な
い
。

ロ
ー
バ
ッ
ク
の
動
議
は
公
式
に
は
却
下
さ
れ
ず
、
棚
上
げ
に
さ
れ
た
。
委
員
会
メ
ン
バ

ー

で
ロ
バ
ー
ト
卿
の
兄
弟
、
ピ

ー
ル
将
軍
は
、
そ
の
前
の
懸
案
を
動
議
と
し
て
出
し
、
二
八
四

対

一
八
二
票
で
下
院
を
通
し
た
。
特
別
委
員
会
に
よ
る
政
治
は
終
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

- 45 -



有明工業高等専門学校紀要 第 15号 191 

提
携
し
て
い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
は
広
報
担
当
の
一
人
で
あ
っ
た
。
非
国
教
徒

モ
ー
リ
ー
は
、

穀
物
法
反
対
連
盟
と
英
国
々
教
廃
止
の
財
政
的
な
後
援
者
で
あ
っ
た
が
、
デ

は
ん
も
ん
じ
よ
く
れ
い
（
三
八
）

ィ
ッ
ケ
ン
ズ
は
終
始
、
行
政
改
革
論
者
で
、
繁
文
縛
礼
省
の
姿
と
、
そ
こ
に
住
む
テ
ト
ス
・

（
三
九
）

バ
ー
ナ
ク
ル
ズ

(
T
i
t
u
s
B
a
r
n
a
c
l
e
s
)

と
い
う
貴
族
を
書
き
続
け
た
。

政
治
家
と
し
て
よ
り
は
む
し
ろ
実
業
家
と
し
て
、
行
政
改
革
の
要
求
に
共
鳴
し
た
議
員
は

（四

0)

多
か
っ

た
。
例
え
ば
、
サ

ミ
ュ

エ
ル
・
ラ
ン
グ

(
S
a
m
u
e
l
L
a
i
n
g
)
は
功
績
が
推
進
力
と
な

っ
て
い
る
私
企
業
と
功
績
が
見
逃
さ
れ
る
政
府
官
庁
を
対
比
し
て
み
た
。
組
織
が
う
ま
く
ゆ

か
ぬ
理
由
は
、
そ
れ
を
支
配
し
て
い
る
人
間
が
半
端
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
凡
傭
が
組
織
に

屈
服
し
た
。
能
力
だ
け
が
そ
れ
を
支
配
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
ト
ー
リ
ー
党
は
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
急
進
派
と
院
内
で
連
合
し
た
。
そ
し
て
エ
レ
ン
バ
ラ
と
ダ
ー
ビ
ー
の
両

者
と
も
、
行
政
改
革
に
は
相
当
の
理
由
が
な
け
れ
ば
、
非
常
に
損
得
勘
定
に
長
け
た
性
格
を

持
っ
た
人
で
も
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
関
す
る
厳
し
い
議
論
に
首
を
突
込
ん
だ
り
は
し
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
し
た
。
し
か
し
行
政
改
革
の
主
な
支
持
．百
は
急

（四

一）

進
派
で
、
特
に
レ
ア
ー
ド

(
L
a
y
a
r
d
)

は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
一
八
五
五
年
六
月
に

そ
の
問
題
を
下
院
に
持
込
ん
だ
の
は
彼
で
あ
っ
た
。

彼
の
動
議
に
つ
い
て
の
議
論
ー

っ
ま
り
、
下
院
が
党
派
や
家
門
の
影
密
力
と
日
常
化
し

た
お
定
り
の
事
に
盲
目
的
に
固
執
す
る
た
め
に
、
功
績
や
効
果
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
関
心

を
以
っ
て
見
た
こ
と
ー
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
政
府
は
少
数
の
名
門
が
独
占
し
て
い

る
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
陸
軍
は
依
泊
ひ
い
き
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
、
領
事
、
外
交

官
勤
務
は
私
的
な
少
数
グ
ル
ー
。フ
の
領
分
で
あ
る
こ
と
、
公
務
員
職
は
公
開
の
競
争
試
験
に

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
レ
ヤ
ー
ド
は
公
然
と
主
張
し
た
。
最
後
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

彼
は
、
政
府
部
局
の
全
面
開
放
を
要
求
し
て
い
る
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
強
力
な
支
持
を
得
て

い
た
。
一

方
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
は
非
常
に
懐
疑
的
な
態
度
を
示
し
た
。
試
験
は
余
り
当
て
に
し

す
ぎ
て
は
は
な
ら
な
い
。
参
加
者
全
員
に
試
験
の
門
戸
を
開
い
て
も
、
必
ず
し
も
第
一
級
の

人
物
が
確
保
出
来
る
と
は
限
ら
な
い
。
最
も
将
来
性
の
あ
る
優
秀
な
青
年
は
必
ず
や
も
っ
と

魅
力
の
あ
る
職
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

議
論
の
中
で
一
番
興
味
深
い
二
つ
の
話
は
、
ト
ー
リ
ー
党
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ル
ワ
ー
・

リ
ッ
ト
ン
卿
と
無
所
属
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ド
ラ
モ

ン
ド

(H
e
n
r
y
D
r
u
m
m
o
n
d
)

の
話
で
あ

っ
た
。
両
者
と
も
に
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
争
う
機
会
を
存
分
に
楽
ん
だ
。
リ
ッ
ト
ン
は
、
無
分

別
な
抵
抗
を
し
、
軽
卒
な
沈
黙
を
守
り
、
愛
想
の
い
い
冗
談
や
調
子
の
い
い
笞
句
を
吐
い

て
、
こ
の
問
題
に
一
般
の
耳
目
を
引
き
つ
け
る
演
壇
の
議
論
に
し
た
の
は
首
相
で
あ
る
、
と

主
張
し
た
。
彼
は
党
派
や
社
会
組
織
に
対
す
る
レ
ヤ
ー
ド
の
攻
撃
に
同
調
し
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
「
ホ
イ
ッ
グ
党
か
国
民
の
熱
意
と
活
力
に
水
を
さ
し
た
」
あ
の
名
門
と
特
権
的
家
系

と
の
結
び
つ
き
を
本
気
で
批
難
し
た
。
ド
ラ
モ
ン
ド
は
、
ロ
ー
バ
ッ
ク
の
特
別
委
員
会
の
設

立
を
支
持
し
て
い
た
が
、
自
分
の
見
解
に
は
は
る
か
に
遠
慮
の
な
い
独
立
自
尊
の
人
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
中
産
階
級
は
貴
族
階
級
よ
り
も
優
れ
た
「
高
潔
な
」
行
政
官
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
真
実
な
の
か
と
尋
ね
た
。
彼
等
は
自
分
達
が
生
活
す
る
大
都
市
に
排
水
設
備
を
施
す
こ

と
に
成
功
し
な
か
っ
た
の
だ
。

彼
等
は
マ
ン
チ

ェ
ス

タ
ー
で
何
と
高
価
な
失
敗
を
犯
し
て
し
ま

っ
た
の
か
を
見
給
え
。
そ

の
町
に
は
急
進
派
と
哲
人
達
が
充
ち
充
ち
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
等
は
排
水
施
設
を
作
る

こ
と

が
出
来
な
か
っ
た

の
だ
。
し
か
も
こ

の
町
ほ

ど
容
易
に
排
水
施
設
を
作
れ
る
と
こ
ろ

は
ど
こ
に
も
な
か

っ
た
の
だ
。
何
故
な
ら
町
に
は
二
つ
の
丘
が
あ
り
、
並
み
の
常
識
人
な

ら
ば
、
た
だ
ち

に
、「
丘
の
上
か
ら
下
ま
で
溝
を
作
っ
て
水
を
流
す
の
だ
。
」
と
言

っ
た

で

あ
ろ
う
か
ら
。

ド
ラ
モ
ン
ド
は
な
お
も
、
行
政
改
革
の
叫
び
は
当
に
な
ら
ぬ
も
の
で
、

一
国
の
政
府
に
今

ま
で
に
関
り
の
あ
っ
た
人
々
を
す
べ
て
、
船
の
仲
買
い
人
、
株
の
仲
買
人
、
鉄
道
会
社
重
役

な
ど
と
入
れ
替
え
る
夢
は
破
滅
に
繋
が
る
だ
け
で
あ
る
、
と
つ
け
加
え
た
。
ド

ラ
モ
ン
ド
の

皮
肉
は
非
常
に
効
果
的
で
、
レ
ヤ
ー
ド

の
決
議
案
は
三
五
九
対
四
六
票
で
退
け
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
問
題
は
棚
上
げ
に
さ
れ
ず
、
戦
争
が
終
る
ま
で
依
然
と
し
て
重
要

な
も
の
で
あ
っ
た
。

七
月
に
は
更
に
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
競
争
試
験
に
反
対
す
る
者
は
、

二
、
三
週
間
前
に
比
べ
て
一
層
不
利
に
な
っ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
、
当
時
の
文
官
登
用

方
法
は
最
良
の
人
材
を
国
家
に
提
供
し
な
い
ば
か
り
か
、
泣
き
つ
く
こ
と
に
生
命
を
す
り
減

ら
し
て
い
る
多
数
の
人
達
を
待
期
さ
せ
て
お
く
保
設
体
制
と
結
び
つ
い
た
、
は
か
り
知
れ
な

い
位
大
き
い
付
随
的
な
悪
弊
を
う
み
出
す
も
の
だ
、
と
強
く
主
張
し
た
。
こ
の
議
論
の
終
り

に
は
、

。ハ

ー
マ
ス
ト

ン
で
さ
え
も
、
競
争
が
行
政
の
一
部
に
効
果
的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
を

認
め
た
。

政
治
の
仕
組
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
議
会
の
議
論
が
続
き
、
国
民
一
般
の
興
奮
も
な
お
さ

め
や
ら
ぬ
間
、
ロ
ー
バ

ッ
ク
の
委
員
会
は
、
依
然
と
し
て
開
か
れ
て
い
て
、
当
然
の
こ
と

だ
が
、
下
院
や
国
民
一
般
の
気
質
の
影
轡
を
受
け
て
い
た
が
、
都
合
の
い
い
犠
牲
を
見
出
せ

ぬ
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
五
五
年
六
月
一
八
日
、
委
員
会
は
報
告
書
を
提
出
し
た
。
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な
国
民
に
値
し
な
い
審
理
に
な
る
、
と
言
う
と
、
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
は
、
彼
は
「
恐
ろ
し
い
雄

弁
術
」
に
ふ
け
っ
て
い
る
、
と
い
っ
て
批
難
し
た
、
し
か
し
そ
の
密
告
は
言
葉
だ
け
の
誇
張

で
は
な
か
っ
た
。

ロ
ー
バ
ッ
ク
自
身
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
議
会
は
ま
っ
た
く
ま
と
ま
り
が

無
い
と
み
て
と
る
と
、
充
分
考
え
て
秘
密
会
の
要
求
を
引
込
め
る
こ
と
に
し
た
。
常
識
が
原

則
を
制
し
た
の
で
あ
る
。

公
開
委
員
会
は
、
一
般
の
物
凄
い
興
奮
の
中
で
、
六
月
ま
で
続
い
た
。
委
員
会
の
出
席
率

は
い
つ
も
良
く
、
大
勢
の
人
が
傍
聴
許
可
を
求
め
て
い
つ
も
場
外
に
集
っ
た
。
入
場
希
望
者

の
中
か
ら
ほ
ん
の
少
数
の
人
が
一
般
割
当
て
の
場
所
に
は
い
る
こ
と
が
出
来
た
。
証
言
は
毎

日
公
表
さ
れ
、
全
国
の
新
聞
で
読
者
は
お
さ
ら
い
が
出
来
た
。

大
方
の
証
人
は
喜
ん
で
洗
い
ざ
ら
い
証
言
を
し
、
結
局
、
行
政
の
失
敗
の
責
任
は
、
個
人

に
は
な
く
て
、
政
党
と
議
会
の
共
同
責
任
の
も
と
に
あ
る
制
度
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
最
も
高
名
な
証
人
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
公

(
t
h
e

D
u
k
e
 o
f
 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
)

は
、
或
る
閣

僚
が
徴
兵
適
令
人
口
は
三
万
人
で
あ
る
と
議
会
に
保
証
し
て
い
る
丁
度
そ
の
時
に
、
実
数
は

一
万
二
千
に
過
ぎ
な
い
、
そ
し
て
タ
イ
ム
ズ
が
食
糧
、
医
療
施
設
、
衣
類
の
不
足
を
暴
露
し

た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
、
と
証
言
し
た
。
そ
し
て
や
が
て
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
と
ニ
ュ
ー
カ
ッ

い
わ
れ

ス
ル
を
含
む
閣
僚
達
が
謂
の
な
い
責
任
を
と
ら
さ
れ
て
い
た
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
行
政

的
な
混
乱
の
原
因
は
あ
る
特
定
の
人
の
無
能
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
行
政
の
組
織
全
体

の
中
に
ひ
そ
ん
で
い
た
の
だ
。

ロ
ー
バ
ッ
ク
は
、

「私
は
堕
落
を
身
辺
に
感
じ
て
い
た
が
、

そ
れ
に
手
を
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

委
員
会
が
こ
の
よ
う
な
結
末
に
向
っ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
極
端
な
急
進
派
は
軍
の
改
革
と

行
政
改
革
を
一

層
積
極
的
に
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
進
級
も
金
次
第
と
い
う
軍
の
や
り

方
が
猛
烈
に
批
判
さ
れ
た
の
で
、
も
し
戦
争
が
続
い
た
と
す
れ
ば
、
一
八
七
一
年
の
改
革

は
、
一
八
五
五
年
ま
た
は
一
八
五
六
年
に
実
行
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
軍
改
革
の
指

導
的
な
支
持
首
の
一
人
に
、
前
首
相
の
息
子
で
、
共
同
工
場
や
労
働
組
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
基
金

に
援
助
を
し
て
い
た
進
歩
的
自
由
主
義
者
ゴ
ー
ド
リ
ッ
チ
子
爵
（
V
i
s
c
o
u
n
t

G
o
d
e
r
i
c
h
)
 

が
い
た
。
「功
績
だ
け
が
将
校
任
命
辞
令
を
出
す
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
彼

は
主
張
し
た
。
も
し
改
良
が
行
な
わ
れ
て
、

若
い
軍
曹
が
下
級
将
校
に
な
れ
る
な
ら
ば
、
知

識
階
級
が
軍
隊
に
は
い
る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
自
ら
も
陸
軍
将
校
で
、
初
め

恐
露
病
者
で
あ
っ
た
ド
・
ル
ー
シ
イ
・
エ
バ
ン
ズ

(
D
e
L
a
c
y
 E
v
a
n
s
)

は、

貴
族
出
の

新
兵
は
と
ん
と
ん
拍
子
に
昇
任
す
る
の
に
、
下
級
将
校
で
相
変
ら
ず
皮
肉
を
云
っ
て
い
る
イ

ふ
る
つ
わ
も
の

ベ
リ
ア
半
島
の
古
兵
の
話
を
し
て
い
る
。
彼
の
話
に
よ
る
と
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
は
、

貴
族

政
治
を
維
持
す
る
こ
と
が
実
力
を
備
え
た
軍
隊
を
保
持
す
る
こ
と
よ
り
大
事
で
あ
る
、
と
信

じ
て
い
た
の
だ
。

「
友
達
の
多
い
者
が
陸
軍
の
高
い
位
に
つ
く
の
だ
。
し
か
し
、
軍
や
師
団

の
司
令
官
に
誰
を
選
ぶ
か
と
い
う
問
題
に
な
る
と
、
答
え
は
、

『
お
や
、
そ
ん
な
人
物
は
こ

ん
な
階
級
の
出
で
は
な
い
。
我
々
に
そ
ん
な
人
物
の
話
を
す
る
の
は
よ
し
給
え
。
』
」
と
言
う

の
だ
。

階
級
制
度
や
地
位
に
つ
い
て
の
世
製
的
な
観
念
は
、
不
首
尾
に
終
っ
た
戦
争
の
影
響
を
受

け
て
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
議
会
は
全
体
と
し
て
は
余
り

根
本
的
に
制
度
を
変
え
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
ト
ー
リ
ー
党
は
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
に
手
を
賃

し
、
一
五
八
対
―
―
四
票
で
、
ゴ
ー
ド
リ
ッ
チ
の
提
案
を
退
け
た
。
彼
等
は
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン

と
同
じ
く
、
陸
軍
の
「
根
本
的
改
革
」
に
強
力
に
反
対
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
委
員
会
メ

ン
バ
ー
の
多
く
が
陸
軍
将
校
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
自
分
達
の
見
解
を
弁
護
す
る

た
め
、
例
え
ば
特
進
将
校
は
将
校
会
食
で
つ
ら
い
思
い
を
す
る
だ
ろ
う
と
か
、
社
会
と
結
び

つ
き
の
な
い
軍
隊
は
規
律
を
保
持
出
釆
な
い
と
い
う
、
奇
妙
に
現
代
風
に
見
え
る
議
論
を
作

り
出
し
た
。
そ
し
て
更
に
一
般
に
は
余
り
通
用
し
な
い
或
る
決
定
的
な
論
議
ー
_
軍
に
関
り

を
持
つ
と
王
室
と
の
間
に
必
ず
摩
擦
が
起
る
と
い
う
こ
と
ー
|
が
な
さ
れ
た
。

ゴ
ー
ド
リ
ッ
チ
の
動
議
が
否
決
さ
れ
た
最
も
重
大
な
結
果
は
、
軍
の
改
革
要
求
が
も
っ
と

全
般
的
な
行
政
改
革
に
化
け
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
競
争
試
験
に
よ
る
文
官
登
用
の
道
を
開

く
こ
と
を
求
め
る
法
案
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
公
務
員
の
権
力
と
地
位
を
占
有
し
て
い
る

貴
族
階
級
を
打
ち
破
る
た
め
に
」
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
都
市
に
、

多
数
の
行
政
改
革
組
織
が
設
立
さ
れ
た
。

彼
等
は
有
名
な
「
公
務
員
組
織
に
つ
い
て
の
報

（
三
七
）

告
」
の
中
に
攻
撃
材
料
を
発
見
し
た
が
、
そ
の
報
告
書
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ト
レ
ベ
リ
ア
ン
卿

(
S
i
r
 C
h
a
r
l
e
s
 T
r
e
v
e
l
y
a
n
)

と
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
・
ノ
ー
ス
コ
ー
ト
卿

(
S
i
r
S
t
a
f
f
o
r
d
 

N
o
r
t
h
c
o
t
e
)

の
手
に
な
る
も
の
で
、
主
と
し
て
無
気
力
者
、
無
精
者
、
無
能
力
者
が
文
官

任
用
許
可
を
熱
心
に
求
め
て
い
る
と
述
べ
て
い
た

3

「
能
力
的
に
、
門
戸
を
開
放
し
て
い
る

職
業
で
成
功
す
る
こ
と
が
期
待
薄
の
者
や
、
怠
惰
と
身
体
の
欠
陥
の
た
め
に
積
極
的
な
活
動

に
適
し
な
い
人
々
が
文
官
に
任
用
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
等
は
そ
こ
で
苦
労
も
せ
ず
、
ほ
と
ん

ど
危
険
な
目
に
も
あ
わ
ず
に
立
派
な
生
活
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。
」
改
革
者
達
は
、

製
造
工
業
に
従
事
す
る
階
級
の
激
し
い
労
働
、
注
意
深
い
職
務
に
対
す
る
配
意
と
、
活
力
と

能
力
の
蓄
え
を
、
官
庁
の
怠
惰
と
、
無
能
と
比
べ
浮
彫
り
に
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
行
政
改
革

協
会
は
ド
ル
ー
リ
ー
レ
ー
ン
で
一
大
デ
モ
を
う
っ
た
が
、
大
き
な
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
サ
ミ

ュ
エ
ル
・
モ
ー
リ
ー

(
S
a
m
u
e
l
M
o
r
l
e
y
)

が
会
長
で
、
当
時
デ
ー
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
と
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ト
派
か
ら
ロ
シ
ア
国
民
と
の
共
謀
を
追
求
さ
れ
た
。

「
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
は
魔
術
を
か
け
て

し
ま
っ
た
，
英
国
の
政
治
家
は
誰
一
人
と
し
て
魔
よ
け
を
持
た
ぬ
の
に
、

魔
術
は
罪
だ
。」

と
彼
等
は
言
っ
た

3

ロ
ー
バ
ッ
ク
は
ア
ー
カ
ッ
ト
を
恐
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
「
そ
ん
な
人

物
が
私
を
疑
い
の
眼
で
見
る
と
は
、
思
う
に
状
況
は
む
し
ろ
私
に
都
合
が
い
い
も
の
で
あ

る。
」
と
彼
は
新
聞
に
書
い
た
。

ア
ー
カ
ッ
ト
の
支
持
百
は
、
風
刺
と
誹
謗
の
達
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
議
会
政
治
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

3

そ
し
て
議
会
で
は
、

ロ
ー
バ

ッ
ク
が
そ
の
制
度
の
中

で
は
こ
れ
以
上
の
も
の
は
出
ま
い
と
い
う
急
進
派
の
最
右
翼
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
委
員
会
に

提
案
し
、
要
求
し
た
調
査
の
実
行
を
主
張
し
続
け
た
た
め
に
、
絶
え
ず
ホ
イ
ッ
グ
や
ビ
ー
ル

党
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
特
別
委
員
会
に
よ
る

「施
政
」
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
困
難

な
問
題
は
、
す
べ
て
、
委
員
会
開
催
前
に
、
ビ
ー
ル
党
の
前
閣
僚
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。

グ
レ
ア
ム
は
、
委
員
会
の
公
開
、
秘
密
会
の
別
を
た
だ
し
た
。
い
づ
れ
に
し
ろ
、
そ
こ
に
は

多
く
の
直
面
す
る
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
も
し
秘
密
会
に
な
る
と
、
喚
問
さ
れ
た
参

考
人
は
、
公
に
自
己
の
立
場
を
弁
護
し
た
り
、
証
人
を
検
問
し
た
り
、

諒
告
を
退
け
た
り
す

る
機
会
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
も
し
公
開
と
な
る
場
合
は
、
証
言
が
毎
日
新
聞
に
載

り
、
非
常
に
煽
動
的
な
形
で
出
る
の
で
、
士
気
に
関
わ
り
、
戦
争
に
勝
つ
こ
と
そ
れ
自
体
が

一
層
難
し
い
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
い
づ
れ
に
し
ろ
、
委
員
会
が
報
告
を
提
出

す
る
ま
で
、
ど
の
委
員
か
ら
も
議
会
に
対
し
て
提
案
は
な
い
こ
と
に
な
る
、
そ
う
す
る
と
こ

れ
が
個
人
の
自
由
と
国
の
組
織
の
両
方
に
重
大
な
脅
威
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な

い
の
だ
。

ロ
ー

バ
ッ
ク
は
最
高
司
令
官
ラ
グ
ラ
ン
卿
を
す
で
に
「
被
告
席
の
囚
人
」
と
呼
ん

で
い
た
。
ま
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
ア
ム
卿
は

「
私
は
議
会
に
は
っ
き
り
笞
告
し
て
お
き
ま

す
が
、
議
会
は
十
一
人
中
六
人
は
た
ま
た
ま
雑
多
な
人
が
寄
り
集
っ
た
も
の
な
の
に
、
彼
等

に
歯
止
め
も
抑
制
も
伴
な
わ
な
い
権
力
を
委
任
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
か
く
し
て
そ
れ
は
我

が
国
を
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
結
末
へ
と
巻
き
込
む
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。」

と
言

っ
た
。
そ

し
て
更
に
、
法
廷
ま
た
は
、
も
し
特
別
委
員
会
が
必
要
な
ら
ば
、
常
任
委
員
と
し
て
国
務
大

臣
が
い
る
と
こ
ろ
で
審
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
好
ま
し
い
、
と
彼
は
言
っ
た
。

グ
レ
ア
ム
の
議
論
は
説
得
力
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ピ
ー
ル
党
特
有
の
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
政
治
的
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
行
政
的
な
色
彩
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ

た
。
世
論
の
動
き
を
理
解
し
た
り
、
一
般
の
悪
罵
に
同
調
す
る
こ
と
が
グ
レ
ア
ム
の
得
手
で

あ
る
た
め
し
が
な
か
っ
た
。
ビ
ー
ル
党
は
、
一
八
五
一
年
、
即
ち
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
的
偏
見

が
盛
り
上
っ
た
こ
と
に
断
固
反
対
の
立
場
を
打
ち
出
し
た
時
か
ら
、

国
民
と
の
間
に
ま
す

ま
す
大
き
な
距
り
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
五
五
年
に
は
彼
等
の
主
張
に
耳
を

借
す
人
は
実
際
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
彼
等
は
英
国
政
界
で
村
八
分
に
あ
っ
て
い
た
の
だ
。

一
八
五
五
年
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
依
然
と
し
て
ビ
ー
ル
党
員
で
あ
っ
た
が
、
当
の
委
員
会

は
懲
罰
委
員
会
な
い
し
は
補
償
委
員
会
で
は
な
く
、
い
や
し
く
も
何
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

行
政
府
か
ら
重
要
な
機
能
を
減
ら
す
よ
う
な
政
府
行
政
委
員
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
主
張
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
院
内
の

評
判
は
世
評
よ
り
も
よ
か
っ
た
が
、
当
時
彼
は
ク
リ
ミ
ア
に
比
べ
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の

方
に
余
計
関
心
を
持
っ
て
い
た

3

し
か
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
シ
ェ
フ
ィ

ー

ル
ド
・
タ
イ
ム
ズ
は
、
彼
を
英
国
に
於
け
る
ロ
シ
ア
派
の
一
人
と
し
て
免
職
さ
せ
よ
う
と
し

こ
。

t
 議

会
自
体
は
ビ

ー
ル
党
の
議
論
を
退
け
て
、
委
員
会
メ
ン
バ

ー
と
な
っ
た
ト
ー
リ
ー
党
の

ジ
ョ
ン

・
パ
ッ
キ
ン

ト
ン

(J
o
h
n

P
a
c
k
i
n
g
t
o
n
)

卿
と
、
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
出
身
の

駅

の
工
場
主
で
、
あ
た
ら
議
論
の
た
め
の
議
論
に
異
議
を
唱
え
た
ジ
ョ
ー
ン

•
F

・

ミ
ュ
ン
ツ

(
G
e
o
r
g
e
 
F
.
 
M
u
n
t
z
)

の
よ
う
な
比
較
的
無
名
の
委
員
の
指
挙
に
従
っ
た
。゚

ハ
ー
マ
ス

ト
ン
自
身
は
、
や
や
冷
や
か
に
、
も
し
彼
が
辞
任
す
る
と
後
継
者
が
い
な
い
、
と
い
う
理
由

で
委
員
会
を
認
め
た
。
も
し
そ
う
な
っ
た
ら
、
議
会
で
難
問
を
解
決
す
る
可
能
性
は
す
っ
か

り
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
そ
し
て
解
決
策
と
し
て
は
英
国
下
院
特
別
委
員
会
よ
り
も
フ

ラ
ン
ス
公
共
安
全
委
員
会
に
近
い
制
度
が
生
ま
れ
る
道
が
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
審
理
に
不
都
合
が
起
る
こ
と
は
よ
く
判
っ
て
い
た
が
、
委
員
会
の
強
力
な
支
持
団
体
に

ぶ
っ
つ
か
る
な
ら
ば
、
温
和
し
く
譲
歩
す
る
方
が
よ
い
、

と
思
っ
て
い
た
。
至
極
当
然
な
こ

と
に
、
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
時
に
、
政
府
の
権
能
が
止
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
国
に

は
」
も
っ
と
大
き
な
不
都
合
が
起
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。

。ハ

ー
マ
ス
ト
ン
が

一
旦
そ
の
委
員
会
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
そ
の
公
開
、
非
公
開
の
議
論

が
一

層
威
勢
よ
く
な
っ
た
。
パ
ッ
キ
ン
ト
ン
と
ロ
ー
バ
ッ
ク
は
委
員
会
の
大
多
数
の
支
持
を

得
て
非
公
開
の
方
を
と
っ
た
、
と
い
う
の
は
調
査
の
難
し
さ
の
た
め
に
彼
等
は
八
方
塞
り
に

な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

二
、
三
年
前
、
国
民
健
康
改
革
を
引
込
め
る
た
め

に
最
善
を
尽
し
た
ホ
イ
ッ
グ
党
委
員
セ
イ
モ
ア
卿
だ
け
は
、
非
公
開
よ
り
公
開
を
と
っ
た
。

し
か
し
、
議
会
は
全
体
と
し
て
「
秘
密
」
委
員
会
に
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。
「
議
会
は、

も
し
委
員
会
が
非
公
開
な
ら
ば
、
委
員
会
に
対
す
る
権
威
を
無
く
し
て
し
ま
う
。

一
方
委
員

会
が
公
開
さ
れ
る
と
、
証
人
は
陳
述
の
際
に
、
委
員
は
質
問
す
る
場
合
に
、
一
層
抑
制
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
」
と
グ
レ
ア
ム
は
言
っ
た
。
更
に
続
け
て
、
秘
密
委
員
会
は
自
由
で
寛
大
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四

と
こ
ろ
の
あ
る
人
は
誰
で
あ
れ
犠
牲
に
す
る
決
心
を
し
て
野
に
下
り
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す

人
物
」
に
憧
れ
て
い
る
人
が
多
数
い
た
。
ラ
ッ
セ
ル
の
散
漫
な
や
り
口
が
一
八
五
四
年
の
危

機
を
早
め
た
の
だ
が
、
彼
は

一
八
五
五
年
に
は
以
前
に
も
増
し
て
ま
と
ま
り
が
な
か
っ
た
。

そ
し
て
彼
は
ロ
ン
ド
ン
よ
り
も
ウ
ィ

ー
ン
の
仕
事
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る

と
、
す
っ
か
り
信
頼
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
。

私
は
妖
精
の
よ
う
な
全
権
大
使
よ

ろ
し
く

戦
争
を
収
め
る
た
め
に
、
ウ
ィ

ー
ン
の
町
へ
と
出
か
け
て
行

っ
た
。

し
か
し
、
人
皆
、
私
の
言
葉
を
信
ぜ
ず
、
彼
等
を
あ
ざ
む
い
た
と
言
い
切
る
の
だ
。

そ
し
て
私
を
ロ
シ
ア

大
帝
の
友
人
呼
ば
わ
り
す
る
。

ト
ー
リ
ー
党
は
、

彼
の
行
動
を
非
難
す
る
投
票
動
議
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
。
ハ
ー
マ
ス
ト

ン
が
、
古
い
好
敵
手
を
か
ば
い
、
卒
先
し
て
「
彼
等
は
空
騒
ぎ
を
し
て
い
る
。」
と
言
っ
た

（三
三
）

時
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・

バ
ル
ワ
ー

・
リ

ッ
ト
ン
(
E
d
w
a
r
d

B
u
l
w
e
r
 L
y
t
t
o
n
)
卿
は
、
「
『
空

（

三

四

）

（

三

五

）

騒
ぎ
』

(
M
u
c
h
A
d
o
)

は

『
ま
ち
が
い
喜
劇
』
(
T
h
e
C
o
m
e
d
y
 o
f
 
E
r
r
o
r
s
)

の
後
に

出
た
。
」
と
当
意
即
妙
の
相
の
手
を
入
れ
た
。
議
会
が
ラ
ッ
セ
ル
非
難
の
投
票
を
通
過
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
な
い
う
ち
に
、

一
八
五
五
年
七
月
―
―
―
―
日
、

彼
は
特
別
職
の
地
位
を
辞
し

た
。
そ
こ
で
今
や
。
ハ

ー
マ
ス
ト
ン
が
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
残
る
唯
一
人
の
大
物
と
な
っ
た
が
、

彼
と
て
も
下
院
や
新
聞
の
厳
し
い
詮
索
の
眼
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
我
が
国
は

非
常
に
せ
っ
か
ち
に
、
勝
利
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
が
成
功
し
な
い
う
ち
は
、
ど
ん
な
政
治

家
ま
た
は
政
治
団
体
で
も
、
た
と
え
そ
の
天
性
が
如
何
に
優
れ
、
そ
の
人
柄
が
如
何
に
純
粋

で
あ
ろ
う
と
も
、
国
事
を
有
利
に
、
も
し
く
は
満
足
に
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

セ

バ
ス
ト
ボ
ー
ル
は
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
さ
も
な
け
れ
ば
不
満
は
増
大
し
危
険
な
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
内
閣
ま
た
は
議
会
の
存
在
以
上
に
価
値
の
あ
る
多
く
の
事
が
問
題
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
」
と
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ド
・ロ

ン
ド
ン

・ニ

ュ
ー
ス

(lll
ust1
、a
t
e
d
L
o
n
d
o
n
 N
e
w
s)
 

は
一
、
ニ
ヶ
月
も
前
に
書
い
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
政
情
不
安
の
時
期
に
、
ロ
ー

バ
ッ
ク
の
特
別
委
員
会
は
行
政
の
不
始
末
の
原

因
調
査
の
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
。
そ
の
委
員
会
の
設
立
と
存
続
は
、
ま

っ
た
く
一
時
的
な

も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
に
興
味
深
い
新
機
軸
を
打
出
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
と
異
り
、
そ
の
仕
事
を
遂
行
す
る
の
に
各
種

委
員
会
に
依
存
し
て
来
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
調
査
委
員
会
の
支
持
者
は
、
ナ
ボ
レ
オ
ン
戦

（
三
六
）

争
中
の
ウ
ォ
ー
カ
レ
ン
委
員
会

(
W
a
lk
c
h
e
r
e
n
C
o
m
m
i
t
t
e
e
)

に
先
例
が
あ
っ
た
と
い

う
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
、
広
汎
な
政
治
行
政
問
題
に
関
す
る
調
査
に
積
極
的
な
世
論
の

裁
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
か
っ
て
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
急
進
派
は
、
特
殊
な
問
題
を
調
査
す

る
た
め
に
は
、
い
つ
も
特
別
委
員
会
の
手
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
相
当
広
汎
な
権
限
を
も
つ

委
員
会
が
、
全
体
的
に
行
政
を
調
査
す
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。

ロ
ー
バ
ッ
ク
は
、
前
回

の
一
八
四
三
年
に
は
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
戦
争
の
原
因
調
査
の
た
め
に
、
こ
う
い
う
委
員
会

を
任
命
し
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
彼
は
そ
の
戦
争
を
「
不

正
か
つ

賢
明
さ
を
欠
く
」
と
言
っ
た
，
そ
し
て
、
。
ハ

ー
マ
ス
ト
ン
卿
が
我
が
国
の
外
交
政
策

に
及
ぼ
す
有
害
な
干
渉
と
影
響
口
に
つ
い
て
語
っ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
五
五
年
に
は
、

彼
は
そ
の
戦
争
に
賛
成
し
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
を
受
入
れ
、
院
外
で

一
般
の
要
求
が
あ
っ
た
と

し
て
、
彼
の
委
員
会
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
国
内
の
多
く
の
所
に

「
秘
密
外
交
」
の

や
り
方
全
体
を
攻
撃
す
る
地
方
の
外
交
問
題
委
員
会
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
最
も
重
要
な

も
の
は

ニ
ュ
ー
カ

ッ
ス
ル
に
あ
っ

た
が
、
そ
こ
で
委
員
は

「
も
う
す
ぐ
氾
濫
が
起
り
そ
う

だ
。
改
革
の
時
は
ま
さ
に
至
れ
り
。
」
と
宣
言
し
た
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
委
員
会
も
殆
ん

ど
同
じ
く
ら
い
に
重
要
で
、
実
に
手
強
い
も
の
で
ロ

ー
バ
ッ
ク
と

ハ
ッ

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
両

者
に
脅
威
を
与
え
た
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
地
区
委
員
会
は

ロ
ー
バ
ッ
ク
委
員
会
の
指
示
を
歓

迎
し
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
の
似
た
よ
う
な
常
任
委
員
会
の
原
則
に
従
い
、

更
に
ふ
み
込
ん

で、

外
交
問
題
を
監
督
す
る
た
め
、
両
院
に
常
任
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。

地
方
外
交
委
員
会
の
影
響
力
は
、も
し
そ
れ
が
特
に
ニ
グ
ル

ー
。フ
、
つ
ま
り
デ
ビ
ッ
ド
・
ア

ー
カ
ッ
ト
支
持
派
と
彼
に
激
し
く
対
立
す
る
も
の
、
と

に
割
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
も
っ
と

強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
デ
ビ
ッ
ド

・
ア
ー
カ
ッ

ト
は
、

当
時
は
粗
暴
で
風
変
り

な
急
進
派
で
、
抑
え
き
れ
ぬ
情
熱
の
ま
ま
に
、
釣
衡
も
と
れ
ず
、
ま
と
ま
り
も
な
く
、
パ

ー

マ
ス
ト
ン
は
ロ
シ
ア
皇
帝
か
ら
金
を
も
ら
っ
て
い
る

ロ
シ
ア
の
ス
。
ハ
イ
で
あ
る
、
と
信
じ
て

い
た
。
こ
の
勧
善
懲
悪
風
の
主
張
は
筋
の
通
っ
た
も
の
だ
、
と
彼
は
多
く
の
労
働
者
に
何
と

か
う
ま
く
説
明
し
た
が
、
彼
が
説
得
し
て
転
向
者
を
作
る
た
び
に
、
数
人
の
懐
疑
論
者
と
激

し
い
反
対
者
を
出
し
た
。

ロ
ー

バ
ッ
ク
は
、
シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
の
ア
ー
カ
ッ
ト
の
支
持
者

に
、
パ
ー
マ

ス
ト
ン
は
数
々
の
失
策
を
犯
し
た
け
れ
ど
も
、
意
図
的
に
英
国
を
裏
切
っ
た
と

は
思
は
ぬ
、
と
語
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
見
方
を
し
た
た
め
に
、
ロ
ー
バ

ッ
ク
自
身
ア
ー
カ
ッ
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た
組
閣
出
来
な
か
っ
た
。
彼
は
、
政
府
か
ら
身
を
引
い
て
か
ら
は
、
一
般
の
信
頼
を
失
っ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
彼
の
閣
僚
を
つ
と
め
た
人
達
は
、
彼
の
下
で
仕
事
を
す
る
意
志
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
状
況
の
中
に
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
彼
は
、
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン

の
も
と
で
内
務
大
臣
を
務
め
た
が
、
ク
リ
ミ
ア
に
お
け
る
軍
事
上
の
失
敗
に
よ
っ
て
評
判
に

傷
が
つ
か
な
か
っ
た
唯
一
の
大
臣
で
あ
っ
た
。
ト
リ
ー
党
員
は
ダ
ー
ビ
ー
伯
を
必
要
な
人
物

と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

。ハ

ー
マ
ス
ト
ン
が
不
可
欠
の
人
物

(
l
'
h
o
m
m
e

inevi ,
 

t
a
b
l
e
)

と
な
っ
た
。
ロ
ー
バ

ッ
ク
は
、
自
分
が
彼
を
そ
の
地
位
に
つ
け
た
の
だ
と
言
え
た

が
、
世
論
は
、
も
し
、
そ
れ
が
政
府
の
強
化
と
行
政
の
改
革
を
意
味
す
る
の
な
ら
ば
、
喜
ん

で
そ
の
変
化
を
支
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
狙
い
は
、
政
治
家
の
入
れ
替
え
を
す
る
こ

と
で
は
な
く
て
、

弱
い
所
に
は
力
を
、
小
心
と
移
り
気
に
は
勇
気
と
決
意
を
、
つ
ま
ら
な
い

狭
い
考
え
に

は
自
然
に
暴
君
と
専
制
主
義
に
対
し
て
深
い
敬
意
を
抱
く
よ
う
な
気
に
す
る
、
そ
ん
な
大

英
帝
国
の
真
の
利
益
を
重
ん
ず
る
大
き
な
開
か
れ
た
も
の
の
見
方
を
注
入
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

。ハ

ー
マ
ス
ト
ン
は
、
一
八
五
二
年
二
月
に
は
、
国
民
の
支
配
者
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
奴

隷
で
あ
っ
た
。
当
時
、
極
端
な
急
進
派
の
間
に
は
、
貴
族
的
な
七

0
を
過
ぎ
た
娯
を
た
く
わ

え
た
老
人
が
、
「
貴
族
制
度
」
即
ち
「
全
く
の
無
能
な
組
織
」
の
手
で
、
無
理
に
引
き
込
さ

れ
た
泥
沼
か
ら
戦
争
を
引
き
出
し
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
気
持
が
あ

っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
は
、
一
八
四
六
年
に
ト
ー
リ
ー
党
の
疑
問
に
対
し
た
場
合
と
ま
っ
た

く
同
じ
完
壁
な
手
腕
を
揮
っ
て
、
そ
の
疑
問
を
利
用
し
た
。

「
パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
本
当
の
山

師
で
、
全
く
力
尽
き
果
て
、
い
い
と
こ
、
シ
ャ
ン
。
ハ
ン
で
は
な
く
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ー
ル
に
過

ぎ
な
い
。
ま
し
て
今
や
厚
化
粧
の
道
化
で
、
耳
は
遠
く
、
目
は
か
す
み
、
入
歯
は
ぐ
ら
ぐ

ら
、
遠
慮
な
く
話
を
す
る
と
、
入
歯
が
ぽ
ろ
り
と
落
ち
る
か
も
知
れ
な
い

。」

と
彼
は
友
人

に
手
紙
を
書
い
た
。
彼
は
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
に
も
同
じ
よ
う
に
卒
直
で
あ
っ
た
。

「貴
方

は
そ
の
毛
並
の
よ
さ
は
お
判
り
に
な
る
で
し
よ
う
が
、
行
動
力
や
力
は
消
え
う
せ
て
い
る
。
」

ブ
ラ
イ
ト
は
教
え
て
も
ら
う
必
要
は
な
か
っ
た
。

「
パ
ー
マ
ス
ト
ン
が
首
相
だ
っ
て
1

、
何

と
い
う
悪
ふ
ざ
け
。
老
い
ぼ
れ
の
ほ
ら
吹
き
が
、
と
う
と
う
無
節
操
に
も
長
年
の
野
心
的
な

一
大
目
標
に
到
達
し
て
し
ま
っ
た
。」

と
ブ
ラ
イ
ト
は
日
記
に
書
い
た
。

パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
国
内
の
人
気
、
議
会
経
験
、
フ
ラ
ン
ス
の
弁
護
士
か
ら
彼
が
引
き
立
て

ら
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
な
ど
の
せ
い
で
、
責
任
あ
る
考
え
か
ら
彼
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
も
し
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
が
彼
を
高
く
買
わ
な
く
て
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
買
っ
て

い
る
、
と
確
信
さ
れ
て
い
た

3

女
王
や
ア
ル
バ
ー
ト
公
で
さ
え
も
こ
う
い
う
考
え
に
影
響
を

受
け
た
。
し
か
し
彼
は
職
に
つ
く
と
、
た
ち
ま
ち
、
立
場
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
第
一

夜
は
「
失
敗
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
下
院
は
混
乱
し
、
秩
序
は
乱
れ
た
。
」
ロ
ー
バ
ッ
ク

は
、
閣
僚
の
更
迭
と
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
自
身
か
ら
受
け
た
圧
力
に
も
拘
ら
ず
、
特
別
委
員
会
を

確
保
す
る
意
図
を
放
棄
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。

「政
府
の
交
替
は
内
閣
の
総
入
れ
替
え
に

も
な
ら
な
か
っ
た
。
」

と
彼
は
云
っ
た
。
゜
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
は
相
変
ら
ず
、
身
に
覚
え
の
あ
る

や
ま
し
い
連
中
に
取
り
巻
か
れ
て
い
た
の
で
、
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
の
統
率
時
代
の
昔
と
同
じ

よ
う
に
、
取
り
調
べ
は
執
拗
で
あ
っ
た
。
゜
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
提
案
の
行
政
改
革
と
、
国
会
議
員

が
継
続
的
に
行
な
う
悲
惨
な
戦
争
の
原
因
調
査
に
は
何
も
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

官
公
庁
の
世
界
に
あ
る
惰
性
的
雰
囲
気
を
撲
滅
す
る
こ
と
を
そ
の
官
庁
の
長
た
る
者
に

可
能
に
し
て
く
れ
る
の
は
院
の
権
威
を
お
い
て
外
に
は
な
か
っ
た
。

長
た
る
者
は
、
独
力

で
は
や
れ
な
い
、
国
家
の
機
構
に
新
し
い
活
力
を
注
ぎ
込
む
時
は
、

議
員
閣
下
の
手
助
け

と
し
て
、
自
分
が
主
宰
す
る
委
員
会
を
動
か
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
機
構
は
本
来
の
計
画
と
は
少
々
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
バ
ッ
ク
は
自
分
が

主
宰
す
る
委
員
会
を
作
っ
た
。
そ
こ
で
パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
政
治
的
な
立
場
が
一
層
弱
め
ら
れ

た
。
彼
は
、
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
委
員
会
を
抑
え
る
こ
と
を
試
み
て
、
一
般
民
衆
の
疑
念
を
か

き
た
て
た
。
し
か
し
結
局
、
譲
歩
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
は
三
人
の
ピ
ー
ル
党
員
の
居
座
り

大
臣
グ
レ
ア
ム
、
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ン
、
シ
ド
ニ
ー
・

ハ
ー
バ

ー
ト
の
辞
任
を
強
制
し
た
。

一

八
五
一
年
の
懐
し
い
ホ
イ
ッ
グ
連
合
が
復
活
し
た
。
ピ
ー
ル
党
員
は
行
政
官
と
し
て
、
そ
し

て
今
度
は
政
治
家
と
し
て
も
、
信
用
を
落
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
危
機
が
も
た
ら
し
た
唯
一

の
も
の
は
、
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
が
言
う
よ
う
に
、

「英
国
は
有
能
な
人
物
を
あ
げ
て
組
織
し
た

内
閣
を
、
凡
人
ぞ
ろ
い
の
内
閣
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
」
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

。ハ

ー
マ
ス
ト

ン
の
立
場
は
、
一
八
五
五
年
の
春
一
杯
と
夏
の
初
め
ま
で
は
、
相
変
ら
ず
弱

い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
和
会
議
に
参
加
す
る
た
め
二
月
に
ウ
ィ
ー
ン
に
行
く
こ
と
を
同
意
し

て
い
た
ラ
ッ
セ
ル
が
、
辻
悽
の
合
わ
ぬ
話
と
陰
謀
に
は
ま
り
、
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た

時
「
政
党
的
な
考
え
を
全
々
せ
ず
、
貴
族
制
度
の
影
響
を
全
く
顧
慮
し
な
い
で
、
や
ま
し
い
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ふ
う
に
見
て
い
る
人
々
の
心
の
奥
底
に
秘
む
恥
辱
を
表
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
ま
た

国
家
の
損
失
を
も
た
ら
し
た
張
本
人
を
暴
き
た
て
罰
す
る
た
め
に
、
心
に
芽
萌
え
た
固
い

決
心
を
も
表
わ
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
。
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
我
々
は

彼
が
耐
え
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

背
後
に
は
急
進
派
の
意
見
が
あ
り
、
産
業
国
イ
ギ
リ
ス
の
大
都
市
の
多
数
の
人
々
の
支
持

を
得
て
い
て
も
、

ロ
ー

バ
ッ
ク
が
一
八
五
五
年
一
月
に
特
別
委
員
会
の
動
議
を
提
出
し
た
時

（三

0)

は
、
彼
は
、
一
人
な
ら
ず
何
人
か
の
人
達
に
は
、
ゴ
リ
ア
テ

(
G
o
li
a
t
h
)

に
立
ち
向
う
ダ

（
三
一
）

ビ
デ

(
D
a
v
i
d
)

の
よ
う
に
見
え
た
。
彼
が
特
別
委
員
会
を
作
っ
た
だ
け
で
は
な
く
て
、
ア

バ
ー
デ
ィ

ー
ン
政
府
を
下
ろ
し
た
こ
と
は
、
彼
の
熱
意
や
能
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
ア
バ
ー
デ
ィ

ー
ン
内
閣
の
内
部
分
裂
の
結
果
で
あ
っ
た
。
彼
が
政
府
に
石
の
つ
ぶ
て
を

投
け
つ
け
た
時
、
相
手
は
足
許
が
ふ
ら
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

彼
が
動
議
を
公
表
し
た
最
初
の
結
果
が
、
ジ
ョ
ン

・
ラ
ッ
セ
ル
卿
の
辞
織
で
あ
っ
た
が
、

彼
は
ピ

ー
ル
党
員
ア
バ

ー
デ
ィ

ー
ン
が
率
い
る
連
立
内
閣
、
つ
ま
り
ラ
ッ
セ
ル
が
言
う

「私

が
籍
を
置
い
た
う
ち
で
最
悪
の
内
閣
」
で
、
平
大
臣
と
し
て
、
長
い
間
不
愉
快
な
坐
折
感
を

味
っ
て
い
た
の
だ
。
一
八
五
四
年
中
、
ラ
ッ
セ
ル
は
何
度
も
辞
職
す
る
と
言
っ
て
脅
か
し
た

の
で
、
ア
ル
バ
ー
ト
公
は
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
卿
が
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
内
閣
打
倒
に
果
し

た
役
割
に
つ
い
て
、
一
八
五
四
年
十
一
月
!
―
八
五
五
年
二
月
」
と
い
う
手
製
の
特
別
の
整

理
記
録
を
作
っ
て
い
た

3

今
度
は
、
院
外
の
意
見
が
政
治
に
一
番
手
厳
し
く
な
っ
た
潮
時
を

見
て
、
辞
職
が
迫
ま
ら
れ
た
。

ラ
ッ
セ
ル
を
失
っ
た
ホ
イ
ッ
グ
・
ピ

ー
ル
連
合
政
府
は
、

ロ
ー
バ
ッ
ク
の
動
議
に
抵
抗
し

よ
う
と
し
て
、

三

0
五
票
対

一
四
八
票
の
整
く
べ

き
大
差
で
敗
れ
去
っ
た
。
下
院
は
多
数
派

の
大
き
さ
に
非
常
に
驚
き
、
そ
の
数
字
が
発
表
さ
れ
た
時
は
日
頃
の
歓
声
は
上
ら
ず
、
し
ん

と
静
ま
り
か
え
り
、
後
か
ら
ば
か
に
し
た
よ
う
な
笑
い
が
お
こ
っ
た
。
当
時
の
人
の
言
葉
で

は
、
そ
の
政
府
は
「
現
代
に
お
け
る
内
閣
の
記
録
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
不
名
誉
な
最
期
を

遂
げ
た
」
と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
ま
た
は
陸
軍
大
臣
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
に
特
に
不
満
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
グ

ル
ー
プ
が
倒
閣
の
機
会
を
捕
え
た
の
だ
。
党
派
の
区
分
か
ら
判
明
し
た
こ
と
は
、
一
八
五
〇

年
代
は
政
党
の
名
称
が
非
常
に
非
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
一
八
五
一
年
以
来
全

般
的
な
政
治
情
勢
に
つ
い
て
は
、

主
な
点
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

一

八
五

一
年
、
ホ
イ
ッ
グ
党
と
ビ

ー
ル
党
は
、
不
可
能
と
判
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、

長
い
間
期

待
さ
れ
て
い
た
連
立
の
た
め
に
結
集
し
た
が
、
彼
等
は
、
要
す
る
に
「
党
派
的
感
覚
か
ら
の

提
携
」
で
は
な
く
、
集
団
の
利
益
と
い
う
見
地
か
ら
そ
う
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

「
一
人
一
人

の
原
理
が
誰
の
意
見
と
も
結
び
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
。
」
と
あ
る
保
守
党
員
は
言
っ
た
。
彼

等
の
微
温
的
な
協
力
は
、
一
八
五

二
年
に
選
出
さ
れ
た
下
院
に
於
い
て
は
有
効
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
下
院
が
一

、
ニ
カ
月
以
上
も
続
く
と
は
誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
「
そ
れ
は

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
議
会
に
な
る
で
し
よ
う
。
」
と
ビ
ー
ル
党
の
指
導
者
の
一
人
、
ジ
ェ

（
三
二
）

イ
ム
ス

・
グ
レ
ア
ム

(J
a
m
e
s
G
r
a
h
a
m
)

卿
は
、
選
挙
直
後
に
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に

手
紙
を
書
い
て
い
る
。
「
党
派
の
釣
合
が
余
り
見
事
に
と
れ
過
ぎ
て
い
て
、
選
挙
民
に
清
新

な
訴
え
か
け
を
し
な
く
て
は
、
新
し
い
政
策
は
―
つ
も
実
行
に
移
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
よ
う
。」
こ
う
し
た
訴
え
は
全
く
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
議
会
は
一
八
五
七

年
ま
で
続
い
た
。
し
か
し
、
絶
え
間
の
な
い
離
合
集
散
、
闇
く
も
の
猟
官
運
動
と
、
一
般
に

解
散
を
嫌
が
る
気
持
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
し
か
し
一
八
五

五
年
に
は
状
況
は
非
常
に
由
々
し
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
、
ハ
ワ
ー
ス
墓
地
の
墓
石
に
静
か

に
思
い
を
凝
ら
し
て
い
た
マ
ー
シ
ュ
ー

・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
ブ

ロ
ン
テ
姉
妹
か
ら
政
治
に
眼

を
向
け
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

こ
の
恥
す
べ
き
光
景

無
力
の
党
派
の
手
か
ら
権
力
は
落
ち
か
か
る

な
の
に
そ

れ
を
奪
い
か
ざ
す
者
と
て
な
し

セ
バ
ス
ト
ボ
ー
ル
占
領
の
失
敗
は
政
治
情
勢
を
絶
望
的
な
も
の
の
よ
う
に
見
せ
た
。
普
通

議
員
と
い
た
る
所
の
不
満
を
抱
い
て
い
る
民
衆
は
、
精
力
的
に
戦
争
を
遂
行
し
、
過
去
の
過

ち
を
償
い
、
陸
軍
の
残
存
部
隊
を
救
う
と
い
う
単
純
な
意
図
で
構
成
さ
れ
た

「
戦
争
内
閤
」

を
求
め
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
危
機
は
、
ホ
イ
ッ
グ
・
ビ
ー
ル
連
合
の
敗
北
で
終
り
を
つ
げ
た
の
で
は
な

い
。
ア
バ

ー
デ
ィ
ー
ン
内
閣
が
倒
れ
る
と
、
保
護
貿
易
論
者
ダ
ー
ビ
ィ
と
ホ
イ
ッ
グ
の
ラ
ッ

セ
ル
、
両
者
と
も
組
閣
は
不
可
能
と
思
っ
た
。
ダ
ー
ビ
ィ
の
失
敗
は
、
デ
ィ
ズ
レ

ー
リ
を
苦

に
が
し
い
気
持
に
し
、
一
八
五
一
年
の
彼
の
失
敗
を
思
い
起
さ
せ
た

3

彼
は
、
も
し
。
ハ
ー
マ

ス
ト
ン
と
ビ
ー
ル
党
の
一
部
が
彼
の
も
と
に
集
る
な
ら
ば
、

喜
ん
で
役
に
立

つ
つ
も
り
で
い

た
が
、
デ
ィ
ズ
レ

ー
リ
の
非
常
に
親
し
い
友
人
ロ
ー
バ
ッ
ク
の
よ
う
な
急
進
派
と
は
、
あ
ま

り
親
密
に
な
り
た
い
気
持
は
、
は
っ
き
り
言

っ
て
、
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
も
ま
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自
主
性
が
彼
の
最
大
の
長
所
で
あ
っ
た
。

一
八
三
二
年
、
議
席
を
得
た
時
、
彼
は
、
彼
自

身
の
言
葉
で
言
え
ば
、
「
ホ
イ
ッ
グ
で
も
な
く
、

ト
ー
リ
ー
で
も
な
く
、
党
派
的
な
立
場
と

は
無
関
係
に
、
国
民
の
利
益
に
な
る
と
信
じ
る
と
こ
ろ
を
主
張
す
る
こ
と
を
心
に
決
め
て
下

院
人
り
を
し
た
の
だ
。
」
彼
は
、こ

の
よ
う
な
自
立
性
が
、
力
強
く
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

行
く
ホ
イ
ッ
グ
嫌
い
と
矛
盾
す
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
彼
は
常
々
ホ
イ
ッ
グ
主

義
は
ト
ー
リ
ー
主
義
よ
り
も
性
に
合
わ
な
い
政
治
哲
学
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ロ

ー
バ
ッ
ク
は
マ
ド
ラ
ス

(M
a
d
r
a
s
)

で
生
ま
れ
、
カ
ナ
ダ
で
育
っ
た
の
で
、

生

来

「
縁

故
」
政
治
は
ま
っ
た
く
き
ら
い
で
あ
っ
た
。
「
時
に
は
反
対
党
に
対
す
る
守
り
の
武
器
と
し

て
、
民
主
的
な
考
え
方
や
言
葉
を
利
用
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ホ
イ
ッ
グ
党
は
今

日
ま
で
排
他
的
で
貴
族
主
義
的
な
党
派
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
政
権
か
ら
離
れ
る
と
煽
動
的
に

な
り
、
権
力
の
座
に
つ
く
と
、
排
他
的
で
寡
頭
政
治
の
独
裁
者
と
な
る
の
だ
。」

と
一
八
五

二
年
に
彼
は
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
俊
烈
な
ホ
イ
ッ
グ
党
に
対
す
る
不
信
感
は
、
一
八

五
五
年
、
「
ホ
イ
ッ
グ
貴
族
政
治
」
に
対
す
る
不
信
の
念
が
大
衆
運
動
の
大
き
な
挺
子
の
役

割
を
果
し
た
時
に
、
彼
の
立
場
を
弱
め
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
強
め
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー

バ
ッ
ク
は
国
教
徒
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
の
政
治
上
の
修
業
や
背
景
か

ら
、
一
八
五
五
年
に
は
、
彼
は
都
市
中
産
階
級
の
代
弁
者
の
適
役
と
な
っ
た
。
彼
の
曽
祖
父

は
ス

コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で

キ
ャ
ロ
ン
鉄
工
場

(
C
a
r
r
o
n

I
r
o
n
 
W
o
r
k
s
)

を
創
設
し
た
人

で
、
ス
マ
イ
ル
ズ
作
の
実
業
家
評
伝

(
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
B
i
o
g
r
a
p
h
y
)

に
掲
載
さ
れ
る
誉
与
を

得
た
。

彼
自
身
は
シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
の
鉄
鋼
王
、
ジ
ョ
ン

・
ブ
ラ
ウ

ン
(J
o
h
n
B
r
o
w
n
)
 

の
友
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
学
派
の
原
理
、
特
に
彼
等
が
発
表
し
た
外
交
政

策
に
は
、
ほ
と
ん
ど
共
嗚
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
若
い
頃
は
精
力
的
な
ベ
ン
タ
ム
主
義
者

で
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の
親
友
で
あ
り
、
お
ま
せ
の
青
年
ミ
ル
の
最
初
の
友

人
で
あ
っ
た
。

ロ
ー

バ
ッ
ク
は
、
す
べ
て
の
ベ
ン
タ
ム
主
義
者
と
同
様
に
、
特
権
、
特
に
親

譲
り
の
特
権
を
嫌
っ
た
。

「特
権
の
形
で
存
在
す
る
す
べ
て
の
政
治
権
力
は
、
い
た
ず
ら
に

（
二
七
）

堕
落
す
る
傾
向
が
あ
る
。」
と
彼
は
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ト
レ
ベ
リ
ア
ン

(
T
r
e
v
e
l
y
a
n
)

シ
ュ
ー
ド
ラ
ジ
カ
ル

教
授
は
彼
を
「
擬
似
急
進
派
」
と
呼
び
た
が
る
け
れ
ど
も
、
彼
の
場
合
は
急
進
主
義
に
不
足

す
る
と
こ
ろ
は
何
も
な
か
っ
た

3

一
八
五
五
年
、
ロ
ー

バ
ッ
ク
の
後
に
控
え
る
の
は
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
一
大
鉄
鋼
都
市
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
の
不
穏
な
都
市
住
民
で
あ
っ
た
。
ホ
イ
ッ
グ
主
義
の
手
は
そ
の
住
民
に
は
及
ん

で
お
ら
ず
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
の
理
論
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ロ
ー
バ
ッ
ク
は

一
八
四
九
年
に
そ
の
都
市
選
出
の
二
人
の
議
員
の
一
人
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
住
民

感
情
を
よ
く
見
極
め
て
い
た
。

一
八
五
三
年
九
月
、
当
地
で
開
か
れ
る
大
き
な
年
次
大
会
の

―
つ
、
刃
物
製
造
業
者
大
会

(
C
u
t
l
e
r'
s
D
i
n
n
e
r
)

で、

最
近
行
わ
れ
た
ス
ビ
ッ

ト
ヘ
ッ

（
二
八
）

ド

(S
p
i
t
h
e
a
d
)

の
観
艦
式

を
そ
の
年
の
最
大
の
平
和
の
集
会
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
、

「
戦
争
に
備
え
る
こ
と
が
、

最
良
の
平
和
を
維
持
す
る
方
法
で
あ
る
。
」
と
い

っ
た
。

ロ
ー
バ
ッ
ク
は
、
大
方
の
急
進
派
に
先
駆
け
て
、
愛
国
的
な
急
進
派
で
あ
っ
た
。

一

八
五

0
年
に
も
、
彼
は
平
議
員
で
あ
り
な
が
ら
、
政
府
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
信
任
投
票
を

提
案
し
、
。
ハ
ー
マ
ス
ト
ン
が
（
英
国
国
民
は
ど
こ
に
い
よ
う
と
も
、
国
の
油
断
の
な
い
笞
戒

の
目
と
強
大
な
軍
事
力
が
保
護
し
て
く
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
）
有
名
な
ド
ン
・
パ
シ
フ
ィ

コ
演
説
を
す
る
機
会
を
与
え
た
。
近
東
の
一
八
五
三
年
の
危
機
は
、
ロ
ー

バ
ッ
ク
の
心
に
愛

国
心
を
新
た
に
吹
込
み
は
し
な
か
っ
た
、
も
っ
と
も
シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
選
出
の
同
僚
の
議
員

（
二
九）

ハ
ッ
ド
フ
ィ

ー
ル
ド

(H
a
d
f
i
e
l
d
)

は
コ
ブ
デ
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
の
手
下
で
、
最
初
は
東
方
問

題
を
す
っ
か
り
敬
遠
し
て
お
き
た
い
気
持
で
い
た
が
、
後
に
な
っ
て
、
や
っ
と
限
定
的
な
戦

争
の
支
持
者
に
廻
っ
て
来
た
の
だ
け
れ
ど
も
。

一
八
五
五
年
一
月
に
は
、
彼
は
進
ん
で

ロ
ー

バ
ッ
ク
の
動
議
に
賛
成
し
た
。
シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
は
―

つ
に
ま
と
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ロ
ザ
ー
ハ
ム
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト

(
T
h
e

S
h
e
f
f
i
e
l
d
 
a
n
d
 
R
o
 ,
 

t
l
g
l
N
d
m
I
1
N
d
e
p
e
1
t
d
e
1
N
t
)

は
、
タ
イ
ム
ズ
の
よ
う
に
、
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
を
真
面
目
に
支

持
す
る
立
場
か
ら
|
_
「
戦
争
は
シ
リ
ア
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
を
経
て
イ
ン
ド
に
至
る
一
番
い

い
道
を
見
つ
け
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
大
陸
が
我
々
の
眼
前
に
広
が
っ
て
い
る
。
」

と
、
熱
烈
な
戦
争
賛
成
へ
と
揺
れ
動
い
た
の
だ
が
、
一
八
五
五
年

一
月
に
は
、
ロ
ー
バ
ッ
ク

が
貴
族
好
み
の
因
習
の
か
せ
を
打
破
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
を
賞
讃
し
た
。
そ
し
て
「
我
々

は
民
衆
の
声
に
よ
っ
て
、
我
々
の
議
員
の
よ
う
に
有
能
で
恐
れ
を
知
ら
ぬ
下
院
の
代
弁
者
を

見
出
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
閣
僚
は
自
分
の
職
責
を
果
し
た
こ
と
、
我
が

国
の
行
政
組
織
全
体
が
急
進
的
な
変
化
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

下
院
も
し
く
は

国
の
い
づ
れ
か
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
前
に
、

ロ
ー

バ
ッ
ク
氏
に
ち
ゃ
ん
と
納
得
さ

せ
る
返
答
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

書

い
た
。

も
う
―
つ
の
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
新

聞
、
ア
イ
リ
ス

(I
r
i
s)

は
更
に
そ
の
先
を
行
っ
た
。

も
し
民
衆
の
声
が
、
早
く
も
去
年
十
一
月
末
に
工
場
地
帯
で
開
か
れ
た
民
衆
の

大
集
会

を
通
し
て
聞
え
て
い
た
な
ら
ば
、
内
憂
外
患
の
二
か
月
は
避
け
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
か

っ

た
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ぬ
こ
と
で
は
な
い
。
ロ

ー
バ
ッ
ク
氏
に
気
を
取
り
直
し
て
も

ら
お
う
、
彼
の
燃
え
た
ぎ
る
言
葉
は
、
シ

ェ
ル
フ
ィ

ー
ル
ド
で
不
名
営
な
過
去
を
そ
ん
な

- 38 -



198 

と
問
う
た
こ
と
は
驚
く
に
は
当
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

．
．
．
．
．
．
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
、
も
の
静
か
に
答
え
て
、
自
分
の
ベ
ッ
ド
の
側
を
通
り
過
っ
て
行
っ

た
の
を
記
憶
し
て
い
た
。
「
彼
女
の
静
か
で
断
固
と
し
た
態
度
に
は
懇
願
す
る
様
子
は
ま
っ

た
く
な
い
よ
う
に
見
え
た
。
」
と
彼
は
言
っ
た
。

し
か
し
、
「
も
の
静
か
な
断
固
た
る
態
度
」
は
、
彼
女
自
身
が
判
っ
た
こ
と
だ
が
、
「
大
き

な
行
政
の
悪
弊
の
種
を
宿
し
て
い
る
」
英
国
で
は
、
そ
の
正
当
な
地
位
を
樽
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
ク
リ
ミ
ア
に
於
け
る
困
難
と
失
意
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
く
れ
ば
く
る
ほ
ど
、

民
衆
は
怒
り
、
大
規
模
な
変
化
を
求
め
て
起
ち
上
っ
た
。
最
初
に
軍
の
最
高
首
脳
部
が
、
次

に
軍
の
昇
進
制
度
全
体
、
そ
し
て
最
後
に
貴
族
制
度
自
体
が
槍
玉
に
上
げ
ら
れ
た
。
依
桔
ひ

い
き
、
無
能
力
、
愚
行
が
、
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
の
陣
地
で
「
飲
ん
で
浮
か
れ
て
」
い
る
よ
う

（

二

ニ

）

（

二

三

）

に
思
わ
れ
た
。
三
人
の
高
級
将
校
、
ラ
グ
ラ
ン

(
R
a
g
l
a
n
)
、
ル
ー
カ
ン

(
L
O
.
c
a
n
)
、

カ

（
二
四
）

ー
デ
ィ
ガ
ン

(
C
a
r
d
i
g
a
n
)

卿
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
の
攻
撃

に

さ

ら

さ

れ

た

。

「

ヨ
ッ

ト
の
守」

(
T
h
e
N
o
b
l
e
 Y
a
c
h
t
s
m
a
n
)

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
卿
は

バ
ル
ク
ラ
ー
ヴ
ァ
湾
に
浮

か
べ
た
ぜ
い
た
く
な
私
物
の
船
上
か
ら
軽
旅
団
の
指
揮
を
し
て
い
た
。
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
卿
と

数
年
間
折
合
い
が
悪
か
っ
た
、
義
兄
弟
で
、
上
官
で
も
あ
る
ル
ー
カ
ン
卿
は
、
配
下
の
部
隊

か
ら

「
観
戦
閣
下
」

(
L
o
r
d
L
o
o
k
 ,
 
o
n
)

と
い
う
名
前
を
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
「
男
の

中
で
一
番
優
し
く
、
穏
や
か
で
、
紳
士
的
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
最
高
司
令
官
、

ラ
グ
ラ
ン

卿
は
、
五
人
の
甥
の
た
め
に
、
参
謀
の
席
を
用
意
し
て
い
た
。
彼
は
古
い
人
物
で
、
縁
故
よ

り
も
能
力
を
用
い
る
こ
と
は
出
来
も
し
な
か
っ
た
し
、
そ
の
意
志
も
な
か
っ
た
。
彼
は
戦
争

も
、
ル
ー
カ
ン
と
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
私
的
な
口
論
も
う
ま
く
収
め
る
能
力
が
な
い
こ
と
が
判

っ
た
が
、
こ
の
二
人
は
、
伝
統
的
な
両
親
を
ど
き
り
と
さ
せ
る
よ
う
な
言
葉
で
、
配
下
の
一

人
の
大
尉
か
ら
、
次
の
よ
う
に
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。

「
ず
ば
り
言
え
ば
、
こ
の
二
人
の

愚
人
は
イ
ギ
り
ス
陸
軍
か
ら
つ
ま
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
彼
等

は
指
揮
を
と
る
。
し
か
し
彼
等
は
伯
爵
様
だ
。
」

本
国
の
批
評
家
逹
が
、
有
力
な
指
導
性
を
求
め
て
、
貴
族
の
手
か
ら
、

大
き
な
鉄
道
会
社
の
重
役
や
請
負
業
者
や
、
定
期
航
路
を
経
営
し
自
力
で
立
派
に
商
船

隊
を
指
図
し
、
間
違
い
な
く
規
定
通
り
に
仕
事
を
し
、
残
念
に
も
指
揮
を
誤
り
莫
大
な
資

源
を
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
た
惨
じ
め
な
再
三
に
わ
た
る
国
政
の
失
敗
の
証
拠
を
、
軽
蔑
の

念
を
込
め
て
眺
め
て
い
る
人
へ
と
政
権
を
移
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
か

何
故
貴
族
主
義
者
を
放
逐
し
、
実
業
家
に
頼
ん
だ
ら
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
政
治
家
を

追
い
出
し
て
、
専
門
の
熟
練
家
の
助
け
を
求
め
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
期

待
を
集
め
て
い
る
そ
の
勝
利
と
い
う
も
の
は
、
温
和
し
い
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
の
「
弱
体
」
政

府
を
倒
す
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
諸
制
度
の
調
査
研
究
と
、
そ
の
最

大
の
美
点
を
密
か
に
傷
つ
け
て
来
た
「
指
導
者
達
」
を
追
放
す
る
こ
と
に
も
か
か
っ

て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
。

ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
が
「
人
民
の
指
導
者
」
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
情
況
を
背
景
に
し
て
い
た
。

一
八
五
五
年
一
月
二
三
日
、
彼
は
ク
リ
ミ
ア
の
事
態

に
「
深
く
感
動
し
」
国
民
が
「
声
を
大
に
し
て
調
査
を
要
求
し
て
い
る
」
と
確
信
す
る
と
、

下
院
に
セ
バ
ス
ト
ボ
ー
ル
を
前
に
し
た
陸
軍
の
状
況
を
調
査
す
る
特
別
委
員
会
を
設
立
す
る

こ
と
を
要
求
し
た
。

ロ
ー
バ
ッ
ク
は
、
政
府
を
積
極
的
に
批
判
す
る
数
人
の
人
と
は
異
り
、
ク
リ
ミ
ア
や
近
東

に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
が
な
か
っ
た
。
彼
の
仲
間
の
批
評
家
、
ヘ
ン
リ
ー
・
レ
イ
ヤ
ー
ド

（
二
五
）

(
H
e
n
r
y
 L
a
y
a
r
d
)

は
ニ
ネ
ヴ
ェ

(
N
i
n
e
v
e
h
)

の
追
跡
を
発
掘
し
た
人
だ
が
、
ロ
ー
バ

ッ
ク
は
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
選
出
の
国
会
議
員
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
仇
名
は

「
猛
犬
」

(T
e
a
r
E
m
)

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
三
六
年
く
ら
い
ま
で
「

ロ
ー
バ
ッ
ク
み

た
い
な
こ
と
を
す
る
な
」

(
D
o
n
'
t
A
r
t
h
u
r
 R
o
e
b
u
c
k
 m
e
.
)
と
い
う
表
現
が
、
議
論
が

白
熱
し
、
或
る
人
が
負
け
そ
う
に
な
る
と
、
や
や
わ
ざ
と
ら
し
く
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は

相
変
ら
ず
使
わ
れ
て
い
た
。

ロ
ー
バ

ッ
ク
は
専
門
家
で
は
な
く
て
、
民
衆
を
代
表
す
る
告
発
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
論
証

や
議
論
よ
り
告
発
や
審
判
に
喜
ん
で
関
り
を
持
っ
た
。
彼
の
好
き
な
言
葉
は
「
は
っ
た
り
」

（
二
六
）

(
S
h
a
m
)

で
、
そ
れ
を
よ
く
使
っ
た
。
ク
リ
ミ
ア
史
家
、

A

.

W

・
キ
ン
グ
レ
イ
ク

(
K
i
n
g
l
a
k
e
)

は
彼
に
つ
い
て
こ
う
言
う
。
「
彼
は
大
変
な
自
信
家
で
、
他
人
に
対
し
て
ほ

と
ん
ど
気
使
い
は
せ
ず
、
誰
よ
り
も
大
胆
で
あ
っ
た
。
」
背
丈
は
非
常
に
低
い
が
、
大
き
な

声
で
、
か
な
り
弁
が
立
ち
、
熱
烈
な
意
見
の
持
主
で
あ
っ
た
。

一
八
五
五
年
に
は
病
気
に
か

か
っ
て
い
た
が
、
彼
は
決
し
て
活
力
を
失
な
わ
ず
、
閣
内
、
宮
延
を
問
わ
ず
、
歯
に
衣
を
着

せ
ず
、
大
物
を
恐
れ
る
風
も
な
く
数
少
い
議
員
の
一
人
だ
、
と
い
う
評
判
を
既
に
確
立
し
て

ヽ
こ
。

し

t
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軍
事
、
行
政
の
大
失
敗
に
責
任
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
物
を
、
絶
え
ず
弾
劾
し
た
の
で
、
彼

に
あ
え
て
楯
つ
く
の
は
、
勇
気
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
敢
え
て
や
っ
た
人
物
の
一

人
、
ウ
ィ
ン
チ
ル
シ
ー
侯
爵
は
、
上
院
に
お
い
て
、
精
神
的
な
勇
気
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な

い
こ
と
を
神
に
感
謝
し
て
タ
イ
ム
ズ
に
向
っ
て
、
珍
し
く
も
公
然
た
る
攻
撃
の
一
矢
を
見
舞

わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た

。

ド
レ
イ
ン
の
主
任
特
派
員

、

W
•
H
・
ラ
ッ
セ
ル
は
、
戦
争

が
始
っ
た
時
は
、
ク
リ
ミ
ア
ヘ
の
途
上
に
い
た
。

一
旦
戦
争
が
始
っ

て
し
ま
う
と
、

後
に
も

先
に
も
、
他
の
特
派
員
に
比
べ
て
、
特
権
的
な
立
場
に
あ
っ
た
。
彼
は
自
由
に
な
る
新
発
明

の
電
信
機
を
持
っ
て
い
た
が
、
自
分
の
調
子
を
押
え
る
潜
在
意
識
は
な
か
っ
た
。
彼
と
新
聞

の
そ
の
他
の

「獲
物
を
狙
う
虎
た
ち
」
は
、
戦
時
中
は
、
一

般
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
彼
等

の
仕
事
で
あ
り
、
読
者
は
単
な
る
事
実
に
基
づ
い
た
報
道
よ
り
も
、
煽
情
的
な
暴
露
記
事
の

方
を
熱
烈
に
歓
迎
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
始
め
た
。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
あ
ら
ゆ
る
保
守
主
義
者
に
衝
撃
を
与
え
た
が
、
彼
等
は
新
聞
の
カ

が
新
し
く
出
て
来
た
こ
と
に
鵞
い
た
の
だ
。
ホ
ィ

ッ
グ
党
員
と
、
特
に
ビ
ー
ル
党
員
が
苦
し

ん
だ
。
ジ
ョ
ン

・
ラ
ッ
セ
ル
卿
は
、
ド
レ
イ
ン
の
い
う
英
雄
で
は
な
か
っ
た
が
、
タ
イ
ム
ズ

の
「
卑
劣
な
暴
虐
行
為
」
に
つ
い
て
語
り
、
同
紙
は
「
政
府
の
機
関
紙
で
は
な
く
て
、
ま
と

め
役
」
に
な
る
こ
と
望
ん
で
い
る
。
と
言
っ
た
。

一
方
グ
レ
ヴ
ィ
ル
は
、
一
八
五
五
年
二
月

彼
の
有
名
な
日
記
に
、
生
ま
れ
て
初
め
て

事
態
を
心
底
か
ら
心
配
し
た
。
タ
イ
ム
ズ
を
先
頭
に

し
て
新
聞
は
す
ぺ
て
を
混
乱
に
陥

入
れ
、
社
会
の
貴
族
主
義
的
な
要
素
と
憲
法
に
対
し
て
狼
籍
の
限
り
を
尽
し
て
い
る
。
新

聞
が
毎
日
浴
び
せ
か
け
る
我
慢
の
な
ら
ぬ
た
わ
ご
と
や
言
語
道
断
の
い
つ
わ
り
は
、
矢
張

危
険
で
あ
る
。
何
故
な
ら
そ
れ
は
馬
鹿
気
た
こ
と
で
あ
り
、
虚
偽
な
の
だ
か
ら
。
そ
し
て

そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
俗
悪
な
急
進
派
の
新
聞
の
後
押
し
を
受
け
て
い
る
の
で
、
国
中
に

煽
動

的
な
大
問
題
を
ま
き
散
ら
し
、
そ
の

影
轡
た
る
や
、
想
像
以
上
に
重
大
で
あ
り
、
足
早
や

な
も
の
な

の
だ、

と
書
い
た
。

急
進
派
の
公
然
た
る
攻
撃
は
、
多
様
な
軍
、
官
の
部
局
の
間
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
程
分

化
し
て
い
る
古
風
な
軍
の
組
織
に
、
説
得
力
の
あ
る
批
評
を
矢
継
ぎ
早
に
浴
び
せ
か
け
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
。
事
実
、
組
織
は
ま
る
で
な
く
て
、
た
だ
責
任
が
分
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

っ
た
。
少
く
と
も
八
の
当
局
が
、
何
事
か
う
ま
く
や
る
に
は
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
に

お
互
に
お
構
い
な
し
に
動
い
た
。

述
べ
て
如
く
に
、

ア
ル
バ
ー
ト
公
が
周
到
に
準
備
さ
れ
た
覚
え
書
き
の
中
で

我
が
国
に
は
、
そ

の
地
位
の
果
た
す
べ
き
職
務
義
務
の
点

で
、
修
練
を
積
ん

だ
将
軍
は
い

な
い
。

参
謀
、
兵
団
、
野
戦
兵
姑
部
、
野
戦
部
隊
、
野
戦
病
院
部
隊
、
補
給
列
車
、
輸
送
部

隊
、
エ
兵
部
隊
の

い
づ
れ
も
な
し
、
歩
兵
、
騎
兵
、
砲
兵
三
科

の
協
同
作
戦
の

訓
練
も
、
そ

れ
を
学
ぷ
可
能
性
も
な
し
、
二
つ
以
上
の
兵
科
を
指
揮
す
る
資
質
を
有
す
る
将
軍
も
な
し
、

砲
兵
隊
は
ま
る
で
関
係
の
な
い
部
門
で
も
あ
る
か

の
よ
う
に
、
陸
軍
と
は
別
個
に
配
備
さ
れ

て
い
る

の
だ
。

改
革
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
時
で
さ
え
も
、

「
絶
対
必
要
な
範
囲
か
ら
一

寸
た
り
と
も

は
み
出
た
変
更
を
押
進
め
る
こ
と
は
、
決
し
て
賢
明
な
こ
と
で
は
な
い
。
」
と
い
う

気
持
か

ら
、
改
善
に
は
常
に
制
限
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
官
僚
的
な
形
式
主
義
と
定
石
信
仰
と
が

混
乱
を
手
詰
り
に
か
え
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
一
八
五
四
年
の
暮
に
は
、
タ
イ
ム
ズ
は
、

「
あ
の
巨
大
な
詐
欺
師
、
つ
ま
り
我
が
国
の
軍
の
組
織
」
に
よ
る
「
極
め
て
お
粗
末
な
管
理

の
誤
り
」
の
結
果
と
し
て
、
一

大
遠
征
部
隊
の
衰
類
に
つ
い
て
強
力
に
書
き
た
て
た
の
で
あ

る
。
英
国
は
ま
さ
に
「
崩
壊
の
瀬
戸
際
」
に
あ
っ
た
。
そ
し
て

「
国
家
の
名
望
」
は
ま
っ
た

く
台
無
し
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

軍
隊
が
ク
リ
ミ
ア
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
物
理
的
な
条
件
に
よ
っ
て
、
行
政
の

混
乱
は
一

層
ひ
ど
く
な
っ
た
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
死
者
の
う
ち
、
わ
ず
か
に
六
分
の
一
が
戦

死
者
で
あ
っ
た
、
疾
病
が
常
に
実
戦
以
上
に
破
壊
的
な
力
を
も
っ
て
い
て
、
初
め
の
う
ち

は
、
そ
の
力
を
弱
め
る
手
段
は
ほ
と
ん
ど
何
も
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
ア
ル
マ
の
戦
の
後
は
、

（ニ

―)

副
木
も
ほ
う
帯
も
な
く
、
数
週
間
後
に
、
タ
イ
ム
ズ
が
傷
病
兵
の
処
遇
は
ダ
オ
メ

(
D
a
-

h
o
m
e
y
)

の
原
住
民
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
い
、
と
解
説
記
事
を
書
く
と
、
本
国
で
は
国
民

の
怒
り
は
ど
よ
め
き
と
な
っ
た
。

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
ク
リ
ミ
ア
派
遣
は
、
こ
の
「
物
凄
い
危
機
」
に
生

甲
斐
を
求
め
よ
う
と
す
る
気
持
に
答
え
て
、
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
女
は
、

軍
の
偏

見
、
医
学
界
の
ね
た
み
、
看
護
婦
仲
間
の
宗
教
的
な
論
争
と
も
戦
い
、
断
固
と
し
た
勇
気
と

決
意
と
を
示
し
た
。
彼
女
は
、
戦
場
、
お
よ
び
そ
の
背
後
で
行
な
わ
れ
る
事
の
重
大
な
こ
と

に
外
の
誰
よ
り
も
国
民
一
般
の
関
心
を
、
引
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
或
る

一
人
の
ク
リ
ミ
ア

つ
わ
も
の

．
．
．
．
．
 

の
古
兵
は
、
彼
女
が
「
手
の
施
し
よ
う
が
な
い
。
」
と
言
う
数
名
の
医
者
に
、
「
是
非
や
ら
ね
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い
、
「
或
る
致
命
的
な
影
響
力
が
作
用
し
、
平
和
の
原
因
を
危
く
す
る
に
ち
が
い
な
い

。」
と

不
平
を
訴
え
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
た
め
ら
い
、
煮
え
切
ら
な
く
な
れ
ば
な

る
程
、
彼
の
内
閣
は
分
裂
し
、
世
論
は
ま
す
ま
す
固
ま
っ
て
行
っ
た
。
一
八
五
三
年
七
月
、

平
和
を
語
り
、
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
を
賞
賛
し
た
同
じ
新
聞
が
、
十
二
月
に
は
、
開
戦
を
要
求

し
て
い
た
。
「

ロ
シ
ア
皇
帝
に
語
り
か
け
る
だ
け
で
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
…
・
：
今
こ
そ
我

我
は
ロ
シ
ア
の
誤
っ
た
計
画
と
努
力
を
粉
砕
す
る
た
め
に
行
動
を
起
す
時
が
す
ぐ
そ
こ
に
来

た
よ
う
だ
。
」

尻
込
み
す
る
政
治
家
と
好
戦
的
な
世
論
の
作
り
手
と
の
争
い
が
、
戦
争
も
始
ま
ら
ぬ
う
ち

か
ら
、
政
府
と
国
民
の
間
に
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
だ
。
一
た
ん
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
国

内
の
対
立
が
拡
が
っ
て
行
く
の
に
は
、
更
に
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
外
交
官
は

|
_
「
秘
密
外
交
」
の
批
評
家
が
困
っ
た
こ
と
に
は
ー
~
矢
張
、
兵
士
と
同
じ
よ
う
に
大
切

な
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
い
が
続
い
て
い
る
間
一
貫
し
て
、
そ
れ
を
終
ら
せ
る
折
衝
が
休
み
な

く
続
く
間
に
、
英
国
の
世
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
時
が
熟
さ
ぬ
和
平
を
支
持
す
る
つ
も
り

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
八
五
五
年
に
は
、
政
府
と
国
民
の
間
ば
か
り
で
は
な
く
、
英
国
国

民
と
、
彼
等
よ
り
は
る
か
に
熱
意
の
な
い
フ
ラ
ン
ス
同
盟
軍
と
の
間
に
も
、
ま
す
ま
す
ギ
ャ

ツ
。
フ
は
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
頃
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
ナ
ボ
レ
オ

ン
自
身
の
も
と
で
、
和
平
を
求
め
る
用
意
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
歴
史
家
は
、
大
抵
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
起
き
た

（
一
五）

こ
と
よ
り
も
、
ウ
ィ
ー
ン
（
V
i
e
n
n
a
)

の
外
交
交
渉
で
起
き
た
事
態
に
余
計
関
心
を
持
っ

て
来
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
、
ブ
ラ
イ
ト
が
戦
争
に
反
対
し
て
不

人
気
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
が
戦

争
を
支
持
し
て
、
滅
法
な
人
気
を
得
た
こ
と
が
、
そ
の
戦
争
の
目
的
や
意
図
に
つ
い
て
大
臣

か
ら
巧
妙
な
説
明
を
聞
く
よ
り
も
余
計
、
当
時
の
英
国
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
の
で

あ
る
。
戦
争
そ
れ
自
体
は
国
際
政
治
の
分
野
で
は
現
実
の
解
決
と
は
な
ら
ず
、
英
国
の
政

（
一
六）

治
、
行
政
社
会
に
強
い
影
響
を
残
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
、
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ン

(
N
a
,
 

t
h
a
n
i
e
l
 
H
a
w
t
h
o
r
n
e
)

が
書
き
留
め
た
よ
う
に
、
そ
の
戦
争
は
英
国
に
「
民
主
主
義
を

目
指
す
大
き
な
推
進
力
」
を
与
え
た
の
だ
。
国
内
の
第
一
線
の
変
化
の
方
が
、
い
つ
も
、
ク

リ
ミ
ア
の
限
ら
れ
た
前
線
の
変
化
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
た
。

官
民
の
対
立
に
、
第
二
の
よ
り
大
き
な
理
由
が
あ
っ
た
。
戦
争
が
続
く
に
つ
れ
て
、

そ

れ
に
よ
っ
て
、
毎
日
、
「
行
政
の
失
敗
」
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
戦
宣
布
告
が
な
さ
れ
た
頃

さ
き
ゆ
き

は
、
と
も
か
く
も
一
般
の
人
々
の
間
に
は
先
行
の
戦
争
の
困
難
と
危
険
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど

認
識
か
な
か
っ
た
。
「
永
い
永
い
う
れ
切
っ
た
よ
う
な
平
和
な
時
」
は
す
ぎ
去
っ
た
。
そ
し

て
戦
争
が
再
び
英
国
国
民
と
兵
士
の
優
秀
性
を
立
証
す
る
の
だ
、
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
や
が

て
、
一
八
五
四
、
五
五
年
の
厳
し
い
ク
リ
ミ
ア
の
冬
に
、
個
々
の
兵
士
は
英
雄
的

で
あ
る
が
、
軍
の
統
率
力
は
無
に
等
し
く
、
軍
事
行
政
は
混
沌
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
始
め
た
。
四
十
年
の
平
和
と
国
民
経
済
の
推
進
運
動
は
す
で
に
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま

で
来
て
い
て
、
陸
軍
の
無
敵
の
強
さ
は
、
組
織
よ
り
は
む
し
ろ
信
念
の
問
題
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
。

戦
争
は
、
正
義
の
十
字
軍
と
み
な
さ
れ
た
個
々
の
兵
士
の
名
声
を
高
め
た
と
同
時
に
、
軍

事
、
行
政
上
の
組
織
に
よ
せ
る
信
頼
の
念
を
弱
め

て
し
ま
っ
た
。
兵
士
の
苦
し
み
が
新
聞
に

書
か
れ
る
と
、
そ
れ
に
対
す
る
恥
辱
と
怒
り
の
気
持
が
湧
き
お
こ
っ
た
。
従
軍
記
者
、

と
り

わ
け
タ
イ
ム
ズ
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ラ
ッ
セ
ル

(
W
i
l
l
i
a
m
H
e
n
r
y
 R
u
s
s
e
l
l
)
 

が
「
一
本
の
鋼
鉄
の
線
を
頂
に
つ
け
た
薄
赤
縞
」
を
賞
讃
す
る
と
、
一
方
、
年
輩
の
チ
ャ
ー

テ
ィ
ス

ト
は
、
人
民
憲
章
の
第
六
条
で
は
な
く
て
、
新
し
い
兵
士
憲
章
に
つ
い
て
語
っ
た
。

（
一
七
）

兵
士
の
勇
敢
さ
は
、
一
八
五
四
年
九
月
の
ア
ル
マ

(
A
l
m
a
)

高
地
の
襲
撃
で
実
証
さ
れ

た
。
し
か
し
冬
が
深
ま
る
と
、
「
組
織
の
失
敗
」
が
、
陸
軍
の
セ
バ
ス
ト
ボ
ー
ル
市
占
領
の

失
敗
に
よ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
ま
ざ
ま
ざ
と
立
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
籠
城
軍
よ
り
も
寄

（

一

八

）

（

一

九

）

せ
手
の
方
が
、
防
御
の
側
に
ま
わ
り
、
バ
ル
ク
ラ
ヴ
ァ

(
B
a
l
k
l
a
v
a
)

と
イ
ン
カ
ー
マ
ン

(
I
n
k
e
r
m
a
n
)

の
戦
い
は
、
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
が
な
お
も
生
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
小

規
模
の
英
国
陸
軍
は
、
兵
舎
｀
衣
服
、
食
糧
、
医
薬
品
の
欠
之
に
苦
し
み
な
が
ら
、
厳
冬
に

立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
五
五
年
九
月
、
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
は
漸
く
陥
落
し

た
。
そ
し
て
そ
の
頃
に
な
る
と
、
国
内
の
世
論
は
、
心
か
ら
戦
争
を
支
持
す
る
熱
意
も
さ

め
、
悪
政
の
手
厳
し
い
批
判
へ
と
移
っ
て
い
た
。

「能
率
」
が
急
進
派
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
国
内
の
全
般
的
な
気
持
は

「
誰
を
縛
り
首
に
し
よ
う
か
」
と
い
う
。
ハ
ン

（ニ
0)

フ
レ
ッ
ト
の
表
題
に
表
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
は
ロ
シ
ア
人
の
方
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー

(W
h
i
t
e
h
a
l
l
)

の
舞
台
裏
の
英
国
軍
の
将
軍
や
「
貴
族
」
よ
り
も
、
は
る
か
に
近
づ
き
易

い
敵
で
あ
っ
た
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ヤ
朝
中
期
の
人
々
は
、
新
聞
を
不
可
欠
の
仲
介
人
と
し
て
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

を
暴
蕗
す
る
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
八
五
四
年
に
は
、
新
聞
は
多
く
の
保
守
党

員
に
は
鵞
く
ほ
ど
効
果
が
あ
る
も
の
を
使
っ
て
、
そ

の
仕
事
を
実
行
し
た
。
タ
イ
ム
ズ
の
編

集
長
ジ
ョ
ン

・
ド
レ
イ
ン

(J
o
h
n
D
e
l
a
n
e
)

は
政
府
に
ま
さ
る
先
見
の
明
を
以
っ
て
戦
争

勃
発
に
備
え
た
。
私
的
な
従
軍
記
者
団
が
彼
に
情
報
を
提
供
し
た
。
結
局
、
ド
レ
イ

ン
は
、
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来
な
か
っ
た
＞

ナ
ボ
レ
オ
ン

三
世
は
、
英
国
首
相
で
、
有
名
な
平
和
愛
好
家
、
ア
バ
ー
デ
ィ

(
―一

）

ー
ン

(
A
b
e
r
d
e
e
n
)

よ
り
も
は
る
か
に
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
は
、
自

ら
が
率
る
関
僚
が
、
彼
は
な
ま
半
可
な
賛
成
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
一
連
の
気
乗
り
の
し
な

い
手
段
を
用
い
て
、
何
と
な
く
戦
争
に
は
ま
り
込
ん
で
行
く
の
を
見
守
っ
て
い
た

3

彼
は
ピ

ー
ル
党
員
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
保
護
貿
易
論
吉
が
独
自
の
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
に
失

敗
し
た
後
を
う
け
て
、
一
八
五
二
年
に
、
ウ
ィ
ッ
グ
、
ピ
ー
ル
連
立
内
閣
の
首
相
と
し
て
政

権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
の
主
な
目
的
の
―
つ
は
戦
争
を
回
避
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

土
俵
の
反
対
側
で
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
ス
一
世
が
、
筋
書
き
通
り
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ

ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
態
に
は
ま
り
込
ん
で
行
っ
た

3

も
っ
と
も
彼
は
い
か
な
る
国
際
紛
争

も
望
ん
で
は
い
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
。

今
日
で
さ
え
も
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
原
因
を
適
切
に
述
べ
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
イ
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
地
を
支
配
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ギ
リ

シ
ャ
正
教
の
僧
侶
の
間
で
起
っ
た
一
地
万
の
争
論
が
大
き
く
な
っ
た
の
だ
と
普
通
は
言
わ
れ

て
い
る
。

ロ
シ
ア
皇
帝
は
ギ
リ
シ
ャ
教
会
の
保
護
者
で
あ
り
、
一
方
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は

カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
保
護
者
を
自
認
し
て
い
た
の
で
、
昔
か
ら
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
庇
護
の
立

場
を
維
持
す
る
た
め
に
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
両
国
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー

プ
ル
の
「
異
教
徒
サ
ル
タ
ン
」
の
宮
廷
に
お
け
る
影
響
力
を
手
に
入
れ
よ
う
と
、
外
交
戦
を

演
じ
た
。

一
八
五
三
年
五
月
、
ニ
コ
ラ
ス
は
、
ト
ル
コ
人
に
、
自
ら
の
権
威
が
イ
エ
ル
サ
レ

ム
の
僧
侶
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
ト
ル
コ
帝
国
の
一
千
万
の
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
全
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
も
及
ぶ
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
ト
ル
コ
が
拒
否
す
る
と
、
ロ
シ
ア
軍

は
ト
ル
コ
の
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
川
地
方
に
侵
攻
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

、
プ
ロ
シ
ャ
列
強
の
最
初
の
反
応
は
、
何
と
か
し
て
妥
協
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、

ト
ル
コ
に
は
そ
の
よ
う
な
解
決
を
受
け
入
れ
る
気
持
は
な
い
の
で
、

一
八
五
三
年
十
月
、
ロ

シ
ア
に
宣
戦
布
告
を
し
た
。

こ
の
派
出
な
事
件
は
偶
発
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
不
安
定
な
力

関
係
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
飽
和
点
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ッ
ト
マ
ン
帝
国

(
t
h
e

O
t
t
o
m
r
n
 E
m
p
i
r
e
)

は
改
革
す
る
力
を
も
た
な
い
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
「
病
め
る
国
」
で

あ
る
と
い
う
事
実
が
、
現
存
す
る
相
違
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
結
局
、
や
む
な
く
英
国
と
ロ

シ
ア
を
相
対
立
す
る
陣
営
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
国
も
、
い
わ
ゆ
る
「
東

方
問
題
」
を
ど
う
す
べ
き
か
と
か
、
相
手
の
国
の
出
方
に
つ
い
て
確
信
は
な
か
っ
た
の
だ
。

「
我
々
が
意
見
の
一
致
を
み
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
国
々
に
つ
い
て
は
私
は
全
く
不
安

は
な
い
の
で
す
。
他
の
国
々
が
ど
う
考
え
、
あ
る
い
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
ニ
コ
ラ
ス
は
、
一
八
五
三
年

一
月
の
。
ハ
ー
デ
ィ
で
、
英
国
大

(
―
二
）

使
、
セ
イ
モ
ア

(
S
e
y
m
o
u
r
)

に
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
づ
れ
か
の
側
が
慎
重
な
政

策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
お
互
の
意
図
を
誤
解
し
た
り
誤
っ
た

評
価
を
す
る
と
い
う
混
乱
が
あ
っ
て
、
両
国
は
公
然
た
る
戦
争
に
は
ま
り
込
ん
で
行
っ
た
。

一
八
五
三
年
十
月
、
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
が
戦
争
を
始
め
た
時
、
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
は
な
お

そ
の
拡
大
防
止
に
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
ト
ル
コ
び
い
き
の
気
持
に
は
程
遠
く
、

オ
ッ
ト
マ
ン
帝
国
を
支
持
す
る
い
か
な
る
考
え
を
も
非
常
に
嫌
っ
た
。
「
野
獣
の
よ
う
な
ト

ル
コ
人
が
本
当
に
宣
戦
布
告
を
し
て
し
ま
っ
た
。
」
と
外
相
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
は
書
い
た
。

大
部
分
の
新
聞
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
ア
バ

ー
デ
ィ
ー
ン
を
支
持
し
た
。
何
故
な
ら
、

彼

は
、
結
局
、
よ
り
安
定
し
た
政
府
を
固
め
る
た
め
の
「
水
が
低
き
に
つ
く
よ
う
な
」
提
携
体

制
と
し
て
や
っ
と
生
ま
れ
た
連
立
内
閣
の
尊
敬
す
べ
き
指
導
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼

の
内
閣
は
ま
と
ま
り
が
な
く
、
内
部
で
は
彼
の
指
導
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
事
態
を

処
理
す
る
方
法
と
し
て
、
列
強
の
間
で
協
議
を
す
る
手
段
に
訴
え
る
こ
と
に
は
反
対
は
な
か

っ
た
。

「
自
分
の
言
動
に
責
任
を
持
ち
、
戦
争
の
結
果
を
ほ
ん
の
少
し
で
も
気
に
す
る
な
ら

ば
、
我
々
に
ど
う
し
て
そ
ん
な
気
違
い
じ
み
た
残
忍
な
冒
険
を
強
い
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
、
我
々
に
は
理
解
出
来
な
い
。
」
と
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
代
表
的
な
地
方
紙
は
書
い
た
。

主
戦
論
者
は
、
一
八
五
三
年
十
一
月
末
に
、
最
近
の
歴
史
家
か
ら
、
「
十
九
世
紀
の
冷
戦
」

と
い
わ
れ
た
、
緊
張
し
た
国
際
状
勢
が
、
突
如
と
し
て
際
ど
い
状
況
に
な
る
ま
で
、
出
番
を

（
一
三
）

押
え
ら
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
艦
隊
は
、
黒
海
沿
岸
の
シ
ノ
ッ
。
フ

(Si
n
o
p
e
)

で
劣
勢
の

ト

ル
コ
艦
隊
を
攻
撃
し
撃
破
し
た
。
そ
の
交
戦
は
合
法
的
な
戦
で
、
そ
れ
は
「
確
固
と
し
た
立

場
」
を
と
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
煮
え
切
ら
ぬ
英
国
が
抱
え
て
い
る
疑
問
を
吹
き
飛
ば
し
て

し
ま
っ
た
。
国
民
感
情
が
か
き
た
て
ら
れ
た
。
「
シ
ノ
ッ
プ
は
講
和
を
考
え
る
よ
う
に
指
導

さ
れ
て
来
た
望
み
を
う
ち
消
し
て
し
ま
っ
た
。
平
和
が
我
が
国
の
名
誉
と
尊
厳
に
矛
盾
し
な

い
な
ら
ば
、
そ
の
も
と
に
な
る
も
の
を
維
持
し
、
守
る
こ
と
が
我
々
の
義
務
で
あ
る
、
と
考

え
て
来
た
。
し
か
し
も
う
本
当
に
戦
争
が
始
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
」
と
タ
イ
ム
ズ
は
書
い

こ。t
 し

か
し
、
公
式
に
は
、
戦
争
が
始
っ
た
の
は
三
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
政
府
は
連
合
軍
と
し
て
行
動
し
、
怒
れ
る
英
国
の
世
論
を
後
押
し
に
、

連
合
艦
隊
に
黒
海
進
攻
を
命
令
し
た
。
一
八
五
四
年
一
日
、
英
国
の
砲
艦
一
隻
が
セ
バ
ス
ト

（
一
四
）

ボ
ー
ル

(
S
e
b
a
s
t
o
p
o
l
)

城
の
前
に
姿
を
現
し
た
。
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
は
な
お
も
た
め
ら
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s
t
a
n
t
i
n
o
p
l
e
)

で
あ
り
、
一
旦
そ
れ
が
落
ち
る
と
、
ロ
シ
ア
は
「
や
す
や
す
」
と
世
界
制

覇
を
達
成
す
る
と
説
い
て
い
た
。
彼
等
は
読
書
界
の
重
要
な
会
派
に
、
自
由
を
熱
望
す
る
隷

属
的
な
国
民
だ
け
が
、
半
ば
蛮
族
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
独
裁
者
を
、
ア
ジ
ア
の
大
草
原
地
帯

に
追
い
込
む
こ
と
が
出
来
る
、
と
い
う
考
え
を
周
知
さ
せ
た
。

一
八
五
四
年
お
よ
び
五
五
年

に
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
小
冊
紙
子
が
言
っ
た
こ
と
で
、
一
八
―
―

-
0年
に
言
わ
れ
た
こ
と
も
な
か

っ
た
よ
う
な
基
本
的
に
新
し
い
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
四
八
年
か
ら

一
八

五
四
年
の
間
に
、
ロ
シ
ア
恐
怖
症
患
香
は
、
限
ら
れ
た
読
書
界
の
人
々
で
は
な
く
て
、
一
般

（四）

の
大
群
衆
を
煽
り
立
て
た
。
ロ
シ
ア
恐
怖
症
患
者
の
最
右
糞
の
一
人
に
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス

(K
a
r
l
 
M
a
r
x
)

が
い
た
。「
こ
の
場
合
は
、
革
命
的
民
主
政
治
と
英
国
の
利
害
が
手
を
つ

な
い
で
進
ん
で
行
く
の
だ
。」

と
彼
は
書
い
た
。

ロ
シ
ア
は
文
明
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で

あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
全
土
に
散
在
す
る
亡
命
者
達
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
同
様
で
あ
っ

た
。
ク

ス
ー
ス
は
万
国
博
覧
会
の
年
に
、
ト
ル
コ
の
一
時
の
隠
れ
家
か
ら
同
志
的
な
英
国
の
急
進
派

（五）

の
一
人
、
デ
ビ
ッ
ト
・
ア
ー
カ
ッ
ト

(
D
a
v
i
d
U
r
q
u
h
a
r
t
)

に
次
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い

た
。
「
私
の
心
の
中
の
何
か
が
私
に
語
り
か
け
ま
す
、
私
達
は
大
事
件
を
目
前
に
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
何
処
に
い
よ
う
と
も
最
良
の
状
態
で
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
覚
悟
が
必
要
な
の

で
す
。
我
々
は
ロ
シ
ア
を
潰
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
断
固
、

貴
殿
を
先
頭
に
し
て
や
り
た
い

の
で
す
。
」

ア
ー
カ

ッ
ト
は
騒
然
と
し
た
議
論
の
先
頭
に
立
つ
能
力
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、

都
市
に
於
け
る
大
衆
の
意
見
は
、
一
八
五
二
年
か
ら
一
八
五
四
年
の
間
に
、
彼
自
身
の
考
え

と
余
り
違
わ
ぬ
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
が
判
っ
た
。
ト
ル

コ
が
一
八
四
八
年
革
命
の
亡
命

吉
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
は
、
急
進
派
を
サ
ル
タ
ン
で
す
ら
友
人
と
み
な
す
気
持
に
し
た
。
ヴ

（六）

ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
（
V
i
c
t
o
r
H
u
g
o
)

が
言
っ
た
よ
う
に
、
「
ト
ル
コ
が
捨
鉢
で
手
中

（七）

に
し
た
、
ぎ
ら
ぎ
ら
光
る
も
の
は
、
オ
ス
マ
ン

(
O
t
h
m
a
n
)

の
古
い
打
ち
傷
の
つ
い
た
三

日
月
刀
で
は
な
く
て
、
革
命
の
明
る
＜
輝
く
光
な
の
だ
。」

極
く
少
数
の
英
国
人
だ
け
が
、
革
命
を
じ
っ
く
り
考
え
よ
う
と
し
た
に
す
ぎ
ず
、
多
く
は

国
民
的
な
運
動
に
熱
中
し
た
が
、
そ
の
周
辺
に
は
、
明
ら
か
に

「急
進
的
な
」

気
配
が
漂

っ
て

い
た
。
近
く
は
一
八
四
八
年
に
、
国
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
国
内
の
傷
跡

は
癒
え
つ
つ
あ
り
、
国
民
の
主
張
が
階
級
の
主
張
よ
り
強
く
な
っ
た
。
G
.
J
・
ホ
ー
リ
イ

オ
ー
ク
(
H
o
l
y
o
a
k
)
の
よ
う
な
代
表
的
な
急
進
派
は
「
血
を
騒
わ
が
せ
る
、
未
知
の
、
気
に

も
か
け
な
か
っ
た
民
族
的
な
本
能
」
に
つ
い
て
語
り
、
戦
争
中
に
は
、
わ
け
の
判
ら
ぬ
愛
国

思
想
を
打
ち
明
け
た
。
彼
は
「
善
き
に
つ
け
、
悪
し
き
に
つ
け
、

英
国
が
う
ま
く
ゆ
く
こ
と

に
は
味
方
」
し
、
平
和
宣
言
が
な
さ
れ
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ー
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

（八）

打
続
く
苦
境
を
題
材
に
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

(
E
l
i
z
a
b
e
t
h

B
r
o
w
n
i
n
g
)
 

の
詩
を
書
い
た
大
き
な
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
る
方
が
よ
い
、
と
言
っ
て
、
フ
リ
ー
ト
街
の
事

務
所
に
電
灯
を
と
も
し
て
飾
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。

（九）

彼
は
孤
独
で
は
な
か
っ
た
。
国
内
の
す
べ
て
の
大
都
市
で
は
1

特
に
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド

(1
0
)
 

(
S
h
e
 field
)

や
ニ
ュ
ー
カ

ッ
ス
ル
（
N
e
w
c
a
s
t
l
e
)

で
は
1

数
多
く
の
大
衆
集
会
が
開

か
れ
、
そ
れ
ら
を
調
整
す
る
特
別
の
新
し
い
組
織
も
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
主
委
員
会
か

ら
来
た
弁
士
は
実
績
を
積
ん
だ
地
方
の
演
説
者
と
同
じ
よ
う
に
歓
迎
さ
れ
た
。

し
か
し
、
田

園
地
帯
や
小
さ
な
商
業
都
市
は
割
合
い
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
い
う

地
方
は
、
過
去
十
年
間
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
激
し
い
言
葉
使
い
に
対
し
て
そ
う
で
あ
っ
た

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
主
張
に
対
し
て
も
鈍
い
反
応
し
か
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ

る。
全
く
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
鈍
感
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
チ

ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
騒
ぎ
と
戦
争
熱
の
間
に
は
‘
―
つ
の
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
新

聞
は
、
大
部
分
は
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
に
反
対
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
戦
争
気
分
を
引
き
起
す

た
め
に
は
、
一
般
の
集
会
に
劣
ら
ぬ
位
の
こ
と
を
し
た
。
新
聞
、
つ
ま
り
、
そ
の
指
導
的
な

機
関
の
タ
イ
ム
ズ
は
、
多
く
の
国
内
の
平
穏
な
地
方
の
中
産
階
級
の
家
庭
に
浸
透
し
て
い

た
。
そ
の
販
売
部
数
は
四
万
部
で
、

英
国
ば
か
り
で
な
く
ョ
ー
ロ

ッ
パ

の
指
導
的
な
新
聞
で

あ
っ
た
。
ホ
イ

ッ
グ
党
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
卿
は
、

「
い
づ
れ
に
し
て
も
、
タ
イ
ム
ズ
紙
が
英

国
の
世
論
を
作
り
、
指
導
し
、
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
」
と

書
い

て
い
る
。

一
八
五
三
年
と
一
八
五
四
年
の
当
初
に
は
、
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
和
、

戦
の
間

で
揺
れ
動
い
た
の
に
、
間
も
な
く
そ
の
疑
問
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
も
ま
た

同
様
で
あ
っ
た
。
戦
争
が
短
期
間
で
終
る
と
、
彼
は
、

「
我
々
は
今
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
独
立

の
た
め
に
、
東
方
問
題
に
関
り
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
バ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
相
手
に
し

て
文
明
の
戦
に
携
っ
て
い
る
の
だ
。」
と
公
言
し
て
い
た
。

戦
争
の
人
気
と
そ
の
問
題
が
、
一
般
大
衆
の
眼
に
映
る
き
わ
立
っ
た
単
純
さ
に
も
拘
ら

ず
、
当
時
の
指
導
的
な
政
治
家
達
は
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
理
由
と
、
戦
争
に
よ
っ
て
確
か
な

も
の
に
な
る
こ
と
を
彼
等
が
願
っ
て
い
る
目
的
に
つ
い
て
、
何
も
一
貫
性
の
あ
る
説
明
が
出
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と
大
胆
に
非
難
し
た
。
戦
争
を
経
験
し
て
、
テ
ニ
ス
ン
は
、
賤
し
い
野
心
を
拭
い
去
る
こ

と
、
利
己
的
な
個
人
主
義
か
ら
脱
け
出
す
こ
と
、
そ
し
て
う
ま
く
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
厳
し
い
精
神
的
に
欠
か
せ
な
い
も
の
を
認
識
し
た
の
だ
。

何
故
な
ら
ば
、
平
和
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
が
、
そ
の
平
和
な
時
が
終
り
を
つ
げ

そ
し
て
、
今
や
、
黒
海
、
バ
ル
チ
ッ
ク
海
、
そ
し
て
恐
ろ
し
く
歯
を
む
き
出
し
た
砦
の

そ
ば
に

戦
い
の
庭
に
咲
く
鮮
血
の
花
が
、
芯
は
火
と
燃
え
て
、
炎
の
よ
う
に
照
り
映
え
る
。

「
戦
争
は
う
ま
く
行
く
。
そ
う
あ
れ
か
し
と
私
は
思
う
。
戦
争
は
た
め
に
な
る
の
だ
。
雷

（二）

雨
の
よ
う
に
。
も
し
戦
争
が
な
け
れ
ば
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
ボ
タ
リ
ー
ズ

(
P
o
t
t
e
r
i
e
s
)

の
間
に
あ
る
ク
ル
ー
ホ
ー
ル

(
C
r
e
w
e

H
a
l
l
)

は
火
が
消
え
た
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。」

と
一
八
五
四
年
年
に
、
地
主
ロ
バ
ー
ト
・
ペ
ン
バ
ー
ト
ン
・
ミ
ル
ン

(
R
o
b
e
r
t
P
e
m
b
e
r
 ,
 

t
o
n
 
M
i
l
n
e
s
)

は
息
子
リ
チ
ャ
ー
ド

(
R
i
c
h
a
r
d
)

に
手
紙
を
書
い
た
。

一
八
五
一
年
と
一
八
五
四
年
の
時
代
思
潮
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
万
国
博
覧
会
を
適
当
な

距
離
に
お
い
て
み
て
も
、
そ
う
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
に
思
は
れ
る
。
そ
の
年
の
平
和
談
議

に
は
少
し
は
力
が
は
い
っ
て
い
た
。
ほ
ん
の
一
年
前
に
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
、
有
名
な
ド
ン

・
パ
シ
フ
ィ
コ

(
D
o
n
P
a
c
i
f
i
c
o
)

論
争
で
、
平
和
を
愛
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
自
己

主
張
的
な
国
民
の
誇
り
を
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
一
八
五
一
年
は
一
年
中
、
耳
を
聾
す
る
よ

う
な
国
家
主
義
が
底
流
を
な
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
八
五
二
年
、
ナ
ボ
レ
オ
ン
三
世
が
権
力

を
固
め
た
時
、
フ
ラ
ン
ス
は
ふ
た
た
び
国
家
の
敵
と
い
う
姿
を
鮮
明
に
し
、
志
願
兵
制
度
が

施
行
さ
れ
、
中
産
階
級
の
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
愛
国
熱
を
募
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
一

八
四
六
年
の
自
由
貿
易
論
者
と
一
八
五
一
年
の
万
国
博
覧
会
を
作
り
立
て
た
人
々
の
夢
は
既

に
来
し
万
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
テ
ニ
ス
ン
の
『
万
能
の
手
』

(
H
a
n
d
s

All R
o
u
n
d
)

と
い
う
比
類
の
な
い
陽
気
な
叙
情
詩
の
秀
作
は
、
た
だ
海
外
に
よ
り
多
く
の

綿
製
品
を
売
り
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
自
ら
の
理
想
主
義
を
導
き
出
し
た
と
し
て
、
平
和
を

夢
み
る
人
々
を
告
発
し
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
は
煙
に
よ
ご
れ
う
な
り
を
上
げ
る
と
も

英
国
の
姿
を
、
忠
実
な
息
子
た
ち
に
忘
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か

人
は
み
な
糸
つ
む
ぎ
で
は
な
く
、
英
国
と
そ
の
名
誉
を
愛
す
る
者
も
い
る
の
だ
。

同
年
、
ウ
ォ
タ
ー
ル
ー
の
英
雄
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
爵
の
死
は
、
感
銘
深
い
軍
人
の
一
大

絵
巻
で
あ
っ
た
。
影
響
力
の
あ
る
文
筆
家
達
は
奮
い
起
ち
、
「
こ
の
国
は
う
ち
続
く
平
和

と
、
楽
し
い
お
付
合
の
習
慣
と
、
平
穏
な
社
会
と
、
う
わ
べ
だ
け
の
経
済
に
よ
っ
て
大
い
に

弱
体
化
し
た
」
こ
と
に
不
満
を
述
べ
た
。
彼
等
が
不
平
を
か
こ
つ
間
に
も
、
「
力
の
衰
え
」

は
そ
れ
な
り
の
反
動
を
起
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
。

一
八
五
二
年
か
ら
一
八
五
四
年
に
か
け
て
は
、
不
安
な
空
気
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
、
一
八
五

二
年
の
敵
国
フ
ラ
ン
ス
は
、

一
八
五
四
年
の
同
盟
国
に
な
り
、
ロ
シ
ア
は
敵

国
と
な
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
。
敵
、
味
方
が
こ
の
よ
う
な
入
り
乱
れ
な
け
れ
ば
、
戦
争
は
あ

ま
り
人
心
を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
は
敵
と
し
て
国
民
の

恨
み
を
精
一
杯
か
き
立
て
た
。
な
る
ほ
ど
、
民
衆
の
戦
争
熱
は
、
永
い
大
平
の
代
に
対
す
る

世
間
一
般
の
反
動
と
、
増
大
す
る
ロ
シ
ア
の
国
力
の
「
脅
威
」
に
対
す
る
特
別
の
反
応
、
と

い
う
二
つ
の
言
葉
で
説
明
は
つ
く
。
帝
国
主
義
ロ
シ
ア
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
力
の
均

衡
と
イ
ン
ド
に
お
け
る
英
国
の
安
全
を
脅
か
す
国
家
の
敵
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
専
制
君

主
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
に
対
す
る
巨
大
な
障
碍
と
も
見
え
た
の
だ
。
一
八
五
四
年

の
事
件
の
背
後
に
は
、
一
八
四
八
年
の
革
命
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
亡
命
者
の
逃
亡
、
新
し
い
ョ

ー
ロ

ッ
パ
の
治
安
の
夢
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
ま
た
、
中
央
ア
ジ
ア
に
於
け
る
ロ

シ
ア
の

侵
略
の
事
実
と
、
ロ
シ
ア
の
中
東
ア
ジ
ア
支
配
の
恐
怖
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ホ
ィ
ッ
グ
、

ト
ー
リ
ー
、
急
進
派
の
各
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
満
足
は
す
る
に
し
て
も
、
別
々
の
条
件
で
、

そ
の
戦
争
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
体
面
を
気
に
す
る
ホ
ィ
ッ
グ
、
ビ
ー
ル
党
は
公
法

の
主
張
が
侵
略
者
の
野
心
に
た
い
し
て
不
利
に
な
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
の
で
、
ロ
シ
ア
反
対
で
あ
り
得
た
。
ト
ー
リ
ー
は
、
ロ
シ
ア
が
力
を
つ
け
て
行
き
「
じ
わ

じ
わ
と
侵
食
し
て
転
覆
を
は
か
る
」
政
策
に
対
す
る
怒
り
に
ふ
る
え
た
。
そ
し
て
急
進
派

は
、
モ
ス
ク
ワ
を
国
際
的
な
反
撃
の
拠
点
と
し
て
当
て
に
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

イ
タ
リ
ー
の
亡
命
者
に
訴
え
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
勢
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
行
動
隊
を

配
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
遠
か
ら
ず
正
義
と
力
の
間
に
最
高
の
斗
争
が
起
る
こ
と
を
我
々
に

予
見
さ
せ
る
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
だ
」
と
予
言
し
た
。

英
国
に
於
け
る
ロ
シ
ア
嫌
い
の
お
お
も
と
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
一
八
四
八
年
の
革
命
よ
り

も
根
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
一
五
年
か
ら
一
八
三

0
年
の
間
に
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル

（三）

ス
ン

(Sir
R
o
b
e
r
t
 W
i
l
s
o
n
)
卿
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
ド
・
レ
イ
シ
イ
・
エ
バ
ン
ス
(
G
e
o
r
g
e

d
e
 L
a
c
y
 E
v
a
n
s
)
の
よ
う
な
文
人
は
、
ロ
シ
ア
の
目
標
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
(
C
o
n
,
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ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
と
ク
リ
ミ
ア
戦
争

第

三

章

ロ
ー
バ
ッ
ク
は
、
ほ
ぼ
半
世
紀
の
間
、
社
会
の
前
面
で
生
き
て
来
た
が
、
公
の
生
活
に
辻

棲
の
合
わ
ぬ
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
名
誉
と
有
用
性
に
つ
い
て
語
る
と
な
る
と
、

雀
蜂
（
怒
り
っ
ぽ
い
人
物
）
は
日
常
生
活
に
お
い
て
、
立
派
で
役
に
立
つ
必
要
な
も
の
か
、

と
い
う
疑
問
が
お
き
て
く
る
。

ロ
ー
バ

ッ
ク
は
政
治
と
国
会
の
雀
蜂
な
の
だ
。
だ
か
ら
働
き

蜂
が
こ
の

ヒ
メ
ノ
プ
テ
ラ
ス
（
膜
翅
類
の
昆
虫
）
族
の
一
員
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
い
う
の

を
私
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

万
国
博
覧
会
で
唱
え
ら
れ
た
平
和
至
上
主
義
は
、
永
く
、
人
心
を
捕
え
て
は
い
な
か
っ

た
。
女
王
は
、
一
八
五
一
年
に
「
全
世
界
の
人
々
の
勤
勉
さ
を
集
め
た
こ
の
平
和
の
祭
典
」

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
の
だ
が
、
三
年
後
に
は
、
煽
り
た
て
ら
れ
た
世
論
は
、
ロ
シ
ャ
相
手
の

戦
争
に
賛
成
す
る
と
主
張
し
て
い
た
。
万
国
博
覧
会
は
人
気
を
博
し
た
が
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争

は
、
公
に
な
ら
ぬ
う
ち
か
ら
、
万
国
博
覧
会
以
上
に
民
心
を
捕
え
て
い
た
。
た
だ
マ
ン
チ
ェ

ヴ

（

一

）

ヘ
ン
リ
ー

•
W
・
ル
ー
シ
イ

(
-
八
七
八
）

(A
 T
r
a
n
s
l
a
t
i
o
n
 
of 
"
V
i
c
t
o
r
i
a
n
 
P
e
o
p
l
e
"
 b
y
 A
s
a
 B
r
i
g
g
s
 |ー
-

P
a
r
t
 
II)
 

ィ

ク

ト

リ

ア

時

代

の

人

l々

そ
の
二

品

川

司
八
H
i
s
a
s
h
i
S
H
I
N
 A
G
 A

w

 
A
 V
 

川

本

敬

之

八
T
o
s
h
i
y
u
k
i
K
A
W
A
M
O
T
O
 V
 

八
昭
和
五
十
三
年
九
月
十
九
日
受
理

V

ス
タ
ー
の
急
進
派
の
小
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
平
和
と
自
由
貿
易
の
主
唱
者
達
だ
け
は
、
戦

争
支
持
者
達
と
は
ま
っ
た
く
別
行
動
を
と
り
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
を
罪
悪
視
し
た
。
し
か
し
、

彼
等
は
国
民
と
同
じ
立
場
に
立
つ
こ
と
を
拒
否
し
た
た
め
、
新
聞
紙
上
で
物
笑
い
の
種
に
さ

れ
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
地
元
で
は
、
似
顔
絵
が
群
衆
に
よ
っ
て
焼
打
ち
の
刑
に
さ
ら
さ
れ

た
。
彼
等
は
、
極
く
少
数
で
、
シ
ブ
ソ
ー
。
フ
大
佐
の
よ
う
な
、
万
国
博
覧
会
に
か
か
わ
る
こ

と
を
拒
否
し
た
保
護
貿
易
論
者
の
不
平
集
団
よ
り
も
小
さ
な
グ
ル

ー
プ
で
あ
っ
た
。
戦
争
を

鳴
物
入
り
で
支
持
し
、
そ
の
終
結
を
願
わ
ぬ
連
中
は
急
進
派
で
あ
っ
た
が
、
急
進
派
、
自
由

党
、
保
守
党
か
ら
な
る
大
多
数
の
国
民
は
一
致
団
結
し
て
い
た
。
「
国
中
ど
こ
を
さ
が
し
て

も
、
戦
争
が
さ
ら
に

一
年
続
く
こ
と
を
嫌
が
る
者
は
ほ
と
ん
ど

一
人
も
い
な
い
。
今
こ
そ
我

我
は
万
端
の
用
意
を
整
え
て
い
る
の
で
、
戦
争
が
も
う
一
年
続
い
て
も
、
英
国
民
は
あ
ら
ゆ

る
困
難
に
う
ち
克
つ
も
の
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
世
界
に
示
す
こ
と
に
な
る
、
と
一
般
の
人

人
は
考
え
て
い
る
の
だ
。
」
と
急
進
派
の
弁
士
が
一
八
六
五
年
に
、
激
し
い
口
調
で
ぶ
っ
た
。

そ
の
戦
争
は
、
大
衆
、
特
に
都
市
部
の
大
衆
と
、
政
治
家
の
な
か
で
も
急
進
派
の
政
治
家

ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
の
大
方
の
詩
人
、
作
家
に
も
人
気
が
あ
っ
た
。
新
た
に
登
場
し
た

桂
冠
詩
人
テ
ニ
ス
ン
は
、
イ
ン
・
メ
モ
リ
ア
ム
で
、
一
八
五
一
年
の
風
潮
を
捕
え
た
が
、
一

八
五
四
年
の
時
代
思
潮
も
同
じ
よ
う
に
見
事
に
捕
え
て
い
る
。

『
軽
旅
団
の
突
撃
』

(
T
h
e

C
h
a
r
g
e
 o
f
 t
h
e
 L
i
g
h
t
 
B
r
i
g
a
d
e)

は
「
誰
か
が
大
失
敗
を
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
語

旬
に
至
る
ま
で
、
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
優
れ
た

詩
『
モ
ー
ド
』
(
M
a
u
d
)

は
、
ブ
ラ
イ
ト
を
「
つ
ば
広
帽
子
を
被
っ
た
祭
壇
飾
り
の
行
商
人
」

尚
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下下下下下 下 上 上 上 上 上 上 上上 語

85 80 76 71 66 59 97 69 67 62 58 56 34 26 園

事世事事事悶開事 事 史荘事列女伝列女伝

翡胃文 説文文文事プ遺じ事プ遺じ 文文記子文

続集巻六 巻ニ別集 集巻ニ別 集巻ニ別 別集巻ニ 別集巻十八 後集巻三 後集巻三 集巻五前 集巻十七前 集—十前 集巻十前四 巻二別集 巻十八続集

++++  + + + 

行五^路V ニ^憂世ヽ/ 滑^稽V 滑^稽V へ勇敢V~ 桃ー^花V 父^母V ー^死V 扁舟~→ 五湖 寿^聖V 生^辰四V 二^憂世V ＾ 火災V 

事

文

冒傷百虫- 宿処←閂→ 皇←-磁国 属得磨← 履姓畠← □ 勇士’~ 五花冒ー 風思!木~ 甕定~~ "'' 凪酎作←羞一 華封召~ 小戊巴~ 室喜~漆← 赴竺~ 烈賂

類

集

滋帰田 不明 説苑 不明 不明 子春秋俣 宝事天逍 詩外韓伝 定前録 先伝等賢 天地荘 束軒 戦国策 列女伝 乱胃

1 2 1 1 1 1 2 1 1 2 2 1 2 2 
冒

稿
成
っ
て
よ
り
、
前
の
渡
辺
守
邦
氏
よ
り
書
信
を
頂
き
、
本
稿
に
お
い
て
は
不
明
と
し
て

残
し
た
20
話
の
う
ち
、

19
話
に
つ
い
て
、
そ
の
す
べ
て
が

『
事
文
類
衆
』
に
指
摘
で
き
る
こ

と
を
お
教
え
頂
い
た
。
同
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、

此
処
に
補
足
追
記
し
、
本
稿
の
不
備
を
補

う
事
と
す
る
。
以
下
表
の
如
く
で
あ
る
。

5
 

4 3 

補

追

同
右
書
一
九
六
頁
。

注
4
い
回
い
曰
固
臼
田
は
そ
れ
ぞ
れ
拙
稿
「
近
世
前
期
小
説
に
於
け
る
中
国
文
学
影

響
の
一
断
面
ー
智
恵
鑑
周
辺
ー
」
一
九
頁
一

覧
表
に
補
足
す
べ
き
説
話
で
あ
る
。

「
江
戸
文
学
に
及
ぼ
し
た
支
那
文
学
の
影
響
ー
特
に
怪
談
を
中
心
に
初
期
作
品
に
1

|
」

（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
六
年
四
月
）

※
前
号
の
訂
正
個
所

上
75
後
集
十
八
↓
後
集
巻
十
九

二
の

項

下

105
↓
下
106

上
83
後
集
巻
二
十
三
↓
後
集
巻
二
十

なお同氏のメモにより草稿段階での幾つかの誤りを正す事ができ、中には本

表以外の部分にも同じ話柄が採られているのも教えて頂いた。（『事文類緊』で

は同じ話柄が別々の所に記載されている場合もある。）本稿の不備をお詫びす

ると共に調査結果の転載を快諾された同氏に深く感謝申し上げる。

下下下下下

101 94 91 88 87 

事事世不晋

文文説明書

続集巻十五 巻十二続集 集巻十続 集巻十続 集巻七続

A 酒V罰 茶AV 行!~灸咲 A 井V A V 隣

令違棄酒~ぅ 二←~ 娯賑 ← ~ 渇譲飲中 塙得酒← ~ 隣

詩外韓伝 太平覧御 世説 不明 不明

1 1 2 3 2 
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し
て
い
る
さ
ま
が
う
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
次
の
巻
―
―
―
十
九
に
お
い
て
も
看
取
さ
れ
る
。
即
ち
、
本
巻
は

〈
牛
〉
の
項
で

あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
田
単
火
牛
」
が
『
智
恵
鑑
』
八
の
廿
四
「
田
単
が
火
牛
の
事
」
に
訳

（

ホ

）

フ

ヲ

さ
れ
て
お
り
、
「
丙
吉
問
牛
」
が
『
智
恵
鑑
』
巻
二
の
六
「
漢
の
丙
吉
牛
の
喘
ぐ
を
問
る
る

(

（

）

ス

フ

ヲ

ヲ

レ

事
」
に
、
「
決
争
牛
訟
」
が
、
『
智
恵
鑑
』
巻
三
の
五
「
唐
の
張
允
済
牛
盗
人
穿
さ
く
の
事
」

ニレ

に
採
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
張
允
済
の
話
だ
け
は
、

『
智
巫
』

に
は
見
え
ぬ
が
、
『
栄
陰
比

事
』
に
も
見
え
る
た
め
ど
ち
ら
で
あ
る
か
判
然
と
は
し
な
い
。
こ
の
巻
で

『語
園
』
に
採
ら

れ
て
い
る
の
は
「
戴
文
成
牛
」
だ
け
で
あ
る
。

更
に
、

『智
恵
鑑
』
巻
七
の
十
五
「
司
馬
温
公
異
国
の
き
り
ん
を
返
し
給
ふ
事
」
で
は
、

他
の
例
と
し
て

『
語
圏
』
下
の
7

「
千
里
ノ
馬
ヲ
受
ザ
ル
事
」
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、

『
語
園
』
の
方
を
よ
し
ん
ば
無
意
識
的
に
せ
よ
、
麒
麟
の
話
に
従
属
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ

り、

『
語
園
』

と
話
柄
を
重
な
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

『
智
恵
鑑
』

の
作
者
辻
原
元
甫
が
、

『
事
文
類
集
』

よ
り
想
を
構
え
た
と
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
更
に
今
述
べ
た
よ
う
に

『
語
園
』

と
の
類
話
関
係
を
掛
約
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
前
の
渡
辺
論
文
に
鑑
み
て
、
辻
原
元
甫
は

『
語
園
』

の
先
に

『
事
文
類
集
』

の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
存
在
を
見
抜
い
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
彼
は
、

『
見

ぬ
世
の
友
』
に
翻
訳
す
る
作
業
を
通
じ
る
一
方
、
『
語
園
』
の
出
典
と
し
て
私
が
述
べ
て
き

た

『事

文

類

集
』
と
の
関
係
を
既
に
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
辻
原
元
甫
は

『智
恵
鑑
』
や

『
見
ぬ
世
の
友
』
だ
け
で
は
な
く

『
語
園
』

に
も
通
暁
し

た
人
物
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
今
後
の
課
題
と
し
て
興
味
あ
る
事
実
を
御
教
示
頂
い
た
の
で
記
し
て
置
こ
う
。
そ

れ
は
、
先
般
国
文
学
研
究
資
料
館
渡
辺
守
邦
氏
よ
り
大
妻
女
子
大
学
に
古
活
字
版
『
語
園
』

が
蔵
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
本
文
一
丁
目
右
下
に
著
者
名
ら
し
い
の
が
印
刻
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
御
教
示
頂
い
た
。
渡
辺
氏
の
御
調
査
に
依
る
と
ど
う
や
ら
羅
浮
子
と
読
め
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
早
速
私
も
見
せ
て
頂
い
た
が
、
確
か
に
著
者
名
ら
し
い
の

が
最
初
印
刻
さ
れ
、
後
ち
、
上
か
ら
黒
く
塗
消
印
刷
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
文
字
は
三
文
字
の

分
量
で
あ
り
、
一
番
上
は
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
羅
と
想
定
で
き
、
一
番
下
は
か
な
り
は
っ
き
り

と
子
と
読
め
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
中
の
字
だ
け
が
目
を
凝
ら
し
て
も
よ
く
読
め
な
い
。
そ

こ
で
上
下
よ
り
し
て
、
羅
浮
子
か
、
羅
山
子
か
と
す
る
の
が
今
の
所
妥
当
と
い
え
そ
う
だ
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
吉
田
幸

一
氏
の
解
説
に
も
見
え
ず
大
妻
女
子
大
学
蔵
本
は
極
め
て

珍
ら
し
い
稀
本
と
言
え
る
。

2 1 
〈
注

〉
そ
こ
で
も
し
、
羅
浮
子
と
い
う
文
字
が
最
初
印
刻
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

『語

園
』
の
著
者

一
条
兼
良
説
に
強
い
疑
問
を
抱
か
せ
る
も
の
と
言
え
そ
う
だ
。
羅
浮
子
で
あ
る

な
ら
林
羅
山
著
述
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
後
か
ら
塗
消
し
て
い
る
点
よ
り
し
て
、
次
の

疑
問
が
起
こ
っ
て
こ
よ
う
。

ー

『語
園
』
の
作
者
は
真
実
の
所
林
羅
山
で
あ
り
、
一
条
兼
良
に
仮
託
し
た
も
の
か
。

2
真
実
の
作
者
は
一
条
兼
良
で
あ
り
、
作
者
名
を
最
初
林
羅
山
と
誤
刻
印
記
し
、
後
ち

誤
り
に
気
付
き
沫
消
し
た
の
か
。

3
真
実
の
作
者
は
第
三
者
で
あ
り
、
仮
託
人
物
を
探
す
う
ち
に
最
初
林
羅
山
と
し
、
こ

れ
を
不
都
合
に
す
る
あ
る
事
情
が
発
生
し
、
後
、
一
条
兼
良
に
仮
託
し
た
も
の
か
。

も
し
、

1
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
林
羅
山
で
は
な
く
一
条
兼
良
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か

3
で
あ
る
な
ら
ば
、
林
羅
山
を
不
都
合
に
し
た
事
情
と
は
何
か
。
こ
う
考
え
る
と
、

1
と
3

は
羅
山
を
著
者
と
す
る
こ
と
の
不
都
合
さ
と
い
う
根
本
に
於
い
て
一
致
す
る
。
2
な
ら
ば
’

版
元
の
単
な
る
誤
り
と
し
て
済
む
だ
け
だ
。
た
だ
、
一
条
兼
良
に
し
て
も
、
末
尾
に
「
桃
華

老
人
撰
」
と
す
る
だ
け
の
簡
略
な
記
載
な
の
で
あ
り
、
兼
良
が
述
作
し
た
と
す
る
傍
証
資
料

を
見
出
し
得
な
い
。
又
、
林
羅
山
述
作
に
し
て
も
彼
の
著
書
目
録
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
従
っ
て
3
の
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

考
え
て
見
れ
ば
、
元
禄
十
一
年
刊
『
怪
談
全
書
』
を
め
ぐ
っ
て
も
、
本
作
品
の
作
者
林
羅

(
5
)
 

山
説
に
長
沢
規
矩
也
氏
が
強
い
疑
問
を
投
げ
か
け
て
以
来
、
ま
だ
そ
の
決
着
を
見
て
い
な

い
。
こ
の

『怪
談
全
書』

に
も
羅
山
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
も

『
事
文
類

集
』
も
関
係
し
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

果
し
て
、
当
代
の
大
学
者
に
作
者
名
を
擬
す
よ
う
な
傾
向
が
事
実
と
し
て
あ
っ
た
の
か
、

ど
う
か
。
こ
れ
は
そ
う
簡
単
に
結
論
を
見
出
し
得
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

徳
川
時
代
出
発
期
の
思
想
的
、
文
化
的
混
濁
の
中
に
あ
っ
て
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
文
学

生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
の
か
。
歴
史
に
隠
さ
れ
て
い
る
文
化
の
し
く
み
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
。
論
た
ま
た
ま
憶
測
に
富
ん
だ
が
、
仮
名
草
子
界
に
は
こ
の
よ
う
に
興
味
つ
き
な
い
問
題

が
ま
だ
荒
蕪
地
の
ま
ま
で
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。

「
仮
名
草
子
『
見
ぬ
世
の
友
』
考
」
（
『
有
明
高
専
紀
要
第
十
四
号
』
）

「
仮
名
草
子
に
お
け
る
典
拠
の
問
題
ー
悔
草
を
中
心
に
ー」

（『国
文
学
研
究
資
料

館
紀
要
第
四
号
』
）
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208 

2‘

認、

1

4

1

1

、
認
、

13
で
あ
る
こ

1

1

1

 

ー
は
②
の
項
に
限
っ
て
各
々

ー

〈
注
〉
〈
前
号
説
活
番
号
1ー

こ
と
を
訂
正
し
ま
す
。〉

以
上
の
様
に
表
記
し
て
み
る
と
、
そ
の
全
貌
が
略
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
見

落
し
た
話
も
散
見
す
る
と
思
う
が
、
御
寛
怨
頂
き
た
い
。

前
号
と
併
せ
て
、
現
在
の
所
191
話
の
多
量
に
亘
っ
て

『事
文
類
集
』
と
の
関
係
が
見
出
さ

れ
た
。
目
下
の
所
残
り
20
話
の
出
典
を
求
め
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
191
話
の
内
、
前
号
に

分
類
し
た
形
態
上
の
内
わ
け
は
、

①

81
話

②

97
話

③

認

話

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
容
易
に
気
付
く
こ
と
は
、

②
の
方
が
①
よ
り
も
多
い
の
で
あ
り
、
作

者
は
出
典
を

『事
文
類
集
』
に
採
っ
て
居
な
が
ら
、
そ
れ
を
他
の
書
名
で
表
わ
し
た
事
の
方

が
多
か
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
数
字
は
調
査
す
る
前
の
予
想
を
大
き
く
上
回
り
、

『
語
園
』

の
性
質
が
ほ
ぼ
想
定
で

き
よ
う
。

言
う
な
れ
ば
、

『
語
園
』

は
種
々
の
漢
籍
名
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、
そ
の
実
質

は
、
ま
る
で

『
事
文
類
集
』

一
本
の
翻
訳
本
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
で
あ
る
。
た
だ
、
作
者

の
博
識
を
認
め
る
な
ら
、
前
号
で
記
し
た
如
く
、

『
事
文
類
集
』

に
な
い
出
典
名
を
銘
記
し

て
い
る
と
い
う
点
だ
け
で
あ
り
、
作
者
の
博
識
に
は
強
い
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
事
は
当
時
の
人
に
も
な
か
な
か
見
抜
け
に
く
か
っ
た
と
見
え
る
。
金
沢
大
学
附
属
図

下

114 

下

113 

下

112 

下

111 

下

110 

（三）

結
続
集

続
集

語
巻
二
十
一

巻
二
十
七

同

右

続

集

巻

十

八

同

右

2
 

2
 

2
 

2
 

書
館
に

慶
安
三
年
十
一
月
渋
屋
六
右
衛
門
書
之
者
也
（
上
巻
は
「
渋
谷
」
と
記
す
）

と
い
う
、
奥
書
を
有
す
る
写
本
が
あ
る
が
、
こ
の
写
本
で
は
目
録
の
次
に
、
上
、
下
と
も
半

丁
を
割
い
て
出
典
一
覧
表
を
作
製
し
て
い
る
。

表
を
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
事
文
類
集
』
の
中
で
も
前
集
、
後
集
、
続
集
、
別
集
の

四
集
を
主
と
し
て
使
用
し
て
居
り
、
新
集
、
外
集
、
追
集
は
使
用
さ
れ
た
跡
を
見
な
い
。
更

に
、
そ
の
四
集
の
使
わ
れ
方
も
、
順
を
追
っ
て
使
用
さ
れ
て
は
居
ら
ず
、
前
集
、
後
集
、
前

集
、
後
集
、
前
集
、
後
集
、
別
集
、
後
集
、
別
集
、
続
集
と
前
後
交
互
に
入
り
乱
れ
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
同
巻
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
居
り
、
検
索
を
便
利
な

ら
使
め
て
い
る
。

籾
、
内
容
に
つ
い
て
も
う
少
し
記
し
て
置
こ
う
。
近
年
、
渡
辺
守
邦
氏
は

『
海
草
』

を
中

心
に
し
た
詳
し
い
出
典
考
証
を
御
報
告
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
出
典
は
和
漢
の
書
籍
に
及
び

和
書
の
出
典
を
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

漢
書
（
『
語
園
』
等
漢
籍
翻
訳
物
を
仮
に
指
す
。）

と
和
書

の
両
方
を
ニ
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
称
さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
こ
の
和
漢
の
二
書
の
系
統
を
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
悔
草
』
（
の
作
者
）
は
『
ひ
そ
め
草
』
の
背
後
に
『
語
園
』
の
存
在
を
見
出

し
、
そ
こ
か
ら

『
ひ
そ
め
草
』

に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
話
柄
を
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
『
ひ
そ
め
草』

の
も
う
―
つ
の
典
拠
に
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
『
女
訓
抄
』
に
出
自
を
持
つ
話
柄
は
、
『
ひ
そ
め
草
』
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
以
外

(
3
)
 

に
は
『
悔
草
』
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
。
こ
の
発
想
に
接
し
て
私
も
又
、

『
智
恵
鑑
』

と
『
語
園
』
『
事
文
類
集
』

の
関
係
に
思

い
当
た
っ
た
。

テ

『
事
文
類
集
』
後
集
巻
之
三
十
八
に
は

〈
馬
〉

の
話
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
「
盗

ヲ

ュ

ヲ

馬
報
恩
」
は
『
語
園
』
下
の
9
に
訳
さ
れ
て
お
り
『
智
恵
鑑
』
巻

一
の
七
「
秦
の
穆
公
の
民

(
4
)
（
イ
）

名
馬
を
ぬ
す
む
事
」
に
も
訳
さ
れ
て
い
る
。ス

ヲ

（

口

）

だ
が
、
同
巻
に
は
こ
の
他
に
「
馬
死
殺
人
」
が

『智
恵
鑑
』
巻
七
の
七
「
斉
の
晏
子
馬
を

テ

ヲ

殺
た
る
も
の
を
た
す
く
る
事
」
に
訳
さ
れ
て
お
り
、
同
巻
「
不
棄
老
馬
」
が

『
智
恵
鑑
』
巻

（

ハ

）

レ

ニ

―

ス

ヲ

二
の
五
「
魏
の
田
子
方
捨
ら
れ
た
る
老
馬
を
飼
事
」
に
、
更
に
同
巻
「
塞
翁
失
馬
」
が

『智

(

=

）

 

恵
鑑
』
巻
二
の
廿
六
「
塞
翁
が
馬
の
事
」
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
の

『
語
園
』

へ
の
翻

ク

ノ

ヲ

エ

フ

ニ

訳
は
表
の
通
り
「
却
千
里
馬
」
、
「
馬
不
利
主
」
の
二
つ
で
あ
り
、
『
智
恵
鑑
』
の
作
者
辻
原

レ

レ

二

元
甫
は
、
『
智
恵
鑑
』
述
作
に
関
し
て
な
る
べ
く
話
柄
を
だ
ぶ
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
苦
心
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有明工業高等専門学校紀要 第15号 209 

下

89 

87下． 
88 

下

86 

下

85 

下

84 

下

83 

下

82 

下

81 

下

80 

下

79 

下

78 

下

77 

下

76 

下

75 

下
7
4

下

73 

下

72 

下

71

下

70 

下

69 

続

集

巻

十

後

集

巻

十

五

別
集

別
集

別

集

巻

二
十
六

別
集

別
集

別
集

別
集

同

右

同

右

同

右

別

集

巻

二

十

同

右

同

右

巻
二
十
二

巻
二
十
―
―
―

巻
二
十
四

巻
二
十
四

巻
三
十
一

巻
三
十
一

2
 

2
 

2
 

3
 

3
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

下

109 

下

108 

下

107 

下

106 

下

105 

下

104 

下

103 

下

102 

下

101 

下

100 

下

99 

下

98 

下

97 

下

96 

下

95 

下

94 

下

93 

下

92 

下
9
1

下

90 

開
元
遺
事

唐
書

同

右

続

集

巻

十

七

同

右

同

右

続

集

巻

十

六

同

右

同

右

続

集

巻

十

五

続

集

巻

十

五

後
集

同

右
同

右

同

右

続

集

巻

十

四

後
集

同

右

巻
五
〈
教
子
〉

巻
三
十
二
〈
花
弁
〉

続

集

巻

十

テ

ヲ

ス

ト

「
舗
花
為
梱
」

レ

レ

ニ

ヲ

「
屏
風
書
誡
」

レ

大
賓
遺
事

不
明

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
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210 

下

48 

下

47 

下

46 

下

45 

下

44 

下

43 

下

42 

下
4
1

下

40 

下

39 

下

38 

下

37 

下

36 

下

35 

下

34 

下

33 

下

32 

下

31 

下

30 

下

29 

詩
話

才
子
伝

蒙
求

後
漢
書

不
明

不
明

西
京
雑
記

別
集

巻
十
六

別
集

別
集

別
集

別
集

別

集

巻

五

同
右

同
右

別
集

別
集

別
集

後
集

後
集

後
集

後
集

巻
四
十
七

〈
鵡
〉

巻
四
十
九

盆
蚊
〉

巻
五
十

〈
蜘
蛛
〉

右

〈
同
右
〉

右

〈
同
右
〉

右

〈
同
右
〉

右

〈
同
右
〉

巻
五
十

〈
蛙
〉

巻
一

〈
学
術
〉

巻
三

〈
書
籍
〉

巻
四

〈
読
書
〉

同
右

〈
同
右
〉

同
右

〈
同
右
〉

巻
八

〈
詩
上
〉

巻
十

巻
十
四

〈
硯
〉

同

右

同

同

右

同

同

右

同

同

右

同

同

右

同

右

〈
文
章
〉

〈
詩
下
〉

Y

ヲ
フ
ア
ニ

「
写
経
博
鵡
」

レ

レ

ム

フ

ヲ

「緯
言
不
孝
」

レ

ニ

―

テ

ヲ

ム

ヲ

「開
疇
進
蚊
」

レ

レ

テ

ヲ

ル

ヲ

「
布
網
執
逐
」

レ

レ

フ

ヲ

「蜘
蛛
占
喜
」

レ

ス

ノ

ト

「
号
蜘
蛛
隠
」

ニ

ー
し）
 

「
蛛
網
必
毀
」

ス

ヲ

「蜂
蟄
蜘
蛛
」

二

―

シ

「
蝦
蝶
無
尾
」

レ
l
-

「
偶
熟
此
巻
」

二

―

テ
ハ
ヲ
ク

ス

「借
書
須
愛
惜
」

レ

1

1

―

ム

ヲ

「
三
余
読
書
」

レ

ゾ

ヲ

ム

ヲ

「
護
鶏
読
書
」

レ

レ

リ

ニ

ヲ

「
夜
話
勝
読
書
」

レ

レ

ン

ヲ

ク

「還
筆
才
尽
」

レル

ハ

ニ

ク

「所
見
不
逮
所
聞
」

レ

レ

レ

し

ノ

「
一
字
師
」

ス

ノ

ヲ

巻
十
三
〈
築
書
〉
「論
真
草
行
三
体
書
」

二

―

シ

ス

ヲ

「
硯
可
呵
水
」

レ

レ

〈
伯
労
〉

筆
談

志
林

陶
岳五

代
補

不
明 国

志
注

顔
氏
家
訓

筆
談

勝
非
録

金
楼
子

西
京
雑
記

符
子

桓
讀
新
論

2
 

2
 

2
 

2
 

3
 

3
 

2
 

下

68 

下

67 

下

66 

下

65 

下

64 

下

63 

下
6
2

下

61

下

60 

下

59 

下

58 

下

57 

55下． 
56 

下

54 

下

53 

下

52 

下

51 

下

51

下

50 

下

49 

荘
子

同

右

別
集

巻
二
十

同

右
同

右

別

集

巻

二

十

後
集

巻
十
八

後
集

巻
三
十
三

〈
龍
＞

別
集

巻
十
八

同

右
別

集

巻

十

八

後
集

巻
二
十
二

別

集

巻

十

八

同

右

同

右
別
集

巻
十
七

別

集

巻

十
七

同

右

同

右

フ

ル

，
ヲ
ヲ

「
学
屠
龍
」

レ

荘
子

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

3
 

2
 

2
 

2
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下

8

下

7

下

6
下

5

下

4

下

3

下

2

下 上

97 

上

96 

上

95 

上

94 

上

93 

上

92 

上

91 

上

90 

上

89 

上

88 

上

87 

上

86 

世
説

漢
書

文
選
注

史
記

不
明

不
明

後
集

後
集

後
集

後
集

巻
三
十
七
盆
眠
〉

巻
三
十
七
〈
狐
〉

巻
三
十
八

〈
馬
〉

巻
――
―
十
八
〈
馬
〉

後
集
巻
三
十
六
〈
鹿
〉

後
集
巻
三
十
六
〈
虎
〉

後
集

後
集

同

右
同

右

同

右

同

右

後
集
巻
二
十
六

同

右

同

右

後
集

後
集

同

右

同

右

巻
二
十
五

巻
二
十
五

巻
三
十
四

〈
蝦〉

巻
三
十
四
〈
蝦
〉

ル

ヲ

「
天
暑
餓
魚
」

レ

ム
ノ
フ
ト
コ
ヲ
ヲ

「
夢
鯉
乞
命
」

ニ

ー

レ

フ

「
両
虎
争
闘
」

テ

ヲ

――

「射
麗
及
母
」

レ

レ

二

「
狙
狼
報
商
」

レ

ル

ノ

ヲ

「
狐
仮
虎
威
」

二

―

ク

ノ

ヲ

「
却
千
里
馬
」

二

―

ア
ラ

ー―

「
馬
不
利
主
」

レ
レ

不
明

不
明

春
秋
後
語

景
澳
閑
言

宣
験
記

不
明

南
史

2
 

2
 

2
 

2
 

3
 

3
 

3
 

2
 

2
 

2
 

3
 

2
 

2
 

3
 

下

28 

下

27 

下

26 

下

25 

下

24 

下

23 

下

22 

下
2
1

下

20 

下

19 

下

18 

下

17 

下

16 

下

15 

下

14 

下

13 

下

12 

下

11

下

10 

下

，

開
元
遺
事

太
平
広
記

排
韻

荘
子 国

志

史
記

晏
氏
春
秋

列
子

不
明

荘
子

荘
子

列
子

説
苑

後

集

巻

四
十
六
今
腐
窓
〉

後
集

同

右

同

後
集

後
集

後
集

同

右

同

同

右

同

右

後
集

後
集

同
右

同
右

後
集

後
集

後
集

後
集

後
集

〈
鶴
〉

巻
三
十
九

〈
牛
〉

巻
三
十
九

〈
羊
〉

右
〈
同
右
〉

右
〈
同
右
〉

右
〈
同
右
〉

巻
四
十
〈
狗
〉

巻
四
十
一

〈
鼠
〉

同
右
〈
同
右
〉

同
右
〈
同
右
〉

巻
四
十
二
〈
鵬
〉

巻
四
十
二
〈
鳳
〉

巻
四
十
二
〈
鶴
〉

巻
四
十
五

〈
鳩
〉

巻
四
十
三

〈
髄
〉

同

右

同

同

右

同

同

右

同

テ

ヲ

ユ

ヲ

「
盗
馬
報
恩
」

レ

レ

「戴
文
成
牛
」

レ

ヲ

「童
子
牧
羊
」

レス

ヲ

「
蔵
谷
亡
羊
」

レ

ル

ニ

「
隠
於
屠
陣
」

二

―

―
―
ヲ

「
不
忍
烹
羊
」

レ

レ

（

テ

ヲ

フ

「
易
衣
狗
吠
」

レ「景
公
社
鼠
」

「
李
斯
厠
鼠
」

フ

ヲ

「鼠
噛
馬
鞍
」

二

―

右
〈
同
右
〉

右
拿
霞
鵡
〉

巻
三
十
八

〈
馬
〉

「
鵡
嚇
鶴
鶏
」

二

―

ン

ヲ

卜

「指
山
鶏
為
鳳
」

二

―

レ

ニ

フ

「
献
鶴
道
飛
」

テ

ヲ

「
客
至
縦
鶴
」

ヲ

テ

ニ

ニ

「
騎
鶴
上
揚
州
」

レ

ニ

―

ン

ヲ

ス

「
献
鳩
而
放
」

レス

ス

ノ

ヲ

ヲ

「
罪
殺
鳩
之
鵡
」

ニ

レ

一

ヲ

「
麹
鵡
告
賊
」

レ

巻
四
十
五
〈
黄
雀
〉

＝
 

「
黄
雀
在
後
」

レ

ス

ー―

「
瓦
化
総
窃
」

二
―

説
苑

大
賓
造
事

列
子
伝

孔
叢
子

小
説

筆
談

不
明

荘
子

不
明

不
明

家
語

列
子

魏
泰
記

高
士
伝

列
子

変
化
記

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

3
 

2
 

2
 

2
 

2
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上

65

上

64 

上

63 

上

62 

上

61

上

60 

上

59 

上

58 

上

57 

上

56 

上

55 

上

54 

上

53 

上

52 

上

51 

上

50 

上

49 

上

48 

上

47 

西
京
雑
記

列
仙
伝

列
仙
伝

前

集

巻

五

十

後

集

巻

七

前

集

巻

十

七

後
集

前

集

巻

前
集

前
集

巻
四
十
四
盆
向
〉

前
集
巻
四
十
四

同

右

前
集

同

右

同

右

前
集

前
集

同

右

同

右

前
集

〈
無
子
〉

巻
三
十
七

巻
三
十
八

巻
三
十
九

巻
四
十
二

〈
風〉

巻
三
十
四
〈
仙
〉

巻
二
十
四
〈
仙
〉

ン

（

「
子
死
不
憂
」

レ

ヲ

フ

ヲ

「
以
鵜
占
風
」

レ

レ

テ

ニ

ニ

フ

「立
枯
東
向
」

レ

ヵ

「
葛
玄
道
術
」 ス

ヲ

「
魏
伯
腸
服
丹
」

レ

別
伝

朔
伝

不
明

不
明

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

3
 

2
 

上

85 

上

84 

上

83 

上

82 

上

81 

上

80 

上

79 

上

78 

上

77 

上

76 

上

75 

上

74 

上

73 

上

72 

上

71

上

70 

上

69 

上

68 

上

67 

上

66 

列
女
伝

同

右

後
集

後
集

同

右

後
集

同

右

巻
二
十
一

巻
二
十
三

巻
二
十
四

後

集

巻

十

八

後

集

巻

十

八

後

集

巻

十

四

同

右

後
集

同

右

巻
十
三

後

集

巻

十

五

後

集

巻

四

後

集

巻

前

集

巻

五

十

〈
後
母
〉

〈
父
母
〉

前
集
巻
五
十
六

ム

ヲ

「
姑
留
其
婦
」

――― 

テ

ヲ

ム

ヲ

「
仮
蜂
進
晩
」

レ

レ

同

右
列
女
伝

ー 2
 

3
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

- 23 -



有明工業高等専門学校紀要 第15号 213 

上

26 

上

25 

上

24 

上

23 

上

22 

上

21

上

20 

上

19 

上

18 

上

17

上

16 

上

15

上

14 

上

13 

上

12 

上

11

上

10 

後
漢
書

神
仙
伝

列
女
伝

列
女
伝

後
集

後
集
巻
二
十
六

同

右

後
集

後
集

前
集

後
集

後
集

後
集

後
集

後

集

巻

十

六

後
集

続

集

巻

十

六

後
集

後
集

続

集

巻

七

後
集

後
集

同

右

二

ヲ

「
夢
得
碁
子
」

二

―

ヲ

巻
五
古
今
文
集
「
悴
日
試
児
」

レ
レ

巻
五
〈
誕
子
〉

巻
五
〈
教
子
〉

巻
五
〈
教
子
〉

巻
五
〈
教
子
〉

巻
五
〈
教
子
〉

巻
五
〈
教
子
〉

巻
五
〈
教
子
〉

巻
五
〈
教
子
〉

巻
二
十
五

巻
二
十
五

巻
七
盆
祖
孫
〉

カ

ノ

「
己
子
兄
子
」

ヲ

「
不
愛
鉗
鮮
」

レ

ニ

―
ス

ニ

「
秤
槌
投
足
」

レ

ク

ヲ

「
杖
砕
金
魚
」

―
―
―
 

ク

ニ

ル

ヲ

「
聴
客
与
語
」

二

―

巻
三
十
四
〈
仙
〉

「
老
子
之
生
」

ヲ

「
不
受
魚
詐
」

レ

ニ

ニ

ヒ

テ

フ

ヲ

「
三
徒
択
隣
」

レ

テ

ヲ

ヲ

「
断
機
勉
学
」

レ

レ

不
明

列
仙
伝

燕
談

郡
紀
聞

不
明

不
明

不
明

不
明

列
女
伝

不
明

2
 

ー 2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

上

46 

上

45 

上

44 

上

43 

上

42 

上

41 

上

40 

上

39 

上

38 

上

37

上

36 

上

35 

上

34 

上

33 

上

32

上
3
1

上

30 

上

29 

上

28 

上

27 

列
仙
伝

後
漢
書

弘
景
本
集

荘
子

荘
子

開
元
遺
事

明
皇
雑
録

高
僧
伝

列
女
伝

同

右

前
集
巻
三
十
六

前
集

前
集

前
集

前
集

前
集

前
集

前
集

前
集

前
集

前
集

後
集

後
集

後
集

後
集

巻
七

〈
諸
父
〉

巻
八

〈
兄
弟
〉

巻
二
十
三

巻
二
十
三

巻
二
十
一

巻
三
十
四
合
仙
〉

巻
三
十
四
〈
仙
〉

ル
ヲ
ン
ノ
ア
ラ
ン

「祠
神
何
益
」

レ
フ

ヲ

「
龍
吸
硯
水
」

二

―ス

ヲ

「
渇
鼓
催
花
」

レ

「
探
春
闘
花
」

ロ

ラ
ン

ト

巻
三
十
三
〈
人
日
〉
「
寧
為
生
亀
」

ニ

ー

ロ

ン

ト

・

巻
―
―
十
三
〈
人
日
〉
「
寧
為
孤
豚
」

二

―

テ

ヲ

ヲ

巻
三
十
三
〈
人
日
〉
「
画
牛
喩
意
」

レ

レ

「
王
喬
飛
墨
」

ル

＝

「
琴
高
乗
鯉
」

レ

巻
六
〈
春
〉

巻
六
〈
春
〉

巻
五
〈
蒻
雨
〉

レ

巻
五
〈
疇
雨
〉

レ

続

集

巻

後

集

巻

十

五

後

集

巻

十

〈
姑
蔀
~〉

テ

ヲ

ス

ヲ

「棄
子
全
姪
」

レ

レテ

ヲ

ス

ヲ

「
棄
子
存
姪
」

レ

レ

キ

也

「少
者
佳
」

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

天
窟
追
事

掲
鼓
録

幕
府
燕
閑

晏
子
春
秋

列
女
伝

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

ー 2
 

2
 

2
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214 

前
回
、
私
は

『語

菌
』
と

『
事
文
類
集
』

と
の
関
係
を
三
つ
の
形
態
に
分
類
し
整
理
し

た
。
今
回
も
そ
の
方
法
を
踏
襲
す
べ
き
か
も
知
れ
ぬ
が
、
本
稿
に
ま
と
め
の
意
味
を
持
た
す

（二）

表

ホ

前
号
に
於
い
て
、
仮
名
草
子

『
見
ぬ
世
の
友
』
、
並
び
に

『語
園
』
と
、
類
書
『
事
文
類

(
1
)
 

集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
者
の
実
質
的
典
拠
は
後
者
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

そ
の
間
、
古
典
文
庫
に
寛
永
四
年
古
活
字
版

『
語
園
』
と
明
暦
四
年
刊

『見
ぬ
世
の
友
』
と

が
翻
刻
紹
介
さ
れ
、
広
く
人
口
に
腑
灸
す
る
様
に
な
っ
た
の
は
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
古

典
文
庫
に
は
ま
た
吉
田
幸
一
氏
の
詳
し
い
解
説
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、

特
に
平
仮
名
本

『
語
園
』
と

『
見
ぬ
世
の
友
』
と
の
相
関
に
つ
い
て
は
教
え
ら
れ
る
所
が
多
い
。

そ
こ
で
、
再
び
稿
を
起
こ
し
、
前
回
未
調
査
と
し
て
残
し
た
部
分
を
報
告
す
る
責
を
果
た

し
た
い
。
前
回
と
併
せ
て

『語
園
』
は
そ
の
殆
ど
の
説
話
を

『
事
文
類
集
』
に
拠
っ
た
こ
と

を
見
て
頂
き
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
我
々
は
再
び

『
語
園
』

の
作
者
が
45
種
類
も
の

漢
籍
か
ら
故
事
を
翻
訳
し
た
と
い
う
通
念
を
捨
て
て
新
し
い
事
実
か
ら
仮
名
草
子
の
研
究
に

と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
小
考
が
そ
の
一
資
料
た
り
得
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

ーヽ一
序
に
か
え
て

（
 

『

語

園
』

考

補

遺

上

9

上

8

上

7

上

6

上

5

上

4

上

3

上

2

上 語

列
子

固
一
引
用
書
目

S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
a
r
y
 R
e
s
e
a
r
c
h
 
of 
"
G
O
E
N
"
 for 
S
t
u
d
y
i
n
g
 

t
h
e
 N
o
v
e
l
 in 
t
h
e
 
E
a
r
l
y
 T
O
K
U
G
A
W
A
.
 

同

右
同

右
同

右
同

右
前

集

巻

四

十

六

同

右

同

右
前

集

巻

四

十

四

前
集

巻
二
〈
日
〉

「
小
児
論
日
」

レ

列
子

事

文

類

集

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

引
用
書
目
一
形
態

た
め

『
語
園
』
の
全
説
話
と

『
事
文
類
集
』
と
の
関
係
を
説
話
の
順
に
従
っ
て
ま
と
め
て
み

た
い
。
猶
、
そ
の
際
前
号
で
指
摘
し
た
説
話
は
、
集
名
と
巻
名
を
述
べ
る
に
留
め
、
新
し
く

つ
け
加
え
る
説
話
に
は
題
名
ま
で
記
す
。
更
に
、
新
し
い
説
話
の
下
に
①
②
③
と
前
回
の
形

態
名
を
記
し
、
併
せ
て
、
引
用
書
目
名
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

花

田b
y
 F
u
j
i
o
 H
A
N
A
D
A
 

〈
昭
和
53
年
9
月
1
9
日

受

理

〉

富

夫
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ア
ン
テ
ィ
キ
ュ
ラ
コ
リ
ン
ト
湾
沿
い
に
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
商
業
都
市
。
こ
こ
で

と
れ
た
ヘ
レ
ボ
ル
ス

が
最
良
と
さ
れ
て
い
た
。

ガ
ラ
テ
ア
小
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
占
め
る
内
陸
地
帯
の
古
名
。
現
在
の

ト
ル
コ

の
ア
ン
カ
ラ
附
近
。

ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
前
五
五

0
頃
ー
四
七
五
頃
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
家
、
地
理
学
者
。
ミ

レ
ト
ス
の
生
ま
れ
で
、
ア
ブ
デ
ラ
の
生
ま
れ
で
は
な
い
。
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
の
傍
証
に
よ

れ
ば
、
残
念
な
が
ら
彼
の
作
品
は
す
べ
て
紛
失
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
メ
ド
ゥ
サ
を
退
治
し
た
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
英
雄
。
神
託
に
よ
り
岩
に
し

ば
ら
れ
、
海
の
怪
物
の
い
け
に
え
に
さ
れ
ん
と
し
て
い
た
ア
ン

ド
ロ

メ
ダ
を
救
い
、
妻

と
す
る
。
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
物
語
は
ソ

フ
ォ
ク
レ
ス
や
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
ド
ラ
マ
の
題

材
と
な
る
。
ち
な
み
に
本
書
の
第
三
巻
は
、
エ

ウ
リ
ビ
デ
ス
の

『
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
』
ア

ブ
デ
ラ
上
演
を
め
ぐ
っ
て
の
話
で
あ
る
。

メ
ド
ゥ
サ
三
人
姉
妹
の
女
怪
ゴ
ル
ゴ
ン
の
一
人
。
元
来
は
美
し
い
処
女
で
金
髪
を
な

に
よ
り
も
誇
り
と
し
て
い
た
が
、
海
神
ボ

セ
イ
ド
ン
を
捉
え
、
ア
テ
ネ
の
神
殿
で
情
を

通
じ
た
た
め
、

神
罰
を
受
け
て
頭
髪
が
こ
と
ご
と
く
蛇
と
な
り
、
見
る
者
は
恐
怖
の
あ

ま
り
石
に
化
し
た
と
い
う
。
ペ

ル
セ
ウ
ス
に
首
を
切
り
落
と
さ
れ
る
。

ス
テ
ン
ト
ー
ル
の
声

『

イ

ー
リ
ア
ス
』
第
五
巻
七
八
五
行
以
下
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。
「
：
・
…
白
い
腕
の
女
神
ヘ
ー
レ

ー
は
大
声
あ
げ
て
、
青
銅
の
声
を
も
つ
と
い
う
意

気
さ
か
ん
な
ス
テ

ン
ト
ー
ル
の
姿
を
借
り
て
‘

|
|
三
そ
の
人
は
他
人
な
ら
五
十
人
分
ほ

ど
も
大
き
く
声
が
ひ
び
い
た
、
さ
て
、
い
う
よ
う
に
は
：
・・:
」
（
呉
茂
一
訳
）

ア
キ
レ

ウ
ス
の
怒
り
ト

ロ
イ
戦
争
に
お
い
て
、
ア
キ
レ
ウ
ス
は
一
時
戦
闘
か
ら
身
を

引
い
て
い
た
が
、

味
方
の
無
残
な
敗
北
に
た
ま
り
か
ね
た
彼
の
親
友
。
ハ

ト
ロ
ク
ロ
ス

が
、
ア
キ
レ
ウ
ス
の
武
具
を
身
に
つ
け
て
出
陣
し
、
ヘ
ク
ト
ル
に
討
ち
取
ら
れ
た
の
を

憤
り
、
復
讐
の
鬼
と
な
っ
て
ヘ
ク
ト
ル
を
討
つ

。

『
イ
ー
リ
ア
ス

』
第
二
二
巻
二
六
〇

行
以
下
を
参
照
。
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に
（
喜
劇
作
者
ア
ン
テ
ィ
フ
ァ
ネ
ス
の
表
現
に
よ
る
と
）
ウ
ズ
ラ
同
様
に
あ
り
ふ
れ
た

も
の
に
な
っ
て
い
た
。
全
盛
期
の
ロ
ー
マ
で
は
無
数
の
ク
ジ
ャ
ク
が
飼
育
さ
れ
、
ク
ジ

ャ
ク
は
ロ

ー
マ

人
の
食
卓
で
主
要
な
料
理
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
ギ
リ
シ
ア
人
が
ク

ジ
ャ
ク
を
食
べ
な
か
っ
た
こ
と
を
ビ
ュ
フ
ォ
ン
氏
は
ど
こ
か
ら
知
っ
た
の
か
、
わ
た
し

に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
反
対
の
こ
と
を
ア
テ
ネ
神
殿
在
の
詩
人
ア
レ
ク
シ
ス
の
一

節
が
証
明
し
て
く
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
以
前
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ク
ジ
ャ
ク
が
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
祭
司
ス

ト

ロ
ビ
ュ

ル
ス
に
ク
ジ
ャ
ク
の
丸
焼
き
を
送
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
自
然
科
学
者
が

珍
奇
の
一
っ
と
し
て
ク
ジ
ャ
ク
を
イ
ン
ド
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
で
も
し
な
い
限
り
、
間

違
い
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
う
だ
と
し
て
い
け
な
い
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

ま
さ
か
の
場
合
に
は
女
神
ユ
ノ
の
わ
き
に
ク
ジ
ャ
ク
が
刻
印
さ
れ
た
サ
ラ
ミ
ス
の
古
貨

幣
も
窮
状
を
脱
す
る
手
だ
て
に
な
っ
て
く
れ
よ
う
ー
そ
う
す
る
だ
け
の
値
打
ち
が
あ

れ
ば
の
こ
と
だ
が
。

（
原
注
）
ペ
ル
シ
ア
の
金
貨
、
キ
ュ
ア
ク
サ
レ
ス
ニ
世
、
別
名
メ
デ
ィ
ア
の
ダ
レ
イ
オ

ス
（
前
七
世
紀
頃
の
メ
デ
ィ
ア
王
の
こ
と
ー
_
訳
者
）
が
バ
ビ

ロ
ン
征
服
後
は
じ
め
て

鋳
刻
さ
せ
た
と
い
う
。

賢
王
シ
ャ
ハ

・
バ
ハ
ム
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ク

ロ
ー
ド

・
ク
レ
ビ
ヨ
ン
（
一
七

0
七
ー

一
七
七
七
）
の
好
色
本

『
ソ
フ
ァ
』
に
で
て
く
る
王
の
名
。
作
中
で
は
『
千
一
夜
物
語
』

の
有
名
な
王
シ
ャ
ハ
リ
ヤ
ー
ル
の
孫
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

『
ソ
フ
ァ

』
は、

イ
ン
ド
の
王
シ
ャ
ハ

・
バ
ハ
ム
が
若
い
廷
臣
の
物
語
を
聞
く
と
い
う
設
定
。
こ
の
若
者

は
輪
廻
の
法
則
に
よ
り
、
か
つ
て
は
ソ
フ
ァ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
自
分
の
上
で

相
交
し
た
幾
組
か
の
男
女
の
ひ
め
ご
と
を
次
々
に
物
語
り
聞
か
せ
る
。

ア
グ
ラ
『
ソ
フ
ァ
』
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
一
六
世
紀
の
イ
ン
ド
の
首
都
。
秘
史
と

は
廷
臣
が
見
た
好
色
裏
面
史
の
こ
と
。

三
百
代
言
本
来
シ
コ
フ
ァ
ン
ト
と
は
古
代
ア
テ
ネ
に
お
い
て
法
令
に
違
反
し
て
イ
チ

ジ
ク
を
関
税
を
払
わ
ず
に
輸
出
し
た
り
売
却
し
た
り
し
た
者
の
職
業
的
告
発
者
の
意
。

転
じ
て
密
告
者
の
意
と
な
る
が
、
し
か
し
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
は
弁
護
人
の
意
で
用
い
て
い

る。（
原
注
）
こ
こ
に
ア
テ
ネ
と
ア
プ
デ
ラ
の
三
百
代
言
の
相
違
に
つ
い
て
の
注
釈
を
つ
け

て
学
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
も
い
い
が
、
ど
う
も
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
だ
。
要
は
、
わ

れ
わ
れ
が
い
る
の
は
ア
テ
ネ
で
は
な
く
ア
ブ
デ
ラ
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

白
昼
の
太
陽
を
提
燈
さ
げ
て
探
す
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
が
昼
間
提
燈
を
さ
げ
て
ア
テ
ネ
の

市
場
に
出
か
け
、
何
を
探
し
て
い
る
の
か
と
問
わ
れ
た
の
に
対
し
、
人
間
を
探
し
て
い

る
と
答
え
た
と
い
う
逸
話
を
指
す
。

ヘ
レ
ボ
ル
ス
ウ
マ
ノ
ア
シ
ダ
カ
科
植
物
。
排
出
作
用
の
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
、
一

般
に
は
そ
の
根
で
く
し
ゃ
み
粉
等
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
馬
鹿
に
も
効
能
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ヒ

ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
堕
胎
薬
に
用
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
（
ベ

ヒ
ト

ル
ド

・
シ
ュ
ト
イ
ブ
リ
編
、

『
ド
イ
ツ
迷
信
事
典
』

全
一

0
巻
に
よ

50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 

る）（
原
注
）
そ
れ
に
し
て
も
、
同
じ
事
柄
が
こ
う
も
違
っ
た
話
し
方
を
さ
れ
る
と
は
'・

わ
が
三
百
代
言
が
頭
が
狂
っ
て
る
こ
と
の
紛
う
か
た
な
い
証
拠
だ
と
見
な
す
こ
の
同
じ

行
為
に
つ
い
て
プ
リ

ニ
ウ
ス
は
、
こ
れ
こ
そ
気
高
い
、
哲
学
の
名
誉
と
な
る
行
動
だ
と

語
っ
て
い
る
。
デ

モ
ク
リ
ト
ス
は
情
け
深
い
人
間
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
分
ほ
ど
余
裕
の

な
い
他
人
を
犠
牲
に
し
て
金
持
ち
に
な
ろ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
い
ヘ

ん
な
儲
け
を
フ
ィ
に
し
た
と
気
が
き
で
な
い
連
中
の
焦
慮
と
絶
望
に
心
を
動
か
さ
れ
て
、

油
か
そ
れ
の
売
り
あ
げ
金
を
戻
し
て
や
っ
た
が
、
彼
と
し
て
は
、
自
分
に
そ
う
す
る
値

打
ち
が
あ
る
と
思
つ
な
ら
富
を
獲
得
す
る
の
は
自
分
の
気
持
し
だ
い
だ
と
い
う
こ
と

を
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
に
見
せ
つ
け
る
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
見
方
で
。
フ
リ

ニ
ウ
ス
は
見
て
い
る
わ
け
で
、
実
際
、
わ
が
三
百
代
言
と
同
じ
話
し
方
を
す
る
の
は
ア

ブ
デ
ラ
人
と
三
百
代
言
と
悪
党
と
を
併
せ
た
奴
に
ち
が
い
な
い
。

ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ

ス

前

四

六

0
頃
ー
―――七

0
頃
ギ
リ
シ
ア
の
医
学
者
。
古
来
「
医
学

の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ー
ラ
ン

ト
の
描
く
ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
は
二
、
三
の
歴

史
的
事
実
を
除
け
ば
、
あ
と
は
彼
の
創
作
の
所
産
。

タ
ソ
ス
島
ト
ラ
キ
ア
を
流
れ
、
ア
ブ
デ
ラ
の
西
方
で
エ

ー
ゲ
海
に
注
ぐ
ネ
ス
ト
ス
川

の
河
口
と
対
峙
し
て
い
る
島
。
残
さ
れ
た
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
手
紙
で
は
、
彼
は
タ
ソ

ス
島
で
は
な
く
コ
ス
島
（
後
出
）
に
い
た
。

（
原
注
）
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
作
品
集
の
い
ろ
ん
な
版
に
は
こ
の
招
待
状
と
か
い
う
も

の
が
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
贋
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ

ゲ
ラ
エ
ク
ル
ス

で
、
後
世
の
気
の
抜
け
た
物
知
り
の
作
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
医
者
と
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の

出
会
い
に
つ
い
て
の
物
語
も
す
べ
て
同
様
で
あ
る
、
こ
れ
は
前
者
の
名
の
あ
る
贋
の
書

簡
の

―
つ
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
原
注
）
こ
れ
に
び
っ
く
り
さ
れ
る
よ
う
な
向
き
に
は
、
柄
つ
き
眼
鏡
な
る
も
の
が
当

時
は
1

ま
だ
発
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
お
伝
え
し
て
お
く
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

ラ
リ
ッ
サ
ギ
リ
シ
ア
中
央
部
テ
ッ
サ
リ
ア
の
市
。
ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
は
当
地
で
死
ん

ぃこ。t
 

モ
ロ

シ
ア
人
ギ
リ
シ
ア
西
部
に
住
む
半
有
色
の
民
。

医
神

エ
ス
ク
ラ
ー
プ
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
医
師
ア
ス
ク
レ
ビ
オ
ス
の
ラ
テ
ン
名
。
こ

こ
で
は
ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
を
医
神
と
等
置
し
て
洒
落
て
い
る
。

ミ
レ

ト
ス
の
踊
り
子

小
ア
ジ
ア
の
商
業
都
市
ミ
レ

ト
ス
の
踊
り
子
の
こ
と
で
、
魅
力

的
で
あ
っ
た
こ
と
は
つ
と
に
有
名。

ビ
ュ
ラ
デ
ス
と
オ
レ
ス
テ
ス
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
と
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
の
子
オ
レ

ス
テ
ス
は
、
叔
父
と
通
じ
父
を
殺
害
し
た
母
を
殺
す
。
そ
し
て
逃
走
中
の
彼
を
救
う
の

が
、
彼
と
兄
弟
の
よ
う
に
し
て
育
っ
た
親
友
ビ
ュ
ラ
デ
ス
で
あ
る
。

コ
ス
島
小
ア
ジ
ア
南
西
海
岸
の
沖
に
あ
る
島
。レ、

フ

ビ
ザ
ン
チ
ン
の
ち
の

コ
ン
チ
タ
ン
チ
ノ
ー

ノ

と。

現
在
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
こ
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で
あ
る
、
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
男
が
、
こ
の
哲
学
者
の
口
か
ら
辻
つ
ま
の
合
わ
な
い
話

が
で
た
と
彼
な
り
に
脚
色
し
て
人
に
話
し
て
聞
か
せ
る
の
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
か
ら

で
あ
る
、
そ
し
て
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
に
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
な
に
か
気
の
利
い
た
こ

と
を
言
っ
た
な
と
理
解
す
る
く
ら
い
の
頭
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
彼
の
よ
う
な
職
業
の
男

が
こ
の
哲
学
者
を
笑
い
者
に
し
て
や
ろ
う
と
て
ぐ
す
ね
引
い
て
い
る
場
合
、
も
う
逃
が

す
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
こ
の
ネ
タ
を
潤
色
し
て
（
趣
味
と
機
知
を
別
に
す
れ
ば
）
か

な
り
ア
ブ
デ
ラ
人
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ア
テ
ネ
人
を
、
一
瞬
、
腹
の
皮
が
よ

じ
れ
る
く
ら
い
笑
わ
せ
る
や
つ
に
仕
立
て
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

コ
リ
ン
ト
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
北
東
隅
の
都
市
。

ス
ミ
ル
ナ
小
ア
ジ
ア
西
南
端
に
あ
る
都
市
。

シ
ラ
ク
サ
シ
チ
リ
ア
島
の
南
東
岸
に
あ
る
港
市
。

カ

ト

ー

前

二
三

四
ー

一
四
九
ロ
ー
マ
の
政
治
家
。

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
の
ロ
ー
マ
へ

の
影
響
を
憂
慮
し
て
、
き
わ
め
て
謹
厳
に
、
し
か
も
戒
め
る
よ
う
な
調
子
で
話
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

ス
ウ
ィ
フ
ト
ー
六
六
七
ー

一
七
四
五
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
の
諷
刺

作
家
。
代
表
作

『
ガ
リ
ヴ
ァ
旅
行
記
』

（
原
注
）
「
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
い
つ
も
体
を
ゆ
す
っ
て
大
笑
い
し
た
」
ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ス

（六

0
頃
ー

一
三

0
頃

ロ
ー
マ
の
諷
刺
家
。
ー
ー
訳
者
）
『
諷
刺
詩
』
第
一

0
巻
の

三
三
。

セ
ネ
カ
前
四
（
五
）

ー
後
六
五
ロ
ー
マ
の
哲
学
者
。
こ
こ
は
、

『
心
の
平
静
に
つ

い
て
』
第

一
五
章
か
ら
の
引
用
。

ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
前
五
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
時
代
文
化
の
厳
し
い
批
判

者
で
「
泣
け
る
哲
学
者
」
と
い
う
名
が
あ
っ
た
。
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（
原
注
）
こ
う
言

っ
て
お
き
な
が
ら
セ
ネ
カ
は
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
人
間
の
世
の
風
習

や
欠
点
は
穏
や
か
に
落
着
い
て
耐
え
る
方
が
そ
れ
を
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
す
る
よ
り
は

ま
し
で
、
賢
明
な
男
に
は
そ
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

わ
た
し
に
は
、
彼
が
、
こ
の
ま
し
だ
と
い
う
も
の
よ
り
ー
ー
も
っ
と
ま
し
な
も
の
が
あ

る
こ
と
に
、
苦
労
し
な
い
で
気
づ
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
い
つ
も
い
つ
も

笑
う
と
か
泣
く
と
か
怒
る
と
か
冷
淡
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
た
し
か
に
笑
う
し

か
な
い
愚
行
が
あ
る
し
、
な
か
に
は
人
間
愛
に
富
む
人
に
も
思
わ
ず
嘆
息
さ
せ
る
く
ら

い
由
々
し
い
愚
行
、
聖
者
で
あ
ろ
う
と
不
機
嫌
に
さ
せ
る
よ
う
な
愚
行
が
あ
る
が
、
結

局
の
と
こ
ろ
人
間
の
弱
さ
だ
と
認
め
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
愚
行
も
あ
る
の
だ
。

賢
明
で
善
良
な
男
は
（
鼻
づ
ま
り
で
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
時
は
、
こ
れ
は
別
だ
と
賢
明

に
も
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
除
外
し
て
い
る
が
）
、
相
手
の
人
物
や
事
柄
、
時
や
所
し
だ
い

で
笑
っ
た
り
微
笑
ん
だ
り
、
憐
れ
ん
だ
り
嘆
い
た
り
、
許
し
た
り
大
目
に
見
た
り
す
る

も
の
で
あ
る
。
笑
う
の
も
泣
く
の
も
、
愛
す
る
の
も
憎
む
の
も
、
こ
ら
し
め
る
の
も
放

っ
て
お
く
の
も
そ
れ
ぞ
れ
に
然
る
べ
き
時
が
あ
る
の
だ
と
、
自
分
と
は
正
反
対
な
と
こ

ろ
が
あ
る
セ
ネ
カ
よ
り
も
古
く
、
聡
明
で
温
厚
な
ソ

ロ
モ
ン
は
言

っ
て
い
る
。
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と
め
ど
な
く
笑
う
い
わ
ゆ
る
ホ
メ
ロ
ス
的
哄
笑
。
こ
こ
は

『
イ
ー
リ
ア
ス

』
第

一
巻

五
九
七
行
以
下
の
こ
と
。
「
そ
れ
か
ら
彼
（
ヘ
ー
。
ハ
イ
ス
ト
ス
）
は
、
他
の
神
々
へ
も
、

右
の
ほ
う
へ
と
順
々
に
皆
へ
、
酒
あ
え
瓶
か
ら
汲
み
出
し
て
、
甘
い
神
酒
を
注
い
で
ま

わ
れ
ば
、
こ
う

ヘ
ー
パ
イ
ス

ト
ス
が
、
は
あ
は
あ
息
を
切
ら
し
な
が
ら
御
殿
の
中
を
飛

び
歩
く
様
子
に
、
抑
え
消
せ
な
い
笑
い
の
声
が
、
祝
福
さ
れ
た
神
々
の
あ
い
だ
に
湧
き

起
こ
っ
た
」
（
呉
茂
一
訳
、

『世
界
古
典
文
学
全
集
』

1

筑
摩
書
房
に
よ
る
）

コ
ン

バ
ブ
ス
伝
説
上
の
シ

リ
ア
人
。
王
妃
の
護
衛
を
た
の
ま
れ
、
誘
惑
に
負
け
な
い

た
め
、
自
ら
去
勢
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

オ
リ
ゲ
ネ
ス
一
八
五
頃
ー
ニ
五
四
頃
ギ
リ
シ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
。
も
っ
と

研
究
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
自
ら
去
勢
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ア
ル
ゴ
ス
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
出
て
く
る
百
眼
（
こ
の
数
に
は
諸
説
あ
り
）
を
持
っ
た

怪
物
。

テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
一

五

0
頃
ー
ニ
三

0
頃

カ

ル

タ

ゴ
生
ま
れ
の
西
方
教
会
の
神

学
者
。

こ
こ
は

『弁
証
書

(
A
p
o
l
o
g
e
t
i
c
u
m
)
』
か
ら
の
引
用
。

ソ
ロ

ン

前

六
四

0
頃
ー
五
六

0
頃

ギ

リ
シ
ア
の
政
治
家
。
貴
族
制
か
ら
民
主
制
へ

の
過
渡
期
の
、
ア
テ
ネ
の
も
っ
と
も
重
要
な
改
革
家
。
ア
テ
ネ
の
民
主
政
体
の
基
礎
を

形
作
る
。

ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
前
五

0
0頃
ー
四
二
八
頃
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。

資
料
蒐
集
家

ョ
ー
ハ
ン
・
ヤ
ー
コ
プ
・
プ
ル
ッ
カ
ー
(
-
六
九
六

—

一
七
七0
)
の

こ
と
。
五
巻
か
ら
な
る
『
哲
学
史
』
が
あ
る
。

ス
ト
ベ
ウ
ス
五
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
詞
華
集
の
編
者
。

セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
ニ
世
紀
末
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
、
医
者
。
従
来
の
す
べ
て
の
懐

疑
論
者
の
議
論
を
集
太
成
す
る
。

ケ
ン
ソ
リ
ヌ
ス
三
世
紀
頃
の
ロ
ー
マ
の
文
法
家
。
彼
は
そ
の
著
書
『
誕
生
日
に
つ
い

て
』
の
中
で
、
他
で
は
扱
か
わ
れ
て
い
な
い
多
く
の
歴
史
的
事
件
を
扱
か
っ
た
。

ヘ
ー
ム
ス
バ
ル
カ
ン
山
脈
の
古
名
。

ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
古
代
に
お
い
て
黒
海
、
カ
ス
ピ
海
北
方
か
ら
東
方
へ
向
か
っ
て
広
が

る
地
方
の
こ
と
。

ト
ラ
ジ
ル
ス

厚
か
ま
し
い
奴
の
意
。

ヘ
ブ
ル
ス
川
ト
ラ
キ
ア
を
貫
流
し
て
い
る
最
大
の
川
。
現
代
の
エ
ヴ
ロ
ス
川
、
ト
ル

コ
名
マ
リ
ツ

ァ
川
の
こ
と
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
中
央
部
か
ら
南
東
へ
流
れ
て
エ
ー
ゲ
海
に
流

入。デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
一
世
前
四
三
一
ー
三
六
七
シ
ラ
ク
サ
の
専
制
君
主
。
古
代
の
も

っ
と
も
残
忍
な
独
裁
者
の
一

人
と
さ
れ
て
い
る
。

（
原
注
）
こ
こ
の
所
は
テ
キ
ス
ト
に
間
違
い
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
ク
ジ
ャ

ク
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
ペ
ル
シ
ア
帝
国
征
服
以
前
に
は
ギ
リ
シ
ア
で
は
未
知
の
鳥

で
あ
っ
た
。
の
ち
に
ア
ジ
ア
か
ら
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
最
初
の
頃
は
、
珍
ら
し
い
の

で
ア
テ
ネ
で
は
金
を
と
っ
て
見
せ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
短
期
間
の
う
ち

-18-
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君
、
三
時
が
過
ぎ
ま
し
た
」
ー
「
も
う
ご
一
時
か
ー
も
う
―
二
時
過
ぎ
た
の
か
l

そ
れ
じ
ゃ
時
間
だ
な
」

お
歴
々
の
大
部
分
が
客
に
招
か
れ
て
い
た
。
ご
一
時
と
い
う
う
れ
し
い
言
葉
を
聞
い
て
、

彼
ら
の
頭
に
は
た
ち
ま
ち
、
口
論
の
対
象
と
は
毛
筋
ほ
ど
の
つ
な
が
り
も
な
い
楽
し
み
が
次

か
ら
次
に
浮
か
ん
で
き
た
。
覗
き
か
ら
く
り
の
人
形
よ
り
も
め
ま
ぐ
る
し
く
、
た
く
さ
ん
の

ご
馳
走
が
な
ら
ん
だ
大
テ
ー
プ
ル
が
目
先
に
ち
ら
つ
い
て
、
鼻
が
早
や
ば
や
と
幸
先
よ
い
匂

い
に
う
ご
め
く
と
、
耳
は
皿
の
ふ
れ
合
う
音
を
聞
き
、
舌
は
す
で
に
ア
ブ
デ
ラ
の
料
理
人
た

ち
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
競
い
あ
っ
た
お
い
し
い
ス
ー
。
フ
に
舌
鼓
を
う
っ
て
い
た
。
要
す
る

に
彼
ら
は
実
体
な
き
陛
宴
に
す
っ
か
り
魂
を
う
ば
わ
れ
、
か
く
て
ア
プ
デ
ラ
国
の
平
和
は
一

挙
に
回
復
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
今
日
の
お
食
事
は
ど
こ
で
す
か
」
「
ボ

リ
フ
ォ
ン
ト
家
で
す
」
ー
「
わ
た
し
も

そ
こ
に
よ
ば
れ
て
い
ま
す
」

ー

「
ご
一
緒
で
き
る
と
は
光
栄
で
す
な
」
「
わ
た
し
の

方
こ
そ
光
栄
の
至
り
で
す
」
ー
「
今
晩
の
だ
し
物
は
な
ん
で
し
よ
う
」
|
|
「
エ
ウ
リ
ビ

デ
ス
の

『
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
』
で
す
」
ー
「
そ
れ
じ
ゃ
悲
劇
で
す
な
」
|
|
l
「
ア
ア
、
わ
た

し
の
好
き
な
作
品
だ
。
ー
_
そ
れ
に
あ
の
音
楽
。
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
、
ノ
モ
フ
ィ
ラ
ク

ス
が
自
ら
合
唱
曲
を
二
、
三
作
曲
し
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
聞
き
も
の
で
す
ぞ
」

こ
の
よ
う
に
お
だ
や
か
な
会
話
を
と
り
か
わ
し
な
が
ら
、
ア
ブ
デ
ラ
の
長
老
た
ち
は
あ

わ
た
だ
し
く
、
だ
が
な
ご
や
か
に
群
を
な
し
て
市
庁
舎
を
離
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
卵
売
り
と

果
物
売
り
の
女
た
ち
も
す
っ
か
り
毒
気
を
抜
か
れ
た
、
つ
い
さ
っ
き
会
議
室
の
壁
に
ト
ラ
キ

ア
人
の
正
真
正
銘
の
喚
声
が
響
く
の
を
聞
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
。

そ
れ
も
こ
れ
も
み
な
君
の
お
か
げ
だ
、
人
に
尽
く
す
時
の
ふ
れ
人
よ
。
君
が
運
よ
く
間
に

は
い
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
市
参
事
会
員
と
組
合
長
た
ち
の
口
論
は
、
ア
キ
レ

ウ
ス
の
怒
り
の
ご
と
く
（
き
っ
か
け
は
い
か
に
滑
稽
な
も
の
で
あ
れ
）
火
花
を
散
ら
し
、
そ

れ
が
も
と
で
共
和
国
ア
プ
デ
ラ
は
転
覆
し
な
い
ま
で
も
、
恐
る
べ
き
大
混
乱
は
避
け
ら
れ
な

か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
ア
ブ
デ
ラ
人
で
公
に
顕
彰
碑
を
建
て
て
報
い
る
に
た
る
人
が
い

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
き
っ
と
こ
の
時
の
ふ
れ
人
で
あ
っ
た
。
確
か
に
こ
れ
に
は
言
い
分
が

あ
る
に
ち
が
い
な
い
、
彼
が
あ
の
瞬
間
に
尽
く
し
た
偉
大
な
功
績
は
、
た
だ
偶
然
役
立
っ
た

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
一
事
か
ら
し
て
ご
破
算
に
な
る
と
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
の
律
義
な
男
が
定

め
ら
れ
た
時
刻
に
機
械
的
に
―
二
時
を
告
げ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
測
り
知
れ
な
い
災
い
か
ら

共
同
体
を
救
お
う
と
し
て
や
っ
た
こ
と
で
は
さ
ら
さ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に

対
し
て
は
反
論
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
、
太
古
の
昔
か
ら
こ
れ
以
外
の
方
法
で
祖
国
に
尽
く

5
 

4
 

3
 

2
 

ヴ
ィ
ト
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
前
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
の
建
築
家
、
建
築
理
論
家
。

な
る
ロ
ー
マ
建
築
に
関
す
る
本
が
あ
る
。

ヘ
ル
メ
ス
・
ト
リ
ス
メ
ギ
ス
ト
ス
三
倍
も
偉
い
ヘ
ル
メ
ス
の
意
。
ヘ
ル
メ
ス
は
ギ
リ

シ
ア
神
話
で
商
業
、
窃
盗
、
幸
運
、
雄
弁
の
保
護
者
に
し
て
豊
穣
の
神
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
誤
っ
て

エ
ジ
プ
ト
の
文
字
、
学
芸
、
暦
法
、
科
学
の
神
で
あ
る
ト
ト
と
同

一
視
し

て
、
新
。
フ
ラ
ト
ン
学
派
や
神
秘
主
義
者
が
、
二
、

三
世
紀
頃
、

魔
術
、
占
星
術
等
の
著

書
を
著
し
た
場
合
に
、
こ
の
名
を
冠
し
た
。

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

前

七
世
紀
か
ら
前
六
世
紀
頃
の
ペ
ル
シ
ア
の
予
言
者
、
宗
教
家
。
占

星
術
の
祖
と
さ
れ
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
哲
学
派
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
後
一
世
紀
の
頃
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
に
生
じ
た
哲
学
の
一
派
。
ギ
リ
シ
ア
の
観
念
的
哲
学
、
特
に
。
フ
ラ
ト
ン
哲
学
と
東

方
的
「
魔
術
」
、

デ
ー
モ
ン
信
仰
、
精
霊
信
仰
の
融
合
を
は
か
る
。

（
原
注
）
ア
リ
ス

ト
フ

ァ
ネ
ス
が
こ
う
い
う
洒
落
を
と
ば
す
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な

こ
と
を
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
言
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
そ
れ
に
は
物
の
大

小
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
場
で
彼
が
人
の
よ
く
犯
す
過
ち
、
そ
れ
は
大
小
を
本
質
的
な

属
性
と
し
て
論
じ
て
い
な
が
ら
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
物
を
大
と
す
る
の
も
小
と
す
る
の
も

要
は
そ
れ
を
測
る
尺
度
が
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
い
か
ら
犯
す
の
で
あ
る
が
、

そ
の
過
ち
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
わ
け
で
あ
る
。
あ
の
か
ら
か
う
よ
う

な
調
子
で
彼
は
言

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
、
ノ
ミ
の
跳
躍
を
ア
ッ
テ
ィ
カ

・エ

レ
で
測
る
の

は
不
当
だ
、
ノ
ミ
の
跳
躍
力
を
曲
芸
師
の
そ
れ
と
比
較
す
る
に
は
、
も
し
ノ
ミ
に
対
し

て
公
平
を
期
す
る
つ
も
り
な
ら
人
間
の
足
尺
で
は
な
く
ノ
ミ
の
足
尺
を
基
準
に
す
る
必

要
が
あ
る

|
—
等
々
。
と
こ
ろ
で
、
そ

の
場
に
ア
ブ
デ
ラ
人
が
一
人
い
れ
ば
十
分
な
の

注

-
0巻
か
ら

し
た
ア
ブ
デ
ラ
人
は
一
人
も
い
な
い
と
。
だ
か
ら
幸
運
な
偶
然
の
お
か
げ
で
、
彼
ら
が
都
市

の
た
め
に
な
に
か
役
立
つ
こ
と
を
果
た
し
た
よ
う
な
時
は
、
神
々
に
感
謝
し
た
が
、
そ
れ
は

自
分
た
ち
が
単
な
る
道
具
と
し
て
、
め
ぐ
り
あ
わ
せ
で
手
を
借
し
た
こ
と
を
、
彼
ら
も
十
分

承
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
は
、
偶
然
の
功
績
に
対
し
、
彼
ら
自
身

の
功
績
で
あ
る
か
の
よ
う
に
十
分
な
報
酬
を
受
け
た
、
い
や
も
っ
と
正
確
に
言
え
ば
、
自
分

の
功
績
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
な
お
さ
ら
、
た
ま
た
ま
自
分
の
名
義
に
な
っ
て
い
る

善
行
に
対
し
て
、
ち
ょ
う
ど
ロ
バ
追
い
が
ロ
バ
の
毎
日
の
か
せ
ぎ
を
わ
が
物
に
す
る
デ
ン

で
、
報
酬
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

わ
か
り
き
っ
た
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
執
政
官
や
市
参
事
会
員
、
組
合
長
た
ち

の
話
で
あ
る
。
律
義
な
時
の
ふ
れ
人
が
は
か
ら
ず
も
共
和
国
に
功
績
を
尽
く
し
て
得
た
も
の

ゴッ
ト
・
ベ
フ
ォ
ー
レ
ン

と
言
え
ば
、
ア
ブ
デ
ラ
の
良
貨
で
日
当
六
。
フ
フ

ェ
ニ
ヒ
、
そ
し
て
1

ご
機
嫌
よ
う
'・
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そ
こ
が
問
題
で
す
」
市
参
事
会
員
た
ち
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
大
声
で
言
っ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
お
歴
々
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
あ
の
男
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
の
信
望
が
あ
つ
い
し
」
執
政
官
は
続
け
た
「
ギ
リ
シ
ア
中
で

医
神

エ
ス

ク
ラ
ー
プ
の
再
来
だ
と
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
感
情
に
は
し
っ
た
ら
、

た
と
え
そ
れ
が
正
当
で
あ
っ
て
も
、
不
祥
事
に
ま
き
こ
ま
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
そ

れ
に
し
て
も
ア
ブ
デ
ラ
の
名

誉
が
ね
ー

~
」

「
途
中
で
止
め
ん
で
下
さ
い
、
執
政
官
殿
」
組
合
長
。
フ
フ
リ
ー
ム
は
口
を
は
さ
ん
だ
「
ア

ブ
デ
ラ
の
名
誉
と
自
由
の
こ
と
を
わ
し
以
上
に
心
に
か
け
て
い
る
者
は
誰
も
お
り
ま
す
ま

い
。
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
よ
く
考
え
て
み
る
に
、
町
の
名
誉
が
こ
の
事
件
と
ど
ん
な
関
わ
り
合

い
が
あ
る
の
か
、
と
ん
と
わ
し
に
は
合
点
が
い
き
ま
せ
ん
。
あ
の
ハ
ル
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
か
ヒ

ュ
ポ
ク
リ
ト
ゥ
ス
と
か
称
し
て
い
る
者
に
し
た
と
こ
ろ
で
所
詮
は
医
者
だ
し
、
わ
し
が
こ
れ

ま
で
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
ど
う
せ
医
首
と
い
う
奴
は
世
界
全
部
を
―
つ
の
大
き
な
施
療
院

と
考
え
、
人
間
す
べ
て
を
自
分
の
患
首
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
人
は
誰
だ
っ
て
自

分
の
判
断
に
従
っ
て
話
し
た
り
行
動
し
た
り
す
る
も
ん
で
、
自
分
の
望
む
こ
と
を
信
じ
が
ち

な
も
の
な
ん
だ
。
思
う
に
、
ヒ
ュ
ボ
ク
リ
ト
ゥ
ス
は
治
療
の
機
会
が
ま
す
ま
す
ふ
え
る
よ

う
、
わ
し
ら
が
み
ん
な
病
気
な
ら
ば
い
い
が
と
考
え
た
ん
だ
。
そ
こ
で
彼
は
考
え
た
、
と
り

あ
え
ず
奴
ら
に
お
れ
の
薬
を
飲
ま
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
れ
ば
、
も
う
こ
っ
ち
の
も
ん

だ
と
。
親
方
た
る
。
フ
フ
リ
ー
ム
の
面
子
に
か
け
て
言
う
が
、
こ
れ
が
事
件
の
全
貌
な
ん
だ
」

「
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
」
チ
ビ
で
太
っ
ち
ょ
の
市
参
事
会
員
は
大
声
で
言
っ
た
。
「
そ
の

も
の
ず
ば
り
だ
。
奴
は
馬
鹿
で
は
な
い
。
賭
け
て
も
い
い
、
で
き
る
と
な
れ
ば
、
奴
は

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
リ
ュ
ー
マ
チ
や
熱
病
を
わ
れ
わ
れ
に
お
し
つ
け
て
く
る
ぞ
、
そ
れ
も
治
し

て
や
っ
て
、
金
を
せ
し
め
、
ほ
く
そ
笑
み
た
い
一
心
で
」

「
し
か
も
そ
の
上
、
市
参
事
会
の
面
々
に
は
ヘ
レ
ボ
ル
ス
一
四
ポ
ン
ド
だ
と
」
長
老
の
一

人
が
大
声
で
言
っ
た
が
、
彼
の
脳
は
、
風
貌
か
ら
し
て
、
も
う
完
全
に
ひ
か
ら
び
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。

「
ラ
ト
ナ
の
全
カ
エ
ル
に
菩
っ
て
言
う
が
、
こ
れ
は
あ
ん
ま
り
だ
。
勘
ぐ
る

に
、
何
か
も
っ
と
い
わ
く
が
あ
る
は
ず
だ
」

「
市
参
事
会
の
面
々
に
は
ヘ
レ
ボ
ル
ス
一
四
ボ
ン
ド
ね
え
」
プ
フ
リ
ー
ム
親
方
は
繰
り
返

し
て
、
大
口
を
あ
け
て
笑
っ
た
。

「
そ
し
て
組
合
長
の
面
々
に
も
」
ス

ミ
ラ
ク
ス
が
意
味
あ
り
げ
に
つ
け
加
え
た
。

「
そ
れ
は
な
い
ぞ
」
。
フ
フ
リ
ー
ム
親
方
は
大
声
で
言
っ
た
「
あ
い
つ
は
組
合
長
に
つ
い
て

は
一
言
も
言
わ
な
か
っ
た
ぞ
」

「
そ
れ
は
当
然
す
ぎ
る
く
ら
い
当
然
な
こ
と
だ
か
ら
だ
よ
」
前
省
は
答
え
た
「
市
参
事
会

員
と
組
合
長
、
組
合
長
と
市
参
事
会
員
、
組
合
長
の
方
々
が
な
ぜ
こ
の
点
で
こ
と
さ
ら
特
別

な
の
か
、
わ
た
し
に
は
わ
か
ら
な
い
な
」

「
え
っ
、
何
だ
っ
て
」
プ
フ
リ
ー
ム
親
方
は
む
き
に
な
っ
て
大
声
を
あ
げ
た

「組
合
長
が

市
参
事
会
員
に
比
べ
て
特
別
な
の
が
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
と
。
ー
諸
君
、
お
聞
き
の
通

り
だ
゜
ー
書
記
殿
、
こ
れ
を
ぜ
ひ
記
録
に
と
ど
め
て
お
い
て
く
れ
」

組
合
長
た
ち
は
全
員
ガ
ヤ
ガ
ヤ
騒
ぎ
な
が
ら
席
か
ら
立
ち
あ
が
っ
た
。

「
わ
た
し
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
な
あ
」
憂
欝
症
の
老
市
参
事
会
議
長
は
大
声
で
言
っ

た
「
こ
の
裏
に
は
も
っ
と
い
わ
く
が
あ
る
と
。
貴
族
政
治
に
対
す
る
秘
か
な
陰
謀
が
。

そ
れ
に
し
て
も
お
の
お
の
方
は
本
音
を
も
ら
す
の
が
ち
と
早
す
ぎ
た
よ
う
で
す
な
」

「
貴
族
政
治
に
だ
と
」
。
フ
フ
リ
ー
ム
は
声
を
倍
に
し
て
い
き
ま
い
た
「
ど
の
貴
族
政
治
に

だ
。
畜
生
、
議
長
、
い
つ
か
ら
ア
ブ
デ
ラ
は
貴
族
政
治
な
ん
で
す
。
わ
し
ら
組
合
長
は
単
な

る
壁
の
飾
り
な
ん
で
す
か
。
わ
し
ら
は
国
民
の
代
表
で
は
な
い
ん
で
す
か
。
国
民
の
権
利
と

自
由
を
代
行
し
て
い
る
ん
で
は
な
い
ん
で
す
か
。
書
記
殿
、
記
録
し
て
く
れ
、
わ
し
が
あ
ら

ゆ
る
理
不
尽
に
抗
し
て
、
健
気
な
組
合
長
と
都
市
共
同
体
ア
ブ
デ
ラ
の
権
利
を
守
っ
た
こ
と

を」
「
賛
成
、
賛
成
」
組
合
長
た
ち
は
全
員
、
い
っ
せ
い
に
叫
ん
だ
。

「
反
対
、
反
対
」
市
参
事
会
員
た
ち
は
叫
ん
だ
。

手
の
つ
け
ら
れ
な
い
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
「
諸
君
」
執
政
官
は
あ
ら
ん
限
り
の
大
声
で
叫
ん

だ
「
妄
想
に
お
ど
ら
さ
れ
て
、
こ
れ
は
な
ん
と
い
う
ざ
ま
で
す
か
。
あ
な
た
方
は
、
自
分
を

な
ん
と
心
得
て
い
る
の
で
す
、
こ
こ
を
ど
こ
だ
と
。
下
に
い
る
卵
売
り
や
果
物
売
り
の
女
ど

も
が
、
ヘ
ボ
歯
医
者
に
か
か
っ
た
み
た
い
に
わ
れ
わ
れ
が
金
切
り
を
あ
げ
る
の
を
聞
い
た
ら

ど
う
思
う
で
し
よ
う
か
」

し
か
し
、
理
性
の
声
は
耳
を
聾
す
る
喧
騒
に
か
き
消
さ
れ
、
誰
の
耳
に
も
は
い
ら
な
か
っ

た
。
自
分
の
声
さ
え
聞
こ
え
な
か
っ
た
。

幸
運
な
こ
と
に
、
太
古
の
昔
か
ら
ア
ブ
デ
ラ
で
は
正
―
二
時
に
、
町
中
い
っ
せ
い
に
昼
食

を
と
る
な
ら
わ
し
が
あ
り
、
ま
た
市
参
事
会
規
則
に
よ
っ
て
、
一
時
間
経
過
す
る
ご
と
に
一

種
の
伝
令
使
が
会
議
室
の
前
に
来
て
、
時
間
を
ふ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

6
 

「
み
な
さ
ま
」
伝
令
使
は
ホ
メ
ロ
ス
の
ス
テ
ン
ト
ー
ル
の
声
よ
ろ
し
く
大
声
で
言
っ
た

「
ご
一
時
が
過
ぎ
ま
し
た
」

「
静
粛
に
、
時
の
ふ
れ
人
だ
」
ー
「
彼
は
何
と
言
っ
た
」
ー
~
「
―
二
時
で
す
、

諸
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薬
を
服
用
し
な
い
と
な
お
り
ま
せ
ん
。
さ
て
あ
な
た
方
が
わ
た
し
の
言
う
指
示
に
従
っ
て
、

必
要
な
期
間
、
こ
の
準
備
薬
を
服
用
し
た
ら
、
わ
た
し
は
あ
な
た
た
ち
を
別
な
医
者
に
委
ね

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
先
に
も
言
っ
た
通
り
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
の
病
い
は
そ
の
根
が
わ
た
し

の
医
術
の
及
ば
な
い
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
で
す
。
我
慢
し
て
素
直
に
治
療
を
受
け
る
意

志
が
あ
れ
ば
、
ア
ブ
デ
ラ
の
五
〇
マ
イ
ル
四
方
に
た
っ
た
一
人
だ
け
あ
な
た
た
ち
を
根
祗
か

ら
救
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
人
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
い
い
、
ダ
マ
ジ
ッ
ペ
の
息
子

で
す
。
彼
が
ア
ブ
デ
ラ
の
生
ま
れ
だ
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
彼
は
ア

ブ
デ
ラ
人
で
あ
っ
て
、
ア
ブ
デ
ラ
人
で
は
な
い
の
で
す
、
わ
た
し
の
言
葉
を
鵜
呑
み
に
し
て

も
ら
っ
て
結
構
で
す
が
、
も
し
信
用
が
お
け
な
い
と
い
う
時
に
は
、
デ
ル
フ
ォ
イ
の
神
に
お

う
か
が
い
を
た
て
る
こ
と
で
す
。
彼
は
思
い
や
り
の
あ
る
男
で
、

喜
ん
で
あ
な
た
た
ち
の
た

め
に
尽
く
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
ア
ブ
デ
ラ
の
お
歴
々
よ
、
市
民
諸
氏
よ
、
こ
れ

で
わ
た
し
は
あ
な
た
方
と
町
の
こ
と
を
神
々
に
託
し
ま
す
。
わ
た
し
の
忠
告
が
無
料
だ
か
ら

と
い
っ
て
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で
欲
し
い
、
こ
れ
こ
そ
健
康
を
自
認
し
て
い
る
病
人

に
わ
た
し
が
こ
れ
ま
で
与
え
た
最
善
の
忠
告
な
の
で
す
か
ら
」
ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
は
こ
れ

だ
け
言
っ
て
、
市
参
事
会
に
丁
重
に
お
辞
儀
す
る
と
、
踵
を
返
し
て
立
ち
去
っ
た
。

未
だ
か

つ
て
ー
ー
歴
史
家
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
、
自
身
ア
ブ
デ
ラ
人
で
あ
っ
た
が
故
に
な
お
い

っ
そ
う
信
ず
る
に
足
る
証
人
は
言
う
i

未
だ
か
つ
て
、
二

0
0人
の
人
間
が
同
時
に
、
こ

の
瞬
間
の
ア
ブ
デ
ラ
の
市
参
事
会
の
よ
う
に
異
様
な
姿
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
、
あ
の

二
0
0人
の
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
、
。
ヘ
ル

セ
ウ
ス
が
高
い
代
償
を
払
っ
て
手
に
入
れ
た
ア
ン
ド

ロ

メ
ダ
を
、
彼
ら
の
首
領
が
力
づ
く
で
奪
い
返
さ
ん
と
し
た
と
き
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
に

メ
ド
ゥ
サ

の
首
を
見
せ
ら
れ
て
た
ち
ま
ち
同
じ
数
の
石
像
に
変
え
ら
れ
た
あ
の
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
を
別
に

す
れ
ば
。
事
実
彼
ら
に
は
、
数
分
間
石
に
化
す
だ
け
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
理
由
が
あ
っ
た
。

彼
ら
の
心
に
生
じ
た
こ
と
を
書
き
記
そ
う
と
し
て
も
無
駄
な
努
力
だ
ろ
う
。
何
ひ
と
つ
生
じ

は
し
な
か
っ
た
し
、
心
も
肉
体
同
様
石
と
化
し
て
い
た
。
呆
気
に
と
ら
れ
て
口
も
き
け
ず
全

員
が
医
者
の
出
て
い
っ
た
扉
の
方
を
向
い
て
い
た
が
、
ど
の
顔
に
も
、
少
し
で
も
こ
の
出
来

事
を
理
解
し
よ
う
と
必
死
で
努
力
し
て
い
る
の
に
、
な
に
が
な
ん
だ
か
皆
目
見
当
が
つ
か
な

い
と
い
っ
た
表
情
が
浮
か
ん
で
い
た
。

や
が
て
、
彼
ら
は
徐
々
に
、
早
い
遅
い
は
あ
っ
た
が
、
再
び
自
分
を
取
り
戻
し
て
き
た
。

彼
ら
は
目
を
見
張
り
顔
を
見
合
わ
せ
、
五

0
の
口
が
同
じ
質
問
を
し
よ
う
と
い
っ
せ
い
に
開

か
れ
、
ま
た
閉
じ
ら
れ
た
、
何
を
た
ず
ね
よ
う
と
し
た
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
口
を
開
け
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
畜
生
」
遂
に
組
合
長
。
フ
フ
リ
ー
ム
が
大
声
を
あ
げ
た
「
あ
の
ヤ

ブ
医
者
め
、
わ
し
ら
に
は
ヘ
レ
ボ
ル
ス
を
二
倍
に
せ
よ
と
馬
鹿
扱
い
に
し
や
が
っ
て
」
ー

「
最
初
か
ら
あ
い
つ
は
う
さ
ん
く
さ
い
と
に
ら
ん
で
い
た
ん
だ
」

ト
ラ
ジ
ル
ス
が
言
っ
た
。

「わ
た
し
の
妻
は
昨
日
キ
ツ
ネ
に
で
も
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
に
し
て
い
た
」
市
参
事
会
員
ス
ミ

ラ
ク
ス
は
話
し
た
。
ー
_
_
 「
わ
た
し
に
は
す
ぐ
ビ
ー
ン
と
き
ま
し
た
よ
、
わ
れ
わ
れ
に
ア
ン

テ
ィ
キ
ュ
ラ
ヘ

船
を
六
隻
送
れ
と
言
っ
た
と
き
、

ロ
ク
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ぞ
と
」
も
う

一
人
が
言
っ
た
。

ー

「
そ
れ
に
あ
の
い
ま
い
ま
し
い
す
ま
し
顔
で
ご
託
を
な
ら
べ
た
て
や

が
っ
て
」
五
人
目
が
大
声
で
言
っ
た

「
白
状
す
る
と
、
何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
や
ら
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
ー
「
ハ
ハ
ハ
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
と
ん
だ
茶
番
だ
」
チ
ビ
で
太

っ
ち
ょ
の
市
参
事
会
員
は
腹
を
か
か
え
て
笑
い
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
か
い
口
を
出
し
た
。
「
い

い
よ
う
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
な
。
情
け
な
い
話
だ
。
こ
ん
な
目
に
会
わ
ず
と
も
す

ん
だ
ろ
う
に
。
ハ
ハ
ハ
」
「
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
男
が
あ
ん
な
こ
と
を
し
で
か
す
な

ん
て
誰
が
予
期
で
き
た
ろ
う
か
」
ノ
モ
フ
ィ
ラ
ク
ス
が
大
声
で
言
っ

た
゜

ー

「

な
ん
と
い

っ
た
っ
て
彼
も
哲
学
者
の
一
人
に
変
り
は
な
い
さ
」
プ
フ
リ
ー
ム
親
方
は
言
っ
た
。
「
祭
司

ス
ト
ロ
ビ
ュ
ル
ス
の
話
は
実
際
ま
ん
ざ
ら
嘘
で
も
な
か
っ
た
わ
け
だ
。
わ
し
ら
の
自
由
に
反

す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
わ
し
が
真
先
に
、
こ
の
詭
弁
家
ど
も
を
こ
と
ご
と
く
国
外
追
放
に
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
い
も
ん
だ
」

「
諸
君
」
こ
こ
で
執
政
官
が
話
し
は
じ
め
た

「
ア
ブ
デ
ラ
の
名
誉
が
汚
が
さ
れ
た
今
、
わ

れ
わ
れ
は
こ
こ
に
坐
り
、

驚
き
あ
き
れ
、
あ
れ
こ
れ
注
釈
を
つ
け
る
か
わ
り
に
、
こ
の
厄
介

な
問
題
に
ど
う
対
処
し
た
ら
い
い
の
か
、

真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
す
。
な
に
は
さ
て
お
き
、

ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
の
行
先
が
問
題
で
す
」

こ
の
目
的
の
た
め
派
逍
さ
れ
て
い
た
市
参
事
会
の
用
務
員
が
か
な
り
経

っ
て
か
ら
、
も
う

ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
と
い
う
報
告
を
た
ず
さ
え
て
帰
っ
て
き
た
。

「く
そ
い
ま
い
ま
し
い
」
市
参
事
会
員
た
ち
は
異
口
同
音
に
大
声
を
あ
げ
た

「わ
れ
わ
れ

の
手
か
ら
逃
げ
失
せ
る
な
ん
て
」
ー
「
彼
だ
っ
て
魔
法
使
い
じ
ゃ
あ
る
ま
い
」
組
合
長
プ

フ
リ
ー
ム
は
、
悪
魔
や
魔
の
目
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
常
時
肌
身
は
な
さ
ず
持
っ
て
い
た
護

符
に
目
を
や
り
な
が
ら
言

っ
た
。

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
し
て
、
あ
の
外
国
人
が
ラ
バ
に
乗
っ
て
悠
然
と
デ
ィ
オ
ス
ク
ロ
イ
神

殿
の
裏
を
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
領
地
の
方
へ
胞
足
で
向
か
う
の
が
見
ら
れ
た
と
、
報
告
が
は

こ
。

ナ
つ＇ 「

こ
れ
は
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
、
諸
君
」
執
政
官
は
言
っ
た
。

「
ぇ
ぇ
ー
そ
う
な
ん
で
す

l

ど
う
し
た
も
の
か
ど
う
し
た
も
の
か
ー
ま
さ
に
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ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
、
鑑
定
人
と
し
て
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
に
忠
告
を
与
え
る
。
そ

の
こ
と
で
市
参
事
会
に
生
じ
た
激
し
い
危
険
な
動
揺
、
及
び
、
時
の
ふ
れ
人
、
す

べ
て
を
一
挙
に
丸
く
お
さ
め
て
ア
ブ
デ
ラ
国
家
、
事
な
き
を
得
る
経
緯
゜

第

七

章

思
い
出
し
た
。
「
察
し
が
つ
き
ま
す
か
」
彼
は
友
だ
ち
に
言
っ
た
「
ど
ん
な
目
的
で
ア
ブ
デ

ラ
人
が
わ
た
し
を
招
い
た
の
か
」

「
ア
ブ
デ
ラ
人
が
あ
な
た
を
招
い
た
で
す
っ
て
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
声
を
あ
げ
た
。
「
こ

の
と
こ
ろ
伝
染
病
が
蔓
延
し
た
と
も
聞
か
な
か
っ
た
が
。
確
か
に
あ
る
種
の
追
伝
病
が
あ
っ

て
、
彼
ら
は
一
人
残
ら
ず
、
ご
く
少
数
を
除
い
て
み
ん
な
そ
れ
に
と
り
つ
か
れ
て
は
い
ま
す

が

、

し

か

し

」

「
あ
た
り
ま
し
た
、
あ
た
り
ま
し
た
よ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
、
そ
れ
で
す
よ
」

「
ご
冗
談
を
」
わ
れ
ら
が
主
人
公
は
応
じ
た
「
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
悪
い
と

こ
ろ
に
気
づ
い
た
な
ん
て
。
彼
ら
の
こ
と
は
知
り
す
ぎ
る
ほ
ど
知
っ
て
ま
す
。
彼
ら
の
病
気

は
、
ま
さ
し
く
彼
ら
が
そ
れ
を
気
づ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
」

「
と
に
か
く
」
相
手
は
言
っ
た
「
な
に
よ
り
も
確
か
な
こ
と
は
、
も
し
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち

が
あ
な
た
の
言
わ
れ
る
そ
の
病
気
に
苦
し
ん
で
い
な
い
の
な
ら
、
わ
た
し
は
今
ア
ブ
デ
ラ
に

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
か
わ
い
そ
う
な
人
た
ち
で
す
な
」

「
あ
、
や
っ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ご
本
人
た
ち
は
お
気
づ
き
で
な
い
ら
し
い
が
、
あ
な
た

の
招
聘
は
病
気
の
な
せ
る
業
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
お
手
並
拝
見
と
い
き
ま
す
か
゜

ー

イ
ヤ

ー
、
や
っ
ぱ
り
ね
。
賭
け
て
も
い
い
が
、
彼
ら
が
あ
な
た
に
来
て
も
ら
っ
た
の
は
、
こ
の
デ

モ
ク
リ
ト
ス
様
に
必
要
な
だ
け
の
放
血
や
ヘ
レ
ボ
ル
ス
や
を
ほ
ど
こ
し
て
、
彼
ら
の
一
員
に

さ
せ
る
た
め
な
ん
で
し
よ
う
、
ね
え
？
」

「
ど
う
や
ら
、
お
見
通
し
の
よ
う
で
す
な
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
、
で
も
そ
こ
ま
で
冷
淡
に
彼

ら
の
愚
鈍
さ
を
語
る
に
は
、
あ
な
た
く
ら
い
そ
れ
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
」

「
ま
る
で
ア
ブ
デ
ラ
人
が
よ
そ
に
は
い
な
い
み
た
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
で
も
こ
れ
ほ
ど
の
ア
ブ
デ
ラ
人
に
な
り
ま
す
と
。
ど
う
も
失
礼
、
あ
な
た
の
よ
う
に
お

国
を
腔
揚
に
見
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
。
と
に
か
く
見
て
下
さ
い
、
彼
ら
が
わ
た
し
を
招
い
た

の
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に
し
ま
す
か
ら
」

医
神
が
ア
ブ
デ
ラ
の
市
参
事
会
に
報
告
を
す
る
時
が
き
た
。
彼
は
や
っ
て
来
る
と、

集
ま

っ
た
長
老
た
ち
の
真
只
中
に
歩
み
入
り
、
一
同
が
舌
を
ま
く
能
弁
で
ま
く
し
た
て
た
。

「
ア
ブ
デ
ラ
が
平
和
な
ら
ん
こ
と
を
。
高
貴
な
、
動
じ
な
い
、
用
心
深
く
、
賢
明
な
ア
ブ

デ
ラ
の
お
歴
々
よ
。
昨
日
、
わ
た
し
は
あ
な
た
方
が
同
胞
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
頭
脳
を
気
づ
か

う
心
に
感
心
し
ま
し
た
、
今
日
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
あ
な
た
方
の
町
や
共
和
国
に
あ
ま

ね
く
及
ぶ
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
る
し
だ
い
で
す
。
身
心
の
健
康
こ
そ
、
あ
な
た
方
が
自

ら
に
、
子
供
た
ち
に
、
市
民
に
し
て
や
れ
る
最
高
の
善
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が
、

当
局
が
手
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
の
滞
在
が
い
か
に

短
か
っ
た
と
は
い
え
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が
望
ま
し
く
な
い
状
態
に
あ
る
と
い
う
確
信
を

，
 

持
て
る
時
間
は
十
分
に
あ
り
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
わ
た
し
は
コ
ス
島
に
生
ま
れ
、
あ
る
時
は

ア
テ
ネ
に
、
あ
る
時
は
ラ
リ
ッ
サ
に
、
あ
る
時
は
他
の
土
地
に
住
み
、
今
、
ア
プ
デ
ラ
に
い

゜

て
、
明
日
は
お
そ
ら
く
ビ
ザ
ン
チ
ン
ヘ
の
旅
の
途
中
で
し
よ
う
、
し
か
し
わ
た
し
は
コ
ス
島

人
で
も
ア
テ
ネ
人
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
ラ
リ
ッ
サ
人
で
も
ア
ブ
デ
ラ
人
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、

わ
た
し
は
医
者
な
の
で
あ
り
ま
す
。
地
上
に
病
人
が
い
る
限
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を

健
康
に
し
て
や
る
こ
と
こ
そ
わ
た
し
の
務
め
な
の
で
す
。
い
ち
ば
ん
危
険
な
病
人
は
自
分
が

病
気
だ
と
知
ら
な
い
病
人
で
す
が
、
思
う
に
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
の
場
合
が
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
病
い
の
根
は
わ
た
し
の
医
術
の
及
ば
な
い
深
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
治
療

の
準
備
と
し
て
こ
れ
が
わ
た
し
の
お
勧
め
で
き
る
こ
と
で
す
。
順
風
が
吹
い
た
ら
す
ぐ
に
、

大
き
な
船
六
隻
を
ア
ン
テ
ィ
キ
ュ
ラ
に
向
か
わ
せ
て
下
さ
い
。
往
き
は
、
ど
ん
な
積
み
荷
で

も
ア
プ
デ
ラ
の
方
々
が
好
き
に
な
さ
っ
て
一
向
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
ァ
ン
テ
ィ
キ
ュ

ラ
で
は
、
積
め
る
だ
け
の
ヘ
レ
ボ
ル
ス
を
六
隻
全
部
に
積
ん
で
下
さ
い
、
沈
ま
な
い
程
度

に
。
確
か
に
い
く
ら
か
安
い
ガ
ラ
テ
ア
産
の
ヘ
レ
ボ
ル
ス
も
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
が
、
ア
ン

テ
ィ
キ
ュ
ラ
の
が
最
高
で
す
。
船
が
着
い
た
ら
、
全
国
民
を
大
広
場
に
集
め
、
全
神
官
職
を

先
頭
に
ア
ブ
デ
ラ
の
神
殿
と
い
う
神
殿
に
行
列
を
進
め
、
神
々
が
ア
ブ
デ
ラ
市
参
事
会
と
国

民
に
欠
け
て
い
る
も
の
を
、
ア
ブ
デ
ラ
の
市
参
事
会
と
国
民
に
授
け
て
下
さ
る
よ
う
お
頼
み

し
な
さ
い
。
そ
れ
か
ら
広
場
に
と
っ
て
返
し
、
手
持
ち
の
ヘ
レ
ボ
ル
ス
全
部
を
、
費
用
は
都

市
共
同
体
も
ち
で
、
全
市
民
に
分
配
す
る
の
で
す
、
一
人
頭
七
ポ
ン
ド
ず
つ
、
た
だ
し
（
自

分
自
身
の
た
め
の
ほ
か
に
）
多
く
の
人
々
の
た
め
に
頭
を
つ
か
っ
て
お
ら
れ
る
市
参
事
会
の

方
々
に
は
、
分
量
を
二
倍
に
す
る
こ
と
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
。
こ
の
分
量
が
相
当
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
わ
た
し
も
認
め
ま
す
が
、
し
か
し
根
深
い
病
い
は
頑
固
で
、
根
気
よ
く
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交
際
を
断
た
ざ
る
を
え
な
い
期
間
が
長
か
っ
た
だ
け
に
、
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

す
で
に
古
人
か
ら
折
に
ふ
れ
コ
ス
モ
ボ
リ
タ
ン
の
名
で
言
及
さ
れ
て
い
る
人
間
が
存
在
す

る
、
彼
ら
は

i

申
し
合
わ
せ
や
会
員
章
や
集
会
所
も
な
く
、

菩
約
で
し
ば
ら
れ
る
こ
と
も

な
い
が
世
間
に
あ
る
他
の
い
か
な
る
結
社
よ
り
か
た
く
結
ば
れ
た

一
種
の
教
団
を
形
成

し
て
い
る
。

二
人
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
が
、
一
人
は
東
か
ら
、
一
人
は
西
か
ら
や
っ
て
来

て
、
お
互
い
初
対
面
で
あ
り
な
が
ら
友
人
な
の
で
あ
る

i

小
説
で
な
ら
お
目
に
か
か
れ
る

か
も
し
れ
な
い
秘
密
の
共
感
に
よ
る
の
で
は
な
い

菩
約
の
義
務
感
に
か
ら
れ
る
か
ら
で

も
な
い
彼
ら
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
る
が
故
で
あ
る
。
他
の
ど
ん
な
結
社
に
も
偽
会
員

と
か
少
な
く
と
も
資
格
の
な
い
会
員
が
混
じ
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
そ
れ
が
ま
っ

た
く
な
く
、
そ
れ
が
世
間
一
般
の
団
体
や
協
同
体
、
組
合
、
結
社
、
教
団
に
比
べ
て
、

コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
た
ち
の
小
さ
か
ら
ぬ
長
所
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
中

の
ど
の
団
体
が
、
仲
間
う
ち
に
、
野
心
家
、
そ
ね
み
屋
、
ケ
チ
、
高
利
貸
し
、
告
げ
口
屋
、

ほ
ら
吹
き
、
ネ

コ
か
ぶ
り
、
二
枚
舌
、
た
れ
こ
み
屋
、
恩
知
ら
ず
、
取
り
も
ち
屋
、
お
べ
っ

か
使
い
、
居
候
、
奴
隷
、
頭
や
心
の
な
い
奴
、
や
か
ま
し
屋
、
気
ま
ぐ
れ
屋
、
迫
害
者
、
偽

予
言
者
、
ペ
テ
ン
師
、
利
得
追
求
屋
、
宮
廷
道
化
師
な
ど
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
誇
れ

る
だ
ろ
う
か
。
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
は
そ
れ
を
誇
れ
る
唯

一
の
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
の
団
体

は
、
昔
の

エ
ジ
。フ
ト
の
祭
司
た
ち
の
よ
う
に
、
秘
密
に
み
ち
た
儀
式
や
こ
け
お
ど
し
の
慣
例

で
不
純
分
子
を
締
め
出
す
必
要
は
な
い
。
こ
う
い
う
連
中
は
自
ず
と
締
め
出
さ
れ
る
も
の

だ
、
そ
う
で
な
い
者
が

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
だ
と
自
称
し
て
も
、
通
用
し
な
い
か
ら
で
あ
る
、

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
才
能
も
な
い
の
に
歌
が
う
ま
い
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
う
ま
い
と
自
称
で
き

な
い
の
と
同
断
で
あ
る
。
話
を
す
る
だ
ん
に
な
る
と
、
す
ぐ
バ
ケ
の
皮
が
は
げ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
考
え
方
、
彼
ら
の
主
義
、
志
向
、

言
葉
、
気
質
、
情
熱
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
彼
ら
の
気
ま
ぐ
れ
や
弱
点
欠
点
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
結
社
に
属
し
て
い
な
い
者

に
と
っ
て
は
手
の
届
か
な
い
秘
密
な
の
だ
か
ら
、
真
似
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
成
員
の

口
の
か
た
さ
や
盗
み
聞
き
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
に
依
存
す
る
秘
密
で
は
な
く
、
自
然
そ

の
も
の
が
ヴ
ェ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
秘
密
な
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
は
躊
躇
な
く
ラ
ッ

。ハ
を
吹
き
鳴
ら
し
て
世
界
中
に
そ
れ
を
触
れ
ま
わ
っ
て
も
い
い
し
、
自

分
た
ち
以
外
に
そ
れ
を
多
少
な
り
と
理
解
す
る
人
間
は
一
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
と
、
高
を
く

く
っ
て
も
お
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
う
事
情
で
あ
れ
ば
、
二
人
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の

間
に
、
知
り
合
っ
て
一
時
間
も
す
る
と
早
速
、
秘
か
な
諒
解
と
相
互
信
頼
が
生
ま
れ
て
く
る

8
 

の
は
し
ご
く
当
然
の
こ
と
だ
。
ビ
ュ
ラ
デ
ス
と
オ
レ
ス
テ
ス
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
試
練
と
犠

牲
を
経
て
二

0
年
に
及
ぶ
友
情
を
続
け
た
あ
と
も
、
お
互
い
知
り
合
っ
た
最
初
と
な
ん
ら
変

わ
ら
な
い
友
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
友
情
は
時
と
共
に
熟
す
る
必
要
は
な
く
、
試
練
も
不
要

で
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
法
則
の
う
ち
で
も
い
ち
ば
ん
必
然
的
な
法
則
、
つ
ま
り
自
分
に
い
ち
ば

ん
似
て
い
る
人
の
中
に
あ
る
自
分
自
身
に
愛
情
を
感
じ
る
と
い
う
必
然
性
に
基
づ
い
て
い
た

の
で
あ
る
。

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
秘
密
に
つ
い
て
も
っ
と
は
っ
き
り
語
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
不
可
能
な
こ
と
を
、
そ
こ
ま
で
言
わ

な
い
ま
で
も
、
無
意
味
な
こ
と
を
望
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
（
わ
れ
わ

れ
が
か
な
り
は
っ
き
り
聞
き
及
ん
だ
と
こ
ろ
で
は
）
そ
れ
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
謎
だ

と
い
う
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
を
と
く
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
は
結
社
の
成
員
だ
け
だ
と
い
う
こ

と
、
こ
れ
が
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
付
け
加
え
う
る
こ
と
は
唯
ひ
と
つ
、

そ
の
数
は
い
つ
の
時
代
に
も
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
く
、
会
は
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
い
の
に
、
昔

か
ら
世
間
の
こ
と
ど
も
に
影
響
を
及
ぽ
し
、
し
か
も
そ
の
効
果
は
目
だ
た
ず
、
多
く
は

一
見

大
衆
の
目
を
ま
ど
わ
す
よ
う
な
手
を
つ
か
っ
て
行
な
わ
れ
る
た
め
、
い
っ
そ
う
確
実
か
つ
恒

久
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
で
ま
た
謎
が
ふ
え
た
と
思
う
方
に
は
＇
~

わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
、
余
り
関
係
の
な
い
こ
と
で
不
必
要
に
頭
を
悩
ま
す
よ
り
も
む
し
ろ
先
を
読
ま
れ
る

よ
う
勧
め
た
い
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
と
も
に
こ
の
不
思
議
な
珍
し
い
人
間
の
仲
間
だ
っ

た
。
だ
か
ら
彼
ら
は
、
面
識
は
な
く
て
も
と
う
の
昔
か
ら
も
っ
と
も
信
頼
の
お
け
る
友
人
で

あ
っ
た
し
、
彼
ら
の
出
会
い
は
、
新
し
い
契
り
の
始
ま
り
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
長
い
別
離

の
あ
と
の
再
会
に
似
て
い
た
。
彼
ら
の
会
話
は
、
読
者
も
お
そ
ら
く
関
心
が
お
あ
り
で
あ
ろ

う
が
、
十
分
報
告
す
る
に
足
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
わ
れ

わ
れ
を
こ
の
物
語
の
本
来
の
対
象
で
あ
る
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
か
ら
余
り
に
も
引
き
離
し
て
し

ま
う
よ
う
だ
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
に
つ
い
て
話
せ
る
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
わ
が

コ
ス
モ
ボ

リ
タ
ン
た
ち
が
日
暮
か
ら
夜
の
大
部
分
を
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
語
り
合
っ
た
こ
と
と
、
そ

の
際
彼
ら
と
は
対
蹄
的
な
ア
ブ
デ
ラ
人
や
市
参
事
会
、
そ
れ
に
ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
が
こ
こ
に

呼
ば
れ
た
理
由
な
ど
は
、
ま
る
で
こ
の
世
に
そ
ん
な
土
地
や
人
々
が
存
在
し
な
か
っ
た
み
た

い
に
、
ま
っ
た
＜
彼
ら
の
念
頭
に
な
か
っ
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

よ
う
や
く
次
の
朝
、
数
時
間
の
軽
い
眠
り
の
あ
と
で
朝
の
空
気
を
満
喫
し
よ
う
と
デ

モ
ク

リ
ト
ス
の
庭
と
境
を
接
す
る
小
高
い
丘
の
上
で
再
び
顔
を
合
わ
せ
た
と
き
、
眼
下
に
太
陽
の

光
を
浴
び
て
横
た
わ
る
町
を
見
て
ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ア
ブ
デ
ラ
に
用
事
が
あ
る
こ
と
を
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は
小
声
で
ト
ラ
ジ
ル
ス
に
た
ず
ね
た
。

1

共
和
国
の
あ
る
大
物
の
奥
方
だ
と
教
え
ら
れ

た。

1

今
あ
ら
た
め
て
彼
は
注
意
深
く
彼
女
を
観
察
し
た
。
「
や
り
き
れ
ん
な
あ
（
彼
は

4

5

 

4

4

 

ひ
と
り
思
っ
た
）
こ
の
前
ラ
リ
ッ
サ
の
わ
た
し
の
家
の
前
で
モ
ロ
シ
ア
人
の

ロ
バ
追
い
相
手

に
ふ
ざ
け
て
い
た
あ
の
い
ま
い
ま
し
い
牡
蠣
売
り
女
の
こ
と
を
ま
た
ぞ
ろ
思
い
出
さ
せ
ら
れ

る
な
ん
て
」

ヱ
ス
ク
ラ
ー
プ

46

ト
ラ
ジ
ル
ス
は
わ
れ
ら
が
医
神
に
対
し
秘
か
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
う
ま
い
料
理

4
 

に
心
を
そ
そ
る
酒
、
加
え
て
ミ
レ
ト
ス
の
踊
り
子
ま
で
呼
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ヒ
ッ
ポ
ク

ラ
テ
ス
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
ず
に
水
を
飲
み
、
踊
り
子
は
ア
テ
ネ
の
ア
ス
パ
シ
ア
の
家
で
も
っ

と
美
し
い
子
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
ど
れ
も
こ
れ
も
な
ん
の
効
き
目
も
な
さ
そ
う
だ
っ

た
。
こ
の
賢
人
は
お
そ
ら
く
多
年
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
味
わ
っ
て
い
た
、
つ
ま
り

退
屈
を
か
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
、
し
か
も
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
に
隠
す
ま

で
の
こ
と
は
な
い
と
い
う
様
子
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
わ
け
で
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
、
こ
と
さ
ら
観
察
力
を
働
か
せ
ず
と
も
、
彼
の
見

せ
た
か
な
り
露
骨
な
表
情
に
気
づ
い
て
い
た
か
ら
、
い
き
お
い
、
彼
の
こ
と
を
よ
く
言
わ
な

か
っ
た
。
「
あ
の
方
は
と
て
も
学
が
あ
る
そ
う
よ
」
彼
女
た
ち
は
さ
さ
や
き
合
っ
た
。
「
お

気
の
毒
ね
、
礼
儀
作
法
を
わ
き
ま
え
な
い
な
ん
て
」
|
|
「
は
っ
き
り
言
っ
て
、
あ
の
方
の

た
め
に
病
気
に
な
ろ
う
な
ん
て
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
こ
と
よ
」
美
し
い
ト
リ
ャ
リ
ス
が
言

っ
た
。ト

ラ
ジ
ル
ス
は
、
そ
の
間
、
別
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

「
あ
の

ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
は
偉

い
男
か
し
ら
ん
が
」
彼
は
考
え
た
「
彼
に
だ
っ
て
弱
点
は
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
市
参
事
会

が
つ
く
し
た
丁
重
の
数
々
を
、
彼
は
た
い
し
て
あ
り
が
た
が
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
楽
し
み

ご
と
も
お
好
き
で
な
い
。
し
か
し
賭
け
て
も
よ
い
、
新
し
い
ビ
カ
ビ
カ
の
ダ
リ
ウ
ス
金
貨
の

詰
ま
っ
た
袋
を
見
た
ら
あ
の
苦
虫
顔
も
ふ
っ
と
ぶ
ぞ
」

食
卓
が
か
た
づ
け
ら
れ
る
と
た
だ
ち
に
ト
ラ
ジ
ル
ス
は
仕
事
に
か
か
っ
た
。
彼
は
医
者
を

脇
へ
呼
ん
で
（
親
類
の
不
幸
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
な
が
ら
）
彼
が

精
神
錯
乱
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
は
歴
然
た
る
動
か
せ
な
い
事
実
で
、
市
参
事
会
の
手
を
わ

ず
ら
わ
せ
た
の
は
、
他
で
も
な
い
義
務
と
し
て
法
律
上
の
あ
ら
ゆ
る
手
続
き
を
ふ
ま
ん
が
た

め
で
あ
り
、
誰
一
人
疑
う
者
と
て
い
な
い
事
実
を
外
国
人
医
者
の
判
定
に
よ
っ
て
確
認
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
、
念
に
は
念
を
入
れ
る
た
め
で
あ
る
と
説
得
に
こ
れ
つ
と
め
た
。
「
そ

れ
な
の
に
あ
な
た
に
は
、
今
度
の
誘
い
が
な
け
れ
ば
多
分
せ
ず
に
す
ん
だ
ご
足
労
を
お
か
け

し
た
の
で
す
か
ら
、

事
件
に
い
ち
ば
ん
関
わ
り
の
あ
る
者
が
、
あ
な
た
が
仕
事
を
休
ま
れ
て

こ
う
む
ら
れ
た
損
失
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
の
は
、
ご
く
当
り
前
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
さ
さ
や
か
な
物
は
感
謝
の
し
る
し
と
し
て
お
納
め
下
さ
い
、
わ
た
し
の
気
持
を
よ
り
は

っ
き
り
態
度
で
し
め
し
た
い
と
思
っ
た
も
の
で
す
か
ら
ー
~
」

市
参
事
会
員
の
話
に
漫
然
と
耳
を
傾
け
て
い
た
医
者
は
、
ト
ラ
ジ
ル
ス
が
こ
う
言
っ
て
押

し
つ
け
た
か
な
り
ふ
く
ら
ん
だ
袋
を
手
に
し
て
、
わ
れ
に
返
っ
た
。

「
こ
の
金
で
わ
た
し
に
ど
う
し
ろ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
」

ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ス
が
ぶ
っ
き

ら
ぼ
う
に
た
ず
ね
る
と
、
さ
し
も
の
ア
ブ
テ
ラ
人
も
こ
れ
に
は
す
っ
か
り
度
を
失
っ
た
。

「
こ
れ
は
執
事
に
お
渡
し
に
な
る
お
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
し
よ
う
。
ぼ
ん
や
り
し
て
こ
ん
な

間
違
い
を
よ
く
な
さ
る
の
で
す
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
主
治
医
に
ご
相
談
な
さ
る
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
°

|
|
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
先
ほ
ど
わ
た
し
が
こ
こ
に
い
る
理
由
を
思
い
出
さ

せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
滞
在
で
き
ま

せ
ん
し
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
訪
問
を
こ
れ
以
上
延
ば
す
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
ご
承
知

の
通
り
、
そ
れ
を
わ
た
し
は
お
お
せ
つ
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
」

|
|
ー
こ
う
言
っ
て
医
神

は
会
釈
を
し
て
、
立
ち
去
っ
た
。

市
参
事
会
員
は
そ
の
生
涯
で
こ
の
瞬
間
ほ
ど
馬
鹿
面
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
°
|
ー
ア

プ
デ
ラ
市
参
事
会
員
と
も
な
れ
ば
、
こ
ん
な
目
に
会
う
な
ど
と
思
い
つ
く
は
ず
も
な
か
っ

た
。
な
に
し
ろ
こ
れ
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
突
発
事
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

ヒ
ッ
ポ
ク
ラ

テ
ス
、
デ
モ
ク
リ
ト

ス
を
訪
問
す
る
。
太
古
の

コ
ス
モ

ボ
リ
タ
ン
結

社
に
ま
つ
わ
る
秘
話
。

ヒ
ッ
ポ

ク
ラ
テ
ス
は
、
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
わ
れ
ら
が
自
然
科
学
者
が
、
い

ろ
い
ろ
な
動
物
の
特
性
と
体
質
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
あ
る
種
の
相
違
の
原
因
を
究
明
す
る
た

め
に
、
そ
の
内
部
構
造
と
動
物
機
能
を
探
ろ
う
と
し
て
解
剖
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
来
あ
わ
せ

た
。
そ
ん
な
作
業
を
し
て
い
た
お
か
げ
で
二
人
は
話
の
種
に
事
か
か
ず
、
話
す
に
つ
れ
て
、

デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
は
や
が
て
こ
の
未
知
の
人
物
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
思
い
が
け

な
い
会
見
に
お
互
い
が
感
じ
た
満
足
の
度
合
は
、
双
方
の
人
物
の
大
き
さ
に
比
例
し
て
い
た

が
、
な
か
で
も
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
方
は
、
世
間
か
ら
隠
遁
し
て
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
賢
者
と
の

第
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か
の
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
そ
の
人
に
意
見
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
わ
た
し
に
異

存
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

先
に
わ
れ
わ
れ
は
、
市
参
事
会
員
ト
ラ
ジ
ル
ス
の
愚
か
さ
と
悪
が
し
こ
さ
は
相
拮
抗
し
て

い
る
と
申
し
上
げ
た
か
と
思
う
。
ー
か
か
る
微
妙
な
一
件
の
証
人
と
し
て
ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ

ス
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
、
彼
の
愚
か
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
彼
も
、
文
字

通
り
に
受
け
と
ら
れ
よ
う
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

「
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
」
執
政
官
は
言
っ
た
「
間
違
い
な
く
、
こ
の
重
大
な
訴
訟
か
ら
わ

れ
わ
れ
を
い
ち
ば
ん
手
際
よ
く
救
っ
て
く
れ
る
男
だ
。
運
の
い
い
こ
と
に
、
彼
は
ち
ょ
う
ど

タ
ソ
ス
島
に
い
る
。
共
和
国
の
名
に
お
い
て
招
待
し
た
ら
、
こ
と
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の

所
ま
で
足
を
運
ん
で
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

ト
ラ
ジ
ル
ス
は
、
人
々
が
本
気
ら
し
い
の
を
聞
い
て
、
ち
ょ
っ
と
色
を
失
っ
た
。
し
か
し

執
政
官
を
支
持
す
る
票
が
多
数
を
し
め
た
。
時
を
お
か
ず
、
招
待
状
を
た
ず
さ
え
た
特
使
を

医
者
の
も
と
に
派
遣
し
、
会
期
の
残
り
は
、
彼
を
迎
え
る
礼
遇
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に

つ
い
や
し
た
。

「
こ
れ
は
ど
う
も
ア
ブ
デ
ラ
的
で
な
い
」

ー

も
し
か
し
て
読
者
の
中
に
医
者
が
お
ら
れ

た
ら
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
い
っ
た
い
ど
こ
で
、
ア
ブ
デ
ラ
人
が
分
別

あ
る
国
民
ら
し
い
こ
と
は
ま
っ
た
＜
何
ひ
と
つ
し
な
か
っ
た
な
ど
と
言
っ
た
り
し
た
だ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
な
ぜ
彼
ら
が
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
多
大
な
敬
意
を
表
す
る
気
に
な
っ

た
か
、
そ
の
真
の
理
由
は
、
彼
に
尊
敬
の
念
を
抱
い
た
か
ら
で
は
さ
ら
さ
ら
な
く
、
ひ
と
え

に
、
偉
大
な
人
を
遇
す
る
道
は
心
得
て
い
る
国
民
だ
と
思
わ
れ
た
い
、
そ
の
虚
栄
心
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
上
、
す
で
に
別
な
所
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
昔
か
ら
お
祭
り

さ
わ
ぎ
の
並
は
ず
れ
た
愛
好
家
で
あ
っ
た
。

特
使
た
ち
が
受
け
た
命
令
は
、

ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
会
っ
て
、
ア
ブ
デ
ラ
市
参
事
会
が
あ

る
ひ
じ
ょ
う
に
重
大
な
訴
訟
事
件
に
彼
が
列
席
し
て
判
定
し
て
く
れ
る
よ
う
求
め
て
い
る
と
、

た
だ
そ
れ
だ
け
申
し
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
は
、
彼
の
哲
学
を

も
っ
て
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
ん
な
重
大
事
件
な
の
か
想
像
が
つ
か
な
か
っ
た
。

「
い
っ
た
い

な
ん
の
た
め
に
（
彼
は
考
え
た
）
そ
れ
を
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ア
ブ
デ
ラ

イ
ン
。
コ
ル
ギ
レ
ー

市
参
事
会
が
す
っ
ぽ
り
余
り
知
ら
れ
た
く
な
い
病
気
に
か
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
が
」

と
も
か
く
彼
は
、
久
し
い
以
前
か
ら
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
面
識
を
得
た
い
と
望
ん
で
い
た
の

で
、
快
く
こ
の
旅
を
引
き
受
け
た
。
し
か
し
彼
が
|
ー
晴
れ
が
ま
し
く
出
迎
え
ら
れ
、
な
み

い
る
市
参
事
会
員
の
前
に
案
内
さ
れ
た
あ
と
ー

_
執
政
官
か
ら
、
彼
を
ア
ブ
デ
ラ
に
招
い
た

の
は
、
ひ
と
え
に
、
同
胞
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
気
違
い
の
程
度
を
診
察
し
、
ま
だ
助
か
る
見
込

み
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
市
民
の
資
格
は
な
い
と
躊
躇
な
く
言
明
で
き
る
く
ら
い
進
ん
で

い
る
の
か
鑑
定
し
て
も
ら
い
た
い
た
め
で
あ
る
と
、
か
い
つ
ま
ん
で
知
ら
さ
れ
た
と
き
、
ど

ん
な
に
驚
い
た
こ
と
か
。

「
こ
れ
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
で
も
き
っ
と
別
の
人
の
こ
と
だ
ろ
う
」
最
初
医
者
は
考
え
た
。

し
か
し
ア
ブ
デ
ラ
の
面
々
は
、
彼
が
い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
疑
惑
を
抱
い
た
ま
ま
に
は
し
て
お

か
な
か
っ
た
゜
ー
「
そ
う
、
そ
う
」
彼
は
ひ
と
り
思
っ
た
「
わ
た
し
は
ア
ブ
デ
ラ
に
い
る

の
だ
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
忘
れ
る
な
ん
て
」

ヒ
ッ
ボ
ク
ラ

テ
ス
は
驚
い
た
こ
と
を
毛
筋
ほ
ど
も
悟
ら
せ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
ア
ブ
デ
ラ

の
市
参
事
会
と
市
民
が
、
問
題
の
同
胞
を
尊
重
し
て
、
そ
の
人
の
健
康
を
共
和
国
の
関
心
事

と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
そ
の
行
き
届
い
た
心
く
ば
り
を
賞
讃
す
る
だ
け
で
満
足
し
た
。

「狂
気
に
は
（
彼
は
大
真
面
目
で
言

っ
た
）
時
と
し
て
天
才
と
阿
呆
が
同
居
し
て
い
る
も
の

な
の
で
す
。
拝
見
し
ま
し
よ
う
」

ト
ラ
ジ
ル
ス
は
医
百
を
食
事
に
招
待
し
、
宴
席
に
花
を
そ
え
る
べ
く
、
町
い
ち
ば
ん
の
お

偉
ら
方
や
美
人
た
ち
を
一
緒
に
呼
ん
だ
。
し
か
し
近
眼
な
の
に
柄
付
き
眼
鏡
を
持
た
な
か
っ

た
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
淑
女
た
ち
が
美
し
い
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
こ
ん
な
ふ
う

に
（
行
き
す
ぎ
な
く
ら
い
）
競
っ
て
着
飾
っ
て
き
た
ご
婦
人
た
ち
が
、
相
手
が
悪
か
っ
た
ば

か
り
に
、
満
足
の
ゆ
く
印
象
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
彼
女
ら
の
責

任
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
彼
の
目
が
よ
く
見
え
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

分
別
の
あ
る
男
に
と
り
美
し
い
女
を
目
に
す
る
の
は
、
い
つ
だ
っ
て
大
い
に
心
楽
し
い
も
の

で
あ
る
し
、
そ
れ
に
美
し
い
女
で
あ
れ
ば
た
と
え
馬
鹿
な
こ
と
を
言
っ
て
も
（
こ
う
い
う
こ

と
は
醜
い
女
に
限
ら
ず
、
美
し
い
女
に
も
時
と
し
て
起
る
こ
と
で
あ
る
が
）
た
だ
聞
く
だ
け

と
、
見
な
が
ら
聞
く
と
で
は
、
著
し
い
違
い
が
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
は

つ
ね
に
、
彼
女
た
ち
の
言
う
こ
と
は
す
べ
て
も
っ
と
も
で
あ
る
と
、
か
わ
い
い
と
、
少
な
く

と
も
ど
う
に
か
こ
う
に
か
我
慢
で
き
る
と
思
わ
れ
が
ち
な
の
で
あ
る
。
ア
プ
デ
ラ
の
女
た
ち

は
こ
の
利
点
を
近
眼
の
外
国
人
に
は
生
か
せ
な
か
っ
た
上
、
彼
の
方
は
耳
か
ら
受
け
る
印
象

で
彼
女
た
ち
の
容
姿
を
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
ご
く
自
然
な
成
行
き
と
し
て
、

彼
が
彼
女
た
ち
に
つ
い
て
得
た
理
解
が
、
聾
者
が
健
康
な
両
眼
を
使
っ
て

コ
ン
サ
ー
ト
に
つ

い
て
作
り
あ
げ
た
そ
れ
と
か
な
り
似
通
っ
た
も
の
に
な
っ
た
の
は
、
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

「
今
し
が
た
洒
落
の
う
ま
い
方
と
話
し
て
お
ら
れ
た
ご
婦
人
は
ど
な
た
で
す
か
」

ー
_
彼
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じ
が
た
い
と
し
て
万
一
お
疑
い
の
場
合
、
法
廷
で
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

先
頃
、
わ
れ
ら
が
哲
学
者
の
食
卓
に
イ
チ
ジ
ク
が
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
彼
の
感
じ
で

は
、
こ
れ
が
ま
っ
た
＜
蜂
密
特
有
の
味
が
し
た
の
で
す
。
こ
の
事
は
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思

え
た
よ
う
で
す
。
食
卓
を
離
れ
、
庭
に
出
て
、
イ
チ
ジ
ク
を
採
っ
た
木
を
教
え
て
も
ら
い
、

そ
の
木
を
下
か
ら
上
ま
で
調
べ
た
あ
げ
く
、
根
元
ま
で
掘
ら
せ
、
木
が
植
わ
っ
て
い
た
土
や

（
わ
た
し
に
は
さ
も
あ
り
な
ん
と
思
え
る
の
で
す
が
）
木
が
植
え
ら
れ
た
日
の
星
辰
の
位
置

ま
で
も
調
査
し
た
の
で
す
。
要
す
る
に
彼
は
、
イ
チ
ジ
ク
が
蜂
密
の
味
が
す
る
か
ら
に
は
、
ア

ト
ム
同
志
が
ど
ん
な
ふ
う
に
、
ど
ん
な
形
で
手
を
結
ば
ざ
る
を
え
な
い
か
と
、
数
日
間
に
わ

た
っ
て
頭
を
ひ
ね
っ
た
わ
け
で
す
。
あ
る
仮
説
を
考
え
だ
し
て
は
投
げ
出
し
、
次
か
ら
次
に

新
し
い
仮
説
を
た
て
、
一
っ
と
し
て
満
足
の
ゆ
く
犀
利
で
学
問
的
な
も
の
が
な
い
ま
ま
、
す

べ
て
を
ま
た
投
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
事
が
し
き
り
と
心
に
か
か
っ
て
、
睡
眠

も
食
欲
も
失
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
う
と
う
料
理
女
は
見
る
に
見
か
ね
た
の
で
す
。

『
旦
那
さ
ま
』
料
理
女
は
言
い
ま
し
た

『も
し
あ
な
た
さ
ま
が
こ
ん
な
学
者
で
な
け
れ
ば
、

た
ぶ
ん
、
と
っ
く
の
昔
に
、
な
ぜ
イ
チ
ジ
ク
に
蜂
密
の
味
が
す
る
か
、
お
気
づ
き
に
な
ら
れ

た
に
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
』
ー
ー
―

u

そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
だ
』
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
た

ず
ね
ま
し
た
。
ー

『
イ
チ
ジ
ク
の
新
鮮
さ
を
保
っ
た
め
、
蜂
密
の
入
っ
た
壺
に
入
れ
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
』
料
理
女
は
言
い
ま
し
た
。

『
こ
れ
が
そ
の
秘
密
で
ご
ざ
い
ま
す
、
こ
れ
以

上
調
査
を
続
け
ら
れ
て
も
無
駄
だ
と
存
じ
ま
す
』
ー

『
お
前
は
愚
か
な
奴
だ
な
』
夢
遊
病

の
哲
学
者
は
声
を
大
に
し
て
言
い
ま
し
た
。

『
お
前
が
今
し
て
く
れ
た
説
明
は
見
事
だ
。
お

前
の
よ
う
な
輩
に
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
で
十
分
だ
ろ
う
、
が
、
わ
た
し
ら
が
そ
ん
な
単
純
な

説
明
で
満
足
す
る
と
思
う
の
か
。
事
情
は
お
前
の
言
う
通
り
だ
と
仮
定
し
て
、
そ
れ
が
わ
た

し
に
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
密
壺
が
な
く
と
も
、
同
じ
自
然
現
象
が
ど
の
よ
う

に
し
て
起
り
え
た
か
を
調
べ
て
い
る
の
だ
よ
。
実
際
、
お
前
の
密
壺
に
だ
っ
て
、
わ
た
し
の

邪
魔
は
さ
せ
な
い
か
ら
ね
』
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
賢
明
な
る
男
は
、
道
理
や
料
理
女
な
ど

物
と
も
せ
ず
、
な
ん
の
こ
と
は
な
い
密
壺
の
底
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
底
な
し
井
戸
を
探

し
続
け
た
の
で
あ
り
ま
す
、
彼
の
空
想
を
刺
激
し
た
別
な
気
ま
ぐ
れ
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、

別
な
、
お
そ
ら
く
は
も
っ

と
で
た
ら
め
な
研
究
に
足
を
つ
っ
こ
む
ま
で
の
間
と
い
う
も
の
。

だ
が
、
こ
の
逸
話
が
い
か
に
滑
稽
だ
と
い
っ
て
も
、
去
年
、
ト
ラ
キ
ア
や
近
隣
地
域
の
オ

リ
ー
ブ
が
軒
な
み
不
作
だ
っ
た
と
き
、
彼
が

示
し
た
賢
明
さ
な
る
も
の
の
正
体
に
比
べ
れ

ば
、
ま
だ
ま
だ
物
の
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
そ
の
前
の
年
（
ご
託
宣
に

よ
っ
た
の
か
、
他
の
魔
術
を
使
っ

た
の
か
、
わ
た
し
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
）
当
時
ひ
ど
く

第

五

章

値
の
安
か
っ
た
オ
リ
ー
ブ
が
、
来
年
は
う
ん
と
不
足
す
る
だ
ろ
う
と
探
り
だ
し
て
い
ま
し

た
。
分
別
の
あ
る
男
に
こ
の
よ
う
な
予
知
能
力
が
加
わ
れ
ば
、
生
涯
の
繁
栄
は
先
ず
間
違

い
な
い
と
こ
ろ
で
し
よ
う
。
事
実
ま
た
彼
は
最
初
の
う
ち
、
こ
の
機
会
を
逃
が
す
ま
い
と
し

て
い
る
か
に
見
え
ま
し
た
、
と
い
う
の
は
、
国
中
の
油
を
こ
と
ご
と
く
買
い
し
め
た
か
ら
で

す
。
一
年
後
、
油
の
値
段
は
（
ひ
と
つ
に
は
不
作
の
せ
い
で
、
ひ
と
つ
に
は
品
物
が
す
べ
て

デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
掌
中
に
あ
っ

た
せ
い
で
）
彼
が

買
っ

た
時
の
四
倍
に
は
ね
上
が
り
ま
し

た
。
さ
て
、
四
は
一
の
四
倍
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
の
み
な
さ
ん
に
当
て
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
、
こ
の
男
が
何
を
し
た
か
を
。
ー
_
想
像
が
お
つ
き
に
な
る
で
し
よ
う
か
、
ば

か
ば
か
し
い
も
な
に
も
、
彼
は
取
り
引
き
し
た
と
同
じ
値
段
で
売
り
手
に
油
を
返
し
て
や
っ

，
 

3
 

た
の
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と
て
、
自
分
の
欲
望
を
抑
え
ら
れ
る
人
間
の
寛
大
さ
が
い
か

に
高
邁
な
も
の
で
あ
る
か
、
知
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
行
為
は
常
識

を
余
り
に
逸
脱
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
時
も
う
け
た
人
々
で
さ
え
頭
を
振
っ
て
、
一
山
の
金

を
一
山
の
ク
ル
ミ
の
殻
と
見
な
す
男
の
頭
を
疑
う
し
ま
つ
で
し
た
が
、
遺
産
相
続
人
ら
に
は

気
の
毒
な
が
ら
、
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
」

゜
4
 

事
は
医
者
の
鑑
定
に
委
ね
ら
れ
る
。
市
参
事
会
、

ヒ
ッ
ポ
ク
ラ

テ
ス
に
書
を
送

る
。
医
脊
、
ア
ブ
デ
ラ
に
到
着
し
、
会
議
に
出
席
し
、
市
参
事
会
員
ト
ラ
ジ
ル
ス

の
招
待
を
受
け
、
退
屈
ー
ー
ー
を
か
こ
つ
。
ダ
リ
ウ
ス
金
貨
で
ふ
く
ら
ん
だ
袋
の
威

力
が
誰
に
で
も
通
じ
る
と
は
い
え
な
い
一
例
。

断
片
は
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
が
、
こ
の
わ
ず
か
な
部
分
か
ら
全
体
を
推
論
し
て
よ
け
れ

ば
、
三
百
代
言
は
も
ち
ろ
ん
市
参
事
会
員
ト
ラ
ジ
ル
ス
か
ら
籠
に
は
い
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の

イ
チ
ジ
ク
を
も
ら
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
高
貴
な
ア
ブ
デ
ラ
市
参
事
会
が
、
わ
れ
ら
が
哲
学
者

に
対
し
て
暗
い
小
部
屋
入
り
の
判
決
を
下
さ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
少
な
く
と

も
彼
の
せ
い
で
は
な
か
っ
た
。
市
参
事
会
に
は
ト
ラ
ジ
ル
ス
が
い
い
思
い
す
る
の
を
ね
た
む

者
が
い

た
の
で
あ
る
、
い
つ
の
ま
に
か
組
合
長
に
な
っ
て
い
た
プ
フ

リ
ー
ム
親
方
は
熱
弁
を

ふ
る
っ
て
、
公
正
な
医
者
に
診
断
し
て
も
ら
う
前
に
、
一
人
の
市
民
を
気
違
い
だ
と
決
め
つ

け
る
の
は
、
ア
ブ
デ
ラ
の
自
由
に
反
す
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
た
。

「
ご
も
っ

と
も
」
ト
ラ
ジ
ル
ス
は
大
声
で
言
っ
た
「
わ
た
し
の
方
は
こ
の
件
に
つ
い
て
、
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よ
う
に
思
え
る
。

「
馬
鹿
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
危
険
で
い
ち
ば
ん
始
末
の
悪
い
大
馬
鹿
は
（
彼
は
言
う
）
な

ん
と
い
っ
て
も
理
屈
を
こ
ね
る
馬
鹿
で
す
。
正
真
正
銘
の
馬
鹿
で
あ
り
な
が
ら
、
思
慮
の
な

い
大
衆
を
舌
先
三
寸
で
は
ぐ
ら
か
し
、
自
ら
の
精
神
錯
乱
を
隠
し
て
、
気
違
い
病
院
の
他
の

仲
間
に
比
べ
る
と
狂
態
ぶ
り
も
筋
道
だ
っ
て
い
る
た
め
、
賢
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
の

な
い
馬
鹿
が
の
ぼ
せ
て
ヨ
タ
を
と
ば
す
と
、
も
う
お
し
ま
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
ど
う
だ
、
学

の
あ
る
馬
鹿
の
場
合
は
正
反
対
な
の
で
す
。
ヨ
タ
を
言
い
、
ヨ
タ
を
書
き
始
め
る
と
、
運
が

む
い
て
名
声
は
不
動
の
も
の
と
な
る
の
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
大
方
の
人
々
が
も
と
も

と
、
そ
ん
な
ヨ
タ
な
ど
わ
か
ら
な
い
の
が
当
然
だ
と
知
っ
て
い
な
が
ら
、
自
分
の
頭
を
疑
う

あ
ま
り
、
わ
か
ら
な
い
の
は
自
分
の
せ
い
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
か
ら
で
す
、
あ
る
い
は
、

愚
か
な
あ
ま
り
、
な
ん
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
虚
栄
心
か
ら
そ
れ
を
言

え
ず
に
い
る
か
ら
で
す
。
か
く
て
、
学
の
あ
る
馬
鹿
が
ョ
タ
を
と
ば
せ
ば
と
ば
す
ほ
ど
、
愚

か
な
馬
鹿
ど
も
は
、
奇
蹟
だ
と
ま
す
ま
す
声
を
張
り
あ
げ
、
ハ
ッ
タ
リ
を
き
か
せ
た
ヨ
タ
に

意
味
を
求
め
て
ひ
た
す
ら
頭
を
ひ
ね
る
の
で
す
。
前
者
は
公
衆
の
喝
采
で
張
り
切
る
軽
業
師

の
ご
と
く
、
拍
手
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
思
い
き
っ
た
言
を
吐
き
、
後
者
は
後

者
で
、
山
師
が
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
奇
蹟
を
行
な
う
の
を
見
た
く
て
、
ま
す
ま
す
強
く
拍
手

を
送
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
た
っ
た
一
人
の
食
わ
せ
者
に
国
民
全
体
が

踊
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ヨ
タ
が
流
行
を
み
る
限
り
、
件
の
男
が
ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
、
も
し
別
な
時
代
で
あ
れ
ば
、
遠
慮
会
釈
な
く
病
院
で
保
護
さ
れ
た
は
ず

の
男
が
。

わ
れ
わ
れ
の
町
ア
ブ
デ
ラ
が
そ
こ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
の
は
幸
運
と
い
う
も
の
で
す
。
わ

れ
わ
れ
は
誰
で
も
気
づ
い
て
い
ま
す
し
、
口
を
そ
ろ
え
て
表
明
し
て
い
ま
す
、
デ
モ
ク
リ
ト

ス
は
変
り
者
で
、
空
想
家
で
、
気
ま
ぐ
れ
屋
だ
と
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
笑
っ
て
す
ま
し
て

い
ま
す
、
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
過
ち
な
の
で
す
。
今
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
こ
と
を

笑
っ
て
い
る
、
し
か
し
い
つ
ま
で
続
く
こ
と
や
ら
、
い
ず
れ
、
彼
の
愚
行
の
中
に
異
常
を
見

出
す
こ
と
に
な
る
で
し
よ
う
。

照
愕
と
驚
嘆
は
ほ
ん
の
紙
一
重
で
す
、
い
っ
た
ん
そ
れ
を
越

え
た
ら
|
ー
神
々
よ
、
切
り
上
げ
時
は
誰
が
教
え
て
く
れ
る
の
で
し
よ
う
゜
ー
デ
モ
ク
リ

ト
ス
は
空
想
家
だ
と
言
っ
て
今
わ
れ
わ
れ
は
笑
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
い

か
な
る
空
想
家
な
の
で
し
よ
う
。
思
い
上
が
っ
た
し
た
た
か
な
精
神
の
持
主
、
由
緒
正
し
い

風
習
や
制
度
の
嘲
弄
者
、
な
に
ひ
と
つ
手
出
し
し
て
く
れ
な
い
こ
と
が
い
ち
ば
ん
国
家
に
と

っ
て
あ
り
が
た
い
と
い
う
役
立
た
ず
、
ネ
コ
を
解
剖
し
、
鳥
の
言
葉
を
理
解
し
、
賢
者
の
石

ネ
ク
ロ
マ

ン
ト

を
探
し
て
い
る
男
、
巫
術
師
、
蝶
を
追
い
、
星
を
の
ぞ
く
男
。
＇
~
こ
れ
ま
で
言
っ
て
、
ま

だ
お
疑
い
で
し
よ
う
か
、
彼
に
似
つ
か
わ
し
い
の
は
暗
い
部
屋
な
の
で
す
。
遂
に
彼
の
愚
行

が
伝
染
し
は
じ
め
た
ら
、
ア
ブ
デ
ラ
は
ど
う
な
る
で
し
よ
う
。
そ
れ
を
防
げ
る
か
も
し
れ
な

い
唯
一
の
手
だ
て
を
講
ず
る
よ
り
も
、
ひ
ど
い
憂
き
目
に
会
っ
て
み
よ
う
と
言
わ
れ
る
の
で

す
か
。
幸
い
な
こ
と
に
法
律
が
そ
の
手
だ
て
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
簡
単
で
す
、
合
法
的
な

こ
と
で
す
、
間
違
い
っ
こ
あ
り
ま
せ
ん
。
暗
い
小
部
屋
、
知
恵
多
き
方
々
よ
、
暗
い
小
部
屋

で
す
、
そ
う
す
れ
ば
一
挙
に
わ
れ
わ
れ
の
危
険
は
去
る
の
で
す
、
そ
し
て
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は

好
き
な
だ
け
狂
い
ま
わ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
も
し
彼
の
仲
間
が
言
う
の
で
あ
れ
ば
ー
|
わ
れ
わ
れ
み
ん
な
が
非
常
識
だ
と

考
え
て
い
る
男
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
中
に
仲
間
が
い
ま
す
、
事
態
は
そ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
と
こ
ろ
で
、
も
し
彼
ら
が
、
彼
の
馬
鹿
の
程
度
が
高
じ
て
、
法
的
に

暗
い
小
部
屋
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
証
拠
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
|

~
実
際

の
と
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
承
知
し
て
い
る
こ
と
の
上
に
な
お
証
拠
が
必
要
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
を
納
得
さ
せ
る
に
は
、
彼
と
し
て
も
燃
え
て
い
る
石
炭
を
金
貨
と
見

3
 

な
し
た
り
、
白
昼
の
太
陽
を
提
燈
さ
げ
て
探
し
ま
わ
る
く
ら
い
の
こ
と
を
し
て
見
せ
ざ
る
を

え
な
い
で
し
よ
う
。

エ
チ
オ
ビ
ア
の
愛
の
女
神
は
黒
人
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
、
彼
で
は

な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
す
か
。
わ
れ
わ
れ
の
女
ど
も
を
説
得
し
て
、
裸
の
行
者
の
女
た
ち
の

よ
う
に
裸
で
歩
か
せ
よ
う
と
し
た
の
が
、
彼
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
す
か
。
最
近
、
大

き
な
集
ま
り
で
、
太
陽
は
動
か
ず
、
地
球
が
一
年
に
三
六
五
回
―
二
宮
を
転
が
っ
て
い
る

と
、
そ
し
て
地
球
が
さ
か
さ
ま
に
な
っ
た
時
で
も
わ
れ
わ
れ
が
虚
空
に
放
り
出
さ
れ
な
い
の

は
、
地
球
の
真
ん
中
に
大
き
な
磁
石
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
鉄
で
で
き
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
の
に
、
ち
ょ
う
ど
た
く
さ
ん
の
ヤ
ス
リ
屑
を
引
き
つ
け
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
を

引
き
つ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
断
言
し
た
の
も
彼
で
は
な
い
と
言
う
の
で
す
か
。

だ
が
わ
た
し
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
些
事
で
あ
る
と
認
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
馬
鹿
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
い
い
こ
と
は
や
れ
ま
す
。
そ
の
例
が
こ
の
哲
学
者
だ
と
、

ラ
ト
ナ
が
思
っ
て
下
さ
れ
ば
9
・
し
か
し
（
残
念
な
が
ら
、
わ
た
し
は
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
）
彼
の
行
動
か
ら
み
る
に
、
そ
の
狂
気
は
尋
常
一
様
で
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ

8
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れ
を
生
み
だ
す
彼
の
脳
を
清
め
る
に
は
、
世
界
中
の
ヘ
レ
ボ
ル
ス
根
を
集
め
て
も
足
り
な
い

で
し
よ
う
。
お
そ
れ
多
い
市
参
事
会
の
方
々
を
う
ん
ざ
り
さ
せ
な
い
た
め
に
、
数
限
り
な
い

事
例
の
内
か
ら
二
つ
だ
け
取
り
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、
信

-9-
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に
も
ち
こ
む
の
を
メ
シ
の
種
に
し
て
い
る
連
中
が
い
た
。
彼
ら
の
用
い
た
主
な
手
管
は
わ
ず

か
に
二
つ
、
事
実
を
粉
飾
す
る
か
、
法
律
を
ね
じ
ま
げ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
こ
の

商
売
は
実
入
り
が
よ
か
っ
た
の
で
、
し
だ
い
に
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
連
中
が
多
数
乗
り
出
し

て
き
て
、
遂
に
は
素
人
が
玄
人
を
押
し
の
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
の
職
業
の

威
信
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
た
ず
さ
わ
る
連
中
は
三
百
代
言
と
呼
ば
れ
た
が
、
察

す
る
に
そ
の
大
半
が
心
い
や
し
い
破
廉
恥
漢
で
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
イ
チ
ジ
ク
一
個
の
た
め

6
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に
あ
る
こ
と
な
い
こ
と
な
ん
で
も
言
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
百
代
言
の
数
は
少
な
く
と
も
ア
ブ
デ
ラ
住
民
の
二

0
分
の
一
を
し

め
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
イ
チ
ジ
ク
だ
け
で
暮
せ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
一
般
に
裁

判
沙
汰
に
な
る
ケ
ー
ス
だ
け
で
は
も
は
や
足
り
な
く
な
っ
た
。
三
百
代
言
の
先
達
た
ち
は
、

援
助
を
求
め
る
声
が
か
か
る
ま
で
待
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
ん
な
や
り
方
で

は
、
後
継
首
た
ち
は
飢
え
死
に
す
る
か
、
土
方
仕
事
で
も
す
る
し
か
な
か
っ
た
、
も
の
乞
い

は
ア
ブ
デ
ラ
で
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
（
つ
い
で
な
が
ら
）
外

国
人
が
ア
ブ
デ
ラ
苔
察
に
認
め
た
唯
一
の
美
点
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
三
百
代
言
は
土
方
仕

事
に
は
怠
惰
す
ぎ
た
、
そ
の
結
果
、
大
半
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
手
段
は
他
で
も
な
ぃ
ー
自

分
の
あ
つ
か
う
訴
訟
を
自
分
で
作
り
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
の
気
性
は
ひ
じ
ょ
う
に
激
し
や
す
く
、
思
慮
は
足
り
な
か
っ
た
か
ら
、

そ
う
い
う
機
会
に
事
か
か
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
も
訴
訟
に
な
り
、

ア
ブ
デ
ラ
人
は
誰
も
が
出
入
り
の
三
百
代
言
を
持
つ
に
至
っ
た
、
そ
し
て
ま
た
一
種
の
均
衡

が
保
た
れ
る
と
、
お
互
い
負
け
ま
い
と
張
り
合
っ
て
ま
す
ま
す
才
能
に
み
が
き
を
か
け
、
こ

の
職
業
は
い
よ
い
よ
信
望
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
ア
ブ
デ
ラ
は
、
事
実
を
粉
飾
し
、
法
律
を
ね
じ
ま
げ
る
技
術
で
は
、
ア
テ
ネ
も

こ
れ
ほ
ど
進
ん
で
は
い
な
か
っ
た
と
名
声
を
は
せ
、
国
家
は
そ
の
名
声
の
お
か
げ
で
実
入
り

が
よ
く
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
多
少
と
も
重
要
な
訴
訟
で
並
た
い
て
い
の
こ
と
で
は
勝
ち

目
が
な
い
と
な
る
と
、
ア
ブ
デ
ラ
の
三
百
代
言
の
と
こ
ろ
に
持
ち
こ
ま
れ
、
三
百
代
言
の
方

は
当
然
、
し
ぼ
れ
る
だ
け
し
ぼ
り
と
っ
た
上
で
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
依
頼
人
を
手
放
し
た

り
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
ア
プ
デ
ラ
人
た
ち
が
三
百
代
言
か
ら
受
け
た
最
大
の
利
益
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
ん
な
も

の
で
は
な
か
っ
た

。
こ
の
連
中
が
彼
ら
の
目
に
も
っ
と
も
た
の
も
し
く
見
え
た
の
は
ー
~
自

ら
は
手
も
下
さ
ず
、
裁
判
官
と
事
を
か
ま
え
も
せ
ず
、
こ
の
連
中
が
ど
ん
な
悪
事
で
も
や
っ

て
く
れ
る
、
そ
の
痛
快
さ
に
あ
っ
た
。
事
件
を
三
百
代
言
の
手
に
委
ね
さ
え
す
れ
ば
よ
か
っ

た
、
そ
う
す
れ
ば
、
た
い
て
い
、
結
果
は
安
心
し
て
お
れ
た
。
わ
た
し
は
た
い
て
い
と
言

っ
た
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
三
百
代
言
が
先
ず
依
頼
人
に
し
こ
た
ま
払
わ
せ
て
お
き
な
が

ら
、

秘
か
に
相
手
方
の
有
利
を
は
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
時
と
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

が
、
し
か
し
こ
れ
も
、
相
手
方
が
少
な
く
と
も
依
頼
人
よ
り
三
分
の
二
は
余
計
に
出
さ
な
い

と
起
り
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
仲
が
よ
い
の
は
何
に
も
ま
し
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ア
ブ
デ

ラ
で
は
三
百
代
言
と
市
参
事
会
員
は
仲
が
よ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
託
で
都
合
が
悪
い
の

は
依
頼
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
他
の
事
業
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
危
険
で

冒
険
じ
み
た
も
の
で
あ
れ
、
少
な
く
と
も
無
傷
で
逃
げ
出
せ
る
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
。
し

か
し
ア
ブ
デ
ラ
の
依
頼
人
は
、
訴
訟
の
勝
ち
負
け
に
関
係
な
く
、
金
を
ま
き
あ
げ
ら
れ
る
も

の
と
相
場
が
決
っ
て
い
た
。
人
々
が
訴
訟
を
起
す
の
は
も
ち
ろ
ん
金
の
た
め
で
、
そ
れ
以
上

の
た
め
で
も
そ
れ
以
下
の
た
め
で
も
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
裁
判
は
評
判
に
な
っ
て
い
た
、

た
だ
ア
プ
デ
ラ
人
だ
け
は
そ
ん
な
こ
と
気
に
も
と
め
て
い
な
か
っ
た
が
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
、

ひ
ど
い
目
に
会
わ
せ
て
や
り
た
い
相
手
が
い
た
ら
、
ア
ブ
デ
ラ
の
裁
判
に
か
け
ろ
と
、
格
言

に
ま
で
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
三
百
代
言
の
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
あ
や
う
＜
忘
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
が
、
話
は
、
あ
の
市
参
事
会
員
ト
ラ
ジ
ル
ス
が
哲
学
者
の
財
産
目
当
て
に
目
論
ん
だ

こ
と
、
そ
れ
も
法
の
庇
護
の
も
と
に
略
奪
せ
ん
と
し
た
そ
の
手
だ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

く
だ
く
だ
と
述
べ
て
好
意
あ
る
読
者
を
退
屈
さ
せ
な
い
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
ト

ラ
ジ
ル
ス
が
事
件
を
出
入
り
の
三
百
代
言
に
ま
か
せ
た
と
言
う
に
と
ど
め
よ
う
。
ア
ブ
デ
ラ

中
で
も
一
、
二
を
争
う
手
腕
家
で
、
同
業
者
の
月
並
な
手
管
を
軽
蔑
し
、
自
分
の
天
職
に
つ

い
て
以
来
、
数
百
の
勝
ち
目
の
な
い
訴
訟
に
勝
ち
な
が
ら
、
未
だ
か
つ
て

一
度
と
し
て
真
赤

な
嘘
は
つ
か
な
っ
た
こ
と
を
大
い
に
誇
り
と
し
て
い
る
男
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
ぎ
れ
も
な
い

事
実
だ
け
を
も
と
に
し
た
が
、
彼
の
本
領
は
、
そ
の
事
実
を
組
立
て
ぼ
か
す
腕
の
さ
え
に
あ

っ
た
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
と
り
こ
れ
以
上
の
強
敵
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

が
残
念
に
思
う
こ
と
は
、
訴
訟
全
体
の
記
録
が
と
う
の
昔
に
ネ
ズ
ミ
に
喰
い
荒
ら
さ
れ
て
、

新
米
の
三
百
代
言
の
た
め
に
完
全
な
姿
で
そ
の
演
説
を
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
の
中

で
こ
の
大
家
は
、
ア
ブ
デ
ラ
大
会
議
に
対
し
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
財
産
を
と
り
あ
げ
ら
れ
て

も
し
か
た
な
い
こ
と
を
実
証
し
て
み
せ
た
。
こ
の
演
説
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
小
断
片
に
す

ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
の
衆
が
ひ
と
つ
の
事
件
を
ど
ん
な
ふ
う
に
料
理
す
る
の

か
、
そ
の
見
本
と
し
て
、
こ
の
物
語
で
二
、
三
枚
取
り
挙
げ
て
み
る
だ
け
の
値
打
ち
は
あ
る

- 8 -
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「
そ
れ
は
心
得
て
い
る
の
か
」
君
主
は
大
声
を
あ
げ
た
「
予
言
者
の
ひ
げ
に
か
け
て
、
そ

れ
以
上
は
申
す
な
。
明
日
の
ア
グ
ラ
の
裁
判
を
待
と
う
」

「
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
陛
下
に
大
鼓
判
を
押
す
者
が
出
て
く
る
と
存
じ
ま
す
ー
~
愚

鈍
な
る
が
故
に
時
に
よ
か
ら
ぬ
言
動
が
あ
り
は
し
ま
す
が
大
臣
が
世
界
一
忠
実
な
男
で

あ
る
と
」

「
お
そ
れ
な
が
ら
（
居
合
わ
せ
た
別
の
廷
臣
が
口
を
は
さ
ん
だ
）
ま
っ
た
く
そ
の
逆
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ク
リ
ル
に
取
り
柄
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
愚
か
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
も
し
彼

に
、
ど
う
す
べ
き
か
が
わ
か
る
ほ
ど
の
頭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
の
一

0
倍
は
ひ
ど
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
で
し
よ
う
」

「
そ
ち
た
ち
は
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
、
わ
か
っ
て
お
る
の
か
、
ど
う
な
の
じ
ゃ
、
支
離

滅
裂
で
は
な
い
か
」
シ
ャ
ハ
・
バ
ハ
ム
は
返
答
し
た
。

「
こ
こ
ら
で
ひ
と
つ
お
互
い
の
見
解

を
比
べ
て
み
る
が
よ
い
。
ク
リ
ル
は
馬
鹿
だ
か
ら
悪
い
奴
だ
と
一
人
が
言
え
ば
|
|
も
う
一

人
が
、
い
や
、
ワ
ル
だ
か
ら
馬
鹿
な
の
だ
と
言
う
。

と
こ
ろ
が
も
う
一
人
は
、
と
ん
で

も
な
い
、
彼
が
こ
れ
く
ら
い
の
馬
鹿
で
な
か
っ
た
ら
、
も
っ
と
ひ
ど
い
奴
に
な
っ
て
い
た
ろ

う
と
言
う
。
ー
ー
駄
弁
を
弄
し
た
と
こ
ろ
で
ど
う
な
る
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。
誰
か
が
は
っ

き
り
さ
せ
よ
、
彼
を
ど
う
せ
よ
と
言
う
の
だ
。
気
違
い
病
院
に
入
れ
る
に
は
知
恵
が
ま
わ
り

す
ぎ
る
と
言
う
の
か
、
そ
れ
と
も
絞
首
台
に
つ
る
す
に
は
馬
鹿
す
ぎ
る
と
言
う
の
か
」

ズ
ル
ダ
ー
ー
ー
ン

「ま
さ
し
く
そ
う
な
の
」
ダ
レ
ジ
ャ
ン
后
妃
が
言

っ
た
。
「
ク
リ
ル
は
馬
鹿
だ
か
ら
そ

ん
な
に
悪
知
恵
は
ま
わ
ら
な
い
の
、
で
も
も
し
ク
リ
ル
が
こ
れ
ほ
ど
の
馬
鹿
で
な
か
っ
た

ら
、
悪
が
し
こ
さ
も
こ
れ
ぐ
ら
い
で
は
す
ま
な
か
っ
た
で
し
よ
う
よ
」

「
不
可
解
千
万
な
奴
な
ど
刑
吏
の
餌
食
に
で
も
な
っ
て
し
ま
え
」
シ
ャ
ハ
・
バ
ハ
ム
は
大

声
で
言
っ
た
。

「わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
坐
っ
て
、
彼
が
頓
馬
な
の
か
、
な
ら
ず
者
な
の
か
決
ま
り
を
つ
け

よ
う
と
頭
を
く
だ
い
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
ち
た
ち
の
結
論
は
そ
の
両
方
だ
と
い

う
こ
と
ら
し
い
。

ー

審

議

は
尽
く
し
た
、
そ
ち
た
ち
に
、
わ
し
が
ど
う
す
る
つ
も
り
か
、

察
し
が
つ
く
か
゜

ー

わ
し
は
彼
を
所
払
い
に
す
る
つ
も
り
だ
。
悪
が
し
こ
さ
と
愚
か
さ
が

相
拮
抗
し
て
い
る
よ
う
だ
。
彼
が
大
臣
で
さ
え
な
け
れ
ば
、
ど
っ
ち
み
ち
、
大
き
な
害
毒
を

流
す
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

世
界
は
広
い
、
彼
を
所
払
い
に
せ
よ
、
大
臣
。

し
か
し
そ
の
前

に
、
こ
こ
に
来
て
、
妃
に
礼
を
言
う
よ
う
申
せ
。
つ
い

三
分
前
ま
で
は
、
あ
い
つ
の
首
な
ど

イ
チ
ジ
ク
一
個
の
値
打
ち
も
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
」

な
ぜ
シ
ャ
ハ
・
バ
ハ
ム
が
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
の
史
書
の
中
で

賢
王
の
別
名
を
有
し
て
い
る

か
、
長
い
こ
と
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
裁
定
で
も
は
や
疑
問
は
と
け
た
。
ギ

リ
シ
ア
の
七
賢
人
が
一
堂
に
会
し
て
も
、
シ
ャ

ハ
・
バ
ハ
ム
の
よ
う
に
快
刀
乱
麻
を
断

つ
と
は
い
か
な
か
っ
た
ろ
う
。

市
参
事
会
員
ト
ラ
ジ
ル
ス
は
不
幸
に
も
（
世
間
に
と
っ
て
は
幸
運
に
も
）
頭
と
心
に
、
愚

か
さ
と
悪
が
し
こ
さ
が
、
あ
の
君
主
の
表
現
を
か
り
れ
ば
、
相
拮
抗
し
て
い
る
尋
常
一
様
な

ら
ざ
る
人
間
の
一
人
で
あ
っ
た
。
親
類
の
財
産
目
当
て
の
彼
の
企
み
は
、
昨
日
今
日
の
こ
と

で
は
な
か
っ
た
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
あ
れ
ほ
ど
長
く
家
を
あ
け
た
あ
と
で
は
、
よ
も
や
帰
っ

て
く
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
ふ
ん
で
、
そ
れ
を
前
提
に
、
苦
労
し
て
計
画
を
た
て
て
い
た
と

こ
ろ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
帰
還
で
す
っ
か
り
オ
ジ
ャ
ン
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
デ
モ
ク
リ
ト

ス
の
世
製
地
を
自
分
の
財
産
の
一
部
だ
と
見
な
す
の
は
、
ト
ラ
ジ
ル
ス
の
頭
の
中
で
は
、
当

り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
今
に
な
っ
て
そ
う
簡
単
に
頭
を
切
り
換
え
る
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
の
こ
と
を
自
分
の
財
産
を
横
取
り
す
る
強
盗
だ
と
考
え
た
。

が
、
不
幸
に
し
て
法
律
は
こ
の
強
盗
の
味
方
で
あ
っ
た
。

あ
わ
れ
な
ト
ラ
ジ
ル
ス
は
さ
ん
ざ
ん
頭
を
し
ぼ
っ
て
、
こ
の
不
利
な
状
況
に
対
処
す
る
方

法
を
長
い
こ
と
探
し
ま
わ
っ
た
が
、
徒
労
に
終
っ
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
従
兄
弟
の
生
活
態

度
の
中
に
一
線
の
望
み
を
見
出
し
た
。
ア
ブ
デ
ラ
の
人
た
ち
の
心
の
準
備
は
で
き
て
い
る
と

ト
ラ
ジ
ス
は
考
え
た
、
と
い
う
の
は
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
う
つ
け
者
で
あ
る
こ
と
は
、
ア
ブ

デ
ラ
で
は
隠
れ
も
な
い
事
実
で
あ
っ
た
か
ら
。
か
く
て
問
題
は
、
大
会
議
の
席
上
で
、
彼
の

レ
ガ
リ

・ア

ル

う
つ
け
振
り
で
は
自
分
で
自
分
の
面
倒
を
み
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
、
法
的
に
立
証
す
る

こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
二
、
三
難
点
が
あ
っ
た
。
ト
ラ
ジ
ル
ス
自
身
の
頭
ぐ
ら
い

で
は
、
こ
れ
を
や
り
遂
げ
る
の
は
難
し
か
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
場
合
、

金
を
だ

す
と
い
つ
だ
っ
て
知
恵
を
借
し
て
く
れ
る
悪
い
奴
が
見
つ
か
る
も
の
で
、
そ
う
な
る
と
、
自

分
に
知
恵
が
あ
る
の
も
同
然
な
の
で
あ
る
。

第

四

章

シ
コ
フ
ア
ン

ト
35

ア
ブ
デ
ラ
の
三
百
代
言
に
関
す
る
簡
単
で
し
か
も
逍
痛
の
な
い
報
告
。
ト
ラ
ジ
ル

ス
が
、
従
兄
弟
の
後
見
を
願
い
で
た
際
に
、

三
百
代
言
が
一
席
ぶ
っ
た
演
説
の
断

,
i

J
 

当
時
ア
ブ
デ
ラ
に
は
、
勝
ち
目
の
な
い
訴
訟
を
、
さ
も
正
し
い
よ
う
に
見
せ
か
け
て
勝
訟
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ボ

ロ
よ
お
守
り
下
さ
い
、
わ
た
し
の
懸
念
は
|
|
」

「
ご
安
心
を、

祭
司
長
殿
」
執
政
官
は
言
葉
を
さ
え
ぎ
っ
た
が
—
|
彼
自
身
（
こ
こ
だ
け

の
話
だ
が
）
ラ
ト
ナ
の
カ
エ
ル
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
は
、
ア
ブ
デ
ラ
で
い
う
と
こ
ろ
の
健

全
さ
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
多
少
疑
い
を
も
た
れ
て
い
た
。
|
|
'
「
聖
池
の
管
理
者
側
か

ら
市
参
事
会
に
出
さ
れ
る
最
初
の
動
議
を
う
け
て
、
カ

エ
ル
に
は
然
る
べ
き
十
分
満
足
の
ゆ

く
処
置
が
と
ら
れ
る
は
ず
で
す
」

シ
ラ
ク
サ
人
は
時
を
お
か
ず
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
遂
一
こ
の
集
ま
り
で
話
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
た
。

3
 

「
鳥
小
屋
の
い
ち
ば
ん
脂
肪
の
の
っ
た
若
い
ク
ジ
ャ
ク
を
締
め
て
、
串
刺
し
に
し
て
焼
い

て
お
く
れ
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
家
政
婦
に

言
っ
た

「
そ
し
て
焼
け
た
ら
、
知
ら
せ
て
お
く

れ
」そ

の
晩
、
ス

ト
ロ

ビ

ュ
ル
ス
が
食
卓
に
つ
く
と
、

銀
の
皿
に
の

せ
た
ク
ジ
ャ
ク
の
丸
焼
き

が
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
か
ら
の
贈
物
だ
と
し
て
だ
さ
れ
た
。
開
い
て
み
る
と
、
ど
う
だ
、
一
0
0

2
 

3
 

枚
の
ダ
リ
ウ
ス
金
貨
が
つ
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
の
男
の
理
性
も
ま
ん
ざ
ら
す
て
た
も

ん
で
は
な
い
な
、
ス

ト
ロ
ビ
ュ

ル
ス
は
思
っ
た
。

そ
の
効
果
が
、
時
を
う
つ
さ
ず
現
わ
れ
る
べ
く
し
て
現
わ
れ
た
。
祭
司
長
は
ク
ジ
ャ
ク
に

舌
鼓
を
う
ち
、
ギ
リ
シ
ア
の
ブ
ド
ウ
酒
を
飲
み
、
ダ
リ
ウ
ス
金
貨
一

0
0枚
を
財
布
に
お
さ

め
て
、
カ
エ
ル
の
賠
償
を
と
り
た
て
て
く
れ
た
ラ
ト
ナ
に
感
謝
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
に
は
誰
し
も
欠
点
が
あ
り
ま
す
」
ス

ト
ロ
ビ

ュ
ル
ス
は
次
の
日
大
き
な
集

ま
り
で
言

っ
た
。
「
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
な
る
ほ
ど
哲
学
者
だ
が
、
わ
た
し
は
彼
の
敵
た
ち
が

責
め
る
ほ
ど
彼
を
悪
く
と
り
た
く
な
い
。
世
間
と
は
い
や
な
も
の
で
、
彼
は
風
変
り
だ
と
種

々
取
沙
汰
し
て
い
る
が
、
し
か
し
わ
た
し
は
む
し
ろ
各
人
の
い
い
点
を
考
え
て
あ
げ
た
い
。

彼
の
心
は
頭
よ
り
立
派
だ
と
思
う
。
後
者
は
決
し
て
正
常
と
は
言
い
が
た
い
、
わ
た
し
も
そ

ぅ
思
っ
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
人
間
は
、

寛
大
な
心
で
見
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
哲
学
に
よ
っ
て
彼
の
理
性
が
駄
目
に
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
彼
が
ア
ブ
デ
ラ
中
で
い
ち
ば

ん
す
ぐ
れ
た
男
だ
と
わ
た
し
は
確
信
し
て
お
り
ま
す
」

ス
ト
ロ

ビ
ュ
ル
ス
は
こ
の
演
説
で
一
石
二
鳥
を
狙
っ
た
。
わ
れ
ら
が
哲
学
者
は
善
良
な
男

だ
と
話
す
こ
と
で
彼
に
対
す
る
義
理
を
は
た
し
、
彼
の
理
性
を

コ
ケ
に
し
て
市
参
事
会
員
卜

ラ
ジ
ル
ス
の
顔
を
た
て
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
て
と
る
に
、
祭
司
ス
ト

ロ
ビ
ュ
ル
ス
は

お
人
好
し
顔
は
し
て
い
て
も
、
あ
る
い
は
（
も
し
お
望
み
な
ら
）
馬
鹿
面
は
し
て
い
て
も
、

な
か
な
か
ど
う
し
て
抜
け
目
の
な
い
ご
仁
で
あ
っ
た
。

章デ
ア

・
ヴ
ア
イ
セ

33

話
は
い
さ
さ
か
脱
線
し
て
、
賢
王
シ
ャ
ハ

・
バ
ハ
ム
の
御
世
。
市
参
事
会
員
ト
ラ

ジ
ル
ス
の
性
格
。

つ
き
合
い
も
多
年
に
わ
た
り
、
観
察
も
し
て
い
な
が
ら
、
頭
が
弱
い
の
か
、
そ
れ
と
も
悪

人
な
の
か
、
い
ず
れ
と
も
決
め
か
ね
る
人
間
が
い
る
も
の
だ
。
少
し
ば
か
り
の
思
慮
分
別
の

あ
る
人
間
で
は
と
う
て
い
で
き
そ
う
に
も
な
い
所
業
を
彼
ら
が
や
っ
て
の
け
る
や
、
そ
の
計

算
し
つ

く
さ
れ
た
悪
知
恵
に
は
駕
か
さ
れ
る
が
、
根
は
い
い
奴
だ
と
好
意
的
に
解
し
て
い
る

わ
れ
わ
れ
に
は
、
彼
ら
が
そ
れ
を
自
分
で
考
え
た
と
は
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
。
昨
日
は
、

某
氏
は
頭
が
弱
い
の
だ
か
ら
、
彼
の
辻
つ
ま
の
合
わ
な
い
言
動
を
彼
の
罪
に
す
る
の
は
酷
で

あ
る
と
決
め
て
い
た
が
、
現
実
を
目
の
あ
た
り
に
見
た
今
日
は
、
単
な
る
馬
鹿
に
し
て
は
悪

ら
つ
す
ぎ
る
と
い
う
思
い
が
強
ま
っ
て
、
彼
の
悪
意
を
無
罪
放
免
す
る
口
実
が
何
ひ
と
つ
見

あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
件
に
関
し
自
分
の
見
解
を
か
た
め
る

と
、
ま
た
し
て
も
わ
れ
わ
れ
が
も
と
の
仮
定
に
立
ち
返
ら
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
こ
と
を
言

っ
た
り
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
、
い
や
少
な
く
と
も
わ
れ
わ
れ
を
不
愉
快
き
わ
ま
り
な
い
精

神
状
態
の
ひ
と
つ
、

つ
ま
り
、
こ
の
男
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か

星
の
め
ぐ

り
合
わ
せ
が
悪
く
、
こ
の
男
と
関
わ
り
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
彼
を
ど
の
よ
う

に
扱
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
と
い
う
当
惑
の
中
に
追
い
込
む
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

た
り
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

3
 

ア
グ
ラ
の
秘
史
に
よ
る
と
、
有
名
な
シ
ャ
ハ

・
バ
ハ
ム
は
、
あ
る
時
、
大
臣
の
一
人
の
こ

と
で
こ
う
い
う
状
況
に
お
か
れ
た
。
そ
の
大
臣
は
不
正
を
犯
し
た
か
ど
で
罪
に
問
わ
れ
た
。

「
そ
れ
で
は
彼
を
絞
り
首
に
せ
よ
」
シ

ャ
ハ

・
バ
ハ
ム
は
言
っ
た
。

「
さ
れ
ど
陛
下
」

異
議
が
唱
え
ら
れ
た

「
か
わ
い
そ
う
な
ク
リ
ル
は
頭
が
弱
い
の
で
す
か

ら
、
左
右
の
区
別
が
は
っ
き
り
つ
き
、
自
分
が
不
正
を
犯
し
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
っ
て
い

ま
す
も
の
や
ら
、
疑
問
で
あ
り
ま
す
」

「
も
し
そ
う
な
ら
」
シ
ャ
ハ

・
バ
ハ
ム
は
言
っ
た

「
気
違
い
病
院
に
入
れ
よ
」

「
け
れ
ど
も
陛
下
、

干
し
草
を
積
ん
だ
車
を
避
け
、
頭
を
割
り
か
ね
な
い
柱
は
よ
け
て
通

る
く
ら
い
の
分
別
は
あ
る
の
で
す
か
ら
、
と
申
し
ま
す
の
が
、
柱
は
よ
け
て
く
れ
な
い
こ
と

は
十
分
心
得
て
い
る
模
様
な
の
で
す
ー

_
」

第
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「
確
か
に
そ
う
だ
（
も
う
一
人
が
言
っ
た
）
彼
の
学
識
な
ど
ま
っ
た
く
の
絵
空
事
で
、
腹

イ
ン
・
ミ
ニ
‘
‘
、
ス
・
マ
ク
シ
ス
ム

の
た
し
に
は
な
ら
な
い
。
ロ
ク
で
も
な
い
こ
と
の
大
御
所
だ
」

「
そ
れ
に
彼
の
尊
大
さ
が
た
ま
ら
な
い
、
な
に
か
と
言
え
ば
難
癖
を
つ
け
、
詭
弁
を
弄

し
、
非
難
し
、
嘲
笑
し
て
、
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
」

「
そ
れ
に
趣
味
の
悪
い
こ
と
」

「
音
楽
に
つ
い
て
言
え
ば
、
カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
声
も
聞
き
わ
け
ら
れ
な
い
」
ノ
モ
フ
ィ
ラ
ク

ス
が
言
っ
た
。

「
芝
居
は
ま
だ
ひ
ど
い
」
ヒ
ュ
ペ
ル
ボ
ル
ス
が
声
を
張
り
あ
げ
た
。

ォ
ー
デ

「
高
尚
な
頌
詩
と
き
た
ら
か
ら
っ
き
し
駄
目
だ
」
フ
ィ
ジ
グ
ナ
ト
ゥ
ス
が
言
っ
た
。

「
あ
い
つ
は
い
か
さ
ま
師
で
、
ほ
ら
吹
き
で
ー
—
」

フ
ラ
イ
ガ
イ
ス
ト

「
お
ま
け
に
自
由
思
想
家
と
き
て
い
る
」
祭
司
ス
ト
ロ
ビ
ュ
ル
ス
が
叫
ん
だ
「
根
っ
か
ら

の
自
由
思
想
家
で
、
何
も
信
じ
な
い
し
、
神
聖
さ
な
ど
屁
と
も
思
わ
な
い
男
だ
。
彼
が
多
く

の
カ
エ
ル
の
舌
を
生
身
の
ま
ま
引
っ
こ
抜
い
た
こ
と
も
、
証
明
さ
れ
て
い
る
」

「
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
う
ち
の
何
匹
か
は
生
き
た
ま
ま

バ
ラ
バ
ラ
に
解
体
し
た
と
、
巷

で
は
も
っ
ぱ
ら
の
噂
で
す
」

「
そ
れ
は
本
当
で
す
か
」
ス
ト
ロ
ビ
ュ
ル
ス
は
全
身
こ
れ
驚
愕
と
い
っ
た
様
子
で
大
声
を

あ
げ
た
「
そ
の
こ
と
は
証
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
正
義
の
女
神
ラ
ト
ナ
よ
、
こ
ん
な
呪
わ

し
い
哲
学
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
、
人
間
は
何
を
や
ら
か
す
か
わ
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
実
際
に
証
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」

「わ
た
し
は
聞
い
た
ま
ま
を
お
伝
え
し
て
い
る
の
で
す
」
前
者
は
応
じ
た
。

「
調
査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
」
ス
ト
ロ
ビ
ュ
ル
ス
は
叫
ん
だ
「
誉
れ
高
き
執
政
宮
殿
、
知

恵
多
き
方
々
よ

l

こ
こ
に
わ
た
し
は
ラ
ト
ナ
の
名
に
お
い
て
あ
な
た
方
に
要
請
し
ま
す
。

こ
の
件
は
調
査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
」

「
何
の
た
め
の
調
査
で
す
」
共
和
国
首
脳
部
の
一
人
で
、
哲
学
者
の
近
親
者
で
あ
り
、

8
 

2
 

推
定
相
続
人
で
あ
る
ト
ラ
ジ
ル
ス
は
言
っ
た
。
「
そ
の
件
そ
の
も
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で

す
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
、
わ
た
し
が
か
な
り
以
前
か
ら
あ
わ
れ
な
従
兄
弟

に
感
じ
て
い
た
以
上
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ー
彼
の
理
性
は
望

ま
し
い
状
態
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
デ

モ
ク
リ
ト
ス
は
悪
い
男
で
も
、
神
々
を
蔑
ろ

に
す
る
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正
気
で
な
い
時
が
あ
る
の
で
す
。
カ
エ
ル
を
バ
ラ
バ
ラ
に

解
体
し
た
時
は
、
彼
の
た
め
菩
っ

て
言
い
ま
す
が
、
カ
エ
ル
を
ネ
コ
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
」

「
な
お
悪
い
」
ス
ト
ロ
ビ
ュ
ル
ス
が
言
っ
た
。

「
事
実
、
な
お
悪
い
の
で
す
ー
~
彼
の
頭
に
と
っ
て
も
、
彼
の
家
政
に
と
っ
て
も
」
ー

ト
ラ
ジ
ル
ス
は
続
け
た
。
「
こ
の
あ
わ
れ
な
男
は
、
わ
た
し
た
ち
が
こ
れ
以
上
放
置
し
て
お

け
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
家
族
の
者
は
、
共
和
国
に
助
力
を
乞
う
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

で
し
よ
う
。
彼
は
ど
こ
か
ら
見
て
も
、
財
産
を
自
ら
管
理
す
る
能
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
後
見

人
を
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
よ
う
」

「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
」
執
政
官
は
慎
重
な
顔

つ
き
で
言
い
か
け
1

そ
し
て
止
め
た
。

「
い
ず
れ
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
貴
下
に
も
っ
と
詳
し
く
ご
相
談
い
た
す
つ
も
り
で

す
」
市
参
事
会
員
ト
ラ
ジ
ル
ス
は
返
答
し
た
。

「
何
で
す
っ
て
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
頭
が
お
か
し
い
で
す
と
」
居
合
わ
せ
た
中
の
一
人
が

大
声
を
あ
げ
た
。
「
ア
ブ
デ
ラ
の
方
々
よ
、
あ
な
た
方
の
な
さ
る
こ
と
を
、
よ
く
よ
く
考
え

る
こ
と
で
す
。
あ
な
た
方
は
ギ
リ
シ
ア
中
の
物
笑
い
の
種
に
な
る
危
険
が
あ
る
。
ヘ
ブ
ル
ス

2
 iiか

ら
こ
っ
ち
で
あ
れ
向
こ
う
で
あ
れ
、
お
話
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
よ
り
頭
の
よ
い
男
が
い
る

’,'‘
 

な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、
わ
が
耳
を
疑
い
た
く
な
り
ま
す
。
ご
用
心
な
さ
る
こ
と
で
す
、
み
な

さ
ん
。
事
は
あ
な
た
方
が
お
そ
ら
く
考
え
て
お
ら
れ
る
以
上
に
微
妙
で
す
ぞ
」

読
者
諸
氏
は
び
っ
く
り
な
さ
っ
て
い
る
I

し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
た
だ
ち
に
そ
の
照
き
か

ら
助
け
出
し
て
あ
げ
た
い
。
こ
れ
を
言
っ
た
人
は
、
ア
ブ
デ
ラ
人
で
は
な
か
っ
た
。
シ
ラ
ク

サ
の
外
国
人
で
（
ア
ブ
デ
ラ
の
市
参
事
会
員
た
ち
が
敬
意
を
表
し
た
ゆ
え
ん
は
）
先
頃
、ソラ

3
 

ク
サ
共
和
国
の
君
主
に
成
上
が
っ
た
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
一
世
の
近
親
者
で
あ
っ
た
。

「
ご
心
配
に
は
及
び
ま
せ
ん
」
執
政
官
は
シ
ラ
ク
サ
人
に
答
え
た
「
わ
た
し
ど
も
も
こ
の

件
で
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
」

「
シ
ラ
ク
サ
の
尊
き
お
方
が
お
言
葉
を
か
け
、
わ
た
し
の
従
兄
弟
の
名
誉
を
見
事
守
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
が
、
わ
た
く
し
と
て
彼
の
名
誉
に
は
深
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
し

て
」
ト
ラ
ジ
ル
ス
は
言
っ
た
「
そ
れ
を
援
護
射
撃
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
で
す
。
確
か
に
デ

モ
ク
リ
ト
ス
は
頭
脳
明
晰
な
ひ
と
時
が
あ
り
ま
す
、
そ
ん
な
時
に
侯
は
彼
と
話
さ
れ
た
の
で

し
よ
う
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
ひ
と
時
な
の
で
す
ー
」

「
そ
れ
で
は
ア
ブ
デ
ラ
で
い
う
ひ
と
時
と
は
ず
い
ぶ
ん
長
い
も
の
な
ん
で
す
な
」
シ
ラ
ク

サ
人
は
口
を
は
さ
ん
だ
。

「
す
こ
ぶ
る
も
っ
て
知
恵
多
き
方
々
よ
」
祭
司
ス
ト

ロ
ビ
ュ
ル
ス
は
言
っ
た
「
事
情
は
た

と
え
ど
う
で
あ
れ
、
忘
れ
て
欲
し
く
な
い
の
は
、
カ
エ
ル
が
生
き
た
ま
ま
バ
ラ
バ
ラ
に
解
体

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
事
は
重
大
な
の
で
す
、
あ
く
ま
で
調
査
を
要
請
し
ま
す
。
ラ
ト
ナ
と
ア
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え
る
よ
う
な
渇
望
を
か
ね
そ
な
え
た
男
が
、
見
え
す
い
た
戯
言
を
言

っ
た
な
ん
て
、
ば
か
ば

か
し
い
に
も
程
が
あ
る
。

「
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
（
人
は
言
う
）
世
界
の
存
在
は
ア
ト
ム
と
虚

空
と
必
然
性
も
し
く
は
運
命
か
ら
成
っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。
彼
が
八

0
年
間
自
然
に
問
い

か
け
た
の
に
、
自
然
の
方
は
創
造
者
に
つ
い
て
、
創
造
の
計
画
、

最
終
目
的
に
つ
い
て
一
言

も
語
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
か
、
彼
は
同
種
の
運
動
を
す
べ
て
ア
ト
ム
に
よ
る
も
の

と
し
て
い
な
が
ら
、
平
行
線
上
で
運
動
す
る
元
素
か
ら
は
い
か
な
る
物
体
も
断
じ
て
生
じ
え

な
い
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
か
。
彼
は
、
ア
ト
ム
の
結
合
は
相
似
律
に
従
っ
て

起
る
こ
と
を
否
定
し
て
、
世
界
の
一
切
は
、
限
り
な
く
早
い
が
目
に
は
見
え
な
い
運
動
か
ら

成
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
な
が
ら
、
世
界
は
―
つ
の
全
体
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
い
う
の

か
」
等

。々

あ
れ
や
こ
れ
や
の
似
た
よ
う
な
ナ
ン
セ
ン
ス
の
付
け
は
彼
に
ま
わ
し
、
ス
ト
ベ

3

4

 

2

2

2

 

ウ
ス
や
セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
、
ケ
ン
ソ
リ
ヌ
ス
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
分
別
の
あ
る
男
が

（
ま
だ
そ
れ
で
も
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
分
別
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
）
こ
ん
な

に
ひ
ど
い
こ
と
し
か
論
じ
ら
れ
な
い
な
ん
て
、
あ
り
う
べ
き
こ
と
か
ど
う
か
は
、
ほ
と
ん
ど

気
に
と
め
な
い
で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
凡
人
同
様
、

偉
大
な
精
神
で
も
思
い
違
い
を
し
た

リ
リ
。フ
ー
ダ
ー

り
、
間
違

っ
た
結
論
を
出
す
可
能
性
は
あ
る
、
た
だ
小
人
が
そ
う
し
が
ち
な
の
に
比
べ

て
、
彼
ら
か
こ
の
よ
う
な
誤
り
を
犯
す
こ
と
は
限
り
な
く
稀
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え

な
い
、
し
か
し
、
な
ら
ず
者
に
だ
け
し
か
で
き
な
い
非
行
が
あ
る
ご
と
く
、
愚
か
者
し
か
考

え
た
り
言
っ
た
り
し
な
い
出
た
ら
目
が
あ
る
。
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
人
々
に
も
そ
れ
な
り
の

異
常
さ
が
あ
り
、
き
わ
め
て

賢
明
な
人
々
が
時
と
し
て
一
時
的
に
暗
愚
に
陥
る
こ
と
は
あ

る
、
し
か
し
物
の
わ
か
っ
た
人
な
ら
、
普
通
は
、
特
に
救
い
が
た
い
馬
鹿
者
で
さ
え
あ
れ
こ

れ
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
い
る
よ
う
な
時
は
、
分
別
の
あ
る
人
ら
し
く
ふ
る
ま
う
も
の
で
あ
る

と
、
十
分
な
保
証
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
主
張
し
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
な
原
則
が
所
を
得
て
使
わ
れ
る
な
ら
ば
、
生
活
す
る
上
で
よ
く
や
る
よ
う
な
早

と
ち
り
と
か
、
由
々
し
き
結
果
を
招
く
見
せ
か
け
と
真
実
の
混
同
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
を
救
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ア
ブ
デ
ラ
人
に
は
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
。
原
則
を
使

う
の
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
ー
ー
そ
れ
が
彼
ら
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
善

良
な
人
々
は
理
性
的
な
人
々
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
理
屈
を
つ
か
っ
て
い
た
、
そ
し
て
彼
ら

の
頭
の
中
は
、
ア
ブ
デ
ラ
人
で
な
い
と
金
輪
際
か
み
合
わ
な
い
よ
う
な
概
念
が
が
ん
じ
が
ら

め
に
な
っ
て
い
た
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
物
事
の
本
性
を
調
べ
て
、
あ
る
種
の
自
然
現
象
の
原

因
に
ア
ブ
デ
ラ
人
よ
り
い
く
ら
か
早
く
気
づ
い
た
、
か
く
て
彼
は
魔
法
使
い
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
1

彼
は
万
事
に
つ
け
彼
ら
と
は
違
う
ふ
う
に
考
え
、

違
っ
た
主
義
に
の
っ
と
っ
て

第

章

生
活
し
、
彼
ら
に
は
理
解
で
き
な
い
や
り
方
で
ひ
と
り
時
間
を
つ

ぶ
し

た

ー

か

く
て
彼
の

頭
は
と
て
も
ま
と
も
と
は
言
え
な
く
な
っ
た
、
こ
の
男
は
勉
強
を
し
す
ぎ
た
の
で
あ
る
、
人

人
は
彼
の
行
く

末
が
不
幸
に
な
る
の
で
は
と

案
じ
た
J
’
~

こ
ん
な
結
論
を
出
す
ア
ブ
デ
ラ

人
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
い
る
も
の
だ
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
重
罪
容
疑
に
か
け
ら
れ
る
と
、
親
族
の
一
人
が
弁
護
し
て
い
わ

く
、
彼
の
頭
は
ま
と
も
に
働
か
な
い
と
。
あ
わ
や
落
ち
ん
と
し
た
祭
司
ス
ト
ロ
ビ

ュ
ル
ス
の
雷
を
、
彼
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
は
ぐ
ら
か
す
経
緯
゜

「
何
か
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
こ
と
を
聞
い
た
か
？
」
ー
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
寄
る
と
さ
わ

る
と
口
々
に
言
い
合
っ
た
。

ー

「
ま
る
六
週
間
と
い
う
も
の
、
彼
を
見
た
と
い
う
人
に
お

目
に
か
か
り
ま
せ
ん
ね
。
1

彼
を
つ
か
ま
え
よ
う
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
、
よ

し
ん
ば
ど
う
に
か
会
え
た
に
し
て
も
、
考
え
に
ふ
け
っ
て
い
る
か
ら
、
半
時
間
彼
の
前
に
立

っ
て
、
彼
と
話
し
、
立
ち
去
っ
て
も
、
彼
は
気
づ
き
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
る
時
は
イ
ヌ

や
ネ
コ
の
腹
わ
た
を
引
っ
か
き
ま
わ
し
、
あ
る
時
は
草
を
煮
た
り
、
大
き
な
フ
ィ
ゴ
を
手
に

魔
法
の
炉
の
前
に
立
っ
て
、

金
を
造
っ
た
り
、
何
か
も
っ
と
ま
が
ま
が
し
い
も
の
を
造
っ
て

6
 

2
 

い
ま
す
。
昼
間
は
野
生
の
ヤ
ギ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ム
ス
の
こ
の
上
な
く
険
し
い
絶
壁
を
よ
じ
登

っ
て
ー
_
そ
れ
が
ま
る
で
近
く
に
十
分
な
い
か
の
よ
う
に
草
を
探
し
ま
わ
り
、
夜
は
草
木
も

2
 

眠
る
時
分
に
な
る
と
、
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
産
の
毛
皮
に
く
る
ま
っ
て
、
カ
ス
ト
ル
に
密

っ
て
申

し
ま
す
が
、
フ
イ
ゴ
の
口
か
ら
星
を
の
ぞ
い
て
い
る
の
で
す
」

「
ハ
ハ
ハ
、
誰
だ
っ
て
こ
れ
以
上
馬
鹿
げ
た
夢
は
見
ら
れ
ま
い
て
、

ハ
ハ
ハ
」
ー

チ
ビ

で
太
っ
ち
ょ
の
市
参
事
会
員
は
笑
っ
た
。

「
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
男
は
惜
し
い
男
だ
」
ア
ブ
デ
ラ
の
執
政
官
は
言
っ
た
「
と
に
か
く

彼
が
博
識
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
」

「
だ
が
そ
れ
が
共
和
国
に
と
っ
て
何
だ
と
い
う
の
だ
」
ー

~
と
応
じ
た
市
参

事
会
員
は
、

い
く
つ
か
の
企
画
、
改
革
案
、
時
効
に
な
っ
た
権
利
の
追
求
を
提
案
し
て
、
か
な
り
ま
と
ま

っ
た
額
を
共
和
国
か
ら
得
、
そ
れ
を
盾
に
、
い
つ
も
頬
を
て
ら
て
ら
さ
せ
て
ア
ブ
デ
ラ
の
財

政
に
対
す
る
自
ら
の
功
績
を
吹
聴
し
て
い
た
、
ア
ブ
デ
ラ
の
財
政
は
彼
の
企
画
や
追
求
、
改

革
に
よ
っ
て
一

0
0
ド
ラ
ク
マ
も
う
る
お
い
は
し
な
か
っ
た
の
だ
が
。
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き
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
目
を
つ
ぶ
し
た
の
は
」
人
は
言
う
「
ま
す
ま
す
深
く
沈
潜
し
て
考
え

ん
が
た
め
だ
。
こ
れ
に
何
か
信
じ
ら
れ
な
い
点
が
あ
ろ
う
か
。
自
発
的
に
自
ら
の
肉
体
の
一

6
 

部
を
切
り
取
っ
た
似
た
よ
う
な
例
が
ほ
か
に
な
い
と
い
う
の
か
。
コ
ン
バ
ブ
ス
は
ー
ー
ー
オ
リ

ゲ
ネ
ス
は
i

」

ご
も
っ
と
も
。
コ
ン
バ
ブ
ス
と
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
自
ら
の
体
の

一
部
を
切
っ
て
捨
て
た
、

8
 

そ
れ
も
、
た
い
が
い
の
人
な
ら
（
ま
さ
か
の
時
は
）
お
そ
ら
く
ア
ル
ゴ
ス
と
同
じ
く
ら
い

た
く
さ
ん
の
目
を
持
っ
て
い
て
も
、
そ
の
目
を
全
部
は
た
い
て
あ
が
な
う
よ
う
な
一
部
を
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
に
は
そ
れ
を
す
る
十
分
な
動
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
生
き
ん
が
た

め
体
を
は
ら
な
い
人
間
が
あ
ろ
う
か
。
君
主
の
寵
臣
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
あ
る
い
は
ア
イ
ド

ル
に
な
ろ
う
と
し
て
、
ア
ク
セ
ク
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

。

ー

—
こ
れ
に
反
し
、
デ
モ
ク

メ
ダ
フ
イ
ジ
カ
ー

リ
ト
ス
に
は
こ
ん
な
強
固
な
動
機
は
見
あ
た
ら
な
い
。
彼
が
形
而
上
学
者
か
詩
人
で
あ
っ
た

ら
、
ま
だ
し
も
あ
り
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
人
は
仕
事
す
る
の
に
視
力
が
な
く
て
も
困
ら
な

い
。
彼
ら
の
仕
事
は
空
想
力
が
決
め
手
で
あ
り
、
失
明
が
利
点
に
す
ら
な
る
。
し
か
し
自
然

観
察
者
が
、
解
剖
家
が
、
天
文
学
者
が
、
も
っ
と
よ
く
観
察
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
よ
く
解

剖
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
よ
く
星
を
見
る
た
め
に
目
を
え
ぐ
り
出
し
た
な
ど
と
い
う
話
が
こ

れ
ま
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

，
 

辻
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
の
で
、
テ
リ
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
は
わ
れ
ら
が

哲
学
者
の
世
に
言
う
行
為
に
別
な
理
由
づ
け
を
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
と
て
、
哲
学
者

た
ち
を
こ
き
お
ろ
し
て
こ
と
さ
ら
で
く
の
棒
扱
い
に
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
な
ら
、
彼
に

も
、
少
な
く
と
も
辻
つ
ま
が
合
わ
な
い
と
い
う
点
で
は
変
ら
な
い
と
思
え
た
に
違
い
な
い
。

「
彼
が
目
を
つ
ぶ
し
た
の
は
」
テ
リ
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
は
言
う
「
女
を
見
た
ら
欲
情
を
お
さ
え

ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
ペ
リ
ク
レ
ス
の
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
を
相
手
に
ご
立
派

20 

な
動
機
づ
け
だ
。
ソ
ロ
ン
や
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
り
賢
明
で
あ
り
た
い
な
ど

と、

夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
で
も
、
さ
ぞ
か
し
こ
ん
な
方
法
で
逃
げ
を
う
つ

必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
忠
告
は
（
自
ら
そ
れ
に
気
づ

く
く
ら
い
の
分
別
は
十
分
持
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
決

し
て
未
知
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
）
恋
の
魔
力
に
は
あ
ま
り
効
き
目
が
な
く
、

真
理
の
探

究
に
生
涯
を
さ
さ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
哲
学
者
に
と
り
、
こ
の
よ
う
な
暴
君
に
も
似
た
情

熱
か
ら
身
を
守
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
ひ
じ
ょ
う
に
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
も
少
な
く
と
も
ア
ブ
デ
ラ
で
は
な
ん
ら
心
配
は
な

か
っ
た
。
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
な
る
ほ
ど
美
し
く
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
思
い
や
り
の

あ
る
自
然
は
肉
体
的
魅
力
の
解
毒
剤
と
し
て
彼
女
た
ち
に
愚
鈍
を
さ
ず
け
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
ア
ブ
デ
ラ
女
が
美
し
い
の
は

ー
ロ
を
開
く
ま
で
で
あ
り
、
普
段
着
姿
を
目
に
す
る
ま

で
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
デ
ラ
人
で
な
い
ま
と
も
な
男
に
恋
の
情
熱
を
呼
び
起
こ
せ
る
の
は
、
せ

い
ぜ
い
三
日
が
限
度
で
、
三
日
く
ら
い
の
恋
は
、
デ

モ
ク
リ
ト
ス
級
に
な
る
と
哲
学
す
る
の

に
あ
ま
り
支
障
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
む
し
ろ
自
然
科
学
百
や

解
剖
家
、
測
量
技
師
、
天
文
学
者
の
み
な
さ
ん
に
、
憂
欝
症
に
対
す
る
と
び
っ
き
り
の
処
方

と
し
て
、
こ
の
方
法
を
時
に
は
お
使
い
に
な
る
よ
う
、
つ
つ
し
ん
で
お
勧
め
し
た
い
、
お
見

う
け
し
た
と
こ
ろ
こ
の
方
々
に
忠
告
な
ど
い
ら
ざ
る
差
し
出
口
と
も
思
え
な
い
か
ら
。
デ
モ

ク
リ
ト
ス
自
身
が
こ
の
方
法
の
効
能
を
、
す
で
に
わ
れ
わ
れ
と
は
面
識
が
あ
る
ア
ブ
デ
ラ
の

美
人
た
ち
の
誰
か
と
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
試
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、
確
た
る
証

拠
も
な
い
の
で
肯
定
も
否
定
も
で
き
な
い
。
し
か
し
彼
は
、
こ
ん
な
無
邪
気
な
娘
っ
子
に
気

を
と
ら
れ
た
り
、
深
入
り
し
た
り
し
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
ま
か
り
間
違
っ
て
も
、
彼
女
た

ち
が
彼
の
目
を
え
ぐ
り
出
す
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
自
ら
の
弱
さ
を
考
え
、
自

分
で
自
分
の
目
を
え
ぐ
り
出
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
テ
リ
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
に
は
気
の
す

む
ま
で
信
じ
て
も
ら
っ
て
い
っ
こ
う
か
ま
わ
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
誰
か
が
こ
れ
に
同
調

す
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

し
か
し
こ
う
い
う
辻
つ
ま
の
合
わ
な
い
話
で
も
、
そ
れ
な
り
の
功
績
は
あ
る
思
想
史
の
資

料
蒐
集
家
が
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
哲
学
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
と
比
較
し
た
ら
、
ま
だ
し

も
罪
が
な
い
。
オ
リ
ン
ビ
ア
大
神
殿
の
追
物
だ
と
称
し
て
、
処
々
方
々
か
ら
寄
せ
集
め
ら
れ

た
個
々
の
破
片
や
石
、
こ
わ
れ
た
柱
の
山
を
、
信
念
を
も
っ
て
、
こ
れ
は
真
実
こ
の
神
殿
の

破
片
だ
と
言
う
に
は
、度
胸
が
い
る
も
の
だ
。
だ
が
、ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
こ

れ
ら
の
破
片
を
で
き
る
だ
け
手
際
よ
く
積
み
上
げ
、
多
少
の
粘
土
と
蒻
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

お
き
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
惨
め
っ
た
ら
し
い
継
ぎ
は
ぎ
細
工
を
、
図
面
も
基
礎
も
大
き

さ
も
な
く
、
均
整
も
美
も
な
い
の
に
、
オ
リ
ン
ピ
ア
の
神
殿
だ
と
言
い
張
る
よ
う
な
男
を
。

そ
も
そ
も
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
―
つ
の
体
系
を
た
て
た
な
ど
と
は
、
お
よ
そ
あ
り
そ
う
に
も

な
い
こ
と
だ
。
生
涯
を
旅
行
と
観
察
と
実
験
に
費
や
し
た
男
が
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ

と
の
結
果
を
、
き
ち
ん
と
し
た
学
説
に
ま
と
め
あ
げ
る
く
ら
い
長
生
き
し
た
例
は
稀
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
点
で
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
も
、
一
世
紀
以
上
生
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の

の
、
ご
多
分
に
も
れ
ず
死
に
見
舞
わ
れ
る
の
が
早
過
ぎ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
こ
う
い
う
男

が
、
古
代
人
が
異

□

同
意
に
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
透
徹
し
た
理
性
と
真
理
へ
の
燃

- 3 -
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真
只
中
で
、
こ
ん
な
に
大
胆
不
敵
に
理
性
を
ふ
り
ま
わ
し
た
男
が
、
こ
れ
以
上
い
い
目
に
あ

っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
奇
蹟
と
い
う
も
の
だ
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
わ
れ
わ
れ
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
と
き
ど
き
笑
っ
た
が
、
も
し
か
し
て

8
 

6
 

彼
が
、
コ
リ
ン
ト
か
ス
ミ
ル
ナ
、
シ
ラ
ク
サ
も
し
く
は
世
界
の
ど
こ
か
別
の
土
地
に
住
ん
で

い
た
ら
、
理
由
が
あ
っ
て
に
し
ろ
気
質
か
ら
に
し
ろ
、
人
間
の
愚
か
さ
加
減
を
泣
き
悲
し
む

よ
り
笑
い
と
ば
し
た
が
る
俗
物
ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て
笑
っ
た
り
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
彼
は
ア
ブ
デ
ラ
人
の
間
で
暮
し
て
い
た
。
笑
う
か
、
泣
く
か
、
腹
を
た
て
る
か
せ
ず

に
は
お
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
す
る
の
が
こ
の
善
良
な
人
々
の
持
ち
前
で
あ
っ
た
か

，
 

ら
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
し
て
は
、
フ
ォ
キ
オ
ン
な
ら
額
に
し
わ
を
寄
せ
、
カ
ト
ー
な
ら
ガ
ミ

゜

ガ
ミ
言
い
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
な
ら
鞭
打
っ
た
よ
う
な
と
き
に
、
笑
っ
た
の
で
あ
る
，
ア
ブ
デ
ラ

に
か
な
り
長
く
い
て
、
皮
肉
な
顔
つ
き
が
彼
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
は
き
た
も
の

の
、
し
か
し
、
彼
は
文
字
通
り
い
つ
も
大
口
を
あ
け
て
笑
っ
て
い
た
と
、
物
事
を
誇
張
し
た

が
る
あ
る
詩
人
が
蔭
口
を
た
た
い
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
こ
と
は
少
な
く
と
も
無
粋
な
散
文

で
言
う
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

2
 

だ
が
こ
ん
な
中
傷
、
い
ず
れ
は
雲
散
栃
消
す
る
だ
ろ
う
、
な
に
し
ろ
セ
ネ
カ
ほ
ど
ほ
め
そ

や
さ
れ
た
哲
学
者
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
わ
れ
ら
が
友
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
正
当
性
を
認
め
、

な
お
か
つ
範
と
す
る
に
足
る
と
見
な
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
「
わ
れ
わ
れ
は
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
セ
ネ
カ
は
言
う
「
大
衆
の
愚
か
さ
や
欠
点
を
こ
と
ご
と
く
憎
む
の
で
は
な

3
 

く、

笑

っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
こ
の
点
で
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
よ
り
デ
モ
ク
リ

ト
ス
を
模
範
に
す
る
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
前
者
は
人
々
の
中
に
立
ち
混
じ
っ
て
は
泣
き
、
後

者
は
笑
う
の
が
常
で
あ
っ
た
、
前
者
は
わ
れ
わ
れ
の
営
み
に
困
窮
と
惨
め
さ
だ
け
を
、
後
者

は
阿
呆
ら
し
さ
と
子
供
っ
ぽ
さ
だ
け
を
見
た
わ
け
だ
。
と
こ
ろ
で
人
間
の
生
活
を
見
て

ニ
ャ

ニ
ャ
す
る
く
ら
い
な
ら
、

笑
い
と
ば
し
て
く
れ
る
方
が
親
切
と
い
う
も
の
だ
し
、
人
類
に
対

す
る
貢
献
度
か
ら
言

っ
て
も
、
人
類
を
見
て
嘆
き
悲
し
む
者
よ
り
、
笑
っ
て
く
れ
る
者
の
方

が
高
い
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
後
者
が
わ
れ
わ
れ
に
ま
だ
多
少
は
希
望
を
つ
な
い
で
い
る
の

に
対
し
、
前
者
は
打
つ
手
が
な
い
と
絶
望
し
て
、
お
ろ
か
し
く
も
泣
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。

ま
た
全
体
を
一
瞥
し
て
、

笑
わ
ず
に
お
れ
な
い
者
は

ー
—
涙
を
流
さ
ず
に
お
れ
な
い

者
よ

り
、
心
が
広
い
と
い
え
る
、
な
ぜ
な
ら
彼
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
他
人
に
は
精
魂
こ
め
て
打
ち

こ
め
る
ほ
ど
立
派
で
重
要
に
思
え
る
こ
と
で
も
、
彼
の
目
か
ら
見
れ
ば
す
べ
て
つ
ま
ら
な

く
、
ご
く
ご
く
か
す
か
で
ひ
や
や
か
な
感
興
し
か
わ
い
て
こ
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の

だ
か
ら
」

つ
い
で
な
が
ら
、
わ
た
し
に
は
ソ
フ
ィ
ス
ト
た
る
セ
ネ
カ
の
裁
定
は
理
に
か
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
、
た
だ
そ
の
理
由
を
こ
ん
な
に
も
っ
て
廻
っ
た
り
、
こ
ん
な
に
手
の
こ
ん
だ

対
照
法
の
中
に
は
め
こ
ん
だ
り
し
な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
よ
か
っ
た
と
は
い
え
。

だ
が
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
の
間
で
暮
し
、
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
を
笑

っ

た
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
今
話
に
出
た
よ
う
な
非
難
を
受
け

て
い
る
が
、
こ
れ
は
（
ど
ん
な
に
大
げ
さ
で
あ
ろ
う
と
）
わ
れ
ら
が
賢
者
に
あ
び
せ
ら
れ
た

も
の
の
中
で
は
い
ち
ば
ん
ま
と
も
な
方
で
あ
る
。
ホ
メ
ロ
ス
に
か
か
る
と
神
々
だ
っ
て
、
も

っ
と
も
っ
と
お
か
し
く
も
な
い
対
象
を
見
て
健
気
に
も
、
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
を
和

解
さ
せ
よ
う
と
酒
の
配
を
す
る
び
っ
こ
の
ヴ
ル
カ
ヌ
ス
を
見
て
ー
と
め
ど
な
く
笑
い
こ
ろ

5
 

げ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
デ
モ

ク
リ
ト
ス
が
自
ら
進
ん
で
目
を
つ
ぶ
し
た
と
か
い

う
申
し
立
て
や
、
彼
が
そ
う
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
理
由
の
話
は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
人

人
の
側
に
、
少
な
く
と
も
こ
の
連
中
の
頭
脳
の
名
誉
に
は
な
ら
な
い
あ
る
性
癖
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
。

「と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
性
癖
な
の
だ
ろ
う
か
」
ー
~
諸
君
、
わ
た
し
は

そ
れ
を
君
た
ち
に
伝
え
た
い
、
ね
が
わ
く
ば
恵
み
深
い
天
よ
、
そ
れ
が
す
っ
か
り
柳
に
風
と

受
け
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

そ
の
い
じ
ま
し
い
性
癖
と
い
う
の
は
、
健
全
な
五
感
を
そ
な
え
た
人
な
ら
、
き
わ
め
て
月

並
な
人
で
も
し
で
か
さ
な
い
よ
う
な
極
端
に
出
た
ら
目
な
こ
と
を
偉
人
が
し
た
と
な
る
と
、

馬
鹿
で
あ
れ
、
悪
た
れ
で
あ
れ
、
手
当
り
し
だ
い
犯
し
が
た
い
証
人
と
し
て
引
き
合
い
に
出

し
て
く
る
と
い
う
性
癖
で
あ
る
。

人
間
性
を
卑
少
化
し
て
見
る
人
々
が
主
張
し
て
い
る
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
性
癖
が
一
般
的

で
あ
る
と
わ
た
し
は
思
い
た
く
な
い
が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
経
験
の
教
え
る
と
こ
ろ
、

偉

人
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
逸
話
は
、
彼
ら
の
頭
を
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
を
流
布
さ
せ
る

の
が
常
で
、
大
方
の
人
々
は
そ
れ
を
小
躍
り
し
て
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
も
し
か

す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
根
本
に
お
い
て
天
文
学
者
が
太
陽
に
黒
点
を
発
見
し
た
と
い

っ
て
喜
ぶ
の
よ
り
罪
が
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
黒
点
の

発
見
を
そ
ん
な
に
喜
ば
し
い
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
単
に
そ
れ
が
思
い
及
ば
ぬ
、
理

解
お
よ
ば
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
上
に
、
取
る
に

足
ら
ぬ
連
中
は
偉
人
の
非
常
識
を
デ
ッ
チ
あ
げ
て
、

（
彼
ら
流
の
考
え

で
は
）
そ
の
人
に
多

大
な
敬
意
を
表
し
て
い
る
つ
も
り
で
い
る
こ
と
も
稀
で
は
な
く
、
わ
れ
ら
が
哲
学
者
の
自
発

的
失
明
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
ア
ブ
デ
ラ
人
は
お
そ
ら
く
一
人
で
は

- 2 -
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デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
性
格
と
哲
学
に
関
す
る
補
遺
、
読
者
諸
氏
は
読
み
お
と
し
の
な

い
よ
う
。

好
奇
心
の
強
い
女
た
ち
を
や
っ
か
い
払
い
す
る
の
に
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
ど
ん
な
手
を
用

い
た
か
は
知
ら
な
い
。
た
だ
先
の
実
例
か
ら
は
っ
き
り
し
す
ぎ
る
ほ
ど
は
っ
き
り
し
て
い
る

こ
と
は
、
単
な
る
口
か
ら
で
ま
か
せ
の
思
い
つ
き
で
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

こ
の
罪
の
な
い
自
然
科
学
者
は
、
彼
の
ア
ブ
デ
ラ
人
ぶ
り
も
相
当
な
も
の
で
、
馬
鹿
な
同
国

人
た
ち
が
真
に
受
け
た
作
り
話
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
自
分
で
も
信
じ
て
い
た
と
い
う
あ
ら

ぬ
評
判
を
た
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
を
非
難
し
て
そ
ん
な
蔭
口
を
き
い
た
連
中
は
、
そ

の
証
拠
と
し
て
、
彼
の
著
作
の
数
々
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
ヴ
ィ
ト
ル
ヴ
ィ
ウ
ス

や
プ
リ

ニ
ウ

ス
の
時
代
よ
り
ず
っ
と
以
前
に
、
意
味
深
長
な
標
題
の
贋
物
が
彼
の
名
で
大
量

グ
ラ
エ
ク
ル
ス

に
出
ま
わ
っ
て
い
た
。
知
っ
て
の
通
り
、
後
世
の
物
知
り
な
暇
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
く
ら
い

の
詐
欺
行
為
は
日
常
茶
飯
事
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
番
煎
じ
で
書
い
た
素
姓
い
や
し
い
本
の

2
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売
行
き
を
よ
く
す
る
に
は
、
ヘ
ル
メ
ス
・
ト
リ
ス
メ
ギ
ス
ト
ゥ
ス
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
、
オ
ル
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デ
ラ
の
ヒ
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ポ
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フ
ェ
ウ
ス
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
名
は
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
と
り
わ
け
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
哲
学
派
が
魔
法
を
世
間
一
般
に
あ
だ
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
も
の
と
思
わ

せ
る
一
方
で
、
学
者
を
使
敷
し
て
、
あ
た
か
も
自
分
た
ち
が
霊
界
へ
の
鍵
を
握
っ
た
、
全
自

然
界
に
何
ひ
と
つ
秘
密
な
こ
と
と
て
な
い
力
あ
る
奇
蹟
の
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
無
学
者

ど
も
に
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
み
せ
る
趣
味
を
う
え
つ
け
た
あ
と
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
デ
ラ

の
人
々
は
、
魔
法
使
い
で
も
な
い
限
り
、
そ
ん
な
に
—
|
自
分
ら
が
知
ら
な
い
こ
と
を
多
く

知
っ
て
い
る
の
は
理
解
で
き
な
い
と
し
て
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
農
法
を
使
っ
て
い
る
と
噂
し

合
い
、
後
世
の
詐
欺
師
た
ち
は
、
そ
の
評
判
を
利
用
し
て
時
の
馬
鹿
者
を
相
手
に
金
も
う
け

を
た
く
ら
み
、
彼
の
名
前
で
魔
法
の
本
を
粗
製
乱
造
し
た
の
で
あ
る
。

概
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
哲
学
者
を
愚
者
扱
い
す
る
の
が
大
好
き
で
あ
っ
た
。
ソ
ク
ラ
テ

ス
が
雲
を
女
神
と
考
え
た
り
、
ノ
ミ
が
ノ
ミ
尺
で
何
尺
跳
躍
で
き
る
か
を
測
っ
た
り
、

冥
想

に
ふ
け
ろ
う
と
し
て
地
球
の
引
力
に
思
考
を
す
い
と
ら
れ
な
い
よ
う
籠
に
乗
っ
て
宙
づ
り
に

な
っ
た
り
、
と
い
っ
た
よ
う
な
話
を
、
機
知
旺
盛
な
戯
作
者
ア
リ
ス
ト
。ハ
ネ
ス
が
も
っ
と
も

ら
し
く
し
て
見
せ
る
と
、
ア
テ
ネ
人
た
ち
は
心
か
ら
笑
っ
た
し
、
い
つ
も
は
彼
ら
に
真
理
な

る
も
の
を
、
つ
ま
り
七
面
倒
な
こ
と
を
言
う
男
が
、
少
な
く
と
も
舞
台
で
は
、
愚
に
も
つ
か

ぬ
こ
と
を
く
だ
く
だ
言
う
の
を
聞
い
て
、
こ
と
の
ほ
か
う
さ
を
晴
ら
し
て
い
た
よ
う
だ
。
と

こ
ろ
で
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
は
（
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
追
随
者
の
う
ち
で
も
い
ち
ば
ん
教
祖
の
風
貌
を

し
て
い
た
）
こ
ん
な
笑
い
好
き
な
国
民
か
ら
ど
ん
な
に
い
た
ぶ
ら
れ
る
羽
目
に
な
っ
た
こ
と

か
。
霊
感
に
み
ち
た

。フ
ラ
ト
ン
や
明
察
に
富
む
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
さ
え
告
発
を
免
れ
え

ず
、
十
把
ひ
と
か
ら
げ
の
並
の
人
間
に
引
き
ず
り
お
ろ
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
ア
ブ
デ
ラ
人
の

訳

章
＊

洋

（
＊
熊
本
大
学
）

八
昭
和
五
十
三
年
九
月
十
六
日

受
理
＞

C
.
M
・
ヴ
ィ

ー
ラ
ン
ト

上
西
川
原

瀬

戸

著
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